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頁 
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頁 
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頁 
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項 
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山
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芥
集
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二
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一
頁 

 
 
 

第
一
目 
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目
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二
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一
頁 

 
 
 

第
二
目 

博
士
の
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二
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一
頁 

第
二
節 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
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立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
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三
頁 

第
一
項 

『
声
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集
私
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記
』
と
『
魚
山
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芥
集
』
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二
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三
頁 
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項 

『
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頁 
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目 
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た
指
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二
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二
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頁 

二 

出
典
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二
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頁 

第
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目 

現
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の
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法
と
一
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さ
れ
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一
説
と
し
て
提
示
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た
指
南
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五
頁 
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出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式 
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頁 
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二
五
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頁 
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り
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
五
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1 
 

序
論 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
真
言
声
明
の
主
要
曲
目
を
収
録
す
る
法
会
用
の
譜
本
で
あ
る
『
声
明
集
』
に
旋

律
や
音
価
の
表
記
ま
た
各
曲
目
の
曲
調
の
情
報
等
の
注
記
が
付
さ
れ
た
、
南
山
進
流
１

の
教
則
本
で
あ
り
、

現
在
で
も
真
言
宗
諸
山
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。 

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
諸
本
は
、
智
生
房
長
恵
（
一
四
五
六
～
一
五
二
四
）
に
よ

っ
て
一
五
一
七
年
に
編
纂
さ
れ
た
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
か
ら
す
べ
て
派
生
し
て
い
る
。
こ
の
三
巻

本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
十
六
世
紀
後
半
に
順
良
房
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
に
よ
っ
て
度
々

書
写
さ
れ
、
江
戸
期
以
降
に
は
、
高
野
山
、
智
山
に
お
い
て
何
度
も
刊
行
さ
れ
た
。
当
本
は
、
現
在
で
も

高
野
山
以
外
の
真
言
宗
諸
山
で
広
く
規
範
的
な
教
則
本
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
現
在

こ
の
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
か
ら
派
生
す
る
教
則
本
を
利
用
す
る
声
明
の
流
派
は
、
全
て
南
山
進
流

と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
真
言
宗
の
声
明
は
南
山
進
流
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ

た
事
態
は
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
に
よ
っ
て
將
さ
れ
た
と
も
い
い
う
る
の
で
あ
る
。 

真
言
声
明
の
実
態
解
明
の
た
め
の
基
礎
研
究
と
し
て
、
本
論
考
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
三

巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。 

序
論
で
は
、
ま
ず
、
本
論
文
の
目
的
に
つ
い
て
、
次
に
、
本
論
文
の
概
要
と
し
て
、
声
明
関
連
の
専
門

用
語
の
確
認
と
定
義
、
本
論
考
の
構
成
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
成
立
過
程
の
時
代
区
分
の
説
明
、
文
献
資
料

の
紹
介
を
行
い
、
最
後
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
概
観
す
る
。 

 

一 

本
論
文
の
目
的 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
先
行
研
究
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
編
纂
以
後
の
資
料
に
つ
い
て
の
考
究
が
中
心
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
未
だ
高
野
山
に
大
進
上
人
流
が
流
入
し
て
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
成
立
す
る
に
至

る
ま
で
の
経
緯
を
中
心
に
扱
っ
た
研
究
は
存
在
し
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の
こ
と
に
着
目
し
て
『
魚
山
蠆

芥
集
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
究
を
行
っ
て
い
く
。 

特
に
、
大
進
上
人
流
流
入
以
後
の
高
野
山
の
声
明
の
系
譜
に
つ
い
て
の
口
伝
書
の
記
述
と
『
魚
山
蠆
芥

集
』
の
先
駆
資
料
で
あ
る
『
声
明
集
』
の
関
連
性
を
絶
え
ず
意
識
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ら
の
資

料
が
有
機
的
な
繋
が
り
の
中
で
語
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
声
明
集
』
諸
本
の
立
ち
位
置
が
定
ま
り
、
そ

れ
に
よ
っ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
成
立
ま
で
の
南
山
進
流
の
具
体
的
な
伝
承
過
程
が
解
明
さ
れ
る
と
考
え
る
。 

 

二 

本
論
文
の
概
要 

 

（
一
）
声
明
関
連
の
名
称
・
用
語
の
確
認
と
定
義 

 

本
論
文
の
概
要
を
示
す
に
あ
た
り
、
使
用
す
る
『
声
明
集
』
『
魚
山
蠆
芥
集

』
、

基
本
構
造
、
曲
目
構

成
等
の
用
語
に
つ
い
て
の
定
義
と
必
要
な
事
柄
を
示
し
て
お
き
た
い
。 

 

｟
一
｠
『
声
明
集
』 

南
山
進
流
で
使
用
さ
れ
「
声
明
集
」
と
呼
ば
れ
る
、
形
態
が
小
型
の
枡
型
本
で
、
基
本
的
に
詞
章
（
歌

詞
）
と
博
士
（
音
符
）
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
法
会
用
の
譜
本
を
『
声
明
集
』
と
す
る
。
こ
の
『
声
明
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集
』
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
先
駆
資
料
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

ま
た
、
南
山
進
流
の
『
声
明
集
』
と
ほ
ぼ
同
じ
曲
目
を
収
載
し
「
声
明
集
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る

醍
醐
流
の
声
明
集
成
を
「
醍
醐
流
の
『
声
明
集

』
」

と
記
す
。
な
お
、
醍
醐
流
に
つ
い
て
新
井
〔
一
九
九

一
〕
は
、 

 
 

 
 

醍
醐
流
は
醍
醐
座
主
の
勝
賢
（
一
一
三
八
―
一
一
九
六
）
に
よ
り
一
流
と
し
て
声
明
の
基
盤
が
確
立 

 
 

し
た
が
、
そ
の
実
質
的
な
作
業
は
弟
子
の
任
賢
が
行
っ
た
。
（
中
略
）
醍
醐
流
は
一
三
世
紀
中
頃
印 

 
 

禅
と
玄
慶
と
に
分
か
れ
た
が
、
一
四
世
紀
中
頃
に
聖
尊
（
一
三
〇
一
―
一
三
七
〇
）
に
よ
り
統
合
さ 

 
 

れ
た
。
２ 

と
し
て
い
る
。
本
稿
で
醍
醐
流
と
い
っ
た
場
合
、
こ
の
系
譜
を
指
す
。
ま
た
、
資
料
編
③

「
『

声
明
集
』

詞
章
一
覧
」
に
、
『
声
明
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
全
曲
の
詞
章
を
掲
載
し
、
博
士
が
記
載
さ
れ
て
い
る

全
て
の
詞
章
に
ナ
ン
バ
ー
を
付
し
た
。
こ
れ
は
、
博
士
の
骨
格
を
対
照
す
る
際
、
対
象
箇
所
を
同
定
す
る

た
め
で
あ
る
。
な
お
、
掲
載
し
た
詞
章
は
、
南
山
進
流
の
最
古
の
版
本
で
影
印
本
と
し
て
公
刊
さ
れ
て
い

る
３

「
文
明
四
年
版
」
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。
こ
の
「
文
明
四
年
版
」
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
四
章

第
一
節
第
一
項
で
改
め
て
述
べ
る
。 

 

｟
二
｠
『
魚
山
蠆
芥
集
』 

 

形
態
が
大
型
の
美
濃
紙
判
（
袋
綴
本
）
で
、
曲
調
や
唱
法
上
の
注
意
、
旋
律
等
が
注
記
さ
れ
て
い
る
声

明
の
教
習
に
用
い
る
南
山
進
流
の
譜
本
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
す
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
「
魚
山
私
鈔
」
と
呼
称
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
長
恵
が
こ
の
名
称
を
使
用
し
た
か

否
か
は
不
明
の
た
め
こ
の
名
称
は
使
用
し
な
い
。
な
お
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
書
名
の
由
来
は
、
弘
法
大

師
空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
『
性
霊
集
』
巻
六
の
「
方
丈
の
草
堂
は
法
界
を
呑
ん
で
蠆
芥
の
如
く
、

花
山
の
松
林
は
宝
樹
に
変
じ
て
刹
説
の
如
し
。
梵
曲
は
魚
山
の
如
く
、
綿
花
は
龍
淵
の
如
し
４

」
で
あ
る
。

ま
た
、
「
魚
山
」
は
中
国
の
声
明
の
発
生
の
地
名
（
山
東
省
東
阿
県
、
三
世
紀
初
期
魏
の
曹
植
が
こ
の
地

で
梵
唄
を
制
作
）
で
あ
る
。
日
本
で
は
声
明
を
意
味
し
、
天
台
声
明
大
原
流
の
本
拠
地
大
原
を
魚
山
と
い

う
。
「
蠆
芥
」
は
「
あ
く
た
、
ち
り
」
の
意
味
で
、
そ
の
よ
う
に
数
多
く
の
声
明
を
集
め
た
楽
譜
集
を
意

味
す
る
。 

  
 

 

｟
三
｠
覚
証
院
方
・
東
南
院
方
・
金
剛
三
昧
院
方 

十
四
世
紀
後
半
頃
に
『
声
明
集
』
の
口
伝
書
と
し
て
慈
鏡
（
一
三
六
八
～
一
三
九
六
～
）
に
よ
っ
て
撰

述
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
声
明
声
決
書
』
に
、
十
三
世
紀
の
後
半
に
、
南
山
進
流
で
覚
証
院
方
と
金
剛
三
昧

院
方
と
東
南
院
方
の
三
流
が
そ
れ
ぞ
れ
興
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
南
山
進
流

の
な
か
の
声
明
の
支
流
名
と
し
て
「
覚
証
院
方
」
「
東
南
院
方
」
「
金
剛
三
昧
院
方
」
を
用
い
る
。 

な
お
、
こ
の
三
流
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。
『
声
明
声
決
書
』
に
よ
る
と
、
覚
証
院
方

は
覚
証
院
の
勇
心
房
隆
然
（
一
二
五
八
～
一
三
四
一
～
）
が
、
金
剛
三
昧
院
方
は
金
剛
三
昧
院
の
証
蓮
房

覚
意
（
一
二
三
七
～
一
二
九
三
～
）
が
、
東
南
院
方
は
東
南
院
の
龍
信
房
釼
海
（
生
没
年
不
詳
）
が
そ
れ

ぞ
れ
樹
立
し
た
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
三
流
の
名
称
は
そ
れ
ぞ
れ
の
派
祖
の
住
処
に
因
ん
で
名
付
け
ら

れ
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
名
称
と
三
流
の
伝
承
の
関
連
性
は
決
し
て
高
く
な
い
５

。
ま
た
、
覚
証
院
方
の

系
譜
は
限
ら
れ
た
資
料
６

に
よ
っ
て
一
応
江
戸
期
ま
で
確
認
で
き
る
も
の
の
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院

方
の
系
譜
等
の
情
報
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
７

。 

ま
た
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
高
野
山
は
金
剛
峯
寺
方
と
大
伝
法
院
方
と
金
剛
三
昧
院
方
の
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三
勢
力
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
こ
の
三
勢
力
と
声
明
の
三
流
と
の
関
係
も
明
確
で
は
な
い
。 

覚
証
院
方
の
正
嫡
が
金
剛
峯
寺
の
検
校
に
補
さ
れ
て
い
る
の
で
、
金
剛
峯
寺
方
で
は
覚
証
院
方
の
声
明

が
唱
え
ら
れ
て
い
た
と
一
応
考
え
ら
れ
る
。 

金
剛
三
昧
院
方
に
お
い
て
金
剛
三
昧
院
方
の
声
明
が
伝
承
さ
れ
た
可
能
性
は
大
い
に
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
が
な
い
。 

南
山
進
流
関
連
の
資
料
か
ら
大
伝
法
院
方
の
声
明
に
関
す
る
情
報
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

大
伝
法
院
方
の
声
明
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。
今
後
南
山
進
流
以
外
の
資
料
に
調
査
範

囲
を
拡
げ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
継
続
的
に
追
求
し
て
行
き
た
い
。 

 

｟
四
｠
曲
目
構
成
と
基
本
構
造 

 

『
声
明
集
』
は
、
資
料
編
⑤

「
『

声
明
集
』
詞
章
一
覧
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉

か
ら
δ

(

教
化
〉
ま
で
、
全
二
十
九
曲
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
曲
名
を
曲
目
と
呼
び

〈 

〉
で
示
す
。
こ
れ
ら
の
曲
は
、
複
数
曲
の
組
み
合
わ
せ
に
別
け
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
曲
の
組
み
合

わ
せ
を
曲
目
構
成
と
呼
び
、
［ 

］
で
示
す
。 

 

『
声
明
集
』
は
次
の
よ
う
に
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
の
三
つ
の
曲
目
構
成
か
ら
な
る
。 

 
 

［
法
用
］ 

 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
〜 

ｉ
〈
対
揚
〉 

 
 

［
供
養
法
］ 

ｊ
〈
金
剛
界
〉 

 

〜 

ｍ
〈
礼
讃
文
〉 

 
 

［
讃
］ 

 
 

ｎ
〈
四
智
梵
語
〉 

〜 

δ

〈
教
化
〉 

ま
た
、
曲
目
・
曲
順
と
博
士
の
骨
格
か
ら
構
成
さ
れ
る
も
の
を
基
本
構
造
と
呼
ぶ
。 

 

｟
五
｠
博
士
の
骨
格
と
旋
律 

 

博
士
の
骨
格
と
は
、
音
高
の
動
き
を
表
示
す
る
た
め
に
四
十
五
度
の
間
隔
で
表
記
さ
れ
る
「
宮
」
「
商
」

「
角
」
「
徵
」
「
羽
」
の
五
音
の
組
み
合
わ
せ
・
構
成
を
指
す
。 

旋
律
と
は
「
宮
」
「
商
」
「
角
」
「
徴
」
「
羽
」
の
「
五
音
」
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
る
固
有
の
装
飾

音
や
音
型
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
「
ユ
」
（
＝
「
由

」
）

「
ス
」
（
＝
「
直

」
）

「
ソ
」
（
＝

「
反

」
）

等
の
名
称
で
博
士
の
傍
ら
に
表
記
さ
れ
る
。 

 

（
二
）
構
成
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
成
立
過
程
の
時
代
区
分 

 

第
一
章
で
は
、
本
稿
の
中
心
資
料
で
あ
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
的
情
報
と
当
書
に
関
わ
る
事
柄
に

つ
い
て
論
じ
る
。 

第
一
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
資
料
と
、
長
恵
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
撰
述
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
刊
行
ま
で
の
変
遷
を
概
観
す
る
。 

第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
た
長
恵
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
普
及
の
礎
を
築
い
た
朝
意

に
つ
い
て
論
じ
る
。 

そ
し
て
、
第
三
節
か
ら
第
七
節
に
お
い
て
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
す
な
わ

ち
、
第
三
節
で
は
、
曲
目
・
曲
順
、
第
四
節
で
は
、
曲
調
、
第
五
節
で
は
、
博
士
・
旋
律
・
仮
名
、
第
六

節
で
は
、
注
記
、
第
七
節
で
は
、
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
か
ら
付
加
さ
れ
て
い
る
「
音
律
開
合
名
目
」

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
す
る
。 

第
二
章
か
ら
第
四
章
ま
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
を
初
期
・
中
期
・
後
期
に
分
け
、
高
野
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山
に
大
進
上
人
流
が
流
入
し
た
時
期
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
成
立
す
る
ま
で
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

こ
れ
は
『
声
明
集
』
の
発
展
段
階
に
即
し
て
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
は
『
声
明
集
』

の
基
本
構
造
が
作
ら
れ
る
時
期
、
中
期
は
、
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造
は
一
様
に
な
っ
た
が
、
『
声
明
集
』

諸
本
に
お
い
て
博
士
の
骨
格
が
多
様
な
時
期
、
後
期
は
、
基
本
構
造
及
び
博
士
の
骨
格
が
一
様
と
な
り
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
が
出
来
上
が
っ
た
時
期
で
あ
る
。 

第
二
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
初
期
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
大
進
上
人

流
が
高
野
山
に
伝
来
し
て
か
ら
、
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造
が
覚
証
院
方
の
隆
然
系
の
『
声
明
集
』
に
確

定
し
、
そ
の
後
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
分
か
れ
た
と
さ
れ
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

具
体
的
な
年
代
は
、
正
等
房
勝
心
（
～
一
一
一
八
～
一
二
三
七
～
）
が
大
進
上
人
流
の
本
拠
地
の
移
転

の
要
請
の
手
紙
を
中
川
の
慈
業
（
～
一
二
四
三
～
）
に
送
っ
た
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
か
ら
重
弘
（
～

一
三
五
九
）
が
示
寂
し
た
正
平
十
四
年
（
一
三
五
九
）
ま
で
に
設
定
す
る
。
特
に
、
『
声
明
集
』
の
基
本

構
造
が
こ
の
時
期
に
ど
れ
ほ
ど
確
定
さ
れ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
究
を
行
う
。 

 

第
一
節
で
は
、
十
四
世
紀
末
に
撰
述
さ
れ
た
『
声
決
書
』
と
『
声
実
抄
』
に
よ
っ
て
初
期
の
実
態
に
つ

い
て
考
察
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
初
期
の
実
態
に

つ
い
て
推
定
し
た
い
。
ま
た
、
こ
の
時
代
に
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
行

い
た
い
。 

第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
記
譜
の
根

幹
を
な
す
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
考
案
し
た
覚
意
の
功
績
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

第
三
節
で
は
、
大
進
上
人
流
の
声
明
譜
と
覚
意
が
「
五
音
博
士
」
に
翻
譜
し
た
声
明
譜
を
比
較
対
照
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
覚
意
が
そ
れ
ま
で
の
大
進
上
人
流
の
記
譜
法
の
声
明
譜
を
五
音
博
士
に
書
き
直
し
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
つ
ま
り
、
覚
意
が
五
音
を
付
す
前
の
元
々
の
声
明
譜
を
特
定
し
、
そ
の
声
明
譜

と
、
五
音
博
士
が
付
さ
れ
た
後
の
声
明
譜
の
一
致
の
確
認
を
目
指
す
。 

第
四
節
で
は
、
初
期
の
『
声
明
集
』
す
な
わ
ち
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
が
管
理
し
て
い
る
称
名
寺
所
蔵

の
二
本
の
『
声
明
集
』
及
び
「
文
保
二
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
と
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』

を
指
標
と
し
て
対
照
し
、
初
期
に
お
い
て
基
本
構
造
が
ど
れ
ほ
ど
確
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
ま
た
『
声
実
抄
』
に
よ
っ
て
、
初
期
の
『
声
明
集
』
が
般
若
房
定
意
（
十
二
世

紀
末
～
十
三
世
紀
前
半
頃

）
、

宝
蓮
房
祐
真
（
十
三
世
紀
前
半
頃
）
の
『
声
明
集
』
の
何
れ
の
も
の
で
あ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
確
認
を
試
み
る
。 

第
三
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
中
期
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
こ
の
時
期
は
、
『
声
明

集
』
の
基
本
構
造
が
確
定
し
て
以
後
か
ら
『
声
明
集
』
刊
行
以
前
ま
で
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
重
弘
示

寂
以
後
、
つ
ま
り
正
平
十
四
年
（
一
三
五
九
）
か
ら
『
声
明
集
』
の
刊
行
、
つ
ま
り
文
明
四
年
（
一
四
七

二
）
以
前
ま
で
に
設
定
す
る
。
こ
の
時
期
に
、
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
分
か
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、

ま
た
、
種
々
の
『
声
明
集
』
や
口
伝
書
が
登
場
し
、
「
文
明
四
年
版
」
刊
行
の
道
筋
が
作
ら
れ
た
と
い
え

る
。
ま
た
、
本
章
で
は
、
『
声
明
集
』
諸
本
と
『
声
明
集
私
案
記
』
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
を
中
心
資
料

と
し
て
用
い
る
。 

第
一
節
で
は
、
中
期
の
『
声
明
集
』
諸
本
の
属
す
る
系
統
の
特
定
を
目
指
す
。 

第
二
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
基
本
的
性
格
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

第
三
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
編
纂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
声
明
集
私
案
記
』
が
ど

の
系
統
の
『
声
明
集
』
に
依
拠
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

第
四
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
覚
証
院
と
東
南
院
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
と
を
対
比
し
た
記
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述
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
流
派
観
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

第
四
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
後
期
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
こ
こ
で
は
、
『
声
明
集
』

の
刊
行
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
ま
で
に
つ
い
て
論
じ
る
。
具
体
的
な
年
代
は
『
声
明
集
』
が
刊
行

さ
れ
た
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
か
ら
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
永
正
十
四
年
（
一
五

一
七
）
ま
で
に
設
定
す
る
。 

第
一
節
で
は
、
ま
ず
、
「
文
明
四
年
版
」
の
依
拠
し
た
中
期
の
『
声
明
集
』
の
系
統
を
明
ら
か
に
す
る
。

す
な
わ
ち
、
中
期
で
み
た
ど
の
系
統
の
も
の
が
、
「
文
明
四
年
版
」
に
影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
考
察
を
行

い
た
い
。 

第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
教
則
本
と
し
て
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

す
な
わ
ち
、
『
声
明
集
』
の
骨
組
み
に
長
恵
が
ど
の
よ
う
な
要
素
を
付
加
し
、
南
山
進
流
の
規
範
的
教
則

本
を
作
り
上
げ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
受
用
に
つ
い
て
、
次
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
受
用

に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
考
察
を
行
う
。 

 

三 

文
献
資
料 

 
 

本
稿
に
お
い
て
利
用
す
る
中
心
的
テ
ク
ス
ト
を
初
期
、
中
期
、
後
期
毎
に
挙
げ
る
。 

 

（
一
）
初
期
の
資
料 

 

本
稿
で
は
、
初
期
の
資
料
と
し
て
『
声
明
集
』
三
本
と
種
々
の
「
秘
讃
」
の
声
明
譜
を
利
用
す
る
。
こ

こ
で
は
、
三
本
の
『
声
明
集
』
と
四
本
の
「
秘
讃
」
の
資
料
の
書
誌
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
な
お
、
今
回
、

覚
意
が
五
音
博
士
に
書
き
直
す
前
の
「
秘
讃
」
を
特
定
す
る
た
め
に
醍
醐
寺
所
蔵
の
「
秘
讃
」
も
利
用
す

る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
は
称
名
寺
所
蔵
の
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
「
秘
讃
」
と
比
較
対
照
す
る
際
に

分
か
る
範
囲
で
書
誌
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
。 

 

｟
一
｠
『
声
明
集
』 

 

初
期
の
『
声
明
集
』
で
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
も
の
は
存
在
し
な
い
。
僅
か
に
称
名
寺
に
「
覚

意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
た
『
声
明
集
』
系
統
の
も
の
が
二
本
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
転
写
本

で
あ
る
が
、
岡
山
金
剛
福
寺
に
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
た
文
保
二
年
の
奥
書
を
持
つ
『
声
明

集
』
系
統
の
資
料
が
存
在
し
て
い
た
。 

本
稿
で
は
、
称
名
寺
所
蔵
の
資
料
を
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
称
名
寺
本
ｂ
」
と
そ
れ
ぞ
れ
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。
両
者
は
、
覚
意
の
記
譜
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
下
、
分
か
る
範
囲
で
こ
れ
ら
の

書
誌
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

ま
た
、
も
う
一
本
の
資
料
を
「
文
保
二
年
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
『
声
明
集
』

と
形
態
が
若
干
異
な
る
が
、
基
本
的
構
造
は
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
「
文
保
二
年
本
」
は
、
後
世

に
加
筆
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
注
記
に
よ
っ
て
覚
証
院
の
隆
然
（
一
二
五
八
～
一
三
四
一
～
）
と
の
関
係

性
が
指
摘
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
金
剛
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
「
文
保
二
年
本
」
は
現
在
所
在
不
明
で
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大
山
〔
一
九
五
九
〕
に
口
絵
写
真
と
し
て
二
枚
ば
か
り
掲
載
さ
れ
て
い
る
８

。
ま
た
、
中
川
〔
一
九
七
六

ａ
〕
で
も
少
し
く
言
及
さ
れ
て
い
る
９

。
幸
い
に
も
、
金
剛
福
寺
所
蔵
の
「
文
保
二
年
本
」
を
岩
原
諦
信

氏
が
書
写
し
た
も
の
が
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
こ
の
資
料
を
利

用
す
る
。 

な
お
、
〔
南
山
進
流
声
明
集
〕

（
「

称
名
寺
本
ｂ

」
）

は
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
「
歌
謡
・

声
明
篇 

続
１
０

」
（
以
下
、
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
）
の
書
誌
情
報
を
用
い
る
。 

 №
１
〔
進
流
声
明
集
〕

（
「

称
名
寺
本
ａ

」
） 

称
名
寺
所
蔵
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

書
写
年
次
不
明
（
鎌
倉
末
期
～
室
町
初
期

）
。

書
写
者
不
明
。
巻
子
装
。
一
軸
。
紙
数
不
詳
。
一
紙
二

二
三
行
。
一
行
一
五
文
字
。
〔
外
題
〕
「
金
剛
界

」
。

〔
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。
〔
奥
書
〕
無
し
。 

 №
２
〔
南
山
進
流
声
明
集
〕

（
「

称
名
寺
本
ｂ

」
） 

称
名
寺
所
蔵
。
複
写
資
料
及
び
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
で
確
認
。 

書
写
年
次
不
明
（
鎌
倉
時
代

）
。

釼
阿
（
一
二
六
一
～
一
三
三
八
）
書
写
。
巻
子
装
。
一
軸
。
楮
紙
。

一
八
紙
。
一
紙
一
〇
行
。
一
行
一
四
字
。
〔
外
題
・
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。
〔
奥
書
〕
無
し
。 

 

№
３
「
文
保
二
年
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
４５４

コ
１６

）
複
写
資
料
で
確
認
。 

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
、
岩
原
諦
信
（
一
八
八
三
～
一
九
六
五
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

一

冊
。
表
紙
共
七
六
丁
。
竪
二
九
・
五
㎝
。
横
二
一
・
一
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
古
本
声
明
集

」
。 

〔
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

本
云 

文
保
二
年
八
月
一
日 

普
一 

（
醍
醐
様
の
博
士
図
、
高
野
様
の
博
士
図
等
を
挟
む
） 

金
剛
福
寺 

紫
雲
山 

于
時
寶
暦
七
丑
年
三
月
吉
祥 

智
教 

 

｟
二
｠
「
秘
讃
」 

 

覚
意
が
相
伝
し
た
こ
と
を
示
す
奥
書
を
有
す
る
『
声
明
集
』
は
現
存
し
な
い
が
、
幸
い
に
も
称
名
寺
に

は
、
覚
意
が
相
伝
し
た
「
秘
讃
」
の
資
料
が
数
多
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
利

用
し
、
覚
意
の
功
績
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
は
、
今
回
利
用
す
る
「
覚
意
の
五
音
博
士
」

に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
「
秘
讃
」
の
書
誌
に
つ
い
て
分
か
る
範
囲
で
確
認
す
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
に
収
載
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
資
料
集
の
解

説
を
参
考
に
し
て
書
誌
情
報
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
四
本
の
う
ち
二
本
は
種
々
の
「
秘
讃
」
を
収

載
し
た
秘
讃
集
で
あ
る
。
こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
個
々
の
「
秘
讃
」
の
覚
意
の
奥
書
は
第
二
章
で
改
め

て
報
告
す
る
。
ま
た
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
記
譜
法
を
保
持
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
醍
醐
寺

所
蔵
の
「
秘
讃
」
も
今
回
利
用
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の

「
秘
讃
」
と
比
較
対
照
す
る
際
に
書
誌
情
報
を
確
認
す
る
。 
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（
№
１
）
『
秘
讃
類
聚
集
』 

称
名
寺
所
蔵
。
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
（
一
一
六
～
一
二
四
頁
）
で
確
認
。 

延
慶
二
（
一
三
〇
九
）
年
、
釼
阿
（
一
二
六
一
～
一
三
三
八
）
写
。
巻
子
装
。
一
軸
。
楮
紙
。
竪
三

〇
・
〇
㎝
。
横
三
三
六
・
〇
㎝
。
紙
数
不
詳
。
一
行
一
〇
字
。 

〔
外
題
・
無
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
端
裏
書
〕
「
ヒ
サ
ン
類
聚
集
」 

〔
奥
書
〕 

 
 

延
慶
二
年
八
月
三
日
以
蓮
上
人
／
秘
本
點
寫
傳
受
畢
於
此
一
巻
者
／
東
寺
一
流
之
秘
曲
韻
律
一
道
之

肝
心
／
也
予
自
去
建
治
弘
安
之
暦
至
于
徳
治
延
／
慶
之
比
首
尾
三
十
余
年
之
間
顕
密
／
二
道
之
音
曲

稽
古
經
年
呂
律
中
曲
之
／
妙
韻
鑽
仰
積
日
而
顯
明
神
感
動
／
之
曲
密
諸
天
合
掌
之
節
只
隠
／
秘
心
腑

乎
未
漏
口
外
者
也
今
感
得
／
此
一
巻
感
涙
与
筆
端
交
下
偏
高
／
祖
大
師
之
憐
慰
妙
音
大
天
之
擁
／
護

也
不
可
不
信
不
可
不
悦
仍
感
激
／
之
至
任
筆
注
馳
云
尓
／
（
梵
字
・
ケ
ン
ア
）
剱
阿

春
秋 

四
十
九 

 

（
№
２
）
『
秘
讃
集
』 

称
名
寺
所
蔵
。
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
（
一
二
五
～
一
三
一
頁
）
で
確
認
。 

書
写
年
次
不
明
（
鎌
倉
時
代
書
写

）
。

釼
阿
（
一
二
六
一
～
一
三
三
八
）
写
。
巻
子
装
。
一
軸
。
楮
紙
。

竪
二
九
・
八
㎝
。
横
二
六
八
・
二
㎝
。
紙
数
不
詳
。
一
行
一
〇
字
。 

〔
外
題
・
無
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
紙
背
〕 

相
傳 

上
月
房 

天
王
寺
円
禪
房 

良
忍
房 

明
本
房 

寶
蓮
房
阿
闍
梨 

證
蓮
房 

 

（
№
３
）
『
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
』 

称
名
寺
所
蔵
。
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
（
一
三
七
～
一
四
五
頁
）
で
確
認
。 

書
写
年
次
不
明
（
鎌
倉
時
代
書
写

）
。

釼
阿
（
一
二
六
一
～
一
三
三
八
）
写
。
巻
子
装
。
一
軸
。
楮
紙
。

竪
二
〇
・
一
㎝
。
横
三
一
一
・
〇
㎝
。
紙
数
不
詳
。
一
行
一
三
字
。 

〔
外
題
・
無
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

文
永
七
年
六
月
一
日
於
高
野
山
□
□
（

本

寺

）

之
／
薬
師
院
奉
隨
寶
蓮
房
／
阿
闍
梨
□
（

御

）

傳
受

〔 
 

 
 

 
 

〕
然
而
／
□
（

弘

）

安
六
年
六
月
三
日
於
安
養
□
（

院

）

五
／
音
博
士
付
畢 

但

朱 

博
士
者
書
□
云
／
建
長
□
（

七

）

年
□
□
（

中

秋

）

八
日
於
實
相
寺
書
／
寫
畢
天
王
寺
聖
人
本

也
頗
以
秘
□
中
／
極
秘
也
〔 

 

（

朱

）

權

少

儈

都

〕
金
剛
佛
子
祐
□
（

真

）

／
（

朱

）

四
方
讃
ハ

祐
遍
ノ

本
ヲ

以
テ

寫
畢
／
（

朱

）

寶
〔 

 
 

 
 

〕
ノ

声
明
集
ニ

有
故
也
／
偏
爲
興
隆
佛
法
博
士

等
差
定
畢
／
覚
意
在

判 

 

（
№
４
）
『
貮
捌
尊
唐
音
讃
』 

称
名
寺
所
蔵
。
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
（
一
四
六
～
一
五
一
頁
）
で
確
認
。 

延
慶
二
（
一
三
〇
九
）
年
、
釼
阿
（
一
二
六
一
～
一
三
三
八
）
写
。
巻
子
装
。
一
軸
。
楮
紙
。
竪
二

九
・
九
㎝
。
横
三
二
六
・
五
㎝
。
紙
数
不
詳
。
一
行
一
〇
字
。 

〔
外
題
・
無
題
・
尾
題
〕
無
し
。 
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〔
奥
書
〕 

書
本
云
／
此
本
者
乘
願
房
之
本
也
以
彼
本
寫
云

云

／
式
部
律
師
玄
慶
／
又
云
／
此
寫
本
醍
醐
式
部
律

師

〇

玄
慶
奉
習
／
乗
願
房
私
ニ

被
付
本
也
而
自
玄
慶
大
納
改

名

／
言
僧
都
御
房
覺
意
相
傳
之
／
弘
安

二
年
六
月
十
二
日
覺
意
／
同
弘
安
七
年
正
月
十
四
日
於
高
野
山
安
／
養
院
私
ニ

付
五
音
博
士
畢 

 
 

 
 

 
 

 
 

覚
意
在

判

／
又
云
凡
於
此
讃
者
世
間
未
流
布
秘
讃
也
／
寫
本
ニ

モ

自
半
分
者
秘
シ

テ

博
士
ヲ

不
被
付

之
／
以
口
傳
誦
之
然
而
恐
癈
絶
故
私
ニ

付
顯
之
／
条
属
冥
顯
雖
多
其
憚
偏
爲
紹
隆
佛
法
／
顯
示
博
士

者
也
覺
意
記
之
／
于
時
延
慶
二
年
六
月
廿
七
日
以
勝
蓮
上
人
／
本
令
書
寫
畢
而
此
秘
讃
者
或
云
人
公

然

／
以
口
傳
雖

受

〇

之
畢
於

本

書

〇

未
感
得
之
而
嘉
元
三
年
上
洛
／
之
時
感
得
之
但
相
應
院
相
傳
也

付
博
士
半
／
分
也
故
今
以
勝
本
令
書
寫
并
受
／
面
授
畢
／
（

梵

字

・ 

ケ

ン

ア

）

剱
阿

廻
年 

四
九
歳

／
一
交

了 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
二
）
中
期
の
資
料 

 

本
稿
で
利
用
す
る
中
期
の
資
料
を
『
声
明
集
』
と
口
伝
書
毎
に
紹
介
す
る
。 

 

｟
一
｠
『
声
明
集
』 

 

十
四
世
紀
の
末
か
ら
十
五
世
紀
の
半
ば
に
か
け
て
の
『
声
明
集
』
が
幾
本
か
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ

の
中
の
四
本
の
『
声
明
集
』
を
今
回
利
用
す
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
四
本
を
そ
れ
ぞ
れ
「
応
永
三
年
本
」

「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
と
呼
び
利
用
す
る
。
な
お
、
「
応
永
三
年
本
」

「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
は
複
写
資
料
、
「
康
正
二
年
本
」
は
原
物
資
料
を
利
用
す
る
。 

 （
№
１
）
「
応
永
三
年
本
」 

醍
醐
寺
所
蔵
（
１９６

函
１６

號

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

応
永
三
（
一
三
九
六
）
年
、
実
海
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
粘
葉
装
枡
形
。
一
帖
。
表
紙
共
八
九
丁
。
竪

一
六
・
一
㎝
。
横
一
五
・
四
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
外
題
〕
『
声
明
集

』
。 

〔
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

応
永
第
三

丙子

秊
秋
十
二
日
於
若
州
遠
敷
郡
極
楽
寺
為
化
他
不
恥
廉
筆
□
□
實
海
書 

 

（
№
２
）
「
永
享
六
年
本
」 

西
大
寺
所
蔵
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

永
享
六
（
一
四
三
四
）
年
、
良
玄
（
一
三
六
六
～
）
写
。
列
帖
装
枡
形
、
一
冊
。
表
紙
共
八
四
丁
。
竪

一
四
・
四
㎝
。
横
一
三
・
七
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
外
題
・
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

永
享
六
年

甲寅

霜
月
十
六
日
於
與
州
／
新
居
縣
西
條
庄
福
武
村
佛
生
山
光
明
寺
之
／
院
主
坊
為
自
他
求

菩
提
振
筆
畢
而
已
／
同
十
八
日
付
博
士
翼
白
卯
朱
墨
點
竟
／
右
筆
魚
山
末
資
□
良
玄
星
霜
六
十
八
才 
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（
№
３
）
「
永
享
十
年
本
」 

 

高
野
山
光
台
院
所
蔵
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
寄
託
｟
４５４

シ
光
２６

｠

）
。

複
写
資
料
で 

確
認
。 

 

永
享
十
（
一
四
三
八
）
年
、
宥
賢
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
列
帖
装
枡
形
。
一
冊
。
表
紙
共
八
一
丁
。
竪

一
四
・
七
㎝
。
横
一
五
・
一
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
外
題
・
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

 

〔
奥
書
〕 

湊
州
三
原
郡
於
上
八
木
八
幡
宮
之
／
砌
日
本
第
一
之
雖
爲
悪
筆
雖
天
仰
／
難
背
如
形
任
本
染
筆
畢
／ 

金
剛
資
良
空
之
／
永
享
十
年
八
月
五
日
空
鏡
之
／
右
筆
也
者
金
剛
佛
子
宥
賢 

 

（
№
４
）
「
康
正
二
年
本
」 

所
沢
宝
玉
院
所
蔵
。
原
物
資
料
で
確
認
。 

康
正
二
（
一
四
五
六
）
年
、
祐
範
（
一
四
一
七
〜
）
写
。
列
帖
装
枡
形
。
一
冊
。
楮
紙
。
表
紙
共
八
六

丁
。
竪
一
六
・
六
㎝
。
横
一
六
・
五
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。
原
表
紙
。 

〔
外
題
〕
『
声
明
集
』 

〔
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

康
正
二
年

丙子

七
月
廿
二
日
書
之
／
并
進
上
人
之
餘
流
五
音
博
士
付
之
畢
祐
範
四
十
才
／
権
大
僧
都
法

印
長
清
之
／
持
主
泉
祐
之 

 

｟
二
｠
口
伝
書 

 
 

十
四
世
紀
後
半
頃
に
撰
述
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
『
声
明
集
』
所
収
曲
目
に
つ
い
て
の
指
南
を
記
述
す
る

口
伝
書
が
現
在
四
本
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
初
期
、
中
期
の
実
態
を
知
る
上
で
も
有
益
な
資
料
で
あ
る
。

そ
の
四
本
と
は
、
『
声
実
抄
』
『
声
明
声
決
書
』
（
以
下
『
声
決
書
』
と
呼
ぶ
）
『
声
明
集
私
案
記
』

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
で
あ
る
。
『
声
実
抄
』
は
初
期
の
声
明
家
の
多
く
の
情
報
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。

『
声
決
書
』
は
歴
史
的
記
述
に
秀
で
た
資
料
で
あ
る
。
『
声
明
集
私
案
記
』
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
影
響

を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
覚
証
院
方
の
隆
法
（
～
一
三
七

六
～
一
四
四
七
～
）
の
口
伝
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。 

な
お
、
『
声
実
抄
』
『
声
明
声
決
書
』
『
声
明
集
私
案
記
』
は
、
主
に
『
続
真
言
宗
全
書
１
１

』
三
〇

所
収
の
テ
ク
ス
ト
を
利
用
す
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
奥
書
を
『
続
真
言
宗
全
書
』
に
よ
っ
て
示
す
。

そ
の
他
の
現
存
す
る
資
料
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
及
び
第
三
章
で
確
認
す
る
。 

ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
に
一
本
の
み
現
存
す
る
。
本
稿
で

は
、
こ
れ
を
複
写
し
た
も
の
を
利
用
す
る
。
以
下
に
こ
の
資
料
の
書
誌
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

 

（
№
１
）
「
元
治
元
年
本
」
（
一
八
六
四
）

（
『

声
実
抄

』
） 

〔
奥
書
〕 

（
上
巻
） 

元
治
元
甲

子

六
月
吉
祥
日
寫
得
之
金
剛
佛
子
良
天 

（
下
巻
） 
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本
云
／
于
時
応
永
二
年
乙

亥

沽
洗
十
七
日

午剋

書
寫
畢
／
私
云
。
於
備
前
前
州
御
誦
郡
尾
道
浦
西
國
寺

教
王
院
爲
自
／
末
學
等
令
法
久
住
師
資
相
承
之
草
案
以
淸
書
畢
／
求
法
沙
門
宥
善 

 

（
祭
文
口
伝
・
朝
恵
の
跋
文
挟
む
） 

于
時
元
文
五
庚
申
年
以
朝
恵
手
寫
之
本
寫
之
件
本
今
在
浄
菩
提
院
／
高
野
山
千
手
院
谷
普
門
院
理
峯

之
資
廉
峯
書
／
宝
暦
七
丁

丑

年
朧
月
二
日
寫
之
畢
／
金
剛
佛
子
智
雄
拜
書
安
永
二
癸

巳

年
林
鐘
上
旬

以
智
雄
本
書
寫
畢
／
高
野
山
北
谷
寶
泉
院
義
長
書
／
時
寛
政
九
年
星
次
乙

巳

林
鐘
上
浣
以
義
長
本
拝

／
寫
畢
／
金
剛
峯
寺
求
道
沙
門
惠
性
院
英
海
行
年
三
十
六
／
嘉
永
二
己

酉

秊
九
月
於
野
峯
寫
之
畢
／

密
乘
沙
門
玄
惠
／
元
治
元
六
月
吉
祥
日
寫
得
之
金
剛
佛
子
良
天 

 

（
№
２
）
「
文
久
三
年
本
」
（
一
八
六
三
）

（
『

声
明
声
決
書

』
） 

〔
奥
書
〕 

樹
下
石
上
求
道
沙
門
慈
鏡

春
秋 

二
十
九

。 

（
「

音
律
開
合
名
目
」
を
挟
む
） 

已
上
同
慈
鏡
作
也
／
此
抄
於
二

聲
明
音
律
之
二
道
ニ

一

尤
秘
蔵
也
。
殊
ニ

進
流
聲
明
ノ

重
書
也
。
可

レ

秘
可
レ

秘
／
求
道
沙
門
印
融 

 

（
「

五
音
配
十
二
調
子
事
」
を
挟
む
） 

 
 

天
保
五
甲
午
年
二
月
吉
晨
書
寫
焉
／
悉
地
院
幻
務
鋭
信

四
十

四
歳

／
文
久
三
癸

亥

年
林
鐘
日
右
随
鋭
信
前
官

聲
明
傳
授
之
砌
得
書
寫
畢
／
小
野
末
徒
宥
榮

三
十

二
歳 

 

（
№
３
）
「
寛
政
七
年
本
」
（
一
七
九
五
）

（
『

声
明
集
私
案
記

』
） 

〔
奥
書
〕 

享
保
十
二
十
一
月
上
旬
蒙
中
院
院
主
寛
傳
阿
遮
梨
之
命
以
他
本
此
校
之
補
脱
刪
繁
功
訖
／
沙
門
眞 

 
 

 
 

 

源
／
同
十
五
年
十
月
十
一
日
以
眞
源
阿
遮
梨
據
也
本
所
訂
之
本
書
寫
終
時
元
文
五
庚

申

五
月
十
九 

 

日
／
南
岳
密
念
沙
門
憲
令
／
于
時
寛
政
七
乙

卯

正
月
十
一
日
書
寫
焉
畢 

 

（
№
４
）
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
大
山
１８７３

）
複
写
資
料
で
確
認
。 

宝
暦
一
二
（
一
七
六
二
）
年
、
霊
瑞
（
一
七
二
一
～
一
八
〇
四
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

一
冊
。

表
紙
共
四
〇
丁
。
竪
二
四
・
〇
㎝
。
横
一
六
・
九
㎝
。
半
丁
三
行
。
一
行
約
一
二
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
明
集
隆
法
口
傳
」 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
口
傳
覚
證
院
隆
法
口
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

応
永
二
十
二
年
六
月
十
八
日
重
仙
俊
覚
房 

寛
正
四
癸
羊
卯
月
二
十
五
日
東
南
院
御
自
筆
御
本
依
仰
写
之
畢 

幸
重
宥
賢
房 

延
徳
二
年
庚
戌
閏
八
月
廿
四
日
於
高
野
山
金
剛
峯
寺
小
田
原 

三
蔵
院
護
摩
堂
難
有
依
貴
顔
写
之
処
也
偏
上
求
菩
提 

化
下
衆
生
為
也
穴
賢
〃
〃
右
翰
求
沙
門
玄
覚

星
霜 

 

丗
六
書
之 

天
文
三
甲
午
年
正
月
廿
一
日
写
之 

宝
暦
十
二
年
三
月
三
日
夜
写
得
了 
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金
剛
峯
寺
音
曲
沙
門
霊
瑞
南
龍 

 
（
三
）
後
期
の
資
料 

  

本
稿
で
利
用
す
る
後
期
の
資
料
を
後
期
の
資
料
を
『
声
明
集
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
毎
に
紹
介
す
る
。 

 

｟
一
｠
『
声
明
集
』 

 

十
五
世
紀
後
半
に
初
め
て
『
声
明
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
『
声
明
集
』
は
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』

１
「
古
版
声
明
譜
」
（
以
下
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
）
と
い
う
何
本
か
の
声
明
譜
を
影
印
し
て
収
め

た
資
料
集
に
お
い
て
「
文
明
四
年
版
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
刊
行
の
契
機
を
「
声
明
人

口
の
増
大
に
伴
う
譜
本
の
需
要
１
２

」
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
高
野
山
で
最

も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
『
声
明
集
』
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
以
下
に
、
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
の

情
報
に
よ
っ
て
「
文
明
四
年
版
」
の
書
誌
を
示
す
。 

 

「
文
明
四
年
版
」 

上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
所
蔵
。
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
で
確
認
。 

文
明
四
（
一
四
七
二
）
年
、
龍
全
（
生
没
年
不
詳
・
筆
者
）
成
秀
（
生
没
年
不
詳
・
博
士

）
。

列
帖
装

枡
形
。
一
冊
。
緒
紙
。
表
紙
共
八
六
丁
。
竪
一
六
・
六
㎝
。
横
一
六
・
二
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。

原
表
紙
。 

〔
外
題
・
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
刊
記
〕 

筆
者
龍
全
博
士
成
秀
／
為
順
盛
頓
證
菩
提
／
開
此
印
板
願
主
快
禅
／
文
明
四
年

壬辰

六
月
廿
一
日 

 

｟
二
｠
『
魚
山
蠆
芥
集
』 

 

本
稿
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
は
、
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
編
纂
に
お
い
て
な
っ
た
と

み
な
す
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
真
言
宗
諸
山
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
江
戸
期
以
降

の
版
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
な
お
か
つ
江
戸
期
以
降
の
版
本
は
長
恵
の

「
永
正
再
治
本
」
を
底
本
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
「
永
正
再
治
本
」
で
現

存
し
て
い
る
の
は
朝
意
の
書
写
本
の
み
で
あ
る
。
こ
の
朝
意
の
書
写
本
で
最
古
の
も
の
が
永
禄
七
年
に
書

写
さ
れ
た
も
の
で
、
尾
道
西
國
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
こ
の
資
料
を
「
永

禄
七
年
本
」
と
名
付
け
利
用
す
る
。
以
下
に
、
『
尾
道
西
國
寺
の
寺
宝
展
』
の
図
録
１
３

の
情
報
も
利
用

し
「
永
禄
七
年
本
」
の
書
誌
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
出
典
の
表
記
に
は
「
正
保
三
年
版
」
つ
ま
り
大
正
蔵
に
お
い
て
対
応
す
る

箇
所
も
明
示
す
る
た
め
、
大
正
蔵
所
収
の
「
正
保
三
年
版
」
の
書
誌
に
つ
い
て
も
以
下
に
お
い
て
併
せ
て

示
す
こ
と
に
す
る
。 

 

（
№
１
）
「
永
禄
七
年
本
」 

尾
道
西
國
寺
所
蔵
。
『
尾
道
西
國
寺
の
寺
宝
展
』
の
図
録
及
び
写
真
資
料
で
確
認
。 
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永
禄
七(

一
五
六
四)

、
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。
列
帖
装
。
上
中
下
三
冊
。
帙
入
り

（
一
帙
三
冊

）
。

後
表
紙
。 

上
巻
： 

表
紙
共
二
四
丁
。
竪
二
六
・
三
㎝
。
横
一
八
・
〇
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
上
」 

〔
内
題
〕
「
魚
山
私
鈔
」 

〔
尾
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
上
」 

〔
奥
書
〕 

永
禄
七
年

甲子

二
月
廿
八
日
書
之
右
筆
和
州
之
産
南
山
客
僧
朝
意
順

良

房 

 
 

長
善
房
御
所
望
之
故
書
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

折
節
御
廻
向
奉
仰
者
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
持
主
隆
遍
長

善

房 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
度
校
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

順
良
房
四
十
九
才 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朝
意
（
花
押
） 

中
巻
： 

表
紙
共
三
二
丁
。
竪
二
六
・
三
㎝
。
横
一
八
・
〇
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
七
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
中
」 

〔
内
題
〕
無
し
。 

〔
尾
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
中
」 

〔
奥
書
〕 

本
云 以

上
中
巻
了 

此
口
傳
声
明
集
拭
老
眼
注
之
了
縦
知
音
之
人 

并
雖
同
国
同
朋
也
輙
不
可
有
書
写
也
若
背
此
旨
大
師
明
神 

此
治
罰
違
反
之
身
上
可
蒙
也
万
一
器
両
之
弟
子
有
之
者
可
令 

書
写
之
也 

永
正
十
一
年

甲戌

余
ウ
ツ
キ

三
日
於
清
浄
光
院
客
殿
書
注
之 

左
学
頭 

 
 

 
 

 

法
印
権
大
僧
都
長
恵

春
秋 

五
十
七 

魚
山
蠆タ

イ

芥カ
イ

集
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
度
校
合
畢 

 
 

 

永
禄
七
年
二
月
書
写
備
後
隆
遍
長

善

房

所
望
故
書
写
畢
進
流
声
曲
無
残
者
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

順
良
四
十
九
才 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

朝
意
（
花
押
） 

下
巻
： 

表
紙
共
三
四
丁
。
竪
二
六
・
三
㎝
。
横
一
八
・
〇
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
一
二
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
下
」 

〔
内
題
〕
無
し
。 

〔
尾
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
乙
」 
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〔
奥
書
〕 

御
本
云 

初
心
者
為
指
南
一

注
之
大
都
ハ

案
記
ヲ

爲
本
ト

一

雖
レ

然
於
當
当
世
相
違
之
儀
不
載
之
一 

御
覧
雖
多
憚
一

弟
子
分
解
迷
勧
秀
之
為
勝
計
一

認
之
愚
拙
弟
子
之 

外
不
可
有
披
覧
一

雖
似
法
恡
ニ

一

後
輩
之
謗
法
之
過
失
不
可
起 

初
用
心
也
将
又
長
恵
法
印
可
預
御
廻
向
也
此
書
造
畢
ハ 

 
 

 
 

明
応
五
年

丙辰

五
月
十
二
日
也
春
秋
三
十
九
才
今
ノ

書
写
者 

永
正
十
四
年

丁丑

四
月
廿
九
日
書
之
春
秋
満
六
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

標
詫
勢
遍

円
深
房 

春
秋
廿
六 

師
資
契
諾
異
他
故
為
形
見
一

拭
老
眼
書
之
了
芳
恩 

高
從
蘓
迷
懇
志
深
自
冥
界
於
後
世
者
尚
以
可
披
訪 

菩
提
者
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
長
恵
在

判 

（
「

音
律
開
合
名
目
」
を
挟
む
） 

 
 

永
禄
七
年
二
月
二
十
七
日
於
高
野
山
小
田
原
理
趣
院
縄
樞
書
了 

右
筆
客
層
朝
意

順
良
房 

四
十
七
才 

備
後
長
善
房
依
貴
命
書
写
一
者
依
器
量
異
他
長
恵
法
印
第
二
之 

伝
本
書
写
並
校
合
畢
朝
意
之
懇
志
者
不
喩
山
嶽
冥
界
之
不
足
比 

御
回
向
一
入
奉
仰
處
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

持
主
隆
遍
長
善
房 

第
二
度
校
合 

朝
意
（
花
押
） 

 

（
№
２
）
「
正
保
三
年
版
」 

伝
本
が
少
な
い
た
め
『
大
正
蔵
１
４

』
で
確
認
。 

正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
、
西
田
勝
兵
衛
開
版
。
一
冊
。 

〔
外
題
〕
不
詳
。 

〔
内
題
〕
「
魚
山
私
鈔
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
刊
記
〕 

御
本
云
此
口
傳
声
明
集
拭
二

老
眼
一

注
レ

之
了
縦
雖
レ

為
二

知 

音
之
人
并

同
国
同
朋
一

輙
不
レ

可
レ

有
二

書
寫
一

也
若
背
二

此 

旨
一

大
師
明
神
ノ

此
治
罰
違
反
之
身
ノ

上
ニ

可
レ

蒙
也 

万
一
器
両
ノ

之
弟
子
等
有
レ

之
者
可
レ

令
三

書
二

写
之
一

也 

永
正
十
一
年

甲戌

余
三
日
、
於
清
浄
光
院
客
殿
書
注
之 

左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
長
恵

春
秋 

五
十
七

在
判 

右
以
法
印
長
恵
御
正
本
校
證
之
令
刊
行
者
也 

正
保
丙

戌

暦
姑
洗 

日 

二

条

寺

町

西
田
勝
兵
衛
尉 

 

四 

先
行
研
究
の
概
要 
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 以

下
に
お
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
及
び
そ
れ
に
関
連
す
る
主
要
な
先
行
研
究
を
紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
挙
げ
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
関
連
す
る
主
要
な
研
究
は
、
岩
原
諦
信
『
増
補
校
訂
声
明
の
研
究
１
５

』
、

大
山

公
淳
『
仏
教
音
楽
と
声
明
１
６

』
、

金
田
一
春
彦
「
真
言
声
明
１
７

」
、

中
川
善
教
「
魚
山
蠆
芥
集
成
立

攷
１
８

」
、

中
川
善
教
「
南
山
進
流
声
明
概
説
１
９

」
、

新
井
弘
順
「
真
言
声
明
に
お
け
る
反
音
曲
の
記

譜
法
に
つ
い
て
２
０

」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
資
料
・
歴
史
・
音
楽
理
論
の

い
ず
れ
か
に
言
及
す
る
も
の
で
あ
る
。 

大
山
〔
一
九
五
九
〕
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
中
川
〔
一
九
七
六
ｂ
〕
で
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
資
料
・

歴
史
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
岩
原
〔
一
九
三
二
〕
新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
は
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
音
楽
理
論
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
金
田
一
〔
一
九
七
二
〕
で
は
資
料
・
歴

史
・
音
楽
理
論
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 

岩
原
〔
一
九
三
二
〕
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
所
収
曲
目
の
実
唱
に
つ
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
情
報
を
頼

り
に
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
金
田
一
〔
一
九
七
二
〕
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
刊
本
の
み
を
利
用
し

た
論
考
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
室
町
期
以
前
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
に
係
る
資
料
を
扱
う
研

究
で
は
な
い
と
い
え
る
。
新
井
〔
一
九
八
三
〕
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
所
収
の
反
音
曲
の
記
譜
法
を
初

め
て
解
明
し
た
論
考
で
あ
る
。 

次
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
成
立
し
た
室
町
期
後
半
ま
で
の
真
言
声
明
に
関
連
す
る
先
行
研
究
を
紹
介

す
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
先
駆
資
料
と
考
え
ら
れ
る
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
挙
げ
る
。 

そ
れ
は
、
先
述
し
た
幾
本
か
の
声
明
譜
が
影
印
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
の

中
の
二
つ
の
解
説
で
あ
る
。
一
つ
は
、
新
井
弘
順
氏
の
「
真
言
声
明
南
山
進
流
に
つ
い
て
２
１

」
、

も
う

一
つ
は
、
福
島
和
夫
氏
の
「
一
五
・
一
六
世
紀
刊
行
の
印
刷
楽
譜
２
２

」
で
あ
る
。
な
お
、
『
日
本
音
楽

史
料
集
成
』
１
に
は
、
「
文
明
四
年
版
」
の
影
印
資
料
の
他
に

「
〔

般
若
理
趣
経
〕
文
明
一
五
年
版
」

「
〔

諸
講
伽
陀
〕
文
禄
二
年
泉
空
奥
書 

無
刊
記
」
と
そ
れ
ぞ
れ
題
名
が
付
さ
れ
た
二
本
の
影
印
資
料
が

収
載
さ
れ
て
い
る
。 

真
言
声
明
の
記
譜
法
、
さ
ら
に
は
、
仁
和
寺
系
及
び
醍
醐
寺
系
の
声
明
つ
い
て
の
研
究
が
新
井
弘
順
氏

に
よ
っ
て
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
真
言
声
明
に
お
け
る
反
音
曲
の
記
譜
法
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）

―
―
仁
和
寺
相
応
院
流
―
―
２
３

」
「
真
言
声
明
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
展
開
２
４

」
「
声
明
の
記
譜
法

の
変
遷
―
―
博
士
図
―
―
を
中
心
に
２
５

」
「
宣
雅
博
士
本
『
法
則
集
』
に
つ
い
て
２
６

」
「
真
言
声
明

醍
醐
流
〈
理
趣
経
讃
〉
の
二
種
の
譜
―
―
唯
律
様
と
反
音
様
に
つ
い
て
―
―
２
７

」
で
あ
る
。
こ
の
一
連

の
研
究
に
よ
っ
て
真
言
声
明
の
記
譜
法
の
研
究
は
飛
躍
的
に
進
歩
し
た
と
い
え
る
。 

次
に
真
言
声
明
の
歴
史
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
研
究
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
櫛
田
良
洪
氏
の
「
声
明

成
仏
思
想
の
受
容
２
８

」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
声
明
成
仏
思
想
」
を
主
題
と
し
て
い
る
が
、
東
寺
宝
菩

提
院
及
び
称
名
寺
所
蔵
の
声
明
資
料
を
利
用
し
て
平
安
期
末
か
ら
鎌
倉
期
に
か
け
て
の
真
言
声
明
の
歴
史

に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
金
田
一
春
彦
氏
も
『
四
座
講
式
』
に
お
い
て
「
真
言
声
明
の
流
派
」
に

つ
い
て
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
概
論
的
に
論
じ
て
い
る
２
９

。 

次
に
、
真
言
声
明
の
口
伝
書
に
関
す
る
先
行
研
究
を
挙
げ
る
。
こ
れ
は
、
澤
田
篤
子
氏
の
二
本
の
論
考

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
真
言
声
明
の
口
伝
書
」
に
つ
い
て
（
第
一
報
）
―
―
博
士
指
口
伝
事
―
―
３
０

」
と

「
真
言
声
明
の
口
伝
書
に
つ
い
て
（
第
二
報
）
―
―
声
実
抄
―
―
３
１

」
で
あ
る
。 
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以
上
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
及
び
、
そ
れ
に
関
連
す
る
主
要
な
先
行
研
究
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、
今
紹
介
し
た
中
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
論
考
に
つ
い
て

少
し
く
付
言
し
た
い
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
先
行
研
究
は
、
大
山
〔
一
九
五
九
年
〕
と
中

川
〔
一
九
七
六
ａ
］
中
川
〔
一
九
七
六
ｂ
〕
の
三
本
だ
け
で
あ
る
。 

大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
「
魚
山
集
は
斯
道
初
学
入
門
の
手
曳
き
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ
は

声
明
及
び
声
明
集
の
盛
行
に
伴
う
必
然
の
帰
結
と
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
３
２

」
、

ま
た
、
中
川
〔
一
九

七
六
ａ
〕
で
は
「
形
式
上
、
声
明
集
が
先
行
し
て
、
そ
れ
が
発
展
し
て
教
則
本
的
な
性
格
を
帯
び
る
に
至

っ
て
、
後
に
魚
山
集
に
成
っ
た
３
３

」
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
に
よ
っ
て
、
『
魚
山
蠆

芥
集
』
の
成
立
前
に
は
、
高
野
山
に
お
い
て
声
明
が
盛
ん
に
な
り
、
『
声
明
集
』
を
手
に
取
る
初
心
者
が

増
加
し
た
た
め
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
教
則
本
が
必
要
不
可
欠
に
な
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
編
纂
さ
れ
た

状
況
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
中
川
〔
一
九
七
六
ｂ
〕
で
は
、
「
魚
山
集
は
教
則
本
と
し
て
、
声
明
集
は
法
会
依
用
の
料
と
し
て

需
要
に
応
じ
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
『
声
明
集
』
に
『
私
案
記
』
に
依
っ
て
注
記
し
た
の

が
、
長
恵
師
の
『
魚
山
集
』
で
あ
る
。
３
４

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
法

会
用
の
『
声
明
集
』
に
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
が
注
記
と
し
て
付
さ
れ
た
教
則
本
と
し
て
成
立
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
そ
れ
以
前
の
『
声
明
集
』
と
基
本
的
構
造
（
曲

目
・
曲
順
及
び
博
士
の
骨
格
）
は
同
じ
も
の
で
あ
っ
て
、
新
た
に
『
声
明
集
私
案
記
』
に
よ
っ
て
旋
律
や

所
作
の
注
記
が
加
え
ら
れ
た
教
則
本
で
あ
る
と
中
川
氏
は
み
な
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
大
山
氏
、
中
川
氏
は
、
『
声
明
集
』
が
普
及
し
、
教
則
本
の
需
要
が
高
ま
っ
た
た
め

に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
成
立
し
た
と
、
『
声
明
集
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
関
連
性
を
強
調
し
て
い
る
。 

お
そ
ら
く
、
先
行
研
究
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
』
や
『
声
明
集

私
案
記
』
の
影
響
を
受
け
て
成
立
し
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
先
行
研
究
で
は
、
『
声
明
集
』

か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
へ
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
証
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。
つ
ま
り
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
ど
の
系
統
の
『
声
明
集
』
を
受
け
継
い
で
い
る
の
か
。
『
声
明
集

私
案
記
』
の
記
述
を
実
際
に
ど
の
よ
う
な
態
度
で
受
用
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外

の
系
統
の
情
報
の
影
響
は
果
た
し
て
存
在
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
本
研
究
を
進
め
て
い
く
。 

                                        

         

 

１

中
川
の
大
進
上
人
宗
観
（
～
一
一
一
五
～
）
を
祖
と
す
る
声
明
の
流
派
で
あ
る
大
進
上
人
流
が
十
三
世

紀
初
頭
に
高
野
山
に
伝
わ
っ
て
興
っ
た
高
野
山
の
声
明
の
一
流
を
現
在
、
南
山
進
流
と
呼
称
し
て
い
る
。 

２

新
井
弘
順
「
声
明
の
記
譜
法
の
変
遷
―
―
博
士
図
―
―
を
中
心
に
」
日
本
音
楽
史
研
究
第
一
号 

一
九

九
六
年 

一
六
頁
。 

３

福
島
和
夫
校
訂
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
「
古
版
声
明
譜
」
東
京
書
籍 

一
九
九
五
年
。 

４

『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
『
弘
法
大
師
全
集
』
巻
第
八 

密
教
文
化
研
究
所 

一
九
一
〇
年 

四
七
〇
頁
、

『
定
本
弘
法
大
師
全
集
』
巻
八
集 

密
教
文
化
研
究
所 

一
九
九
六
年 

九
九
頁
。 

５

東
南
院
方
に
関
し
て
は
、
剱
海
、
釼
忠
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
最
初
は
、
東
南
院
の
住
僧
が
東
南
院
方
を

弘
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
十
五
世
紀
に
な
る
と
東
南
院
の
院
主
が
覚
証
院
方
の
正
嫡
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
東
南
院
に
お
い
て
東
南
院
方
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

覚
証
院
方
の
正
嫡
に
関
し
て
も
必
ず
し
も
覚
証
院
方
の
住
僧
が
覚
証
院
方
の
正
嫡
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
隆
然
の
三
代
後
の
隆
法
を
最
後
に
覚
証
院
の
住
僧
は
覚
証
院
方
の
正
嫡
に
は
な
っ
て
い
な
い
。 



 

16 
 

                                        
 

６

朝
意
の
『
梵
讃
許
可
幷

血

脈

』
及
び
江
戸
期
の
真
源
（
一
六
八
九
～
一
七
五
八
）
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』

に
お
い
て
僅
か
に
確
認
で
き
る
。 

７

『
声
明
声
決
書
』
で
は
、
東
南
院
方
の
剱
海
の
後
を
継
い
だ
了
栄
房
剱
忠
が
自
分
の
代
で
東
南
院
方
が

廃
れ
る
こ
と
を
嘆
き
隆
然
か
ら
声
明
を
学
び
に
赴
い
た
が
、
器
量
な
く
「
了
栄
房
の
非
節
」
と
呼
ば
れ
る

誤
っ
た
声
明
を
東
南
院
に
持
ち
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
東
南
院
方
及
び
、
金
剛
三

昧
院
方
が
、
剱
忠
、
覚
意
の
後
に
ど
の
よ
う
な
人
物
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て

い
な
い
。 

８

大
山
公
淳
『
仏
教
音
楽
と
声
明
』
大
山
教
授
法
印
昇
進
記
念
出
版
会 

一
九
五
九
年 

口
絵
写
真
三

（
一
）
（
二

）
。 

９

中
川
善
教
『
仏
教
学
論
集
』
山
喜
房
書
林 

一
九
七
六
年 

四
二
三
頁
。 

１
０

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
著
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
「
歌
謡
・
声
明
篇 

続
」
一
九
八
六

年 

便
利
堂 

三
二
一
～
三
二
二
頁
。 

１
１

・
『
声
実
抄
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇 
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 

一
九
八
六
年
。
三
～
三
五

頁
。
・
『
声
明
声
決
書
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇 
二
五
五
～
二
八
七
頁
。
・
『
声
明
集
私
案
記
』

『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇 

八
九
～
一
三
〇
頁
。 

１
２

『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
九
六
頁
。 

１
３

「
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
」
第
二
八
冊
『
尾
道
西
國
寺
の
寺
宝
展
』
二
〇
〇
二
年 

七
九

頁
。 

１
４

「
魚
山
私
鈔
」
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
八
四
巻 

大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会 

一
九
三
一
年
。 

１
５

岩
原
諦
信
『
岩
原
諦
信
著
作
集
』
２
東
方
出
版 

一
九
九
七
年
。
初
刊
一
九
三
二
年
。 

１
６

大
山
〔
一
九
五
九

〕
。 

１
７

東
洋
音
楽
学
会
編
『
仏
教
音
楽
』
音
楽
之
友
社 

一
九
七
二
年 

八
二
～
一
七
〇
頁
。 

１
８

中
川
善
教
『
仏
教
学
論
集
』
四
一
八
～
四
四
九
頁
、
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
と
略
称
す
る
。 

１
９

中
川
善
教
『
仏
教
学
論
集
』
三
七
五
～
四
一
七
頁
、
中
川
〔
一
九
七
六
ｂ
〕
と
略
称
す
る
。 

２
０

新
井
弘
順
「
真
言
声
明
に
お
け
る
反
音
曲
の
記
譜
法
に
つ
い
て
」
『
東
洋
音
楽
研
究
』 
第
四
八
号 

一
九
八
三
年
。 

２
１

『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
九
三
頁
。 

２
２

『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
九
八
頁
。 

２
３

新
井
弘
順
「
真
言
声
明
に
お
け
る
反
音
曲
の
記
譜
法
に
つ
い
て
（
Ⅱ
）
―
―
仁
和
寺
相
応
院
流
―
―
」

『
国
立
音
楽
大
学
研
究
紀
要
』
第
一
八
号 

一
九
八
四
年
。 

２
４

新
井
弘
順
「
真
言
声
明
慈
業
系
大
進
上
人
の
展
開
」
『
醍
醐
寺
の
密
教
と
社
会
』
山
喜
房
佛
書
林 

一
九
九
九
年
。 

２
５

新
井
弘
順
「
声
明
の
記
譜
法
の
変
遷
―
―
博
士
図
―
―
を
中
心
に
」
『
日
本
音
楽
史
研
究
』
第
一
号 

一
九
九
六
年
。 

２
６

新
井
弘
順
「
宣
雅
博
士
本
『
法
則
集
』
に
つ
い
て
」
福
島
和
夫
編
日
本
史
研
究
叢
刊
一
三
『
中
世
音

楽
史
論
叢
』
和
泉
書
院 

二
〇
〇
一
年
。 

２
７

新
井
弘
順
「
真
言
声
明
醍
醐
流
〈
理
趣
経
讃
〉
の
二
種
の
譜
―
―
唯
律
様
と
反
音
様
に
つ
い
て
―
―
」

『
真
言
密
教
と
日
本
文
化
』 

二
〇
〇
七
年
。 

２
８

櫛
田
良
洪
「
声
明
成
仏
思
想
の
受
容
」
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
山
喜
房
書
林 

一
九
六
六

年
。 

２
９

金
田
一
春
彦
『
四
座
講
式
』
の
研
究 

三
省
堂 

一
九
六
四
年
。 

３
０

澤
田
篤
子
「
真
言
声
明
の
口
伝
書
に
つ
い
て
（
第
一
報
）
―
―
博
士
指
口
伝
事
―
―
」
『
大
阪
教
育

大
学
紀
要
』
第
三
十
四
巻 

一
九
八
六
五
年
。 

３
１

澤
田
篤
子
「
真
言
声
明
の
口
伝
書
に
つ
い
て
（
第
二
報
）
―
―
声
実
抄
―
―
」
『
大
阪
教
育
大
学
紀
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要
』
第
三
十
五
巻 

一
九
八
六
年
。 

３
２

大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
二
二
頁
。 

３
３

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
四
八
頁
。 

３
４

中
川
〔
一
九
七
六
ｂ
〕
三
九
〇
頁
。 
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第
一
章 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
つ
い
て 

 

は
じ
め
に 

 

本
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
的
情
報
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
一
節
で
は
資
料
と
変
遷
に
つ
い

て
、
第
二
節
で
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
長
恵
と
現
存
し
て
い
る
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を

書
写
し
た
朝
意
に
つ
い
て
、
第
三
節
で
は
曲
目
・
曲
順
、
第
四
節
で
は
曲
調
、
第
五
節
で
は
博
士
・
旋

律
・
仮
名
、
第
六
節
で
は
注
記
、
第
七
節
で
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
最
後
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
音
律
開

合
名
目
」
に
つ
い
て
取
り
扱
い
た
い
。 

 

第
一
節 

資
料
と
変
遷 

 

本
節
で
は
、
第
一
項
で
長
恵
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
編
纂
と
再
治
に
つ
い
て
、
第
二
項
で
朝
意
の
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
書
写
、
第
三
項
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
刊
行
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
概
観
す
る
。 

 

第
一
項 

長
恵
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
編
纂
と
再
治 

 

長
恵
に
よ
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
撰
述
過
程
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
こ
れ
を
長
恵
に
よ
る
編

纂
と
再
治
に
区
分
け
す
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
最
初
、
甲
乙
二
巻
本
と
し
て
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
智
生
房
長
恵
に
よ
っ
て

編
纂
さ
れ
た
１

。
そ
の
後
、
長
恵
は
、
こ
れ
を
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
に
再
治
し
終
え
、
現
在
に
伝

わ
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
形
成
し
た
。 

 

第
一
目 

編
纂 

 

長
恵
自
筆
の
甲
乙
二
巻
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
残
念
な
が
ら
現
存
し
な
い
。
そ
こ
で
甲
乙
二
巻
の
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
原
本
を
便
宜
的
に
「
明
応
未
再
治
本
」
と
呼
ぶ
。
長
恵
自
筆
本
は
存
在
し
な
い
が
、
「
明

応
未
再
治
本
」
の
転
写
本
と
思
し
き
資
料
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
に
書
写

さ
れ
た
「
享
禄
五
年
本
２

」
と
書
写
年
不
明
の
「
桜
池
院
本
３

」
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
両
本
は
、
ど

ち
ら
も
完
本
で
は
な
い
。 

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
に
よ
る
と
「
享
禄
五
年
本
」
の
構
成
は
、
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
か
ら
〈
胎
蔵

界
〉
の
〈
五
誓
〉
ま
で
、
「
桜
池
院
本
」
の
構
成
は
、
〈
胎
蔵
界
〉
の
〈
虚
空
蔵
轉
明
妃
真
言
〉
か
ら

〈
教
化
〉
ま
で
と
そ
れ
ぞ
れ
な
っ
て
い
る
と
い
う
４

。 

「
桜
池
院
本
」
の
本
奥
書
に
は
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
著
し
た
こ

と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
５

。
ま
た
、
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
は
、
本
奥
書
の
前
に
は
、
「
魚
山
蠆
芥
集

乙
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
桜
池
院
本
」
は
「
明
応
未
再
治
本
」
の
「
乙
巻
」
で
あ
る
と
み
な

さ
れ
て
い
る
６

。 

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
は
、
「
享
禄
五
年
本
」
を
二
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
甲
巻
」
と
み
な
し
、

「
桜
池
院
本
」
の
「
乙
巻
」
の
前
に
持
っ
て
く
る
と
、
整
合
性
の
と
れ
た
曲
の
配
列
に
な
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
両
本
を
合
本
す
る
と
「
明
応
未
再
治
本
」
に
な
る
と
推
定
し
て
い
る
７

。
た
だ
し
中
川
〔
一
九
七
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六
ａ
〕
で
は
、
両
本
に
よ
っ
て
「
明
応
未
再
治
本
」
が
復
元
さ
れ
る
と
確
定
す
る
た
め
に
は
、
曲
の
配
列

か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
注
記
の
「
あ
り
方
８

」
の
類
似
性
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
当
書
で
は
、
こ
の
類
似
性
に
つ
い
て
項
を
設
け
て
指
摘
す
る
用
意
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
を
具
体
的
に
指
摘
し
て
い
る
箇
所
は
確
認
さ
れ
な
い
。 

つ
ま
り
先
行
研
究
で
は
、
「
享
禄
五
年
本
」
と
「
桜
池
院
本
」
に
よ
っ
て
「
明
応
未
再
治
本
」
が
復
元

さ
れ
る
こ
と
は
、
完
全
に
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
確
か
に
、
両
本
を
繋
ぎ
合
わ
せ
れ
ば
、
整
合
性
の
と

れ
た
一
本
の
譜
本
に
な
る
の
で
、
こ
の
「
享
禄
五
年
本
」
と
「
桜
池
院
本
」
の
合
本
は
、
長
恵
が
明
応
五

年
に
最
初
に
世
に
出
し
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
曲
の
配
列
以
外
の
こ
と
も

視
野
に
い
れ
、
「
明
応
未
再
治
本
」
の
復
元
を
目
指
し
た
い
。 

 

第
二
目 

再
治 

 

長
恵
は
、
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
甲
乙
二
巻
本
か
ら
上
中
下
三
巻
本
に
再

治
し
終
え
た
。 

こ
の
こ
と
は
、
後
に
述
べ
る
朝
意
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
複
数
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
奥
書
か
ら
判
明

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
朝
意
の
書
写
本
は
、
長
恵
に
よ
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
再
治
を
記
す
現
在
確
認
さ

れ
て
い
る
最
古
の
資
料
で
あ
る
。
こ
の
奥
書
を
「
永
禄
七
年
本
」
（
一
五
六
四
）
に
よ
っ
て
み
る
。 

中
巻
の
本
奥
書
を
引
用
す
る
。 

本
云 以

上
中
巻
了 

此
口
傳
声
明
集
拭
老
眼
注
之
了
縦
知
音
之
人 

并
雖
同
国
同
朋
也
輙
不
可
有
書
写
也
若
背
此
旨
大
師
明
神 

此
治
罰
違
反
之
身
上
可
蒙
也
万
一
器
両
之
弟
子
有
之
者
可
令 

書
写
之
也 

永
正
十
一
年

甲戌

余
ウ
ツ
キ

三
日
於
清
浄
光
院
客
殿
書
注
之 

左
学
頭 

 
 

 
 

 

法
印
権
大
僧
都
長
恵

春
秋 

五
十
七 

次
に
下
巻
の
本
奥
書
を
引
用
す
る
。 

御
本
云 

初
心
者
為
指
南
一

注
之
大
都
ハ

案
記
ヲ

爲
本
ト

一

雖
レ

然
於
當
当
世
相
違
之
儀
不
載
之
一 

御
覧
雖
多
憚
一

弟
子
分
解
迷
勧
秀
之
為
勝
計
一

認
之
愚
拙
弟
子
之 

外
不
可
有
披
覧
一

雖
似
法
恡
ニ

一

後
輩
之
謗
法
之
過
失
不
可
起 

初
用
心
也
将
又
長
恵
法
印
可
預
御
廻
向
也
此
書
造
畢
ハ 

 
 

 
 

明
応
五
年

丙辰

五
月
十
二
日
也
春
秋
三
十
九
才
今
ノ

書
写
者 

永
正
十
四
年

丁丑

四
月
廿
九
日
書
之
春
秋
満
六
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

標
詫
勢
遍

円
深
房 

春
秋
廿
六 

師
資
契
諾
異
他
故
為
形
見
一

拭
老
眼
書
之
了
芳
恩 

高
從
蘓
迷
懇
志
深
自
冥
界
於
後
世
者
尚
以
可
披
訪 

菩
提
者
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
長
恵
在

判 
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こ
の
本
奥
書
に
よ
っ
て
長
恵
が
永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
中
巻
ま
で
を
再
治

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
そ
の
三
年
後
の
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
に
三
巻
本
に
再
治
し
終
え

た
も
の
を
弟
子
の
円
深
房
勢
遍
（
一
四
九
二
～
）
に
授
与
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
長
恵
は
少

な
く
と
も
永
正
十
四
年
ま
で
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
再
治
し
終
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

ま
た
、
こ
の
本
奥
書
の
「
将
又
」
以
下
が
誰
の
記
述
で
あ
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
こ
れ
に
関
し
て
、

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
は
、
「
原
奥
書
は
長
恵
師
が
書
い
た
よ
う
で
も
あ
り
、
書
き
与
え
ら
れ
た
勢
遍

師
が
書
き
足
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
原
本
が
見
あ
た
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
何
れ
と
も
調
査
の
法
が
無

い
。
９

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
勢
遍
は
江
戸
中
期
に
真
源
（
一
六
八
九
～
一
七
五
八
）
の
著
し
た
『
密
宗
声
明
系
譜
１
０

』
に

お
い
て
、
長
恵
と
朝
意
の
間
に
位
置
付
け
ら
れ
る
覚
証
院
方
の
正
嫡
で
あ
る
１
１

。 

な
お
、
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
も
長
恵
自
筆
本
は
現
存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
元
々
の
長
恵
自

筆
の
原
本
を
便
宜
的
に
「
永
正
再
治
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

 

第
二
項 

朝
意
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
書
写 

 

長
恵
が
再
治
し
終
え
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
長
恵
の
孫
弟
子
の
順
良
房
朝
意
に
よ
っ
て
こ
の
後
度
々

書
写
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
朝
意
以
前
の
書
写
に
つ
い
て
、
そ
の
後
に
朝
意
の
書
写
に
つ
い
て
み
る
。 

 

第
一
目 

朝
意
以
前
の
写
本 

 

ま
ず
、
朝
意
以
前
の
写
本
を
挙
げ
る
。
長
恵
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
再
治
と
、
朝
意
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
書
写
の
間
に
も
、
幾
本
か
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
写
本
が
存
在
す
る
。 

現
在
存
在
が
確
認
で
き
る
の
は
「
享
禄
元
年
本
」
（
一
五
二
八
）
「
天
文
四
年
本
」
（
一
五
三
五
）
の

二
本
で
あ
る
。
「
享
禄
元
年
本
」
の
原
物
資
料
は
実
際
に
は
み
て
い
な
い
の
で
、
大
山
〔
一
九
五
九
〕
及

び
、
『
聲
明
本
展
観
目
録
１
２

』
の
情
報
に
よ
っ
て
分
か
る
範
囲
で
書
誌
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
な
お
、

大
山
〔
一
九
五
九
〕
及
び
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
お
い
て
当
本
に
関
す
る
情
報
は
限
り
な
く
少
な
い
。 

「
天
文
四
年
本
」
は
大
山
〔
一
九
五
九
〕
と
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
は
、
「
明
応
未
再

治
本
」
よ
り
も
「
永
正
再
治
本
」
の
方
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
当
本
は
高
野
山
大

学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
の
複
写
資
料
に
よ
っ
て
書
誌
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

 

（
№
１
）
「
享
禄
元
年
本
」 

高
野
山
遍
照
光
院
蔵
所
蔵
。
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
奥
書
掲
載
。
大
山
〔
一
九
五
九
〕
（
二
二
四
頁
）

で
僅
か
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
原
物
資
料
は
未
確
認
で
あ
る
。 

享
禄
元
（
一
五
二
八
）
年
写
。
書
写
者
不
詳
。
装
丁
不
詳
。
上
・
中
・
下
三
冊
。 

〔
外
題
〕
「
魚
山
私
鈔
」 

〔
内
題
・
尾
題
〕
不
詳
。 

〔
奥
書
〕 

於
高
野
山
谷
上
地
蔵
院
移
之 

享
禄
元
秊
三
月
吉
日

（
『

聲
明
本
展
観
目
録
』
四
頁
） 
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（
№
２
）
「
天
文
四
年
本
」 

高
野
山
福
智
院
所
蔵
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
蔵
本
寄
託
｟
４５４

キ
Ｂ
６
｠

）
。

複
写
資
料

で
確
認
。 

天
文
四
（
一
五
三
五
）
年
写
。
書
写
者
不
明
。
列
帖
装
枡
形
。
一
冊
。
表
紙
共
七
三
丁
。
竪
二
七
・
三

㎝
。
横
一
七
・
七
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
外
題
〕
「
魚
山
私
鈔
」 

〔
内
題
〕
「
魚
山
私
鈔
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

天
文
四
年

乙未

五
月
十
六
日
酉
尅
書
寫
畢 

 

高
野
山
金
剛
峯
寺
蓮
華
谷
徳
蔵
院
宿
坊
ニ

テ

書
之 

 

折
節
稽
古
依
無
隟
草
案
仕
候 

後
見
之
旁
々
恥
入
候 

 
 

 
 

第
二
目 

朝
意
の
書
写
本 

 

次
に
朝
意
が
書
写
し
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
あ
る
。
朝
意
は
、
長
恵
が
再
治
し
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を

度
々
自
ら
書
写
し
、
そ
れ
を
弟
子
達
に
授
け
て
い
た
こ
と
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
書
写
本
の
多
さ
か
ら
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

現
存
す
る
朝
意
が
弟
子
に
授
与
し
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
多
く
は
朝
意
の
自
筆
本
で
あ
る
。
ま
た
、
朝

意
が
弟
子
に
伝
授
し
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
以
外
の
「
秘
讃
」
等
も
朝
意
の
自
筆
本
が
現
存
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
朝
意
の
聖
教
類
の
伝
授
の
仕
方
は
、
通
常
の
方
法
の
よ
う
に
テ
キ
ス
ト
を
弟
子
に
閲
覧
・
書
写
さ

せ
た
う
え
で
、
自
筆
の
奥
書
を
書
き
添
え
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
本
文
ま
で
も
書
き
写
し
て
多
数
の
弟
子

に
与
え
る
と
い
う
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。 

朝
意
の
自
筆
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
現
在
ま
で
に
以
下
の
六
本
が
確
認
で
き
る
。
（
№
２
）
（
№
５
）

は
先
述
し
た
（
№
１
）
と
同
様
の
本
奥
書
を
有
す
る
。
な
お
、
（
№
５
）
は
中
巻
の
み
残
存
し
て
い
る
。

（
№
３
）
（
№
４
）
は
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
朝
意
の
書
写
奥
書
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。

（
№
１
）
（
№
２
）
（
№
５
）
の
奥
書
の
情
報
に
よ
っ
て
、
朝
意
の
書
写
し
た
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』

は
「
永
正
再
治
本
」
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
、
朝
意
の
自
筆
の
『
魚
山
蠆
芥

集
』
は
長
恵
の
「
永
正
再
治
本
」
の
転
写
本
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

（
№
１
）
「
永
禄
七
年
本
」
（
一
五
六
四
）
尾
道
西
國
寺
蔵
。
写
真
資
料
で
確
認
。
（
書
誌
は
序
論
参
照
） 

 

（
№
２
）
「
永
禄
十
二
年
本
」 

高
野
山
普
門
院
所
蔵
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

永
禄
一
二
（
一
五
六
九
）
年
、
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。
列
帖
装
。
上
中
下
三
冊
。 

上
巻
： 

表
紙
共
二
三
丁
。
法
量
不
詳
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
上
」 

〔
内
題
〕
「
魚
山
私
鈔
」 
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〔
尾
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
上
」 

〔
奥
書
〕 

 
 

 

永
禄
十
二
己

巳

年
甲

子

九
月
廿
七
日
九
州
覚
吽
房 

依
所
望
口
伝
声
明
書
写
了
和
州
東
大
寺
之 

生
長
南
山
常
住
客
僧
朝
意

順
良
房 

五
十
二
才

於
巻 

尾
智
恵
水
求
聞
持
所
書
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

持
主
覚
吽
頼
澄
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

實
傳 

中
巻
： 

表
紙
共
三
〇
丁
。
竪
二
六
・
三
㎝
。
横
一
八
・
〇
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
七
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
中
」 

〔
内
題
〕
無
し
。 

〔
尾
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
中
」 

〔
奥
書
〕 

本
云 以

上
中
巻
了 

此
口
傳
声
明
集
拭
老
眼
注
之
了
縦
知
音
之
人 

并
雖
同
国
同
朋
也
ト

一

輙
不
可
有
二

書
写
一

也
若
背
此
旨
大
師 

明
神
此
治
罰
違
反
之
身
上
可
蒙
一

也
万
一
器
両
之
弟
子
有 

之
者
可
令
書
写
之
也 

永
正
十
一
年

甲戌

余
ウ
ツ
キ

三
日
於
清
浄
光
院
客
殿
書
注
之
一 

左
学
頭 

 
 

 
 

 

法
印
権
大
僧
都
長
恵

春
秋 

五
十
七 

下
巻
： 

表
紙
共
三
一
丁
。
竪
二
六
・
三
㎝
。
横
一
八
・
〇
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
一
二
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
下
」 

〔
内
題
〕
無
し
。 

〔
尾
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
乙
」 

〔
奥
書
〕 

御
本
云 

初
心
者
為
二

指
南
一

注
之
一

大
都
ハ

案
記
ヲ

爲
本
ト

一

雖
レ

然
ト

一

於
當
当
世
相
違
之
儀
不
載
之
一

後
覧
雖
多
憚
一

弟
子
分
解
迷
勧
秀
之
為
勝
計
一

認
之
一

愚
拙
弟
子
之
外
不
可 

有
披
覧
一

雖
似
法
恡
一

後
輩
之
謗
法
之
過
失
不
可
起
初
用
心
也
将
又 

長
恵
法
印
可
預
御
廻
向
也
此
書
造
畢
ハ

明
応
五
年

丙辰

五
月
十
二
日
也 

春
秋
三
十
九
才
今
ノ

書
写
者 

永
正
十
四
年

丁丑

四
月
廿
九
日
書
之
春
秋
満
六
十 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

標
詫
勢
遍

円
深
房 

春
秋
廿
六 

師
資
契
諾
異
他
故
為
形
見
一

拭
老
眼
書
之
了
芳
恩 

高
從
蘓
迷
懇
志
深
自
冥
界
於
後
世
者
尚
以
可
披
訪
菩 

提
者
也 



23 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

左
学
頭
法
印
権
大
僧
都
長
恵
在

判 
（
「

音
律
開
合
名
目
」
を
挟
む
） 

 
 

 

永
禄
十
二

己巳

年
九
月
廿
九
日
覚
吽
房
依
所
望
之
故
書
之 

南
山
客
僧
朝
意
順

良

朝
意
（
花
押
） 

巻
尾
智
恵
水
求
聞
持
所
ニ

テ

書
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

實
傳 

 

（
№
３
）
「
天
正
六
年
本
１
３

」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
蔵
。
所
在
不
明
。
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
奥
書
掲
載
１
４

。 

天
正
六
（
一
五
七
八
）
年
朝
意
書
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。 

〔
奥
書
〕 

甲
巻
： 

天
正
六
秊

戌寅

八
月
四
日
防
州
待
從
公
所
望
之
條
書
之 

金
剛
峯
寺
朝
意

順
良 

 

六
十
一
才

（
花
押
） 

中
巻
： 

天
正
六
秊

戌寅

七
月
晦
日
防
州
待
從
公
所
望
之
條
馳
毫
筆
了
南
岳
客
僧
朝
意

順
良 

 

六
十
一
才

（
花
押
） 

乙
巻
： 

天
正
六
秊

戌寅

七
月
廿
六
日
寅
剋
書 

防
州
待
從
所
望
之
條
染
筆
了 

南
山
客
僧
朝
意

順
良
房 

六
十
一
才

（
花
押
）
。 

 

（
№
４
）
「
天
正
九
年
本
１
５

」 

高
野
山
遍
照
光
院
蔵
。
行
路
不
明
。
大
山
〔
一
九
五
九
〕
の
口
絵
に
写
真
二
点
あ
り
１
６

。
『
聲
明
本

展
観
目
録
』
に
奥
書
掲
載
１
７

。 

〔
奥
書
〕 

上
巻
： 

天
正
九
年
辛

巳

十
月
七
日
子
剋
斗
於
南
山
書
之
朝
意

順
良
房

八
二

。 

中
巻
： 

天
正
九
年
辛

巳

十
月
十
五
日
子
時
於
南
山
小
田
原
桑
門
良
圓
房
所
望
染
毫
筆
畢
和 

州
産
久
住
客 

朝
意

順
良 

八
二
才 

下
巻
： 

天
正
九
年
十
月
廿
三
日
於
當
山
朝
意
書
之

順
良 

八
二
才

（
花
押

）
。 

 

（
№
５
）
「
天
正
十
六
年
本
」 

高
野
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
寄
託
｟
普
９５

金
７
｠
）
。
複
写
資
料

で
確
認
。 

天
正
一
六
（
一
五
八
八
）
年
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。
列
帖
装
。
中
巻
一
冊
。 

表
紙
共
三
二
丁
。
竪
二
六
・
九
㎝
。
横
一
九
・
八
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
七
字
。 

〔
貼
外
題
〕
無
し
。 

〔
内
題
〕
無
し
。 

〔
尾
題
〕
「
魚
山
蠆
芥
集
中
」 

〔
奥
書
〕 

本
云 
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以
上
中
巻
了 

此
口
傳
声
明
集
拭
老
眼
注
之
了
縦
知
音
之
人
并 

雖
同
国
同
朋
也
輙
ク

不
可
有
書
写
也
若
背
此
旨
大
師 

明
神
此
治
罰
違
反
之
身
上
ニ

可
蒙
也
万
一
器
両
之
弟
子 

有
之
者
可
令
書
写
一

之
也 

永
正
十
一
年

甲戌

余
ウ
ツ
キ

三
日
於
清
浄
光
院
客
殿
書
注
之 

左
学
頭 

 
 

 
 

 

法
印
権
大
僧
都
長
恵

春
秋 

五
十
七 

魚
山
蠆タ

イ

芥カ
イ

集
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
度
校
合
畢 

 
 

天
正
十
六
秊

戌子

十
一
月
十
六
日
於
光
䑓
院
書
写
了 

 
 朝

意
木
食

順
良
房 

七
十
一
才

（
花
押
） 

 
 

 

防
州
山
口
之
産
當
山
久
住
之
客
玄
誓
房
善
良
尊
別
所
望
之
間
近
年
之
書
写
相
違
間
懇
書
写
了 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

所
持
玄

誓

房

良
尊 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
№
６
）
「
天
正
十
九
年
本
」
（
一
五
九
一
）
徳
島
鶴
林
寺
蔵
。
口
絵
写
真
参
考
１
８

。 

天
正
一
九
（
一
五
九
一
）
年
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。 

〔
奥
書
〕 

天
正
十
九
秊
辛

卯

正
月
十
九
日
写
了
朝
意
木
食
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

高
野
山
住
山
砌
求
之
頼
瞬
房
宥
算 

 

本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
中
で
最
も
古
い
「
永
禄
七
年
本
」
を
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
し
て
利
用

す
る
。 

 

第
三
項 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
刊
行 

 

朝
意
の
死
後
、
約
半
世
紀
後
の
、
江
戸
初
期
の
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
初
め

て
開
版
さ
れ
た
。
こ
の
「
正
保
三
年
版
」
の
開
版
に
よ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
南
山
進
流
並
び
に
智
山

派
・
豊
山
派
の
新
義
方
の
声
明
に
お
け
る
主
た
る
教
則
本
の
地
位
を
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
正
保

三
年
版
」
以
降
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
こ
れ
が
祖
本
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
「
正
保
三
年
版
」
に
は
、
朝
意
の
書
写
本
に
あ
る
「
永
正
再
治
本
」
の
中
巻
の
奥
書
と
、
長

恵
が
勢
遍
に
「
永
正
再
治
本
」
を
授
与
し
た
こ
と
を
示
す
奥
書
の
両
方
が
存
在
す
る
の
で
勢
遍
の
も
の
か
、

朝
意
書
写
本
の
何
れ
か
を
底
本
と
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
正
保
三
年
版
」
は
「
明

応
未
再
治
本
」
で
は
な
く
て
、
「
永
正
再
治
本
」
を
底
本
と
し
て
開
版
さ
れ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
中
川

〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
は
、
「
正
保
三
年
版
」
は
朝
意
書
写
本
を
原
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
１
９

。
な
お
「
正
保
三
年
版
」
に
は
西
田
勝
兵
衛
と
辻
井
吉
右
衛
門
の
二
種
の
版
が
あ
り
、
『
大
正

新
修
大
蔵
経
２
０

』
第
八
十
四
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
前
者
で
あ
る
。
ま
た
、
「
正
保
三
年
版
」

は
ほ
と
ん
ど
伝
存
し
て
お
ら
ず
、
わ
ず
か
に
高
野
山
一
乗
院
・
高
野
山
三
宝
院
・
高
野
山
大
学
附
属
高
野

山
図
書
館
・
岡
山
金
剛
福
寺
に
の
み
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
２
１

。 

次
に
、
「
正
保
三
年
版
」
以
降
の
南
山
進
流
・
新
義
方
（
智
山
）
で
刊
行
さ
れ
た
主
要
な
『
魚
山
蠆
芥
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集
』
を
挙
げ
そ
の
刊
記
を
示
す
。 

ま
ず
、
南
山
進
流
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
挙
げ
る
。 

 

（
№
１
）
「
慶
安
二
年
版
２
２

」
（
一
六
四
九
） 

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
（
一
七
頁
）
に
刊
記
掲
載
。 

〔
刊
記
〕 

慶
安
二
己
丑
暦
孟
春
吉
辰 

中
野
小
左
衛
門 

 

（
№
２
）
「
享
保
十
二
年
版
２
３

」
（
一
七
二
七
） 

『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
（
一
八
頁
）
に
刊
記
掲
載
。 

〔
刊
記
〕 

御
本
云
此
口
傳
声
明
集
拭
二

老
眼
一

注
レ

之
了
縦
雖
レ

為
二

知 

音
之
人
并

同
国
同
朋
一

輙
不
レ

可
レ

有
二

書
写
一

也
若
背
二

此 

旨
一

大
師
明
神
ノ

此
治
罰
違
反
之
身
ノ

上
ニ

可
レ

蒙
也 

万
一
器
両
ノ

之
弟
子
等
有
レ

之
者
可
レ

令
三

書
二

写
之
一

也 

永
正
十
一
年

甲戌

余
三
日
、
於
清
浄
光
院
客
殿
書
注
之 

右
（
マ
ゝ
）
学
頭
法
印
権
大
僧
都
長
恵

春
秋 

五
十
七 

右
以
法
印
長
恵
御
正
本
校
證
之
令
刊
行
者
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

正
保

丙戌

暦
姑
洗 

日 

辻
井
吉
右
衛
門
開
版 

 
 

 
 

 
 

 

享
保
十
二

丁未

年
正
月
吉
日 

村
上
勘
兵
衛
開
版 

 

（
№
３
）
「
寛
保
三
年
版
」
（
一
七
四
一
） 

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
（
一
七
頁
）
に
刊
記
掲
載
。
普
及
版
。 

〔
刊
記
〕 

（
１
）
辻
井
吉
左
衛
門
版
： 

右
以
法
印
長
恵
御
正
本
校
證
之
令
刊
行
者
也 

 
 

正
保

丙戌

暦
姑
洗
日 

西
田
勝
兵
衛
尉 

 
 

寛
保
三
年
癸
亥
七
月
重
訂 

辻
井
吉
左
衛
門
校
刻 

 

（
２
）
経
師
八
左
衛
門
版
： 

 
 

寛
保
三
年
癸
亥
七
月
重
訂 

経
師 

八
左
衛
門 

 

（
３
）
経
師
市
兵
衛
版
： 

 
 

寛
保
三
年
癸
亥
七
月
重
訂 

板
元 

南
紀
高
野
山
経
師
市
兵
衛 

 

（
№
４
）
「
天
保
五
年
版
」
（
一
八
三
四
『
声
明
正
律

』
） 

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
（
一
八
頁
）
に
刊
記
掲
載
。 

〔
刊
記
〕 

 
 

天
保
五
年
春
三
月
上
梓 

金
剛
峯
寺
報
恩
院
蔵
版 

 

（
№
５
）
「
明
治
二
十
五
年
版
」
（
一
八
九
二
） 

『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
（
一
九
頁
）
に
刊
記
掲
載
。 
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〔
刊
記
〕 

 
 

明
治
二
十
五
年
四
月
二
十
七
日
出
版 

 
 

翻
刻
兼
発
行
者 

葦
原
寂
照 

 

（
№
６
）
「
昭
和
五
年
版
」
（
一
九
三
〇
『
南
山
進
流
声
明
類
聚
付
伽
陀

』
） 

原
物
資
料
で
確
認
。 

〔
刊
記
〕 

昭
和
五
年
九
月
十
五
日
印
刷 

 
 

筆
者
土
生
川
齋 

昭
和
五
年
九
月
二
十
五
日
発
行 

 

平
成
二
十
二
年
四
月
十
日
第
十
七
版
発
行 

編
輯
人 

和
歌
山
縣
伊
都
郡
高
野
山
本
中
院
谷
一
三
九
番
地
昭
和
五
年
九
月
十
五
日 

宮
野
宥
智 

発
行
者 

和
歌
山
縣
伊
都
郡
高
野
町
三
六
四
番
地 

加
藤
諦
道 

 
 

印
刷
者 

和
歌
山
縣
伊
都
郡
高
野
町
七
五
九
番
地 

松
本
卓
也 

発
行
所 

和
歌
山
縣
伊
都
郡
高
野
町 

松
本
日
進
堂
本
店 

記
念
法
会
図
書
刊
行
会 

 

次
に
、
新
義
方
（
智
山
）
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
挙
げ
る
。 

 

（
№
１
）
「
天
和
二
年
版
２
４

」
（
一
六
八
二
） 

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
（
一
七
頁
）
に
刊
記
掲
載
。 

〔
刊
記
〕 

□
考
校
律
呂
點
布
四
聲
再
□
梓
伏
冀
法
音
清
雅
旹
壬
戌
冬
□
良
辰
湖
北
僧
頼
仁 

村
上
勘
兵
衛 

 

（
№
２
）
「
貞
享
二
年
版
」
（
一
六
八
五
） 

複
写
資
料
２
５

で
確
認
。 

〔
刊
記
〕 

備
考
校
律
呂
點
布
四
聲
再
入
梓
伏
冀
法
音
清
雅
旹
壬
戌
冬
天
良
辰
湖
北
僧
頼
仁 

右
以
六
波
羅
蜜
寺
宗
識
房
御
本
文
字
博
士
等
再
改
之 

貞
享
二
乙
丑
冬
十
二
月
一
日 

武
州
英
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

村
上
勘
兵
衛
雕
刻 

（
№
３
）
「
正
徳
元
年
版
」
（
一
七
一
一
） 

複
写
資
料
２
６

で
確
認
。
普
及
版
。 

〔
刊
記
〕 

備
考
校
律
呂
點
布
四
聲
再
入 

梓
伏
冀
法
音
清
雅
旹 

壬
戌
冬
天
良
辰
湖
北
僧 

頼
仁 

右
以
六
波
羅
蜜
寺
宗
識
房
御
本
文
字
博
士
等
再
改
之 

 

貞
享
二
乙
丑
冬
十
二
月
一
日 

武
州
英
長 

夫
梵
唄
者
有
二

自
然
之
音
響
節
族
一

而
不
レ

能
レ

巳
者
也 

協
二

律
呂
一

而
唱
レ

之
則
諸
佛
必
有
レ

作
二

感
応
適
悦
之
思
一 

焉
故
先
覚
至
二

于
纖
毫
之
博
士
一

尽
レ

美
矣
又
尽
善
也 

而
雖
レ

令
レ

寿
レ

梓
迨
二

歳
月
之
久
一

則
漫
滅
之
失
不
レ

為
レ

不 
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レ

多
故
就
加
二

是
正
一

間
亦
承
一

我
師
之
槖
籥
一

採
二

諸
名
師
之 

瓊
藻
一

而
補
二

苴
之
一

云
レ

尓
正
徳
元
稔
歳
次
二

辛
卯
一 

臘
月
殻
且
武
州
鴻
巣
正
法
院
尊
龍
弟
子
鏡

寛

跋 
正
徳
元
年

辛卯

臘
月
吉
且 

 
銅
駝
坊
書
肆
平
等
寺 

 

村
上
勘
兵
衛 

 

寺
町
通
松
原 辻

井
吉
右
衛
門
開
板 

 

（
№
４
）
『
大
正
新
刻
新
義
声
明
大
典
』
（
一
九
一
七
） 

『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
（
二
〇
頁
）
に
刊
記
掲
載
。 

〔
刊
記
〕 

大
正
六
年
、
編
輯
内
山
正
如
、
神

奈

川

県

平
間
寺
出
版
部
刊
。 

 

（
№
５
）
『
昭
和
改
版
智
山
聲
明
大
典
』
（
一
九
三
二
） 

原
物
資
料
で
確
認
。 

〔
刊
記
〕 

大
正
六
年
六
月
初
版
発
行 

大
正
十
一
年
八
月
訂
正
増
補
再
版
発
行 

昭
和
七
年
七
月
第
三
版
発
行 

昭
和
十
五
年
三
月
第
四
版
発
行 

昭
和
三
十
九
年
九
月
第
五
版
発
行 

編
輯
者 

故 

内
山
正
如 

発
行
者 

川
崎
市
大
師
町 

平
間
寺
法
務
部 

印
刷
者 

東
京
都
板
橋
区
志
村
町
五 

凸
版
印
刷
株
式
会
社 

発
行
所 

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺 

 
 

以
上
、
本
節
で
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
資
料
と
、
長
恵
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
撰
述
か
ら
『
魚
山
蠆
芥

集
』
の
刊
行
ま
で
の
変
遷
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
次
節
で
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
た
長
恵
と
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
普
及
の
礎
を
築
い
た
朝
意
に
つ
い
て
考
究
を
行
う
。 

 

第
二
節 

長
恵
と
朝
意 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
最
初
長
恵
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
、
そ
の
後
朝
意
に
よ
っ
て
度
々
書
写
さ
れ
た
こ

と
に
よ
っ
て
南
山
進
流
の
規
範
的
教
則
本
に
な
り
え
た
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
節
で
は
、
『
魚
山

蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
た
長
恵
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
普
及
の
礎
を
築
い
た
朝
意
に
つ
い
て
論
じ
る
。 

 

第
一
項 

長
恵 

 

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
に
『
声
明
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
南
山
進
流
の
「
声
明
本
」
の
開
板
事
業
が
展
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開
さ
れ
た
後
、
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
長
恵
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
『
声
明

集
』
の
開
板
事
業
の
隆
盛
と
長
恵
の
関
連
に
つ
い
て
福
島
和
夫
氏
は
、 

 

ま
た
十
年
版
の
開
板
者
忠
義
（
明
王
院
第
一
世
。
一
四
二
六
～
九
八
）
の
後
嗣
が
室
町
期
後
半
の
代

表
的
声
明
家
長
恵
（
一
四
五
八
～
一
五
二
四
）
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
書
誌
学
上
の
上
で
も
、
ま

た
声
明
史
に
お
い
て
も
こ
の
声
明
集
の
刊
行
は
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
２
７

。 

と
述
べ
て
い
る
。
福
島
氏
は
、
『
声
明
集
』
を
開
板
し
た
人
物
の
弟
子
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た

長
恵
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
注
目
し
、
『
声
明
集
』
開
板
事
業
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
誕
生
の
因
果
関
係
を

強
く
意
識
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
十
年
版
と
は
、
「
文
明
四
年
版
」
に
続
い
て
文
明
十

年
（
一
五
四
一
）
に
開
版
さ
れ
た
『
声
明
集
』
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
資
料
の
書
誌
を
『
声
明
資
料
展
声

明
集
特
集
出
陳
目
録
』
を
参
考
に
し
て
確
認
す
る
２
８

。 
 

「
文
明
十
年
版
」 

上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
所
蔵
。
『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
で
確
認
。 

文
明
十
（
一
四
七
八
）
年
、
龍
全
（
筆
者
）
成
秀
（
博
士

）
。

列
帖
装
。
一
冊
。
緒
紙
。
欠
丁
本
。
竪

一
五
・
八
㎝
。
横
一
六
・
二
㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
刊
記
〕 

筆
者
龍
全
博
士
成
秀
為
重
實
真
仙
頓
證
菩
提
開
此
印
板
願
主
忠
義
文
明
十
年
六
月
廿
一
日 

 

こ
の
資
料
は
、
「
文
明
四
年
版
」
と
同
様
に
「
龍
全
筆
成
秀
博
士
」
と
あ
る
も
の
で
、
開
板
者
だ
け
が

「
文
明
四
年
版
」
と
は
異
な
り
、
忠
義
で
あ
る
。
た
だ
し
、
福
島
氏
に
よ
る
と
、
「
文
明
四
年
版
」
と

「
文
明
十
年
版
」
は
底
本
を
別
に
す
る
と
い
う
２
９

。
そ
の
理
由
を
福
島
氏
は
、
「
文
明
十
年
版
」
は
忠

義
が
新
し
く
依
頼
し
た
版
下
で
刷
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
推
測
し
て
い
る
。
な
お
、
「
文
明
十
年
版
」
は

「
文
明
四
年
版
」
と
基
本
的
構
造
、
及
び
博
士
の
骨
格
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。 

後
述
す
る
「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
類
似
性
を
考
慮
す
る
と
、
長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥

集
』
を
編
纂
す
る
上
で
「
文
明
四
年
版
」
「
文
明
十
年
版
」
を
下
地
に
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
長
恵
と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
ろ
う
か
。 

江
戸
中
期
に
真
源
が
著
し
た
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
は
、 

 
 

智
生
房
。
武
州
ノ

人
忠
義
明

王

院

之
資
。
住
二

淸
淨
光
院
一

。
亦
云
二

二
階
堂
ト

一

謂
ク

淸
淨
光
院

在
二

醍
醐
ニ

一

。
二
階
堂
ハ

在
二

鎌
倉
ニ

一

。
醍
醐
覺
雄
曾
テ

住
二

淸
淨
光
院
一

。
後
任
二

二
階
堂

ノ

別
当
ニ

一

。
建
久
二
年
遁
ル

二

世
ヲ

南
山
ニ

一

住
二

往
生
院
谷
ニ

一

。
時
人
從
テ

二

本
所
住
ニ

一

呼
二

之
ヲ

淸
淨
光
院
一

。
又
爲
二

二
階
堂
ト

一

。
從
レ

此
而
一
宇
二

存
ス

二

兩
名
ヲ

一

。
長
惠
勢
遍

頴
宗
龍
海
等
皆
住
二

此
寺
ニ

一

慶
長
七
年
壬
寅
三
月
二
十
一
日
。
日
海
摂
二

合
シ

テ

彼
寺
ヲ

於
高
祖

院
ニ

一

從
レ

此
亦
稱
シ

テ

高
祖
院
ヲ

一

爲
二

二
階
堂
ト

一

云
。
明
應
五
丙
辰
歳
撰
ス

一

魚
山
蠆
芥
集

ヲ

一

。
永
正
十
四
年
丁
丑
歳
再
校
ス

レ

之
ヲ

。
明
年
戊
寅
冬
移
二

住
ス

無
量
壽
院
ニ

一

。
大
永
四
年

甲
申
十
一
月
二
日
化
。
時
年
六
十
七
３
０

。 

と
あ
る
。
こ
れ
が
、
長
恵
の
生
涯
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。
師
の
忠
義
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
文
明
十
年

版
」
の
『
声
明
集
』
を
開
板
し
た
人
物
で
あ
る
。
大
山
氏
は
、
時
の
人
が
長
恵
を
清
浄
光
院
、
又
は
二
階

堂
と
呼
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
３
１

が
、
「
一
宇
に
両
名
を
存
す
」
と
あ
る
か
ら
単
に
往
生
院
谷
の
寺
院
を

そ
う
呼
ん
だ
と
し
か
い
え
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
に
六
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た

の
で
、
生
ま
れ
た
の
は
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
で
あ
ろ
う
。
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
に
『
魚
山
蠆
芥
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集
』
を
撰
し
、
さ
ら
に
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
に
こ
れ
を
再
治
し
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
朝

意
が
書
写
し
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
奥
書
を
参
照
し
て
記
し
た
の
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
長
恵
は
、
朝
盛
（
検
校
在
位
大
永
元
年
｟
一
五
二
一
｠
～
五
年
｟
一
五
二
五
｠
）
が
検
校
の
時

に
執
行
代
に
補
さ
れ
て
い
る
３
２

。 

『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
よ
る
と
長
恵
は
如
意
輪
寺
の
快
助
（
～
一
四
七
八
）
の
弟
子
で
あ
り
、
覚
証
院

方
の
正
嫡
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
３
３ 

ま
た
、
弟
子
に
は
、
頼
宣
、
勢
遍
、
祐
賢
、
空
遍
、
祐
算
が
い
る
。
こ
の
中
勢
遍
が
先
述
し
た
よ
う
に

朝
意
の
声
明
の
師
で
あ
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
以
外
の
長
恵
の
残
し
た
も
の
は
現
在
ほ
と
ん
ど
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
大
山
氏

の
先
行
研
究
に
幾
つ
か
紹
介
さ
れ
て
い
る
３
４

。
そ
れ
ら
を
挙
げ
る
と
、 

（
№
１
）
永
正
二
年
（
一
五
○
五
）
に
長
恵
が
増
専
に
与
え
た
「
声
明
印
信
」
一
紙
（
金
剛
三
昧
院
所

蔵

）
。 

（
№
２
）
永
正
十
三
年
（
一
五
一
六
）
の
「
両
坦
遶
堂
次
第

」
。 

（
№
３
）
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
の
「
平
座
曼
荼
羅
供
導
師
法
則

」
。 

等
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
実
際
に
み
て
い
な
い
の
で
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
分
か
ら
な
い
。 

ま
た
、
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
長
恵
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

（
№
４
）
西
門
院
所
蔵
の
『
四
座
講
式
』
二
軸
。
二
軸
と
あ
る
よ
う
に
、
「
涅
槃
、
羅
漢
欠
３
５

」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
、
「
遺
跡
講
式
」
の
奥
書
に
は
、 

 
 

永
正
十
二
年
乙

亥

六
月
十
六
日 

權
大
僧
朝
恵
五
十
八 

 

此
御
奥
左
學
頭
淸
淨
光
院
御
自
筆
也
以
之
加
点
交
合
了
３
６ 

と
あ
る
。
「
朝
恵
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
永
正
十
二
年
の
時
点
で
長
恵
は
確
か
に
五
十
八
歳
で
あ
る

し
、
「
清
浄
光
院
」
と
あ
る
の
で
「
朝
恵
」
と
「
長
恵
」
は
同
一
人
物
で
あ
る
。 

（
№
５
）
金
剛
三
昧
院
所
蔵
の
『
四
所
明
神
祭
文
』
一
紙
。
奥
書
に
、 

 
 

明
應
六
年
丁

已

十
一
月
廿
日
未
尅
於
淸
淨
光
院
客
殿
書
寫
之
一

祝
博
士
付
之
一

憚
多
之
一

雖
然
難
去

（
マ
ゝ
）
付
之
然
間
此
本
寫
置
者
也 

入
寺
長
惠
判
四

十

才 

權
少
僧
都
（
マ
ゝ
）
（
花
押
） 

于
時
文
亀
三
年
癸

亥

三
月
廿
四
日 

於
西
谷
書
此
３
７ 

と
あ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
た
一
年
後
に
「
四
所
明
神
」
の
祭
文
に
博
士
を
付
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
現
存
す
る
長
恵
に
関
係
す
る
資
料
は
僅
か
で
あ
る
が
、
そ
の
資
料
か
ら
長
恵
は
高
野
山

に
お
け
る
法
儀
の
有
識
者
・
権
威
者
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。 

 

第
二
項 

朝
意 

  
 

 

第
一
目 

人
物
像 

 

長
恵
が
永
正
十
四
年
ま
で
に
再
治
し
終
え
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
度
々
書
写
し
、
江
戸
初
期
の
『
魚
山

蠆
芥
集
』
の
刊
行
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
が
朝
意
で
あ
る
。
大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
、 

現
代
に
伝
え
る
進
流
声
明
の
音
曲
は
多
く
今
の
朝
意
の
説
を
本
と
し
て
い
る
３
８

。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
程
に
朝
意
は
南
山
進
流
に
お
い
て
重
要
な
人
物
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ

に
も
拘
ら
ず
、
朝
意
の
事
跡
は
彼
自
身
が
筆
記
し
た
も
の
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
客
観
的
に
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朝
意
に
つ
い
て
報
告
す
る
資
料
は
少
な
い
。
真
源
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
よ
れ
ば
、 

木
食
順
良
房
。
光
䑓
院
ノ
住
。
大
和
添
上
郡
。
横
井
道
一
ノ
子
也
。
慶
長
四
年
十
月
十
九
化
。
年
八

十
二
３
９

  

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
僅
か
な
が
ら
朝
意
の
出
自
が
わ
か
る
。
慶
長
四
年
（
一
五
九
九
）
に
八
十
二
歳

で
亡
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
生
ま
れ
た
の
は
永
正
元
年
（
一
五
一
八
）
で
あ
ろ
う
。
朝
意
が
住
ま
い
し
て

い
た
の
は
光
台
院
の
よ
う
で
あ
る
が
、
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
二
』
の
「
光
壽
院
先
師
名
簿
」
に
、 

乃

至

寶
性
院
快
旻
光
壽
院
朝
意
光
壽
院
道
意
南
院
良
意
等
有
之
４
０ 

ま
た
、 木

食
朝
意 

當
院
及
光
䑓
院
一
世
４
１ 

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
光
台
院
の
み
な
ら
ず
光
寿
院
と
の
朝
意
の
関
連
性
が
指
摘
で
き
る
。 

 

他
に
朝
意
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
は
、
織
田
信
長
の
高
野
山
へ
の
侵
攻
に
お
い
て
朝
意
が
太
元
帥
法
を

修
し
た
記
録
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
「
天
正
高
野
治
亂
記
」
と
『
高
野
春
秋
』
の
二
つ
の
資
料
が
伝
え
て

い
る
。
ま
ず
前
者
で
は
、 

 
 

又
客
僧
中
ハ
令
レ

会
二

合
小
田
原
弥
勒
堂
ニ

一

強
二

修
ス

太
元
ノ

法
ヲ

一

。
大
阿
闍
梨
奥
ノ

院
十
穀 
 

 
 

 

木
食
朝
意
幷
快
眞
４
２

。 

と
あ
る
。
そ
し
て
、
後
者
で
は
、
天
正
時
九
年
十
一
月
十
六
日
に
、 

 
 

十
穀
斷
木
食
。
朝
意
者
。
於
二

小
田
原
弥
勒
堂
一

。
丹
二

祈
大
元
帥
之
大
法
。
４
３ 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
日
頃
か
ら
米
・
麦
・
豆
・
芋
を
断
ち
、
霊
験
を
現
し
て
い
た
木

食
僧
と
し
て
の
朝
意
の
姿
が
浮
か
ん
で
く
る
。
さ
ら
に
『
高
野
春
秋
』
に
は
、 

 
 

中
年
探
二

得
秘
跡
於
朝
意
。
政
遍
。
朝
印
之
三
傑
一

４
４

。 

と
あ
り
、
政
遍
、
朝
印
と
と
も
に
三
傑
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
検
校
執
行
法
印
宥
盛
に
つ
い

て
語
ら
れ
て
い
る
箇
所
に
存
在
す
る
。
こ
の
三
傑
と
称
さ
れ
る
朝
意
は
、
先
述
の
木
食
僧
と
し
て
の
朝
意

と
は
性
格
を
異
に
す
る
。 

次
に
朝
意
の
付
法
を
み
る
。
朝
意
の
付
法
を
調
べ
て
み
る
と
、
『
紀
伊
續
風
土
記
』
「
高
野
山
之
部
學

侶
」
の
「
南
院
権
大
僧
都
宥
智
伝
」
に
は
、 

光
䑓
院
木
食
朝
意
。
南
院
惠
尊
等
。
師
之
付
資
也
４
５ 

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
朝
意
が
宥
智
の
付
法
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
宥
智
か
ら
朝
意
へ
の

安
祥
寺
流
の
流
れ
に
つ
い
て
、
上
田
霊
城
氏
は
、 

 
 

今
、
浄
厳
記
『
安
祥
寺
諸
流
一
統
家
血
脈
』
及
び
慧
光
記
『
安
流
伝
授
手
鏡
』
に
よ
っ
て
快
よ
り
淨

厳
に
至
る
安
流
の
血
脈
を
略
示
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
血
脈
系
図
省
略
）
す
な
わ
ち
、
宥
快

―
―
成
雄
―
―
快
尊･

･
･

･
･

･

朝
遍
に
至
る
宝
性
院
系
の
血
脈
は
安
祥
寺
門
主
相
承
で
あ
り
、

仟
遍
―
―
快
旻
―
―
宥
智
―
―
朝
意
―
―
道
意
―
―
良
意
の
相
承
は
安
流
の
正
嫡
で
あ
る
４
６ 

と
述
べ
て
い
る
。
上
に
よ
れ
ば
朝
意
は
安
祥
寺
流
を
受
法
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

 

そ
の
他
に
、
朝
意
が
安
祥
寺
流
を
受
法
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
朝
意
が
伝
授
し
た
安
祥

寺
流
の
印
信
が
尾
道
西
國
寺
に
現
存
す
る
。
こ
の
資
料
の
書
誌
に
つ
い
て
「
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示

図
録
４
７

」
を
参
考
に
確
認
す
る
。 

 

『
諸
印
信
』 

尾
道
西
國
寺
所
蔵
。
写
真
資
料
及
び
「
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
」
で
確
認
。 

天
正
一
四
（
一
五
八
六
年
）
～
天
正
一
七
（
一
五
八
九

）
、

朝
意
か
ら
成
遍
に
伝
授
。
朝
意
写
。
折
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紙
・
折
継
紙
・
竪
紙
・
切
紙
・
切
継
紙
（
包
紙

）
。

三
八
通
。
竪
一
五
・
〇
㎝
。
横
一
一
・
五
㎝
（
包

紙

）
。 

〔
外
題
〕
（
伝
法 

安
）
（
許
可 

安
）
（
御
遺
告
大
変
）
（
諸
流 

安
）
（
頓
證
菩
提
法
）
（
小
野

安
）
（
八
家 
成
遍
）
（
天
慶
印
信
）
（
若
凡
若
聖 

安
）
（
七
重 

安
）
（
乍
二 

安
）
（
三
部
五

部

）
。 

 

第
二
目 

「
秘
讃
」
の
相
伝 

 

次
に
先
に
み
た
『
密
宗
声
明
系
譜
４
８

』
に
よ
る
と
朝
意
の
声
明
の
師
は
勢
遍
で
あ
る
。
先
に
み
た
通

り
勢
遍
は
長
恵
の
弟
子
で
あ
る
。
朝
意
の
弟
子
に
は
、
良
尊
、
祐
尊
、
盛
遍
、
尊
海
、
朝
尊
、
勢
朝
が
い

る
。
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
お
い
て
弟
子
た
ち
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
盛
遍
以
外
の
弟
子
達
が
「
秘

讃
」
を
朝
意
か
ら
伝
授
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
相
伝
の
内
容
を
示
す
『
密
宗
声
明
系
譜
』
の
文
を
以
下
に

引
用
す
る
。 

 
 

良
尊

玄
誓
房
。
住
二

西
南
院
一

前
住
二

多
門
院
ニ

一

。
文
禄
四
年
五
月
十
五
日
傳
二

秘
讃
等
ヲ

一

／
祐
尊

教
泉
房
。
住
二

浄
菩
提
院
一

。
文
禄
二

年
癸
已
十
月
二
十
一
受
二

秘
讃
等
ヲ

一

。

／
尊
海

住
二

報
恩
院
一
。

天
正
十
七
年
己
丑
四
月
二

十
二
日
至
二

五
月
九
日
ニ

一

傳
二

秘
讃
一

等
ヲ

一

／
朝
尊

天
正
二
十
年
十
二
月

二
十
一
日
房
金
□
傳

二

秘
讃

等
ヲ

一

／
勢
朝

養
賢
房
。
天
正
十
三
年
乙
酉
十

月
十
八
日
傳
二

秘
讃
乞
戒
等
ヲ

一

４
９ 

ま
た
、
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
盛
遍
も
朝
意
か
ら
「
秘
讃
」
を
相
伝
し
て

い
る
。
こ
の
「
秘
讃
」
に
つ
い
て
次
に
挙
げ
る
。 

な
お
、
「
秘
讃
」
は
そ
の
名
前
が
示
す
通
り
、
「
秘
し
て
特
別
に
機
根
を
選
ん
で
伝
授
す
る
５
０

」
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
真
源
の
『
乞
戒
声
明
古
草
捃
拾
』
で 

遍
照
寺
寛
朝
始
テ

作
二

譜
博
士
ヲ

一

。
而
後
於
テ

二

密
家
ノ

聲
明
ニ

一

設
ケ

二

爲
ス

三
重
ノ

許
可
ヲ

一

。
所
謂
初
重
ハ

秘
讃
。
第
二
重
ハ

乞
戒
。
大
三
重
ハ

大
阿
闍
梨
ノ

聲
明
也
５
１

。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
秘
讃
」
は
寛
朝
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
三
重
の
許
可
の
制
度
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
る
。 

朝
意
は
前
の
系
譜
に
載
っ
て
い
る
弟
子
以
外
に
も
度
々
「
秘
讃
」
を
伝
授
し
て
い
る
。
こ
こ
で
そ
の
例

を
幾
つ
か
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
朝
意
の
自
筆
本
か
ら
み
て
い
く
。 

 

（
№
１
）
『
秘
讃
』 

尾
道
西
國
寺
に
は
、
文
禄
二
年
（
一
五
九
五
）
に
朝
意
が
盛
遍
に
授
与
し
た
「
秘
讃
」
が
現
存
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
切
り
紙
に
一
曲
ず
つ
秘
讃
を
書
写
し
た
も
の
で
目
録
を
含
め
て
都
合
三
十
九
紙
で
あ
る
。

こ
の
資
料
の
書
誌
を
示
す
。 

 

『
秘
讃
』 

尾
道
西
國
寺
所
蔵
。
写
真
資
料
で
確
認
。 

文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
三
月
一
一
日
～
二
〇
日
、
朝
意
か
ら
盛
遍
に
伝
授
。
朝
意
（
一
五
一
八
～
一

五
九
九
）
写
。
切
紙
三
九
通
（
包
紙

）
。

法
量
不
詳
。 

〔
目
録
奥
書
〕
文
禄
弐
年
秊
癸

巳

三
月
十
八
日
音
曲
沙
門
木
食
朝
意
（
花
押
） 

〔
曲
目
〕 

（
１
）
〈
天
竜
八
部
讃
第
二
重
〉
（
２
）
〈
毘
沙
門
讃
〉
（
３
）
〈
孔
雀
経
讃
〉
（
４
）
〈
如
意
輪

讃
〉
（
５
）
〈
駄
都
讃
〉
（
６
）
〈
宝
珠
讃
〉
（
７
）
〈
吉
慶
漢
語
第
三
段
秘
曲
〉
（
８
）
〈
吉
慶
漢

語
第
四
段
秘
曲
〉
（
９
）
〈
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
〉
（
１０

）
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
（
１１

） 
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〈
八
字
文
殊
讃
〉
（
１２

）
〈
文
殊
合
殺
〉
（
１３

）
〈
薬
師
秘
讃
〉
（
１４

）
〈
愛
染
明
王
秘
讃
〉

（
１５

）
〈
不
動
一
字
呪
〉
（
１６

）
〈
不
動
漢
語
讃
〉
（
１７

）
〈
不
動
慈
救
呪
〉
（
１８

）
〈
供

養
讃
并
異
説
〉
（
１９

）
〈
光
明
真
言
〉
（
２０

）
〈
十
一
面
讃
〉
（
２１

）
〈
葬
送
讃
〉
（
２２

）

〈
最
勝
太
子
〉
（
２３

）
〈
緊
那
羅
天
讃
〉
（
２４

）
〈
吉
祥
天
讃
〉
（
２５

）
〈
心
略
漢
語
善
字
十

六
節
生
字
四
節
主
字
三
節
〉
（
２６

）
〈
妙
音
天
〉
（
２７

）
〈
後
勧
請
〉
（
２８

）
〈
天
竜
八
部
第

三
重
深
秘
〉
（
２９

）
〈
四
天
合
讃
〉
（
３０

）
〈
毘
沙
門
天
秘
曲
〉
（
３１

）
〈
毘
沙
門
合
讃
〉

（
３２

）
〈
毘
沙
門
秘
讃
〉
（
３３

）
〈
當
流
阿
弥
陀
讃
〉
（
３４

）
〈
日
月
両
讃
〉
（
３５

）
〈
麁

乱
天
〉
（
３６

）
〈
定
十
六
大
菩
薩
梵
讃
〉
（
３７

）
〈
定
十
六
大
菩
薩
漢
讃
〉
（
３８

）
〈
恵
十
六

大
菩
薩
漢
讃
〉
（
３９

）
〈
不
動
慈
救
呪
目
六
ノ
外
八
千
枚
用
意

〉
。 

 

（
№
２
）
『
秘
讃
』 

尾
道
西
國
寺
に
は
、
朝
意
が
良
尊
に
授
与
し
た
「
秘
讃
」
が
現
存
し
て
い
る
５
２

。
こ
れ
も
、
切
り
紙

に
一
曲
ず
つ
秘
讃
を
書
写
し
た
も
の
で
目
録
を
含
め
て
都
合
三
十
四
紙
で
あ
る
。
こ
の
資
料
の
書
誌
に
つ

い
て
「
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
５
３

」
を
参
考
に
し
て
確
認
す
る
。 

 

『
秘
讃
』 

尾
道
西
國
寺
所
蔵
。
写
真
資
料
及
び
「
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
」
で
確
認
。 

文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年
。
朝
意
か
ら
良
尊
に
伝
授
。
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。
切
紙
三

三
通
（
包
紙

）
。

竪
一
八
・
二
㎝
。
横
一
四
・
〇
㎝
（
包
紙

）
。 

〔
目
録
奥
書
〕
文
禄
四
秊
乙

未

五
月
十
五
日
賜
良
尊
已
上
音
曲
貧
道
朝
意
木
食

順
良
房 

七
十
八
才

（
花
押
） 

〔
曲
目
〕 

（
１
）
〈
天
竜
八
部
讃
第
二
重
〉
（
２
）
〈
毘
沙
門
讃
〉
（
３
）
〈
孔
雀
経
讃
〉
（
４
）
〈
如
意
輪

讃
〉
（
５
）
〈
駄
都
讃
〉
（
６
）
〈
宝
珠
讃
〉
（
７
）
〈
吉
慶
漢
語
第
三
段
秘
曲
〉
（
８
）
〈
吉
慶
漢

語
第
四
段
秘
曲
〉
（
９
）
〈
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
〉
（
１０

）
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
（
１１

）

〈
八
字
文
殊
讃
〉
（
１２

）
〈
文
殊
合
殺
〉
（
１３

）
〈
薬
師
秘
讃
〉
（
１４

）
〈
愛
染
明
王
秘
讃
〉

（
１５

）
〈
不
動
一
字
呪
〉
（
１６

）
〈
不
動
漢
語
讃
〉
（
１７

）
〈
不
動
慈
救
呪
〉
（
１８

）
〈
供

養
讃
并
異
説
〉
（
１９

）
〈
光
明
真
言
〉
（
２０

）
〈
十
一
面
讃
〉
（
２１

）
〈
葬
送
讃
〉
（
２２

）

〈
最
勝
太
子
〉
（
２３

）
〈
緊
那
羅
天
讃
〉
（
２４

）
〈
吉
祥
天
讃
〉
（
２５

）
〈
心
略
漢
語
善
字
十

六
節
生
字
四
節
主
字
三
節
〉
（
２６

）
〈
妙
音
天
〉
（
２７

）
〈
後
勧
請
〉
（
２８

）
〈
天
竜
八
部
第

三
重
深
秘
〉
（
２９

）
〈
四
天
合
讃
〉
（
３０

）
〈
毘
沙
門
天
秘
曲
〉
（
３１

）
〈
毘
沙
門
合
讃
〉

（
３２

）
〈
毘
沙
門
秘
讃
〉
（
３３

）
〈
當
流
阿
弥
陀
讃
〉
（
３４

）
〈
日
月
両
讃
〉
（
３５

）
〈
麁

乱
天
〉 

 

次
に
朝
意
の
書
き
与
え
た
「
秘
讃
」
の
転
写
本
を
挙
げ
る
。 

 

（
№
３
）
『
聲
明
秘
讃
』 

奈
良
の
長
谷
寺
に
は
、
朝
意
が
源
与
に
授
与
し
た
「
秘
讃
」
の
転
写
本
が
現
存
す
る
。
こ
の
資
料
の
書

誌
を
示
す
。 

 

『
聲
明
秘
讃
』 
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長
谷
寺
所
蔵
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

書
写
年
次
不
明
（
江
戸
後
期
書
写

）
。

書
写
者
不
明
。
折
紙
。
法
量
不
詳
。 

〔
外
題
〕
「
声
明
秘
讃
」 

〔
目
録
奥
書
〕 

永
禄
三
年

庚申

三
月
十
一
日 

授

与

源
与 

 
 

傳
授
阿
闍
梨
辨
弘
順

良

房 
 

 
 

朱
書
云
此
折
紙
数
惣
シ

テ

三
十
七
紙 

〔
曲
目
〕 

（
１
）
〈
恵
十
六
大
菩
薩
梵
讃
〉
（
２
）
〈
定
十
六
大
菩
薩
漢
讃
〉
（
３
）
〈
恵
十
六
大
菩
薩
漢
讃
〉

（
４
）
〈
孔
雀
経
讃
〉
（
５
）
〈
天
竜
八
部
讃
第
二
重
〉
（
６
）
〈
如
意
輪
讃
〉
（
７
）
〈
駄
都
讃
〉

（
８
）
〈
宝
珠
讃
〉
（
９
）
〈
吉
慶
漢
語
第
三
段
秘
曲
〉
（
１０

）
〈
吉
慶
漢
語
第
四
段
秘
曲
〉

（
１１

）
〈
不
動
漢
語
讃
〉
（
１２

）
〈
不
動
慈
救
呪
〉
（
１３

）
〈
陀
羅
尼
〉
（
１４

）
〈
慈
救

咒
〉
（
１５

）
〈
供
養
讃
〉
（
１６

）
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
（
１７

）
〈
八
字
文
殊
讃
大
漢
語
〉

（
１８

）
〈
文
殊
合
殺
〉
（
１９

）
〈
薬
師
秘
讃
〉
（
２０

）
〈
愛
染
明
王
秘
讃
〉
（
２１

）
〈
愛
染

明
王
秘
讃
異
説
〉
（
２２

）
〈
光
明
真
言
〉
（
２３

）
〈
十
一
面
讃
〉
（
２４

）
〈
葬
送
讃
〉
（
２５

）

〈
最
勝
太
子
〉
（
２６

）
〈
緊
那
羅
天
讃
〉
（
２７

）
〈
吉
祥
天
讃
〉
（
２８

）
〈
心
略
漢
語
善
字
十

六
節
生
字
四
節
主
字
三
節
〉
（
２９

）
〈
後
勧
請
〉
（
３０

）
〈
天
竜
八
部
第
三
重
深
秘
〉
（
３２

）

〈
毘
沙
門
天
秘
曲
〉
（
３３

）
〈
毘
沙
門
合
讃
〉
（
３４

）
〈
當
流
阿
弥
陀
讃
〉
（
３５

）
〈
日
月
両

讃
〉
（
３６

）
〈
麁
乱
天
〉
（
３７

）
〈
二
十
一
善
〉 

 

こ
の
資
料
で
は
、
目
録
以
外
の
各
曲
目
の
奥
書
に
朝
意
の
本
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
目

録
の
奥
書
に
は
「
傳
授
阿
闍
梨
辨
弘
順

良

房

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
西
國
寺
所
蔵
の
『
諸
印
信
』

の
中
の
「
證
菩
提
法
安

」
の
印
信
の
包
紙
の
書
写
奥
書
に
も 

 
 

天
文
廿
三
年
甲

寅

五
月
二
十
一
日
授
弁
弘
了 

 
 

権
大
僧
都 

宥
智 

と
「
弁
弘
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
印
信
の
本
奥
書
を
み
る
と
、
仟
遍
―
―
快
旻
―
―
宥
智
―
―

弁
弘
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
先
述
の
上
田
氏
が
指
摘
し
た
安
祥
寺
流
の
正
嫡
の
流
れ
で
あ
る
。
ま
た
、

切
紙
に
は
天
文
二
十
三
年
（
一
五
五
四
）
五
月
二
十
一
日
に
「
朝
意
」
が
宥
智
か
ら
「
證
菩
提
法
安

」
を

授
与
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
目
録
の
奥
書
の
弁
弘
は
朝
意
と
同
一
人
物
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

（
№
４
）
『
讃
秘
曲
』 

奈
良
の
長
谷
寺
に
は
、
朝
意
が
海
尊
に
授
与
し
た
「
秘
讃
」
の
転
写
本
が
現
存
す
る
。
こ
の
資
料
の
書

誌
を
示
す
。 

 

『
讃
秘
曲
』 

長
谷
寺
所
蔵
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

書
写
年
次
不
明
（
江
戸
後
期
書
写

）
。

書
写
者
不
明
。
折
紙
。
法
量
不
詳
。 

〔
外
題
〕
「
讃
秘
曲
」
（
包
紙
） 

〔
奥
書
〕 
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天
正
八
庚

辰

年
九
月
上
旬
授
与
海
尊 

 
 

阿
闍
梨
朝
意 

 
 

 
 

 
寛
文
十
庚

戊

年
九
月
上
旬 

 
 

 
 

 
 

 
 

授
与
範
宥 

 
 

阿
闍
梨
頼
正 

〔
曲
目
〕 

（
１
）
〈
心
略
漢
語
善
字
十
六
節
生
字
四
節
主
字
三
節
〉
（
２
）
〈
吉
慶
漢
語
第
四
段
秘
曲
〉
（
３
）

〈
吉
慶
漢
語
第
三
段
秘
曲
〉
（
４
）
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
（
５
）
①
〈
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
〉

（
６
）
②
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
（
７
）
〈
駄
都
讃
〉
（
８
）
〈
宝
珠
讃
〉 

 

「
秘
讃
」
各
曲
に
は
同
じ
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
資
料
の
「
秘
讃
」
は
朝
意
が

天
正
八
年
（
一
五
八
○
）
に
海
尊
に
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
校
合
奥
書
に
あ
る
頼
正

５
４

（
～
一
六
七
三
）
は
、
新
義
声
明
に
お
い
て
初
め
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
刊
行
５
５

し
た
人
物
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
資
料
は
朝
意
か
ら
幾
代
か
経
て
「
新
義
声
明
中
興
第
一
世
５
６

」
と
呼
ば
れ
る
人
物

に
「
秘
讃
」
が
伝
わ
っ
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

以
上
、
（
№
３
）
と
（
№
４
）
の
資
料
か
ら
新
義
方
に
朝
意
の
秘
讃
が
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

 
 

第
三
目 

「
三
重
の
許
可
」
の
相
伝 

 

次
に
「
秘
讃
」
が
含
ま
れ
て
い
る
「
三
重
の
許
可
」
の
相
伝
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。 

『
乞
戒
声
明
古
草
捃
拾
』
の
「
三
重
の
許
可
」
に
つ
い
て
の
前
節
で
引
用
し
た
文
章
に
続
い
て
、 

 
 

從
レ

此
。
想
寿
―
濟
延
―
頼
尋
―
明
算
―
教
眞
―
實
範
―
宗
観
―
勝
心
等
。
或
ハ

想
寿
―
禅
信
―
忠

縁
―
宗
観
―
観
験
等
。
相
ヒ

傳
テ

在
リ

二

吾
山
一

。

（
中
略
）
秘
讃
乞
戒
等
者
隆
然
自
點
ス

レ

之
ヲ

。

（
中
略
）
釋
迦
遺
法
佛
子
隆
然
歳
八
十
四
已

上

其
韻
嫡
嫡
相
繼
テ

至
ル

レ

于
レ

今
ニ

。
謂
ク

隆
然
―

重
弘
―
源
寶
―
隆
法
―
重
仙
―
快
助
―
長
恵
―
勢
遍
―
朝
意
―
良
胤

弘
忍
房

萬
徳
院

―
（
下
略
５
７

） 

と
あ
る
。
こ
の
系
譜
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
も
の
を
朝
意
自
身
が
書
写
し
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
金
剛
三
昧
院
に
元
来
あ
っ
た
も
の
で
、
現
在
は
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。
包
紙
に
『
梵
讃
許
可
并

血

脈

』
と
あ
り
、
こ
の
中
に
寛
朝
よ
り
声
明
が
師
資
相
承
さ
れ
て
き
た
由

来
が
記
さ
れ
た
「
伝
授
声
明
法
則
事
」
と
題
名
が
付
け
ら
れ
た
「
紹
文
」
と
「
血
脈
」
の
二
紙
が
あ
る
。 

 

ま
ず
、
こ
の
資
料
の
書
誌
を
示
す
。 

 

『
梵
讃
許
可
幷

血

脈

』 

高
野
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
寄
託
｟
特
２６

ホ
金
５
｠

）
。

複
写
資

料
で
確
認
。 

天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
、
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。
二
紙
（
包
紙

）
。 

・
「
包
紙
」 

〔
外
題
〕
「
梵
讃
許
可
幷

血

脈

」 

・
「
紹
文
」 

竪
四
一
・
四
㎝
。
横
二
五
・
五
㎝
。
一
紙
一
二
行
・
一
行
一
四
字
。 
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〔
外
題
〕
「
伝
授
声
明
法
則
事
」 

〔
奥
書
〕 

天
正
三
年
乙

亥

霜
月
朔
日
授
与
長
意
僧
都 

音
曲
沙
門
法
印
権
大
僧
都
朝
意
（
花
押
） 

・
「
血
脈
」 

竪
四
一
・
四
㎝
。
横
二
五
・
五
㎝
。
一
紙
一
一
行
・
一
行
一
三
字
。 

〔
外
題
〕
「
血
脈
」 

〔
奥
書
〕
無
し
。 

 

こ
の
中
「
血
脈
」
に
は
、 

廣

澤

遍
照
寺
僧
正
寛
朝 

想
寿
阿
闍
梨
／
西
方
院
禅
信
僧
正 

南
勝
房
忠
縁
法
橋
／
宗
観

円
明
房
大
進
上
人

中
ノ
川
佛
眼
院

 

進

流

始

観
験

紀
伊
上
人
高

野
山
三
寶
院

／
以

下

皆

高

野

権
律
師
勝
心
勝

等

房

 

ア

サ

リ

憲
海

定
蓮
房
即

心
王
院

／
ア

サ

リ

定
意

改
龍
剣

般
若
房

 

入
寺
賢
任

悟
蓮
房
功

徳
聚
院

／
大

法

師

覺
暁

改
隆
然

覚
證
院

 

大

法

師

重
弘
覚

證

院

／
大

師

源
寶
大

智

院 

隆
印

改
隆
法

覚
證
院

／
法

印

重
仙
東

南

院 

権

大

僧

都

快
助

左
学
頭
如

意
輪
寺

／
権

大

僧

都

長
恵

左
学
頭
清
浄

光
院
二
階
堂

権

大

僧

都

勢
遍
円

深

房

二

階

堂

／

朝
意
順

良

房 

長
意
善

識

房 

と
あ
る
。
「
血
脈
」
の
相
寿
か
ら
勝
心
ま
で
、
ま
た
隆
然
か
ら
朝
意
の
相
伝
ま
で
は
『
密
宗
声
明
系
譜
』

の
そ
れ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
「
血
脈
」
と
と
も
に
伝
存
し
て
い
た
「
紹
文
」
に
は
、 

 
 

伝
授
声
明
法
則
事 

 
 

 

右
始
自
遍
照
寺
僧
正
寛
朝
至
中

ノ

川

宗
観

円
明
房
大

進
上
人

／
所
令
嫡
々
相
承
梵
讃
秘
讃
法
則
秘
曲
秘
／
節
等 

雖
未
至
其
位
多
年
之
懇
望
感
其
志
／
不
残
一
曲
一
節
令
授
与
長
意
僧
都
處
也
／
此
偏
為
令
法
久
住

於
後
代
者
守
其
器
量
／
之
人
一
両
輩
可
被
傳
置
者
也
敢
不
可
／
成
輕
易
之
思
又
不
可
有
慢
気
不
忘

恩
山
／
悉
海
朝
意
可
有
廻
向
者
也
仍
為
後
證
記
而
授
之
事
如
右 

と
あ
り
、
こ
れ
は
声
明
と
し
て
の
梵
唄
全
体
、
「
秘
讃
」
「
乞
戒
声
明
」
「
大
阿
闍
梨
声
明
」
等
を
含
め

た
声
明
の
奥
義
・
口
伝
等
一
流
の
伝
授
を
示
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
「
血
脈
」
は
こ

れ
ら
の
相
伝
の
流
れ
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
朝
意
書
写
の
『
梵
讃
許
可
并

血

脈

』
は
『
乞

戒
声
明
古
草
捃
拾
』
の
「
秘
讃
」
の
相
伝
の
根
拠
と
な
る
資
料
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
梵
讃
許
可
并

血

脈

』
を
授
与
さ
れ
た
同
じ
日
に
長
意
は
「
大
阿
闍
梨
声
明

」
、

「
乞
戒
声
明
」

の
許
可
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
の
が
包
紙
に
『
結
縁
灌
頂
大
阿
闍
梨
乞
戒
声
明
許
可
』
と
あ
る
印

信
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
資
料
の
書
誌
を
示
す
。 

 

『
結
縁
灌
頂
大
阿
闍
梨
乞
戒
声
明
許
可
』 

高
野
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
寄
託
｟
特
２６

ケ
金
２
｠

）
。

複
写
資

料
で
確
認
。 

天
正
三
（
一
五
七
五
）
年
、
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。
一
紙
（
包
紙

）
。

竪
四
一
・
四

㎝
。
横
二
五
・
五
㎝
。
一
紙
一
一
字
。
一
行
一
六
字
。 

〔
外
題
〕
「
大
阿
闍
梨
結
縁
灌
頂
乞
戒
声
明
事
」 

〔
奥
書
〕
天
正
三
年
乙

亥

霜
月
朔
日
授
与
長
意
僧
都 

傳
燈
音
曲
大
阿
闍
梨
権
大
僧
都
朝
意
（
花
押
） 

 

こ
の
資
料
に
は
、
『
梵
讃
許
可
并

血

脈

』
と
同
様
に
、
金
剛
三
昧
院
に
元
来
あ
っ
た
も
の
で
、
現
在
は

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、 

大
阿
闍
梨
結
縁
灌
頂
乞
戒
声
明
事 
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右
声
明
之
業
者
東
寺
之
眼
目
南
山
肝
心
也
然
則
／
雖
寫
不
輙
大
事
以
累
年
懇
望
多
年
稽
古
／
其
志
感

嘆
而
長
意
僧
都
善
識
房
令
授
与
／
處
也
宛
不
可
輕
易
之
思
又
不
可
有
慢
心
只
／
稽
古
雖
為
九
牛
之
一

毛
依
依
御
離
期
再
會
悉
令
授
／
与
者
也
且
又
為
令
法
久
住
廣
作
佛
事
也
／
兼
又
朝
意
可
被
訪
後
世
菩

提
也
／
仍
當
流
相
承
如
件 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
『
梵
讃
許
可
并

血

脈

』
と
『
結
縁
灌
頂
大
阿
闍
梨
乞
戒
声
明
許
可
』
の
二
種

類
の
印
信
に
よ
っ
て
朝
意
が
「
三
重
の
許
可
」
を
一
日
で
行
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
こ
の
『
結
縁
灌

頂
大
阿
闍
梨
乞
戒
声
明
許
可
』
と
同
じ
印
信
を
も
う
一
つ
み
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
印
信
は
、
朝
意
が

実
清
良
学
に
与
え
た
も
の
で
あ
り
、
奈
良
の
長
谷
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
の
資
料
の
書
誌
を

示
す
。 

 

『
結
縁
灌
頂
大
阿
闍
梨
乞
戒
声
明
許
可
』 

奈
良
長
谷
寺
所
蔵
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
、
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
写
。
巻
子
装
。
一
軸
。
法
量
不
詳
。
一

紙
一
一
行
。
一
行
一
三
字
。
巻
物
改
装
。 

〔
外
題
〕
「
大
阿
闍
梨
結
縁
灌
頂
乞
戒
声
明
事
」 

〔
奥
書
〕
文
禄
貮
年
癸

巳

卯
月
十
四
日
實
清 

音
曲
沙
門
法
印
権
大
僧
都
朝
意
木
食
（
花
押
） 

 

こ
の
印
信
は
、
前
記
の
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
か
ら
十
八
年
後
の
文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、 

結
縁
灌
頂
大
阿
闍
梨
乞
戒
声
明
事 

 
 

右
声
明
業
者
東
寺
之
眼
目
南
山
肝
心
也
／
然
則
雖
為
不
輙
大
事
以
別
儀
授
与
／
實
清
良

学

畢
宛
不
可

也
輕
易
／
之
思
且
又
為
令
法
久
住
廣
作
佛
事
／
也
兼
又
以
此
結
縁
可
被
訪
朝
意
後
世
／
菩
提
也
状
如

件
仍
當
流
之
相
承
如
／
右
矣 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
朝
意
は
、
自
ら
を
「
傳
燈
音
曲
大
阿
闍
梨
」
と
は
呼
称
せ
ず
、
「
梵
讃
許
可
」
の
印

信
の
よ
う
に
「
音
曲
沙
門
」
と
自
ら
を
呼
ん
で
い
る
。
天
正
三
年
の
印
信
と
文
禄
二
年
の
そ
れ
と
で
は
、

ほ
と
ん
ど
同
じ
形
式
で
あ
る
。
ま
た
、
大
山
氏
は
、
自
著
の
中
で
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
慶
雅
が
快

慶
に
与
え
た
乞
戒
声
明
、
大
阿
闍
梨
声
明
の
相
伝
の
際
の
印
信
を
紹
介
し
て
い
る
５
８

。
以
下
に
こ
れ
を

引
用
す
る
。 

結
縁
灌
頂
大
阿
闍
梨
乞
戒
声
明
事 

 
 

右
声
明
業
者
東
寺
之
眼
目
南
山
肝
心
也
、
然
則
雖
レ

為
二

不
レ

輙
大
事
一

、
以
二

別
儀
一

奉
レ

畢
授

二

与
大
法
師
快
慶
教

善

房

一

畢
／
宛
不
レ

可
レ

成
二

軽
易
之
思
一

、
且
又
為
レ

令
三

法
久
住
広
作
二

佛
事
一

、
兼
又
以
二

此
結
縁
一

可
レ

被
レ

訪
二

朝
意
後
世
菩
提
一

之
条
／
如
レ

件 

仍
当
流
之
相
承

如
レ

此
矣 

こ
れ
は
、
朝
意
が
文
禄
二
（
一
五
九
三
）
年
に
実
清
良
学
に
与
え
た
も
の
と
同
じ
内
容
で
あ
る
。
こ
れ

が
、
朝
意
の
「
印
信
」
の
通
用
の
形
式
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
朝
意
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
み
な
ら
ず
「
秘
讃

」
、

「
乞
戒
声
明

」
、

「
大
阿
闍

梨
声
明
」
か
ら
な
る
「
三
重
の
許
可
」
の
声
明
の
伝
授
も
行
っ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
。
朝
意
は
、
数
多

く
の
音
曲
を
、
戦
国
時
代
と
い
う
不
安
な
時
代
に
お
い
て
弟
子
達
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
も
室
町
期
の
末
期
の
不
安
な
状
況
に
お
い
て
、
高
野
山
に
お
い
て
三
傑
と
称
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
安
祥
寺
流
の
正
嫡
で
あ
っ
た
こ
と
、
南
山
進
流
の
正
嫡
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
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す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
三
節 
曲
目
・
曲
順 

  

本
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
曲
目
・
曲
順
に
つ
い
て
み
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
曲
目
・
曲
順
５
９

は
、
「
明
応
未
再
治
本
」
「
永
正
再
治
本
」
さ
ら
に
は
、
江
戸

期
以
降
の
版
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
至
る
ま
で
総
じ
て
左
記
の
通
り
で
あ
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釈

迦
・
薬
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
・
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理

趣
経
〉
ｍ
〈
礼
讃
文
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心

略
漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｘ

〈
四
波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
γ

〈
佛

名
〉
δ

〈
教
化
〉 

こ
の
曲
の
配
列
は
、
ａ
〜
ｉ
の
［
法
用

］
、

ｊ
〜
ｍ
の
［
供
養
法

］
、

ｎ
〜
δ

の
［
讃
］
の
曲
目
構

成
か
ら
成
る
。
こ
の
曲
目
構
成
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
先
行
す
る
『
声
明
集
』
と
基
本
的
に
は
同
じ
で

あ
る
。
た
だ
し
、
例
外
的
に
こ
の
曲
目
構
成
と
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
』
諸
本
に
お
い

て
は
、
［
讃
］
の
曲
順
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
『
声
明
集
』
諸
本
の
曲
目
構
成

に
つ
い
て
比
較
す
る
際
に
考
察
を
行
う
。
な
お
、
相
応
院
流
の
『
法
則
集

』
、

醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
の

曲
目
構
成
は
、
［
供
養
法
］
［
讃
］
［
法
用
］
で
あ
る
。 

 

第
四
節 

曲
調 

 

次
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
曲
調
に
つ
い
て
み
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
曲
調
は
『
聲
明
畧
頌
』
に
依
拠
し
て
い
る
。
こ
の
『
聲
明
畧
頌
』
は
『
声
明
集
』

各
曲
そ
れ
ぞ
れ
の
調
子
を
偈
文
の
形
式
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
は
金
剛
三
昧
院
所
蔵
の
『
聲
明
畧
頌
』
の
奥
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

奥
書
は
、 

 
 

高
野
山
覺
澄
（
マ
マ
）
院
隆
然
作 

呂
律
調
并

秘
密 

天
文
六
年
八
月
十
八
日
６
０ 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
『
聲
明
畧
頌
』
は
隆
然
の
作
で
あ
る
と
い
う
。 

ま
た
、
『
聲
明
畧
頌
』
は
『
声
明
集
聞
書
』
６
１

と
い
う
十
五
世
紀
後
半
に
撰
述
さ
れ
た
可
能
性
の
あ

る
資
料
の
冒
頭
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
６
２

。 

な
お
、
大
山
氏
も
金
剛
三
昧
院
所
蔵
の
『
聲
明
畧
頌
』
を
著
書
の
中
に
載
せ
て
い
る
６
３

。
『
魚
山
蠆

芥
集
』
で
も
、
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
〈
如
来
唄
〉
の
曲
調
の
説
明
に
お
い
て
「
一
隆
然
覚
證
院
畧
頌
云

三

礼
如
来
雙
唯
呂
文

」
（
大
正
三
八
・
八
二
五
上
）
と
し
て
お
り
、
『
聲
明
畧
頌
』
を
隆
然
の
作
で
あ
る
と

み
な
し
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
お
い
て
は
、
他
の
曲
で
も
同
様
に
『
聲
明
畧
頌
』
に
よ
っ
て
い
る

こ
と
を
明
記
す
る
も
の
が
多
い
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
各
曲
目
の
冒
頭
に
『
聲
明
畧
頌
』
で
示
さ
れ
た
曲
調
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の

で
『
聲
明
畧
頌
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
に
先
行
す
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
『
声
明
集
私
案

記
』
も
隆
然
が
撰
述
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
も
し
そ
う
だ
と
す
る
と
、
両
方
と
も
隆
然
に
よ
っ
て
作
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ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
中
川
〔
一
九
七
六
〕
で
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
が
、
真
源
の
『
密
宗
聲
明

系
譜
』
の
隆
然
の
欄
に
「
曾
撰
二

聲
明
略
頌
一

６
４

」
と
あ
る
。
因
み
に
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
は

「
聲
明
畧
頌
」
は
隆
然
が
記
し
た
こ
と
を
前
提
に
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。 

お
そ
ら
く
、
『
聲
明
畧
頌
』
を
隆
然
が
作
成
し
た
と
い
う
伝
承
の
故
に
、
長
恵
は
『
聲
明
畧
頌
』
に
准

じ
て
曲
調
を
規
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
れ
も
後
述
す
る
こ
と
だ
が
、
長
恵
は
隆
然
の
系

譜
を
重
ん
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

『
聲
明
畧
頌
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
記
述
と
見
比
べ
た
と
こ
ろ
、
両
者
の
曲
調
の
規
定
は
全
く
同
じ

で
あ
っ
た
。
両
者
に
お
け
る
各
曲
目
の
曲
種
６
５

は
左
記
の
如
く
一
致
し
て
い
る
。
以
下
に
「
唯
呂
曲

６
６

」
「
唯
律
曲
６
７

」
「
中
曲
６
８

」
「
反
音
曲
６
９

」
の
四
つ
の
曲
種
毎
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
曲

目
を
分
類
す
る
。 

（
№
１
）
唯
呂
曲
の
曲
目 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｊ
〈
金
剛
界
〉
「
五
悔
」
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
「
九
方
便
」
ｌ
〈
理
趣

経
〉
「
地
音
」
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉

β

〈
金
剛
業
〉 

（
№
２
）
唯
律
曲
の
曲
目 

ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
ｌ
〈
理
趣
経
〉
「
金
剛
手
言
」
ｌ
〈
理
趣

経
〉
「
合
殺
」
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
γ

〈
佛
名
〉
δ

〈
教
化
〉 

（
№
３
）
中
曲
の
曲
目 

ｊ
〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
「
勧
請
」
ｌ
〈
理
趣
経
〉
「
勧
請
」
ｌ
〈
理
趣
経
〉
「
廻
向
」 

（
№
４
）
反
音
曲
の
曲
目 

ｃ
〈
云
何
唄
）
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心

略
漢
語
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｘ
〈
四
波
羅
蜜
〉 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
曲
種
は
以
上
の
よ
う
に
「
唯
呂
曲
」
「
唯
律
曲
」
「
中
曲
」
「
反
音
曲
」
に
分
類

で
き
る
。 

 

最
後
に
、
こ
の
中
の
「
反
音
曲
」
の
記
譜
法
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
、
呂
性
７
０

の
強
い
曲
は
全
体
を
「
呂
」
に
移
し
か
え
て
「
唯
呂
曲
」
と
し
て

記
譜
、
反
対
に
律
性
７
１

の
強
い
曲
は
全
体
を
「
律
」
に
移
し
か
え
て
「
唯
律
曲
」
と
し
て
記
譜
さ
れ
て

い
る
。
呂
性
の
強
い
全
体
が
呂
曲
と
し
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
反
音
曲
の
代
表
曲
は
〈
散
華

〉
、

律
性
の
強

い
全
体
が
律
曲
と
し
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
反
音
曲
の
代
表
曲
は
〈
四
智
梵
語

〉
、

〈
心
略
梵
語
〉
で
あ
る
。 

一
曲
の
中
で
、
「
律
」
の
箇
所
は
「
呂
」
の
箇
所
よ
り
一
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
呂
」
の

箇
所
と
「
律
」
の
箇
所
の
関
係
性
は
、
「
曲
中
反
音
」
の
う
ち
の
「
羽
調
反
音
」
の
関
係
で
あ
る
。
な
お
、

「
羽
調
反
音
」
に
つ
い
て
は
第
二
章
第
四
節
第
二
項
第
二
目
で
考
察
す
る
〔
南
山
進
流
声
明
集
〕

（
「

称

名
寺
本
ｂ

」
）

の
脚
注
に
お
い
て
解
説
す
る
。 

 

第
五
節 

博
士
・
旋
律
・
仮
名 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
と

は
角
度
に
よ
っ
て
音
高
を
表
す
こ
と
を
可
能
に
し
た
も
の
で
、
四
十
五
度
の
間
隔
で
表
記
さ
れ
た
「
宮
」

「
商
」
「
角
」
「
徵
」
「
羽
」
の
五
音
に
よ
っ
て
博
士
を
記
譜
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
覚
意
の
五

音
博
士
」
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
の
七
十
七
頁
に
図
７
「
覚
意
の
五
音
博
士
図
」
を
掲
載
し
た
。 
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な
お
、
「
南
山
進
流
」
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
五
音
博
士
」
は
覚
意
の
創
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
本

稿
に
お
い
て
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
と
い
っ
た
場
合
は
「
覚
意
の
考
案
し
た
五
音
博
士
」
と
い
う
意
味
で

あ
る
。
五
音
を
使
用
し
た
博
士
は
、
覚
意
以
前
に
も
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
「
覚
意
の
」
と
す
る
。 

ま
た
、
博
士
に
は
旋
律
名
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
旋
律
と
は
「
宮
」
「
商
」
「
角
」
「
徴
」

「
羽
」
の
「
五
音
」
そ
れ
ぞ
れ
に
与
え
ら
れ
る
固
有
の
装
飾
音
や
音
型
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、

「
ユ
」
（
＝
「
由

」
）

「
ス
」
（
＝
「
直

」
）

「
ソ
」
（
＝
「
反

」
）

「
色
」
「
突
」
「
重
」
「
吹
」

「
ユ
合
」
「
ユ
リ
合
」
「
ユ
二
」
「
ユ
リ
ヲ
リ
」
「
荒
由
」
「
小
ソ
」
「
早
重
」
「
自
下
」
「
折
捨
」

「
能
断
」
「
折
懸
」
「
少
持
」
等
の
表
記
で
博
士
に
付
記
さ
れ
る
。 

な
お
旋
律
名
で
は
な
い
が
、
「
長
」
「
矢
」
「
豆
」
「
切
音
」
「
切
息
」
「
切
音
不
切
息
」
「
荒
」
等

の
音
価
等
の
指
示
の
指
南
も
付
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
、
博
士
に
は
「
イ
」
「
ウ
」
「
キ
」
「
フ
」
「
ム
」
「
ン
」
等
の
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
る
。 

 
 

第
六
節 

注
記 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
そ
れ
以
前
の
『
声
明
集
』
に
は
な
い
唱
法
や
所
作
の
注
記
が
数
多
く
記
載
さ
れ

て
い
る
た
め
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
南
山
進
流
の
歴
史
の
中
で
、
最
古
の
教
則
本
で
あ
る
と
み
な
さ
れ

て
き
た
。 

な
お
、
『
声
明
集
』
に
唱
法
や
所
作
の
注
記
の
な
い
理
由
は
、
『
声
明
集
』
が
実
際
の
法
会
に
お
い
て

使
用
さ
れ
る
小
型
の
枡
形
の
譜
本
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
注
記
は
、
唱
法
に
関
す
る
も
の
と
、
そ
の
他
の
も
の
に
分
別
で
き
る
。
唱
法
に
関
す
る
も
の
は
、

曲
調
・
旋
律
・
音
価
・
カ
ナ
・
拍
子
等
で
あ
る
。
そ
の
他
の
も
の
は
、
出
典
・
所
作
等
で
あ
る
。 

こ
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
編
纂
さ
れ
る
前
に
は
南
山
進
流
の
口
伝
を
私
的
に
ま
と
め
た
口
伝
集
が
幾
つ

か
存
在
し
、
そ
の
中
の
幾
つ
か
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
注
記
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
引
用
元
が
二
つ
特
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
最
も
引
用

さ
れ
て
い
る
『
声
明
集
私
案
記
』
で
あ
る
。
長
恵
自
身
が
「
大
都
ハ

案
記
ヲ

爲
本
７
２

」
と
永
正
十
四
年

の
四
月
二
十
九
日
に
再
治
し
終
え
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
奥
書
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥

集
』
に
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。 

二
つ
目
は
、
『
東
寺
声
明
決
疑
抄
』
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
つ
い
て
こ
こ
で
簡
潔
に
紹
介
す
る
。 

『
東
寺
声
明
決
疑
抄
』
は
、
問
答
形
式
に
よ
っ
て
真
言
声
明
に
つ
い
て
の
音
律
・
歴
史
を
中
心
に
論
じ

る
も
の
で
あ
る
。
現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
『
東
寺
声
明
決
疑
抄
』
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。 

 

（
№
１
）
「
宝
暦
十
年
本
」
（
一
七
六
〇
） 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
大
山
１８０５

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
、
霊
瑞
（
一
七
二
一
～
一
八
〇
四
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

一
冊
。

下
巻
の
み
残
存
。
表
紙
共
一
六
丁
。
竪
二
七
・
〇
㎝
。
横
二
三
・
〇
㎝
。
半
丁
七
行
。
一
行
一
六
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
明
决
疑
抄

」
。 

〔
内
題
〕
「
東
寺
聲
明
决
疑
抄
下
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 



40 
 

 
 

宝
暦
十
辰
年
書
写
之
金
剛
峯
寺
沙
門
霊
瑞 

 

（
№
２
）
「
元
治
元
年
本
」
（
一
八
六
四
） 

 

総
本
山
智
積
院
智
山
文
庫
所
蔵
文
書
（
棚
番
７
箱
番
３７

箱
内
番
号
１７

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

元
治
元
七
（
一
八
六
四
）
年
、
大
願
（
一
七
九
八
～
一
八
六
四
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

表
紙

共
二
六
丁
。
竪
二
四
・
八
㎝
。
横
一
八
・
一
㎝
。
半
丁
十
行
。
一
行
二
〇
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
東
寺
聲
明
決
疑
抄
上
中
下
」 

〔
内
題
〕
「
声
明
疑
鈔
上
」
「
声
明
疑
鈔
中
」
「
東
寺
声
明
疑
鈔
下
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 

（
中
巻
） 

此
抄
下
巻
而
已
當
院
ノ

宝
庫
ニ

在
リ

上
中
二
巻
ハ

南
山
ニ

稀
也
余
ル

ニ 

幸
ニ

中
道
院
覚
雅
恵
祥
師
備
中
ヨ

リ

写
得
ン

傳
來
セ

リ

仍
茲 

予
借
寫
于
時
安
政
四
年
丁
巳
八
月
十
日
字
得
功
畢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

如
意
輪
寺
三
十
六
世 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

實
栄
（
花
押
） 

 
 

 
 

 
 

甲
子
二
月
十
九
日
丑
刻
字
得
畢 

六
角
堂
能
満
院
再
写
之
了 

大
願
六

十

七 

（
下
巻
） 

 
 

本
云 

於
二

和
泉
國
家
原
寺
西
御
堂
書
写
之
卒
（
マ
ゝ
）
余
間 

老
毛
難
二

見
分
一

可
レ

書
二

直
置
一 

如
意
輪
寺
宥
信 

文
政
七
甲
申
年
三
月
廿
三
日
於
南
山
西
院
谷
南
室
院
以
二

如
意
輪
寺 

弘
栄
老
子
御
本
書
写
了
重
而 

 
 

 
 

 
 

甲
子
二
月
廿
二
日

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

請
南
山
古
ノ

古
本
於
六
角
堂
能
満
院
再
写
之
了 

大
願
六

十

七

 
 

 
 
 

 

（
№
３
）
「
書
写
年
次
不
明
本
」
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
（
一
四
四
頁
）
に
奥
書
掲
載
。 

高
野
山
西
門
院
所
蔵
本
。
下
巻
の
み
残
存
。 

〔
奥
書
〕
於
和
泉
國
家
原
寺
西
御
堂
□
ノ

卒
余
爾
之
間
莬
毛
難
見
分
可
書
存
之
（
花
押
） 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
注
記
の
幾
つ
か
は
、
『
東
寺
声
明
決
疑
抄
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
中
川

〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
同
書
で
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
『
東
寺
声
明
決
疑
抄
』
か

ら
〈
云
何
唄
〉
の
「
善
唄
比
丘
の
故
事

」
、

〈
理
趣
経
〉
の
節
付
、
〈
文
殊
讃
〉
の
作
者
に
つ
い
て
引
用

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
７
３

。
『
東
寺
声
明
決
疑
抄
』
に
は
、
先
行
研
究
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
以
外
に
も
、
未
だ
報
告
さ
れ
て
い
な
い
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
文
章
が
一
箇
所
だ

け
あ
っ
た
。
そ
れ
は
所
作
の
「
帰
路
」
に
つ
い
て
の
次
の
注
記
で
あ
る
。 

問
密
宗
所
作
ノ

人
起
レ

座
ヲ

皈
ル

時
経
テ

二

本
路
ヲ

一

着
座
ス

ル

欤 

答
尓
也
／
不
レ

依
ラ

二

順
逆

ニ

一

経
テ

二

本
路
ヲ

一

還
ル

也 

扇
念
珠
等
ノ

持
物
ノ

躰
同
事
也
／
是
レ
密
宗
ノ

大
義
也 

鐃
鉢
ノ

 

突
返
迄
モ

皆
ナ

還
ル

二

本
有
ニ

一

義
也
／
凡
ソ

顕
ニ

芣
ハ

ラ

自
レ

浅
向
レ

深
遮
逆
得
悟
ノ

大
義
也
密

宗
ハ

従
果
向
因
ノ

／
義
法
尓
皈
ル

二

道
理
ニ

一

也 

三
吉
野
ハ

又
里
チ
カ
ク
ナ
リ
ニ
ケ
リ
ア
マ
リ
ニ

山
ノ

／
奥
ヲ

尋
テ

可
レ

思
二

此
ノ

意
也
。

（
「

文
政
七
年
本

」
） 

こ
の
文
章
を
基
に
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
、 
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下
礼
盤
之
後
ニ

鐘
木
ヲ

磬
䑓
ニ

懸
ル

時
ハ

手
ヲ

不
レ

離
サ

鐘
木
ヲ
ト
ラ
ヘ
テ
／
不
シ

テ

動
サ
一

可

懸
一

鐘
木
フ
ラ
フ
ラ
ト
シ
タ
ル
ハ
頗
以
狼
藉
也
□
□
取
レ

扇
／
経
二

本
路
ヲ

一

可
レ

皈
二

本
座
ニ

一

也
置
扇
一

時
ハ

磬
䑓
ト

礼
盤
ト

ノ

間
ニ

／
置
之
也
已
上
問
答
決
疑
抄
ノ

取
レ

意
也
（
大
正
八

四
・
八
二
五
上
） 

と
記
さ
れ
て
い
る
。 

今
回
参
考
に
し
た
「
元
治
元
年
本
」
の
書
写
奥
書
に
よ
る
と
、
「
元
治
元
年
本
」
の
上
巻
と
中
巻
は
如

意
輪
寺
實
栄
（
生
没
年
不
詳
）
が
写
し
た
本
を
、
下
巻
は
如
意
輪
寺
弘
栄
が
写
し
た
本
を
、
無
言
蔵
大
願

（
一
七
九
八
～
一
八
六
四
）
が
そ
れ
ぞ
れ
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
本
の
中
巻
の
奥
書
に
よ
る
と
、

『
東
寺
聲
明
決
疑
抄
』
の
上
巻
と
中
巻
は
あ
る
時
期
ま
で
高
野
山
上
で
は
希
少
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
訳
で
「
宝
暦
十
年
本
」
に
は
下
巻
し
か
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
「
元
治
元
年
本
」
の
下
巻
の
本
奥
書
の
如
意
輪
寺
宥
信
（
～
一
四
三
二
）
は
宝
性
院
宥
快
（
一

三
四
五
～
一
四
一
五
）
の
弟
子
で
あ
り
、
大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
、 

事
教
の
明
達
で
あ
り
悉
曇
声
明
純
熟
の
人
７
４ 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
元
治
元
年
本
」
の
奥
書
に
よ
る
と
『
東
寺
声
明
決
疑
抄
』
は
宥
信
の
晩
年

の
頃
、
す
な
わ
ち
十
五
世
紀
の
初
頭
頃
に
成
立
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

第
七
節 

「
音
律
開
合
名
目
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
音
律
開
合
名
目
」
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
音
律
論
が
付
録
さ
れ
て
い
る
資
料

が
幾
本
か
あ
る
。
こ
れ
は
、
長
恵
が
最
初
に
編
纂
し
た
二
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
な
く
、
朝
意
の

書
写
し
た
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
つ
ま
り
「
永
正
再
治
本
」
に
み
ら
れ
る
の
で
大
山
〔
一
九
五
九
〕

で
は
、
朝
意
が
新
た
に
付
け
加
え
た
と
み
な
し
て
い
る
。
確
認
可
能
な
朝
意
の
書
写
本
の
全
て
に
お
い
て
、

長
恵
に
よ
る
本
奥
書
の
後
に
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
音
律
開
合
名
目
」
は
江
戸
期
以

降
の
版
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
諸
本
に
も
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
、
前
述
し
た
朝
意
以
前
の
「
享
禄
元
年
本
」
に
既
に
「
音
律
開
合
名
目
」
の

一
部
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
７
５

。
し
か
し
、
「
享
禄
元
年
本
」
の
原
物
資
料
を
み
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
残
念
な
が
ら
こ
の
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、
朝
意
以

前
に
書
写
さ
れ
た
「
天
文
四
年
本
」
に
は
「
音
律
開
合
名
目
」
は
挿
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。 

こ
の
「
音
律
開
合
名
目
」
は
、
真
言
声
明
の
歴
史
や
音
律
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
『
声
決
書
』
に
附
属

し
て
い
る
「
音
律
開
合
名
目
」
か
ら
依
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
音
律
開
合
名
目
」
が
元
々
『
声
決
書
』

に
附
属
し
て
い
た
か
ど
う
か
先
行
研
究
で
は
度
々
議
論
さ
れ
て
い
る
。
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
は
こ
れ
を
、

『
声
決
書
』
に
も
「
音
律
開
合
名
目
」
が
付
い
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
、
『
声
決
書
』
本
文
の
本
奥

書
の
後
ろ
に
あ
る
こ
と
の
二
点
か
ら
、
後
の
時
代
に
な
っ
て
『
声
決
書
』
に
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
と
み

な
し
て
い
る
７
６

。
大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
も
中
川
氏
同
様
に
「
音
律
開
合
名
目
」
は
後
か
ら
付
加
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
、
高
野
山
宝
亀
院
所
蔵
の
永

正
六
年
に
転
写
さ
れ
た
『
声
決
書
』
の
「
音
律
開
合
名
目
」
の
終
わ
り
に
、 

 
 

永
正
六
年
（
一
五
○
九
）
己
已
八
月
十
三
日
高
野
山
於
東
室 

宣
意
書
此
畢 

生
年 

六
十
四
歳

７
７

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宣
意
が
こ
の
時
に
「
音
律
開
合
名
目
」
を
付
加
し
た
と
断
定
し
て
い

る
。 し

か
し
、
京
都
女
子
大
学
の
附
属
図
書
館
に
は
「
永
正
六
年
本
」
よ
り
も
さ
ら
に
古
い
文
明
十
二
年
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（
一
四
八
○
）
に
書
写
さ
れ
た
「
音
律
開
合
名
目
」
の
あ
る
『
声
決
書
』
が
存
在
す
る
こ
と
が
京
都
女
子

大
学
の
図
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
７
８

。
ま
た
こ
の
図
録
に
は
大
山
氏
の
説
が
誤
っ
て
い
る
と
の
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
る
７
９

。
こ
の
資
料
の
書
誌
に
つ
い
て
は
次
章
に
お
い
て
示
す
。 

な
お
、
「
音
律
開
合
名
目
」
が
二
巻
本
の
「
明
応
未
再
治
本
」
に
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
朝
意
の
書

写
本
で
は
長
恵
の
本
奥
書
の
後
に
付
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
朝
意
書
写
以
前
の
『
魚
山

蠆
芥
集
』
に
「
音
律
開
合
名
目
」
が
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
々
の
「
永
正
再
治
本
」
に
は
付
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
章
で
は
、
本
稿
の
中
心
資
料
で
あ
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。 

第
一
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
資
料
と
、
長
恵
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
撰
述
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
刊
行
ま
で
の
変
遷
を
概
観
し
た
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
最
初
、
甲
乙
二
巻
本
と
し
て
明
応
五
年
（
一
五
九
六
）
に
長
恵
に
よ
っ
て
編
纂
さ

れ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
原
本
は
存
在
せ
ず
に
、
甲
巻
と
乙
巻
の
書
写
年
代
を
別
に

す
る
二
本
の
写
本
が
存
在
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
本
し
た
も
の
が
長
恵
の
最
初
に
著
し
た

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
先
行
研
究
で
も
み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
未
だ
詳
細
な
研
究
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
二
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
精
査
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

そ
の
後
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
年
）
に
長
恵
が
再
治
し
、
十
六
世
紀
の
後
半
に

朝
意
は
こ
れ
を
度
々
書
写
し
、
こ
れ
が
基
に
な
っ
て
江
戸
期
の
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
『
魚
山
蠆
芥

集
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。 

そ
し
て
、
江
戸
期
以
降
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
長
恵
の
二
巻
本
で
な
く
、
三
巻
本
を
基
に
し
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。 

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
長
恵
が
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
終
え
た
時
点
に
お
い
て
『
魚

山
蠆
芥
集
』
は
成
立
し
た
と
み
な
す
こ
と
に
し
た
。
な
お
、
長
恵
の
自
筆
の
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』

は
現
存
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
朝
意
の
書
写
本
を
利
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

よ
う
な
理
由
か
ら
、
本
稿
で
は
、
朝
意
の
書
写
本
で
も
最
古
の
「
永
禄
七
年
本
」
を
用
い
る
。 

第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
た
長
恵
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
普
及
の
礎
を
築
い
た
朝
意

に
つ
い
て
論
じ
た
。 

長
恵
は
法
儀
に
お
け
る
有
識
者
・
権
威
者
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、
覚
証
院
方
の
正
嫡
で
あ

っ
た
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
で
き
た
可
能
性
が
あ
る
。 

朝
意
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
み
な
ら
ず
「
秘
讃
」
「
乞
戒
声
明
」
「
大
阿
闍
梨
声
明
」
か
ら
な
る

「
三
重
の
許
可
」
の
声
明
の
伝
授
も
行
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た

の
は
、
高
野
山
に
お
い
て
三
傑
と
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
安
祥
寺
流
の
正
嫡
で
あ
っ
た
こ
と
、
南
山
進
流

の
正
嫡
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
推
測
し
た
。 

以
上
、
本
節
に
お
い
て
は
長
恵
と
朝
意
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
両
者
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
編
纂
、
書

写
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
両
者
に
そ
れ
だ
け
の
能
力
、
知
識
、
権
威
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え

ら
れ
る
。 

第
三
節
か
ら
第
七
節
に
お
い
て
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
内
容
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
三

節
で
は
、
曲
目
・
曲
順
、
第
四
節
で
は
、
曲
調
、
第
五
節
で
は
博
士
・
旋
律
・
仮
名
、
第
七
節
で
は
、
三
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巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
か
ら
付
加
さ
れ
て
い
る
「
音
律
開
合
名
目
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
み
た
。 

                                        

         

 

１

岩
原
諦
信
『
岩
原
諦
信
著
作
集
』
２
『
増
補
校
訂 

声
明
の
研
究
』
東
方
出
版 

一
九
九
七
年 

三
一

頁
。
大
山
公
淳
『
仏
教
音
楽
と
声
明
』
大
山
教
授
法
印
昇
進
記
念
出
版
会 

一
九
五
九
年 

二
二
二
頁
。

中
川
善
教
「
魚
山
蠆
芥
集
成
立
攷
」
『
佛
教
學
論
集
』 

山
喜
房
書
林 

一
九
七
六
年 

四
三
三
頁
。 

２

高
野
山
金
剛
三
昧
院
蔵
。 

３

高
野
山
桜
池
院
蔵
。
中
川
〔
一
九
七
六
〕
（
四
二
六
頁
）
で
は
明
応
五
（
一
四
九
六
）
年
よ
り
少
し
後

の
転
写
本
と
さ
れ
て
い
る
。 

４

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
七
頁
。 

５

御
本
云
初
心
者
為
二

指
南
一

注
レ

之
、
大
都
案
記
爲
レ

本
、
於
中
世
当
世
相
違
之
儀
不
レ

載
レ

之
、
憚

多
不
レ

可
二

妨
難
一

、
并
五
字
可
レ

預
御
廻
向
一

也 

明
応
五
年
丙

辰

梅
雨
十
二
日
高
野
山
往
生
院
之
内

清
浄
光
院
又
ハ
二
階
堂
入
寺
長
恵
智
生
房
生
年
三
十
九
。
（
大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
二
二
頁

）
。 

６

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
六
頁
。 

７

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
八
頁
。 

８

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
七
頁
。 

９

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
三
五
～
四
三
六
頁
。 

１
０

真
源
撰
『
密
宗
声
明
系
譜
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇 
続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 

一
九
八
六
年 

『
続
真
言
宗
全
書
』
所
収
の
当
本
（
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
改
定
版
）
の
書
誌
を
以
下
に
示
す
。 

高
野
山
三
宝
院
所
蔵
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
寄
託
）
『
続
真
言
宗
全
書
』
所
収
本
で
確
認
。 

延
宝
元
（
一
六
七
三
）
年
真
源
撰
。 

〔
自
序
〕
時
ニ

延
享
甲
子
林
鐘
既
生
魄
日
金
剛
峯
寺
沙
門
眞
源
拝
二

書
于
南
谷
成
蓮
精
舎
ノ

北
軒
ニ

一 

〔
刊
記
〕
宝
暦
三
年
癸
酉
歳
九
月
備
前
金
陵
老
社
多
雲
翁
謹
誌
。 

１
１

続
真
三
〇
・
四
六
五

（
『

密
宗
声
明
系
譜

』
）

。 

１
２

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
（
中
川
善
教
編
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
高
野
山
松
本
日
進
堂 

一
九
二
八
年
） 

１
３

当
本
は
、
西
門
院
寄
託
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
蔵
と
な
っ
て
い
た
が
、
問
合
わ
せ
た
と
こ

ろ
現
在
は
行
方
不
明
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
本
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
大
山
〔
一
九
五

九
〕
と
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
「
永
禄
七
年
本
」
等
と
同
様
に
「
永
正
再
治
本
」

を
書
写
し
た
三
巻
本
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
巻
の
後
ろ
に
〈
光
明
真
言
〉
が
所
収

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ
に
は
「
光
明
真
言
朝
意
私
書
加
也
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。 

１
４

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
五
～
六
頁
。 

１
５

当
本
は
遍
照
光
院
所
蔵
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
川
氏
に
よ
る
と
現
在
は
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
。
こ
の
本
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
の
も
、
大
山
〔
一
九
五
九
〕
と
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
こ
の
本
も
「
永
禄
七
年
」
等
と
同
様
に
「
永
正
再
治
本
」
を
書
写
し
た
三
巻
本
で
あ

る
と
い
う
。 

１
６

大
山
〔
一
九
五
九
〕
口
絵
写
真
一
〇
（
一
）
（
二
）
。 

１
７

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
六
頁
。 

１
８

吉
田
寛
如
『
南
山
進
流
詳
解
魚
山
蠆
芥
集
解
説
篇
』
四
大
徳
報
恩
出
版
会 

出
版
年
不
記
載 

一
四

頁
。 

１
９

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
四
五
頁
。 

２
０

「
魚
山
私
鈔
」
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
八
四
巻 

大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会 

一
九
三
一
年
。 

２
１

福
島
和
夫
編 

上
野
学
園
日
本
楽
資
料
室
第
七
回
特
別
展
観
『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』

一
九
八
二
年 

一
八
頁
参
照
。
（
以
下
、
『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
）
。 

２
２

高
野
山
本
覚
院
・
薬
師
寺
・
兵
庫
県
穴
栗
郡
常
福
院
の
三
本
」

（
『

声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳

目
録
』
八
頁
）
が
伝
存
す
る
ば
か
り
と
い
う
。 
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２
３

「
享
保
十
二
年
版
」
は
「
正
保
三
年
版
」
の
辻
井
版
の
再
刻
で
あ
る
。 

２
４

一
六
八
二
年
七
月
版
木
焼
失
、
一
二
月
再
梓
。
伝
本
は
高
野
山
真
別
処
所
蔵
本
の
み
。 

２
５

総
本
山
智
積
院
智
山
文
庫
所
蔵
文
書
「
魚
山
私
鈔
」
棚
番
２３

箱
番
１１

箱
内
番
号
２
。 

２
６

総
本
山
智
積
院
智
山
文
庫
所
蔵
文
書
「
魚
山
私
鈔
」
棚
番
２３

箱
番
１１

箱
内
番
号
３
。 

２
７

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
編
纂 

福
島
和
夫
校
訂
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
「
古
版
声
明
譜
」

東
京
書
籍 

一
九
九
五
年 

九
九
頁
。 

２
８

『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
一
六
頁
。 

２
９

『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
一
六
頁
。 

３
０

続
真
三
〇
・
四
六
五
頁

（
『

密
宗
声
明
系
譜

』
）

。 

３
１

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
九
五
頁
参
照
。 

３
２

『
紀
伊
續
風
土
記
高
野
山
之
部
学
侶
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
八 

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 

一
九

八
六
年 

二
九
七
頁
。 

３
３

続
真
三
〇
・
四
六
五

（
『

密
宗
声
明
系
譜

』
）

。 

３
４

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
九
五
～
一
九
六
頁
参
照
。 

３
５

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
四
七
頁
。 

３
６

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
四
七
頁
。 

３
７

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
九
四
頁
。 

３
８

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
九
六
頁
。 

３
９

続
真
三
〇
・
四
六
五

（
『

密
宗
声
明
系
譜
』
）
。 

４
０

「
光
壽
院
先
師
名
簿
」
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
二
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
四 

続
真
言
宗
全

書
刊
行
会
一
九
八
六
年 

一
三
二
頁
上
。 

４
１

続
真
・
一
三
二
頁
下

（
「

光
壽
院
先
師
名
簿

」
）

。 

４
２

「
天
正
高
野
治
亂
記
」
『
続
真
言
集
全
書
』
四
一 

一
九
八
七
年 

二
三
頁
上
。 

４
３

日
野
西
眞
定
編
集
校
訂
『
新
校
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
岩
田
書
院 

一
九
九
八
年 
二
七
三
頁
下
。 

４
４

『
新
校
高
野
春
秋
編
年
輯
録
』
三
一
一
頁
上
。 

４
５

「
高
野
山
之
部
學
侶
」
『
紀
伊
續
風
土
記
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
九 

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 

一
九
八
二
年 

四
八
頁
下
。 

４
６

上
田
霊
城
『
真
言
密
教
事
相
概
説
―
四
度
部
―
』
同
朋
舎
出
版 

一
九
八
六
年 

二
一
頁
。 

４
７

「
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
」
第
二
八
冊
『
尾
道
西
國
寺
の
寺
宝
展
』
二
〇
〇
二
年 

七
八

頁
。 

４
８

続
真
三
〇
・
四
六
六

（
『

密
宗
声
明
系
譜

』
）

。 

４
９

続
真
三
〇
・
四
六
六

（
『

密
宗
声
明
系
譜

』
）

。 

５
０

横
道
萬
里
雄 

片
岡
義
道
監
修
『
声
明
辞
典
』
法
蔵
館 

一
九
八
四
年 

二
二
八
頁
。 

５
１

真
源
『
乞
戒
声
明
古
草
捃
拾
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇 

二
八
五
頁
下
。 

５
２

朝
意
が
良
尊
に
伝
授
し
た
も
の
が
「
秘
讃
」
の
流
布
本
で
あ
る
。
葦
原
寂
照
氏
は
こ
の
本
を
明
治

二
十
三
年
に
『
諸
秘
讃
』
と
題
し
て
刊
行
し
て
い
る
。
刊
記
に
、
「
明
治
廿
三
年
六
月
五
日
印
刷 

明

治
廿
三
年
六
月
三
十
日
出
版 

岡
山
縣
都
郡
宇
郡
中
荘
村
二
百
七
十
番
地 

發
行
者 

葦
原
寂
照 

大

阪
市
東
區
南
久
太
郎
町
四
丁
目
百
七
番
屋
敷 

印
刷
者
阪
尻
鶴
松
」
と
あ
る
。 

５
３

「
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
」
七
九
頁
。 

５
４

「
正
保
・
慶
安(

一
六
四
四
―
五
二)

の
頃
智
山
輪
下
に
専
音
房
（
初
名
仙
音
）
頼
正
師
が
現
れ

大
い
に
新
義
声
明
を
興
隆
し
た

。
」

大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
一
七
頁
。 

５
５

「
初
め
魚
山
集
を
出
版
し
た
が
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
七
月
智
山
方
丈
炎
上
に
際
し
大
般
若
の

版
な
ど
と
と
も
に
焼
失
し
た
の
、
そ
の
年
の
冬
十
二
月
頼
正
の
門
下
頼
仁
が
更
に
四
声
を
点
布
し
た
本

を
再
梓
し
智
山
声
明
の
名
を
弘
め
る
に
い
た
り
、
爾
後
師
資
相
承
し
て
新
義
声
明
の
明
匠
が
輩
出
し
前

後
数
百
年
善
を
極
め
美
を
尽
く
し
た

。
」

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
七
～
二
一
八
頁
。
頼
正
が
初
め
『
魚
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山
蠆
芥
集
』
を
出
版
し
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
頼
仁
が
再
梓
し
た
も
の
は
現
在
「
天
和
版
」
と
し
て

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
「
正
保
版
」
に
次
ぐ
二
番
目
の
刊
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
あ
る
。
引
用
文
に
あ

る
よ
う
に
刊
本
と
し
て
は
、
四
声
点
が
付
け
ら
れ
た
初
め
て
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
あ
る
。 

５
６

新
井
弘
順
『
声
明
の
歴
史
と
理
論
』
宝
玉
院 

二
○
○
四
年 

八
頁
。 

５
７

続
真
三
〇
・
二
八
六
頁
。

（
『

乞
戒
声
明
古
草
捃
拾
』
）
。 

５
８

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
九
七
頁
参
照
。 

５
９

真
言
声
明
の
声
明
本
の
曲
目
・
曲
順
の
一
覧
を
示
す
表
が
新
井
弘
順
「
宣
雅
博
士
本
『
法
則
集
』
に

つ
い
て
」
（
福
島
和
夫
編
『
日
本
史
研
究
叢
書
一
三 

日
本
音
楽
史
論
叢
』
和
泉
書
院 

二
○
○
一
年
）

に
「[

表
４]

相
応
院
流
『
法
則
集
』
曲

目

構

成

表

付

醍

醐

流

・

南

山

進

流

『

声

明

』
」

と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。 

６
０

『
聲
明
本
展
観
目
録
』
一
四
四
頁
。 

６
１

『
声
明
集
聞
書
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇 

二
〇
九
頁
。 

６
２

続
真
三
〇
・
二
〇
九

（
『

声
明
集
聞
書
』
）
。 

６
３

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
七
二
頁
。 

６
４

続
真
三
〇
・
四
六
二

（
『

密
宗
声
明
系
譜

』
）

。 

６
５

声
明
曲
を
音
階
の
違
い
に
よ
っ
て
分
け
た
も
の
。 

６
６

呂
の
音
階
、
呂
曲
特
有
の
旋
律
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
曲
。 

６
７

律
の
音
階
、
律
曲
特
有
の
旋
律
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
曲
。 

６
８

中
曲
の
音
階
、
中
曲
特
有
の
旋
律
に
よ
っ
て
作
曲
さ
れ
て
い
る
曲
。 

６
９

「
反
音
曲
」
の
反
音
と
は
、
洋
楽
の
転
調
、
移
調
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。 

７
０

例
え
ば
、
呂
曲
の
「
由
」
（
旋
律
）
の
場
合
、
荒
く
由
る
特
性
が
あ
る
。 

７
１

例
え
ば
、
律
曲
の
「
由
」
（
旋
律
）
の
場
合
、
細
か
く
由
る
特
性
が
あ
る
。 

７
２

大
正
八
四
・
八
四
一
上

（
「

魚
山
私
鈔
」
）。 

７
３

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
四
七
頁
。 

７
４

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
七
八
頁
。 

７
５

「
享
禄
元
年
本
」
に
は
「
音
律
開
合
名
目
の
一
部
を
加
う
」
（
大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
二
四
頁

）
。 

７
６

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
三
七
頁
参
照
。 

７
７

大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
八
三
頁
。 

７
８

京
都
女
子
学
園
『
京
都
女
子
学
園
創
立
百
周
年
記
念
特
別
展
目
録
』
二
〇
一
〇
年 

一
二
頁
。 

７
９

『
京
都
女
子
学
園
創
立
百
周
年
記
念
特
別
展
目
録
』
一
二
頁
。 



46 
 

第
二
章 

初
期 

― 

大
進
上
人
流
伝
来
と
『
声
明
集
』
の
成
立 

 

は
じ
め
に 

 

本
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
初
期
と
し
て
大
進
上
人
流
の
伝
来
か
ら
『
声
明
集
』
の
基

本
構
造
の
確
定
ま
で
に
つ
い
て
論
じ
る
。
具
体
的
な
年
代
は
、
勝
心
が
大
進
上
人
流
の
本
拠
地
の
移
転
の

要
請
の
手
紙
を
中
川
慈
業
に
送
っ
た
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
か
ら
重
弘
が
示
寂
し
た
正
平
十
四
年
（
一

三
五
九
）
ま
で
と
す
る
。
特
に
、
中
期
以
降
に
多
様
化
す
る
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造
（
曲
目
・
曲
順
及

び
博
士
の
骨
格
）
が
こ
の
時
期
に
確
定
さ
れ
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
注
目
し
、
考
究
を
行
う
。 

 

第
一
節
で
は
、
中
期
に
属
す
る
口
伝
書
類
か
ら
み
た
初
期
の
系
譜
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
た
、

初
期
に
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。 

第
二
節
で
は
、
覚
意
の
功
績
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
ず
、
覚
意
の
相
伝
関
係
を
考
察
し
、
次
に
中
期

の
口
伝
書
に
よ
っ
て
覚
意
自
身
の
口
伝
に
つ
い
て
み
る
。
そ
し
て
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
記
譜

法
を
確
認
し
た
後
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
考
案
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

そ
し
て
、
第
三
節
で
は
、
覚
意
の
翻
譜
の
作
業
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
覚
意
が
そ
れ
ま
で
の
大
進
上
人

流
の
記
譜
法
の
声
明
譜
を
五
音
博
士
に
書
き
直
し
た
こ
と
を
証
明
し
た
い
。
つ
ま
り
、
覚
意
が
五
音
を
付

す
前
の
元
々
の
声
明
譜
を
特
定
し
、
そ
の
声
明
譜
と
、
五
音
博
士
が
付
さ
れ
た
後
の
声
明
譜
の
一
致
を
確

認
す
る
。 

第
四
節
で
は
、
初
期
の
『
声
明
集
』
す
な
わ
ち
称
名
寺
所
蔵
の
二
本
の
『
声
明
集
』
及
び
「
文
保
二
年

本
」
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
・
曲
順
と
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
指
標
と
し
て
対
照

し
、
初
期
に
お
い
て
基
本
構
造
が
ど
れ
ほ
ど
確
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。 

 

第
一
節 

初
期
の
実
態 

 

本
節
で
は
、
十
四
世
紀
末
に
撰
述
さ
れ
た
『
声
決
書
１

』
と
『
声
実
抄
』
に
よ
っ
て
、
十
三
世
紀
初
頭

か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
初
期
の
南
山
進
流
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

第
一
項 

『
声
決
書
』 

 

『
声
決
書
』
が
撰
述
さ
れ
た
の
は
中
期
で
あ
る
が
、
『
声
決
書
』
に
は
初
期
の
南
山
進
流
の
系
譜
に
つ

い
て
の
多
く
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
項
で
は
、
『
声
決
書
』
に
よ
っ
て
初
期
の
南

山
進
流
の
系
譜
に
つ
い
て
考
究
を
行
う
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
ま
ず
『
声
決
書
』
の
概
要
を
確
認
す
る
。 

 
 

 
 

第
一
目 

概
要 

 

『
声
決
書
』
に
は
、
真
言
声
明
の
歴
史
、
音
律
に
つ
い
て
の
由
来
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
真

言
声
明
の
歴
史
に
つ
い
て
参
考
と
な
る
記
述
が
多
い
。
当
本
の
記
述
が
先
行
研
究
に
お
け
る
真
言
声
明
に

つ
い
て
の
歴
史
理
解
を
規
定
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
当
書
は
、
応
永
三
年
に
慈
鏡
（
一

三
六
八
～
一
三
九
六
～
）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
こ
と
が
、
当
書
の
奥
書
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
報
告
さ
れ
て
い
る
『
声
決
書
』
の
九
本
の
資
料
を
以
下
に
挙
げ
る
。 
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（
№
１
）
「
文
明
十
二
年
本
」 

京
都
女
子
大
学
所
蔵
。
『
京
都
女
子
学
園
創
立
百
周
年
記
念
特
別
展
目
録
２

」
で
確
認
。 

文
明
一
二
（
一
四
八
○
）
年
、
舜
尭
房
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
列
帖
装
。
一
帖
。
竪
二
四
・
四
㎝
。
横

一
六
・
八
㎝
。 

〔
奥
書
〕 

 
 

文
明
十
二
年
庚
子
三
月
晦
日
書 

之
舜
尭
房 

 

（
№
２
）
「
永
正
六
年
本
」 

高
野
山
宝
亀
院
所
蔵
。
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
書
名
の
み
記
載
（
一
四
四
頁

）
。

大
山
〔
一
九
五

九
〕
（
二
二
四
頁
）
で
僅
か
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。 

永
正
六
（
一
五
○
九
）
年
、
宣
意
（
生
没
年
不
詳
）
写
。 

〔
奥
書
〕 

 
 

永
正
六
年
己
巳
八
月
十
三
日
高
野
山
於
東
室 

宣
意
之
畢 

生
年 

六
十
四
歳 

 

（
№
３
）
「
寛
延
四
年
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
０２４

―
００９

―
０１

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

寛
延
四
（
一
七
五
一
）
年
、
宜
傳
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
袋
綴
装
（
五
つ
目
綴

）
。

一
冊
。
表
紙
共
三

九
丁
。
竪
二
三
・
〇
㎝
。
横
一
七
・
一
㎝
。
半
丁
九
行
。
一
行
一
六
字
。 

〔
外
題
〕
無
し
。 

〔
内
題
〕
「
聲
決
書
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 
 

寛
延
四
龍
次
辛
未
七
月
八
日
ノ

夜
密
乗
沙
門
宜
傳
廿
五 

 

（
№
４
）
「
宝
暦
十
年
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
大
山
１８６５

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
、
霊
瑞
（
一
七
二
一
～
一
八
〇
四
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

一
冊
。

表
紙
共
三
四
丁
。
竪
二
二
・
六
㎝
。
横
一
六
・
五
㎝
。
半
丁
十
行
。
一
行
一
七
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
決
書
」 

〔
内
題
〕
「
聲
決
書
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 
 

宝
暦
十
庚
辰
年
四
月
二
十
八
日 

金
剛
峯
寺
音
曲
沙
門
霊
瑞
南

龍

房 

 

（
№
５
）
「
天
保
五
年
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
０２４

―
０１１

―
０１

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
、
鋭
信
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

一
冊
。
表
紙
共
四

一
丁
。
竪
二
四
・
五
㎝
。
横
一
七
・
五
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
一
六
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
決
書
」 
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〔
内
題
〕
「
聲
決
書
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 
 

天
保
五
年
甲

午

二
月
吉
晨
書
寫
焉 

悉
地
院
幻
務
鋭
信

四
十
有

四
歳 

 

（
№
６
）
「
文
久
三
年
本
」 

高
野
山
親
王
院
蔵
。 
文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
書
写
。
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇
所
収
の
『
声
決
書
』

の
底
本
。
書
誌
情
報
は
序
論
三
（
二
）
｟
二
｠
参
照
。 

 （
№
７
）
「
書
写
年
次
不
明
本
」 

高
野
宝
亀
院
蔵
。
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
書
名
の
み
記
載
（
一
四
四
頁

）
。 

 

（
№
８
）
「
書
写
年
次
不
明
本
」 

高
野
山
龍
光
院
蔵
。
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
書
名
の
み
記
載
（
一
四
四
頁

）
。 

 

（
№
９
）
「
書
写
年
次
不
明
本
」 

高
野
山
三
宝
院
蔵
。
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
に
書
名
の
み
記
載
（
一
四
五
頁

）
。 

 

本
稿
で
は
、
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇
所
収
の
（
№
６
）
「
文
久
三
年
本
」
を
用
い
る
。 

 
 

 

第
二
目 

系
譜 

 

南
山
進
流
の
原
初
形
態
の
大
進
上
人
流
の
文
献
上
の
初
出
は
、
『
声
決
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
覚
性
法

親
王
（
一
一
二
九
～
一
一
六
九
）
が
仁
和
寺
大
聖
院
で
開
催
し
た
久
安
年
間
（
一
一
五
〇
年
頃
）
の
七
十

三
日
間
の
声
明
会
議
と
さ
れ
て
い
る
３

。
こ
の
会
議
に
は
十
五
人
が
参
集
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
真
言
声

明
は
、
相
応
院
流
、
新
相
応
院
流
、
醍
醐
流
、
大
進
上
人
流
の
四
流
に
分
別
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
四

流
の
「
頭
目
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
本
相
応
院
流
は
覚
性
法
親
王
、
新
相
応
院
流
は
能
覚
（
一
一
一
七
～
一
一

八
二

）
、

醍
醐
流
は
定
遍
（
一
一
一
三
～
一
一
八
五

）
、

そ
し
て
、
大
進
上
人
流
は
観
験
（
～
一
一
八
二

～
一
二
一
八
～
）
と
さ
れ
て
い
る
４

。 

な
お
、
後
述
す
る
が
、
『
声
実
抄
』
で
は
、
こ
の
会
議
の
主
催
者
を
守
覚
法
親
王
と
し
て
い
る
。
も
し
、

久
安
年
間
（
一
一
五
〇
年
頃
）
に
こ
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
主
催
者
が
守
覚
法
親
王
（
一

一
五
〇
～
一
二
〇
二
）
で
あ
る
こ
と
は
守
覚
法
親
王
の
生
年
を
考
え
る
と
成
り
立
た
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
会
議
に
関
し
て
新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
は
、
「
こ
の
談
合
に
つ
い
て
、
出
席
者
の
年
令
や

経
歴
か
ら
、
そ
の
開
催
時
期
に
関
す
る
修
正
意
見
や
、
談
合
そ
の
も
の
を
疑
問
視
す
る
意
見
も
あ
る
。
５

」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
そ
の
意
見
と
は
、
大
山
〔
一
九
五
九
〕

の
「
も
し
声
決
書
に
記
す
如
く
で
あ
る
な
ら
ば
諸
流
声
明
の
校
合
は
成
年
十
七
歳
か
ら
二
十
二
歳
の
頃
に

行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
な
る
。
予
は
寧
ろ
総
法
務
に
任
ぜ
ら
れ
た
仁
安
二
年
三
十
九
歳
の
頃
に
上
述
の
聖

業
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
６

」
と
い
う
記
述
と
、
金
田
一
〔
一
九
七
二
〕
の
「
進
流
の
由

来
の
正
し
さ
を
主
張
す
る
た
め
に
高
野
山
の
中
で
作
ら
れ
た
伝
説
で
な
い
か
７

」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。 

大
進
上
人
流
の
「
頭
目
」
と
さ
れ
た
観
験
は
高
野
山
の
人
物
で
、
鎌
倉
期
の
称
名
寺
所
蔵
の
「
密
宗
声
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明
血
脈
８

」
に
も
、
宗
観
―
―
観
験
―
―
勝
心
と
い
う
血
脈
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
観
験
は
、

宗
観
か
ら
大
進
上
人
流
を
附
属
さ
れ
、
そ
れ
を
勝
心
に
伝
え
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘

ら
ず
、
『
声
決
書
』
に
は
、
勝
心
の
嘆
願
と
慈
業
の
許
諾
に
よ
っ
て
、
大
進
上
人
流
の
本
拠
地
が
中
川
か

ら
高
野
山
へ
移
転
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
９

。
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、
江
戸
期
の
真
源
の
『
密
宗
声

明
系
譜
１
０

』
で
は
、
嘉
禎
元
年
（
一
三
三
五
）
と
さ
れ
て
い
る
１
１

。
す
な
わ
ち
、
高
野
山
の
勝
心
は
、

大
進
上
人
流
の
「
頭
目
」
で
あ
る
観
験
か
ら
大
進
上
人
流
を
附
属
さ
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
中
川
の
慈
業
に

大
進
上
人
流
の
本
拠
地
の
移
転
を
請
う
た
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
南
山
進
流
の
口
伝
書
類
が
指
し
示
す
こ
と
は
、
第
一
に
、
高
野
山
の
観
験
が
大
進
上
人
流
の

「
頭
目
」
に
指
名
さ
れ
て
も
な
お
、
高
野
山
で
は
な
く
中
川
が
大
進
上
人
流
の
本
拠
地
と
し
て
崇
敬
さ
れ

て
い
た
こ
と
、
第
二
に
、
高
野
山
で
は
、
大
進
上
人
流
が
高
野
山
の
独
自
の
声
明
の
流
派
と
は
成
っ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
頃
の
高
野
山
の
声
明
の
状
況
に
つ
い
て
新
井
〔
一
九
九
一
〕
で
は
「
院
政
期
の
高
野
山
に
は
、
仁

和
寺
の
歴
代
法
親
王
が
参
籠
し
て
法
会
を
盛
ん
に
営
ん
で
お
り
、
導
師
が
法
親
王
の
場
合
、
当
然
声
明
も

相
応
院
流
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
勝
賢
は
こ
の
点
に
留
意
し
、
建
久
六
年
の
参
籠
の
と
き
に

は
相
応
院
流
で
唱
え
る
よ
う
に
寺
僧
に
沙
汰
を
し
た
。
（
中
略
）
そ
し
て
、
寺
僧
側
の
正
等
房
勝
心
は
、

た
と
え
相
応
院
流
で
唱
え
よ
と
い
う
沙
汰
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
相
応
院
流
を
高
野
山
の
声
明
の
宗
と
は

し
て
は
な
ら
ず
、
大
進
上
人
流
を
宗
と
す
る
よ
う
に
と
云
っ
て
い
た
と
い
う
。
１
２

」
と
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
相
応
院
流
と
大
進
上
人
流
と
が
高
野
山
に
お
い
て
併
存
し
緊
張
関
係
に
あ
っ
た
の

で
、
勝
心
は
大
進
上
人
流
の
本
拠
地
を
中
川
よ
り
高
野
山
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
観
験
か
ら
相
伝
し

た
大
進
上
人
流
を
高
野
山
の
一
流
と
し
て
独
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

な
お
、
中
川
の
慈
業
の
大
進
上
人
流
の
系
譜
も
江
戸
期
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
宗
観
―
―
浄
月
房
聖
海
―
―
慈
業
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
先
述
の
称
名
寺
所
蔵
の
『
密

宗
声
明
血
脈
』
に
は
、
先
の
血
脈
と
は
別
に
宗
観
―
―
性
海
（
聖
海
）
の
血
脈
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
宗
観
か
ら
の
大
進
上
人
流
の
血
脈
は
、
十
四
世
紀
初
頭
に
は
、
中
川
の
宗
観
―
―
聖
海
の
系

統
と
、
高
野
山
の
宗
観
―
―
観
験
―
―
勝
心
の
二
系
統
が
並
存
し
て
い
た
と
い
え
る
。 

ま
た
、
『
声
決
書
』
に
は
、
高
野
山
に
大
進
上
人
流
の
本
拠
地
が
移
転
し
て
か
ら
重
弘
に
至
る
ま
で
の

高
野
山
上
の
声
明
の
系
譜
も
記
さ
れ
て
い
る
。
当
書
に
よ
る
と
、
高
野
山
に
大
進
上
人
が
流
入
し
て
後
、

大
進
上
人
流
は
、
覚
証
院
方
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院
方
の
三
流
に
分
か
れ
た
と
い
う
。
『
声
決
書
』

の
記
述
を
基
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
な
系
図
が
で
き
る
。 

ま
ず
、
覚
証
院
方
の
正
嫡
の
流
れ
は
、
則
心
王
院
憲
海
―
般
若
房
了
憲
（
定
意
）
―
―
□
―
―
覚
証
院

隆
然
―
―
重
弘
と
推
移
し
て
い
る
。
『
声
決
書
』
で
隆
然
は
般
若
房
定
意
の
孫
弟
子
と
記
述
さ
れ
て
い
て
、

般
若
房
定
意
と
隆
然
の
間
の
人
物
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

江
戸
期
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』
で
は
、
こ
の
隆
然
の
師
と
考
え
ら
れ
る
人
物
は
悟
蓮
房
賢
任
（
生
没
年

不
詳
）
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
１
３

。 

な
お
、
『
声
決
書
』
で
は
、
般
若
房
の
同
胞
に
宝
蓮
房
祐
真
、
五
仏
院
真
弁
（
～
一
二
六
二

）
、

正
智

院
道
範
（
一
一
七
八
～
一
二
五
二

）
、

珠
定
房
源
真
（
生
没
年
不
詳

）
、

蓮
順
房
長
住
（
生
没
年
不
詳
）

１
４

の
五
人
が
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

さ
ら
に
『
声
決
書
』
で
は
、
憲
海
は
宗
観
よ
り
数
え
て
四
代
目
の
嫡
孫
と
記
さ
れ
て
い
る
１
５

。
し
か

し
、
『
声
決
書
』
は
、
宗
観
と
憲
海
の
間
の
二
代
の
人
物
の
名
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

『
密
宗
声
明
系
譜
１
６

』
で
は
、
宗
観
か
ら
憲
海
ま
で
の
系
譜
を
、
宗
観
―
―
観
験
―
―
勝
心
―
―
憲
海
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と
し
て
い
る
。
ま
た
先
述
し
た
よ
う
に
鎌
倉
期
の
称
名
寺
所
蔵
の
『
密
宗
声
明
血
脈
』
に
は
、
宗
観
―
―

観
験
―
―
勝
心
と
い
う
血
脈
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
宗
観
と
憲
海
の
間
の
二
名
は
、

観
験
と
勝
心
の
可
能
性
が
あ
る
。 

次
に
、
金
剛
三
昧
院
方
は
、
『
声
決
書
』
に 

次
般
若
房
ノ

同
朋
寶
蓮
房
祐
眞
之
上
足
。
金
剛
三
昧
院
之
住
僧
證
蓮
房
覚
意
金
剛
三
昧
院
方
ノ

聲
明

興
二

始
ス

之
一

。
是
又
妙
曲
之
賢
哲
ニ

テ

當
世
流
布
ス

ル

五
音
博
士
之
圖
巧
ミ

出
セ

ル

人
ナ

リ

。
初

ハ

奉 

レ

値
二

般
若
房
ニ

一

。
常
途
之
聲
明
學
フ

レ

之
ヲ

。
般
若
房
入
滅
之
後
奉
レ

値
二

祐
眞
ニ

一

。

秘
讃
乞
戒
阿
闍
梨
聲
明
等
相
二

傳
ス

之
ヲ

一

１
７

。 
 

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
般
若
房
定
意
の
同
胞
の
宝
蓮
房
祐
真
の
弟
子
の
証
蓮
房
覚
意
（
一
二
三
七
～

一
二
九
三
～
）
が
興
し
た
と
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
覚
意
以
後
の
金
剛
三
昧
院
方
の
系
譜
に
つ
い
て
は
記
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
覚
意
は
最
初
、
般
若
房
定
意
か
ら
「
常
途
之
聲
明
」
を
学
び
、

そ
の
後
、
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
「
秘
讃
乞
戒
阿
闍
梨
聲
明
等
」
を
相
伝
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

最
後
に
、
東
南
院
方
は
、
般
若
房
定
意
の
同
胞
の
珠
定
房
源
真
の
弟
子
の
剣
海
が
興
し
た
と
さ
れ
る
。

当
流
は
、
剣
海
―
―
覚
証
房
（
細
谷
恵
海
）
―
―
了
栄
房
剣
忠
と
い
う
流
れ
で
相
伝
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
了
栄
房
剣
忠
は
、
隆
然
か
ら
も
音
曲
を
学
ん
だ
が
、
そ
れ
は
覚
証
院
方
の
正
嫡
の
も
の
と
は

相
違
し
て
お
り
、
こ
れ
は
覚
証
院
方
の
唱
法
を
誤
っ
て
伝
え
て
い
る
た
め
「
了
栄
房
ノ

非
節
１
８

」
と
呼

ば
れ
る
と
い
う
。 

な
お
、
当
書
の
選
者
の
慈
鏡
は
、
「
従
リ

二

彼
ノ

重
弘
一

至
一

愚
僧
ニ

一

三
代
血
脈
相
承
有
レ

之
。
於

二

血
脈
ニ

一

有
二

二
種
ノ

之
不
同
一

秘
事
也
。
１
９

」
と
自
身
を
重
弘
２
０

よ
り
数
え
て
三
代
目
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
覚
証
院
方
に
は
、
血
脈
が
二
系
統
あ
る
と
も
し
て
い
る
。 

『
密
宗
声
明
系
譜
』
で
は
、
重
弘
―
―
観
深
―
―
慈
鏡
―
―
良
玄
と
し
て
い
る
。
な
お
、
良
玄
（
一
三

六
六
～
）
で
こ
の
系
譜
は
途
切
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
密
宗
声
明
系
譜
』
で
は
こ
の
流
れ
は
傍
流
と
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
密
宗
声
明
系
譜
』
で
は
、
覚
証
院
方
の
正
嫡
の
流
れ
は
、
重
弘
以
後
、
中
期
に
な

る
と
、
重
弘
―
―
源
宝
―
―
隆
印
（
隆
法
）
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
隆
印
以
後
は
、
隆
印
（
隆
法
）
―

―
重
仙
―
―
快
助
―
―
長
恵
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
、
重
弘
以
下
の
二
つ
の
系
譜
が
存
在
し
た
こ
と
が

『
声
決
書
』
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
於
二

血
脈
ニ

一

有
二

二
種
ノ

之
不
同
一

」
と
述
べ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
声
決
書
』
と
『
密
宗
声
明
系
譜
』
の
情
報
と
を
総
合
す
る
と
覚
証
院
方
は

重
弘
以
降
二
系
統
に
分
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
慈
鏡
が
自
ら
の
系
譜
が
正
嫡
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
て
い
た
と
考
え
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
後
に
お
い
て
は
、
慈
鏡
の
系
譜
で
は
な
く

て
、
重
弘
か
ら
源
宝
に
相
伝
さ
れ
た
流
れ
が
本
流
と
な
っ
た
２
１

。 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
決
書
』
に
よ
れ
ば
、
南
山
進
流
は
最
初
期
の
観
験
の
頃
に
一
流
と
し
て
興
り
、

そ
の
後
、
初
期
の
時
代
中
に
南
山
進
流
は
次
第
に
独
立
し
、
覚
証
院
院
方
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院
方

の
三
流
に
分
か
れ
た
と
さ
れ
る
。 

そ
の
中
で
、
『
声
決
書
』
の
撰
者
で
あ
る
慈
鏡
は
、
覚
証
院
隆
然
か
ら
の
系
譜
を
正
嫡
と
し
て
、
自
ら

を
正
統
で
あ
る
覚
証
院
方
の
重
弘
の
孫
弟
子
で
あ
る
と
宣
言
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
流
派
に

よ
る
正
当
性
を
強
く
主
張
す
る
『
声
決
書
』
が
南
山
進
流
の
各
流
派
、
特
に
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院

方
の
情
報
を
ど
の
程
度
正
し
く
伝
え
て
い
る
か
と
い
う
点
は
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

な
お
、
左
記
の
〔
系
譜
図
１
〕
は
『
声
決
書
』
か
ら
導
き
出
せ
る
初
期
お
よ
び
中
期
初
頭
ま
で
の
南
山

進
流
の
系
譜
で
あ
る
。
『
密
宗
声
明
系
譜
』
と
『
密
宗
声
明
血
脈
』
の
情
報
を
補
い
、
さ
ら
に
後
期
の
覚

証
院
方
の
系
譜
ま
で
考
慮
す
る
と
〔
系
譜
図
２
〕
が
想
定
さ
れ
る
。 
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第
二
項 

『
声
実
抄
』 

 

『
声
実
抄
』
も
『
声
決
書
』
と
同
様
に
撰
述
さ
れ
た
の
は
中
期
で
あ
る
が
、
『
声
実
抄
』
に
も
初
期
に

つ
い
て
の
浩
瀚
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
項
で
は
、
『
声
実
抄
』
に
よ
っ
て
初
期
の

系
譜
に
つ
い
て
考
究
を
行
う
。
本
項
で
は
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
ま
ず
『
声
実
抄
』
の
概
要
を
示
す
。 

 

第
一
目 

概
要 

 

『
声
実
抄
２
２

』
は
、
『
声
明
集
』
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
曲
目
に
つ
い
て
の
口
訣
を

集
成
し
た
口
訣
集
で
あ
る
。
十
四
世
紀
後
半
に
成
立
し
た
当
書
か
ら
覚
意
の
時
代
を
含
む
初
期
の
系
譜
に

つ
い
て
の
多
く
の
情
報
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
れ
程
多
く
の
覚
意
の
時
代
の
高

野
山
の
声
明
の
記
譜
の
情
報
を
伝
え
る
も
の
は
例
を
み
な
い
。 

『
声
実
抄
』
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
先
行
研
究
は
少
な
い
。
唯
一
の
も
の
と
も
い
え
る
澤
田
篤
子

〔
一
九
八
六
〕
２
３

で
は
、
主
に
真
言
声
明
の
「
歴
史
的
記
述
」
２
４

に
関
す
る
口
伝
に
つ
い
て
考
察
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
山
公
淳
〔
一
九
五
九
〕
も
『
声
実
抄
』
に
つ
い
て
言
及
す
る
が
、
「
浄
月
房
聖

海

」
、

「
呂
律
」
の
配
当
、
反
音
、
調
子
等
に
つ
い
て
簡
潔
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
声
実
抄
』
の
原
本
（
自
筆
本
）
は
残
っ
て
お
ら
ず
、
撰
者
も
不
明
で
あ
る
。
澤
田
〔
一
九
八

六
〕
で
は
、
成
立
年
代
は
、
文
中
三
年
（
一
三
七
四
）
か
ら
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
の
間
で
あ
る
と
推

定
さ
れ
て
い
る
２
５

。 

当
書
の
現
存
す
る
全
て
の
転
写
本
は
上
下
二
巻
か
ら
成
っ
て
い
る
。
上
巻
は
、
［
法
用
］
［
供
養
法
］

の
曲
目
に
つ
い
て
、
下
巻
は
［
讃
］
や
そ
の
他
の
曲
目
に
つ
い
て
の
口
伝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま

で
の
曲
目
と
そ
の
順
序
は
『
声
明
集
』
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
後
に
〈
三
十
二
相
〉
〈
伝
法
灌
頂
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嘆
徳
〉
「
三
箇
秘
讃
」
「
論
義
」
「
反
音
」
「
諷
誦
文
」
〈
阿
弥
陀
経
〉
等
に
つ
い
て
の
口
伝
が
付
加
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
造
か
ら
『
声
実
抄
』
は
、
『
声
明
集
』
に
対
す
る
口
伝
書
と
し
て
編
纂
さ
れ

た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
当
書
の
『
声
明
集
』
所
収
曲
目
の
曲
順
を
以
下
に
挙
げ
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
薬
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
礼
讃
文
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｘ
〈
四
波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ

〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
γ

〈
佛
名
〉

δ

〈
教
化
〉 

当
書
の
曲
順
は
、
初
期
、
中
期
の
『
声
明
集
』
の
中
で
は
後
述
す
る
「
応
永
三
年
本
」
と
『
声
明
集
隆

法
口
伝
』
に
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
で
は
「
四
方
讃
」
と
〈
佛
名
〉
の
間
に
〈
文
殊
讃
）
と

〈
阿
弥
陀
讃
〉
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
『
声
実
抄
』
で
も
こ
の
両
曲
が
「
四
方
讃
」
と
〈
佛
名
〉
の
間
に

配
置
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
声
実
抄
』
で
は
、
〈
阿
弥
陀
讃
〉
〈
文
殊
讃
）
の
順
番
で
あ
る
。 

ま
た
、
当
書
で
は
七
十
八
の
項
目
２
６

が
立
て
ら
れ
、
そ
の
項
目
毎
に
最
低
一
つ
の
口
伝
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
、
複
数
の
口
伝
が
並
記
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
こ
の
項
目
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
『
声
明
集
』

の
曲
目
毎
に
一
つ
ず
つ
立
て
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
つ
の
曲
目
に
複
数
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る

場
合
や
、
項
目
が
存
在
し
な
い
場
合
も
あ
る
。 

な
お
、
『
声
実
抄
』
は
各
曲
目
の
ほ
ん
の
一
部
の
博
士
に
つ
い
て
の
み
言
及
さ
れ
て
い
る
。
言
及
さ
れ

て
い
な
い
残
り
の
博
士
は
『
声
実
抄
』
の
時
代
の
南
山
進
流
に
お
い
て
異
説
の
な
か
っ
た
も
の
だ
と
考
え

ら
え
る
。 

口
伝
の
形
式
は
、
文
と
そ
れ
に
対
応
す
る
博
士
と
か
ら
な
る
も
の
、
文
あ
る
い
は
博
士
の
み
の
も
の
が

あ
る
。 

当
書
に
は
「
～
云
」
と
い
う
形
式
の
口
伝
が
八
十
七
箇
あ
る
２
７

。 

こ
の
中
に
「
覚
云
」
と
い
う
形
式
の
口
伝
が
あ
る
。
覚
意
が
新
た
な
記
譜
法
を
考
案
し
た
こ
と
や
、

種
々
の
「
秘
讃
」
を
多
く
の
声
明
家
か
ら
相
伝
し
、
そ
れ
を
自
身
が
考
案
し
た
記
譜
法
を
用
い
て
翻
譜
し

た
こ
と
等
の
後
述
す
る
覚
意
の
功
績
を
考
慮
す
る
と
、
『
声
実
抄
』
の
「
覚
云
」
の
「
覚
」
は
覚
意
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
る
。 

ま
た
、
澤
田
〔
一
九
八
六
〕
と
大
山
公
淳
〔
一
九
五
九
〕
で
も
「
覚
」
は
、
覚
意
で
あ
る
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
澤
田
〔
一
九
八
六
〕
で
は
、
「
覚
意
で
は
な
い
と
判
断
す
る
積
極
的
な
根
拠
が
な
い
こ
と
か
ら

成
立
す
る
可
能
性
は
あ
る
２
８

」
と
さ
れ
、
ま
た
大
山
公
淳
〔
一
九
五
九
〕
は
「
細
谷
の
恵
海
や
般
若
房

も
し
は
覚
意
の
説
な
ど
を
併
せ
伝
え
て
い
る
２
９

」
と
す
る
。
『
声
実
抄
』
に
「
覚
云
」
の
「
覚
」
の
み

し
か
覚
意
を
連
想
さ
せ
る
文
言
は
な
い
の
で
、
大
山
氏
の
述
べ
る
「
覚
意
」
は
「
覚
云
」
の
「
覚
」
と
考

え
ら
れ
る
。 

そ
の
他
に
も
「
～
云
」
と
い
う
形
式
を
と
ら
な
い
口
伝
が
多
数
あ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
『
声
実
抄
』

の
撰
者
の
立
場
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
そ
の
八
十
七
の
口
伝
に
は
、
口
伝
の
主
３
０

が
自
分
の
説
を
説
授
す
る
場
合
と
、
口
伝
の
主
が

自
分
の
説
で
は
な
く
他
人
の
説
を
説
授
す
る
場
合
が
あ
る
。
な
お
、
口
伝
の
中
に
複
数
の
伝
が
含
ま
れ
る

場
合
が
あ
る
な
ど
口
伝
の
形
式
は
複
雑
で
あ
り
、
口
伝
と
口
伝
の
境
を
設
定
す
る
こ
と
も
難
し
く
、
口
伝

の
数
を
正
確
に
算
出
す
る
こ
と
も
難
し
い
。 
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『
声
実
抄
』
に
含
ま
れ
る
多
数
の
口
伝
の
中
に
お
い
て
、
『
声
明
集
』
所
収
曲
目
に
関
す
る
も
の
で
、

そ
の
主
を
特
定
で
き
る
口
伝
は
、
二
十
五
箇
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
六
種
に
分
類
で
き

る
。
こ
れ
を
「
○
○
の
伝
」
と
名
付
け
、
以
下
に
そ
の
内
訳
を
挙
げ
る
３
１

。
第
一
に
、
「
浄
月
房
様
」

の
記
述
か
ら
一
つ
を
浄
月
房
聖
海
（
生
没
年
不
詳
）
の
伝
と
み
な
し
た
。
第
二
に
「
般
若
房
」
「
般
若
房

ノ

自
筆
ノ

本
」
「
般
若
房
ノ
様
」
「
般
若
房
ノ

笛
ノ

圖
」
等
の
記
述
か
ら
十
を
般
若
房
定
意
の
伝
と
み
な

し
た
。
第
三
に
「
薬
師
院
ノ

持
本
」
「
寶
蓮
房
様
」
等
の
記
述
か
ら
三
つ
を
宝
蓮
房
祐
真
の
伝
と
み
な
し

た
。
第
四
に
、
「
細
谷
云
」
等
の
記
述
か
ら
二
つ
を
恵
海
の
伝
と
み
な
し
た
。
第
五
に
、
「
覚
」
「
覚
云
」

等
の
記
述
か
ら
七
つ
を
覚
意
の
伝
と
み
な
し
た
。
第
六
に
、
「
覚
證
院
博
士
様
」
等
の
記
述
か
ら
二
つ
を

隆
然
の
伝
と
み
な
し
た
。 

ま
た
、
『
声
実
抄
』
に
は
現
在
五
本
の
資
料
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
資
料

を
示
す
。 

 

（
№
１
）
「
宝
暦
十
年
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
大
山
１８７６

―
１

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
、
霊
瑞
（
一
七
二
一
～
一
八
〇
四
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

二
冊
。 

（
上
巻
） 

表
紙
共
二
六
丁
。
竪
二
三
・
二
㎝
。
横
一
六
・
六
㎝
。
半
丁
九
行
。
一
行
一
八
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
實
抄
天
」 

〔
内
題
〕
「
聲
實
抄
上
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 
 

于
時
応
永
二
年
乙
亥
沽
洗
十
六
日
書
写
了 

求
法
宥
善 

（
下
巻
） 

表
紙
共
三
〇
丁
。
竪
二
二
・
六
㎝
。
横
一
六
・
五
㎝
。
半
丁
九
行
。
一
行
一
八
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
實
抄
地
」 

〔
内
題
〕
無
し
。 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

本
云 

于
時
応
永
二
年
乙

亥

沽
洗
十
七
日

午剋

書
写
了 

私
云
於
備
後
前
州
御
誦
郡
尾
道
浦
西
國
寺 

教
王
院
爲
自
末
學
等
令
法
久
住
師
資
相 

承
之
草
案
以
淸
書
畢 求

法
沙
門
宥
善 

 

（
祭
文
口
伝
・
朝
恵
の
跋
文
挟
む
） 

寶
暦
十
辰
歳
次
得
此
書
而
写
了 

金
剛
峯
寺
沙
門
霊
瑞
南
龍
房 

 

（
№
２
）
「
寛
政
四
年
本
」 

上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
所
蔵
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
、
観
応
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
装
丁
不
詳
。
一
冊
。
表
紙
共
五
六
丁
。
法
量
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不
詳
。
半
丁
九
行
。
一
行
一
七
字
。 

〔
外
題
〕
「
聲
實
抄
上
下
」 

〔
内
題
〕
「
聲
實
抄
上
」
「
聲
實
抄
下
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 

（
上
巻
） 

 
 

于
時
応
永
二
年
乙

亥

沽
洗
十
六
日
書
寫
了 

 

求
法
宥
善 

 

（
下
巻
） 

本
云 

于
時
応
永
二
年
乙

亥

沽
洗
十
七
日

午剋

書
寫
畢 

私
云
於
備
後
州
御
誦
郡
尾
道
浦
西
國
寺 

教
王
院
爲
自
末
学
等
令
法
久
住
師
資
相
承
之
草
案 

以
清
書
畢 

 
 

 
 

求
法
沙
門
宥
善 

 

（
祭
文
口
伝
・
朝
恵
の
跋
文
挟
む
） 

于
時
元
文
五
庚
申
年
以
朝
恵
手
寫
之
本 

寫
之
件
本
今
在
浄
菩
提
院 

 

高
野
山
千
手
院
谷
普
門
院
理
峯
之
資
廉
峯
書 

宝
暦
七
丁

丑

年
朧
月
二
日
寫
之
畢 

 

金
剛
佛
子
智
雄
拝
書 

安
永
二
癸
巳
年
林
鐘
上
旬
以
智
雄
本
書
寫
畢 

 

高
野
山
北
谷
宝
泉
院
義
長
書 

政
四
年
壬

子

年
林
鐘
上
旬
以
義
長
本
写
得
一
校
了
歓
應 

 

（
№
３
）
「
寛
政
九
年
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
本
（
０２４

―
００８

―
０２

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

寛
政
九
（
一
七
六
〇
）
年
、
英
海
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

二
冊
。 

（
上
巻
） 

表
紙
共
三
〇
丁
。
竪
二
三
・
〇
㎝
。
横
一
七
・
五
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
一
六
字
。 

〔
外
題
〕
不
詳
。 

〔
内
題
〕
「
聲
實
抄
上
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 
 

于
時
応
永
二
年
乙

亥

沽
洗
十
六
日
書
寫
了 

求
法
宥
善 

寛
政
九
歳
次
年
乙
五
月
六
日
ヨ

リ

再
拝
義
長
師
學
四
座
講 

式
ノ

音
曲
一

因
ニ

得
此
書
時
々
寫
之
六
月
初
旬
寫
畢 

 

金
剛
峯
寺
求
道
沙
門
惠
性
院
英
海 

（
下
巻
） 

表
紙
共
三
六
丁
。
竪
二
三
・
〇
㎝
。
横
一
七
・
五
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
一
六
字
。 

〔
貼
外
題
〕
不
詳 



55 
 

〔
内
題
〕
「
聲
實
抄
上
」 

〔
尾
題
〕
無
し 

〔
奥
書
〕 

本
云 

于
時
応
永
二
年
乙

亥

沽
洗
十
七
日

午剋

書
寫
畢 

私
云
於
備
後
州
御
誦
郡
尾
道
浦
西
國
寺
教
王 

院
爲
自
末
學
等
令
法
久
住
師
資
相
承
之
草 

案
以
清
書
畢 

 
 

 

求
法
沙
門
宥
善 

 

（
祭
文
口
伝
・
朝
恵
の
跋
文
挟
む
） 

于
時
元
文
五
庚
申
年
以
朝
恵
手
寫
之
本
寫
之 

件
本
今
在
浄
菩
提
院 

高
野
山
千
手
院
谷
普
門
院
理
峯
資
廉
峯
書 

 

宝
暦
七
丁

丑

年
朧
月
二
日
寫
之
畢 

 

金
剛
佛
子
智
雄
拝
書 

 

安
永
二
癸
巳
年
林
鐘
上
旬
以
智
雄
本
書
寫
畢 

 

高
野
山
北
谷
宝
泉
院
義
長 

旹
寛
政
九
年
星
次
乙
巳
林
鐘
上
浣
以
義
長
師
本 

拝
寫
畢 

金
剛
峯
寺
求
道
沙
門
惠
性
院
英
海 

行
年
三
六 

 

（
№
４
）
「
安
政
七
年
本
」 

上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
所
蔵
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

安
政
七
（
一
八
六
〇
）
年
、
宥
傳
写
。
装
丁
不
詳
。
一
冊
。
表
紙
・
裏
表
紙
欠
。
四
七
丁
。
法
量
不
詳
。

半
丁
一
一
行
。
一
行
二
〇
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
決
書
」 

〔
内
題
〕
「
聲
決
書
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

（
上
巻
） 

 
 

于
時
応
永
二
年
乙

亥

沽
洗
十
六
日
書
寫
畢 

 

求
法
宥
善 

 
 

元
文
五
年
四
月
上
旬
於
普
門
院
表
部
屋
廉
峯
良
任
房
書
写
畢 

同
年
十
月
廿
日
以
右
廉
峯
手
写
本
書
写
之
交
合
畢 

 

進
流
末
学
寂
照 

安
政
七
申

壬

三
月
十
七
日
右
本
紙
写
得
畢 

 

進
流
末
学
宥
傳 

 

（
下
巻
） 

于
時
応
永
二
年
乙

亥

沽
洗
十
七
日

午剋

書
寫
畢 

私
云
於
備
後
州
御
誦
郡
尾
道
浦
西
國
寺
教
王
院 

爲
自
末
學
等
令
法
久
住
師
資
相
承
之
草
案
以 
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清
書
畢 

 
 

 
 

 

求
法
沙
門
宥
善 

 
（
祭
文
口
伝
・
朝
恵
の
跋
文
挟
む
） 

于
時
元
文
五
庚
申
年
以
朝
恵
手
寫
之
写
之 

件
本
今
在
浄
菩
提
院 

 

高
野
山
普
門
院
理
峯
之
資
廉
峯
書 

 
 

同
五
暦
十
月
廿
一
日
酉
剋
以
右
批
本
於
和
州
居
傳 

村
草
庵
敬
写
之
了 

同
日
對
校
了 

 
 

 

進
流
末
学
寂
照 

 
 

安
政
七
庚

申

年
大
□
廿
日
写
巧
成 

 

求
菩
提
末
学
宥
傳 

 

（
№
５
）
「
元
治
元
年
本
」
（
一
八
六
四
）
高
野
山
親
王
院
蔵
。
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇
所
収
の
『
声

実
抄
』
の
底
本
。
書
誌
情
報
は
序
論
三
（
二
）
｟
二
｠
参
照
。 

 

以
上
が
『
声
実
抄
』
の
各
資
料
の
書
誌
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
（
№
２
）
と
（
№
５
）
に
つ
い
て
は
澤
田

〔
一
九
八
六
〕
に
お
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
（
№
１
）
（
№
３
）
（
№
４
）
は
今
回
新
た
に
報
告
す

る
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
諸
本
に
共
通
し
て
下
巻
に
は
以
下
の
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）
の
朝
恵
の
跋
文
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。 

 
 

旹
延
寶
第
六
歳
次
戊
午
朧
月
天
雨
雪
閉
房
寒
窓
故
寂
守
序
奥
有
書
題
聲
實
鈔
是
則
為
明
照
密
院
家
珍

累
葉
以
不
出
家
予
旧
思
之
求
之
感
亦
不
虚
而
谷
則
在
響
仍
閲
之
開
之
巻
舒
叵
置
又
思
心
遂
境
而
轉
長

欲
為
紙
旃
則
掌
筆
懐
三
寫
爲
鳥
焉
馬
之
恐
矣
故
與
同
志
祐
賢
子
並
机
以
日
盗
時
競
不
日
而
功
遂
希
後

見
者
音
律
正
魚
魯
讀
加
添
削
而
已
（
続
真
三
〇
・
三
四
上
～
下
） 

 
 

沙
門
朝
恵 

次
に
、
以
上
の
五
本
の
奥
書
に
よ
っ
て
諸
資
料
の
関
係
性
に
つ
い
て
言
及
す
る
。 

諸
本
と
も
に
延
宝
六
年
の
朝
恵
本
か
ら
派
生
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
（
№
１
）
霊
瑞
書
写
本
以
外
の
四

本
は
廉
峯
本
か
ら
派
生
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
（
№
２
）
観
応
本
、
（
№
３
）
英
海
本
、
（
№
５
）
良
天

本
は
義
長
本
を
経
て
い
る
。
観
応
本
は
、
義
長
本
を
歓
応
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
№
３
）
英
海
本

は
、
義
長
本
を
英
海
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
№
５
）
良
天
本
は
英
海
本
を
書
写
し
た
玄
惠
本
を
さ

ら
に
良
天
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
（
№
２
）
観
応
本
、
（
№
３
）
英
海
本
、
（
№
５
）

良
天
本
は
総
じ
て
義
長
本
か
ら
派
生
し
た
資
料
で
あ
る
。 

以
上
の
系
統
を
図
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
資
料
に
付
し
て
い
る
ナ
ン
バ
ー
数
字
を
丸

囲
み
数
字
に
改
め
た
。 

 

①
霊
瑞
本 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
観
応
本 

朝
恵
本
―
―
廉
峯
本
―
―
智
雄
本
―
―
義
長
本
―
―
③
英
海
本
―
―
玄
惠
本
―
―
⑤
良
天
本 

寂
照
本
―
―
―
―
―
―
―
―
④
宥
傳
本 

 

な
お
、
第
三
項
で
は
、
五
本
の
資
料
の
内
で
公
刊
さ
れ
広
く
利
用
可
能
な
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇
所

収
の
⑤
の
良
天
本
を
用
い
る
。 
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第
二
目 

系
譜 

 

真
言
声
明
の
口
伝
書
で
あ
る
『
声
実
抄
』
に
は
、
大
進
上
人
流
の
系
譜
に
つ
い
て
「
覚
云
」
の
口
伝
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
口
伝
と
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。 

覺
云
。
北
院

亦
名
大
聖
院

宗
覺
法
親
王

之
御
時
。
進
ノ

上
人
ヲ

召
シ

テ

聲
明
ノ

御
談
義
七
十
日
計
ア
リ
。
自
レ

其
相
應

院
ノ

一
流
定
メ

置
ク

。
御
談
義
ノ

之
間
人
人
十
五
人
也
。
其
中
ニ

進
上
人
弟
子
紀
ノ

上
人
具
サ

ニ

ス

 

レ

之
。
上
月
房
ハ

進
ノ

上
人
二

月

坊

御
弟
子
ナ

レ

ト

モ

御
室
ヘ

ハ

不
レ

寂
也
。
進
ノ

聖
上
月
房
同
ク

中
ノ

河
人
也
。
又
進
ノ

弟
子
ニ

法
嚴
房
ア
リ
。
天
王
寺
信
法
院
ノ
行
基

建
立

圓
禪
房
ハ

法
嚴
房
ヘ

習
也
。
紀

上
人
ハ

三
寶
院
先
師
正
等
房
ノ

檢
佼
時
人
ナ
リ
。
爲
二

灌
頂
堂
ノ

一

虚
空
藏
院
ヲ

建
立
ス

。
又
聲
明

ノ

大
事
等
正
等
房
ニ

付
屬
云

云

３
２ 

こ
の
口
伝
で
は
、
ま
ず
、
声
明
会
議
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
声
明
会
議
の
開
催
者
を
、
『
声
決

書
』
が
覚
性
法
親
王
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
声
実
抄
』
は
、
「
北
院

亦
名
大
聖
院

宗
覺
法
親
王

之
御
時
」
と
し
、
北
院

御
室
守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇
～
一
二
〇
二
）
と
し
て
い
る
。
な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
も
し
久
安
年

間
（
一
一
五
〇
年
頃
）
に
こ
の
会
議
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
主
催
者
が
守
覚
法
親
王
（
一
一
五
〇

～
一
二
〇
二
）
で
あ
る
こ
と
は
守
覚
法
親
王
の
生
年
を
考
え
る
と
成
り
立
た
な
い
。 

ま
た
、
会
議
の
日
数
を
、
『
声
決
書
』
が
七
十
三
日
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
『
声
実
抄
』
は
七
十
日

と
し
て
い
る
。
会
議
へ
の
参
集
者
は
、
共
に
十
五
人
で
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
相
応
院
流
が
一
流
と
し

て
定
め
置
か
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
醍
醐
流
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。 

そ
し
て
、
大
進
上
人
流
が
一
流
と
し
て
定
め
置
か
れ
た
と
い
う
記
述
は
な
い
。
し
か
し
、
大
進
上
人
流

の
初
期
の
系
譜
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
紀
ノ

上
人
」
つ
ま
り
観
験
が
宗
観
の
弟

子
で
あ
り
、
何
か
を
具
さ
に
し
た
こ
と
、
ま
た
、
浄
月
房
聖
海
は
こ
の
会
議
に
は
参
集
し
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
観
験
は
何
か
を
詳
ら
か
に
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
評
価
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
浄
月
房

聖
海
は
会
議
に
出
て
い
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
両
者
は
対
照
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
法

嚴
房
」
慈
業
が
浄
月
房
聖
海
の
弟
子
、
ま
た
「
圓
禪
房
」
つ
ま
り
堅
覚
（
一
一
八
六
～
一
二
四
三
～
）
が

慈
業
の
弟
子
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
観
験
が
勝
心
に
大
進
上
人
流
を
附
属
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。 以

上
の
『
声
実
抄
』
が
示
す
系
譜
を
ま
と
め
る
と
、
大
進
上
人
流
は
、
中
川
で
宗
観
―
―
聖
海
―
―
慈

業
―
―
堅
覚
と
伝
え
ら
れ
た
系
統
と
宗
観
―
―
観
験
―
―
勝
心
と
高
野
山
へ
伝
え
ら
れ
た
系
統
の
二
系
統

が
存
在
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
称
名
寺
所
蔵
の
『
密
宗
声
明
血
脈
』
の
宗
観
―
―
聖
海
の
系
統
と

宗
観
―
―
観
験
の
系
統
の
二
系
統
と
同
じ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、
前
者
を
慈
業
系
大
進
上
人
流
、

後
者
を
観
験
系
大
進
上
人
流
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。 

こ
の
慈
業
系
大
進
上
人
流
と
い
う
呼
び
方
は
、
新
井
〔
一
九
九
一
〕
で
使
用
さ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

新
井
〔
一
九
九
一
〕
は
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
を
「
観
験
と
は
別
系
統
の
、
す
な
わ
ち
聖
海
の
門
下
の
慈

業
の
系
統
の
大
進
上
人
流
３
３

」
と
定
義
し
て
い
る
。
ま
た
新
井
〔
一
九
九
一
〕
で
は
、
慈
業
系
大
進
上

人
流
資
料
は
、
「
昭
和
六
十
一
年
よ
り
三
ケ
年
に
わ
た
る
醍
醐
寺
の
声
明
資
料
調
査
３
４

」
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
で
使
用
す
る
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
資
料
の
多
く
は
、

そ
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
新
井
〔
一
九
九
一
〕
で
は
高
野
山
に
本
拠

地
が
移
っ
て
以
降
も
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
は
醍
醐
寺
に
お
い
て
そ
の
命
脈
を
保
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。 
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以
上
の
よ
う
に
、
『
声
実
抄
』
と
『
密
宗
声
明
血
脈
』
は
、
初
期
の
大
進
上
人
流
に
お
い
て
高
野
山
の

観
験
の
系
統
と
中
川
の
浄
月
房
聖
海
の
系
統
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

『
声
実
抄
』
の
「
覚
云
」
の
記
述
か
ら
導
き
出
せ
る
系
譜
を
示
す
と
左
記
の
様
に
な
る
。 

〔
系
譜
図
３
〕 

宗
観
―
―
観
験
―
―
勝
心 

 

聖
海
―
―
慈
業
―
―
堅
覚 

 

ま
た
、
『
声
実
抄
』
で
は
、
覚
証
院
方
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院
方
の
三
流
に
つ
い
て
直
接
的
な
言

及
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
「
覚
証
院

」
、

「
覚

」
、

「
細
谷
」
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
隆
然
、
覚

意
、
恵
海
の
指
南
で
あ
る
と
推
定
可
能
な
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房

祐
真
と
い
っ
た
人
物
に
つ
い
て
の
記
述
も
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
二
人
の
博
士
の
骨
格
が
対

比
的
に
語
ら
れ
る
記
述
が
多
か
っ
た
。
両
者
は
十
三
世
紀
中
頃
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
た
兄
弟
弟
子
と
い

う
印
象
を
受
け
る
。 

ま
た
、
流
派
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
の
は
、
「
仁
和
寺
」
「
高
野
」
つ
ま
り
、
相
応
院
流
と
進
流
に
つ

い
て
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
実
抄
』
は
『
声
決
書
』
に
比
し
て
高
野
山
内
部
の
流
派
意
識
は
希
薄

で
あ
っ
た
が
、
相
応
院
流
に
対
し
て
は
強
く
意
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
『
声
実
抄
』
の
情
報
に
、
第
一
項
の
『
声
決
書
』
等
の
口
訣
類
の
情
報
を
合

わ
せ
て
検
討
す
る
。
両
書
は
共
に
、
初
期
の
大
進
上
人
流
に
は
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
と
観
験
系
大
進
上

人
流
の
二
系
統
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
覚
意
以
前
の
般
若
房
定
意
と
宝
蓮
房

祐
真
の
二
種
類
の
博
士
に
つ
い
て
の
情
報
が
際
立
っ
て
多
い
と
い
う
特
徴
も
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、

覚
証
院
院
方
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院
方
三
流
の
実
態
に
つ
い
て
は
情
報
が
少
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、

隆
然
、
覚
意
と
い
っ
た
派
祖
と
呼
ぶ
に
相
応
し
い
優
れ
た
人
物
が
い
た
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
第
一
項
で
は
『
声
決
書
』
と
『
密
宗
声
明
系
譜
』
の
情
報
か
ら
覚
証
院
方
が
重
弘
以
降
に
二
系

統
に
分
か
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
た
が
、
『
声
実
抄
』
に
は
覚
証
院
方
の
分
派
に
関
す
る
情
報
は
な
か
っ

た
。 な

お
、
こ
の
二
系
統
へ
の
覚
証
院
方
内
部
の
分
派
を
、
そ
の
後
の
『
声
明
集
』
の
展
開
が
物
語
っ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
覚
証
院
方
の
二
系
統
の
差
異
が
、
『
声
明
集
』
の
多
様
性
に
表
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三
章
に
お
い
て
、
覚
証
院
方
の
派
祖
と
さ
れ
る
隆
然
に
遡
る
こ
と
の

で
き
る
『
声
明
集
』
か
ら
重
弘
以
降
の
二
系
統
の
覚
証
院
方
で
伝
承
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
『
声
明
集
』
の

展
開
を
追
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
声
決
書
』
で
主
張
さ
れ
て
い
る
覚
証
院
方
の
二
系
統
の
存
在
を
確
認
し

た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
重
弘
以
後
の
覚
証
院
方
の
二
系
統
を
そ
れ
ぞ
れ
慈
鏡
系
と
隆
法
系
と
呼
ぶ
こ

と
に
す
る
。 

 

今
ま
で
の
『
声
決
書
』
と
『
声
実
抄
』
を
始
め
と
す
る
口
訣
資
料
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
初
期
か
ら
後
期

に
か
け
て
の
南
山
進
流
の
声
明
相
承
の
系
譜
を
復
元
し
、
〔
系
譜
図
４
〕
と
し
て
提
示
す
る
。 

な
お
、
（ 

）
は
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
よ
る
情
報
で
あ
る
。
ま
た
本
稿
で
は
、
観
験
系
大
進
上
人
流

は
、
勝
心
の
時
代
に
南
山
進
流
へ
と
展
開
し
た
と
規
定
す
る
（
勝
心
は
慈
業
に
要
請
し
て
大
進
上
人
流
の

本
拠
地
を
高
野
山
に
移
転
し
た
と
さ
れ
る

）
。 
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当
〔
系
譜
図
４
〕
は
口
訣
資
料
の
情
報
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
は
た
し
て
観
験
系
大
進
上
人
流
が
初

期
に
覚
証
院
方
・
金
剛
三
昧
院
方
・
東
南
院
方
の
三
派
に
分
か
れ
て
い
た
の
か
、
さ
ら
に
覚
証
院
方
が
慈

鏡
系
と
隆
法
系
に
分
か
れ
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
第
三
章
に
お
い
て
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。 

 

〔
系
譜
図
４
〕 

 
 

 

〔
慈

業

系

大

進

上

人

流

〕 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
  

〔
慈

鏡

系

の

覚

証

院

方

〕 

聖
海
―
慈
業
―
堅
覚 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

観
深
―
―
慈
鏡
―
良
玄 

 
 

 

〔
観

験

系

大

進

上

人

流

→

南

山

進

流

〕 

〔
覚

証

院

方

〕 
 

 
 

 

〔
隆

法

系

の

覚

証

院

方

〕 

宗
観
―
観
験
―
勝
心
―
憲
海
―
定
意
―
（
賢
任
）
―
隆
然
―
重
弘
―(

源
宝)

―(

隆
法)

―(

重
仙) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

祐
真 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

真
弁 
覚
意
〔
金
剛
三
昧
院
方
〕

 
 
 

禅
恵 

 
  
  
  
  
 (

快
助)

―(

長
恵
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

道
範 

 
 

 
 
  
  
  
   

  
  
  
  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

源
真
―
剣
海
―
恵
海
―
―
―
剣
忠
〔
東

南

院

方

〕

 
 (

勢
遍
）
―
（
朝
意
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

長
任 

 
 

 
 

 
 

 
 
  
  
  
  
  
   

  
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

第
三
項 

『
声
明
集
』 

 

本
項
で
は
、
初
期
に
お
い
て
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

現
在
確
認
で
き
る
南
山
進
流
最
古
の
『
声
明
集
』
は
十
四
世
紀
初
頭
の
も
の
で
あ
る
。
十
三
世
紀
の
大

進
上
人
流
の
『
声
明
集
』
系
の
資
料
も
現
存
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
『
声
実
抄
』
に
は
、
『
声
明
集
』
に

つ
い
て
の
言
及
す
る
「
覚
云
」
と
す
る
口
伝
が
二
つ
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。 

覚
云
。
我
泉
ノ
師
語
云
。
進
ノ

様
ニ

ハ

阿
弥
陀
讃
ニ

博
士
無
レ

之
、
相
應
院
ニ

ハ

在
レ

之
。
又
相
應

院
ニ

ハ

九
條
錫
丈
ニ

無
二

博
士
一

。
進
ノ

様
ノ

博
士
用
レ

之
云

云

爰
般
若
房
自
筆
ノ

聲
明
集
ヲ

見
ニ

。

阿
弥
陀
ノ
讃
ニ

博
士
ヲ

付
テ

孕
テ

相
應
院
ノ
博
士
付
ケ

レ

之
ヲ

書
給
ヘ

リ

。
是
ノ

詞
ヲ

以
テ
我
師
ノ

物
語
ヲ

思
ヘ

ハ

符
号
ス

。
進
ノ

様
ニ

阿
彌
陀
ノ
讃
ニ

無
二

博
士
一

。
今
ノ

進
ノ

様
ノ

聲
明
集
ニ

付
タ

ル
ハ
相
應
院
ノ

様
也
。
云

云

又
云
。
阿
弥
陀
ノ
讃
ハ
呂
律
交
テ

付
。
文
殊
ノ

讃
唯
律
也
云

云

又
云
、

阿
彌
陀
ノ
讃
。
ナ
ウ
ホ
ミ
タ
ハ
ヤ
ノ
ヤ
ヲ
ソ
ラ
セ
ハ
律
ニ

ナ
ル
。
ス
ク
ナ
レ
ハ
呂
也
。
故
ニ

先
ツ

始

ハ

呂
ス
ヘ
キ
間
タ

ソ
ラ
ス
。
第
三
句
目
ノ

迦
ラ
ヤ
テ
ハ
呂
ニ

ス
ヘ
キ
也
。
３
５ 

こ
れ
に
よ
る
と
、
大
進
上
人
流
に
は
元
々
〈
阿
弥
陀
讃
〉
に
博
士
が
な
く
、
覚
意
が
実
際
に
般
若
房
定

意
の
自
筆
の
『
声
明
集
』
を
み
た
と
こ
ろ
相
応
院
流
の
博
士
が
記
譜
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。 

第
二
の
事
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。 

覚
云
。
（
中
略
）
一
般
若
房
ハ

聲
明
集
羽
商
宮
ノ

三
ニ

テ

付
レ

之
。
羽
ハ

般
若
房
三
寶
院
ノ

律
師
ノ

御
房
ニ

被
レ

傳
ヘ

。
般
若
房
ノ

笛
ノ

圖
ヲ

被
レ

付
事
ハ

。
律
師
房
ニ

被
レ

習
之
時
當
座
付
レ

之
。
律

師
般
若
房
ノ

被
ヲ

レ

付
見
テ

何
ヲ

シ
タ
マ
フ
ソ
ト
被
レ

ハ

レ

云
。
且
ク

ハ

昇
下
シ

テ

不
レ

被
レ

進
セ

。

シ
キ
リ
ニ
被
レ

仰
セ
ケ
レ
ハ
進
レ

之
ヲ

。
律
師
見
レ

之
歎
レ

之
ヲ

。
我
ニ

モ

付
テ

給
ト

被
レ

仰
セ

云

也
。
般
若
房
ハ

笛
并
呂
律
等
委
細
存
知
ス

ル

人
也
云

云

。
３
６ 

こ
れ
に
よ
る
と
、
般
若
房
定
意
は
「
羽
」
と
「
商
」
と
「
宮
」
の
三
音
に
よ
っ
て
『
声
明
集
』
に
博
士

を
付
し
て
い
た
と
い
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
実
抄
』
に
は
般
若
房
定
意
が
独
自
の
『
声
明
集
』
に
博
士
を
付
し
て
い
た
こ
と
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を
示
す
事
例
が
二
例
見
出
さ
れ
、
般
若
房
定
意
が
自
ら
書
写
し
た
独
自
の
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
称
名
寺
所
蔵
の
称
名
寺
第
二
世
明
忍
房
釼
阿
（
一
二
六
一
～
一
三
三
八
）
が
書
写
し
た
『
十
六

大
菩
薩
梵
語
讃
』
の
本
奥
書
に
み
え
る
覚
意
の
言
葉
に
は
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

（
朱
）
寶
〔 

 
 

〕
ノ

声
明
集
ニ

有
故
也
３
７ 

こ
の
「
寶
」
は
宝
蓮
房
祐
真
を
指
し
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
記
述
に
よ
る
と
宝
蓮

房
祐
真
も
独
自
の
『
声
明
集
』
を
使
用
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
記
述
は
覚
意
３
８

に
関
係
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
覚
意
が
般
若
房
定
意
及
び

宝
蓮
房
祐
真
の
自
筆
の
『
声
明
集
』
を
み
て
い
た
こ
と
、
或
い
は
覚
意
が
般
若
房
定
意
と
宝
蓮
房
祐
真
よ

り
個
別
の
『
声
明
集
』
を
相
伝
し
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。 

な
お
、
『
声
実
抄
』
に
も
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
の
言
及
で
は
な
い
が
、
宝
蓮
房
祐
真
の
『
声
明
集
』

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
「
細
谷
云
」
の
口
伝
が
存
在
す
る
。
こ
の
口
伝
は
次
の
も
の
で
あ

る
。 

細
谷
云
。
藥
師
院
ノ

持
本
ニ

守
羽
斗
。
或
一
本
ハ

守
羽
徴
也
云

云

３
９ 

こ
の
、
「
藥
師
院
ノ

持
本
」
が
宝
蓮
房
祐
真
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
実
抄
』
の
記
述
か
ら
、
十
三
世
紀
の
後
半
に
は
、
般
若
房
定
意
及
び
宝
蓮
房
祐

真
の
自
筆
の
各
別
々
の
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
実
抄
』
が

言
及
す
る
般
若
房
定
意
と
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
の
骨
格
は
、
各
の
『
声
明
集
』
に
記
譜
さ
れ
て
い
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
本
章
の
第
四
節
に
お
い
て
、
初
期
の
『
声
明
集
』
の
博
士
の
骨
格
を
抽
出
し
た
後
に
、
こ
の
博

士
が
『
声
実
抄
』
の
般
若
房
定
意
か
宝
蓮
房
祐
真
の
い
ず
れ
の
博
士
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
か
確

認
し
た
い
。
こ
れ
よ
っ
て
、
初
期
の
『
声
明
集
』
が
般
若
房
定
意
か
宝
蓮
房
祐
真
の
い
ず
れ
の
影
響
を
よ

り
強
く
受
け
て
い
る
か
明
ら
か
に
し
た
い
。 

な
お
前
述
の
よ
う
に
『
声
実
抄
』
で
は
、
『
声
決
書
』
で
三
流
の
「
頭
目
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
隆
然
、

覚
意
、
恵
海
の
口
訣
も
収
載
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
声
実
抄
』
も
彼
ら
を
派
祖
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い

人
物
と
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
こ
の
中
覚
意
は
、
『
声
明
集
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が

「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
成
立
に
お
い
て
大
き
な
功
績
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。 

 

第
二
節 

覚
意
の
功
績 

 
 

第
一
節
で
は
、
中
期
の
口
伝
書
の
情
報
に
よ
っ
て
初
期
の
実
態
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
『
声
決
書
』
に

み
ら
れ
る
声
明
史
観
は
、
江
戸
期
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
継
承
さ
れ
、
覚
意
の
功
績
に
関
す
る
従
来
の

先
行
研
究
４
０

も
こ
の
声
明
史
観
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
『
声
実
抄
』
で
は

般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
、
覚
意
、
細
谷
恵
海
、
隆
然
の
指
南
が
客
観
的
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
、

『
声
決
書
』
は
覚
証
院
方
中
心
の
声
明
史
観
に
立
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
本
稿
の
主
題
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
声
明
譜
の
中
心
に
位

置
す
る
も
の
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
声
決
書
』
も 

是
又
妙
曲
之
賢
哲
ニ

テ

常
世
流
布
ス

ル

五
音
博
士
之
圖
巧
ミ

出
セ

ル

人
ナ

リ

。
（
中
略
）
彼
覺
意
大

ニ

興
シ

一

聲
明
ヲ

一

至
二

當
代
ニ

一

金
剛
三
昧
院
ノ

之
流
ト

テ

稟
承
セ

ル

妙
曲
併
テ

覺
意
之
遺
德
也



61 
 

４
１

。 
と
覚
意
に
賛
辞
を
贈
っ
て
い
る
。
『
声
決
書
』
で
も
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
が
普
及
し
、
当
代
に
お
い

て
大
進
上
人
流
の
根
本
の
博
士
は
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
覚
意
の
功
績
を
認
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
慈
鏡
は
、
そ
の
当
時
の
流
派
意
識
は
別
に
し
て
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」

を
南
山
進
流
の
記
譜
法
に
お
け
る
重
要
な
遺
産
と
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
本
節
で
は
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
記
譜
の
根
幹
を
な
す
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
考
案
し
た
覚
意
の
功
績
に
つ
い
て
考

察
を
行
う
。 

 

第
一
項 

覚
意
の
相
伝
関
係 

 
 

 

本
項
で
は
、
覚
意
が
ど
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
考
案
し
た
の
か
に
つ
い
て

考
察
を
行
い
た
い
。
覚
意
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
考
案
す
る
に
あ
た
り
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
何
れ

か
の
声
明
の
系
譜
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
。
覚
意
の
相
伝
関
係
を
探
る
こ
と
に
よ
り
、
覚
意
の
功
績
の

背
景
を
探
る
と
共
に
、
覚
意
以
前
の
時
代
の
南
山
進
流
の
実
態
の
解
明
の
糸
口
も
見
出
し
た
い
。 

な
お
、
こ
こ
で
は
、
観
験
系
大
進
上
人
流
だ
け
で
は
な
く
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
系
譜
に
於
け
る
覚

意
の
位
置
も
探
り
た
い
。
な
お
、
新
井
〔
一
九
九
九
〕
に
よ
る
と
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
は
慈
業
の
二
人

の
弟
子
で
あ
る
宗
源
と
堅
覚
か
ら
派
生
し
た
宗
源
系
と
堅
覚
系
と
の
二
系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
る
。 

覚
意
の
系
譜
を
み
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
奥
書
か
ら
覚
意
の
相
伝
関
係
を
確
認
で
き
る
資
料
を
示
し
、
そ

の
後
に
系
譜
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
な
お
、
資
料
編
に
覚
意
の
相
伝
を
伝
え
る
資
料
の
一
覧
を
［
表
１
］

「
覚
意
相
伝
資
料
一
覧
」
と
し
て
掲
載
し
た
。 

 

第
一
目 

覚
意
相
伝
の
奥
書
を
有
す
る
資
料 

 

奥
書
に
よ
っ
て
覚
意
が
相
伝
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
声
明
資
料
は
高
野
山
に
若
干
、
さ
ら
に
称
名

寺
に
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る
。 

 

一 

高
野
山 

 
 

高
野
山
で
覚
意
の
相
伝
を
確
認
で
き
る
資
料
は
、
資
料
編
①
の(

№
９)

「
供
養
讃
並
異
説

」
、

(

№

１０

)

「
釈
迦
讃

」
、

(

№
１７

)

「
結
縁
灌
頂
声
明

」
、

(

№
２０

)
 

『
声
明
博
士
口
伝
事

』
、

(

№

２１

)
 

『
曼
荼
羅
供
堂
上
作
法
』
の
五
点
で
あ
る
。 

 

二 

称
名
寺 

 

称
名
寺
所
蔵
の
資
料
の
中
で
確
認
で
き
る
も
の
は
、
（
№
１)

「
金
剛
薩
埵
漢
語
讃

」
、

(

№
２
）

「
緊
那
羅
天
讃
一

傳

也

」
、

(

№
３) 

「
反
音

」
、

(

№
４)

「
一
傳
讃

」
、

(

№
５)

 

「
第
二
重
諸
天

漢
語
讃

」
、

(

№
６)

 

「
孔
雀
経
讃
進

」
、

(

№
７)

 

「
利
菩
薩
○
語
漢
円

禪

房

流

」
、

(

№
８)

 

「
如

意
輪
讃
進

」
、

(

№
９)

 

「
供
養
讃
並
異
説

」
、

(

№
１１

)
 

「
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃

」
、

(

№
１２

)
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「 
文
殊
梵
語
進

同
梵
語
秘

曲

第

三

重

」
、

(

№
１４

)
 

「
宝
賛

」
、

(

№
１５

)

「 

多
聞
吉
祥

」
、

(

№
１６

)
 

「
阿
弥
陀
讃
進

」
、

(

№
１８

)
 

「
天
龍
八
部
第

三

重

深

秘

」
、

(

№
１９

)
 

「
緊
那
羅
天

讃

」
、

(
№
２２

)
 

「
貮
捌
尊
唐
音
讃

」
、

(

№
２３

)
 

「
妙
音
天

」
、

(

№
２４

)
 

（
金
剛
因
菩
薩
梵

語
讃

）
、

(

№
２５

)
 

「
漢
語
」
の
二
十
点
で
あ
る
。 

 

第
二
目 

覚
意
の
相
伝
系
譜 

 

以
下
に
お
い
て
、
観
験
系
と
慈
業
系
の
大
進
上
人
流
に
お
け
る
覚
意
の
系
譜
を
探
る
。 

 

一 

観
験
系
大
進
上
人
流
の
相
伝
系
譜 

 

観
験
系
に
お
け
る
覚
意
の
系
譜
は
、
『
声
決
書
』
と
江
戸
期
の
真
源
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』
と
称
名
寺

所
蔵
の
覚
意
相
伝
の
奥
書
を
有
す
る
資
料
か
ら
探
る
こ
と
が
出
来
る
。 

 

（
一
）
『
密
宗
声
明
系
譜
』 

に
お
け
る
相
伝
系
譜 

 
 

ま
ず
、
『
密
宗
声
明
系
譜
』
の
情
報
４
２

に
基
づ
い
た
観
験
系
の
系
譜
図
を
以
下
に
示
す
。
な
お
、

『
声
決
書
』
が
示
す
系
譜
４
３

も
こ
の
系
譜
図
と
同
様
で
あ
る
。 

 

大
進
上
人
宗
観
―
―
観
験
―
―
勝
心
―
―
憲
海
―
―
定
意
―
―
賢
任
―
―
隆
然 

 

祐
真
―
―
覚
意 

 

（
二
）
称
名
寺
所
蔵
資
料
に
よ
る
相
伝
系
譜 

 

次
に
、
称
名
寺
所
蔵
の 

(

№
５)

「
第
二
重
諸
天
漢
語
讃
」
の
奥
書
４
４

と(

№
１１

)
 

「
十
六
大
菩

薩
梵
語
讃
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
血
脈
と
奥
書
４
５

の
情
報
を
元
に
し
た
系
譜
を
挙
げ
る
。 

 

憲
海
―
―
定
意 

 

祐
真
―
―
覚
意 

 

こ
れ
ら
が
、
観
験
系
大
進
上
人
流
に
お
け
る
覚
意
の
系
譜
で
あ
る
。
な
お
、
覚
意
が
般
若
房
定
意
か
ら

相
伝
し
た
こ
と
を
示
す
情
報
は
称
名
寺
所
蔵
の
資
料
に
は
な
い
。
こ
の
情
報
は
、
前
節
第
二
項
で
述
べ
た

よ
う
に
、
『
声
決
書
』
と
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
も
の
で
、
さ
ら
に
『
密
宗
声
明
系

譜
』
は
『
声
決
書
』
の
情
報
を
基
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二 

慈
業
系
大
進
上
人
流
の
相
伝
系
譜 

 

慈
業
系
大
進
上
人
流
は
、
宗
源
系
と
堅
覚
系
に
分
け
て
考
察
を
行
う
。
な
お
、
堅
覚
系
に
お
け
る
堅
覚
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ま
で
の
系
譜
は
『
声
実
抄
』
の
「
覚
云
」
の
口
伝
に
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

（
一
）
宗
源
系
の
相
伝
系
譜 

 
 

称
名
寺
所
蔵
の 

(
№
２２

)
 

「
貮
捌
尊
唐
音
讃
」
の
奥
書
４
６

の
情
報
を
基
に
作
成
し
た
慈
業
系
大
進

上
人
流
の
宗
源
系
に
お
け
る
覚
意
の
系
譜
図
を
示
す
。 

な
お
、
（
№
８)

 

「
天
龍
八
部
第

三

重

深

秘

」
の
奥
書
４
７

、(

№
１９

)
 

「
緊
那
羅
天
讃
」
の
奥
書

４
８

か
ら
は
覚
意
が
宗
源
の
「
秘
讃
」
を
相
伝
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
を
誰
か
ら
相
伝
し

た
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

（
大
進
上
人
宗
観
―
―
浄
月
房
聖
海
―
―
慈
業
）
―
―
宗
源
―
―
玄
慶
―
―
覚
意 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
二
）
堅
覚
系
の
相
伝
系
譜 

 
 

称
名
寺
所
蔵
の(

№
３)

 

「
反
音
」
の
紙
背
４
９

の
書
き
込
み
と(

№
７)

 

「
利
菩
薩
○
語
漢
円

禪

房

流

」
の
曲
名
に
付
さ
れ
て
い
た
注
記
５
０

及
び
奥
書
５
１

の
情
報
を
基
に
作
成
し
た
、
堅
覚
系
に
お
け
る

覚
意
の
系
譜
図
を
示
す
。 

（
大
進
上
人
宗
観
）
―
―
浄
月
房
聖
海
―
―
堅
覚
―
―
重
圓
（
四
天
王
寺
系
）
―
―
明
本
房
―
―
祐

真
―
―
覚
意 

以
上
の
二
系
譜
図
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
覚
意
に
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
声
明
譜
を
伝
え
た
の
は
、
宝

蓮
房
祐
真
と
玄
慶
（
～
一
二
九
二
）
で
あ
る
。 

覚
意
は
、
宗
源
系
と
醍
醐
流
を
相
伝
し
て
い
る
玄
慶
か
ら
、
宗
源
系
の
声
明
譜
の
み
を
相
伝
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

ま
た
、
観
験
系
大
進
上
人
流
と
堅
覚
系
に
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
両
系
統
の
声
明

譜
を
相
伝
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

第
三
目 

覚
意
の
声
明
譜
の
相
伝
場
所 

 

覚
意
が
声
明
譜
を
相
伝
し
た
場
所
が
明
記
し
て
あ
る
奥
書
を
み
る
と
、
覚
意
の
声
明
譜
の
相
伝
場
所
は

高
野
山
の
金
剛
三
昧
院
、
ま
た
は
薬
師
院
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。 

し
か
し
、
新
た
に
醍
醐
寺
所
蔵
の
声
明
譜
と
称
名
寺
所
蔵
の
声
明
譜
の
奥
書
の
情
報
を
併
せ
見
る
と
覚

意
は
醍
醐
寺
観
心
院
５
２

に
お
い
て
玄
慶
か
ら
声
明
譜
を
相
伝
し
て
い
る
可
能
性
が
見
え
て
き
た
。 

 

次
の
奥
書
は
、
醍
醐
寺
所
蔵
の
玄
慶
が
隆
成
に
「
天
龍
八
部
讃
」
を
伝
え
た
こ
と
を
示
す
奥
書
で
あ
る

５
３

。 弘
安
二
年
六
月
一
日
於
醍
醐
観
心
院
相
伝
了 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

隆
成 

こ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
隆
成
が
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
六
月
一
日
に
醍
醐
寺
観
心
院
に
お
い
て
玄
慶

か
ら
「
緊
那
羅
天
讃
」
を
相
伝
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
、
玄
慶
は
「
秘

讃
」
の
伝
授
を
醍
醐
寺
観
心
院
に
お
い
て
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

次
の
奥
書
は
、
称
名
寺
所
蔵
の
「
貮
捌
尊
唐
音
讃
」
に
付
さ
れ
て
い
る
覚
意
が
本
資
料
を
玄
慶
か
ら
相
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伝
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
奥
書
で
あ
る
５
４

。 
又
云 

此
寫
本
者
醍
醐
式
部
律
師
玄
慶
奉
習 

乗
願
房
私
ニ

被
付
本
也
而
自
玄
慶
大
納
改
名 

言
僧
都
御
房
覚
意
相
伝
之 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

弘
安
二
年
六
月
十
二
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

覚
意 

こ
の
奥
書
に
よ
る
と
、
覚
意
は
弘
安
二
年
六
月
十
二
日
に
玄
慶
か
ら
「
貮
捌
尊
唐
音
讃
」
を
相
伝
し
て

い
る
。
こ
の
奥
書
か
ら
は
、
ど
こ
で
相
伝
し
た
か
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
玄
慶
は
、
六
月

一
日
に
、
醍
醐
寺
観
心
院
に
お
い
て
伝
授
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
後
六
月
十
二
日
に
同
地
に
お
い
て
、

覚
意
へ
「
秘
讃
」
を
伝
授
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 

ま
た
、
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
の
「
玄
慶
相
承
事
」
と
い
う
項
目
の
玄
慶
の
声
明
の
相
承
に
纏
わ
る
場
所

の
記
述
は
す
べ
て
醍
醐
寺
観
心
院
で
あ
る
。
以
下
に
、
そ
れ
ら
の
記
述
を
挙
げ
る
。 

な
お
、
管
見
の
限
り
、
醍
醐
寺
観
心
院
以
外
に
お
け
る
玄
慶
の
伝
授
に
纏
わ
る
記
述
は
諸
資
料
に
お
い

て
な
か
っ
た
。 

左
は
、
玄
慶
が
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
を
醍
醐
寺
の
観
心
院
で
書
写
し
た
こ
と
を
示
す
奥
書
で
あ
る
。 

聲
明
集
奥
書
云
、
建
長
第
六
暦
中
呂
下
旬
候
、
於
醍
醐
寺
觀
心
院
、
撰
之
。
（
中
略
）
音
曲
沙
門
玄

慶
記
之
５
５

。 

 

次
の
文
は
、
玄
慶
が
〈
中
唄
〉
を
樹
下
上
人
宗
源
か
ら
醍
醐
寺
観
心
院
で
相
伝
し
た
こ
と
を
示
す
記
述

で
あ
る
。 

 
 

中
唄
端
書
云
、
親
奉
對
樹
下
上
人
、
相
傳
之
了
〇
寛
元
第
四
暦
蕤
賓
中
候
、
於
醍
醐
寺
觀
心
院
、
粗

評
定
之
了
〇
相
擊
宗
沙
門
玄
慶
５
６ 

 

次
は
、
玄
慶
が
醍
醐
寺
観
心
院
で
「
大
阿
闍
梨
声
明
」
を
相
伝
し
た
こ
と
を
示
す
奥
書
で
あ
る
。 

 
 

大
阿
闍
梨
聲
明
奥
書
云
、
仁
治
三
年
五
月
十
日
、
於
醍
醐
寺
觀
心
院
、
仁
賢
阿
闍
梨
、
以
所
進
上
宮

座
主
御
房
本
、
相
擊
学
者
玄
慶
５
７ 

こ
れ
ら
の
、
記
述
か
ら
玄
慶
の
声
明
の
授
受
は
、
専
ら
醍
醐
寺
観
心
院
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。 

以
上
の
隆
成
と
覚
意
が
玄
慶
か
ら
相
伝
し
た
日
付
と
玄
慶
の
声
明
の
授
受
の
場
所
を
考
慮
す
る
と
、
覚

意
は
醍
醐
寺
観
心
院
に
お
い
て
「
貮
捌
尊
唐
音
讃
」
を
玄
慶
か
ら
相
伝
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
覚
意
が
醍
醐
寺
に
赴
い
て
、
慈
業
系
大
進
上
流
を
玄
慶
か
ら
相
伝
し
て
い
た
こ
と

に
な
る
。 

 

ま
た
、
称
名
寺
所
蔵
の
『
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
』
の
覚
意
の
奥
書
に
は
、
宝
蓮
房
祐
真
の
次
の
よ
う
な

本
奥
書
が
含
ま
れ
て
い
る
５
８

。 

建
長
□
（

七

）

年
□
□
（

中

秋

）

八
日
於
實
相
寺
書
／
寫
畢
天
王
寺
聖
人
本
也
頗
以
秘
□
中
／
極
秘

也
〔 

 

（

朱

）

權

少

儈

都

〕
金
剛
佛
子
祐
□
（

真

） 

こ
れ
に
よ
る
と
、
建
長
年
間
に
宝
蓮
房
祐
真
が
堅
覚
の
書
写
本
を
実
相
寺
で
書
写
し
た
と
さ
れ
る
。
こ

の
實
相
寺
が
、
醍
醐
寺
に
あ
っ
た
実
相
寺
５
９

で
あ
る
と
す
る
と
、
宝
蓮
房
祐
真
が
醍
醐
寺
に
赴
い
て
慈

業
系
大
進
上
人
流
の
声
明
譜
を
書
写
し
た
こ
と
に
な
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
祐
真
と
覚
意
は
高
野
山
に
お
い
て
で
は
な
く
、
醍
醐
寺
で
慈
業
系
大
進
上
人
流
の

「
秘
讃
」
を
相
伝
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 
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今
ま
で
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
大
進
上
人
流
が
高
野
山
に
移
っ
て
以
後
の
高
野
山
の
声
明
家
と
醍
醐

寺
系
の
声
明
家
と
の
具
体
的
な
交
流
の
実
態
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
れ
は
、
声
明
の
相
伝
に
お
け
る
高
野
山
と
醍
醐
寺
と
の
関
係
性
の
解
明
の
糸
口
と
な
る
事
例
で
あ
る
と

い
え
る
。 

 

第
二
項 

『
声
実
抄
』
に
あ
ら
わ
れ
た
覚
意
の
情
報 

 

本
項
で
は
、
『
声
実
抄
』
か
ら
覚
意
自
身
の
口
伝
を
抽
出
し
覚
意
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
考
察
を
行

う
。 先

述
し
た
よ
う
に
、
『
声
決
書
』
で
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
考
案
は
覚
意
の
功
績
と
し
て
評
価

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
十
四
世
紀
の
後
半
に
お
い
て
は
、
覚
意
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
進
上
人
流
の

記
譜
法
と
は
異
な
る
南
山
進
流
独
自
の
記
譜
法
を
創
出
し
た
功
労
者
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
た
と

い
え
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
『
声
決
書
』
と
同
じ
く
、
十
四
世
紀
後
半
に
撰
述
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
『
声
実
抄
』
に
は
、

「
覚
云
」
で
始
ま
る
口
伝
が
二
十
箇
所
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
本
項
で
は
、
こ
の
覚
意
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
「
覚
云
」
の
口
伝
に
よ
っ
て
覚
意
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。 

 

第
一
目 

般
若
房
定
意
の
自
筆
の
声
明
本
の
存
在 

 

『
声
実
抄
』
に
は
、
般
若
房
の
自
筆
の
『
声
明
本
』
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
「
覚
云
」
と
す
る
口
伝

が
二
つ
あ
る
。 

 

（
№
１
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
四
上
） 

覚
云
。
世
ノ

博
士
ニ

付
テ

般
若
房
ノ

自
筆
ノ

本
ニ

ハ

二
説
有
リ

。
一
説
ニ

ハ

如
レ

常
ノ

上
ノ

宮
甲
ニ

付
ク

。
一
説
ハ

徵
ノ

音
ニ

付
是
ハ

乙
也
。
此
云
何
唄
ノ

如
ク

ヲ

引
キ

畢
ル

也
。 

 

（
№
２
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
二
三
下
） 

覚
云
。
我
泉
ノ

師
語
云
。
進
ノ

様
ニ

ハ

阿
弥
陀
讃
ニ

博
士
無
レ

之
、
相
應
院
ニ

ハ

在
レ

之
。
又
相
應

院
ニ

ハ

九
條
錫
丈
ニ

無
二

博
士
一

。
進
ノ

様
ノ

博
士
用
レ

之
云

云

爰
般
若
房
自
筆
ノ

聲
明
集
ヲ

見
ニ

。

阿
弥
陀
ノ
讃
ニ

博
士
ヲ

付
テ

孕
テ

相
應
院
ノ
博
士
付
ヶ
レ

之
ヲ

書
給
ヘ

リ

。
是
ノ

詞
ヲ

以
テ
我
師
ノ

物
語
ヲ

思
ヘ

ハ

符
号
ス

。
進
ノ

様
ニ

阿
彌
陀
ノ
讃
ニ

無
二

博
士
一

。
今
ノ

進
ノ

様
ノ

聲
明
集
ニ

付
タ

ル
ハ
相
應
院
ノ

様
也
。
云

云

又
云
。
阿
弥
陀
ノ
讃
ハ
呂
律
交
テ

付
。
文
殊
ノ

讃
唯
律
也
云

云

又
云
。

阿
彌
陀
ノ
讃
。
ナ
ウ
ホ
ミ
タ
ハ
ヤ
ノ
ヤ
ヲ
ソ
ラ
セ
ハ
律
ニ

ナ
ル
。
ス
ク
ナ
レ
ハ
呂
也
。
故
ニ

先
ツ

始

ハ

呂
ス
ヘ
キ
間
タ

ソ
ラ
ス
。
第
三
句
目
ノ

迦
ラ
ヤ
テ
ハ
呂
ニ

ス
ヘ
キ
也
。 

 

な
お
（
№
２
）
の
口
伝
は
、
本
章
第
一
節
第
三
項
で
大
進
上
人
流
の
『
声
明
集
』
を
考
察
す
る
た
め
に

提
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（
№
１
）
の
口
伝
に
は
「
般
若
房
ノ

自
筆
ノ

本
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
口
伝
は
〈
如
来
唄
〉
の
記
譜

に
つ
い
て
の
指
南
な
の
で
、
「
般
若
房
ノ

自
筆
ノ

本
」
は
明
ら
か
に
『
声
明
集
』
を
指
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
し
た
が
っ
て
（
№
１
）
と
（
№
２
）
は
両
方
と
も
、
覚
意
が
般
若
房
定
意
の
自
筆
の
『
声
明
集
』

を
見
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
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先
述
の
よ
う
に
『
声
決
書
』
で
は
覚
意
は
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
声
明
の
相
伝
を
受
け
る
以
前
に
、
般
若
房

定
意
の
下
で
声
明
を
相
伝
し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
、
覚
意
が
般
若
房
定
意
の
自
筆
の
声
明
譜
を
み
る
事

の
で
き
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
あ
り
得
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
二
目 
相
応
院
流
の
指
南 

 
 

『
声
実
抄
』
に
は
、
高
野
山
の
指
南
と
仁
和
寺
の
指
南
を
対
比
し
た
次
の
二
つ
の
口
伝
が
あ
る
。 

 

（
№
１
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
四
下
） 

覚
云
。
高
野
様
ニ

得
長
ノ

得
ト

同
様
ス

ル

也
云

云

爾
ヲ

仁
和
寺
ニ

ハ

金
剛
ト

上
ル

也
。
是
如
来
唄
ノ

世
ノ

博
士
ニ

當
ル

也
。
所
詮
云
何
唄
ト

如
来
唄
ト

二
説
ヲ

影
略
ス

ル

也
。 

 

（
№
２
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
一
三
下
～
一
四
上
） 

覚
云
。
五
悔
ノ

始
ノ

四
字
ニ

ハ

段
段
無
二

拍
子
一

。
門
ノ

音
ノ

地
ニ

ハ

有
二

拍
子
一

者
也
。
又
云
。

勸
請
之
高
野
ニ

ハ

始
ノ
句
ヲ

ハ

導
師
皆
唱
フ

。
准
セ

ハ

二

後
後
ニ

一

遮
那
ニ

ウ
ツ
ラ
ハ
諸
衆
同
ク

付

ク

ヘ
シ
。
他
所
爾
也
。
又
餘
處
ニ

ハ

三
力
禮
佛
皆
取
二

次
第
ヲ

一

。
高
野
ニ

ハ

不
レ

爾
。
餘
處
ト

者

多
分
仁
和
寺
ノ

相
應
院
也
。
或
云
。
常
ニ

ス
ル
様
ニ

ハ

博
士
ニ

不
レ

合
歟
。
ハ
カ
セ
ハ
門
ト

ア
ル
ヘ

シ
。
仍
テ

三
寶
院
ノ

先
徳
ノ

口
傳
ニ

自
下
ア
ル
ヘ
シ
ト
云
リ
。
自
下
ト
ハ
散
華
ニ

多
シ

等
也
。 

 

こ
れ
ら
の
口
伝
は
、
進
流
と
相
応
院
流
の
指
南
が
対
比
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
覚
意
は
、
相
応
院
流
の

指
南
に
つ
い
て
も
精
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
覚
意
の
時
代
に
は
、
高
野
山
に
お
い
て
相
応

院
流
が
当
然
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
三
目 

故
実
の
知
識 

 

『
声
実
抄
』
に
は
、
守
覚
法
親
王
の
時
代
に
つ
い
て
の
故
実
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
次
の
二
つ
の
口
伝

が
あ
る
。 

 

（
№
１
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
二
一
上
） 

覚
云
。
仁
和
寺
ノ

治
浦
ノ

法
印
能
覚
。
北
院
御
室
師
範
時
初
メ

參
上
ノ

時
ハ

。
吉
慶
ノ

盡
未
來
際
四

礙
智
ノ

長
短
ノ

不
同
ヲ

申
ケ
ル
ニ
。
初
度
ハ

盡
未
來
際
ヲ

ハ

長
ニ

。
四
無
礙
ヲ

ハ

短
ニ
ス

ル

申
シ

。

後
ノ
度
ハ
盡
未
來
等
ヲ
短
ニ
ト
申
タ
リ
ケ
レ
ハ
。
北
院
老
已
至
歟
ト

被
レ

仰
ケ
リ
ト
云

云

。 

 

（
№
２
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
二
四
上
） 

覚
云
。
北
院

亦
名
大
聖
院

宗
覺
法
親
王

之
御
時
。
進
上
人
ヲ
召
シ

テ

聲
明
ノ

御
談
義
七
十
日
計
ア
リ
。
自
レ

其
相
應
院

ノ
一
流
定
メ
置
ク

。
御
談
義
ノ

之
間
人
人
十
五
人
也
。
其
中
ニ

進
上
人
弟
子
紀
ノ

上
人
具
サ

ニ

ス

レ

之
ヲ

。
上
月
房
ハ

進
ノ

上
人
二
月
房
御
弟
子
ナ

レ

ト

モ

御
室
ヘ

ハ

不
レ

寂
也
。
進
ノ

聖
上
月
房
同
ク

中
ノ

河
人
也
。
又
進
ノ

弟
子
ニ

法
嚴
房
ア
リ
。
天
王
寺
信
法
院
ノ

行
基

建
立

圓
禪
房
ハ

法
嚴
房
ヘ

習
也
。
紀

上
人
ハ

三
寶
院
先
師
正
等
房
ノ

檢
挍
ノ

時
ノ

人
ナ
リ
。
爲
二

灌
頂
堂
ノ

一

虚
空
藏
院
ヲ

建
立
ス

。
又

聲
明
ノ

大
事
等
正
等
房
ニ

付
屬
云

云

。 
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こ
れ
ら
の
口
伝
は
、
十
三
世
紀
後
半
の
真
言
声
明
の
歴
史
的
状
況
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
も
の
で
あ

る
。 一

つ
目
の
口
伝
に
よ
っ
て
、
能
覚
が
守
覚
法
親
王
の
声
明
の
師
匠
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

も
う
一
つ
の
口
伝
は
先
述
し
た
『
声
実
抄
』
に
お
い
て
は
守
覚
法
親
王
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
と
さ
れ
て

い
る
声
明
会
議
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
初
期
の
大
進
上
人
の
系
譜
に
つ
い
て
明
か
す
古
い
伝
承
だ

と
考
え
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
覚
意
が
大
進
上
人
流
の
伝
承
を
も
担
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

第
四
目 

醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
の
認
識 

 

『
声
実
抄
』
に
は
、
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
の
口
伝
が
あ
る
。 

覚
云
。
文
殊
ノ

讃
ヲ

醍
醐
ニ

ハ

秘
シ

テ

聲
明
集
ニ

雖
レ

載
ス

ト

奥
ニ

書
レ

之
ヲ

。
阿
弥
陀
ノ

讃
ヲ

ハ

尚
ヲ

秘
シ

テ

不
レ

載
セ

。
又
文
殊
讃
ヲ
ハ
名
二

淸
涼
讃
ト

モ

一

也
。
例
セ

ハ

云
何
唄
ト

云
如
シ

。
又

依
二

住
處
一

ナ
リ
６
０ 

こ
の
口
伝
か
ら
、
覚
意
が
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
も
詳
し
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
先
述
し

た
よ
う
に
覚
意
は
、
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
を
書
写
し
た
玄
慶
か
ら
「
秘
讃
」
を
醍
醐
寺
に
お
い
て
相
伝

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
覚
意
が
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
に
精
通
し
て
い
た
可
能
性
も
あ

る
。 

 

な
お
、
他
に
も
『
声
実
抄
』
に
は
「
覚
云
」
と
し
て
、
他
流
の
情
報
６
１

や
、
作
法
等
の
指
南
６
２

が

多
数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
覚
意
は
、
般
若
房
定
意
の
自
筆
の
『
声
明
集

』
、

相
応
院
流
の
指
南
、
守
覚
法
親
王
の

時
代
の
故
実
、
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
等
に
精
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
声
実
抄
』

に
お
い
て
、
大
進
上
人
流
の
み
な
ら
ず
、
真
言
声
明
や
法
会
の
故
実
に
通
達
し
た
人
物
と
し
て
の
覚
意
の

姿
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
覚
意
の
口
訣
は
、
真
言
声
明
の
口
訣
と
し
て
は
現
在
確
認
で
き
る

最
古
層
に
属
す
る
も
の
な
の
で
、
鎌
倉
期
以
前
の
真
言
声
明
の
状
況
を
伝
え
る
大
変
貴
重
な
情
報
源
と
な

る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
『
声
実
抄
』
の
口
伝
に
お
い
て
、
「
覚
云
」
の
情
報
量
は
群
を
抜
い
て
い
る
。
多
く
の
「
覚
云
」

の
情
報
を
『
声
実
抄
』
の
撰
者
が
掲
載
し
た
の
は
、
十
四
世
紀
末
に
覚
意
の
口
伝
が
多
く
残
っ
て
お
り
か

つ
重
視
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
代
、
覚
意
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
考
案
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
声
明

に
関
わ
る
様
々
な
事
柄
に
精
通
し
た
達
匠
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

第
三
項 

「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
記
譜
法 

 

第
一
目 

慈
業
系
大
進
上
人
流
の
記
譜
法 

 

覚
意
以
前
に
書
写
さ
れ
た
南
山
進
流
の
声
明
譜
は
現
在
ま
で
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
後
世
の
伝
授
譜
、

口
訣
書
、
声
明
血
脈
等
に
よ
っ
て
覚
意
以
前
の
上
記
の
声
明
家
達
の
系
譜
が
知
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ



68 
 

る
。
つ
ま
り
、
高
野
山
に
は
先
に
み
て
き
た
系
譜
を
確
定
す
る
鎌
倉
期
以
前
に
書
写
さ
れ
た
伝
授
譜
は
残

っ
て
お
ら
ず
、
南
山
進
流
の
系
譜
は
主
に
室
町
期
以
降
の
資
料
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

る
。 こ

の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
覚
意
以
前
の
南
山
進
流
の
実
際
の
音
曲
・
記
譜
法
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い
な
い
。 

た
だ
し
、
新
井
〔
一
九
九
九
〕
に
よ
る
と
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
用
い
て
翻
譜
し
直
す
前
の
南
山

進
流
の
従
来
の
記
譜
法
は
、
大
進
上
人
流
の
そ
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
６
３

。 

南
山
進
流
の
前
身
の
大
進
上
人
流
系
統
の
声
明
譜
の
記
譜
法
は
、
覚
意
と
は
直
接
関
係
が
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
る
醍
醐
寺
所
蔵
の
資
料
に
よ
っ
て
解
明
の
糸
口
が
見
い
だ
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
慈

業
系
大
進
上
人
流
の
声
明
譜
で
あ
る
。 

つ
ま
り
、
現
在
、
観
験
系
大
進
上
人
流
の
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
様
式
の
声
明
譜
は
高
野
山
に

現
存
し
て
い
な
い
が
、
醍
醐
寺
に
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
覚
意
以
前
の
様
式
の
声
明
譜
が
残
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
醍
醐
寺
の
資
料
に
よ
っ
て
、
大
進
上
人
流
の
元
々
の
記
譜
法
が
明
ら
か
に
な
り

つ
つ
あ
る
。 

そ
の
声
明
譜
に
は
、
「
干
」
「
五
」
「
上
」
「
夕
」
「
中
」
「
下
」
「
六
」
の
笛
の
七
つ
の
音
孔
名
が

博
士
に
付
さ
れ
て
い
る
（
図
１
参
照
６
４

）。 

そ
し
て
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
声
明
譜
の
博
士
の
骨
格
を
博
士
図
に
帰
納
し
た
も
の
が
図
２
で
あ
る

６
５

。
な
お
、
こ
の
博
士
図
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
書
写
さ
れ
た
も
の
を
参
考
と
し
作
図
し
た
と

さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
様
の
博
士
図
が
、
慈
業
の
十
三
世
紀
前
半
の
『
呂
律
抄
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
と
い
う
６
６

。 

 

図
１ 

横
笛
図
（
新
井
〔
一
九
九
六

〕
） 

図
２
平
調
笛
譜
帰
納
博
士
図
（
新
井
〔
一
九
九
六

〕
） 

 
 

 
 

 
 

 

な
お
、
『
声
実
抄
』
に
よ
る
と
、
こ
の
笛
の
音
孔
名
が
付
さ
れ
た
博
士
は
高
野
山
に
お
い
て
も
使
用
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
述
べ
る
。 

 

第
二
目 

任
賢
の
記
譜
法 
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「
醍
醐
流
」
の
声
明
の
基
盤
を
作
っ
た
と
さ
れ
る
６
７

醍
醐
寺
座
主
の
勝
賢
（
一
一
三
八
～
一
一
九
六
）

の
弟
子
の
任
賢
（
一
一
八
七
以
前
～
一
二
一
八
以
降
）
は
「
五
音
博
士
」
を
用
い
た
記
譜
法
を
考
案
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
記
譜
法
は
、
笛
の
音
孔
名
で
は
な
く
、
「
宮
」
「
商
」
「
角
」
「
徵
」
「
羽
」
の
五
音
を
配
し
た

博
士
図
に
基
づ
い
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
博
士
図
に
基
づ
く
博
士
を
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
と

呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
を
博
士
図
に
帰
納
し
た
も
の
が
図
３
「
任
賢
様
の
博
士
図
」
６
８

で
あ
る
。
こ
の
図

で
は
、
「
宮
」
が
詞
章
の
左
下
か
ら
真
下
へ
、
「
商
」
「
角
」
「
徵
」
が
詞
章
の
真
横
か
ら
水
平
に
、

「
羽
」
が
詞
章
の
左
上
か
ら
左
斜
め
上
に
出
て
い
る
。 

こ
の
博
士
図
は
、
遍
智
院
二
品
親
王
聖
尊
（
一
三
〇
三
～
一
三
七
〇
）
の
『
音
律
菁
華
集
６
９

』
の
中

に
醍
醐
様
の
博
士
図
と
し
て
み
ら
れ
る
の
で
、
当
書
が
書
写
さ
れ
た
元
弘
二
年
（
一
三
三
二
）
以
前
に
既

に
存
在
し
て
い
た
。 

 

図
３ 

任
賢
様
の
博
士
図 

 
 

 

 

な
お
、
任
賢
自
ら
が
記
譜
し
た
声
明
譜
は
残
っ
て
い
な
い
。
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ

れ
て
い
る
の
が
醍
醐
寺
の
心
海
（
一
二
三
四
以
前
～
一
二
四
一
～

）
、

玄
慶
（
一
二
一
八
～
一
二
九
八
）

そ
れ
ぞ
れ
が
編
纂
し
た
『
声
明
集
』
で
あ
る
。
心
海
が
編
纂
し
た
『
声
明
集
７
０

』
（
一
二
三
四
年
編
纂
）

も
玄
慶
が
編
纂
し
た
『
声
明
集
７
１

』
（
一
二
五
四
年
編
纂
）
も
と
も
に
新
井
〔
一
九
九
六
〕
で
は
『
声

明
集
』
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 

 

第
三
目 

高
野
山
の
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
記
譜
法 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、
高
野
山
に
は
一
二
三
五
年
に
大
進
上
人
流
の
本
拠
地
が
中
川
か
ら
移
る
前
か
ら
観

験
系
大
進
上
人
流
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
高
野
山
に
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」

以
前
の
声
明
譜
が
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
ど
の
よ
う
な
記
譜
法
が
高
野
山
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
の

か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

先
述
し
た
醍
醐
寺
所
蔵
の
心
海
の
『
声
明
集
』
に
は
観
験
の
記
録
と
み
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に

よ
っ
て
観
験
が
『
声
明
集
』
系
の
譜
本
を
相
伝
し
て
い
た
可
能
性
を
新
た
に
指
摘
で
き
る
７
２

。
も
し
そ

う
で
あ
る
な
ら
ば
、
高
野
山
の
『
声
明
集
』
系
の
譜
本
は
観
験
か
ら
派
生
し
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。 

し
か
し
、
高
野
山
に
現
存
す
る
『
声
明
集
』
系
の
譜
本
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ

た
も
の
し
か
残
っ
て
い
な
い
の
で
、
観
験
が
い
か
な
る
記
譜
法
を
用
い
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。 

さ
ら
に
、
観
験
以
降
の
勝
心
、
憲
海
（
～
一
二
三
四
～
一
二
五
七
～

）
、

般
若
房
定
意
な
ど
の
観
験
系
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大
進
上
人
流
の
諸
師
達
の
用
い
て
い
た
記
譜
法
に
つ
い
て
も
分
か
っ
て
い
な
い
。 

ま
た
、
高
野
山
に
現
存
す
る
「
秘
讃
」
の
譜
本
も
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
た
も
の

し
か
残
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
以
前
の
高
野
山
の
諸
師
が
い
か
な
る
記
譜
法
に
よ
っ
て
「
秘

讃
」
を
記
譜
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
が
、
次
に
示
す
よ
う
に
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以

前
の
高
野
山
の
記
譜
法
を
伝
え
る
事
例
を
二
例
確
認
で
き
た
。 

 

（
№
１
）
慈
鏡
撰
『
声
決
書
』
応
永
三
年
（
一
三
九
六
年
） 

進
流
醍
醐
大
原
此
三
流
之
声
明
ハ

以
二

横
笛
之
譜
ヲ

一

造
ル

レ

之
ヲ

。
相
応
二
流
ト
菩
提
院

西
方
院

妙
音
院
ト

ノ

三
流
ノ

声
明
ハ

以
二

琴
譜
ヲ

一

造
レ

リ

レ

之
７
３

。 

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
大
進
上
人
流
と
醍
醐
流
は
笛
の
譜
を
使
用
し
て
博
士
を
記
譜
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

（
№
２
）
「
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
」 

こ
の
資
料
は
、
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
」
の

曲
譜
で
あ
り
、
「
伽
陀
秘
讃
類
」
の
中
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
当
資
料
の
書
誌
を
示
す
。 

「
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
。
資
料
名
「
伽
陀
秘
讃
類
」
（
普
―
金
フ
ィ
ル
ム
番
号
２５９

―

０１

） 

嘉
暦
四
（
一
三
二
九
）
年
、
融
済
書
写
。
二
紙
。
装
丁
不
詳
。
法
量
不
詳
。 

〔
奥
書
〕
嘉
暦
四
年
正
月
十
七
日
於
高
野
山
一
心
院
奥
坊
書
写
畢 

権
律
師
融
済 

当
資
料
の
奥
書
に
よ
る
と
、
当
資
料
は
嘉
暦
四
年
（
一
三
二
九
）
に
高
野
山
の
一
心
院
で
融
済
が
書
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
左
は
当
曲
の
最
後
の
十
二
詞
章
と
そ
の
博
士
で
あ
る
。 

 

「
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
」
「
瞢
〜
也
」 

 

 

 

こ
の
「
瞢
」
の
下
に
は
「
円
禅
房
方
」
つ
ま
り
堅
覚
の
伝
、
さ
ら
に
は
快
全
の
伝
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
「
也
」
の
下
に
は
「
進
聖
人
様
」
つ
ま
り
大
進
上
人
宗
観
の
様
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
堅
覚
、

快
全
は
大
進
上
人
流
の
流
れ
を
汲
む
人
物
で
あ
る
。 

こ
の
博
士
の
帰
納
博
士
図
を
、
左
に
示
し
た
称
名
寺
所
蔵
の
「
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
７
４

」
の
同
一
詞

章
の
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
る
記
譜
を
参
考
に
し
て
作
成
し
、
図
４

「
〈

吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
帰

納
博
士
図
」
と
し
て
提
示
す
る
。 

 

「
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
」
「
瞢
〜
也
」
（
称
名
寺
蔵
） 
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図
４
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
帰
納
博
士
図 

 
 

 

 

こ
の
博
士
図
は
、
図
３
の
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
の
よ
う
に
「
羽
」
の
位
置
が
詞
章
の
左
上
か
ら
斜
め

に
で
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
宮
」
の
位
置
は
「
詞
章
」
の
左
下
か
ら
真
っ
直
ぐ
下
に
向
い
て
お
ら
ず
、
斜

め
下
に
出
て
い
る
。
こ
れ
が
大
進
上
人
流
の
様
の
博
士
図
で
あ
る
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
こ
の
一
例
か

ら
だ
け
で
は
判
断
で
き
な
い
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
高
野
山
で
大
進
上
人
流
所
伝
の
記
譜
法
が
使
用
さ
れ

て
い
た
形
跡
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
図
２
の
慈
業
系
の
博
士
図
と
も
図
３
「
任
賢
の
博
士
図
」

と
も
相
違
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
に
は
統
一
的
な
記
譜
法
が

確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
規
範
と
な
る
新
し
い
記
譜
法
の
考
案
が
俟
た
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
四
目 

『
声
実
抄
』
の
「
笛
の
図
」 

 

『
声
実
抄
』
に
は
「
笛
の
図

」
、

つ
ま
り
笛
の
音
孔
名
が
付
さ
れ
て
い
る
博
士
に
つ
い
て
の
記
述
が
六

箇
所
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
一
箇
所
ず
つ
原
文
ま
た
は
博
士
を
示
し
、
考
察
を
行
う
。 

 （
№
１
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
四
下
〜
五
上
） 

般
若
房
本
事
ノ

声
明
ニ

笛
ノ

圖
被
レ

付
。
答
申
。
答
サ
モ
ヤ
ア
リ
ツ
ラ
ヌ
ト
モ
當
時
不
二

流
布
一

。

但
或
ハ

顧
二

其
恐
ヲ
一

終
ニ

無
二

笛
圖
一

云

云 

こ
の
箇
所
の
口
訣
の
主
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
般
若
房
定
意
が
「
本
事
の
声
明
」
に
笛

の
音
孔
名
が
付
さ
れ
て
い
る
博
士
を
記
譜
し
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
問
答
で
あ
る
。 

問
に
対
し
て
、
般
若
房
定
意
は
最
初
笛
の
音
孔
名
に
よ
っ
て
博
士
の
記
譜
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、

現
在
流
布
し
て
い
な
い
の
で
そ
の
こ
と
は
分
か
ら
ず
、
流
布
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
て
な
の
か
最
終
的
に
笛

の
音
孔
名
の
博
士
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
と
答
え
ら
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
本
事
の
声
明
」
が
何
を
指
し
示
す
か
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 

（
№
２
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
七
下
〜
八
上
） 
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細
谷
（
中
略
）
又
云
。
高
野
ノ

散
華
ノ

笛
ノ

圖
ハ

在
ノ

終
ヲ

ハ
子
タ
ル
様
ニ

見
タ

リ

。
是
ハ

ヲ
サ
エ

タ
リ
ト
見
タ

リ

然
ヲ

声
明
集
ニ

ハ
ネ
テ
付
ク

是
レ

誤
リ

歟
。
仍
テ

在
ヲ

ヲ
サ
ヘ
テ
有
ヲ

ス
ル
ハ
其
聞

キ

善
シ

。
又
在
ト

道
ト

ノ

中
ヲ

勿
レ

切
其
由
歟
。
在
ト

有
ト

ヲ

一
気
ノ

様
ニ

ユ
ル
人
ア

リ

。
ヲ
サ
ウ

ル
ヨ
リ
モ
其
聞
キ
劣
レ

リ

ト

云

云 

こ
れ
は
〈
散
華
〉
に
つ
い
て
の
口
訣
で
あ
る
。
こ
の
口
訣
は
、
高
野
山
の
細
谷
恵
海
（
十
三
世
紀
）
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
口
訣
に
よ
っ
て
高
野
山
で
は
「
笛
ノ

圖
」
の
博
士
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
及
び

そ
の
高
野
山
の
「
笛
ノ

圖
」
の
〈
散
華
〉
の
「
在
」
の
末
の
箇
所
の
博
士
の
付
け
様
は
恵
海
が
み
て
い
る

『
声
明
集
』
と
同
様
に
「
ハ
子
テ
」
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

な
お
、
左
記
の
博
士
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
在
」
の
博
士
で
あ
る
。
『
声
実
抄
』
に
は
こ
れ
と
同
じ

博
士
が
「
是
」
の
博
士
と
し
て
口
訣
の
文
章
の
行
間
に
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
博
士
の
末
の
箇
所

は
「
ハ
子
テ
」
い
な
い
よ
う
に
み
え
る
。 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
〈
散
華
〉
「
在
」
（
ｅ
―
４
）
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
） 

 

 

（
№
３
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
八
下
） 

私
手
モ

實
モ

同
シ

商
ナ

レ

ト

モ

手
ニ

ソ
ラ
サ
ス
實
ニ

ハ

ソ
ラ
ス
所
謂
般
若
房
ノ

笛
ノ

圖
ニ

手
ニ

ハ

六

ヲ

付
ケ

實
ニ

ハ

下
ヲ

付
ク

是
一
律
ノ

不
同
ナ
リ
。 

こ
れ
は
、
左
記
の
上
段
に
示
し
た
〈
三
条
錫
杖
〉
に
つ
い
て
の
口
訣
で
、
「
私
」
と
あ
る
の
で
撰
者
の

文
言
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
声
実
抄
』
〈
錫
杖
〉
「
手
執
實
道
」 

 
 

 

図
５
『
声
実
抄
』
「
笛
ノ

圖
」
〈
錫
杖
〉
帰
納
博
士
図 

（
続
真
三
〇
・
八
下
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

般
若
房
の
「
笛
ノ

圖
」
の
「
手
」
に
は
笛
の
音
孔
名
の
「
六
」
＝
「
一
越

」
、

「
實
」
に
は
「
下
」
＝

「
上
無
」
が
付
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
般
若
房
の
「
笛
ノ

圖
」
に
は
、
実
際
に
「
六
」

「
下
」
の
二
つ
の
音
孔
名
が
付
さ
れ
て
い
る
博
士
が
記
譜
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
〈
錫
杖
〉

は
「
盤
渉
調
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
盤
渉
調
」
の
大
進
上
人
流
の
笛
の
博
士
図
を
示
す
と
図
５
と

な
る
。
「
六
」
は
「
嬰
商

」
、

「
下
」
は
「
商
」
と
な
る
。
お
そ
ら
く
、
「
般
若
房
ノ

笛
ノ

圖
」
は
右
に

示
し
た
図
５
の
よ
う
な
帰
納
博
士
図
に
基
づ
い
て
記
譜
さ
れ
て
い
た
の
で
、
同
じ
「
商
」
で
あ
る
「
六
」

と
「
下
」
を
書
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
右
に
示
し
た
〈
錫
杖
〉
の
「
實
」
の
「
商
」
の
博
士
に
は
「
ソ
ル
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
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「
商
」
は
始
音
の
「
下
」

（
「

上
無

」
）

か
ら
「
ソ
ル
」
こ
と
に
よ
っ
て
一
律
音
が
上
が
り
「
六
」

（
「

一
越

」
）

に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
『
声
実
抄
』
の
「
手
」
の
「
商
」
は

最
初
か
ら
「
六
」
な
の
で
、
「
ソ
ラ
サ
ス

」
、

一
方
「
實
」
の
「
商
」
は
一
律
低
い
「
下
」
な
の
で
「
ソ

ラ
ス
」
と
そ
れ
ぞ
れ
指
南
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
№
４
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
一
九
下
） 

已
下
讃
等
ノ

ハ
カ
セ
以
レ

之
可
二

準
知
一

。
此
博
士
ノ

様
ハ

聲
明
ノ

最
初
笛
ノ

圖
ヲ

以
付
初
タ

ル

ス

カ
タ
也 

こ
れ
は
〈
四
智
梵
語
〉
に
つ
い
て
の
口
訣
で
あ
る
。
こ
の
口
訣
の
直
前
に
は
、
左
記
に
示
し
た
笛
の
音

孔
名
が
付
さ
れ
た
博
士
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
〈
四
智
梵
語
〉
の
「
笛
譜
」
７
５

が
あ
る
。 

こ
の
博
士
が
、
口
訣
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
聲
明
ノ

最
初
笛
ノ

圖
ヲ

以
付
初
タ

ル

ス
カ
タ
」

で
あ
る
な
ら
ば
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
記
譜
法
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
も
の
と
い
え
る
。 

 

『
声
実
抄
』
〈
四
智
梵
語
〉
「
笛
譜
」
（
続
真
三
〇
・
一
九
上
） 

 

今
回
は
、
こ
の
〈
四
智
梵
語
〉
の
博
士
と
比
較
す
る
た
め
に
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て

い
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
中
か
ら
右
の
「
笛
譜
」
に
対
応
す
る
博
士
を
抜
き
出
し
て
左
に
示
し
た
。 

な
お
、
『
声
実
抄
』
で
は
「
笛
ノ

圖
（
笛
ノ

圖
に
基
づ
く
記
譜
法

）
」

と
明
示
さ
れ
た
博
士
は
当
所
と

後
述
す
る
〈
東
方
讃
〉
だ
け
に
見
ら
れ
る
。 

 

ま
た
、
『
声
実
抄
』
に
は
、
右
の
「
笛
譜
」
の
博
士
に
先
だ
っ
て
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
博
士
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
左
記
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

因
み
に
、
『
声
実
抄
』
は
〈
四
智
梵
語
〉
の
一
部
の
詞
章
・
博
士
だ
け
を
抜
き
出
し
て
掲
載
し
、
口
訣

を
含
む
解
説
を
加
え
て
お
り
、
曲
全
体
に
亘
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
〈
四
智
梵
語
〉
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
） 
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ま
ず
、
反
音
箇
所
に
つ
い
て
比
較
を
行
う
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
、
〈
四
智
梵
語
〉
は
「
唵
」
か
ら
「
摩
」
の
一
字
前
の
「
達
」
ま
で
「
呂

」
、

「
摩
」
か
ら
そ
の
三
字
後
の
「
那
」
の
途
中
ま
で
「
律

」
、

「
那
」
の
途
中
か
ら
「
麽
」
の
一
字
前
の

「
羯
」
ま
で
「
呂

」
、

「
麽
」
か
ら
「
嚕
」
の
次
の
字
の
「
婆
」
ま
で
「
律

」
、

「
婆
」
の
次
の
字
の

「
嚩
」
で
「
呂
」
と
な
り
終
曲
す
る
。 

『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
の
「
呂
」
「
律
」
の
箇
所
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
対
応
し
て
い
る
。
何
故

な
ら
、
「
笛
譜
」
は
「
摩
」
に
お
い
て
、
博
士
に
付
さ
れ
て
い
る
音
名
が
短
三
度
上
が
っ
た
音
名
に
変
わ

る
か
ら
で
あ
る
（
干
＝
平
調
＝
Ｅ
→
夕
＝
黄
鐘
＝
Ａ

）
。

す
な
わ
ち
、
「
笛
譜
」
の
「
唵
嚩
曰
羅
薩
」

「
糵
羅
」
「
拏
」
は
「
呂

」
、

「
摩
」
「
麽
」
「
嚕
」
は
「
律
」
の
箇
所
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

次
に
、
音
高
に
つ
い
て
比
較
す
る
。 

『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
の
「
嚩
」
は
「
六
」

（
「

一
越

」
）

で
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は

「
商
」

（
「

盤
渉
調
」
の
「
嬰
商
」
＝
「
一
越

」
）

で
あ
る
。 

そ
し
て
、
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
に
お
い
て
「
摩
」
の
反
音
箇
所
で
「
夕
」

（
「

黄
鐘

」
）

に
な
る
。

一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
、
こ
の
箇
所
は
、
「
盤
渉
調
」
の
「
嬰
羽
」
（
＝
「
黄
鐘

」
）

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
両
者
と
も
音
高
は
一
致
す
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
同
様
に
「
呂
」
の
「
一
越
調
」
の

反
音
曲
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
の
「
呂
」
の
箇
所
は
、

「
一
越
調
」
の
「
乙
様
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
は
「
双
調
」

で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

続
い
て
、
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
の
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
検
討
す
る
。 

『
声
実
抄
』
の
「
笛
ノ

圖
」
は
ど
の
よ
う
な
博
士
の
骨
格
を
基
に
作
成
さ
れ
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
に
示
唆
を
与
え
る
の
が
、
先
述
し
た
醍
醐
寺
の
心
海
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
。
『
声
実
抄
』
の

「
笛
譜
」
に
対
応
す
る
心
海
の
『
声
明
集
』
の
詞
章
と
博
士
を
次
頁
に
示
し
た
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、

「
摩
」
以
前
の
「
呂
」
の
箇
所
の
記
譜
が
極
め
て
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
前
述
し
た
よ
う
に
心
海
の
『
声

明
集
』
は
「
任
賢
の
図
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
は
「
任

賢
様
の
図
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。 

し
か
し
、
心
海
の
『
声
明
集
』
と
『
声
実
抄
』
は
と
も
に
、
「
摩
」
以
下
の
「
律
」
の
箇
所
が
ど
の
よ

う
な
博
士
の
骨
格
を
基
に
し
て
い
る
の
か
不
明
な
の
で
、
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
て

い
る
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 
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心
海
本
『
声
明
集
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
八
函
一
一
三
號
） 

 

 

さ
ら
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
に
『
声
実
抄
』
の
別
の
口
訣
を
検
討
す
る
。 

す
な
わ
ち
『
声
実
抄
』
の
〈
吉
慶
漢
語
〉
第
三
段
の
「
金
」
に
つ
い
て
の
口
訣
の
中
で 

醍
醐
五
音
ノ

圖
聲
花
抄
ニ

委
細
見
タ

リ

７
６ 

と
し
た
後
に
、
左
の
図
６
の
博
士
図
と
口
訣
を
載
せ
て
い
る
。 

 

図
６ 

醍
醐
様
博
士
図 

（
続
真
三
〇
・
二
〇
下
） 

 
 

 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
二
一
上
） 

私
云
今
此
書
多
分
此
圖
ノ

博
士
見
タ

リ

。
然
者
進
ノ

様
之
根
本
是
也
。
如
レ

是
商
角
徵
一
體
ニ

見
テ

位
甚
異
也
能
々
可
レ

思
レ

之
也
云

云 

 

「
此
書
」
つ
ま
り
「
聲
花
抄
」
と
は
、
聖
尊
の
撰
し
た
『
音
律
菁
華
集
』
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
『
音
律
菁
華
集
』
に
も
図
６
と
同
一
の
博
士
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
る

と
図
６
の
「
醍
醐
様
」
の
博
士
図
つ
ま
り
「
任
賢
様
の
博
士
図
」
は
「
進
ノ

様
之
根
本
」
と
い
う
こ
と
に

な
る
。 

ま
た
、
冒
頭
に
示
し
た
『
声
実
抄
』
〈
四
智
梵
語
〉
の
口
訣
で
は
「
聲
明
ノ

最
初
笛
ノ

圖
ヲ

以
付
初
タ

ル

ス
カ
タ
」
と
さ
れ
、
ま
た
同
書
に
お
い
て
「
醍
醐
様
」
の
博
士
が
「
進
ノ

様
之
根
本
」
と
さ
れ
、
さ
ら

に
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
の
「
呂
」
の
箇
所
が
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
と
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
は
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。 

た
だ
し
、
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
は
「
五
音
」
が
博
士
に
付
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
声
実
抄
』

「
笛
譜
」
の
博
士
に
は
「
干
」
「
五
」
「
上
」
「
夕
」
「
中
」
「
下
」
「
六
」
の
七
声
が
付
さ
れ
て
い
る

の
で
、
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
が
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
を
基
に
記
譜
さ
れ
て
い
る
と
断
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
。 

な
お
、
『
声
実
抄
』
の
「
笛
譜
」
の
「
呂
」
の
箇
所
を
先
の
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
の

〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
を
参
考
に
し
て
帰
納
す
る
と
、
前
記
の
図
４
の
帰
納
博
士
図
と
一
致
す
る
。 
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「
任
賢
様
の
博
士
図
」
と
図
４
の
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
の
帰
納
博
士
図
と
で
は
、
「
宮
」
の
位
置

が
詞
章
の
左
下
か
ら
真
っ
直
ぐ
下
に
出
て
い
る
か
、
斜
め
に
出
て
い
る
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
他
の
「
商
」

「
角
」
「
徵
」
「
羽
」
の
位
置
は
同
じ
で
あ
る
。
特
に
両
者
の
「
商
」
「
角
」
「
徵
」
は
詞
章
の
左
か
ら

水
平
に
出
て
い
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
大
進
上
人
流
の
根
本
の
博
士
図
は
、
詞
章
の
左
側
上
、
左
側
真
ん
中
、
左
側
下
の

三
方
向
か
ら
水
平
に
博
士
が
出
て
い
て
、
そ
こ
に
笛
の
音
孔
名
が
記
さ
れ
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
が
出

来
る
。 

 

（
№
５
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
二
二
上
） 

此
ハ

笛
ノ

圖
ノ

圖
ニ

見
タ

リ 

こ
れ
は
〈
東
方
讃
〉
に
つ
い
て
の
口
訣
で
あ
る
。
こ
の
口
訣
は
左
記
の
〈
東
方
讃
〉
の
右
側
の
漢
文
の

詞
章
の
下
に
付
記
さ
れ
て
い
る
。
左
側
の
普
通
様
の
博
士
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
記
譜
と
同
様
で
あ
る
。 

 

な
お
、
口
訣
の
文
は
「
此
ハ

笛
ノ

圖
ノ

圖
ニ

見
タ

リ

」
と
す
る
が
、
上
の
詞
章
に
付
さ
れ
て
い
る
博
士

は
五
音
博
士
で
あ
り
、
な
お
か
つ
後
記
す
る
図
７
の
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
三
重
の
音
位
で
記
譜
さ
れ

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
「
笛
ノ

圖
」
に
よ
る
博
士
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
。 

 『
声
実
抄
』
〈
東
方
讃
〉
普
通
様
及
び
「
笛
ノ

圖
」
（
続
真
三
〇
・
二
二
上
） 

 

 
 

 
 

 

（
№
６
）
『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
二
四
上
） 

一
般
若
房
ハ

聲
明
集
羽
商
宮
ノ

三
ニ

テ

付
レ

之
。
羽
ハ

般
若
房
三
寶
院
ノ

律
師
ノ

御
房
ニ

被
レ

傳
ヘ

。

般
若
房
ノ

笛
ノ

圖
ヲ

被
レ

付
事
ハ

。
律
師
房
ニ

被
レ

習
之
時
當
座
付
レ

之
。
律
師
般
若
房
ノ

被
ヲ

レ

付
見
テ

何
ヲ

シ
タ
マ
フ
ソ
ト
被
レ

ハ

レ

云
。
且
ク

ハ

昇
下
シ

テ

不
レ

被
レ

進
セ
。
シ
キ
リ
ニ
被
レ

仰

セ

ケ
レ
ハ
進
レ

之
ヲ

。
律
師
見
レ

之
歎
之
ヲ

。
我
ニ

モ

付
テ

給
ト

被
レ

仰
セ

云
也
。
般
若
房
ハ

笛
并

呂
律
等
委
細
存
知
ス

ル

人
也
云

云

。 

こ
の
口
訣
で
は
、
般
若
房
定
意
が
「
五
音
」
に
よ
っ
て
『
声
明
集
』
を
記
譜
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

正
等
房
勝
心
も
「
五
音
」
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
般
若
房
は
「
笛
ノ

圖
」

を
付
け
て
勝
心
か
ら
褒
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
逸
話
に
よ
る
と
、
笛
の
音
孔
名
が
付
さ
れ
た
博
士

以
前
か
ら
「
五
音
博
士
」
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
実
抄
』
の
「
笛
ノ

圖
」
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
実
際
に
笛
の
音
孔
名
の
博
士
図

に
帰
納
で
き
る
も
の
、
さ
ら
に
は
、
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
に
帰
納
可
能
な
も
の
、
さ
ら
に
は
「
覚
意
の

五
音
博
士
」
に
帰
納
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。 

特
に
〈
三
条
錫
杖
〉
に
つ
い
て
の
口
訣
は
、
般
若
房
定
意
が
実
際
に
笛
の
博
士
を
用
い
て
い
た
こ
と
の
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可
能
性
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
〈
四
智
梵
語
〉
の
「
聲
明
ノ

最
初
笛
ノ

圖
ヲ

以
付
初
タ

ル

ス
カ
タ
」
の
博
士
は
、
笛
の
音
孔
名

が
付
さ
れ
て
は
い
る
が
、
「
任
賢
様
の
図
博
士

」
、

も
し
く
は
「
大
進
上
人
流
の
様
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ

れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。 

 

今
回
の
『
声
実
抄
』
の
「
笛
ノ

圖
」
の
記
述
の
考
察
に
よ
っ
て
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
高
野

山
で
は
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
記
譜
法
や
醍
醐
流
の
記
譜
法
と
類
似
す
る
記
譜
法
が
使
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
指
し
示
す
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
が
考
案
さ
れ
る
以
前
の
高
野
山
の
大
進
上
人
流
で
は
、
慈

業
系
大
進
上
人
流
の
記
譜
法
と
醍
醐
流
に
近
い
記
譜
法
が
併
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
四
項 

五
音
博
士
の
考
案 

 

現
在
の
真
言
声
明
の
譜
本
の
ほ
と
ん
ど
は
、
覚
意
が
考
案
し
た
と
さ
れ
る
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記

譜
さ
れ
て
い
る
。
覚
意
が
考
案
し
た
と
さ
れ
る
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
帰
納
し
た
博
士
図
が
図
７
で
あ

る
。 

 

図
７ 

覚
意
の
五
音
博
士
図 

 

 

「
覚
意
の
五
音
博
士
」
は
角
度
に
よ
っ
て
音
高
を
表
す
こ
と
が
可
能
で
、
四
十
五
度
の
間
隔
で
「
宮
」

「
商
」
「
角
」
「
徵
」
「
羽
」
の
五
音
で
表
記
さ
れ
た
博
士
を
記
譜
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
「
覚
意

の
五
音
博
士
」
を
図
式
化
し
た
図
７
の
「
覚
意
の
五
音
博
士
図
」
は
「
高
野
様
」
の
博
士
図
と
し
て
聖
尊

の
『
音
律
菁
華
集
７
７

』
に
み
ら
れ
る
の
で
、
少
な
く
と
も
当
書
が
書
写
さ
れ
た
元
弘
二
年
（
一
二
三
二
）

以
前
に
こ
の
五
音
博
士
図
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

後
述
す
る
よ
う
に
、
称
名
寺
所
蔵
の
幾
つ
か
の
「
秘
讃
」
に
は
覚
意
自
ら
が
相
伝
し
た
「
秘
讃
」
の
声

明
譜
を
五
音
博
士
に
よ
っ
て
記
譜
し
直
し
た
こ
と
を
示
す
奥
書
が
あ
る
。
ま
た
、
覚
意
が
相
伝
し
た
醍
醐

寺
所
蔵
の
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃
」
は
、
笛
の
音
孔
名
が
付
さ
れ
た
博
士
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
覚
意
は
笛
の
音
孔
名
が
付
さ
れ
て
い
る
博
士
を
五
音
博
士
に
記
譜
し
直
し
た
と
い
え
る
。 

一
方
、
覚
意
が
相
伝
し
た
観
験
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃
」
の
記
譜
法
は
、
資
料
が
高
野
山
に
残
っ
て

い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

ま
た
、
高
野
山
の
『
声
明
集
』
系
統
の
譜
本
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て

記
譜
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、
覚
意
が
五
音
博
士
に
よ
る
記
譜
法
を
考
案
し
た
と
い
う
伝
承
は
、
十
四
世
紀
後
半

の
『
声
決
書
』
と
『
声
明
集
私
案
記
』
等
の
口
伝
書
に
よ
る
。
な
お
、
『
声
実
抄
』
に
は
こ
の
伝
え
は
記

述
さ
れ
て
い
な
い
。 

『
声
決
書
』
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

次
般
若
房
ノ

同
朋
寶
蓮
房
祐
眞
之
上
足
。
金
剛
三
昧
院
之
住
僧
證
蓮
房
覚
意
金
剛
三
昧
院
方
ノ

聲
明
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興
二

始
ス

之
一

。
是
又
妙
曲
之
賢
哲
ニ

テ

當
世
流
布
ス

ル

五
音
博
士
之
圖
巧
ミ

出
セ

ル

人
ナ

リ

。
初

ハ

奉
レ

値
二

般
若
房
ニ

一

。
常
途
之
聲
明
學
フ

レ

之
ヲ

。
般
若
房
入
滅
之
後
奉
レ

値
二

祐
眞
ニ

一

。

秘
讃
乞
戒
阿
闍
梨
聲
明
等
相
二

傳
ス

之
ヲ

一

。
其
後
得
テ

二

祐
眞
之
聽
許
リ

一

歸
テ

二

本
院
ニ

一

弘

二

通
ス

聲
明
ヲ

一

又
造
二

五
音
博
士
之
圖
ヲ

一

持
二

參
シ

テ

藥
師
院
ニ

一

令
レ

見
二

祐
眞
ニ

一

。
寶

蓮
房
祐
眞
見
レ

之
ヲ

美
嘆
無
レ

極
。
即
曰
ク

。
於
テ

二

當
流
ノ

博
士
ニ

一

以
二

此
圖
ヲ

一

尤
可
レ

爲

二

正
本
ト

一

。
相
構
ヘ

テ

後
世
勿
レ

令
コ

ト

二

傳
テ

絶
一

云

云 

美
嘆
之
詞
祐
眞
自
筆
之
奥
書

秘
讃
聲
中
在
レ

之
其
數
繁
多
也

７
８

。 

こ
れ
に
よ
る
と
、
覚
意
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
最
初
に
宝
蓮
房
祐
真
に
み
せ
、
祐
真
か
ら
大
進
上
人

流
で
こ
れ
を
用
い
る
よ
う
賛
辞
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に

な
る
と
、
覚
意
は
最
初
、
般
若
房
定
意
に
見
せ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
７
９

。
こ
の
よ
う
に
、
後
世
に
な

る
と
、
覚
意
が
最
初
に
五
音
博
士
を
見
せ
た
相
手
が
、
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
般
若
房
定
意
に
変
わ
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
覚
証
院
方
の
正
嫡
の
般
若
房
定
意
と
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
創
造
が
結
び
付
か
れ
て

い
る
。 

ま
た
、
以
下
の
よ
う
に
『
声
明
集
私
案
記
』
に
も
覚
意
が
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
作
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。 

昔
シ

五
音
博
士
ノ
圖
ヲ

作
ル
勝
蓮
房
ハ
訶
ノ

末
ノ
徵
ヲ
角
ヨ
リ
突
上
ル
也
。
高
野
衆
徒
方
ニ
ハ
折
リ

上
ク
。
金
剛
三
昧
院
ニ
ハ
ツ
キ
上
ク
。
何
モ
不
レ

苦
然
レ

ト

モ

田
舎
ニ
ハ
多
分
折
リ

上
テ
ス
ル
也

８
０

。 

以
上
の
よ
う
に
既
に
中
期
の
初
め
に
は
、
覚
意
が
五
音
博
士
を
考
案
し
た
伝
承
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
。

こ
の
伝
承
と
矛
盾
す
る
情
報
も
管
見
の
限
り
見
あ
た
ら
ず
、
覚
意
が
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
考
案
し
た

こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
三
節 

覚
意
の
翻
譜 

 

第
一
項 

本
節
の
趣
旨 

 

覚
意
の
最
大
の
功
績
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
考
案
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
引
け
を

取
ら
な
い
覚
意
の
重
要
な
功
績
は
、
そ
れ
ま
で
の
大
進
上
人
流
の
声
明
譜
を
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
記

譜
し
直
し
た
翻
譜
作
業
で
あ
る
。
自
ら
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
考
案
し
た
と
す
る
覚
意
自
身
の
言
葉
は

残
っ
て
い
な
い
が
、
従
来
の
記
譜
法
で
記
さ
れ
た
声
明
譜
に
五
音
博
士
を
付
し
た
と
す
る
覚
意
の
言
葉
が

残
っ
て
い
る
８
１

。
先
行
研
究
で
も
、
覚
意
が
そ
れ
ま
で
の
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃
８
２

」
を
自
ら
が
考

案
し
た
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
翻
譜
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
論
拠
は
示
さ
れ
て
い

な
い
。 

そ
こ
で
本
節
で
は
、
五
音
博
士
を
付
す
前
の
覚
意
の
声
明
譜
と
、
五
音
博
士
が
付
さ
れ
た
後
の
声
明
譜

を
特
定
し
、
両
者
の
曲
節
が
一
致
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
覚
意
が
従
来
の
声
明
譜
を
五
音
博
士
に
書
き
直

し
た
こ
と
を
確
認
し
た
い
。 

近
年
、
覚
意
が
五
音
博
士
に
よ
っ
て
翻
譜
し
直
し
た
「
秘
讃
」
８
３

の
写
本
が
称
名
寺
に
現
存
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
称
名
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
種
々
の
「
秘
讃
」
の
奥
書
を
含
む
膨
大
な

情
報
が
公
開
さ
れ
８
４

、
そ
の
中
に
覚
意
が
相
伝
し
五
音
博
士
に
よ
っ
て
翻
譜
さ
れ
て
い
る
慈
業
系
大
進

上
人
流
の
「
秘
讃
」
を
発
見
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
称
名
寺
所
蔵
の
「
秘
讃
」
の
中
か
ら
覚

意
が
相
伝
し
た
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃
」
を
抽
出
し
、
醍
醐
寺
所
蔵
の
慈
業
系
「
秘
讃
」
の
中
か
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ら
対
応
す
る
「
秘
讃
」
を
特
定
し
、
両
資
料
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
覚
意
が
そ
れ
ま
で
の
声

明
譜
を
五
音
博
士
を
用
い
て
書
き
直
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。 

な
お
、
公
開
さ
れ
た
称
名
寺
の
「
秘
讃
」
の
中
に
は
観
験
系
の
「
秘
讃
」
も
多
数
含
ま
れ
て
い
る
が
、

観
験
系
の
五
音
博
士
以
前
の
古
い
譜
本
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
比
較
対
照
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
ま
た
醍
醐
寺
に
は
、
「
秘
讃
」
以
外
に
も
、
覚
意
が
翻
譜
す
る
前
の
慈
業
系
の
譜
本
と
み
ら
れ
る

資
料
が
若
干
残
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
称
名
寺
の
「
秘
讃
」
に
は
、
相
伝
経
路
が
不
明
の
釼
阿
自
筆
本

「
秘
讃

」
、

さ
ら
に
は
釼
阿
以
外
の
者
が
書
写
し
た
「
秘
讃
」
も
幾
つ
か
存
在
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
検
討

は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
現
在
、
覚
意
の
自
筆
の
声
明
譜
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。 

ま
た
、
称
名
寺
に
は
、
「
秘
讃
」
以
外
に
も
、
鎌
倉
期
の
後
半
（
十
四
世
紀
初
頭
）
に
書
写
さ
れ
た

「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
覚
意
の
系
統
の
声
明
テ
ク
ス
ト
が
多
数
現
存
し
て
い
る
。
そ

の
声
明
テ
ク
ス
ト
群
に
は
、
［
供
養
法

］
、

［
讃

］
、

［
法
用
］
を
は
じ
め
と
す
る
諸
資
料
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
考
察
す
る
。 

最
後
に
、
本
節
で
「
秘
讃
」
の
分
類
に
使
用
す
る
略
称
を
示
す
。 

・
〔
称
名
寺
秘
讃
〕
＝
称
名
寺
所
蔵
の
覚
意
が
相
伝
し
た
「
秘
讃

」
。 

・
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
＝
称
名
寺
所
蔵
の
覚
意
が
相
伝
し
た
観
験
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃

」
。 

・
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝
称
名
寺
所
蔵
の
覚
意
が
相
伝
し
た
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃

」
。 

・
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝
醍
醐
寺
所
蔵
の
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃

」
。 

・
〔
慈
業
系
秘
讃
〕 

 
 

＝
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
ど
ち
ら
に
も
分

類
で
き
な
い
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃

」
。 

 

第
二
項 

覚
意
の
翻
譜
に
関
す
る
先
行
研
究 

 

新
井
〔
一
九
八
三
〕
８
５

で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
反
音
曲
の
全
体
を
「
呂
」

か
「
律
」
で
統
一
的
に
記
譜
す
る
記
譜
法
が
覚
意
の
翻
譜
作
業
の
際
に
確
立
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
、
称
名
寺
所
蔵
の
覚
意
自
身
が
翻
譜
し
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
四
曲
の
「
秘
讃
」

と
醍
醐
寺
所
蔵
の
「
秘
讃
」
（
覚
意
が
翻
譜
す
る
前
の
テ
ク
ス
ト
）
と
の
比
較
考
察
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。 

な
お
、
称
名
寺
所
蔵
の
覚
意
の
相
伝
し
た
「
秘
讃
」
の
一
覧
を
時
系
列
順
に
並
べ
、
番
号
を
付
し
、
資

料
編
に
［
表
２
］
と
し
て
掲
載
し
た
。 

（
№
１４

）
〈
天
竜
八
部
第

三

重

深

秘

８
６

〉 

『
醍
醐
寺
新
要
録
８
７

』
の
第
二
十
一
の
「
天
竜
八
部
讃
反
音
曲
也
呂
乙
出
之
」
と
い
う
記
述
に
よ
り
、

大
進
上
人
流
系
統
の
同
曲
は
「
呂
」
の
「
徵
」
か
ら
出
音
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
称
名
寺
所
蔵
の

〈
天
竜
八
部
第

三

重

深

秘

〉
は
「
呂
」
と
注
記
が
あ
り
な
が
ら
、
一
位
高
い
「
羽
」
で
出
音
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
称
名
寺
所
蔵
の
「
天
竜
八
部
第

三

重

深

秘

」
は
覚
意
が
律
曲
化
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
が
８
８

、
醍
醐
寺
所
蔵
の
実
際
の
声
明
譜
と
の

対
照
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
№
１２

）
〈
多
聞
・
吉
祥
８
９

〉 

新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
は
、
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
の
〈
毘
沙
門
讃
〉
と
称
名
寺
所
蔵
の
同
曲
と
が
比

較
さ
れ
て
い
る
。 

醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
の
「
呂
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
称
名
寺
所
蔵
の
同
曲
の
同
箇
所
よ
り
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も
一
位
低
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
覚
意
が
「
呂
」
か
ら
「
律
」
に
翻
譜
し
た
可
能

性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

た
だ
し
、
新
井
〔
一
九
八
三
〕
に
お
い
て
、
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
の
本
曲
は
「
南
山
進
流
所
伝
か
ど

う
か
明
ら
か
で
な
い
。
９
０

」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
の
〈
毘
沙
門
讃
〉

の
記
譜
法
が
大
進
上
人
流
の
記
譜
法
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

（
№
９
）
〈
恵
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
９
１

〉 

新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
は
、
ま
ず
『
魚
山
蠆
芥
集
』
所
収
の
〈
金
剛
薩
埵
〉
＝
（
東
方
讃

）
、

〈
金
剛

宝
〉
＝
（
南
方
讃

）
、

〈
金
剛
法
〉
＝
（
西
方
讃

）
、

〈
金
剛
業
〉
＝
（
北
方
讃
）
と
称
名
寺
所
蔵
の

〈
恵
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
〉
所
収
の
同
曲
と
を
比
較
し
、
博
士
の
一
致
を
確
認
し
て
い
る
。 

こ
の
中
の
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
所
収
の
〈
東
方
讃
〉
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
所
収
の
〈
東
方
讃
〉
と
の

比
較
に
よ
っ
て
、
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
の
「
呂
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の

同
曲
の
同
箇
所
よ
り
も
一
位
低
く
記
譜
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
称
名
寺

所
蔵
の
同
讃
は
、
覚
意
が
「
呂
」
か
ら
「
律
」
に
翻
譜
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

た
だ
し
、
新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
も
、
「
祐
真
所
伝
の
譜
本
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
は
明
ら
か

で
は
な
い
９
２

」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
覚
意
が
翻
譜
す
る
た
め
に
使
用
し
た
原
本
に
想
定
さ
れ

る
資
料
と
の
対
照
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

（
№
１６

）
「
貮
捌
尊
唐
音
讃
９
３

」 

新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
は
、
本
曲
の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
「
今
こ
の
覚
意
の
五
音

譜
に
翻
譜
さ
れ
た
譜
本
と
直
接
比
較
す
る
た
め
の
醍
醐
流
の
資
料
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
９
４

」
と

記
述
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。 

 

以
上
、
新
井
〔
一
九
八
三
〕
で
は
、
醍
醐
寺
所
蔵
の
大
進
上
人
流
系
統
の
声
明
譜
は
使
用
さ
れ
て
い
な

い
が
、
覚
意
が
翻
譜
作
業
の
過
程
に
お
い
て
全
体
を
「
律
」
で
統
一
的
に
記
譜
す
る
記
譜
法
を
確
立
し
た

と
の
仮
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

第
三
項 

称
名
寺
所
蔵
の
覚
意
相
伝
「
秘
讃
」 

 

称
名
寺
所
蔵
の
「
秘
讃
」
の
中
か
ら
覚
意
の
五
音
博
士
で
記
譜
さ
れ
、
奥
書
に
よ
っ
て
覚
意
が
相
伝
し

た
こ
と
が
判
明
す
る
「
秘
讃
」
を
探
し
た
と
こ
ろ
、
十
九
曲
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
（
覚
意
が
相
伝
し

た
時
期
を
基
準
に
便
宜
的
に
№
１
〜
№
１９

の
番
号
を
附
し
た

）
。

こ
れ
ら
を
、
第
一
に
〔
称
名
寺
観
験

系
秘
讃
〕
（
称
名
寺
所
蔵
の
覚
意
が
相
伝
し
た
観
験
系
大
進
上
人
流
系
の
「
秘
讃

」
）

七
曲
、
第
二
に

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
（
称
名
寺
所
蔵
の
覚
意
が
相
伝
し
た
慈
業
系
大
進
上
人
流
系
の
「
秘
讃

」
）

六

曲
、
第
三
に
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
・
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
い
ず
れ
と
も
判
別
で
き
な
い
「
秘
讃
」

六
曲
に
分
類
し
て
報
告
す
る
。 

 

第
一
目 

〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕 

 

本
目
で
は
、
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
七
曲
を
、
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
〔
称
名
寺
観
験
系
秘

讃
〕
と
、
相
伝
し
た
可
能
性
の
あ
る
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
と
に
分
け
て
提
示
す
る
。 

 

一 

祐
真
か
ら
相
伝
し
た
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕 
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奥
書
に
よ
っ
て
覚
意
が
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
こ
と
が
分
か
る
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
と
し
て

以
下
の
二
曲
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 (

№
５)

〈
天
龍
八
部
讃
第

二

重

諸

天

漢

語

讃

〉 

書
本
云 

仁
治
元
年

庚子

十
月
九
日
聊
所
愚
意 

之
廻
私
博
士
付
定
畢 

 
 

 
 

金
剛
資
定
意 

但
外
見
有
憚
秘
蔵
者
也
奉
習 

定
蓮
阿
闍
梨
御
房
之
後
重
仁
治 

四
年

癸卯

二
月
廿
四
日
申
出
此
本
博
士 

付
畢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

祐
真 

于
時
文
永
七
年

庚午

三
月
十
日
於
高 

野
山
藥
師
院
奉
隨
寶
蓮
房
阿 

闍
梨
御
房
傳
受
畢
則
賜
御
本 

書
寫
畢 

 
 

 
 

 
 

覚
意 

こ
の
奥
書
９
５

に
よ
る
と
、
宝
蓮
房
祐
真
は
最
初
、
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
定
蓮
房
憲
海
か
ら
〈
諸

天
漢
語
讃
〉
を
習
い
、
そ
の
後
の
仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
に
、
般
若
房
定
意
か
ら
〈
諸
天
漢
語
讃
〉
を

重
ね
て
相
伝
し
た
模
様
で
あ
る
。
そ
し
て
、
覚
意
は
、
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
三
月
十
日
に
高
野
山
薬

師
院
に
お
い
て
宝
蓮
房
祐
真
の
下
で
当
讃
を
書
写
し
終
え
た
。
因
み
に
、
般
若
房
定
意
は
仁
治
元
年
（
一

二
四
〇
）
に
当
讃
に
博
士
を
付
し
た
と
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
曲
を
覚
意
が
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
と
し
て
選
定
し
た
の

は
、
観
験
系
大
進
上
人
流
の
系
譜
の
般
若
房
定
意
を
経
由
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

  
(

№
９)

〈
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
〉 

 
 

文
永
七
年
六
月
一
日
於
□
□
（

本

寺

）

之 
 

 

藥
師
院
奉
隨
寶
蓮
房
阿
闍
梨
□
（

御

）

房 

傳
受
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕
然
而 

□
（

弘

）

安
六
年
六
月
三
日
於
安
養
□
（

院

）

五 

音
博
士
付
畢 

但
朱
博
士
者
書
□
云 

建
長
□
（

七

）

年
□
□
（

中

秋

）

八
日
於
實
相
寺
書 

寫
畢
天
王
寺
聖
人
本
也
頗
以
秘
□
中 

極
秘
也
〔 

 

（

朱

）

權

少

儈

都

〕
金
剛
佛
子
祐
□
（

真

） 

（

朱

）

四
方
讃
ハ

祐
遍
之
本
ヲ

以
テ

寫
畢 

（

朱

）

寶
〔 

 
 

 
 

 
 

 

〕
ノ

声
明
集
ニ

有
故
也 

偏
爲
興
隆
佛
法
博
士
等
差
定
畢 覚

意
在

判 

こ
の
奥
書
９
６

に
よ
る
と
、
当
讃
は
覚
意
が
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
に
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
高
野
山
薬

師
院
に
お
い
て
相
伝
し
、
そ
の
後
の
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
に
高
野
山
安
養
院
に
お
い
て
五
音
博
士
に
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翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。 

な
お
、
こ
の
曲
を
覚
意
が
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
と
し
て
選
定
し
た
の

は
、
こ
の
曲
の
奥
書
の
系
譜
に
、
憲
海
―
―
定
意
―
―
祐
真
―
―
覚
意
と
い
う
観
験
系
大
進
上
人
流
の
系

譜
が
記
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

二 

祐
真
か
ら
相
伝
し
た
可
能
性
が
あ
る
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕 

 

宝
蓮
房
祐
真
の
相
伝
し
た
「
秘
讃
」
を
厳
密
に
観
験
系
と
円
禪
房
系
に
分
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
称
名

寺
資
料
以
外
の
覚
意
が
相
伝
し
た
円
禪
房
流
の
「
秘
讃
」
に
は
全
て
円
禪
房
流
と
付
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、

覚
意
が
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
「
秘
讃
」
で
特
に
円
禪
房
流
と
明
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
観
験
系

で
あ
る
と
み
な
し
、
五
曲
選
定
し
た
。 

  
(

№
１)

〈
金
剛
薩
埵
漢
語
讃
〉
（
二
捌
尊
唐
音
讃
） 

 
 

文
永
七
年
二
月
廿
日
寫
畢 

 

覚
意 

こ
の
奥
書
９
７

に
よ
る
と
、
当
曲
は
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
二
月
二
十
日
に
覚
意
が
書
写
し
終
え
た

も
の
で
あ
る
。
三
月
一
日
に
覚
意
は
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
、
後
述
す
る
〈
反
音
〉
（
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
）

を
相
伝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
曲
も
覚
意
が
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
。 

 (

№
２
）
〈
緊
那
羅
天
讃
一

傳

也

〉 

 

文
永
七
年
二
月
廿
八
日
書
畢 

覚
意 

こ
の
奥
書
９
８

に
よ
る
と
、
当
讃
は
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
二
月
二
十
八
日
に
覚
意
が
書
写
し
終
え

た
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
理
由
か
ら
覚
意
が
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
の
曲
も
同
様
で
あ
る
。 

 (

№
４)

〈
一
傳
讃
〉
（
妙
音
天
讃
） 

 
 

文
永
七
年

庚午

三
月
五
日
於
高
野
山
本
寺 

之
藥
師
院
奉
隨
寶
蓮
房
阿
闍
梨
傳 

受
畢
同
八
日
付
五
音
博
士
於
師
御
前 

而
交
合
畢 

 
 

 

覚
意

生
年

卅
四 

こ
の
奥
書
９
９

に
よ
る
と
、
当
讃
は
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
三
月
五
日
に
高
野
山
薬
師
院
に
お
い
て

宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
、
同
月
宝
蓮
房
祐
真
の
前
で
五
音
博
士
に
翻
譜
し
直
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 (

№
６)

〈
孔
雀
経
讃
進

〉 

 
 

本
云 文

永
七
年
三
月
十
日
於
高
野 

山
藥
師
院
奉
隨
寶
蓮
房 

阿
闍
梨
御
房
傳
受
畢 
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覚
意 

 

こ
の
奥
書
１
０
０

に
よ
る
と
、
当
讃
は
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
三
月
十
日
に
高
野
山
薬
師
院
に
お
い
て

宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 (

№
８)

〈
如
意
輪
讃
進

〉 

 
 

書
本
云 

 
 

 
 

文
永
七
年
三
月
十
日
於
高
野
山
金 

剛
三
昧
院
奉
隨
寶
蓮
房
阿
闍 

梨
御
房
傳
受
畢 

 
 

 
覚
意 

こ
の
奥
書
１
０
１

に
よ
る
と
、
当
讃
は
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
三
月
十
日
に
高
野
山
の
金
剛
三
昧
院
に

お
い
て
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
同
日
に
は
、
高
野
山
薬
師
院
に
お
い
て
宝
蓮

房
祐
真
か
ら
前
記
の(

№
⒍)

〈
孔
雀
経
讃
進

〉
を
相
伝
し
て
い
る
。
同
日
に
相
伝
場
所
を
変
え
て
、
宝

蓮
房
祐
真
か
ら
当
曲
を
相
伝
し
て
い
る
こ
と
は
不
可
解
で
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
覚
意
が
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
観
験
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃
」
を
相
伝
し
た
時
期
は

文
永
七
年
二
月
か
ら
三
月
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

 

第
二
目 

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕 

 

奥
書
に
よ
っ
て
、
覚
意
が
相
伝
し
た
と
思
わ
れ
る
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
し
て
以
下
の
六
曲
を
選

出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
目
で
は
そ
れ
ら
を
宗
源
系
と
堅
覚
系
に
分
け
て
提
示
す
る
。 

 

一 

宗
源
系
の
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕 

 

宗
源
系
の
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
、
伝
承
経
路
不
明
の
「
秘
讃
」
と
玄
慶
か
ら
相
伝
し
た
「
秘

讃
」
が
あ
る
。 

 

（
一
）
伝
承
経
路
不
明
の
宗
源
系
「
秘
讃
」 

 

覚
意
が
相
伝
し
た
と
思
わ
れ
る
が
伝
承
経
路
が
不
明
な
宗
源
系
の
「
秘
讃
」
を
二
曲
選
定
し
た
。 

  
(

№
１４

)

〈
天
龍
八
部
第
三

重

深

秘

〉 

 
 

文
永
九
年
六
月
一
日
以
師
説
就
五
音
博 

士
畢 

 
 

 
 

覚
意
在

判 
 

 
 

 

天
龍
八
部
讃
有
三
種
依
爲
秘
蔵
雖 

加
兩
讃
實
尓

和

一
首
也
所
謂 

孔
雀
経
讃 

 
 

 

第
一
浅
重 

諸
天
讃 

 
 

 
 

第
二
重
頗
深 

四
句

五
字
今

賛 
 

 

第
三
重
深
秘
々
々 

乗
願
房
本
也 
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こ
の
奥
書
１
０
２

に
よ
る
と
、
当
讃
は
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
五
月
十
九
日
に
高
野
山
の
金
剛
三
昧
院

で
書
写
し
、
そ
の
後
の
六
月
一
日
に
五
音
博
士
に
翻
譜
し
終
え
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
の
最
後
に
「
乗
願

本
也
」
と
記
さ
せ
て
い
る
の
で
、
乗
願
房
＝
宗
源
（
一
一
六
八
～
一
二
五
一
）
の
本
を
書
写
し
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
が
、
宗
源
よ
り
伝
授
さ
れ
た
か
、
宗
源
の
伝
授
本
を
書
写
し
た
か
、
或
い
は
玄
慶
所
持
の

宗
源
本
を
書
写
し
た
等
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
伝
承
経
路
は
不
明
で
あ
る
。 

 
 

(

№
１５

)

〈
緊
那
羅
天
讃
〉 

 
 

 

文
永
九
年
七
月
六
日
書
寫
畢
任 

師
説
博
士
付
畢 

 
 

 
 

覚
意 

師
云 此

賛
者
道
之
肝
心
宗
之
秘
曲
也
努
々 

不
可
也
散
者
也
琵
琶
三
曲
之
内
調
合 

啄
木
之
曲
造
之
仍
殊
秘
蔵
者
也
云

々 

乗
願
房
本
也 

 

こ
の
奥
書
１
０
３

に
よ
る
と
、
覚
意
は
当
讃
を
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
七
月
六
日
に
書
写
し
五
音
博
士

に
翻
譜
し
終
え
た
。
奥
書
の
最
後
に
「
乗
願
本
也
」
と
記
さ
せ
て
い
る
の
で
当
讃
は
宗
源
が
伝
承
し
て
い

た
「
秘
讃
」
で
は
あ
る
が
、
前
と
同
様
に
覚
意
へ
の
伝
承
経
路
は
不
明
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
覚
意
は
、
そ
の
伝
承
経
路
は
不
明
で
あ
る
が
、
宗
源
系
の
「
秘
讃
」
二
曲
を
文
永
九
年
の

五
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
書
写
し
五
音
博
士
に
翻
譜
し
て
い
る
。 

 

（
二
）
玄
慶
か
ら
相
伝
し
た
宗
源
系
「
秘
讃
」 

 

覚
意
が
玄
慶
か
ら
直
接
相
伝
し
た
宗
源
所
伝
の
「
秘
讃
」
を
一
曲
選
定
し
た
。 

 (

№
１６

)

〈
貮
捌
尊
唐
音
讃
〉 

 
 

此
本
者
乗
願
房
之
本
也
以
彼
本
寫
云

云 

式
部
律
師
玄
慶 

又
云 

寫
本
者
醍
醐
式
部
律
師
○

玄
慶
奉
習 

乗
願
房
私
ニ

被
付
本
也
而
自
玄
慶
大
納
改
名 

言
僧
都
御
房
覚
意
相
傳
之 

弘
安
二
年
六
月
十
二
日 
 

 
 

 
 

 

覚
意 

こ
の
奥
書
１
０
４

に
よ
る
と
、
当
讃
は
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
六
月
十
二
日
に
玄
慶
か
ら
相
伝
し
た
も

の
で
あ
る
。  二 

堅
覚
系
の
〔
称
名
寺
系
慈
業
系
秘
讃
〕 

 

覚
意
が
相
伝
し
た
堅
覚
系
の
慈
業
系
「
秘
讃
」
を
三
曲
選
定
し
た
。 

 (

№
３)

〈
反
音
〉
（
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
） 
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文
永
七
年
庚
午
三
月
一
日
於
高
野
山
藥 

師
院
奉
隨
寶
蓮
房
阿
闍
梨
御 

房
傳
受
了
同
八
日
五
音
博
士
ニ

付
テ

師 

御
前
ニ

テ

交
合
畢 

 
 

 
 

 
 

覚
意 

こ
の
奥
書
１
０
５

に
よ
る
と
、
当
讃
は
覚
意
が
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
三
月
一
日
に
高
野
山
薬
師
院
に

お
い
て
宝
蓮
祐
真
か
ら
相
伝
し
、
同
月
八
日
に
五
音
博
士
に
翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
讃
の
紙
背
に
、

「
相
伝 

上
月
房 

天
王
寺
円
禪
房 

明
本
房 

寶
蓮
房
阿
闍
梨 

證
蓮
房
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
浄
月
房

聖
海
か
ら
堅
覚
が
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
明
本
房
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 (

№
７)

〈
利
菩
薩
〇
語
漢
円

禪

房

流

〉 

 
 

文
永
七
年

庚午

三
月
十
日
於
高
野
山 

本
寺
之
内
藥
師
院
奉
隨
寶
蓮
房
阿 

闍
梨
御
房
傳
畢 

 
 

 

覚
意 

（
朱
）
同
十
九
日
私
付
五
音
博
士
合
交
（
マ
マ
）
畢 

 

こ
の
奥
書
１
０
６

に
よ
る
と
、
当
讃
は
覚
意
が
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
三
月
十
日
に
高
野
山
薬
師
院
に

お
い
て
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
、
同
月
十
九
日
に
五
音
博
士
に
翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
。
称
名
寺
所
蔵

の
『
秘
讃
類
聚
集
』
に
は
曲
名
に
「
円
禪
房
流
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
堅
覚
伝
授
本
と
考
え
ら
れ
る
。 

 (

№
１０

)
 

〈
文
殊
梵
語
進

同
梵
語
秘

曲

第

三

重

〉
〈
文
殊
梵
語
秘

曲

第

三

重

〉 
 

 
 

圓
禪
房
流 

文
永
七
年

庚午

六
月
十
三
日
於 

高
野
山
藥
師
院
奉
隨 

寶
蓮
房
阿
闍
梨
御
房
傳
受
畢 

 

覚
意 

 

こ
の
奥
書
１
０
７

に
よ
る
と
、
当
讃
は
覚
意
が
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
六
月
十
三
日
に
高
野
山
薬
師
院

に
お
い
て
宝
蓮
房
祐
真
か
ら
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
に
「
圓
禪
房
流
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
堅
覚
の

伝
授
本
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
堅
覚
系
の
慈
業
系
「
秘
讃
｝
は
三
本
と
も
に
、
全
て
宝
蓮
房
祐
真
を
経
由
し
て
覚
意
に

伝
わ
っ
て
い
る
。
覚
意
の
翻
譜
作
業
を
考
え
る
う
え
で
、
観
験
系
の
み
な
ら
ず
慈
業
系
の
大
進
上
人
流
を

 
 

 
 

 
 

 

伝
え
た
宝
蓮
房
祐
真
の
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
三
目 

系
統
不
明
の
「
秘
讃
」 

 

以
下
の
六
曲
の
「
秘
讃
」
は
、
覚
意
が
相
伝
し
た
も
の
の
中
で
も
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
・
〔
称
名

寺
慈
業
系
秘
讃
〕
何
れ
と
も
判
別
で
き
な
い
「
秘
讃
」
で
あ
る
。 

 (

№
１１

)

〈
宝
賛
〉
（
宝
珠
讃
） 

 
 

 

口
傳
云
此
賛
者
二
息
仁

梄
留
也 

文
永
七
年

庚午

六
月
十
五
日
自
伊
賀
阿
闍 

梨
御
房
相
傳
之 

 
 

 
 

 

覚
意 
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五
御
室
之
作
也
秘
々
々
穴
賢
々
々
不 

可
他
見
一
人
之
外
不
可
授
之
者
也
醍
醐
之 

式
部
律
師
玄
慶
説
也 

こ
の
奥
書
１
０
８

に
よ
る
と
、
当
讃
は
覚
意
が
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
六
月
十
五
日
に
伊
賀
阿
闍
梨
な

る
も
の
か
ら
相
伝
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 (

№
１２

)

〈
多
聞
吉
祥
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

朱

）

任

師

傳

付

五

音

博

士

畢 

文
永
七
年

庚午

七
月
一
日
書
寫 覚

意 

こ
の
奥
書
１
０
９

に
よ
る
と
、
当
讃
は
覚
意
が
文
永
七
年
（
一
二
七
〇
）
七
月
一
日
に
書
写
し
た
も
の
で

あ
る
。
朱
書
き
で
師
の
伝
に
任
せ
て
五
音
博
士
に
翻
譜
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
師
と
時
期
に
つ

い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

 (

№
１３

)

〈
阿
弥
陀
讃
進

〉 

 
 

本

云

文
永
八
年
二
月
二
十
日
於
金
剛
三 

昧
院
西
寮
傳
受
畢 

 
 

 
 

 
 

覚
意 

 

こ
の
奥
書
１
１
０

に
よ
る
と
、
当
讃
は
覚
意
が
文
永
八
年
二
月
二
十
日
に
金
剛
三
昧
院
の
西
寮
で
相
伝
し

た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
讃
の
み
文
永
八
年
に
覚
意
が
相
伝
し
た
も
の
で
、
覚
意
が
相
伝
し
た
人
物
は
不
明

で
あ
る
。 

 
 

(

№
１７

)
 

〈
妙
音
天
〉(

№
１８

)

〈
金
剛
因
菩
薩
梵
語
讃
〉(

№
１９

)

〈
金
剛
因
菩
薩
漢
語
讃
〉 

こ
れ
ら
三
つ
の
讃
に
は
、
詞
章
と
博
士
以
外
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

以
上
に
お
い
て
、
称
名
寺
所
蔵
の
「
秘
讃
」
の
中
か
ら
覚
意
が
相
伝
し
五
音
博
士
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ

て
い
る
「
秘
讃
」
十
九
本
を
選
出
し
、
〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
（
№
１
・
№
２
・
№
４
・
№
５
・
№

６
・
№
８
・
№
９

）
、

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
（
№
３
・
№
７
・
№
１０

・
№
１４

・
№
１５

・
№

１６

）
、

〔
称
名
寺
観
験
系
秘
讃
〕
・
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
い
ず
れ
と
も
判
別
で
き
な
い
「
秘
讃
」

＝
（
№
１１

・
№
１２

・
№
１３

・
№
１７

・
№
１８

・
№
１９

）
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

次
に
、
こ
の
中
の
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
六
曲
、
つ
ま
り
（
№
３
・
№
７
・
№
１０

・
№
１４

・
№

１５

・
№
１６

）
に
対
応
す
る
慈
業
系
の
「
秘
讃
」
を
醍
醐
寺
所
蔵
資
料
の
中
か
ら
同
定
す
る
。 

 

第
四
項 

醍
醐
寺
所
蔵
資
料
と
の
対
応 

 

幸
い
に
も
、
醍
醐
寺
に
は
、
多
数
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
が
残
っ
て
い
る
。
右
の
六
曲
と
対
応
す

る
「
秘
讃
」
を
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
中
か
ら
、
奥
書
の
情
報
に
よ
っ
て
全
て
特
定
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

な
お
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
先
述
し
た
よ
う
に
宗
源
系
と
堅
覚
系
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
二
系
統
に
分
け
て
提
示
す
る
。 
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第
一
目 

宗
源
系
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
お
け
る
対
応 

 

宗
源
系
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
お
い
て
は
、
次
の
三
本
の
「
秘
讃
」
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘

讃
〕
の
「
秘
讃
」
と
対
応
し
て
い
た
。 

 

一
、
〈
天
龍
八
部
第
三
重
深
秘
〉
＝
『
天
竜
八
部
讃
１
１
１

』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
七
函
―
二
七
号
） 

 

醍
醐
寺
所
蔵
の
『
天
竜
八
部
讃
』
の
本
奥
書
に
は
、 

寛
元
二
年
二
月
九
日
奉 

 
宗
源
在
判 

建
治
二
年
六
月
晦
日
所
相
傳
極
秘
讃
□
以
授 

申
瑩
海
ア
サ
リ
畢 

 
 

佛
子
印
禅
判 

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
印
禅
が
宗
源
か
ら
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
に
相
伝
し
た
も
の
だ
と
分
か
る
。
し

た
が
っ
て
、
当
讃
は
、
「
乗
願
房
（
宗
源
）
本
」
で
あ
る
称
名
寺
所
蔵
の(

№
１４

)
 

〈
天
龍
八
部
第
三

重
深
秘
〉
と
対
応
す
る
。 

 

二
、
〈
緊
那
羅
天
讃
〉
＝
『
緊
那
羅
天
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
八
函
八
号
１
１
２

） 

醍
醐
寺
所
蔵
の
『
緊
那
羅
天
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
八
函
八
号
）
の
本
奥
書
に
は
、 

仁
治
四
年
正
月
廿
三
日
奉
授 

印
禅
公
畢
如
天
龍
八
部
讃
一
可
秘
之
已
下
一
傳
讃
盡
秘
之
畢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
剛
佛
子
宗
源 

在
判 

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
印
禅
が
仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
に
宗
源
か
ら
相
伝
し
た
も
の
と
分
か
る
。
し

た
が
っ
て
、
当
讃
は
「
乗
願
房
（
宗
源
）
本
」
で
あ
る
称
名
寺
所
蔵
の(

№
１５

)

〈
緊
那
羅
天
讃
〉
と

対
応
す
る
。 

 

三
、
〈
貮
捌
尊
唐
音
讃
〉
＝
『
十
六
尊
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
六
函
四
四
号
１
１
３

） 
 

醍
醐
寺
所
蔵
の
『
十
六
尊
讃
』
の
書
写
奥
書
に
は
、 

已
上
先
師
法
印
玄
慶
様
也 頼

験 

元
徳
元
年
九
月
廿
二
日
書
之 

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
元
徳
元
年
九
月
二
十
日
に
玄
慶
の
弟
子
の
頼
験
が
玄
慶
の
伝
授
本
を
書
写
し
た

こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
当
讃
は
、
玄
慶
の
伝
授
本
で
あ
る(

№
１６

)

〈
貮
捌
尊
唐
音
讃
〉
と
対

応
す
る
。 

 

第
二
目 

堅
覚
系
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
お
け
る
対
応 

 

堅
覚
系
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
お
い
て
は
、
次
の
三
本
の
「
秘
讃
」
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘

讃
〕
の
「
秘
讃
」
と
対
応
し
て
い
た
。 

 
 

一
、
反
音
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
）
＝
「
秘
讃
等
印
禅
方
」
（
醍
醐
寺
蔵
一
〇
一
函
一
号
四
１
１
４

）
所

収
の
〈
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
〉 
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醍
醐
寺
所
蔵
の
「
秘
讃
印
禅
方
」
所
収
の
〈
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
〉
の
本
奥
書
に
は
、 

已
上
吉
慶
梵
語
上
音
二
説
并
瞢
ノ
節 

天
王
寺
円
禪
房
堅
覚
ニ

相
伝
之
了 

印
禅 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
の
「
印
禅
従
円
禅
房
相
承
事
１
１
５

」
と
い
う
項
目
に
も

こ
の
奥
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
奥
書
は
、
堅
覚
か
ら
印
禅
が
〈
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘

曲
〉
の
伝
授
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
讃
は
、
堅
覚
の
名
前
が
紙
背
の
相
伝
系
譜
に
記

さ
れ
て
い
る(

№
３)
反
音
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
）
と
対
応
す
る
。 

 

二
、
『
利
菩
薩
○
語
漢
円
禪
房
流
』
＝
「
拾
陸
尊
梵
語
・
拾
陸
尊
漢
語
」
（
醍
醐
寺
蔵
二
〇
六
函
二
五

号
１
１
６

）
所
収
の
〈
金
剛
利
菩
薩
讃
〉 

醍
醐
寺
所
蔵
の
「
拾
陸
尊
梵
語
・
拾
陸
尊
漢
語
」
（
醍
醐
寺
蔵
二
〇
六
函
二
五
号
）
所
収
の
〈
金
剛
利

菩
薩
讃
〉
に
は
、 

本
記 

建
暦
二
年
八
月
廿
七
日
於
関
東
二
蓋
堂
以
寶
厳
坊
御
本
令
書
寫
畢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

金
剛
佛
子
堅
覚 

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
に
慈
業
の
伝
授
本
を
鎌
倉
二
階
堂
に
お
い
て
堅
覚
が
書

写
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
讃
は
、
「
円
禅
房
流
」
と
記
さ
れ
て
い
る(

№
７)

『
利
菩

薩
○
語
漢
円
禪
房
流
』
と
対
応
す
る
。 

な
お
、
『
利
菩
薩
〇
語
漢
円
禪
房
流
』
に
は
ほ
と
ん
ど
博
士
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

三
、
〈
文
殊
梵
語
秘

曲

第

三

重

〉
＝
『
文
殊
梵
語
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
六
函
四
九
号
１
１
７

） 

醍
醐
寺
所
蔵
の
『
文
殊
梵
語
讃
』
に
は
、 

仁
治
三
年
八
月
四
日
奉
授
印
禅
公 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

釈
宗
源
在

判 
 

と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
仁
治
三
年
（
一
二
四
二
）
に
印
禅
が
宗
源
か
ら
相
伝
し
た
こ
と
が
分
か
る
。 

な
お
、
醍
醐
寺
所
蔵
資
料
の
中
に
、
堅
覚
所
伝
の
〈
文
殊
梵
語
讃
〉
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
醍
醐
寺

に
は
、
宗
源
が
印
禅
へ
相
伝
し
た
も
の
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
宗
源
も
堅
覚
も
共
通
し
て
「
秘

讃
」
の
相
伝
は
ほ
と
ん
ど
慈
業
か
ら
受
け
て
い
る
の
で
、
称
名
寺
所
蔵
の
堅
覚
相
伝
の
〈
文
殊
梵
語
讃
秘

曲

第

三

重

〉
と
宗
源
相
伝
の
『
文
殊
梵
語
讃
』
と
は
同
系
統
の
も
の
と
み
な
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宗
源

が
印
禅
に
授
け
た
、
『
文
殊
梵
語
讃
』
は
円
禅
房
流
（
堅
覚
本
）
の
も
の
と
同
じ
で
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
当
讃
は
、(

№
１０

)

〈
文
殊
梵
語
秘

曲

第

三

重

〉
と
対
応
す
る
。 

な
お
、
先
の
分
類
に
お
い
て
は
、(

№
１０

)
 

を
〈
文
殊
梵
語
進

文
殊
梵
語
秘

曲

第

三

重

〉
と
並
記
し

た
が
、
〈
文
殊
梵
語
進

〉
と
対
応
す
る
醍
醐
寺
所
蔵
の
秘
讃
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
〈
文
殊
梵
語

秘

曲

第

三

重

〉
と
の
対
応
関
係
が
確
認
で
き
た
『
文
殊
梵
語
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
六
函
四
九
号
）
の
み

を
表
記
し
た
。 

 

以
上
本
項
に
お
い
て
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
六
本
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘

讃
〕
六
本
を
同
定
し
た
。 

 

第
五
項 

〔
慈
業
系
秘
讃
〕
の
記
譜
法
の
比
較 
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ま
ず
、
記
譜
法
を
比
較
す
る
為
の
基
準
を
設
定
し
た
後
に
、
宗
源
系
の
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃

〕
、

次
に
堅
覚
系
の
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
の

記
譜
法
の
比
較
考
察
を
行
う
。 

 

第
一
目 
記
譜
の
比
較
項
目
の
設
定 

 

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
の
比
較
の
た
め
に
、
①
博
士
②
曲
種
③
調
子

④
様
式
⑤
反
音
⑥
帰
納
博
士
図
、
の
六
項
目
を
設
定
し
た
。 

①
博
士
：
読
譜
の
た
め
に
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
で
は
図
６
の
「
醍
醐
様
博
士
図
」
を
補
助
的
に
用
い

る
。
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
図
７
の
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
使
用
す
る
。 

②
曲
種
：
〈
呂
曲

〉
、

〈
律
曲

〉
、

〈
中
曲

〉
。

曲
種
は
、
注
記
さ
れ
て
い
な
く
て
も
推
測
で
き
る
。
即

ち
、
曲
の
始
め
の
音
高
が
〈
宮
〉
・
〈
商
〉
・
〈
角
〉
・
〈
徵
〉
・
〈
羽
〉
の
五
音
の
内
、
ど
の
音
か
ら

出
音
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
曲
種
が
決
定
す
る
。
も
し
も
、
〈
宮
〉
・
〈
徵
〉
の
ど
ち
ら
か
ら
か
出
音
す

る
な
ら
ば
、
〈
呂
曲

〉
、

〈
商
〉
・
〈
羽
〉
の
ど
ち
ら
か
ら
か
出
音
す
る
な
ら
ば
〈
律
曲
〉
と
分
か
る
。 

③
調
子
：
一
越
調
、
平
調
、
双
調
、
黄
鐘
調
、
盤
渉
調
の
五
調
子
。 

④
様
式
：
〈
呂
曲
〉
で
〈
宮
〉
で
出
音
乃
至
終
音
す
る
な
ら
ば
〈
甲
様

〉
、

〈
徵
〉
で
出
音
乃
至
終
音
す

る
な
ら
ば
、
〈
乙
様

〉
、

一
方
〈
律
曲
〉
で
も
〈
商
〉
で
出
音
乃
至
終
音
す
る
な
ら
ば
〈
甲
様

〉
、

〈
羽
〉
で
出
音
乃
至
終
音
す
る
な
ら
ば
〈
乙
様
〉
と
な
る
。 

⑤
反
音
：
南
山
進
流
に
お
い
て
反
音
は
四
種
に
分
類
さ
れ
る
（
四
種
反
音

）
。

曲
中
反
音
、
隣
似
反
音
、

甲
乙
反
音
、
七
声
反
音
。
転
調
、
移
調
に
相
当
す
る
。
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘

讃
〕
と
の
博
士
の
比
較
に
よ
っ
て
反
音
の
箇
所
を
特
定
す
る
。 

⑥
帰
納
博
士
図
：
博
士
か
ら
帰
納
さ
れ
る
博
士
図
。 

 

第
二
目 

宗
源
系
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
比
較 

 

一 

〈
天
龍
八
部
第
三
重
深
秘
〉
の
比
較 

 

以
下
に
お
い
て
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝
『
天
竜
八
部
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
七
函
二
七
号
）
と

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝(

№
１４

)
 

〈
天
龍
八
部
第
三
重
深
秘
〉
の
比
較
を
六
項
目
に
亘
っ
て
行
う
。 

①
博
士
： 

左
が
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝
『
天
竜
八
部
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
七
函
二
七
号
）
の
博
士
で
あ
る
。 
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一
方
、
左
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝(

№
１４

)
 

〈
天
龍
八
部
第
三
重
深
秘
〉
の
博
士
で
あ
る
。 

 

 

 

②
曲
種
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
、
「
呂
乙
出
之
」
と
曲
名
の
下
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
記
載
が
な
く
、
出
音
が
「
羽
」
で
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
一
位

高
く
出
音
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
呂
」
の
箇
所
を
「
律
」
に
よ
っ
て
記
譜
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
情
報
を
頼
り
に
す
る
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
も
呂
曲
と
考

え
ら
れ
る
。 

③
調
子
： 

両
者
と
も
に
記
載
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

④
様
式
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
、
「
呂
乙
出
之
」
と
曲
名
の
下
に
記
載
さ
れ
て
お
り
あ
り
、

「
徵
」
か
ら
出
音
し
て
い
る
の
で
乙
様
で
あ
る
。
一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
「
羽
」
か
ら
出
音

し
て
い
る
の
で
乙
様
で
あ
る
。 

⑤
反
音
： 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
曲
名
の
下
に
「
反
音
曲
也
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
「
呂
乙
出
之
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
「
天
」
以
下
は
「
呂
」
で
あ

る
。
ま
た
、
「
天
」
か
ら
「
覚
」
ま
で
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一

位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
本
来
「
呂
」
の
箇
所
を
「
律
」

で
記
譜
し
て
い
る
。 

「
一
」
か
ら
「
處
」
の
末
ま
で
両
者
と
も
同
じ
音
位
で
あ
る
。
「
覚
」
ま
で
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕

よ
り
も
一
位
高
か
っ
た
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
が
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
同
じ
音
位
に
な
っ
た
の

は
、
こ
の
箇
所
か
ら
「
律
」
に
曲
中
反
音
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
護
」
か
ら
「
念
」
ま
で
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
位
高
く
記

譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
箇
所
か
ら
「
呂
」
に
曲
中
反
音
し
て
い
る
。 

両
者
と
も
出
だ
し
の
曲
種
は
「
呂
」
で
あ
る
。
「
一
」
で
「
呂
」
か
ら
「
律
」
へ
反
音
す
る
。
そ
し
て
、

「
護
」
で
「
律
」
か
ら
「
呂
」
に
反
音
し
終
音
す
る
。
ま
た
、
両
者
の
元
々
の
音
高
は
同
じ
で
、
両
者
の

音
位
が
異
な
る
の
は
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
「
呂
」
と
「
律
」
の
箇
所
を
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
、

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
全
体
を
「
律
」
で
記
譜
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。 

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
同
じ
音
位
に
お
い
て
「
律
」
の
方
が
「
呂
」
よ
り
一
音
高
い
音
が
記
譜

さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
覚
意
は
当
曲
を
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
翻
譜
す
る
際
、
全
体
を
「
律
」
で
記
譜

し
直
し
た
と
い
え
る
。 

⑥
帰
納
博
士
図
： 
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〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
出
音
の
情
報
、
さ
ら
に
は
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業

系
秘
讃
〕
の
博
士
を
比
較
し
た
際
の
反
音
の
情
報
か
ら
左
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
博
士
図
が
帰
納

さ
れ
る
。 

 

 

 

一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
前
述
の
覚
意
の
五
音
博
士
（
図
７
参
照
）
に
基
づ
い
て
記
譜
さ
れ

て
い
る
。 

 

二 

〈
緊
那
羅
天
讃
〉
の
比
較 

 

以
下
に
お
い
て
〈
緊
那
羅
天
讃
〉
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
比
較
を

六
項
目
に
亘
っ
て
行
う
。 

①
博
士
： 

左
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝
『
緊
那
羅
天
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
八
函
八
号
）
の
博
士
で
あ
る
。 

 

 

 

一
方
、
左
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝(

№
⒖)

〈
緊
那
羅
天
讃
〉
の
博
士
で
あ
る
。 
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②
曲
種
：
両
者
と
も
に
「
呂
曲
」
と
曲
名
の
側
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

③
調
子
：
両
者
と
も
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

④
様
式
：
両
者
と
も
に
曲
名
の
側
に
「
乙
出
之
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
両
者
と
も
に
「
徵
」

か
ら
出
音
し
て
い
る
の
で
「
乙
様
」
で
あ
る
。 

⑤
反
音
：
両
者
と
も
に
博
士
、
音
位
が
同
じ
で
あ
り
、
反
音
曲
で
は
な
い
。 

⑥
帰
納
博
士
図
： 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
出
音
、
博
士
の
情
報
か
ら
左
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
博
士
図
が
帰
納

さ
れ
る
。 

 

 

 

一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
前
述
の
覚
意
の
五
音
博
士
（
図
７
参
照
）
に
基
づ
い
て
記
譜
さ
れ

て
い
る
。 

 

三 

〈
慧
十
六
大
菩
薩
漢
語
讃
〉
の
比
較 

 

以
下
に
お
い
て
〈
慧
十
六
大
菩
薩
漢
語
讃
〉
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕

の
比
較
を
六
項
目
に
亘
っ
て
行
う
。 

①
博
士
： 

左
が
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝
『
十
六
尊
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
六
函
四
四
号
）
の
博
士
で
あ
る
。 

 



93 
 

 

 

一
方
、
左
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝(

№
⒗)

〈
貮
捌
尊
唐
音
讃
〉
の
博
士
で
あ
る
。 

 

 

 

②
曲
種
：
両
者
と
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

③
調
子
：
両
者
と
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

④
様
式
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
出
音
の
「
金
」
に
博
士
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
「
羽
」
で
出
音
し
て
い
る
の
で
「
乙
様
」
で
あ
る
。 

⑤
反
音
： 

 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
反
音
の
情
報
は
な
い
。
一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
「
羽
」
で
出

音
し
て
い
る
の
で
本
来
「
徴
」
の
箇
所
を
一
音
高
く
し
て
記
譜
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
「
法
」
は
『
天
竜
八
部
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
七
函
二
七
号
）
『
緊
那
羅

天
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
八
函
八
号
）
の
博
士
図
を
参
考
に
す
る
と
「
羽
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
「
法
」
は
三
重
の
「
宮
」
な
の
で
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
音
高

く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
一
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。 「

法
」
か
ら
最
後
の
「
目
」
ま
で
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
位

高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
の
音
高
が
同
じ
箇
所
は
な
い
の
で
曲
中
反
音
は

し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
覚
意
は
、
何
等
か
の
理
由
に
よ
り
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
を
翻
譜
す
る
と
き
に
全

体
を
一
位
高
く
記
譜
し
直
し
た
と
い
え
る
。 

⑥
帰
納
博
士
図
： 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
出
音
、
博
士
か
ら
左
の
博
士
図
が
帰
納
さ
れ
る
。 
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一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
前
述
の
覚
意
の
五
音
博
士
（
図
７
参
照
）
に
基
づ
い
て
記
譜
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
の
宗
源
系
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
比
較
結
果
に
つ
い
て
以
下

に
ま
と
め
る
。
宗
源
系
の
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
で
は
、
〈
天
竜
八
部

讃
第
三
重

〉
、

〈
緊
那
羅
天
讃

〉
、

〈
慧
十
六
大
菩
薩
漢
語
讃
〉
三
曲
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
元
々
の
博
士

の
音
高
は
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
覚
意
が
相

伝
し
た
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
従
来
の
記

譜
法
で
記
譜
さ
れ
て
い
た
「
秘
讃
」
を
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
し
直
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

  

第
三
目 

堅
覚
系
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
比
較 

 

一 

〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
の
比
較 

 
 

以
下
に
お
い
て
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の

比
較
を
六
項
目
に
亘
っ
て
行
う
。 

①
博
士
： 

左
が
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝
『
秘
讃
等
印
禅
方
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
〇
一
函
一
号
四
）
の
博
士
で

あ
る
。 

 

 

一
方
、
左
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝(

№
⒊)

「
反
音
」
の
博
士
で
あ
る
。 

 



95 
 

 

 

②
曲
種
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

③
調
子
：
両
者
と
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

④
様
式
：
出
音
が
判
別
で
き
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。 

⑤
反
音
： 

 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
反
音
曲
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は

「
反
音
」
と
曲
名
が
あ
る
の
で
反
音
曲
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
波
」
は
、
「
羽
」
つ
ま
り
「
六
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
「
縛
」
は
、
「
宮
」
つ
ま
り
「
干
」
で
記

譜
さ
れ
て
い
る
。
「
都
」
は
、
「
徴
」
つ
ま
り
、
「
中
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
〔
醍
醐

寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
同
音
な
の
で
、
「
律
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
扇
」
は
、
本
来
、
「
羽
」
＝
「
六
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
「
宮
」
で
一
音
高
く
記
譜
さ

れ
て
い
る
。
「
底
」
は
本
来
、
「
嬰
商
」
＝
「
上
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
「
角
」
で
一
音
高

く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
「
扇
」
と
「
底
」
は
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
方
が
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘

讃
〕
よ
り
も
一
位
高
い
の
で
「
呂
」
で
あ
る
。 

「
迦
」
は
、
「
徴
」
つ
ま
り
「
中
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
「
蘭
」
は
、
「
徴
」
つ
ま
り
「
中
」
で
記

譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
は
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
同
音
な
の
で
、

「
律
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
答
」
は
、
本
来
「
羽
」
＝
「
六
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
を
「
宮
」
で
一
音
高
く
記
譜
さ
れ

て
い
る
。
「
縛
」
「
也
」
も
同
様
で
あ
る
。
「
答
」
か
ら
「
也
」
ま
で
は
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の

方
が
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
位
高
い
の
で
「
呂
」
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
婆
」
か
ら
「
都
」
ま
で
「
律

」
、

「
扇
」
「
底
」
が
「
呂

」
、

「
迦
」
「
蘭
」

が
「
律

」
、

「
答
」
か
ら
最
後
の
「
也
」
ま
で
が
「
呂
」
で
あ
る
と
い
え
る
。 

⑥
帰
納
博
士
図
： 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
博
士
を
頼
り
に
す
る
と
左
の
博
士
図
が
帰
納
さ
れ
る
。 
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ま
た
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
を
並
べ
見
て
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕

の
笛
の
音
孔
名
を
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
当
て
は
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

 

 

一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
覚
意
の
五
音
博
士
（
図
７
参
照
）
に
基
づ
い
て
記
譜
さ
れ
て
い

る
。 

 

二 

〈
金
剛
利
菩
薩
讃
〉
の
比
較 

 

以
下
に
お
い
て
〈
金
剛
利
菩
薩
讃
〉
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
比
較

を
六
項
目
に
亘
っ
て
行
う
。 

①
博
士
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
、
ほ
ぼ
博
士
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
両
者
の
比
較
は
で
き
な

い
。
そ
の
た
め
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
つ
い
て
も
掲
載
し
な
い
。 

②
曲
種
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
出
音
が
「
徵
」

な
の
で
呂
曲
と
推
定
で
き
る
。 

③
調
子
：
両
者
と
も
記
載
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

④
様
式
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
、
ほ
ぼ
博
士
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
〔
称
名

寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
出
音
が
「
徵
」
な
の
で
「
乙
様
」
で
あ
る
。 

 

⑤
反
音
：
前
記
の
理
由
で
博
士
を
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

 

⑥
帰
納
博
士
図
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
、
ほ
ぼ
博
士
が
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
作
成
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
前
述
の
覚
意
の
五
音
博
士
（
図
７
参
照
）
に
基
づ
い

て
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

三 

〈
文
殊
梵
語
秘
曲
第
三
重
〉
の
比
較 

 
 

以
下
に
お
い
て
〈
文
殊
梵
語
秘
曲
第
三
重
〉
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕

の
比
較
を
六
項
目
に
亘
っ
て
行
う
。 

①
博
士
： 

左
が
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝
「
文
殊
梵
語
讃
」
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
六
函
四
九
号
）
の
博
士
で
あ
る
。 
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一
方
、
左
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
＝(

№
⒑)

同
梵
語
秘

曲

第

三

重

の
博
士
で
あ
る
。 

 

 

 

②
曲
種
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
「
呂
」
と
曲
名
の
下
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
〔
称
名
寺
慈

業
系
秘
讃
〕
に
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
出
音
が
「
羽
」
で
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
一
位
高
く

出
音
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
呂
」
の
箇
所
を
「
律
」
に
よ
っ
て
記
譜
し
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
情
報
か
ら
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
も
呂
曲
と
考
え
ら
れ
る
。 

③
調
子
：
両
者
と
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。 

④
様
式
：
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
「
呂
乙
出
之
」
と
曲
名
の
下
に
注
記
さ
れ
て
お
り
、
「
徵
」
か
ら

出
音
し
て
い
る
の
で
乙
様
で
あ
る
。
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
「
羽
」
か
ら
出
音
し
て
い
る
の
で

「
乙
様
」
で
あ
る
。 

⑤
反
音
： 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
は
「
但
律
増
也
反
音
曲
」
と
曲
名
の
下
に
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
呂
乙
出
之
」
と
あ
る
の
で
第
一
の
「
縛
」
以
下
は
「
呂
」
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
の
「
縛
」
か
ら
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「
利
」
ま
で
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
本
来
「
呂
」
の
箇
所
を
「
律
」
で
記
譜
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

第
三
の
「
縛
」
か
ら
第
三
の
「
羅
」
ま
で
両
本
と
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
音
位
で
あ
る
。
「
利
」
ま
で
〔
醍

醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
位
高
か
っ
た
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
が
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
同

じ
音
位
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
箇
所
か
ら
「
律
」
に
曲
中
反
音
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
儼
」
か
ら
「
没
」
ま
で
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
位
高
く
記

譜
さ
れ
て
い
る
。
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
本
来
「
呂
」
の
箇
所
を
「
律
」
で
記
譜
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。 

「
弟
」
か
ら
第
三
の
「
謨
」
ま
で
両
本
と
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
音
位
で
あ
る
。
「
利
」
ま
で
〔
醍
醐
寺
慈

業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
位
高
か
っ
た
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
が
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
同
じ
音
位

に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
箇
所
か
ら
「
律
」
に
曲
中
反
音
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

「
卒
」
か
ら
最
後
の
「
帝
」
ま
で
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
よ
り
も
一
位

高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
本
来
「
呂
」
の
箇
所
を
「
律
」
で
記
譜
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。 

以
上
に
つ
い
て
以
下
に
ま
と
め
る
。
両
者
と
も
出
だ
し
の
曲
種
は
「
呂
」
で
あ
る
。
第
三
の
「
縛
」
で

「
呂
」
か
ら
「
律
」
へ
反
音
す
る
。
そ
し
て
、
「
儼
」
で
「
呂
」
に
戻
る
。
さ
ら
に
、
「
弟
」
で
再
度

「
律
」
に
な
り
、
「
卒
」
で
「
呂
」
に
戻
り
、
そ
の
ま
ま
の
調
子
で
終
音
す
る
。 

⑥
帰
納
博
士
図
： 

〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
出
音
、
博
士
を
頼
り
に
す
る
と
左
の
博
士
図
が
帰
納
さ
れ
る
。 

 

 

 

一
方
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
覚
意
の
五
音
博
士
（
図
７
参
照
）
に
基
づ
い
て
記
譜
さ
れ
て
い

る
。 以

下
に
お
い
て
、
堅
覚
系
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
堅
覚
系
の
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
比
較

結
果
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
堅
覚
系
の
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
で
は
、

〈
文
殊
梵
語
秘

曲

第

三

重

〉
に
お
い
て
元
々
の
博
士
の
音
高
は
同
一
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
が
覚
意
が
相
伝
し
た
〔
称
名
寺
慈
業
秘
讃
〕
の
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、

〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
従
来
の
記
譜
法
で
記
譜
さ
れ
て
い
た
「
秘
讃
」
を
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に

よ
っ
て
記
譜
し
な
お
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
覚
意
は
反
音
曲
で
あ
る

〈
文
殊
梵
語
秘

曲

第

三

重

〉
を
翻
譜
し
た
際
、
全
体
を
「
律
」
に
よ
っ
て
記
譜
し
直
し
た
と
い
え
る
。 

な
お
、
〈
吉
慶
梵
語
三
段
秘
曲
〉
〈
金
剛
利
菩
薩
漢
語
讃
〉
の
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
は
、
博
士
が
ほ

と
ん
ど
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
比
較
対
照
は
で
き
な
か
っ
た
。 



99 
 

 
以
上
の
よ
う
に
、
本
節
で
は
、
覚
意
の
翻
譜
し
た
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
資
料
を
醍
醐
寺
所
蔵
資
料
の

中
か
ら
特
定
し
、
こ
の
資
料
と
称
名
寺
の
「
秘
讃
」
と
を
比
較
し
、
覚
意
が
そ
れ
ま
で
の
大
進
上
人
流
の

記
譜
法
の
声
明
譜
を
五
音
博
士
に
書
き
直
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

そ
の
結
果
、
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
反
音
曲
の
記
譜
法
は
、
「
律
」
で
統
一
的
に
記
譜
さ
れ
て
い

た
の
で
、
覚
意
が
南
山
進
流
の
反
音
曲
の
記
譜
法
を
確
立
し
た
可
能
性
が
さ
ら
に
高
く
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
覚
意
は
反
音
曲
の
「
秘
讃
」
の
相
伝
に
お
い
て
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
系
統
の
「
秘
讃
」
を
、
自

ら
の
考
案
し
た
記
譜
法
に
よ
っ
て
博
士
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
読
譜
し
や
す
く
翻
譜
し
た
と
い
え
る
。 

ま
た
、
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
と
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
の
博
士
の
音
高
の
同
一
性
に
お
い
て
、

覚
意
が
〔
称
名
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
に
翻
譜
す
る
際
に
書
写
し
た
原
本
は
〔
醍
醐
寺
慈
業
系
秘
讃
〕
で
あ
る

こ
と
が
解
明
さ
れ
た
。 

以
前
の
考
察
に
お
い
て
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
高
野
山
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
記
譜
法

は
、
一
様
で
な
い
こ
と
を
報
告
し
た
。
ま
た
、
覚
意
が
五
音
博
士
を
使
用
す
る
以
前
、
般
若
房
定
意
の

『
声
明
集
』
が
存
在
し
、
そ
れ
は
笛
の
音
孔
名
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
本
節

で
覚
意
は
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃
」
を
自
身
の
五
音
博
士
に
よ
っ
て
書
き
直
し
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
秘
讃
」
の
事
例
と
同
じ
よ
う
に
、
覚
意
が
般
若
房
定
意
の
笛
の
音
孔
名
が

付
さ
れ
た
『
声
明
集
』
を
五
音
譜
に
書
き
直
し
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。 

 

第
四
節 

初
期
の
『
声
明
集
』 

 

本
節
で
は
、
初
期
の
『
声
明
集
』
す
な
わ
ち
称
名
寺
所
蔵
の
二
本
の
『
声
明
集
』
及
び
「
文
保
二
年
本
」

の
『
声
明
集
』
の
曲
目
・
曲
順
と
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
指
標
と
し
て
対
照
し
、

初
期
に
お
い
て
基
本
構
造
が
ど
れ
ほ
ど
確
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
本
章
の

第
一
節
で
そ
の
存
在
が
予
想
さ
れ
た
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
の
『
声
明
集
』
に
関
す
る
『
声
実
抄
』

の
情
報
に
よ
っ
て
、
初
期
の
『
声
明
集
』
が
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
の
い
ず
れ
の
『
声
明
集
』
で
あ

っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
確
認
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
譜
を
確
定
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造
（
曲
目
・
曲
順
及
び
博
士
の
骨
格
）
の
検
討
に
よ
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
基
本
構
造
が
確
定
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
。 

 

第
一
項 

『
声
明
集
』
に
つ
い
て 

 

覚
意
が
「
秘
讃
」
を
翻
譜
し
て
以
降
の
十
四
世
紀
に
な
る
と
南
山
進
流
に
お
い
て
『
声
明
集
』
と
呼
ば

れ
る
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
一
群
の
「
声
明
本
」
が
成
立
し
始
め
た
。
以
下

に
お
い
て
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
『
声
明
集
』
の
特
徴
を
挙
げ
る
。 

（
１
）
枡
形
の
譜
本
１
１
８

。 

（
２
）
注
記
は
、
由
り
、
反
り
等
に
特
化
さ
れ
て
い
る
１
１
９ 

（
３
）
曲
目
構
成
は
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
か
ら
始
ま
り
教
化
に
終
わ
る
も
の
が
多
い
１
２
０

。 

先
行
研
究
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
対
比
の
中
で
こ
れ
ら
三
つ
の
特
徴
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
『
声
明
集
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
比
較
に
お
い
て
『
声
明
集
』
の
特
徴
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
の
は
中
川
氏
の
み
で
あ
る
。
他
の
研
究
で
は
、
『
声
明
集
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
は
対
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比
さ
れ
て
い
な
い
。 

第
一
の
特
徴
の
『
声
明
集
』
が
枡
形
の
譜
本
で
あ
る
こ
と
は
、
『
声
明
集
』
が
実
際
の
法
会
で
も
用
い

ら
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。 

第
二
の
注
記
が
特
徴
の
由
り
、
反
り
等
に
特
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
第
一
の
枡
形
本
で
あ
る
こ
と
に

関
連
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
声
明
集
』
は
、
必
要
最
低
限
の
情
報
の
み
し
か
記
載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、
実
際
に
後
述
す
る
室
町
期
の
種
々
の
『
声
明
集
』
を
み
て
み
た
と
こ
ろ
、
大
方

の
『
声
明
集
』
に
は
、
由
り
、
反
り
等
の
指
南
は
少
な
く
、
詞
章
と
博
士
の
骨
格
１
２
１

の
み
の
場
合
が
多

い
印
象
を
受
け
た
。 

第
三
の
『
声
明
集
』
の
「
曲
目
構
成
」
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
連
続
性
に
お
い
て
最
も
重
要
な
こ
と

で
あ
る
。
『
声
明
集
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
で
は
、
「
曲
目
構
成
」
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
『
魚
山
蠆
芥

集
』
は
、
法
会
で
実
際
に
用
い
ら
れ
る
『
声
明
集
』
の
た
め
の
教
則
本
と
し
て
誕
生
し
た
と
み
な
さ
れ
て

い
る
の
で
、
ま
さ
に
『
声
明
集
』
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
先
駆
資
料
と
言
え
る
。 

以
下
に
お
い
て
、
初
期
か
ら
後
期
ま
で
の
『
声
明
集
』
の
資
料
の
変
遷
を
辿
り
な
が
ら
、
『
声
明
集
』

の
構
成
に
つ
い
て
確
認
す
る
。 

初
期
の
『
声
明
集
』
の
構
成
に
つ
い
て
中
川
氏
は
、
写
本
と
し
て
最
古
の
応
永
十
三
年
（
一
四
○
六
）

の
『
声
明
集
』
を
紹
介
し
、
〈
金
剛
界

〉
、

〈
胎
蔵
界

〉
、

［
讃

］
、

〈
理
趣
経

〉
、

［
法
用
］
と
経
緯

し
、
〈
教
化
〉
に
終
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
同
氏
は
こ
れ
に
つ
い
て
、 

こ
の
配
列
が
後
の
声
明
集
の
三
礼
に
初
（
マ
マ
）
ま
る
次
第
と
余
程
変
っ
て
い
る
の
で
、
現
行
の
声

明
集
に
移
る
前
の
配
列
と
理
解
す
る
人
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
の
こ
と
は
後

に
触
れ
る
１
２
２

。 

と
述
べ
て
い
る
が
、
後
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
形
跡
は
な
い
。
こ
の
様
な
順
序
は
、
当
時
の
相
応
院
流
の

『
法
則
集
』
や
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
応
永
十
三
年
の
『
声

明
集
』
は
そ
の
影
響
を
ま
だ
受
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
相
応
院
流
の
『
法
則
集

』
、

醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
構
成
は
、
［
供
養
法
］
［
讃
］

［
法
用
］
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
順
序
の
高
野
山
の
『
声
明
集
』
は
、
「
応
永
十
三
年
本
」
の
み
報
告
さ
れ
て
い

る
。
後
述
す
る
が
、
こ
れ
よ
り
前
の
文
保
二
年
の
奥
書
を
有
す
る
『
声
明
集
』
よ
り
も
大
型
の
「
声
明
本
」

で
あ
る
「
文
保
二
年
本
」
は
す
で
に
、
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
「
応
永
十
三
年

本
」
以
前
に
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
か
ら
始
ま
る
『
声
明
集
』
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。 

こ
れ
よ
り
以
後
の
実
際
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
は
、
「
応
永
三
年
本
」
（
一
三
九
六

）
、

「
永
享
六
年
本
」
（
一
四
三
四

）
、

「
永
享
十
年
本
」
（
一
四
三
八

）
、

「
康
正
二
年
本
」
（
一
四
五

六

）
、

「
永
正
二
年
本
１
２
３

」
（
一
五
○
五
）
等
の
大
方
の
『
声
明
集
』
の
写
本
の
曲
順
は
、
後
に
み
る

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
ほ
と
ん
ど
同
様
の
も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
「
応
永
三
十
四
年
本
」
（
嘉
慶
二
年
本(

一
三
八
八)

の
写
し
）
や
「
文
明
七
年
本
」
（
一
四

七
五
）
等
の
写
本
が
大
山
氏
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
が
１
２
４

、
曲
目
構
成
は
実
際
に
目
を
通
し
て
い

な
い
の
で
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
版
本
で
最
も
古
い
「
文
明
四
年
版
１
２
５

」
も
〈
三
礼
・
如
来

唄
〉
か
ら
始
ま
る
構
成
で
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
「
文
明
四
年
版
」
は
、
世
界
に
お
い
て
「
刊
年
を
明
記
し
、
ま
た
現
存
を
確
認
で
き
る
最

古
の
印
刷
楽
譜
１
２
６

」
で
あ
る
と
さ
れ
、
文
化
史
上
に
お
け
る
世
界
的
な
偉
業
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
年
に
『
声
明
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
、
南
山
進
流
の
み
な
ら
ず
「
声
明
本
」



101 
 

の
歴
史
に
お
い
て
も
記
念
碑
的
な
出
来
事
で
あ
り
、
こ
の
「
文
明
四
年
版
」
を
端
緒
に
し
て
、
室
町
期
に

は
多
数
の
『
声
明
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
１
２
７

。
こ
れ
ら
の
版
本
の
中
で
は
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
に
開

板
さ
れ
た
『
声
明
集
』
が
広
く
流
布
し
た
。 

そ
の
後
の
元
亀
四
年
（
一
五
七
三
）
に
開
板
さ
れ
た
『
声
明
集
』
に
は
教
化
の
後
に
〈
後
夜
偈
〉
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
「
元
亀
四
年
版
」
の
こ
の
箇
所
は
、
中
川
〔
一
九
七
六
〕
の
口
絵
の
写
真
に
よ
っ
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
１
２
８

。
こ
の
口
絵
を
確
認
し
、
実
際
に
〈
後
夜
偈
〉
が
あ
る
「
文
保
二
年
本
」
と
比
較

し
て
み
た
。
博
士
は
一
箇
所
を
除
い
て
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
一
箇
所
の
違
い
は
、
「
業
」
の
「
羽
」
「
徴
」

の
博
士
の
「
徴
」
の
末
の
表
記
で
あ
る
。
ま
た
、
「
元
亀
四
年
版
」
に
は
カ
ナ
の
注
記
が
な
い
が
、
「
文

保
二
年
本
」
に
は
そ
れ
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
十
字
あ
る
う
ち
の
十
字
に
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の

「
元
亀
四
年
版
」
の
奥
付
に
は
、 

 
 

元
亀
四
年
庚

牛

二
月
十
六
日
於 

南
山
染
筆 

暁
善 

右
板
開
者
於
高
野
山 

開
□
畢 

と
あ
る
よ
う
に
、
暁
善
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
開
板
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
暁
善
は
、
天
正
四

年
（
一
五
七
六

）
、

文
禄
二
年
（
一
五
九
三
）
に
も
『
声
明
集
』
を
開
版
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
暁

善
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
た
『
声
明
集
』
は
あ
ま
り
流
布
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
１
２
９

。 

他
に
朝
意
が
永
禄
九
年
に
書
写
し
た
『
声
明
集
１
３
０

』
を
写
真
資
料
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
〈
教
化
〉
の

後
に
〈
後
夜
偈
〉
が
あ
っ
た
。
当
本
の
〈
後
夜
偈
〉
を
「
文
保
二
年
本

」
、

「
元
亀
四
年
版
」
の
そ
れ
と

対
照
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
本
は
、
カ
ナ
の
注
記
が
多
数
あ
る
点
で
、
「
文
保
二
年
本
」
に
類
似
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
「
衆
」
の
博
士
が
異
な
っ
て
い
る
。
「
文
保
二
年
本

」
、

「
元
亀
四
年
版
」
が
「
角
」
の
博
士

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
永
禄
九
年
本
」
は
「
角

」
、

「
徴
」
の
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
違
い
に
つ
い
て
、

参
考
す
る
も
の
が
な
く
、
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
同
じ
『
声
明
集
』
で
も
〈
後
夜
偈
〉
が
〈
教
化
〉
の
後
に
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
存

在
す
る
。
こ
れ
を
考
え
る
に
、
〈
後
夜
偈
〉
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
も
の
は
時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
も
の
な

の
で
、
十
六
世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
挿
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
推
定
で
き
る
。 

先
述
し
た
「
天
文
十
年
版
」
の
流
布
本
に
は
、
最
後
に
〈
後
夜
偈
〉
が
後
か
ら
筆
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
後
夜
偈
〉
の
曲
名
の
下
に
、 

進
流
ノ

博
士
无
之
以
二

仁
和
寺
ノ
様
ヲ

一

付
之
灌
頂
後
夜
用
意
也 

と
あ
る
。
こ
の
文
章
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
後
夜
偈
〉
の
箇
所
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

〈
後
夜
偈
〉
の
博
士
は
南
山
進
流
に
は
な
く
、
相
応
院
流
の
そ
れ
を
依
用
し
た
よ
う
で
あ
る
。
因
み
に

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
お
い
て
〈
後
夜
偈
〉
は
〈
九
方
便
〉
の
〈
廻
向
〉
の
後
に
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
ま

だ
ま
だ
資
料
不
足
ゆ
え
今
後
慎
重
に
考
え
て
い
き
た
い
。 

以
上
に
お
い
て
、
『
声
明
集
』
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
そ
の
結
果
次
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

第
一
に
『
声
明
集
』
は
枡
形
本
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
実
際
の
法
会
に
用
い
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
第
二

に
、
『
声
明
集
』
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
比
べ
て
注
記
が
少
な
い
。
こ
れ
は
、
第
一
の
こ
と
と
同
様
に
、

『
声
明
集
』
の
法
儀
に
お
け
る
実
用
性
を
重
視
し
た
性
格
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
『
声

明
集
』
の
構
成
は
、
後
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
踏
襲
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
『
声
明
集
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
連
続
性
を
語
る
上
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
二
項 

資
料 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、
枡
形
本
で
、
注
記
が
由
り
、
反
り
等
で
、
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
か
ら
始
ま
る
形
式
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を
備
え
る
『
声
明
集
』
は
主
に
中
期
以
降
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
初
期
の
『
声
明
集
』
で
、
先
の
三

つ
の
条
件
を
揃
え
た
資
料
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。 

し
か
し
、
初
期
に
お
い
て
す
で
に
、
中
期
の
『
声
明
集
』
の
先
駆
と
な
る
よ
う
な
も
の
は
、
存
在
し
て

い
た
。
本
稿
で
は
、
三
本
の
資
料
を
初
期
の
『
声
明
集
』
と
み
な
し
て
取
り
扱
う
。
三
本
の
う
ち
の
二
本

は
、
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
「
歌
謡
・
声
明
篇 

続
」
に
お
い
て
〔
進
流
声
明
集
〕
お
よ
び

〔
南
山
進
流
声
明
集
〕
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
称
名
寺
所
蔵
の
資
料
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
前
者

を
「
称
名
寺
本
ａ

」
、

後
者
を
「
称
名
寺
本
ｂ
」
と
呼
ぶ
。
ま
た
、
残
り
の
一
本
は
、
岡
山
の
金
剛
福
寺

に
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
文
保
二
年
本
」
と
呼
ぶ
。 

 

第
一
目 

〔
進
流
声
明
集
〕

（
「

称
名
寺
本
ａ

」
） 

 

一 

概
要 

 

当
本
は
、
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
に
影
印
・
翻
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
行
研
究
で
は
未
報
告

の
資
料
で
あ
る
。
な
お
、
書
誌
に
つ
い
て
は
、
序
論
で
示
し
た
。
収
録
曲
目
は
、
〈
金
剛
界
〉
〈
胎
蔵

界
〉
〈
四
智
讃
〉
〈
心
略
讃
〉
〈
四
智
漢
語
〉
〈
心
略
漢
語
〉
〈
佛
讃
〉
〈
吉
慶
漢
語
〉
〈
吉
慶
梵
語
〉

〈
不
動
讃
〉
〈
東
方
讃
〉
〈
南
方
讃
〉
〈
西
方
讃
〉
〈
北
方
讃
〉
〈
四
波
羅
蜜
讃
〉
〈
文
殊
讃
〉
〈
云
何

唄
〉
〈
始
段
唄
（
如
来
唄

）
〉

〈
出
家
唄
〉
〈
散
華
大
日
〉
〈
梵
音
〉
〈
錫
杖
頌
〉
〈
散
華
釈
迦
〉
〈
散

華
薬
師
〉
〈
散
華
阿
弥
陀
〉
〈
対
揚
〉
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
［
供
養
法
］
［
讃
］
［
法
用
］
の
曲
目

構
成
で
あ
る
。 

ま
た
、
覚
意
の
五
音
博
士
に
よ
っ
て
博
士
が
付
さ
れ
て
お
り
博
士
に
若
干
の
旋
律
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

筆
者
は
当
資
料
の
原
本
を
み
て
い
な
い
の
で
、
序
論
に
お
い
て
上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
所
蔵
の

写
真
資
料
に
よ
っ
て
書
誌
に
つ
い
て
分
か
る
範
囲
で
確
認
し
た
。
装
丁
は
未
確
認
で
あ
り
、
書
写
時
代
は

鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
だ
と
考
え
ら
れ
、
書
写
者
は
不
明
で
あ
っ
た
。 

 

二 

覚
意
と
の
関
係
性 

 

先
述
し
た
よ
う
に
称
名
寺
所
蔵
の
「
秘
讃
」
に
は
覚
意
の
奥
書
が
あ
り
覚
意
が
翻
譜
し
た
こ
と
が
判
明

し
て
い
る
が
、
『
声
明
集
』
は
覚
意
と
の
関
係
性
が
今
の
と
こ
ろ
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

以
下
に
お
い
て
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
覚
意
と
の
関
係
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。 

こ
の
考
究
に
際
し
、
ま
ず
〔
声
明
集
断
簡
〕
と
い
う
資
料
に
つ
い
て
述
べ
る
。
称
名
寺
に
は
、
当
本
と

同
じ
内
容
を
持
つ
資
料
が
あ
る
。
し
か
し
、
〈
金
剛
界
〉
「
恭
禮
三
寶
」
か
ら
の
「
第
二
至
心
懺
悔
」
の

途
中
ま
で
の
み
残
存
し
て
い
る
〔
声
明
集
断
簡
〕
は
、
釼
阿
の
自
筆
の
奥
書
を
有
す
る
〔
貮
捌
尊
音
唐

讃
〕
の
本
文
の
書
写
者
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
、
〔
貮
捌
尊
音
唐
讃
〕
は
、
釼
阿
が
「
延
慶

二
年
（
一
三
〇
九
）
六
月
二
十
七
日
に
覚
意
（
勝
蓮
上
人
＝
証
蓮
房
）
の
本
を
弟
子
に
書
写
さ
せ
て
（
覚

意
か
ら
）
面
授
相
伝
し
た
１
３
１

」
も
の
で
あ
る
と
い
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
〔
声
明
集
断
簡
〕
は
、
釼
阿
の
弟
子
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
〔
声
明
集
断
簡
〕
も
〔
貮
捌
尊
音
唐
讃
〕
と
同
様
に
「
覚
意
の
本
」
を
釼
阿
が
弟
子
に
書
写
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
か
、
或
い
は
「
覚
意
の
本
」
の
釼
阿
書
写
本
を
釼
阿
の
弟
子
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
覚
意
の
五
音
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
お
り
、
覚
意
の
本
奥
書
を
有
す
る
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〔
貮
捌
尊
音
唐
讃
〕
を
書
写
し
た
人
物
に
よ
る
転
写
本
な
の
で
、
覚
意
に
遡
る
こ
と
の
で
き
る
資
料
で
あ

る
。 そ

し
て
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
、
釼
阿
の
弟
子
が
書
写
し
た
〔
声
明
集
断
簡
〕
と
で
は
、
〈
金
剛
界
〉

「
恭
禮
三
寶
」
か
ら
の
「
第
二
至
心
懺
悔
」
の
途
中
ま
で
博
士
の
記
譜
、
唱
法
の
注
記
、
別
様
の
博
士
と

そ
の
注
記
が
全
く
同
じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
〔
声
明
集
断
簡
〕
は
同
本
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
釼
阿
の
弟
子
が
書
写
し
た
〔
声
明
集
断
簡
〕
の
転
写
本
で
あ
る
か
、

〔
声
明
集
断
簡
〕
の
親
本
で
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。 

も
し
も
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
が
〔
声
明
集
断
簡
〕
の
親
本
で
あ
り
、
な
お
か
つ
〔
貮
捌
尊
音
唐
讃
〕
と

同
様
に
「
覚
意
の
本
」
を
釼
阿
が
弟
子
に
書
写
さ
せ
て
い
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は

覚
意
の
自
筆
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
覚
意
の
記
譜
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
本
稿
で
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
を
覚
意
系
の
『
声
明
集
』
と
し
て
用
い
る
。 

 

三 

「
称
名
寺
本
ａ
」
に
み
ら
れ
る
系
譜 

 
 

左
記
の
１
か
ら
９
の
九
箇
の
博
士
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
お
い
て
「
浄
月
房
」
と
注
記
の
あ
る
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
浄
月
房
聖
海
の
博
士
で
あ
る
。
こ
れ
ら
全
て
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、

「
称
名
寺
本
ａ
」
に
お
い
て
浄
月
房
聖
海
の
博
士
は
本
説
で
は
な
く
、
異
説
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
で
は
、
「
浄
月
房
」
以
外
の
系
譜
の
情
報
は
全
く
な
い
。 

す
な
わ
ち
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
、
「
浄
月
房
」
の
博
士
を
唯
一
の
異
説
と
し
て
特
別
に
扱
っ
て
い
る
。

浄
月
房
聖
海
は
大
進
上
人
流
の
中
で
も
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
系
譜
を
構
成
す
る
人
物
な
の
で
、
「
称
名

寺
本
ａ
」
は
慈
業
系
大
進
上
人
流
を
特
に
意
識
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

つ
ま
り
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
観
験
系
大
進
上
人
流
の
『
声
明
集
』
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

後
述
す
る
が
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
両
者
の
博
士
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

両
者
の
弟
子
で
あ
る
覚
意
が
ど
ち
ら
か
の
『
声
明
集
』
を
底
本
と
し
、
ど
ち
ら
か
の
『
声
明
集
』
を
対
校

本
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

１
〈
九
方
便
〉
「
雲
」
ｋ
―
４０６

 

２
〈
心
略
漢
語
〉
「
善
」
ｒ
―
３ 

 
 

 
 

 
 

３
〈
佛
讃
〉
「
擔
」
ｓ
―
３３

４
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
覩
」
ｕ
―
３ 

 

５
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
生
」
ｕ
―
６ 
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６
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
宮
」 

ｕ
―
３５

 
 

７
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
荘
」
ｕ
―
９０

 

 
 

 
 

 
 

 
 

８
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
法
」
ｕ
―
１２２

 

９
〈
不
動
讃
〉
「
謨
」
ｐ
―
６６ 
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第
二
目 

〔
南
山
進
流
声
明
集
〕

（
「

称
名
寺
本
ｂ

」
） 

 
一 
概
要 

 

当
本
は
、
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
に
影
印
・
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
収
録
曲
目
は
、
〈
金
剛
界
〉
〈
胎

蔵
界
〉
〈
如
来
唄
〉
〈
散
華
釈
迦
〉
〈
散
華
薬
師
〉
〈
散
華
阿
弥
陀
〉
〈
散
華
花
嚴
〉
〈
梵
音
〉
〈
錫

杖
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
［
供
養
法
］
［
法
用
］
（
四
箇
法
用
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
［
讃
］

は
未
収
録
で
あ
る
。 

ま
た
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
博
士
が
指
さ
れ
て
お
り
、
博
士
に
音
律
に
関
す
る
注
記
は
な

い
。
な
お
、
序
論
で
示
し
た
よ
う
に
、
装
丁
は
巻
子
装
、
数
量
は
一
巻
一
軸
、
書
写
時
代
は
鎌
倉
期
で
あ

る
。
書
写
者
は
〈
金
剛
界
〉
は
不
明
で
あ
る
が
、
〈
胎
蔵
界
〉
以
降
は
釼
阿
で
あ
る
。 

 

二 

記
譜
の
特
徴 

 

当
本
の
〈
金
剛
界
〉
〈
胎
蔵
界
〉
に
は
特
徴
的
な
記
譜
が
み
ら
れ
る
。
〈
如
来
唄
〉
〈
散
華
〉
〈
梵

音
〉
〈
錫
杖
〉
の
［
法
用
］
は
後
代
の
南
山
進
流
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
博
士
で
記
譜
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
〈
金
剛
界
〉
の
「
恭
禮
三
寶
」
か
ら
「
三
昧
耶
戒
真
言
」
ま
で
、
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
恭
禮
三
寶
」

か
ら
「
無
動
金
剛
能
成
就
真
言
」
ま
で
の
博
士
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
同
じ
箇
所
の
博
士
よ
り
曲
全
体

が
一
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
「
四
種
反
音
」
の
中
の
「
曲
中
反
音
１
３
２

」
の
「
羽
調
反
音
」
の
理
論

を
援
用
す
る
と
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
の
〈
金
剛
界
〉
〈
胎
蔵
界
〉
の
一
部
分
が
「
律
曲
」
と
し
て
記
譜
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
の
〈
金
剛
界
〉
〈
胎
蔵
界
〉
の
記
譜
法
は
「
羽
調
反
音
」
の
理
論

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
説
明
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
初
期
の
〈
金
剛
界
〉
〈
胎
蔵
界
〉
は
、
「
呂
」
と

「
律
」
の
二
種
類
の
記
譜
法
が
存
在
し
て
い
た
と
み
な
せ
る
。 

 

三 

覚
意
と
の
関
係
性 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
と
同
様
に
、
当
本
と
覚
意
と
の
関
係
性
と
を
探
っ
て
い
き
た
い
。 

当
本
は
覚
意
か
ら
直
接
的
に
数
多
く
の
声
明
譜
を
相
伝
し
て
い
る
釼
阿
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
部
分
を

含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
本
の
大
分
部
分
を
占
め
る
〈
胎
蔵
界
〉
以
降
は
、
「
秘
讃
」
な
ど
の
多
く

の
曲
を
覚
意
か
ら
相
伝
し
て
い
た
釼
阿
が
書
写
し
て
い
る
。 

た
だ
し
、
〈
金
剛
界
〉
は
釼
阿
が
書
写
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
同
一
の
テ
ク
ス
ト
内
に
書
写
さ

れ
て
い
る
の
で
釼
阿
の
グ
ル
ー
プ
の
人
物
が
書
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
「
秘

讃
」
を
覚
意
か
ら
相
伝
し
た
釼
阿
が
書
写
し
て
い
る
箇
所
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
と
、
当
本
も
「
覚
意

の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
で
、
釼
阿
が
覚
意
か
ら
当
本
を
相
伝
し
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
当
本
は
、
釼
阿
が
覚
意
か
ら
相
伝
し
た
『
声
明
集
』
の
可
能
性
が
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
お
り
、
な
お
か
つ
そ
の
書

写
に
携
わ
っ
て
い
た
釼
阿
は
他
に
も
覚
意
か
ら
数
多
く
の
「
覚
意
の
五
博
士
」
の
声
明
資
料
を
相
伝
し
て

い
る
た
め
、
当
本
は
覚
意
を
経
由
し
て
釼
阿
に
相
伝
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 
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四 

相
応
院
流
と
の
関
係
性 

 

「
称
名
寺
本
ｂ
」
に
は
、
「
五
云
四
大
尊
ノ
南
無
ハ
本
躰
ハ
雖
無
之
北
院
御
時
有
御
評
議
被
加
畢
」
と

朱
書
き
の
注
記
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
声
決
書
』
や
『
声
実
抄
』
の
記
述
の
よ
う
に
、
声
明
会
議
が
開

か
れ
た
こ
と
が
示
し
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
声
明
会
議
に
つ
い
て
の
最
古
の
記
述
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
。 ま

た
、
当
本
に
は
、
「
五
」
に
関
す
る
注
記
が
四
つ
あ
る
。
「
五
」
は
「
北
院
御
時
」
と
も
あ
る
の
で
、

仁
和
寺
北
院
の
「
五
宮
」
と
称
さ
れ
て
い
た
仁
和
寺
第
五
世
覚
性
（
一
一
二
九
〜
一
一
六
九
）
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
次
に
当
本
と
相
応
院
流
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
探
っ
て
い
き
た
い
。 

幸
い
に
も
『
声
明
集
私
案
記
』
に
相
応
院
流
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
し
て

両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
確
認
を
行
う
。
な
お
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
詳
細
に
つ
い
て
は
第
三
章
に
お

い
て
述
べ
る
。 

 

（
№
１
）
〈
三
條
錫
杖
〉
「
弟
子
」
ｇ
―
１０９

～
１１０

ま
で
唱
え
る
指
南 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ
ハ
弟
子
マ
テ
ス
ル
也
。
進
樣
ニ

ハ

不
レ

然
護
持
計
リ

ス
ル

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
六
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
の
〈
錫
杖
〉
は
、

「
弟
子
」
ま
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
相
応
院
流
の
指
南
で
記
譜
さ
れ

て
い
る
と
み
な
せ
る
。
な
お
南
山
進
流
の
『
声
明
集
』
の
「
文
明
四
年
版
」
は
、
「
護
持
」
ま
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 

 

（
№
２
）
〈
金
剛
界
〉
「
普
供
養
」
「
阿
」
ｊ
―
５００

よ
り
読
み
始
め
る
指
南 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
応
院
ニ
ハ
阿
ヨ
リ
ス
ル
也
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
四
下
）
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
で
は
、
「
阿
」
か
ら
博
士
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
相
応
院
流
の
指
南
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
南
山
進
流
の
『
声
明
集
』
の
「
文

明
四
年
版
」
は
「
唵
」
よ
り
博
士
が
付
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
№
３
）
〈
金
剛
界
〉
「
所
修
功
徳
」
の
旋
律 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ
ハ
所
修
功
徳
ヨ
リ
徴
ノ

音
ニ

博
士
ヲ

ス
ル
也

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
〇
五
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
に
は
、
「
所
修
功
徳
」
の
詞
章
が
あ

り
博
士
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
相
応
院
流
の
指
南
で
記
譜
さ
れ
て
い
る

と
み
な
せ
る
。
な
お
、
南
山
進
流
の
『
声
明
集
』
の
「
文
明
四
年
版
」
は
「
所
修
功
徳
」
の
詞
章
が
な
い
。 

 

（
№
４
）
〈
金
剛
界
〉
「
喜
」
ｊ
―
七
〇
三
の
旋
律 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
喜
ハ
徴
也
。
相
應
院
ニ
ハ
博
士
ヲ
羽
徴
ト

ス
ル
也
云

云

」
（
続
真
三

〇
・
一
〇
五
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
に
は
「
宮
」
「
羽
」
の
博
士
が
記
譜

さ
れ
て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
一
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
こ

も
そ
の
箇
所
の
記
譜
に
准
じ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
相
応
院
流
の
指
南
で
記

譜
さ
れ
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
な
お
、
南
山
進
流
の
『
声
明
集
』
の
「
文
明
四
年
版
」
の
「
喜
」
は
「
徴
」

で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 
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以
上
の
よ
う
に
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
相
応
院
流
の
指
南
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
し
た
が

っ
て
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
た
相
応
院
流
の
『
法
則
集
』

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
と
覚
意
と
の
関
係
性
か
ら
、
覚
意
は
相
応
院
流
の
『
法
則
集
』
を
も
翻
譜
し

た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
覚
意
は
積
極
的
に
相
応
院
流
の
譜
本
に
五
音
博
士
を

付
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
も
覚
意
が
五
音
博
士
を
付
し
た
『
声
明

集
』
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。 

 

第
三
目 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

一 

概
要 

 

長
恵
以
前
の
時
代
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
類
似
し
た
「
声
明
本
」
が
存
在
し
た
こ
と
が
、
先
行
研
究

で
は
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
を
便
宜
的
に
「
文
保
二
年
本
」
と
呼
ぶ
。
な
お
、
書
誌
に
つ
い

て
は
序
論
に
示
し
た
。 

現
在
、
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
蔵
に
は
原
本
の
「
文
保
二
年
本
」
の
転
写
本
を
さ
ら
に
岩
原

諦
信
氏
が
書
写
し
た
も
の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
残
念
な
が
ら
「
文
保
二
年
本
」
の
原
本
も
転
写

本
も
所
在
不
明
で
あ
る
。
本
稿
で
は
岩
原
諦
信
氏
が
書
写
し
た
資
料
を
用
い
る
。
こ
の
本
の
終
わ
り
に
は
、 

本
云
文
保
二
年
八
月
一
日 

普
一 

と
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
奥
書
の
後
に
醍
醐
様
の
博
士
図
、
高
野
様
の
博
士
図
等
の
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
、 

金
剛
福
寺 

紫
雲
山 

于
時
寶
暦
七
丑
年
三
月
吉
祥 

智
教 

と
あ
る
。
こ
の
本
は
、
書
写
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
、
岡
山
の
金
剛
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
最

初
文
保
二
年
に
、
普
一
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
、
こ
の
普
一
は
貞
和
二
年
（
一
三
四
六
）
に
撰
述
さ
れ
た
『
音
曲
式
口
伝
』

の
選
者
の
普
一
と
同
一
人
物
だ
と
さ
れ
て
い
る
１
３
３

。 

ま
た
、
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
も
「
文
保
二
年
本
」
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
金
剛
福
寺
に
所
蔵
さ
れ

て
い
た
も
の
の
大
き
さ
は
、
「
竪
二
八
、
二
㎝
。
横
二
一
、
一
㎝
」
で
あ
っ
た
と
い
う
１
３
４

。
こ
の
大
型

の
法
量
は
後
の
『
声
明
集
』
よ
り
も
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
近
い
。 

「
文
保
二
年
本
」
は
、
南
山
進
流
の
「
声
明
本
」
の
歴
史
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
記
譜
さ
れ
た
年
記
を
明
ら
か
に
す
る
声
明
集
成
の
中
で
、

現
在
確
認
で
き
る
最
古
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
「
文
保
二
年
本
」
の
資
料
的
価
値
で
あ
る
。 

次
に
、
先
行
研
究
の
「
文
保
二
年
本
」
に
つ
い
て
の
言
及
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。 

ま
ず
、
「
文
保
二
年
本
」
を
南
山
進
流
の
中
で
最
古
の
声
明
集
成
と
し
て
み
る
記
述
を
挙
げ
る
。 

岩
原
氏
は
「
文
保
二
年
本
」
に
つ
い
て
「
内
容
は
現
行
魚
山
と
か
わ
り
は
な
い
。
現
存
声
明
集
で
は
お

そ
ら
く
最
古
の
も
の
で
あ
ろ
う
１
３
５

。
」

と
述
べ
て
い
る
。
岩
原
氏
は
こ
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
内
容
的
な
類
似
性
を
指
摘
し
、
「
文
保
二
年
本
」
を
南
山
進
流
の
声
明
集
の
最
古
の
も
の
だ
と
み
な
し

て
い
る
。 

ま
た
、
大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
も
、
岩
原
氏
同
様
に
、
「
進
流
声
明
集
中
現
存
す
る
最
古
の
写
本
は
備

中
金
剛
福
寺
本
１
３
６

」
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

両
者
は
、
「
文
保
二
年
本
」
を
南
山
進
流
で
最
古
の
声
明
集
と
み
な
し
て
い
る
。 

次
に
、
「
文
保
二
年
本
」
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
先
駆
資
料
と
み
な
さ
れ
て
い
る
記
述
を
挙
げ
る
。
中
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川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
は
「
花
園
天
皇
よ
り
後
醍
醐
天
皇
に
か
け
て
の
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に
、
魚

山
蠆
芥
集
が
写
さ
れ
て
い
る
１
３
７

。
」
、
ま
た
、
「
鎌
倉
時
代
末
期
の
南
山
進
流
声
明
の
姿
を
今
日
に
知
ら

し
め
る
他
、
魚
山
集
の
原
形
を
示
す
も
の
と
し
て
、
甚
だ
貴
重
の
文
献
で
あ
る
１
３
８

。
」

と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
は
「
文
保
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
関
係
性
を
指
摘

し
、
「
文
保
二
年
本
」
は
、
そ
の
後
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
原
初
形
態
で
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

た
だ
し
、
中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
で
「
文
保
本
は
魚
山
集
と
呼
ば
れ
ず
声
明
集
と
言
わ
れ
て
い
た
の
で

は
あ
る
ま
い
か
１
３
９

。
」

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
別
の
箇
所
で
中
川
氏
は
「
文
保
二
年
本
」
を

『
声
明
集
』
と
み
な
し
て
い
る
。 

大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
も
、
「
文
保
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
関
係
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

当
書
で
は
、
「
今
の
書
は
や
が
て
後
の
魚
山
集
に
改
訂
さ
れ
る
べ
き
本
で
あ
る
こ
と
を
知
る
１
４
０

。
」

と

記
さ
れ
て
い
る
。
当
書
で
は
、
「
文
保
二
年
本
」
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
先
駆
資
料
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
先
行
研
究
で
は
、
「
文
保
二
年
本
」
は
南
山
進
流
の
最
古
の
『
声
明
集

』
、

さ
ら
に
は

後
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
先
駆
資
料
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。 

 

二 

系
譜 

 

「
文
保
二
年
本
」
に
は
、
唱
法
や
流
派
に
つ
い
て
の
注
記
が
存
在
す
る
。
後
に
述
べ
る
中
期
の
口
伝
書
、

と
り
わ
け
『
声
明
集
私
案
記
』
と
の
内
容
的
な
類
似
か
ら
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
に
か
け
て
付

加
さ
れ
た
注
記
だ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

た
だ
し
、
「
文
保
二
年
本
」
の
流
派
の
情
報
が
「
文
保
二
年
本
」
の
属
す
る
系
統
を
推
定
す
る
た
め
の

助
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」
の
流
派
の
情
報
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
第
一
に
、
注
記
の
付
さ
れ
た

時
期
、
第
二
に
は
当
本
の
属
す
る
系
統
に
つ
い
て
推
定
し
た
い
。 

 

（
一
）
隆
然 

 

〈
対
揚
〉
「
権
」
ⅰ
―
３２ 

 

 

「
権
」
で
は
、
「
宮
」
「
商
」
に
続
く
「
角
」
「
商
」
「
角
」
「
商
」
の
博
士
を
隆
然
（
一
二
五
八
～

一
三
四
一
～
）
が
省
略
さ
せ
た
と
読
み
取
れ
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
「
権
」
の
次
の
句
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か
ら
こ
の
博
士
は
、
「
宮
」
「
商
」
の
略
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
「
御
時
」
と
尊
敬
語
で
書
か
れ
て

い
る
の
で
、
こ
れ
を
記
し
た
者
が
隆
然
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
と
、
隆
然
の
死
後
に
記
さ
れ

た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

ま
た
、
文
保
二
年
に
は
、
ま
だ
隆
然
は
生
き
て
い
た
の
で
、
「
文
保
二
年
本
」
の
こ
の
注
記
は
、
隆
然

の
生
存
が
確
認
で
き
る
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
年
）
以
後
に
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
注

記
が
隆
然
の
死
後
に
付
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
他
の
注
記
も
後
か
ら
付
加
さ
れ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」
は
最
初
、
詞
章
と
博
士
の
骨
格
か
ら
の
み
で
あ

っ
た
と
推
定
で
き
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
「
文
保
二
年
本
」
は
隆
然
の
系
譜
に
お
い
て
伝
持
さ
れ
て
い
た
譜
本
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
「
権
」
の
次
の
句
か
ら
「
権
」
と
同
じ
博
士
は
略
博
士
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
「
文

保
二
年
本
」
の
博
士
の
骨
格
は
隆
然
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」

は
隆
然
の
『
声
明
集
』
に
隆
然
系
の
人
物
が
隆
然
の
死
後
に
注
記
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。 

 

（
二
）
相
応
院
流 

 

「
文
保
二
年
本
」
の
以
下
に
挙
げ
る
三
箇
所
は
、
相
応
院
流
の
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

 

（
№
１
）
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉 

 
 

（
№
２
）
〈
対
揚
〉 

 
 

 
 

 
 

（
№
３
）
〈
金
剛
界
〉 

「
切
」
ａ
―
１ 

 
 

 
 

 
 

 

「
法
」
ⅰ
―
２８

、
３６

 
 

 
 

 
 

「
切
」
ｊ
―
２ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

（
№
１
）
の
「
文
保
二
年
本
」
の
注
記
の
立
場
は
本
に
「
イ
」
の
仮
名
を
付
す
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

相
応
院
流
で
は
、
由
り
な
が
ら
仮
名
を
付
す
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」

の
本
説
は
相
応
院
流
の
指
南
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
文
保
二
年
本
」
は
進
流
の
指

南
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。 

（
№
２
）
は
〈
対
揚
〉
の
二
句
目
と
三
句
の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
法
」
の
博
士
で
あ
る
。
二
句
目
の
「
法
」

は
、
「
宮

」
、

三
句
目
の
「
法
」
は
「
商
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
二
句
目
の
詞
章
の
右
の
博
士

が
相
応
院
流
の
指
南
の
博
士
と
そ
れ
対
し
て
の
注
記
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
注
記
に
よ
る
と
相
応
院
流
で

は
第
二
句
目
か
ら
「
商
」
「
宮
」
と
折
る
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
「
文
保
二
年
本
」

は
「
進
流
ニ

ハ

第
三
句
ヨ

リ

折
付
ル

也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
三
句
目
か
ら
「
商
」
「
宮
」
の
博
士
で
記
譜

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」
は
進
流
の
指
南
で
注
記
さ
れ
て
い
る
。 
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（
№
３
）
の
「
文
保
二
年
本
」
の
注
記
の
立
場
は
「
ユ
二
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
相
応
院
流
は
、

由
ら
な
い
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」
の
本
説
は
相
応
院
流
の
指
南
で

は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
文
保
二
年
本
」
は
進
流
の
指
南
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

推
定
さ
れ
る
。 

以
上
の
博
士
の
本
説
は
す
べ
て
、
相
応
院
流
の
指
南
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」
の

本
説
及
び
、
注
記
の
立
場
は
進
流
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。 

 

（
三
）
東
南
院
方 

 

「
文
保
二
年
本
」
の
左
の
四
箇
所
は
、
覚
証
院
方
と
東
南
院
方
の
指
南
を
対
比
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

（
№
１
）
〈
散
華
〉
「
毘
」
ｅ
―
１４

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
№
２
）
〈
散
華
〉
「
来
」
ｅ
―
２９ 

 

 

（
№
３
）
〈
梵
音
〉
「
勝
」
ｆ
―
５ 

 
 

 
 

 
 

（
№
４
）
〈
四
智
梵
語
〉
「
嚩
」
ｎ
―
７ 

 
 

 
 

 
 

 

（
№
１
）
と
（
№
４
）
は
覚
証
院
方
と
東
南
院
方
の
指
南
が
対
比
さ
れ
て
い
る
が
、
（
№
２
）
と
（
№

３
）
は
、
東
南
院
方
の
指
南
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
№
２
）
と
（
№
３
）
は
東
南
院
方
と
は
相
違
す

る
立
場
か
ら
東
南
院
の
指
南
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
東
南
院
方
と
は
相

違
す
る
立
場
と
は
、
（
№
１
）
（
№
３
）
で
東
南
院
と
対
比
さ
れ
て
い
る
覚
証
院
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
（
№
１
）
（
№
３
）
で
も
先
に
東
南
院
方
の
指
南
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
に
、
覚
証
院
方
の

指
南
が
言
及
さ
れ
て
い
る
の
で
、
覚
証
院
方
の
立
場
か
ら
語
ら
れ
て
い
る
注
記
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
（
№
１
）
か
ら
（
№
４
）
の
注
記
は
、
覚
証
院
方
の
立
場
か
ら
語
ら
れ
た
も
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
文
保
二
年
本
」
の
注
記
を
付
し
た
人
物
は
、
覚
証
院
方
に
属
し
て
い
た
可
能
性

を
指
摘
で
き
る
。 

ま
た
、
覚
証
院
方
と
東
南
院
方
を
対
比
す
る
記
述
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
『
声
決
書
』
か
ら
み
ら
れ
る
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も
の
で
あ
っ
た
。
『
声
決
書
』
以
前
に
撰
述
さ
れ
た
『
声
実
抄
』
に
は
東
南
院
方
に
つ
い
て
の
言
及
が
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」
の
注
記
は
、
『
声
決
書
』
の
撰
述
さ
れ
た
応
永
三
年
（
一
三

九
六
）
以
降
に
「
文
保
二
年
本
」
に
付
加
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
文
保
二
年
本
」
は
進
流
の
中
で
も
覚
証
院
方
の
隆
然
を
信
奉
す
る
グ
ル
ー
プ
で

伝
承
さ
れ
て
き
た
『
声
明
集
』
の
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
「
文
保
二
年
本
」
の
注
記
は
応
永
三
年
（
一

三
九
六
）
以
降
に
「
文
保
二
年
本
」
に
付
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
「
文
保
二
年
本
」
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
先
駆
資
料
と
し
て
見
る
見
方
も

あ
る
が
、
「
文
保
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
間
に
『
声
明
集
』
が
多
々
存
在
し
て
い
る
こ
と
、

「
文
保
二
年
本
」
の
注
記
は
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
「
文

保
二
年
本
」
は
『
声
明
集
』
の
先
駆
資
料
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
当
本
が
隆

然
を
信
奉
す
る
系
統
に
お
い
て
、
さ
ら
に
は
覚
証
院
方
に
お
い
て
伝
持
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
鑑
み
る
と
当

本
の
注
記
以
外
の
箇
所
は
隆
然
の
記
譜
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。 

 

第
三
項 

曲
目
・
曲
順 

 

本
項
で
は
、
初
期
の
『
声
明
集
』
す
な
わ
ち
称
名
寺
所
蔵
の
二
本
の
『
声
明
集
』
及
び
「
文
保
二
年
本
」

の
『
声
明
集
』
の
曲
目
・
曲
順
に
つ
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
指
標
と
し
て
対
照
す
る
。 

 

ま
ず
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
曲
目
・
曲
順
を
以
下
に
上
げ
る
。 

ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｍ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略
漢

語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛

寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
ｘ
〈
四
波
羅
蜜
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｂ
〈
如

来
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｃ
〈
散
華
〉
（
大
日
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｈ
〈
錫
杖
頌
〉
ｃ
〈
散
華
〉
（
釋
迦
・

薬
師
・
阿
弥
陀
）
i

〈
対
揚
〉
（
灌
頂
） 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
曲
目
構
成
は
、
［
供
養
法
］
［
讃
］
［
法
用
］
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
応
院
流
の

『
法
則
集
』
及
び
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
覚
意
系
の
『
声
明
集
』
で
あ

る
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
相
応
院
流
や
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
系
の
譜
本
の
曲
目
・
曲
順
と
同
様
で
あ
っ
た
。

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
覚
意
が
翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
覚
意
が
翻
譜
す
る
前
の
高
野
山
の
大
進

上
人
流
の
『
声
明
集
』
は
、
相
応
院
流
や
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
系
の
譜
本
と
曲
目
構
成
は
同
じ
で
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。 

次
に
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
の
曲
目
構
成
を
以
下
に
挙
げ
る
。 

ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
釋
迦
薬
師
・
阿
弥

陀
・
華
厳
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉 

「
称
名
寺
本
ｂ
」
の
曲
目
構
成
は
、
［
供
養
法
］
［
法
用
］
で
あ
る
。
［
讃
］
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い

が
、
［
供
養
法
］
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
相
応
院
流
の
『
法
則
集
』
を
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ

っ
て
翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
［
法
用
］
の
収
録
曲
目
か
ら
当
本
が
「
四
箇
法
要
」
の
た
め
の
譜
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

相
応
院
流
の
『
法
則
集
』
を
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
翻
譜
し
た
人
物
が
覚
意
で
あ
る
の
か
釼
阿
で
あ
る

の
か
不
明
で
あ
る
が
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
『
法
則
集
』
の
元
々
の
曲
目
構
成
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

翻
譜
さ
れ
る
前
の
元
々
の
曲
目
構
成
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
も
「
称
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名
寺
本
ａ
」
が
、
元
々
の
曲
目
構
成
を
遵
守
し
て
い
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。 

最
後
に
、
「
文
保
二
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
を
以
下
に
上
げ
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
薬
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
四
智
梵
語
〉
ｎ
〈
礼
讃
文
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｘ
〈
四

波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
γ

〈
佛
名
〉

δ

〈
教
化
〉
〈
後
夜
偈
〉 

「
文
保
二
年
本
」
の
曲
目
構
成
は
、
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
で
あ
る
。
こ
の
曲
目
構
成
は
、
後

述
す
る
中
期
以
降
の
『
声
明
集

』
、

さ
ら
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
様
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
隆
然
系
の

「
文
保
二
年
本
」
は
中
期
以
降
の
『
声
明
集
』
に
先
駆
け
て
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
か
ら
始
ま
る
曲
目
構
成

を
採
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
隆
然
が
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
の
曲
目
構

成
を
採
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。 

な
お
、
隆
然
が
十
九
才
の
時
に
撰
述
し
た
『
声
明
集
法
則
』
と
い
う
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
書
き
記
し

た
資
料
が
存
在
す
る
１
４
１

。
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
本
に
よ
っ
て
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
書
物
の
構
成
は
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
と
推
移
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
隆
然
の
想
定
し
て

い
る
『
声
明
集
』
の
曲
目
構
成
は
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
覚
意
系
で
は
な
く
、
隆
然
系
に
お
い
て
、
中
期
以
降
に
み
ら
れ
る
『
声
明
集
』
の

曲
目
構
成
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
の
曲
目

構
成
の
「
文
保
二
年
本
」
は
隆
然
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
と
い
え
る
。 

 

ま
た
、
「
文
保
二
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
も
後
述
す
る
中
期
以
降
の
『
声
明
集
』
及
び
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
同
様
で
あ
る
。 

以
上
に
お
い
て
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
初
期
の
三
本
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
構

成
を
み
て
き
た
。
称
名
寺
所
蔵
の
二
本
は
と
も
に
［
供
養
法
］
か
ら
始
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
称
名
寺

本
ｂ
」
の
曲
目
構
成
は
、
当
本
が
元
々
相
応
院
流
の
『
法
則
集
』
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
「
称
名
寺

本
ａ
」
の
曲
目
構
成
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
大
進
上
人
流
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
構
成
を
踏
襲

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
中
期
以
降
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
構
成
は
「
文
保

二
年
本
」
の
曲
目
構
成
と
同
様
の
も
の
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
曲
目
構
成
は
隆
然
に
由
来
す
る
可
能
性
が
あ

る
。 

 

第
四
項 

博
士
の
骨
格 

 
 

本
項
で
は
、
初
期
の
『
声
明
集
』
の
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
指
標
と
し
て
対
照

し
、
初
期
に
お
い
て
『
声
明
集
』
の
博
士
の
骨
格
が
ど
れ
ほ
ど
確
立
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
た
い
。 

具
体
的
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
三
千
六
百
九
十
全
て
の
博
士
と
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
文
保
二
年

本
」
の
博
士
を
す
べ
て
対
照
さ
せ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
の
骨
格
を
全
て
抽
出
し
比
較

し
た
。 

そ
の
結
果
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
骨
格
を
も
つ
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
文
保
二
年
本
」
の
博
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士
を
三
十
四
箇
確
認
で
き
た
。
そ
の
数
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
骨
格
の
相
違
は
す
べ
て
同
一
で
あ

り
一
種
類
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
の
見
ら
れ
る
初
期
の
『
声
明
集
』
の
三
十

四
の
博
士
は
、
初
期
の
変
動
域
に
あ
る
博
士
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

ま
た
、
論
文
末
の
資
料
編
③
に
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
と
し
て
、
初
期
の
「
称
名
寺
本

ａ
」
・
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期
の
四
本
の
『
声
明
集
』
と
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
と
『
声
明
集
私
案

記

』
、

更
に
最
古
の
『
声
明
集
』
の
版
本
で
あ
る
「
文
明
四
年
版
」
及
び
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
つ
い
て
、

変
動
域
に
あ
る
博
士
の
対
照
表
を
作
成
し
掲
載
し
た
。 

ま
た
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
前
項
で
行
っ
た
曲
目
・
曲
順
の
考
察
か
ら
も
相
応
院
流
の
『
法
則
集
』
を

「
覚
意
の
五
音
博
士
」
に
よ
っ
て
翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
高
く
な
り
、
南
山
進
流
の

『
声
明
集
』
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
こ
こ
か
ら
は
考
察
の
対
象
か
ら
一
旦
除
外
す
る
。 

 

第
一
目 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
の
骨
格 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
骨
格
を
持
つ
博
士
を
以
下
の
よ
う
に
二
十
九
箇

抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

№
１
〈
云
何
唄
〉
「
因
」
ｃ
―
１４

 
 

 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
因
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
五
下
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
、
二
番
目
の
「
角
」
を
一
度
切
っ
て
再
度
「
角
」
を
付
し
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆

芥
集
』
は
、
二
番
目
の
「
角
」
か
ら
一
度
初
重
の
「
羽
」
の
方
向
に
引
き
込
む
よ
う
に
し
て
か
ら
切
っ
た

後
に
「
角
」
を
付
し
て
い
る
。 

 

№
２
「
守
」
ｃ
―
３ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
守
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
五
下
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
羽
」
「
徴
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 
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№
３
〈
出
家
唄
〉
「
願
」
ｄ
―
１６ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
願
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
称

名
寺
本
ａ
」
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
羽
」
「
徴
」
の
博
士
も
異
説
と
し
て
詞
章
の
右
側
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

前
の
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｄ
―
３
と
同
様
に
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
羽
」
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 №
４
〈
錫
杖
〉
「
敬
」
ｇ
―
９６ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
敬
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
称
名

寺
本
ａ
」
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
も
異
説
と
し
て
本
説
の
博
士
の
下
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
七
上
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
で
は
三
番
目
の
「
商
」
を
重
ね
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
重
ね
て
い

な
い
。
ま
た
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
商
」
を
重
ね
た
後
の
「
角
」
を
い
っ
た
ん
切
っ
て
か
ら
再
度
「
角
」

を
付
し
て
末
の
「
商
」
を
記
譜
し
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
二
番
目
の
「
商
」
の
後
「
角
」

「
商
」
「
角
」
と
付
し
て
末
の
「
商
」
を
記
譜
し
て
い
る
。 

 

№
５
〈
九
條
錫
杖
〉
「
願
」
ｈ
―
５８ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
願
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
称
名

寺
本
ａ
」
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
宮
」
「
羽
」
「
羽
」
「
徴
」
「
角
」
「
商
」
の
博
士
が
異
説
と
し
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て
詞
章
の
右
側
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
七
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
は
末
が
「
角
」
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
「
角
」
の
後

に
「
商
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
６
〈
九
條
錫
杖
〉
「
切
」
ｈ
―
２３２ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
切
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
称

名
寺
本
ａ
」
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
羽
」
「
徴
」
「
角
」
の
博
士
も
詞
章
の
右
側
に
異
説
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
七
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
末
の
博
士
は
「
商
」
で
あ
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
は
末
に
「
商
」
は
付

さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
角
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。 

№
７
〈
対
揚
〉
「
甚
」
ｉ
―
８２ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
甚
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
八
中
） 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
宮
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 
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№
８
〈
金
剛
界
〉
「
普
礼
真
言
」
「
他
」
ｊ
―
３３ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
普
礼
真
言
」
「
他
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で

あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
九
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 

 

№
９
〈
金
剛
界
〉
「
発
菩
提
心
真
言
」
の
「
地
」
ｊ
―
３５３ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
発
菩
提
心
真
言
」
の
「
地
」
の
博

士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
両
者
の
博
士
の
関
係
（
「
称
名
寺
本
ａ
」
＝
「
商

」
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
＝
「
角

」
）

は
、
「
三
摩
耶
戒
真
言
」
の
「
耶
」
ｊ
―
３６５

「
怛
」
ｊ
―
367

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 

№
１０

〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
「
四
」
ｊ
―
３８２ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
「
四
」
の
博
士
を
対
照
し
た

も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
両
者
の
博
士
の
関
係
（
「
称
名
寺
本
ａ
」
＝
「
角

」
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
＝
「
商

」
）

は
、
「
勧
請
」
の
「
降
」
ｊ
―
３９７

「
威
」
ｊ
―
４１１

「
受
」
ｊ
―
４２５

「
諸
」
ｊ
―
４３９

「
成
」
ｊ
―

４５４

、
「
五
大
願
」
の
「
誓
」
ｊ
―
４７５

「
誓
」
ｊ
―
４８９

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 
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№
１１

〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
「
智
」
ｊ
―
３９２ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
「
智
」
の
博
士
を
対
照
し
た

も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
商
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
両
者
の
博
士
の
関
係

（
「

称
名
寺
本
ａ
＝
「
商
」
「
角

」
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』

＝
「
商

」
）

は
、
「
勧
請
」
の
「
来
」
ｊ
―
４０６

「
耶
」
ｊ
―
４２０

「
楽
」
ｊ
―
４３４

「
祥
」
ｊ
―
４４９

、

「
五
大
願
」
の
「
度
」
ｊ
―
４７０

「
覚
」
ｊ
―
４８４

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。 

 

№
１２

〈
金
剛
界
〉
「
三
力
」
「
如
」
ｊ
―

５３４

 

「
来
」
ｊ
―

５３５ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
三
力
」
の
「
如
来
」
の
博
士
を
対

照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
） 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
如
」
「
来
」
共
に
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
如
」

「
来
」
と
も
に
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
１３

〈
金
剛
界
〉
「
祈
願
」
「
消
除
」
ｊ
―
５８６

 

ｊ
―
５８７ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
祈
願
」
の
「
消
除
」
の
博
士
を
対

照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
「
消
」
は
「
宮
」
「
商
」
、
「
除
」
は
「
商
」
で
そ
れ
ぞ
れ
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
消
」
は
「
羽
」
「
宮
」
、
「
除
」
は
「
宮
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の

博
士
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
よ
り
も
全
体
的
に
一
音
低
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 
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№
１４

〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
「
南
無
摩
訶
」
「
南
」
ｊ
―
６０６ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
南
無
摩
訶
」
の
「
南
」

の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
） 

 
 

 

 

「
南
」
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
初
重
の
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
初
重
の

「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
１５

〈
金
剛
界
〉
「
礼
仏
」
「
量
」
ｊ
―
６２８ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
量
」
の
博
士
を
対
照

し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
羽
」
「
宮
」
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
「
商
」
と
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
方

が
全
体
的
に
一
位
低
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
１６

〈
金
剛
界
〉
「
礼
仏
」
「
四
」

ｊ

―

６４０ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
四
」
の
博
士
を
対
照

し
た
も
の
で
あ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
「
宮
」
「
商
」
の
博
士
も
詞
章
の
右
側

に
異
説
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
宮
」
「
商
」
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
羽
」
と
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
方
が
全
体
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的
に
一
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
１７

〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
供
養
」
ｊ
―
６５６

 

ｊ
―
６５７ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
供
」
「
養
」
の
博
士

を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
「
供
」
「
養
」
の
二
字
に
対
し
て
「
宮
」
「
商
」
の
博
士
が
一
つ
記
譜
さ
れ
て

い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
供
」
「
養
」
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
「
宮
」
の
博
士
が
一
つ
ず
つ
記
譜

付
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
１８

〈
金
剛
界
〉
「
礼
仏
」
「
南
無
金
剛
界
」

ｊ

―

６６７

～

６７１ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
南
無
金
剛
界
」
の
博

士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

両
者
は
「
無
」
以
下
の
四
字
の
博
士
の
骨
格
が
異
な
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
「
無
」
は
「
商

」
、

「
金
」
は
「
商
」
「
宮

」
、

「
剛
」
は
「
宮

」
、

「
界
」
も

「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
無
」
は
「
角
」
、
「
金
」
は
「
角
」
「
商
」
、

「
剛
」
は
「
商
」
、
「
界
」
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
無
」
か
ら
「
界
」
ま
で

は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
方
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
よ
り
も
全
体
的
に
一
位
低
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
１９

〈
胎
蔵
界
〉
の
「
第
五
発
菩
提
真
方
便
」
の
「
願
」

ｋ

―

２８１ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
第
五
発
菩
提
真
方
便
」
の
「
願
」

の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
二
中
） 
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「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
徴
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」

「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
２０

〈
胎
蔵
界
〉
「
第
五
発
菩
提
真
方
便
」
「
及
」
ｋ
―
２９７

 
 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
第
五
発
菩
提
真
方
便
」
の
「
及
」

の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
二
中
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
角
」
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
角
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 

 

№
２１

〈
胎
蔵
界
〉
「
第
八
奉
請
法
身
方
便
」
「
無
」

ｋ

―

４３９ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
第
八
奉
請
法
身
方
便
」
の
「
無
」

の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
二
下
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 

 

№
２２

〈
胎
蔵
界
〉
「
無
動
金
剛
能
成
就
真
言
」
「
者
」
ｋ
―
５２７ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
無
動
金
剛
能
成
就
真
言
」
の
博
士

を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 
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「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
三
上
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。 

 

№
２３

〈
胎
蔵
界
〉
「
礼
仏
」
「
南
無
大
悲
胎
蔵
」
の
「
無
」

ｋ

―

８７８

「
胎
」

ｋ

―

８８１ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
南
無
大
悲
胎
蔵
」
の

「
無
」
と
「
胎
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
） 

 

両
者
に
お
い
て
、
「
無
」
と
「
胎
」
の
博
士
の
骨
格
が
相
違
す
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
無
」
を
「
商
」
、
「
胎
」
を
「
商
」
「
角
」
で
記
譜
し
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆

芥
集
』
は
「
無
」
を
「
角
」
、
「
胎
」
を
「
角
」
で
記
譜
し
て
い
る
。 

 

№
２４

〈
胎
蔵
界
〉
「
礼
仏
」
「
南
無
金
剛
界
一
切
」
の
「
一
」
ｋ
―
８９４

 

「
切
」
ｋ
―
８９３

 
 

 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
南
無
金
剛
界
一
切
」

の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
三
下
） 

 

 

両
者
に
お
い
て
「
一
」
「
切
」
の
博
士
が
異
な
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
「
一
」
は
「
商
」
で
、
「
切
」
は
「
角
」
「
商
」
「
宮
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て

い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
一
」
は
「
角
」
で
、
「
切
」
は
「
角
」
「
商
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て

い
る
。 

 

№
２５

〈
胎
蔵
界
〉
の
「
廻
向
方
便
」
の
「
所
修
一
切
」
の
「
切
」
ｋ
―
９０５ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
廻
向
方
便
」
の
「
所
修
一
切
」
の

博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
三
下
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

両
者
に
お
い
て
「
切
」
の
博
士
の
骨
格
が
相
違
す
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
羽
」
「
徴
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 

 №
２６

〈
大
日
讃
〉
「
帝
」
ｏ
―
１８ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
大
日
讃
〉
の
「
帝
尓
曩
」
の
「
帝
」
博
士
を
対
照

し
た
も
の
で
あ
り
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
宮
」
「
羽
」
「
角
」
の
博
士
も
詞
章

の
右
側
に
異
説
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
六
下
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

両
者
に
お
い
て
、
「
帝
」
の
博
士
の
骨
格
が
相
違
す
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
、
「
商
」
「
宮
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」

「
羽
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
２７

〈
文
殊
讃
〉
「
清
」
ｔ
―
７ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
文
殊
讃
〉
「
清
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ

り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
欄
外
に
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
「
徴
」
「
角
」
「
徴
」
「
羽
」
の
博
士
が
異
説

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
七
中
） 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
別
様
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
徴
」
「
角
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」

「
角
」
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
２８

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
座
」
ｕ
―
５９ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
吉
慶
漢
語
〉
の
「
金
剛
座
」
の
博
士
を
対
照
し
た

も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
） 

 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
「
座
」
は
「
羽
」
「
徴
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は

「
羽
」
「
徴
」
「
徴
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
２９

〈
東
方
讃
〉
「
嚩
曰
羅
薩
怛
嚩
」

ｙ

―

１

～

６ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
東
方
讃
〉
の
「
嚩
曰
羅
薩
怛
嚩
」
の
博
士
を
対
照

し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
中
） 

 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
で
は
、
「
嚩
曰
羅
薩
怛
嚩
」
の
全
体
が
相
違
す
る
博
士
の
音

高
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
よ
り
も
全
体
的
に

音
位
が
二
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
が
二
十
九
箇
所
あ
る
。 

 

第
二
目 

「
文
保
二
年
本
」
の
博
士
の
骨
格 
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「
文
保
二
年
本
」
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
の
骨
格
を
以
下
の
よ
う
に
七
箇
抽
出
す
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 

№
１
〈
九
條
錫
杖
〉
「
切
」
ｈ
―
２３２ 

左
は
、
「
文
保
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
切
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
七
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
文
保
二
年
本
」
は
「
羽
」
「
徴
」
「
角
」
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は

「
羽
」
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
２
〈
対
揚
〉
「
護
」
ｉ
―
２８９ 

左
は
、
「
文
保
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
対
揚
〉
の
「
護
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ

り
、
「
文
保
二
年
本
」
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
宮
」
の
博
士
が
本
説
の
博
士
の
左
側
に
異
説
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
八
下
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
文
保
二
年
本
」
は
「
商
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
で
記

譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
３
〈
対
揚
〉
「
集
」
ｉ
―
４０５

 
 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
対
揚
〉
の
「
集
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ

り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
文
保
二
年
本
」
の
「
宮
」
の
博
士
が
欄
外
に
異
説
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い

る
。 

「
文
保
二
年
本
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
九
上
） 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
文
保
二
年
本
」
は
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
宮
」
で
記
譜

さ
れ
て
い
る
。 
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№
４
〈
対
揚
〉
「
諸
」
ｉ
―
４０７ 

左
は
、
「
文
保
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
対
揚
〉
の
「
諸
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ

る
。 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
九
上
） 

 
 

 
 

 
 

 

「
文
保
二
年
本
」
は
「
羽
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
羽
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 

 

№
５
〈
金
剛
界
〉
「
礼
仏
」
「
量
」
ｊ
―
６２８ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
量
」

の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
り
、
「
文
保
二
年
本
」
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
宮
」
「
商
」
の
博
士

が
詞
章
の
右
側
に
異
説
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
文
保
二
年
本
」
は
「
羽
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
「
商
」

と
「
称
名
寺
本
ａ
」
よ
り
も
全
体
的
に
一
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
６
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２４４ 

左
は
、
「
文
保
二
年
本
」 

と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
及
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の

で
あ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
文
保
二
年
本
」
「
徴
」
の
博
士
が
異
説
と
し
て
詞
章
の
右
側
と
欄
外

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
欄
外
の
博
士
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
文
保
二
年
本
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
文
保
二
年
本
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
記

譜
さ
れ
て
い
る
。 
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№
７
〈
理
趣
経
〉
「
法
」
ｌ
―
３４ 

左
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
法
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で

あ
る
。 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
四
中
） 

 
 

 
 

 
 

 

「
文
保
二
年
本
」
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
角
」
「
商
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
に
は
本
に
折
り
懸
け
の
あ
る
博
士
が
本
説
の
博
士
の
左
側
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「
文
保
二
年
本
」
に
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
が
七
箇
所
あ
る
。 

 

本
節
の
第
三
項
、
第
四
項
に
お
い
て
み
て
き
た
よ
う
に
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
二
十
九
箇

の
、
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本
」
に
は
七
箇
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
が
あ
っ
た
。 

覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
博
士
の
骨
格
の
相
違
が
か
な
り
多
く
あ
る
と
い

え
る
。 

一
方
、
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本
」
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
曲
目
・
曲
順
は
全
く
同
じ
で
、
さ
ら
に

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
博
士
の
骨
格
の
相
違
も
今
述
べ
た
よ
う
に
七
箇
所
と
そ
れ
程
多
く
な
い
の
で
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
基
本
構
造
は
文
保
二
年
の
時
点
で
出
来
上
が
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

第
五
項 

『
声
実
抄
』
か
ら
特
定
さ
れ
た
博
士
の
骨
格 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、
『
声
実
抄
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
十
三
世
紀
の
後
半
に
は
、
般
若
房
定
意
及
び
宝

蓮
房
祐
真
の
自
筆
の
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

『
声
実
抄
』
の
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
の
骨
格
は
、
般
若
房
定
意
及
び
宝
蓮
房
祐
真
の
自
筆

の
『
声
明
集
』
に
お
い
て
記
譜
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

本
節
で
は
、
先
述
し
た
『
声
実
抄
』
か
ら
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
の
骨
格
を
復
元
し
、
初

期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
お
よ
び
「
文
保
二
年
本
」
と
比
較
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
初
期
の
『
声
明
集
』

が
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
の
ど
ち
ら
の
記
譜
の
影
響
を
よ
り
強
く
受
け
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら

か
に
し
た
い
。 

 

№
１
〈
如
来
唄
〉
「
世
」
ｂ
―
７ 

『
声
実
抄
』
に
は
、
左
記
の
博
士
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
下
方
に
は
「
覚
云
世
ノ

博
士
ニ

付
テ

般
若
房
ノ

自
筆
ノ

本
ニ

ハ

二
説
有
リ

一
説
ニ

ハ

如
ク

レ

常
ノ

上
ノ

宮
甲
ニ

付
ク

。
一
説
ハ

徵
ノ

音
ニ

付
是
ハ

乙
也
。
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此
時
云
何
唄
ノ

如
ク

ヲ

引
キ

畢
ル

也
」
（
続
真
三
〇
・
四
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
覚
意
は
、
左
記
の
「
世
」
の
「
甲
」
と
「
乙
」
の
博
士
は
「
般
若
房
ノ

自
筆
ノ

本
」
に
記
譜
さ

れ
て
い
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
左
記
の
右
側
の
「
甲
様
」
と
左
の
「
乙
様
」
の
博
士

は
と
も
に
般
若
房
定
意
の
様
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本
」
の
中
に
「
甲

様
」
の
博
士
は
な
く
、
「
常
の
如
く
」
の
「
乙
様
」
の
博
士
の
み
み
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
声

実
抄
』
の
記
述
か
ら
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本
」
は
般
若
房
定
意
の
様
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。 

 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
四
上
・
二
～
一
三
） 

 
 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 

 

「
文
保
二
年
本
」
「
世
」 
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№
２
〈
云
何
唄
〉
「
金
」
ｃ
―
６
、
「
剛
」
ｃ
―
７
、
「
得
」
ｃ
―
１６

、
「
大
」
ｃ
―
１７ 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
四
下
）
の
〈
云
何
唄
〉
に
は
、
左
記
の
博
士
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

下
方
に
「
是
ハ

般
若
房
ノ

自
筆
ノ

本
ノ

様
也
」
と
の
割
注
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
割
注
か
ら
『
声

実
抄
』
の
博
士
は
「
般
若
房
の
自
筆
の
本
」
の
情
報
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
「
称
名
寺
本
ａ
」
と

「
文
保
二
年
本
」
は
般
若
房
定
意
の
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
四
下
） 

 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 

「
文
保
二
年
本
」 

 

 

№
３
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｃ
―
３ 

『
声
実
抄
』
に
は
、
「
細
谷
云
。
薬
師
院
ノ

持
本
ニ

守
羽
計
。
或
一
本
ハ

守
羽
徴
也
云

云

」
（
続
真
三
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〇
・
四
下
）
と
あ
る
。 

ま
た
、
同
本
に
は
〈
云
何
唄
〉
の
「
金
」
「
剛
」
「
得
」
「
大
」
の
次
に
〈
出
家
唄
〉
の
「
守
」
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
博
士
と
そ
れ
に
対
す
る
注
記
が
あ
る
。 

 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
四
下
） 

 

 

 

こ
れ
ら
『
声
実
抄
』
の
二
箇
所
の
記
述
を
総
合
す
る
と
、
「
羽
」
は
宝
蓮
房
祐
真
、
「
羽
」
「
徴
」
は

般
若
房
定
意
の
博
士
で
あ
る
と
い
え
る
。 

左
記
の
よ
う
に
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
「
羽
」
な
の
で
、
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
で
、
「
文
保
二
年
本
」

は
「
羽
」
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
で
般
若
房
定
意
の
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

№
４
〈
九
方
便
〉
「
無
」
ｋ
―
４３９ 

『
声
実
抄
』
に
は
、
「
九
方
便
ノ

第
八
段
ノ

无
垢
處
ノ

無
ノ

博
士
ハ

般
若
房
ハ

唯
徵
也
无
寶
蓮
房
ハ

角

ヘ

折
也
云

云

」

（
続
真
三
〇
・
一
四
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
声
実
抄
』
の
二
箇
所
の
記
述
を
総
合

す
る
と
、
「
徴
」
は
宝
蓮
房
祐
真
、
「
徴
」
「
角
」
は
般
若
房
定
意
の
博
士
で
あ
る
と
い
え
る
。 

左
記
の
よ
う
に
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
般
若
房
定
意
の
博
士
で
、
「
文
保
二
年
本
」
は
宝
蓮
房
祐
真
の

博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

「
文
保
二
年
本
」 
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№
５
〈
心
略
梵
語
〉
「
帝
」
０
―
１８ 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
一
九
下
・
六
～
七
）
に
は
、
左
記
の
博
士
が
あ
り
、
下
方
に
「
帝
ヲ

上
ケ

ユ
ル
人
ア
リ
般
若
房
ハ

ユ
ラ
サ
ル
也
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
帝
」
の
「
宮
」
を
「
ユ
ル
」

様
も
あ
る
が
、
般
若
房
定
意
の
様
は
「
ユ
ラ
サ
ル
」
つ
ま
り
由
ら
な
い
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
際
に
博
士
に
は
、
こ
の
様
を
反
映
し
て
「
ユ
ラ
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
「
宮
」
「
羽
」

「
角
」
の
博
士
の
骨
格
が
般
若
房
定
意
の
博
士
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
一
九
下
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」
は
、
「
商
」
「
宮
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
始

め
の
「
商
」
を
由
る
指
南
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
『
声
実
抄
』
の
難
じ
て
い
る
「
帝
」
の
「
宮
」
を
「
商
」

に
一
音
上
げ
て
由
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
般
若
房
定
意
の
博
士
で
は
な

い
。
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
か
、
後
述
す
る
浄
月
房
聖
海
の
博
士
も
し
れ
な
い
。
一
方
、
「
文
保
二
年
本
」

は
「
宮
」
「
羽
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
般
若
房
定
意
の
博
士
と
同
様
で
あ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
「
文
保
二
年
本
」
の
博
士
は
般
若
房
定
意
の
博
士
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
い
え
る
。
ま
た
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
は
宝
蓮
房
祐
真
、
浄
月
房
聖
海
の
ど
ち
ら
か
の
博
士
の
骨

格
の
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
６
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
生
」
ｕ
―
６ 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
二
〇
上
）
に
は
、
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
生
」
の
般
若
房
定
意
と
浄
月
房
聖
海

の
博
士
の
骨
格
に
関
す
る
指
南
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
右
側
の
「
生
」
の
博
士
が
般
若
房
定
意
の
博
士
、

左
側
の
「
生
」
の
二
種
類
の
博
士
が
浄
月
房
聖
海
の
博
士
で
あ
る
。
浄
月
房
聖
海
の
博
士
に
「
又
」
と
あ

る
の
で
般
若
房
定
意
の
博
士
が
、
『
声
実
抄
』
の
本
説
で
浄
月
房
聖
海
の
博
士
が
又
の
説
だ
と
思
わ
れ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」
の
本
説
の
博
士
は
「
般
若
房
様
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」

も
異
説
と
し
て
二
種
類
の
浄
月
房
聖
海
の
博
士
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
文
保
二
年
本
」
も
「
般

若
房
様
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 
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『
声
実
抄
』
（
般
若
房
様
）
（
続
真
三
〇
・
二
〇
上
） 

 
 

 
 

 
 

『
声
実
抄
』
（
浄
月
房
様
）
（
続
真
三
〇
・
二
〇
上
） 

 
 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

№
７
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
法
」
ｕ
―
１２２

「
界
」
ｕ
―
１２３ 
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『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
一
九
上
・
六
～
八
）
に
は
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
法
」
の
般
若
房
定
意
の
博
士

と
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
を
掲
載
し
て
い
る
。 

般
若
房
定
意
の
博
士
は
三
つ
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
は
一
つ
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」
で
は
、
「
法
」
を
三
重
の
「
宮

」
、

「
界
」
を
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
す
る
博
士
を

本
説
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
『
声
実
抄
』
の
「
般
若
房
様
」
の
上
か
ら
二
つ
目
の
博
士
で
あ
る
。
ま
た
、

「
称
名
寺
本
ａ
」
で
は
『
声
実
抄
』
の
「
宝
蓮
房
様
」
の
博
士
を
「
浄
月
房
」
と
み
な
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
と
浄
月
房
聖
海
の
博
士
は
同
じ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
「
文
保
二

年
本
」
も
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
同
様
に
、
三
重
の
「
宮

」
、

「
界
」
を
「
徴
」
「
角
」
の
博
士
を
本
説
と

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
般
若
房
様
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

『
声
実
抄
』
（
定
意
様
）
（
続
真
三
〇
・
二
一
上
） 

 
 

 

『
声
実
抄
』
（
祐
真
様
）
（
続
真
三
〇
・
二
一
上
） 

 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 

「
文
保
二
年
本
」 
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以
上
に
お
い
て
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本
」
が
、
般
若
房
様
、
宝
蓮

房
様
い
ず
れ
の
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
『
声
実
抄
』
の
情
報
に
基
づ
い
て
確
認
し
て
き

た
。
『
声
実
抄
』
に
お
い
て
般
若
房
様
、
宝
蓮
房
様
を
指
し
示
す
情
報
は
、
七
箇
あ
っ
た
。 

そ
し
て
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
七
箇
の
本
説
の
博
士
の
う
ち
一
箇
が
宝
蓮
房
様
、
五
箇
が
般

若
房
様
の
博
士
で
あ
っ
た
。
な
お
、
も
う
一
つ
は
浄
月
房
様
・
宝
蓮
房
様
で
あ
る
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。

一
方
、
「
文
保
二
年
本
」
の
七
箇
の
本
説
の
博
士
の
う
ち
一
箇
が
宝
蓮
房
様
、
六
箇
が
般
若
房
様
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
、
覚
意
系
及
び
隆
然
系
の
『
声
明
集
』
は
般
若
房
の
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

多
か
っ
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
覚
意
系
と
隆
然
系
の
『
声
明
集
』
は
宝
蓮
房
祐
真
よ
り
も
般
若
房
定
意
の
記
譜
の

影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
「
宝
蓮
房
様
」
の
博
士
の
骨
格
を
本
説

と
し
て
採
用
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
両
本
と
も
に
宝
蓮
房
祐
真
の
『
声
明
集
』
の
影
響
も
少
な

か
ら
ず
受
け
て
い
る
と
い
え
る
。 

ま
た
、
№
７
の
『
声
実
抄
』
の
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
で
は
慈
業
系
の
浄

月
房
聖
海
の
博
士
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
宝
蓮
房
様
は
浄
月
房
様
と
類
似
性
が
高
い
も
の

で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
宝
蓮
房
祐
真
の
『
声
明
集
』
は
浄
月
房
聖
海
の
『
声
明
集
』

の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
宝
蓮
房
祐
真
の
『
声
明
集
』
を
慈
業

系
大
進
上
人
流
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

以
上
本
節
に
お
い
て
は
、
ま
ず
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
的
構
造
が
初
期
の
文
保
二
年
の
時
点
で
既
に

出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
に
、
『
声
実
抄
』
か
ら
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真

の
博
士
の
骨
格
を
復
元
し
、
初
期
の
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本
」
と
比
較

す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
期
の
『
声
明
集
』
は
般
若
房
定
意
の
影
響
を
明
ら
か
に
受
け
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
初
期
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
大
進
上
人

流
が
高
野
山
に
伝
来
し
て
か
ら
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造
が
確
定
す
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
論
じ
た
。 

第
一
節
で
は
、
十
四
世
紀
末
に
撰
述
さ
れ
た
『
声
決
書
』
と
『
声
実
抄
』
に
よ
っ
て
初
期
の
実
態
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
十
三
世
紀
初
頭
か
ら
十
四
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
初
期
の
実
態
に
つ

い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、
初
期
に
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た
の
か
否
か
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ
た
。 

『
声
決
書
』
に
よ
れ
ば
、
南
山
進
流
は
最
初
期
の
観
験
の
頃
に
一
流
と
し
て
興
り
、
そ
の
後
、
初
期
の

時
代
中
に
南
山
進
流
は
次
第
に
独
立
し
、
覚
証
院
院
方
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院
方
の
三
流
に
分
か
れ

た
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
の
覚
証
院
方
は
、
重
弘
以
後
に
お
い
て
二
系
統
に
分
か
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
な
お
、
二
系
統
を
便
宜
的
に
慈
鏡
系
と
隆
法
系
と
名
付
け
た
。 

『
声
実
抄
』
で
も
観
験
が
勝
心
に
大
進
上
人
流
を
付
属
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
『
声
実

抄
』
で
は
、
覚
証
院
方
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院
方
の
三
流
に
つ
い
て
直
接
的
な
言
及
は
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
ま
た
、
『
声
実
抄
』
に
は
、
『
声
決
書
』
に
お
い
て
み
ら
れ
た
重
弘
か
ら
分
か
れ
た
可
能
性

が
あ
る
覚
証
院
方
の
二
系
統
に
つ
い
て
の
記
述
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
実
抄
』
は
『
声
決
書
』

に
比
し
て
高
野
山
内
部
の
流
派
意
識
に
つ
い
て
希
薄
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
相
応
院
流
に
対
し
て
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は
強
い
意
識
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
よ
う
に
『
声
実
抄
』
と
『
声
決
書
』
の
記
述
か
ら
、
大
進
上
人
流
が
高
野
山
に
移
転
後
、
南
山

進
流
は
三
つ
に
分
か
れ
た
こ
と
は
分
か
っ
た
が
、
そ
の
三
流
の
実
態
及
び
南
山
進
流
が
直
ち
に
相
応
院
流

と
同
等
の
高
野
山
の
声
明
の
一
流
と
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
『
声
実
抄
』
に
は
、
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
と
い
っ
た
人
物
に
つ
い
て
の
記
述
も
多
く
み

ら
れ
た
。
そ
し
て
『
声
実
抄
』
の
記
述
か
ら
、
十
三
世
紀
の
後
半
に
は
、
般
若
房
定
意
及
び
宝
蓮
房
祐
真

の
自
筆
の
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
を
論
ず
る
に
あ
た
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
記
譜
の
根

幹
を
な
す
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
考
案
し
た
覚
意
の
功
績
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。 

ま
ず
、
第
一
項
で
は
、
覚
意
は
、
観
験
系
大
進
上
人
流
と
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
両
系
統
に
お
い
て
位

置
付
け
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、
覚
意
は
、
こ
の
慈
業
系
大
進
上
人
流
を
醍
醐
寺
で
相

伝
し
た
こ
と
を
推
定
し
た
。 

第
二
項
で
は
、
『
声
実
抄
』
か
ら
覚
意
自
身
の
口
伝
を
抽
出
し
、
覚
意
の
有
す
る
情
報
に
つ
い
て
考
察

を
行
っ
た
。
覚
意
は
、
般
若
房
定
意
の
自
筆
の
『
声
明
集

』
、

相
応
院
流
の
指
南
、
守
覚
法
親
王
の
時
代

の
故
実
、
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』
等
に
精
通
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
声
実
抄
』
に

お
い
て
、
大
進
上
人
流
の
み
な
ら
ず
、
真
言
声
明
や
法
会
の
故
実
に
通
達
し
た
人
物
と
し
て
の
覚
意
が
浮

き
彫
り
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
覚
意
の
口
訣
は
、
真
言
声
明
の
口
訣
と
し
て
は
現
在
確
認
で
き
る
最
古
層

に
属
す
る
も
の
な
の
で
、
鎌
倉
期
以
前
の
真
言
声
明
の
状
況
を
伝
え
る
大
変
貴
重
な
情
報
源
で
あ
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、
初
期
に
お
い
て
、
覚
意
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
考
案
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
声
明
に

関
わ
る
様
々
な
事
柄
に
精
通
し
た
達
匠
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

そ
し
て
、
第
三
項
で
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
の
記
譜
法
に
つ
い
て
み
た
。
「
覚
意
の
五
音
博

士
」
以
前
、
高
野
山
で
は
、
大
進
上
人
宗
観
の
記
譜
法
を
伝
え
る
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
記
譜
法
や
醍
醐

流
の
任
賢
の
記
譜
法
が
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
に
類
似
し
た
別
の
記
譜
法
が
存
在

し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
高
野
山
に
お
い
て
一
様
な
記
譜
法
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

お
そ
ら
く
、
高
野
山
に
独
自
な
記
譜
法
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
定
し
た
。
ま
た
、
高
野
山
で
は

「
五
音
」
が
使
わ
れ
る
前
は
、
笛
の
音
孔
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
推
定
し
た
。 

そ
し
て
、
第
四
項
で
は
、
覚
意
が
「
五
音
博
士
」
を
考
案
し
た
こ
と
を
示
す
典
拠
を
み
て
き
た
。
そ
し

て
、
第
三
項
に
お
い
て
み
た
よ
う
に
、
高
野
山
特
有
の
記
譜
法
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
覚
意
が
新

た
な
記
譜
法
を
考
案
し
た
こ
と
は
確
か
な
こ
と
だ
と
考
え
た
。
覚
意
が
「
五
音
博
士
」
を
考
案
で
き
た
の

も
、
覚
意
が
、
慈
業
系
大
進
上
人
流
や
醍
醐
流
の
諸
師
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
持
ち
、
声
明
に
関
す
る
幅
広

い
知
識
を
有
し
た
人
物
で
あ
っ
た
か
ら
だ
と
み
な
し
た
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
十
四
世
紀
の
末
に
高
野
山
に
お
い
て
幅
広
い
行
動
力
と
知
識
を
持
つ
覚
意
と
い
う

一
大
声
明
家
が
出
て
新
し
い
記
譜
法
が
考
案
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
『
声
明
集
』
の
展
開
、
『
魚
山

蠆
芥
集
』
の
編
纂
と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
成
立
に
お
い
て
重
大
な
一
歩
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ

の
人
物
が
い
な
け
れ
ば
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
も
語
れ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。 

第
三
節
で
は
、
覚
意
の
翻
譜
の
作
業
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
覚
意
が
、
覚
意
以
前
の
時
代
の
大
進
上

人
流
の
記
譜
法
の
声
明
譜
を
五
音
博
士
に
書
き
直
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
つ
ま
り
、
覚
意
が
五
音
を
付

す
前
の
元
々
の
大
進
上
人
流
の
「
秘
讃
」
の
声
明
譜
を
特
定
し
、
そ
の
声
明
譜
と
、
五
音
博
士
が
付
さ
れ

た
後
の
覚
意
が
相
伝
し
た
声
明
譜
と
の
一
致
を
確
認
し
た
。 
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第
四
節
で
は
、
初
期
の
『
声
明
集
』
す
な
わ
ち
称
名
寺
所
蔵
の
二
本
の
『
声
明
集
』
及
び
「
文
保
二
年

本
」
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
・
曲
順
と
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
指
標
と
し
て
対
照

し
、
初
期
に
お
い
て
基
本
構
造
が
ど
れ
ほ
ど
確
定
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
。
ま
た
、
『
声
実
抄
』
の
情
報
に
よ
っ
て
、
初
期
の
『
声
明
集
』
が
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
の

『
声
明
集
』
い
ず
れ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
確
認
を
試
み
た
。 

ま
ず
、
称
名
寺
所
蔵
の
二
本
の
『
声
明
集
』
す
な
わ
ち
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
覚
意

の
記
譜
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
た
。
た
だ
し
、
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
相
応
院
流
の
『
法
則

集
』
を
覚
意
の
五
音
博
士
に
翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
そ
し
て
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
を
初
期

の
覚
意
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
み
な
し
た
。 

そ
の
後
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
文
保
二
年
本
」
そ
れ
ぞ
れ
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す

る
博
士
を
抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
の
骨
格
と

か
な
り
相
違
し
て
い
た
。
一
方
、
「
文
保
二
年
本
」
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
曲
目
・
曲
順
は
全
く
同
じ

で
、
さ
ら
に
博
士
の
骨
格
も
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
七
箇
所
を
除
い
て
同
じ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
的
構
造
は
文
保
二
年
の
時
点
で
出
来
上
が
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。 

最
後
に
『
声
実
抄
』
か
ら
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
の
博
士
の
骨
格
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
の
ど
ち
ら

が
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本
」
に
お
い
て
受
用
さ
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
確
認
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
初
期
の
『
声
明
集
』
に
は
般
若
房
定
意
の
博
士
が
多
く
み
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
覚

意
系
の
『
声
明
集
』
も
隆
然
系
の
『
声
明
集
』
も
と
も
に
般
若
房
定
意
の
記
譜
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
え
る
。 

１

慈
鏡
撰
『
声
明
声
決
書
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇 

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 
一
九
八
六
年
。 

２

京
都
女
子
学
園
『
京
都
女
子
学
園
創
立
百
周
年
記
念
特
別
展
目
録
」
二
〇
一
〇
年 
一
二
頁
。 

３

大
山
公
淳
『
仏
教
音
楽
と
声
明
』
大
山
教
授
法
印
昇
進
記
念
出
版
会 

一
九
五
九
年 
一
三
八
頁
。
中

川
善
教
「
魚
山
蠆
芥
集
成
立
攷
」
『
佛
教
學
論
集
』
山
喜
房
書
林 

一
九
七
六
年 

三
七
五
頁
。
新
井
弘

順
「
真
言
声
明
慈
業
系
大
進
上
人
の
展
開
」
『
醍
醐
寺
の
密
教
と
社
会
』
山
喜
房
佛
書
林 

一
九
九
一
年 

三
六
七
頁
。 

４

続
真
三
〇
・
二
五
七
頁
下

（
『

声
決
書
』）
。 

５

新
井
弘
順
〔
一
九
九
一
〕
三
六
七
頁
。 

６

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
三
九
頁
。 

７

東
洋
音
楽
学
会
編
『
仏
教
音
楽
』
音
楽
之
友
社 

一
九
七
二
年 

一
〇
一
頁
。 

８

『
密
宗
声
明
血
脈
』
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
著
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
「
歌
謡
・
声
明

篇 

続
」
便
利
堂
二
九
六
～
二
九
七
頁
。 

９

『
声
決
書
』
二
五
八
頁
下
。 

１
０

真
源
撰
『
密
宗
声
明
系
譜
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇 

四
六
一
頁
。 

１
１

大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
こ
の
説
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
井
〔
一
九
九
八
〕
で
も
大
山
氏

が
こ
の
説
を
支
持
し
た
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

１
２

新
井
〔
一
九
九
一
〕
三
七
〇
～
三
七
一
頁
。 

１
３

続
真
三
〇
・
四
六
一

（
『

密
宗
声
明
系
譜
』
）
。 

１
４

蓮
日
房
長
任
の
誤
り
か
。
（
続
真
三
〇
・
四
六
〇
参
照
『
密
宗
声
明
系
譜
』
）
。 

１
５

続
真
三
〇
・
二
五
八
下

（
『

声
決
書
』
）
。 

１
６

続
真
三
〇
・
四
五
四
～
四
六
〇

（
『

密
宗
声
明
系
譜
』
）
。 

１
７

続
真
三
〇
・
二
五
九
上

（
『

声
決
書
』
）
。 
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１
８

続
真
三
〇
二
六
〇
下

（
『

声
決
書
』
）
。 

１
９

続
真
三
〇
・
二
五
九
上

（
『

声
決
書
』
）
。 

２
０

『
密
宗
声
明
系
譜
』
で
は
重
弘
に
つ
い
て
「
琳
圓
房
。
讃
州
人
二

覚
証
院
一

選
二

聲
花
集
一

延
元
二

年
乙
丑
十
一
月
十
五
日
傳
二

秘
讃
及
ヲ

一

。
丙
寅
七
月
七
日
傳
二

大
阿
闍
梨
聲
明
ヲ

一

。
正
平
十
四
年
九

月
一
日
化
」
（
続
真
・
四
六
三
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

２
１

続
真
三
〇
・
四
六
三
～
四
六
五
頁
参
照
。

（
『

密
宗
声
明
系
譜

』
） 

２
２

『
声
実
抄
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇
。 

２
３

澤
田
篤
子
「
真
言
声
明
の
口
伝
書
に
つ
い
て
（
第
二
報
）
―
―
声
実
抄
―
―
」
大
阪
教
育
大
学
紀
要 

第
三
五
巻
第
二
号 

一
九
八
六
年
。 

２
４

澤
田
〔
一
九
八
六
〕
二
三
一
頁
。 

２
５

上
限
の
文
中
三
年
は
、
当
書
の
中
に
記
さ
れ
て
い
る
最
も
新
し
い
年
月
日
で
、
下
限
の
応
永
二
年
は
、

当
書
の
最
古
の
本
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
年
月
日
で
あ
る
。
ま
た
、
宥
善
が
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
に

尾
道
西
國
寺
の
教
王
院
に
お
い
て
、
自
身
の
師
か
、
そ
の
師
の
先
代
の
師
の
口
伝
書
の
草
案
を
清
書
し
た

と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
『
声
実
抄
』
は
尾
道
西
國
寺
に
お
い
て

清
書
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
尾
道
西
國
寺
は
、
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
か
け
て
、
高
野
山
と
の
交
流

が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る

（
「

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
展
示
図
録
」
第
二
八
冊
『
尾
道

西
國
寺
の
寺
展
』
二
〇
〇
二
年 

一
〇
七
頁
。
）
。 

２
６

「
一
」
で
始
ま
る
形
式
の
一
ま
と
ま
り
、
あ
る
い
は
曲
名
で
は
じ
ま
る
形
式
の
一
ま
と
ま
り
を
一
項

目
と
み
な
し
た
。 

２
７

「
～
云
」
の
形
式
の
内
訳
を
示
す
と
、
「
覚
云
」
が
、
二
十
箇
所
、
「
秘
云
」
が
十
三
箇
所
、
「
口

云
」
が
六
箇
所
、
「
細
谷
云
」
が
四
箇
所
、
「
師
口
云
」
が
四
箇
所
、
「
或
云
」
が
四
箇
所
、
「
或
人
云
」

が
三
箇
所
、
「
覚
証
院
僧
正
云
」
が
一
箇
所
、
「
秘
伝
云
」
が
一
箇
所
、
「
或
桑
門
云
」
が
一
箇
所
、

「
意
云
」
が
一
箇
所
と
な
る
。
な
お
「
～
云
」
で
は
な
い
が
、
「
師
口
」
が
二
箇
所
あ
る
。 

２
８

澤
田
〔
一
九
八
六
〕
二
三
二
頁
。 

２
９

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
七
四
頁
。 

３
０

澤
田
〔
一
九
八
六
〕
二
三
二
頁
参
照
。 

３
１

『
声
実
抄
』
に
は
、
記
譜
に
関
す
る
口
伝
が
こ
れ
以
外
に
多
数
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
内
容
が
不

明
瞭
な
も
の
、
口
伝
の
主
が
不
明
の
も
の
、
さ
ら
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
所
収
曲
目
以
外
の
曲
目
に
つ

い
て
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
師
云

」
、

「
或
桑
門
云

」
、

「
或
人
云

」
、

「
秘
伝
云
」
と
あ
る
口
伝

は
、
口
伝
の
語
り
主
が
特
定
で
き
る
口
伝
と
し
て
は
認
め
な
っ
た
。 

３
２

続
真
三
〇
・
二
四
上

（
『

声
実
抄
』
）
。 

３
３

新
井
〔
一
九
九
一
〕
三
六
〇
頁
。 

３
４

新
井
〔
一
九
九
一
〕
三
六
〇
頁
。 

３
５

続
真
三
〇
・
二
三
下

（
『

声
実
抄
』
）
。 

３
６

続
真
三
〇
・
二
四
上

（
『

声
実
抄
』
）
。 

３
７

『
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
四
四
頁
。 

３
８

覚
意
の
撰
述
と
さ
れ
る
『
声
明
博
士
口
伝
』

（
『

博
士
指
口
伝
事
』
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇
所
収
）

に
も
「
一
位
ヲ

越
ヘ

テ

指
事
在
レ

之
仮
令
声
明
集
ノ

内
ニ

テ

且
ク

分
二

別
セ

ハ

之
ヲ

一

云
何
唄
ノ

長
壽
ノ

壽
ノ

博
士
羽
ノ

音
ヲ

ハ

宮
ノ

位
ニ

自
二

可
キ

レ

指
処
ロ

一

付
ク

レ

之
ヲ

」
と
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
の
言

及
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
博
士
口
伝
』
に
つ
い
て
は
澤
田
篤
子
「
真
言
声
明
の
口
伝
書
に
つ
い
て
（
第

一
報
）
―
―
博
士
指
口
伝
事
―
―
」

（
『

大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第
三
十
四 

一
九
六
五
年

。
）

に
詳
し

く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。 
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３
９

続
真
三
〇
・
四
下

（
『

声
実
抄
』
）
。 

４
０

大
山
〔
一
九
五
九

〕
、

中
川
〔
一
九
七
六
ａ

〕
。 

４
１

続
真
三
〇
・
二
五
九
下

（
『

声
決
書
』
）
。 

４
２

続
真
三
〇
・
四
六
〇
～
四
六
一

（
『

密
宗
声
明
系
譜
』
）
。 

４
３

続
真
三
〇
・
二
五
七
下
～
二
五
九
下

（
『

声
決
書
』
）
。 

４
４

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
〇
頁
。 

書
本
／
云
仁
治
元
年

庚子

十
月
九
日
聊
所
愚
意
／
之
廻
私
博
士
付
定
畢
／
金
剛
資
定
意
／
但
外
見
有
憚
秘
蔵

者
也
奉
習
／
定
蓮
阿
闍
梨
御
房
之
後
重
仁
治
／
四
年

癸卯

二
月
廿
四
日
申
出
此
本
博
士
／
付
畢
祐
真
／
于
時

文
永
七
年

庚午

三
月
十
日
於
高
／
野
山
藥
師
院
奉
隨
寶
蓮
房
阿
／
闍
梨
御
房
傳
受
畢
則
賜
御
本
／
書
寫
畢
覚

意 ４
５

『
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
四
四
頁
。 

(

朱)

定
蓮
房
則
心
王
院
阿
闍
梨
憲
海
般
若
房
阿
□
（

闍

）

梨
定
□
（

意

）

／
寶
蓮
房
阿
闍
梨
祐
真
／
證

蓮
房
覚
意
／
明
忍
房
釼
阿
／
文
永
七
年
六
月
一
日
於
□
□
（

本

寺

）

之
／
藥
師
院
奉
隨
寶
蓮
房
／
阿
闍
梨

□
（

御

）

房
傳
受
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕
然
而
／
□
（

弘

）

安
六
年
六
月
三
日
於
安
養
□
（

院

）

五
／
音
博
士
付
畢
但
朱
博
士
者
書
□
云
／
建
長
□
（

七

）

年
□
□
（

中

秋

）

八
日
於
實
相
寺
書
／
寫
畢
天

王
寺
聖
人
本
也
頗
以
秘
□
中
／
極
秘
也
〔 

 

（

朱

）

權

少

儈

都

〕
金
剛
佛
子
祐
□
（

真

）

／
（

朱

）

四

方
讃
ハ

祐
遍
之
本
ヲ

以
テ

寫
畢
／
（

朱

）

寶
〔 

 
 

 
 

 
 

 
〕
ノ

声
明
集
ニ

有
故
也
／
偏
爲
興
隆

佛
法
博
士
等
差
定
畢
覚
意
在

判

。 

４
６

「
貮
捌
尊
唐
音
讃
」
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
五
一
頁
。 

此
本
者
乗
願
房
之
本
也
以
彼
本
寫
云

云

／
式
部
律
師
玄
慶
／
又
云
／
此
寫
本
者
醍
醐
式
部
律
師
○

玄
慶
奉

習
／
乗
願
房
私
ニ

被
付
本
也
而
自
玄
慶
大
納
改

名

／
言
僧
都
御
房
覚
意
相
傳
之
／
弘
安
二
年
六
月
十
二
日

覚
意 

４
７

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
三
頁
。 

文
永
九
年
六
月
一
日
以
師
説
就
五
音
博
／
士
畢
覚
意
在

判

／
天
龍
八
部
讃
有
三
種
依
爲
秘
蔵
雖
／
加
兩
讃

實
尓

和

一
首
也
所
謂
／
孔
雀
経
讃
第
一
浅
重
／
諸
天
讃
第
二
重
頗
深
／
四
句

五
字
今

賛 
 

 

第
三
重
深
秘
々
々
／
乗

願
房
本
也
。 

４
８

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

文
永
九
年
七
月
六
日
書
寫
畢
任
／
師
説
博
士
付
畢
覚
意
／
師
云
／
此
賛
者
道
之
肝
心
宗
之
秘
曲
也
努
々
／

不
可
也
散
者
也
琵
琶
三
曲
之
内
調
合
／
啄
木
之
曲
造
之
仍
殊
秘
蔵
者
也
云

々

／
乗
願
房
本
也
。 

４
９

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
一
頁
。 

相
傳
上
月
房 

天
王
寺
之
円
禪
房 

良
忍
房 

明
本
房 

寶
蓮
房
阿
闍
梨 

證
蓮
房 

５
０

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

利
菩
薩
〇
語
漢
円

禪

房

流 

５
１

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

文
永
七
年

庚午

三
月
十
日
、
於
高
野
山
／
本
寺
之
内
藥
師
院
奉
隨
寶
蓮
房
阿
／
闍
梨
御
房
傳
畢
覚
意
／
（
朱
）

同
十
九
日
私
付
五
音
博
士
合
交
畢
（
マ
マ

）
。 

５
２

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
下 

法
蔵
館 

一
九
九
一
年 

八
一
三
～
八
一
九
頁
。 

５
３

「
天
龍
八
部
讃
」
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
八
函
九
四
號

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。
一
紙
。
一
行
七
字
。 

『
醍
醐
寺
文
書
記
録
聖
教
目
録
』
を
参
考
に
し
て
外
題
と
奥
書
を
以
下
に
記
す
。 

〔
外
題
〕
「
天
龍
八
部
」 

〔
奥
書
〕 

写
本
云
建
久
六
年
五
月
四
日
従
南
都
／
寶
嚴
上
人
傳
受
之
了
其
御
名
／
仁
治
二
年
正
月
廿
三
日
酉
刻
自
乘

願
／
御
房
相
傳
了
玄
源
／
弘
安
二
年
六
月
一
日
於
醍
醐
寺
観
心
／
院
相
傳
之
了
隆
成
／
永
仁
四
年
四
月
九

日
於
冷
泉
□
□
堂
／
奉
相
傳
畢
権
少
僧
都
道
順 
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５
４

「
貮
捌
尊
唐
音
讃
」
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
五
一
頁
。 

５
５

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
下 

一
二
六
六
頁
。 

５
６

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
下 

一
二
六
六
頁
。 

５
７

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
下 

一
二
六
六
頁
。 

５
８

『
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
四
四
頁
。 

５
９

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
下
八
五
〇
～
八
五
一
頁
。 

６
０

続
真
三
〇
・
二
二
下

（
『

声
実
抄
』
）
。 

６
１

他
流
の
指
南
：
（
№
１
）
「
覚
云
。
顕
ニ

ハ

天
台
毀
形
。
唄
ニ

ハ

角
落
音
ア

リ

。
角
落
ト

者
。
即
麤

ノ

角
ノ

落
ル

時
ノ

音
ニ

似
タ

ル

故
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
四
下
）
（
№
２
）
「
覚
云
。
最
勝
講
ニ

藥
師
中

段
ヲ
用
ル

コ

ト

ハ

公
家
ノ
様
也
。
法
相
等
ノ

學
勸
レ

之
云

云

總
シ

テ

中
段
ハ
依
二

本
尊
并
時
儀
一

者
也
」

（
続
真
三
〇
・
五
上
）
（
№
３
）
「
覚
云
。
他
處
ニ

ハ

祖
師
供
ト

テ

非
ト

ハ

二

御
影
供
ニ

一

。
通
途
ノ

佛

事
ニ

ハ

唱
禮
ニ

弘
法
大
師
ノ

句
無
レ

之
。
又
高
野
ニ

モ

御
社
ニ

テ

ハ

大
師
ノ

句
不
レ

可
レ

入
歟
。
但
シ

多

分
也
」
（
続
真
三
〇
・
一
五
上
）
（
№
４
）
「
覚
云
。
當
山
過
去
帳
ハ

呂
神
名
帳
ハ

律
也
。
根
本
ハ

雖
レ

無
二

博
士
一

某
私
ニ

付
レ

之
云

云

又
曼
荼
羅
供
ニ

ハ

有
二

合
殺
一

無
レ

経
。
然
高
野
ニ

ハ

有
レ

経
。
本
説

云
何
。
但
シ

西
大
寺
ノ

興
聖
菩
薩
ノ

大
阿
闍
梨
ト

シ

テ

被
レ

行
時
。
本
ハ

雖
レ

無
レ

経
此
上
人
ノ

時
経
ヲ

被
レ

用
。
始
ノ

意
ハ

行
法
之
間
徒
然
故
也
云

云

又
云
。
高
野
ニ

ハ

有
レ

経
。
而
モ

一
字
ノ

金
ヲ

打
ツ

。
大

方
ハ

無
レ

経
打
レ

之
也
。
云

云

又
七
月
曼
荼
羅
供
ニ

ハ

無
ト

レ

経
見
タ

リ

云

云

」
（
続
真
三
〇
・
二
四
上
）

（
№
５
）
「
覚
云
。
一
切
音
聲
ハ

明
不
レ

出
二

五
音
一

取
レ

其
。
呂
ノ

五
音
者
形
チ

主
リ

レ

男
。
律
ノ

五

音
者
形
チ

主
ル

レ

女
。
故
ニ

呂
ハ

サ

ハ

サ

ハ

ト

シ

テ

ソ

ラ

シ

ナ

ン

ト

セ

ス

。
律
ハ

ユ
ラ
ラ
カ
ニ
ユ
リ
ナ
ン

ト
ス
ル
也
云

云

又
宮
徵
ノ

二
音
ハ

同
音
ニ

シ

テ

ユ
リ
或
ハ

ユ
ラ
ス
。
角
ノ

音
ハ

ス
ヘ
テ
ユ
ラ
ス
。
若
阿
彌

陀
経
ニ

角
ノ

博
士
ヲ

ユ
ル
ハ
。
徵
ノ

音
ニ

反
音
シ

テ

ユ
ル
。
都
テ

於
二

自
體
一

ユ
ラ
ス
。
又
商
ト

羽
ト

ノ

呂
律
ノ

不
同
ハ

。
呂
ハ

ソ
ラ
サ
ス
。
律
ハ

ソ
ラ
ス
ナ
リ
。
但
シ

何
五
音
モ

呂
ハ

ソ
ラ
サ
サ
ル
ナ
リ
。
又
東

寺
ニ

ハ

用
二

五
音
ヲ

一

。
顯
ノ

小
野
ニ

ハ

五
音
ノ

外
ニ

音
博
士
ヲ

用
フ

云
二

秘
事
ト

一

。
即
五
箇
ノ

大
事

羅
漢
勸
請
等
是
也
。
又
云
。
小
野
ニ

ハ

四
箇
ノ

法
用
ニ

付
テ

唄
散
華
ハ

呂
。
梵
音
錫
杖
ハ

律
ト

定
テ

呂
律

ヲ

不
レ

交
。
東
寺
ニ

ハ

交
ル

也
。
或
人
小
原
様
ノ

難
云
。
樂
ニ

取
テ

呂
ノ

樂
律
ノ

樂
ト

モ

定
レ
リ
。
雖
レ

然
リ

ト

呂
ノ

樂
ニ

モ

合
セ

レ

律
ヲ

。
律
ノ

樂
ニ

モ

加
レ

呂
ヲ

。
是
以
テ

知
ス

何
ソ

呂
律
ヲ

キ
ヒ
シ
ク
可
レ

定
乎

。
」

（
続
真
三
〇
・
二
五
下
～
二
六
上

）
。 

６
２

そ
の
他
の
指
南
：
（
№
１
）
「
覚
云
。
蓮
愛
房
始
ノ

様
ヲ

ツ
ク
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
六
上
）
（
№

２
）
「
覚
云
。
蓮
乗
院
ノ

方
ニ

ハ

對
揚
ノ

始
ノ

二
句
ノ

第
七
ノ

密
ト
法
ノ
字
ニ
商
ヲ
付
ル
也
。
其
由
者
密

教
法
楽
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
下
）
（
№
３
）
「
覚
云
。
五
悔
九
方
便
ノ

段
。
頭
初
ノ

二
字
一
拍
子
也
。

不
レ

可
レ

延
也

。
」

（
№
４
）
「
覚
云
。
文
殊
讃
宮
ノ

音
ヲ

ユ
ル
人
ア
リ
旁
以
非
也
云

云

（
続
真
三
〇
・

二
二
下
）
（
№
５
）
覚
云
。
法
嘆
徳
ニ

ハ

上
音
在
レ

之
。
誦
行
導
師
御
影
供
等
表
白
上
音
無
レ

故
ニ

二
ノ

異
也
。
或
人
誦
行
シ

テ

表
白
ニ

ハ

上
音
ヲ
繁
ク

用
ル

高
野
ニ

ハ

靈
也
云
云
」
（
続
真
三
〇
・
二
四
下
）

（
№
６
）
「
覚
云
。
羅
漢
供
ノ

勸
請
ハ

相
禮
ノ

三
度
。
中
間
ハ

一
禮
ツ
ツ
ナ
リ
。
佛
名
畢
テ

三
度
禮
ス

ル

也
。
又
音
頭
持
二

香
呂
ヲ

一

。
禮
盤
ヲ

下
ニ

シ

テ

先
總
禮
ノ

詞
ヲ

唱
テ

三
度
投
地
禮
ス

。
此
時
持
テ

香
呂

ヲ

一

立
チ

挙
テ

。
然
後
頭
ヲ

地
ニ

付
ケ

香
炉
ヲ

ハ

前
ニ

置
ク

。
兩
手
ヲ

ア
ヲ
ケ
テ
額
ウ
ク
ル
ナ
リ
。
又
立

チ

上
ル

時
取
テ

二

香
呂
一

如
レ

此
三
度
畢
テ

。
不
レ

取
二

香
呂
ヲ

一

ヒ
サ
マ
ツ
イ
テ
右
ノ

ヒ
サ
ヲ
ハ
地
ニ

付
テ

。
左
ヲ

ハ

少
シ

モ
チ
ア
ク
ル
ナ
リ
。
手
ヲ

ハ

合
掌
シ

テ

後
後
ノ

禮
ノ

詞
ヲ

唱
フ

。
禮
ノ

時
ハ

取
テ

二

香
呂
一

後
後
ノ

一
禮
也
。
總
禮
ノ

詞
ヲ

ハ

導
師
獨
リ

。
三
度
ノ

禮
ハ

音
頭
諸
衆
同
ナ
リ
。
一
院
之
投
地
禮

ハ

律
家
ノ

儀
式
ナ

リ

。
正
道
家
ハ

則
踞
跪
禮
也
。
仍
テ

正
道
ナ

ラ

ハ

勸
請
ノ

時
モ

可
二

踞
跪
禮
ナ

ル

一

云

云

」
（
続
真
三
〇
・
二
五
下
）
（
№
７
）
「
覚
云
。
師
云
。
小
念
佛
ノ

彌
ノ

博
士
ノ

終
ノ

陀
ニ

ウ
ツ
ル
ニ
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音
ヲ

切
ル

。
陀
ノ

節
ヲ

ヨ
ラ
ヌ
前
キ

也
云

云

又
云
。
四
奉
請
第
四
ノ

樂
ノ

ハ
カ
セ
ハ
。
前
ノ

三
ツ
ノ

樂
ノ

音
ヨ

リ

徵
ノ

音
ヲ

延
也
樂
又
云
。
阿
彌
陀
経
ハ

非
二

五
音
博
士
ニ

ハ

一

。
但
宮
商
角
ノ

五
音
ハ
カ
セ
同
シ

。

爾
ル

ニ

徵
ノ

音
ニ

付
テ

五
音
ニ

ハ

字
ノ

左
ノ

カ
タ
ニ
角
ヘ

向
テ

サ
ス
。
今
ノ

経
ニ

ハ

徵
ノ

音
ヲ

ハ

左
ノ

カ

タ
ニ
横
ニ

サ
シ
。
タ
タ
ル
ハ
當
ル

レ

徵
ニ

。
角
ヘ

向
テ

差
ス

ハ

五
音
博
士
ノ

羽
ノ

音
ニ

當
也
。
故
ニ

左
ノ

カ
タ
ニ
横
ナ

ル

ヲ

ハ

ユ
ル
ヘ
シ
。
又
但
シ

依
レ

處
ニ

或
ハ

ユ
ラ
ス
。
又
角
ノ

音
ハ

多
分
ハ

不
レ

由
。
爾
レ

ト

モ

初
段
ノ

大
阿
羅
漢
ノ

漢
ノ

字
。
拘
糸
希
羅
ノ

羅
ノ

字
ヲ

ユ
ル
也
。
ユ
レ
ハ
徵
ニ

成
也
。
是
ヲ

云
反
音

ト

又
云
。
徵
ハ

ユ
ル
ナ
リ
。
コ
ト
カ
マ
シ
カ
ラ
ス
。
以
下
ハ

五
音
博
士
也
。
（
続
真
三
〇
・
三
一
上
（
№

８
）
覚
云
。
経
ノ

終
ノ

小
念
佛
ハ

経
ヲ

導
師
ノ

左
ノ

脇
ニ

テ

唱
ヘ

畢
テ

。
ヤ
カ
テ
小
念
仏
ヲ

出
ス

。
小
念

佛
ノ

博
士
如
レ

始
。
是
今
高
野
ニ

ハ

前
後
博
士
カ
ワ
ル
カ
。
佛
ヨ

リ

衆
僧
助
音
シ

テ

行
道
ス

ル

也
。
佛
ノ

左
ノ

脇
テ

立
留
ト

マ

ツ

テ

合
殺
出
ス

也
。
第
二
遍
ヨ

リ

被
衆
僧
付
テ

行
道
三
迊
。
次
ニ

導
師
脇
ニ

シ

テ

廻

向
後
後
唄
畢
」
（
続
真
三
〇
・
三
二
上

）
。 

６
３

「
南
山
進
流
で
は
、
鎌
倉
中
期
（
文
永
七
年
頃
）
に
覚
意
が
五
音
博
士
を
発
案
す
る
以
前
は
、
以

上
の
ご
と
く
大
進
上
人
流
の
記
譜
法
に
よ
る
譜
本
が
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。
」

（
新

井
〔
一
九
九
一
〕
三
七
一
頁

）
。 

６
４

図
１
は
、
新
井
弘
順
「
声
明
の
記
譜
法
の
変
遷
―
―
博
士
図
―
―
を
中
心
に
」

（
『

日
本
音
楽
史
研

究
』
第
一
号
一
九
九
六
年
一
二
頁
）
に
『
悉
曇
蔵
』
に
も
と
づ
く
横
笛
図
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

６
５

図
２
は
、
新
井
〔
一
九
九
六
〕
（
七
頁
）
の
「
宗
観
の
博
士
図
」

（
『

博
士
図
并
五
音
』
一
六
六
四

年
公
清
写
醍
醐
寺
蔵
二
〇
四
函
二
三
号
）
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
簡
素
化
し
た
も
の
で
あ
る
。 

６
６

新
井
〔
一
九
九
六
〕
七
頁
。 

６
７

新
井
〔
一
九
九
六
〕
一
六
頁
。 

６
８

新
井
〔
一
九
九
六
〕
一
六
頁
。 

６
９

聖
尊
撰
『
音
律
菁
華
集
』
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
八
四 

大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会 

一
九
三
一
年

八
五
五
頁
。 

７
０

『
声
明
集
』 

（
醍
醐
寺
蔵
一
九
八
函
一
一
三
號

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

天
福
二
年
（
一
二
三
四
）
心
海
（
生
没
年
不
詳
）
編
纂
（
本
奥
書

）
。

嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
印
禅

（
生
没
年
不
詳
）
写
。
粘
葉
装
。
一
帖
。
表
紙
共
二
六
丁
。
竪
二
四
・
三
㎝
。
横
一
二
・
八
㎝
。
半
丁
四

行
。
一
行
八
字
。 

〔
内
題
・
尾
題
・
外
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

写
本
云
／
已
上
讃
以
任
賢
阿
闍
梨
説
付
博
士
畢
但
於
違
処
之
意
趣
之
／
處
者
少
々
付
直
之
於
音
曲
者
全
不

可
准
音
之
／
出
所
并
音
移
許
而
已
于
時
天
福
二
年
七
月
九
日
／
沙
門
心
海
／
／
嘉
禎
二
年
二
月
廿
一
日
書

写
畢
／
沙
門
印
禅
之 

７
１

『
声
明
集
』 

（
醍
醐
寺
蔵
二
〇
四
函
七
號
）
複
写
資
料
で
確
認
。 

書
写
年
次
不
明
（
室
町
前
期
書
写
歟

）
。

書
写
者
不
明
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

一
冊
。
表
紙
共
八
六

丁
。
法
量
不
詳
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

〔
外
題
〕
「
声
明
集 

全
」 

〔
奥
書
〕 

本
記
云
任
賢
之
所
持
之
本
云

云

／
写
本
云
／
建
長
第
六
暦
中
呂
下
旬
候
於
醍
醐
寺
観
心
院
撰
之
墨
博
士
／

任
賢
阿
闍
梨
流
布
説
也
但
於
博
士
付
様
者
依
有
所
存
少
々
改
之
定
／
有
批
謬
歟
後
賢
可
糺
之
朱
博
士
秘
傳

也
貴
人
若
古
老
輩
可
用
之
／
子
細
甚
多
未
悉
之
尤
供
養
法
聲
明
者
異
讃
調
聲
而
雖
有
／
秘
傳
知
之
者
希
也

須
口
傳
耳
／
音
曲
沙
門
玄
慶
記 
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７
２

心
海
の
『
声
明
集
』
に
は
、
大
進
上
人
流
の
宗
観
と
仁
和
寺
相
応
院
流
の
能
覚
（
一
一
一
七
～
一
一

八
二
）
の
説
を
基
に
観
験
が
博
士
を
記
譜
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
醍
醐
流
の
『
声
明
集
』

は
「
任
賢
様
の
図
博
士
」
に
よ
っ
て
翻
譜
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
観
験
が
い
か
な
る
記
譜
法
に
よ

っ
て
記
譜
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。 

７
３

続
真
三
〇
・
二
六
一
下

（
『

声
決
書
』
）
。 

７
４

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
九
頁
。 

７
５

続
真
三
〇
・
一
九
下
（
『
声
実
抄

』
）
。 

７
６

続
真
三
〇
・
二
〇
下
（
『
声
実
抄

』
）
。 

７
７

大
正
八
四
・
八
五
六
中

（
『

音
律
菁
華
集
』
）
。 

７
８

続
真
三
〇
・
二
五
九
上

（
『

声
決
書
』
）
。 

７
９

大
正
八
四
・
八
四
〇
下
。

（
「

魚
山
私
鈔
」
）
。 

８
０

続
真
三
〇
・
一
〇
二
上
～
下

（
『

声
明
集
私
案
記
』
）
。 

８
１

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻 

各
「
秘
讃
」
の
奥
書
参
照
。 

８
２

真
言
声
明
に
お
け
る
「
秘
讃
」
の
特
徴
と
位
置
付
け
、
代
表
的
な
譜
本
の
系
統
、
さ
ら
に
は
曲
目
に

つ
い
て
以
下
に
注
記
す
る
。 

『
声
明
辞
典
』
（
横
道
萬
里
雄
・
片
岡
義
道
監
修
『
声
明
大
系
特
別
付
録
声
明
辞
典
』
法
蔵
館
一
九
八
四

年
）
の
「
秘
讃
」
の
項
に
お
い
て
「
秘
し
て
特
別
に
機
根
を
選
ん
で
伝
授
す
る
一
連
の
曲
を
い
う
。
曲
全

体
を
秘
す
も
の
の
ほ
か
に
、
曲
の
一
部
を
常
の
博
士
と
は
別
に
し
た
り
、
読
み
方
や
助
音
の
位
置
な
ど
を

秘
す
る
も
の
も
あ
る
。
秘
讃
の
成
立
は
明
ら
か
で
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
真
言
声
明
史
に
お
け

る
「
秘
讃
」
の
端
緒
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
ま
た
同
項
に
「
寛
朝
は
声
明
修
学
の
階
程
を
諸
部
の
讃
・
秘

讃
、
乞
戒
声
明
、
大
阿
闍
梨
声
明
の
順
に
定
め
た

。
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
の
信
憑
性
も
定
か

で
は
な
い
。
な
お
現
代
の
南
山
進
流
に
お
け
る
声
明
修
学
の
順
序
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
か
ら
始
ま
り
、

「
伽
陀

」
、

「
表
白

」
、

「
法
則
類

」
、

「
講
式
」
と
続
き
、
最
後
に
「
秘
讃

」
、

「
乞
戒
声
明

」
、

「
大
阿
闍
梨
声
明
」
の
「
三
箇
秘
韻
」
に
至
る
と
さ
れ
て
い
る
（
中
川
〔
一
九
七
六
ｂ
〕
三
八
七
頁

）
。 

次
に
、
真
言
声
明
の
「
秘
讃
」
の
譜
本
の
代
表
的
な
も
の
を
以
下
に
四
種
類
挙
げ
る
。
第
一
は
、
醍
醐

寺
所
蔵
の
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
書
写
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
進
上
人
流
系
統
の

記
譜
法
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
は
、
称
名
寺
所
蔵
の
鎌
倉
期
か
ら
室
町
期
に
書
写
さ
れ

た
テ
ク
ス
ト
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、
朝
意
の

書
写
し
た
『
秘
讃
集
』
で
あ
る
。
現
在
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
文
禄
二
年
本
」
（
一
五
九
三

）
、

「
文
禄
四
年
本
」
（
一
五
九
五
）
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
両
本
と
も
尾
道
西
國
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
第
三
は
、
現
在
の
真
言
声
明
の
古
義
方
・
新
義
方
に
伝
わ
っ
た
譜
本
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
章
で

紹
介
し
た
朝
意
が
書
写
し
、
流
布
さ
せ
た
『
秘
讃
集
』
が
祖
本
で
あ
る
。 

８
３

そ
の
中
で
特
に
重
要
な
も
の
は
、
覚
意
が
釼
阿
に
伝
授
し
た
覚
意
の
本
奥
書
を
有
す
る
釼
阿
の
自
筆

本
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
記
譜
に
遡
る
こ
と
の
で
き
る
現
存
す
る
最
古
の
資
料
で

あ
る
。 

８
４

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
参
照
。 

８
５

新
井
弘
順
「
真
言
声
明
に
お
け
る
反
音
曲
の
記
譜
法
に
つ
い
て
」
『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
四
八
号 

一
九
八
三
。 

８
６

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
一
八
頁
。 

８
７

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
下
法
蔵
館 

一
九
九
一
年
。 

８
８

新
井
〔
一
九
八
三
〕
七
八
～
七
九
頁
参
照
。 

８
９

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
一
六
頁
。 
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９
０

新
井
〔
一
九
八
三
〕
七
九
頁
。 

９
１

『
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
七
頁
。 

９
２

新
井
〔
一
九
八
三
〕
八
〇
頁
。 

９
３

『
貮
捌
尊
唐
音
讃
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
四
六
頁
。 

９
４

新
井
〔
一
九
八
三
〕
八
一
頁
。 

９
５

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
〇
頁
。 

９
６

『
十
六
大
菩
薩
梵
語
讃
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
四
四
頁
。 

９
７

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

９
８

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

９
９

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

１
０
０

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
〇
頁
。 

１
０
１

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
〇
頁
。 

１
０
２

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
三
頁
。 

１
０
３

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

１
０
４

『
貮
捌
尊
唐
音
讃
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
五
一
頁
。 

１
０
５

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
一
頁
。 

１
０
６

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

１
０
７

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
一
頁
。 

１
０
８

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
二
二
頁
。 

１
０
９

『
秘
讃
類
聚
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
八
巻
一
二
二
頁
。 

１
１
０

『
秘
讃
集
』
『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻
一
三
一
頁
。 

１
１
１

「
天
龍
八
部
讃
」
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
七
函
二
七
号

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。
一
紙
。
一
丁
四
字
・
一

行
五
字
。
〔
内
題
〕
「
天
龍
八
部
讃
」 

〔
奥
書
〕 

寛
元
二
年
二
月
九
日
奉
宗
源
在
判
／
建
治
二
年
六
月
晦
日
所
相
傳
極
秘
讃
□
以
授
／
申
瑩
海
ア
サ
リ
畢 

 
 

佛
子
印
禅
判
／
建
武
四
年
十
二
月
上
旬
之
比
書
写
畢
数
ケ

秘
讃
／
秘
説
等
先
師
大
納
言
法
印
定
耀
自
筆
令

紛
失
之
間
／
重
以
刑
部
卿
瑩
海
所
存
印
禅
阿
闍
梨
自
筆
書
模
之
畢
偏
爲
／
興
隆
仏
法
而
已
法
印
大
僧
都
定

耀 １
１
２

『
緊
那
羅
天
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
八
函
八
号

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。
一
紙
。
一
丁
四
字
・
一
行

六
字
。
〔
内
題
〕
「
緊
那
羅
天
讃
一
傳
讃
也
」 

〔
奥
書
〕 

仁
治
四
年
正
月
廿
三
日
奉
授
／
印
禅
公
畢
如
天
龍
八
部
讃
一
可
秘
之
已
下
一
傳
讃
盡
秘
之
畢
／
金
剛
佛
子

宗
源
在
判
／
文
永
十
一
年
七
月
廿
五
日
奉
授
／
瑩
海
阿
闍
梨
了
如
聖
人
口
傳
可
被
秘
之
状
如
件
／
金
剛
佛

子
印
禅
判
／
此
秘
讃
先
年
定
超
僧
都
ニ

授
畢
之
處
去
年
三
宝
院
炎
上
時
／
所
持
本
紛
失
之
間
以
故
法
印
瑩

本
重
書
写
之
／
所
加
奥
書
也
于
時
文
保
二
年
二
月
十
八
日
訪
印
大
僧
都
定
耀
判
／
嘉
暦
三
年
十
月
廿
八
日

習
定
耀
僧
都
畢
可
秘
之
僧
正
賢
助 

１
１
３

『
十
六
尊
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
六
函
四
四
号

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。
一
帖
。
一
丁
四
字
・
一
行

五
字
。
〔
内
題
〕
「
十
六
尊
讃
」 

已
上
先
師
法
印
玄
慶
様
也
／
頼
験
元
徳
元
年
九
月
廿
二
日
書
之 

１
１
４

「
吉
慶
梵
語
第
三
段
秘
曲
」
「
秘
讃
印
禅
方
」
（
醍
醐
寺
蔵
一
〇
一
函
一
号
四
）
所
収
。
複
写
資
料

で
確
認
。
一
行
七
文
字
。
『
醍
醐
寺
新
要
録
』
に
よ
っ
て
奥
書
を
以
下
に
記
す
。

（
『

醍
醐
寺
新
要
録
』
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下
一
二
六
八
頁
） 

〔
奥
書
〕 

吉
慶
梵
語
奥
書
云
、
已
上
吉
慶
梵
語
上
音
二
説
并
瞢
ノ

節
、
天
王
寺
円
禪
房
堅
覚
ニ

相
伝
之
了
。
印
禅
。 

奥
書
云
、
寛
元
元
年

癸卯

八
月
十
八
日
、
圓
禪
房
堅

覺

弟
子
備
前
ア
サ
リ
榮
賢
、
天
王
寺
始
習
傳
之
了
。
同

廿
三
日
ニ

圓
禅
房
宿
坊
ニ

渡
テ

慈
業
聖
人
令
説
乞
戒
、
導
師
音
曲
傳
之
。
次
ニ

誦
此
音
曲
、
重
所
相
傳
也
。

圓
禪
房
云
、
十
六
尊
讃
語
皆
准
之
由
、
所
受
口
傳
如
此
耳
。
沙
門
印
禪
。 

１
１
５

『
醍
醐
寺
新
要
録
』
下
一
二
六
七
～
一
二
六
八
頁
。 

１
１
６

「
金
剛
利
菩
薩
讃
」
「
拾
陸
尊
梵
語
・
拾
陸
尊
漢
語
」
（
醍
醐
寺
蔵
二
〇
六
函
二
五
号
）
所
収
。
複

写
資
料
で
確
認
。
一
巻
。
一
行
七
文
字
。 

〔
奥
書
〕 

本
記
／
建
暦
二
年
八
月
廿
七
日
於
／
関
東
二
蓋
堂
以
寶
厳
坊
／
御
本
令
書
寫
畢
／
金
剛
佛
子
堅
覚
／
／
大

法
□
御
本
光
舜
院
／
頼
淳
法
印
筆
跡
尤
可
爲
／
證
本
者
也
佛
子
隆
宥 

１
１
７

『
文
殊
梵
語
讃
』
（
醍
醐
寺
蔵
一
九
六
函
四
九
号

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。
一
帖
。
一
丁
四
字
・
一

行
五
字
。 

〔
内
題
〕
「
文
殊
梵
語
讃
」 

〔
奥
書
〕 

仁
治
三
年
八
月
四
日
奉
授
印
禅
公
／
釈
宗
源
在

判

／
文
永
十
年
秊
七
月
十
三
日
奉
／
授
瑩
海
阿
闍
梨
了
／

金
剛
仏
子
印
禅
判
／
右
讃
先
年
雖
授
畢
定
超
僧
都
去
／
年
二
月
三
宝
院
炎
上
之
時
所
持
本
紛
／
失
之
間
以

／
故
法
印
瑩
本
重
書
写
之
所
／
加
奥
書
也
于
時
文
保
二
年
二
月
十
八
日
／
法
印
大
僧
都
定
耀
判 

１
１
８

福
島
和
夫
校
訂
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
「
古
版
声
明
譜
」
東
京
書
籍
一
九
九
五
年 

八
三
頁
。  

１
１
９

「
声
明
集
は
博
士
に
ユ
リ
ソ
リ
等
を
書
き
入
れ
た
だ
け
で
、
唱
え
る
時
の
約
束
心
得
等
に
つ
い
て

は
一
切
記
す
と
こ
ろ
が
無
く
、
本
の
形
が
次
第
形
と
い
う
大
き
さ
に
仕
立
て
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る

。
」

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
二
頁
。 

１
２
０

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
二
頁
。
参
照
。 

１
２
１

本
論
文
で
は
「
博
士
の
骨
格
」
を
「
ユ
リ

」
、

「
ソ
リ
」
な
ど
の
「
装
飾
音
」
に
つ
い
て
の
指
南

を
含
ま
な
い
と
こ
ろ
の
単
に
音
高
の
移
動
を
表
示
し
て
い
る
五
音
博
士
の
形
態
を
指
す
こ
と
と
す
る
。 

１
２
２

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
○
頁
。 

１
２
３

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
蔵
。 

１
２
４

大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
二
七
頁
。 

１
２
５

『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
収
載
。 

１
２
６

『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
九
八
頁
。 

１
２
７

室
町
期
の
「
刊
本
声
明
集
」
に
つ
い
て
は
、
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
第
七
回
特
別
展
観
『
声

明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
（
福
島
和
夫
編
一
九
九
二
年
）
に
詳
し
い
。 

１
２
８

中
川
〔
一
九
七
六
〕
一
七
頁
。
口
絵
写
真 

図
１７

。 

１
２
９

『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
一
三
頁
。 

１
３
０

『
声
明
集
』 

 

尾
道
西
國
寺
蔵
。
写
真
資
料
で
確
認
。 

 

永
禄
九
（
一
五
六
六
）
年
、
朝
意
。
折
本
。
一
帖
。
表
紙
共
八
六
丁
。
竪
一
三
・
三
㎝
。
横
一
二
・
八

㎝
。
半
丁
四
行
。
一
行
八
字
。 

〔
外
題
〕
「
聲
明
集
」 

〔
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

 

〔
奥
書
〕 
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于
時
永
禄
九
年
二
月
廿
一
日
値
於
南
山
／
小
田
原
理
趣
院
閑
室
書
写
畢
／
備
州
長
善
房
依
所
望
殊
者

音
曲
／
更
不
残
源
底
渡
申
条
拭
老
眼
五
音
博
／
士
并
朱
點
ニ

テ

盡
苦
勞
了
後
代
久
／
朝
意
可
有
廻
向

者
也
／
右
筆
金
剛
峯
寺
客
僧
／
朝
意

順
良
房

卌
九
才

／
持
主
隆
遍
長
善
房 

１
３
１

『
金
沢
文
庫
資
料
全
書
』
第
八
巻 

三
二
七
頁
。 

１
３
２

「
曲
中
反
音
」
と
は
真
言
声
明
に
お
け
る
四
種
の
反
音
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
四
種
の
反
音

と
は
、
「
曲
中
反
音
」
・
「
隣
次
反
音
」
・
「
甲
乙
反
音
」
・
「
七
聲
反
音
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
声

決
書
』
の
付
録
の
「
音
律
開
合
名
目
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
種
の
反
音
は
「
四
種
反
音
」
と
呼

称
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
先
行
研
究
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
醍
醐
流
・
南
山
進
流
に
お
い
て
共

通
に
用
い
ら
れ
る
反
音
は
、
「
四
種
反
音
」
の
う
ち
の
「
曲
中
反
音
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
曲
の
中
に

お
い
て
「
呂
」
か
ら
「
律
」
へ
、
「
律
」
か
ら
「
呂
」
へ
調
子
が
移
る
交
互
転
調
で
あ
る
。 

さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
の
「
曲
中
反
音
」
に
は
、
「
羽
調
反
音

」
、

「
商
調
反
音
」
が
あ
る
。
醍
醐
流
・

南
山
進
流
に
お
い
て
共
通
に
用
い
ら
れ
る
「
曲
中
反
音
」
は
、
「
曲
中
反
音
」
の
二
つ
の
う
ち
「
羽
調
反

音
」
（
呂
の
「
一
越
調
」
と
「
律
」
の
「
盤
渉
調
」
の
交
互
転
調
、
「
呂
」
の
「
双
調
」
と
「
律
」
の

「
平
調
」
と
の
交
互
転
調
）
で
あ
る
。
こ
の
反
音
は
、
原
調
の
「
羽
」
を
次
調
の
「
宮
」
に
移
す
も
の
で

あ
る
。
「
羽
調
反
音
」
を
図
化
し
た
も
の
を
左
記
に
掲
載
し
た
。
な
お
、
図
８
は
、
新
井
〔
一
九
九
六
〕

（
二
〇
頁
）
に
「
三
箇
変
音
『
声
明
用
心
集

』
」

の
「
①
羽
調
変
音
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

図
８ 

「
羽
調
羽
音
図
」
新
井
〔
一
九
九
六
〕 

 

現
在
ま
で
の
事
例
に
お
い
て
は
、
「
曲
中
反
音
」
の
「
羽
調
変
音
」
の
み
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
羽
調
反
音
」
の
反
音
曲
で
は
、
「
律
」
の
箇
所
が
「
呂
」
の
箇
所
よ
り
一
位
高
く
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

１
３
３

大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
二
六
頁
。 

１
３
４

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
三
頁
。 

１
３
５

岩
原
諦
信
『
岩
原
諦
信
著
作
集
』
２
『
増
補
校
訂 

声
明
の
研
究
』
東
方
出
版 

一
九
九
七
年 

一
一
二
頁
。 

１
３
６

大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
二
五
頁
。 

１
３
７

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
二
三
頁
。 

１
３
８

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
二
五
頁
。 

１
３
９

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
四
六
頁
。 

１
４
０

大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
二
六
頁
。 

１
４
１

『
声
明
集
法
則
』 

 

高
野
山
普
門
院
所
蔵
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
寄
託
｟
普
９５

―
金
９
｠

）
。

複
写
資
料
で 

確
認
。 

 

書
写
年
次
不
詳
。
書
写
者
不
明
。
列
帖
装
。
一
冊
。
表
紙
共
九
丁
。
竪
二
三
・
六
㎝
。
横
一
五
・
〇
㎝
。
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半
丁
六
行
。
一
行
一
二
字
。 

〔
外
題
・
内
題
・
尾
題
〕
無
し
。 

 

〔
奥
書
〕 

 
 

建
治
二
年
五
月
三
日
於
高
野
山
金
剛
峯
寺
覚
證
院
／
之
尊
庵
賜
仁
和
寺
山
本
大
納
言
法
印
之
御
自
／

筆
御
本
書
写
之
畢
／
隆
然
十
九
才
云

云 
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第
三
章 

中
期 

―
『
声
明
集
』
の
多
様
化
と
『
声
明
集
私
案
記
』 

 

は
じ
め
に 

 

本
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
の
中
期
、
す
な
わ
ち
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造
が
確
定
し

重
弘
が
示
寂
し
た
正
平
十
四
年
（
一
三
五
九
）
か
ら
、
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
の
『
声
明
集
』
刊
行
直

前
ま
で
を
論
じ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
「
康
正
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
応
永
三

年
本
」
な
ど
の
多
様
な
『
声
明
集
』
や
、
前
章
で
取
り
上
げ
た
『
声
実
抄
』
『
声
決
書
』
『
声
明
集
私
案

記
』
の
他
に
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
等
の
多
数
の
口
伝
書
類
が
登
場
し
、
「
文
明
四
年
版
」
刊
行
の
道
筋

が
作
ら
れ
た
。
ま
た
前
述
の
よ
う
に
、
口
伝
書
類
の
情
報
に
よ
る
と
覚
証
院
方
は
慈
鏡
系
と
隆
法
系
の
二

系
統
に
分
か
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
。 

第
一
節
で
は
、
中
期
の
『
声
明
集
』
諸
本
の
曲
目
・
曲
順
と
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』

を
指
標
と
し
て
比
較
対
照
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
声
明
集
』
の
系
譜
の
特
定
を
目
指
す
。 

第
二
節
で
は
、
編
纂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
声
明
集
私
案
記
』
に
つ
い
て
の
概
要
と
現

存
す
る
諸
本
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

第
三
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
依
拠
し
た
『
声
明
集
』
の
特
定
を
目
指
す
。 

第
四
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
流
派
観
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
一
節 

中
期
『
声
明
集
』 

 

第
一
項 

資
料 

 

今
回
の
論
稿
で
は
、
中
期
の
『
声
明
集
』
と
し
て
「
応
永
三
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」

「
康
正
二
年
本
」
の
四
本
を
用
い
る
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
概
要
と
書
誌
情
報
を
示
し
、

属
す
る
系
統
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
な
お
、
『
声
明
集
』
で
は
な
い
が
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
つ

い
て
も
紹
介
す
る
。 

 

第
一
目 

「
応
永
三
年
本
」 

 

当
本
は
、
醍
醐
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
１

。
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
の
解
説
に
お
い
て
そ
の
存
在

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
２

。
し
た
が
っ
て
、
先
行
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
取
り
扱
わ
れ
て
い
な
い

資
料
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
原
本
を
複
写
し
た
も
の
を
用
い
る
。 

序
論
で
示
し
た
よ
う
に
、
法
量
は
、
竪
十
六
・
一
㎝
。
横
十
五
・
四
㎝
の
枡
形
本
で
あ
る
。 

博
士
は
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
当
本
は
詞
章
と
博
士
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
て

お
り
、
旋
律
、
仮
名
の
注
記
は
な
い
。
奥
書
に
は
、 

応
永
第
三

丙子

季
秋
十
二
日
於
若
州
遠
敷
郡
極
楽
寺
為
化
他
不
恥
廉
筆
□
□
實
海
書 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
当
本
は
、
応
永
三
年
に
若
狭
の
国
の
極
楽
寺
に
お
い
て
実
海
が
書
写
も
の
で
あ
る
が
、

当
本
が
ど
の
系
統
に
属
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

第
二
目 

「
永
享
六
年
本
」 
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当
本
は
、
西
大
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
先
行
研
究
で
は
未
報
告
の
資
料
で
あ
る
。
本
稿
で
利
用
す
る

の
は
、
原
本
を
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
論
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
装
丁
は
列
帖
装
、
冊
数
は
全
一
冊

で
あ
る
。
法
量
は
、
竪
十
四
・
四
㎝
。
横
十
三
・
七
㎝
の
枡
形
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
本

は
『
声
明
集
』
の
特
徴
を
具
え
て
い
る
と
み
な
せ
る
。
ま
た
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
当
本
に
は
「
ユ
」
「
ス
」
「
ユ
ル
」
「
ユ
ラ
ス
」
「
ソ
ラ
ス
」
「
ユ
リ
ヲ
ロ
シ
」
「
由
下
」

「
自
下
」
「
モ
チ
ア
ク
ル
」
「
イ
ロ
ア
リ
」
「
モ
ト
ニ
イ
ロ
ア
リ
」
「
ユ
リ
テ
ト
マ
ル
」
「
コ
ワ
マ
ク
ラ

ア
リ
」
「
カ
ト
モ
ナ
ク
マ
ワ
ス
」
の
旋
律
名
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
イ
」
「
ウ
」
「
フ
」
「
ム
」

の
仮
名
が
あ
る
。
奥
書
に
は
、 

永
享
六
年

甲寅

霜
月
十
六
日
於
與
州
／
新
居
縣
西
條
庄
福
武
村
佛
生
山
光
明
寺
之
／
院
主
坊
為
自
他
求

菩
提
振
筆
畢
而
已
／
同
十
八
日
付
博
士
翼
白
卯
朱
墨
點
竟
／
右
筆
魚
山
末
資
□
良
玄
星
霜
六
十
八
才 

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
当
本
は
永
享
六
年
に
伊
予
の
国
の
光
明
寺
に
お
い
て
良
玄
（
一
三
六
六
～
）

が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
期
の
真
源
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
よ
る
と
、
良
玄
は
、
『
声
決
書
』

の
選
者
の
慈
鏡
の
弟
子
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
『
声
決
書
』
と
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
よ
る
と
、

覚
証
院
方
は
重
弘
か
ら
二
つ
の
系
譜
に
分
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
、
重
弘
―
観
深
―
慈

鏡
―
良
玄
の
系
譜
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
系
統
は
、
江
戸
期
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
お
い
て
は

覚
証
院
方
の
傍
系
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
本
稿
で
は
、
慈
鏡
系
と
呼
ん
で
い
る
。 

た
だ
し
、
『
声
決
書
』
に
お
い
て
慈
鏡
が
自
ら
を
覚
証
院
方
の
傍
系
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

こ
の
系
譜
を
傍
系
と
み
な
し
て
い
る
資
料
の
最
古
の
も
の
は
朝
意
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
章

第
二
節
第
二
項
第
三
目
で
み
た
朝
意
が
声
明
の
音
曲
を
弟
子
の
長
意
に
伝
授
し
た
こ
と
を
示
す
印
信
の

『
梵
讃
許
可
并

血

脈

３

』
に
は
良
玄
に
至
る
系
譜
で
は
な
く
て
、
重
弘
か
ら
分
か
れ
源
宝
―
隆
法
―
重
仙

―
快
助
―
長
恵
―
朝
意
に
至
る
も
う
一
つ
の
覚
証
院
方
の
血
脈
が
正
嫡
の
流
れ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
こ
の
系
統
を
隆
法
系
と
呼
ぶ
。
江
戸
期
以
降
に
一
般
的
に
な
っ
た
覚
証
院
方
の
正
嫡

の
系
譜
を
明
か
す
最
も
古
い
文
献
は
こ
の
朝
意
の
印
信
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
朝
意
以

前
の
覚
証
院
方
の
正
嫡
の
系
譜
が
慈
鏡
系
で
あ
る
の
か
、
隆
法
系
で
あ
る
の
か
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
良
玄
は
「
永
享
六
年
本
」
の
他
に
も
、
『
声
明
集
』
を
書
写
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す

の
が
、
江
戸
期
に
刊
行
さ
れ
た
「
享
保
十
一
年
版
」
の
刊
記
で
あ
る
。 

 
 

古
本
批
云
正
長
二
年

己酉

二
月
十
九
日
拭
六
十
三
老
眼
以
進
様
覚
証
院
一
説
付
博
士
仮
名
絡

略抄

魚
山
末

学
良
玄
４ 

こ
れ
に
よ
る
と
、
良
玄
は
、
永
享
六
年
の
五
年
前
に
「
進
様
覚
証
院
」
の
「
一
説
」
の
『
声
明
集
』
を
撰

し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
良
玄
は
、
自
ら
は
進
流
、
そ
の
中
で
も
覚
証
院
方
に
所
属
し
て
い

る
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
ま
た
、
「
覚
証
院
一
説
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

良
玄
の
頃
に
は
覚
証
院
方
の
中
に
幾
つ
か
の
系
統
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

本
稿
で
扱
う
「
永
享
六
年
本
」
も
幾
つ
か
の
系
統
の
覚
証
院
方
の
諸
説
の
中
の
一
説
を
付
し
た
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
場
合
は
明
ら
か
に
慈
鏡
系
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
資
料
で
あ
る
。 

 

第
三
目 

「
永
享
十
年
本
」 

 

当
本
は
、
現
在
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
、

光
台
院
所
蔵
と
さ
れ
て
い
る
５

。
本
稿
で
利
用
す
る
の
は
、
原
本
を
複
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
論
で
も
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示
し
た
よ
う
に
、
装
丁
は
列
帖
装
、
冊
数
は
、
全
一
冊
で
あ
る
。
法
量
は
、
竪
十
四
・
七
㎝
。
横
十
五
・

一
㎝
の
枡
形
本
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
当
本
は
『
声
明
集
』
の
特
徴
を
具
え
て
い
る
と
み
な
せ

る
。
先
行
研
究
で
は
、
当
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
覚
意
の
五
音
博

士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
当
本
に
は
「
ユ
」
「
ス
」
「
ソ
ル
」
「
小
ソ
」
の
旋
律
名
が
注
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
の
「
イ
」
「
ウ
」
「
ン
」
仮
名
が
あ
る
。
奥
書
に
は
、 

湊
州
三
原
郡
於
上
八
木
八
幡
宮
之
／
砌
日
本
第
一
之
雖
爲
悪
筆
雖
天
仰
／
難
背
如
形
任
本
染
筆
畢
／ 

金
剛
資
良
空
之
／
永
享
十
年
八
月
五
日
空
鏡
之
／
右
筆
也
者
金
剛
佛
子
宥
賢 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
良
空
、
空
鏡
、
宥
賢
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
当
本
の
属
す
る
系
統
は
分
か
ら
な

い
。 

 

第
四
目 

「
康
正
二
年
本
」 

 

当
本
は
、
所
沢
宝
玉
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
原
本
を
利
用
す
る
。
序
論
で
も
示
し
た
よ
う

に
、
装
丁
は
列
帖
装
、
冊
数
は
全
一
冊
で
あ
る
。
法
量
は
、
竪
十
六
・
六
㎝
。
横
十
六
・
五
㎝
の
枡
形
本

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
『
声
明
集
』
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
覚
意
の
五
音

博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
当
本
は
、
「
ユ
」
「
ス
」
「
ソ
」
「
自
下
」
「
三
ユ
合
」
「
四
ユ
合
」
の

旋
律
名
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
の
「
イ
」
「
ウ
」
「
ム
」
仮
名
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
後

世
の
加
筆
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
原
本
に
は
、
詞
章
と
博
士
の
骨
格
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
本
奥
書
に
は
、 

康
正
二
年

丙子

七
月
廿
二
日
書
之
／
并
進
上
人
之
餘
流
五
音
博
士
付
之
畢
祐
範
四
十
才
／
権
大
僧
都
法

印
長
清
之
／
持
主
泉
祐
之 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
本
は
、
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
祐
範
（
一
四
一
七
〜
）
に
よ
っ
て

書
写
さ
れ
、
そ
の
後
、
長
清
、
泉
祐
に
所
持
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

祐
範
に
つ
い
て
は
、
生
年
以
外
に
情
報
が
無
く
属
す
る
声
明
の
系
統
も
不
明
で
あ
る
。 

長
清
に
つ
い
て
は
、
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
八
６

』
の
「
南
院
累
代
先
師
名
簿
」
に
「
権
大
僧
都
長

清
」
と
い
う
項
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
「
○朱
十
五
」
と
あ
る
の
で
、
長
清
が
南
院
の
十
五
世
の
院

主
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
長
清
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

大
永
六
丙
戌
年
二
月
六
日
寂
。
假
名
號
乘
眞
房
。
八
十
歳
而
入
滅
。
但
州
藤
井
之
産
也 

こ
れ
に
よ
る
と
、
長
清
は
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
に
八
十
才
で
示
寂
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ

て
、
文
安
四
年
（
一
四
四
七
）
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
当
本
が
祐
範
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
康
正

二
年
（
一
四
五
六
）
時
に
は
、
長
清
は
十
才
な
の
で
、
長
清
が
当
本
を
所
持
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
康
正

二
年
よ
り
は
か
な
り
後
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
長
清
（
一
四
四
七
〜
一
五
二
六
）
は
南
院
の
十

五
世
の
院
主
で
あ
っ
た
こ
と
は
分
か
る
が
、
そ
れ
以
上
の
情
報
が
無
く
、
何
れ
の
声
明
の
系
統
に
属
し
て

い
た
か
も
不
明
で
あ
る
。 

 

当
本
の
長
清
の
後
の
持
主
の
泉
祐
に
つ
い
て
、
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
三
７

』
の
東
南
院
の
過
去

帳
に
は
、 

 
 

泉
祐 

大
永
元
年
四
月
三
日 

と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
泉
祐
（
～
一
五
二
一
）
は
東
南
院
の
院
主
で
大
永
元
年
（
一
五
二
一
）

に
示
寂
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
東
南
院
の
院
主
で
あ
れ
ば
、
声
明
も
東
南
院
方
を
受
け
継
ぎ
、
当
本
も
東

南
院
方
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
可
能
性
が
先
ず
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
後
に
詳
し
く
述
べ
る
よ
う
に
、
声



149 
 

明
に
お
け
る
東
南
院
方
の
情
報
は
極
め
て
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
実
態
も
不
明
で
あ
り
、
比
較
対
照
に
耐

え
る
資
料
も
な
い
。
一
方
、
泉
祐
の
一
代
前
の
東
南
院
の
院
主
は
重
仙
（
一
三
八
六
～
一
四
六
八
）
で
あ

る
。
重
仙
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
重
弘
―
源
宝
―
隆
法
―
重
仙
―
快
助
―
長
恵
―
朝
意
と
継
承
さ
れ
た
覚

証
院
方
の
正
嫡
の
流
れ
で
あ
る
と
さ
れ
た
隆
法
系
に
位
置
す
る
人
物
で
あ
り
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の

筆
記
者
で
も
あ
る
。
泉
祐
は
東
南
院
の
院
主
を
、
こ
の
覚
証
院
方
の
正
嫡
の
重
仙
か
ら
引
き
継
い
で
い
る
。

し
た
が
っ
て
東
南
院
の
院
主
が
必
ず
し
も
声
明
の
東
南
院
方
に
属
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
泉
祐
が
覚

証
院
方
の
隆
法
系
の
声
明
を
受
け
継
ぎ
、
当
本
も
こ
の
隆
法
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
っ
た
可
能
性
が
充
分

に
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
当
本
は
、
最
初
、
祐
範
（
〜
一
四
五
六
〜
）
が
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
に
書
写

し
た
も
の
を
後
に
南
院
の
院
主
の
長
清
、
さ
ら
に
は
東
南
院
の
院
主
の
泉
祐
が
何
ら
か
の
経
緯
で
所
持
す

る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
本
は
、
隆
法
系
の
重
仙
か
ら
東
南
院
を
継
い
だ
泉
祐
が
保
持
し
て
い
た
も

の
で
あ
る
た
め
先
述
の
よ
う
に
覚
証
院
方
の
声
明
が
も
し
二
系
統
に
分
か
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
隆
法
系

の
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

第
五
目 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

 

当
本
は
、
現
在
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
大
山
〔
一
九
五
九
〕
で
は
、

存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
８

。
現
存
し
て
い
る
の
は
、
転
写
を
重
ね
た
江
戸
期
の
も
の
一
本

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
転
写
本
の
複
写
資
料
を
用
い
る
。
序
論
で
も
示
し
た
よ
う
に
、
装
丁
は
列
帖

装
、
冊
数
は
全
一
冊
で
あ
る
。
法
量
は
、
竪
二
四
・
〇
㎝
。
横
一
六
・
九
㎝
で
あ
る
。
外
題
に
、
『
聲
明

集
隆
法
口
傳
』
と
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
当
本
の
詳
細
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

「
覚
意
の
五
音
博
士
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
当
本
に
は
そ
の
名
の
通
り
口
伝
集
な
の
で
旋
律
名
が
多
数

注
記
さ
れ
て
い
る
。
基
本
的
な
旋
律
名
を
挙
げ
る
と
、
「
ユ
」
「
ユ
合
」
「
ス
」
「
ソ
」
「
小
ソ
」
「
色
」

「
自
下
」
「
マ
ワ
ス
」
等
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
名
は
「
イ
」
「
ウ
」
「
ム
」
等
で
あ
る
。 

 

奥
書
に
は
、 

応
永
二
十
二
年
六
月
十
八
日
重
仙
俊
覚
房
／
寛
正
四
癸
羊
卯
月
二
十
五
日
東
南
院
御
自
筆
御
本
依
仰

写
之
畢
幸
重
宥
賢
房
／
延
徳
二
年
庚
戌
閏
八
月
廿
四
日
於
高
野
山
金
剛
峯
寺
小
田
原
／
三
蔵
院
護
摩

堂
難
有
依
貴
顔
写
之
処
也
偏
上
求
菩
提
／
化
下
衆
生
為
也
穴
賢
〃
〃
右
翰
求
沙
門
玄
覚

星
霜 

 

丗
六
書
之

／
天
文

三
甲
午
年
正
月
廿
一
日
写
之
／
宝
暦
十
二
年
三
月
三
日
夜
写
得
了
／
金
剛
峯
寺
音
曲
沙
門
霊
瑞
南
龍 

と
あ
る
。
当
本
は
最
初
応
永
二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
に
重
仙
が
書
写
し
た
も
の
を
何
度
か
の
書
写
を
経

て
最
終
的
に
宝
暦
十
二
年
に
霊
瑞
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
重
仙
は
、
〈
教
化
〉
の
後
で
、
「
覚
證
院

隆
法
法
印
御
房
ニ

習
ヒ

傳
へ

申
分
ヲ

毎
日
住
房
ニ

歸
テ

是
ヲ

記
ス

」
と
記
述
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
本

は
、
隆
法
の
伝
え
を
重
仙
が
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
隆
法
と
重
仙
は
と
も
に
、
『
梵
讃
許
可
并

血

脈

』
の

血
脈
と
江
戸
期
の
『
密
宗
声
明
系
譜
』
で
は
覚
証
院
方
の
正
嫡
と
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
隆
法
は
、
行
算
（
在
位
応
永
十
一
年
｟
一
四
〇
四
｠
～
十
四
年
｟
一
四
〇
七
｠
）
が
検
校
の
時

に
執
行
代
に
補
さ
れ
て
い
る
９

。
さ
ら
に
は
、
そ
の
後
検
校
に
補
さ
れ
て
い
る
（
検
校
在
位
応
永
二
十
五

年
｟
一
四
一
八
｠
～
二
十
八
年
｟
一
四
二
一
｠
） 

ま
た
、
重
仙
は
寛
正
五
年
に
検
校
に
補
さ
れ
て
い
る
（
検
校
在
位
寛
正
五
年
｟
一
四
六
四
｠
～
文
正
元

年
｟
一
四
六
六
｠
）
１
０

。 

よ
っ
て
当
本
は
、
も
し
覚
証
院
方
が
慈
鏡
系
と
隆
法
系
に
別
れ
て
い
れ
ば
、
隆
法
の
直
弟
子
で
あ
る
重
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仙
の
立
場
で
、
隆
法
の
『
声
明
集
』
を
解
説
し
た
、
隆
法
系
の
資
料
と
い
え
る
。 

 
第
二
項 

曲
目
・
曲
順 

 

本
項
で
は
、
中
期
の
『
声
明
集
』
各
々
の
系
譜
を
確
定
す
る
た
め
の
最
初
の
作
業
と
し
て
中
期
の
『
声

明
集
』
諸
本
の
曲
目
・
曲
順
を
対
照
す
る
。
ま
ず
、
「
応
永
三
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
を
以
下
に
挙
げ
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
藥
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
礼
讃
文
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｘ
〈
四
波
羅
蜜
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ

〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
〈
孔
雀
経
讃
〉

〈
如
意
輪
讃
〉
γ

〈
佛
名
〉
δ

〈
教
化
〉
〈
後
夜
偈
〉 

「
応
永
三
年
本
」
の
曲
目
構
成
は
、
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
南
山
進
流
の

『
声
明
集
』
の
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
詳
細
に
当
本
の
曲
順
を
初
期
の
「
文
保
二
年
本
」
と
比
較
す
る

と
、
〈
佛
讃
〉
ま
で
は
同
じ
で
あ
る
。
当
本
で
は
〈
佛
讃
〉
の
次
に
〈
四
波
羅
蜜
讃
〉
が
き
て
、
「
文
保

二
年
本
」
で
は
〈
佛
讃
〉
の
次
に
あ
っ
た
〈
文
殊
讃
〉
が
〈
阿
弥
陀
讃
〉
と
と
も
に
「
四
方
讃
」
の
後
に

き
て
い
る
。
ま
た
、
〈
文
殊
讃
〉
の
次
に
は
、
〈
孔
雀
経
讃
〉
〈
如
意
輪
讃
〉
が
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
他

の
『
声
明
集
』
に
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
れ
ら
は
、
詞
章
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
て
、
博
士

は
記
譜
さ
れ
て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
［
法
用
］
［
供
養
法
］
ま
で
は
「
文
保
二
年
本
」
と
同
じ

曲
順
で
あ
る
が
、
［
讃
］
の
曲
順
が
両
者
で
は
若
干
異
な
る
と
い
え
る
。 

次
に
、
「
永
享
六
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
を
以
下
に
挙
げ
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
藥
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
礼
讃
文
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｘ
〈
四

波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
γ

〈
佛
名
〉

δ

〈
教
化
〉 

「
永
享
六
年
本
」
の
曲
目
構
成
は
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
で
あ
る
。
当
本
も
、
南
山
進
流
の

『
声
明
集
』
の
一
般
的
な
曲
目
構
成
で
あ
る
。
ま
た
、
曲
順
は
「
文
保
二
年
本
」
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
初
期
の
「
文
保
二
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
を
継
承
し
て
い
る
。 

次
に
、
「
永
享
十
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
を
以
下
に
挙
げ
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
藥
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
礼
讃
文
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｘ
〈
四

波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
γ

〈
佛
名
〉

δ

〈
教
化
〉 
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当
本
の
曲
目
・
曲
順
は
「
永
享
六
年
本
」
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
初
期
の
「
文
保
二
年

本
」
の
基
本
構
造
を
継
承
し
て
い
る
。 

次
に
、
「
康
正
二
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
を
以
下
に
挙
げ
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
藥
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
礼
讃
文
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｘ
〈
四

波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
γ

〈
佛
名
〉

δ

〈
教
化
〉 

当
本
の
曲
目
・
曲
順
は
、
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
当

本
も
、
初
期
の
「
文
保
二
年
本
」
の
曲
目
・
曲
順
を
継
承
し
て
い
る
。 

次
に
、
『
声
明
集
』
で
は
な
い
が
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
曲
目
・
曲
順
を
以
下
に
挙
げ
る
。
当
本

の
概
要
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
藥
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
四
智
梵
語
〉
ｎ
〈
礼
讃
文
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｘ
〈
四
波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ

〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
γ

〈
佛
名
〉

δ

〈
教
化
〉 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
曲
目
構
成
は
、
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
当

本
は
、
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
の
口
伝
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
当
本
で
は
、
〈
阿
弥
陀
讃
〉
と
〈
文

殊
讃
〉
が
「
四
方
讃
」
と
〈
佛
名
〉
の
間
に
き
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
讃
の
配
置
は
、
「
応
永
三
年
本
」

と
類
似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
「
応
永
三
年
本
」
は
こ
の
二
つ
の
讃
以
下
に
〈
孔
雀
経
讃
〉
〈
如
意
輪

讃
〉
が
収
載
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」

「
康
正
二
年
本
」
と
比
べ
る
と
若
干
［
讃
］
の
曲
順
が
異
な
る
と
い
え
る
。 

中
期
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
構
成
は
、
全
て
［
法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

［
讃
］
の
曲
順
が
若
干
相
違
し
て
い
た
。
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
は
「
文

保
二
年
本
」
と
同
様
の
曲
目
・
曲
順
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
『
声
明
集
』
が
隆
然
系
の
覚
証
院

方
か
ら
派
生
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
応
永
三
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口

伝
』
は
と
も
に
、
〈
阿
弥
陀
讃
〉
と
〈
文
殊
讃
〉
を
「
四
方
讃
」
と
〈
佛
名
〉
の
間
に
配
置
し
て
い
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
は
隆
然
系
の
曲
目
・
曲
順

に
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
「
応
永
三
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
［
讃
］

の
曲
順
が
何
に
由
来
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

第
三
項 

博
士
の
骨
格 

 

本
項
で
は
、
次
項
に
お
い
て
中
期
の
『
声
明
集
』
各
々
の
系
譜
を
特
定
す
る
た
め
の
前
段
階
と
し
て
、

中
期
の
『
声
明
集
』
諸
本
の
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
整
理
し
検
討
す
る
。 
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ま
ず
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
三
千
六
百
九
十
箇
の
全
て
の
博
士
と
、
「
応
永
三
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」

「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
の
博
士
を
す
べ
て
対
照
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
骨
格
を

持
つ
博
士
を
全
て
抽
出
し
比
較
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨
格
を
持
つ
各
『
声
明

集
』
の
博
士
に
は
共
通
す
る
も
の
が
多
く
、
そ
の
数
は
限
定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
相
違
す
る
骨
格
は
二

箇
所
を
除
い
て
す
べ
て
同
一
で
あ
り
一
種
類
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
の
み
ら

れ
る
中
期
の
『
声
明
集
』
の
博
士
は
二
十
一
箇
所
に
あ
り
、
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
文
保
二
年
本
」

を
合
わ
せ
て
も
総
数
四
十
一
箇
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
箇
所
の
博
士
が
、
初
期
か
ら
中
期
そ
し
て
『
魚
山
蠆

芥
集
』
成
立
に
到
る
ま
で
に
そ
の
骨
格
が
変
化
し
た
、
変
動
域
に
あ
る
博
士
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
前

章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
論
文
末
の
資
料
編
③
に
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
と
し
て
、
初
期
の

「
称
名
寺
本
ａ
」
・
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期
の
四
本
の
『
声
明
集
』
と
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
と
『
声

明
集
私
案
記

』
、

更
に
最
古
の
『
声
明
集
』
の
版
本
で
あ
る
「
文
明
年
本
」
及
び
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
つ

い
て
、
変
動
域
に
あ
る
四
十
一
箇
所
の
博
士
の
異
同
を
表
示
し
た
対
照
表
を
作
成
し
掲
載
し
た
。 

 

な
お
、
前
章
同
様
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
尾
道
西
國
寺
所
蔵
の
朝
意
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
三
巻

本
の
「
永
禄
七
年
本
」
を
用
い
た
が
、
博
士
の
出
典
の
表
記
に
は
広
く
利
用
可
能
な
大
正
蔵
所
収
の
「
正

保
三
年
版
」
に
お
け
る
大
正
蔵
の
頁
を
表
示
す
る
。 

 

第
一
目 

「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
の
骨
格 

 

ま
ず
、
書
誌
等
の
情
報
か
ら
は
所
属
す
る
系
統
が
不
明
で
あ
る
「
応
永
三
年
本
」
の
全
て
の
博
士
を
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨
格
を
持
つ
も
の
は
以
下
の

九
箇
所
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
「
応
永
三
年
本
」
の
〈
九
条
錫
杖
〉
〈
対
揚
〉
に
は
博
士
が
付
さ
れ
て
い

な
い
箇
所
が
あ
る
た
め
、
変
動
域
に
あ
る
四
十
一
箇
所
の
博
士
の
う
ち
二
箇
所
の
博
士
の
骨
格
が
不
明
で

あ
り
、
比
較
対
照
が
可
能
な
も
の
は
三
十
九
で
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
云
何
唄
〉
「
因
」
ｃ
―
１４

 
 

「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
云
何
唄
〉
の
「
因
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
五
下
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
博
士
の
骨
格
を
比
べ
る
と
、
「
応
永
三
年
本
」
は
二
番
目
の
「
角
」
と
「
四
番
目
」
の
「
角
」
の

間
を
「
商
」
で
記
譜
し
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
そ
の
箇
所
を
初
重
の
「
羽
」
で
記
譜
し
て

い
る
。 

な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
も
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
骨
格
を
持
つ
博

士
を
記
し
て
い
る
が
、
「
応
永
三
年
本
」
と
一
致
せ
ず
、
当
所
の
博
士
は
「
応
永
三
年
本
」
特
有
の
も
の
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で
あ
る
。 

 

№
２
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｄ
―
３ 

「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
出
家
唄
〉
の
「
守
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
五
下
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
応
永
三
年
本
」
は
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
羽
」

「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
博
士
は
前
述
し
た
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
り
、
覚
意
系
の
「
称
名

寺
本
ａ
」
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
３
〈
対
揚
〉
「
甚
」
ｉ
―
８２ 

「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
対
揚
〉
の
「
甚
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
八
中
） 

 
 

 
 
   

  
  
  
  
   

  
 

 

「
応
永
三
年
本
」
は
「
宮
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
博
士
も
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
り
、
初
期
の
覚
意
系
の
博
士
を

継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
４
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
量
」
ｊ
―
６２８ 

「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
量
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
応
永
三
年
本
」
は
「
羽
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
「
商
」
で

記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
こ
の
博
士
は
前
述
し
た
「
称
名
寺
本
ａ
」
及
び
「
文
保
二
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。
「
称

名
寺
本
ａ
」
と
一
致
す
る
た
め
、
や
は
り
覚
意
系
の
博
士
を
継
承
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 
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№
５
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
供
養
」
ｊ
―
６５６

 

ｊ
―
６５７ 

「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
供
養
」
の
博
士
を
対
照
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

こ
の
博
士
の
骨
格
を
比
較
す
る
と
、
「
応
永
三
年
本
」
は
「
供
」
「
養
」
二
文
字
に
対
し
「
宮
」
「
商
」

の
博
士
を
付
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
「
宮
」
で
記
譜
し
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
博
士
も
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
り
、
初
期
の
覚
意
系
の
博
士
を

継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
６
〈
胎
蔵
界
〉
「
第
五
発
菩
提
真
方
便
」
「
願
」

ｋ

―

２８１ 

「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
第
五
発
菩
提
真
方
便
」
の
「
願
」
の
博
士

を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
二
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
応
永
三
年
本
」
は
「
徴
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」

「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
博
士
も
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
り
、
覚
意
系
の
博
士
を
継
承
し
た
可
能
性

が
あ
る
。 

 

№
７
〈
胎
蔵
界
〉
「
第
八
奉
請
法
身
方
便
」
「
無
」

ｋ

―

４３９ 

「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
第
八
奉
請
法
身
方
便
」
の
「
無
」
の
博
士

を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
二
下
） 
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こ
の
博
士
の
骨
格
を
比
較
す
る
と
、
「
応
永
三
年
本
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
『
魚
山

蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
博
士
も
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
り
、
初
期
の
覚
意
系
の
博
士
を

継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る 

 

№
８
〈
理
趣
経
〉
「
真
」
ｌ
―
１２ 

「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
真
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
四
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

こ
の
博
士
の
骨
格
を
比
較
す
る
と
、
「
応
永
三
年
本
」
は
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆

芥
集
』
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
〈
理
趣
経
〉
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
直
接
確
認
も
否
定
も
で
き
な
い
が
、

こ
れ
ま
で
の
事
例
か
ら
、
当
所
も
初
期
の
覚
意
系
の
博
士
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
「
応
永
三
年
本
」
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
を
掲
載
し
て
い
た
今
ま
で
の
八
例
す

べ
て
に
お
い
て
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
も
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
を
記
し
て
お
り
、
さ

ら
に
№
１
を
除
く
、
№
２
〜
７
す
べ
て
が
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
同
一
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
「
真
」

の
博
士
に
お
い
て
も
初
期
の
覚
意
系
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
を
用
い
て
お
り
、
「
応
永
三

年
本
」
は
こ
の
覚
意
系
の
博
士
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

№
９
〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」
ｗ
―
４０

 
 

 
 

 

左
は
、
「
応
永
三
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
阿
弥
陀
讃
〉
の
「
底
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の

で
あ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
本
説
の
博
士
の
左
側
に
異
説
の
「
徴
」
「
徴
」
「
角
」
「
徴
」
「
羽
」
の

博
士
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
応
永
三
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 
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「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
に
は
末
に
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
説

は
、
末
に
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
お
ら
ず
「
徴
」
で
終
音
す
る
博
士
で
、
異
説
の
博
士
は
末
に
「
羽
」
が

記
譜
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
〈
阿
弥
陀
讃
〉
が
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
比
較
で
き
な

い
が
、
前
の
№
８
と
同
様
に
覚
意
系
の
博
士
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「
応
永
三
年
本
」
に
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
が
九
箇
所
あ
る
。
ま

た
そ
の
う
ち
の
五
箇
所
（
№
２
・
３
・
５
・
６
・
７
）
は
、
覚
意
系
の
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
の
み

一
致
し
覚
意
系
の
博
士
を
継
承
し
た
可
能
性
が
高
く
、
他
の
三
箇
所
（
№
４
・
８
・
９
）
も
そ
の
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
確
認
で
き
る
範
囲
に
お
い
て
、
「
応
永
三
年
本
」
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
異
な
る
博
士
を
載
せ
る
箇
所
で
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
相
違
す
る
場
合
は
僅
か
に
№
１
の
一
箇
所
で
あ

る
。
そ
の
№
１
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
も
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
は
一
致
せ
ず
、
「
称
名
寺
本
ａ
」

特
有
の
骨
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
「
応
永
三
年
本
」
は
、
覚
意
系
の
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
特
徴
的
な
博
士
を
相
当
程

度
受
け
継
ぎ
、
覚
意
系
を
継
承
し
た
可
能
性
が
高
い
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

第
二
目 

「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
の
骨
格 

 
 次

に
、
も
し
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
別
れ
て
い
れ
ば
明
ら
か
に
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
「
永
享

六
年
本
」
の
全
て
の
博
士
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
対
照
し
た
結
果
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
骨
格

を
持
つ
博
士
が
以
下
の
よ
う
に
十
三
箇
抽
出
で
き
た
。 

 

№
１
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｃ
―
３ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
出
家
唄
〉
の
「
守
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
五
下
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

博
士
の
骨
格
を
比
較
す
る
と
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
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は
「
羽
」
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
博
士
は
前
述
し
た
よ
う
に
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博

士
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
２
〈
梵
音
〉
「
其
」
ｆ
―
３７ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
梵
音
〉
の
「
其
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
に
は
「
宮
」
「
角
」
「
商
」
「
角
」
で
終
音
し
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆

芥
集
』
は
「
宮
」
「
角
」
「
商
」
「
角
」
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
永
享
六
年
本
」

の
末
に
は
「
徴
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
博
士
は
初
期
の
『
声
明
集
』
に
み
ら
れ
ず
「
永
享
六
年

本
」
特
有
の
も
の
で
あ
る
。 

 

№
３
〈
九
條
錫
杖
〉
「
切
」
ｈ
―
２３２ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
九
條
錫
杖
〉
の
「
切
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
七
中
） 

 
 

 
 

「
永
享
六
年
本
」
は
「
羽
」
「
徴
」
「
角
」
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博

士
に
は
末
に
「
商
」
が
記
譜
さ
れ
て
お
ら
ず
「
角
」
で
終
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
永
享
六
年
本
」

の
博
士
は
前
述
し
た
「
称
名
寺
本
ａ
」
及
び
「
文
保
二
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
４
〈
対
揚
〉
「
集
」
ｉ
―
４０５ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
対
揚
〉
の
「
集
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
九
上
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 
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「
永
享
六
年
本
」
は
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
「
宮
」
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
永
享
六
年
本
」
の
「
宮
」
の
博
士
が
「
イ
」
す
な
わ
ち
異
説
と
し

て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
及
び
「
応
永
三
年
本
」
に
は
こ
の
「
集
」
の
博
士
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た

め
比
較
で
き
な
い
が
、
初
期
の
「
文
保
二
年
本
」
の
博
士
は
「
永
享
六
年
本
」
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
５
〈
対
揚
〉
「
諸
」
ｉ
―
４０７ 

 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
対
揚
〉
の
「
集
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
九
上
） 

 
 

 
 

 
 

 

「
永
享
六
年
本
」
は
「
羽
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
羽
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
こ
の
「
諸
」
の
博
士
も
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
及
び
「
応
永
三
年
本
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず

比
較
で
き
な
い
が
、
「
文
保
二
年
本
」
の
博
士
は
こ
の
「
永
享
六
年
本
」
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
６
〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
「
四
」
ｊ
―
３８２ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
勧
請
」
の
「
四
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
中
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
永
享
六
年
本
」
は
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。
な
お
、
こ
の
「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
は
、
前
述
し
た
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
７
〈
金
剛
界
〉
「
礼
仏
」
「
量
」
ｊ
―
６２８ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
量
」
博
士
を
対
照
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 
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「
永
享
六
年
本
」
は
「
羽
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
「
商
」
で

記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
こ
の
博
士
は
前
述
し
た
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
文
保
二
年
本
」
及
び
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士

と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
８
〈
胎
蔵
界
〉
「
親
」
ｋ
―
１７３ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
親
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
） 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
注
記
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
永
享
六
年
本
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
異
説
と
し
て
「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
前
述
の
三
資
料

（
「

称
名
寺
本
ａ
」
・
「
文
保
二
年
本
」
・
「
応
永
三
年
本

」
）

は
何
れ
も

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
の
博
士
で
あ
り
、
こ
の
博
士
は
「
永
享
六
年
本
」
特
有
の
も
の
で
あ
る
。 

 

№
９
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２４４ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
及
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
永
享
六
年
本
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
あ
る
。

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
異
説
と
し
て
「
永
享
六
年
本
」
の
「
徴
」
の
博
士
が
記
譜
さ
れ
、
『
声
明

集
私
案
記
』
も
こ
の
博
士
を
用
い
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
は
「
文
保
二

年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 
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№
１０

〈
理
趣
経
〉
「
真
」
ｌ
―
１２ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
真
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
四
中
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
永
享
六
年
本
」
は
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。 

 

な
お
、
こ
の
博
士
は
前
述
の
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
１１

〈
理
趣
経
〉
「
法
」
ｌ
―
３４

 
 

 
 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
法
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
四
中
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
角
」
「
商
」
で

記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
こ
の
博
士
は
前
述
の
「
文
保
二
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
１２

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
成
」
ｕ
―
６８ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
吉
慶
漢
語
〉
の
「
成
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
八
上
） 

 

 
 

 
 

「
永
享
六
年
本
」
は
「
商
」
「
商
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」

「
宮
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
述
の
「
称
名
寺
本
ａ

」
、

「
文
保
二
年
本

」
、

「
応
永

三
年
本
」
の
博
士
は
何
れ
も
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
で
あ
り
、
こ
の
博
士
は
「
永
享
六
年
本
」
特
有
の
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も
の
で
あ
る
。 

 

№
１３

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」
ｗ
―
４０ 

「
永
享
六
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
阿
弥
陀
讃
〉
の
「
底
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
は
「
徴
」
「
徴
」
「
角
」
「
徴
」
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山

蠆
芥
集
』
の
博
士
は
「
徴
」
「
徴
」
「
角
」
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
永
享
六
年
本
」

の
博
士
の
末
に
は
、
「
羽
」
の
博
士
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
異
説
と
し
て

「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
こ
の
博
士
は
前
述
の
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

 
 以

上
の
よ
う
に
、
「
永
享
六
年
本
」
の
全
て
の
博
士
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
対
照
さ
せ
た
結
果
、
『
魚

山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
骨
格
を
持
つ
博
士
を
十
三
確
認
し
た
。
変
動
域
に
あ
る
四
十
一
箇
所
の
う
ち
の

十
三
の
博
士
に
お
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
違
い
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

前
の
「
応
永
三
年
本
」
と
比
較
す
る
と
、
十
三
の
う
ち
№
４
と
№
５
を
除
く
十
一
箇
所
で
比
較
対
照
が

可
能
で
あ
っ
た
が
、
「
応
永
三
年
本
」
と
「
永
享
六
年
本
」
が
一
致
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨

格
を
持
つ
博
士
を
載
せ
る
箇
所
は
四
箇
所
（
№
２
・
№
７
・
№
１０

・
№
１３

)

の
み
で
あ
り
、
残
り
七

箇
は
相
違
し
て
い
た
。
ま
た
変
動
域
全
体
を
見
て
も
、
資
料
編
③
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
に

示
し
た
よ
う
に
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
応
永
三
年
本
」
と
十
三
箇
所
１
１

に
お
い
て
異
な
っ
た
骨
格
を

持
つ
博
士
を
掲
載
し
て
い
た
。 

隆
然
系
の
初
期
の
「
文
保
二
年
本
」
と
比
較
す
る
と
、
変
動
域
に
あ
る
四
十
一
箇
所
の
う
ち
、
「
文
保

二
年
本
」
と
相
違
す
る
博
士
は
九
箇
所
１
２

で
あ
り
、
「
応
永
三
年
本
」
よ
り
は
多
少
少
な
い
。
た
だ
し

「
文
保
二
年
本
」
に
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
骨
格
を
持
つ
博
士
が
合
計
七
あ
る
が
、
「
永
享
六

年
本
」
は
そ
の
う
ち
実
に
〈
対
揚
〉
「
護
」
ｉ
―
２８９

を
除
く
六
箇
所
の
博
士
１
３

を
引
き
継
い
で
い
る
。 

し
た
が
っ
て
、
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
別
れ
た
場
合
明
ら
か
に
慈
鏡
系
で
あ
る
「
永
享
六
年
本
」
は
初

期
の
覚
意
系
を
継
承
し
た
可
能
性
が
高
か
っ
た
「
応
永
三
年
本
」
と
は
明
ら
か
に
別
系
統
で
あ
り
、
「
応

永
三
年
本
」
よ
り
も
初
期
の
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本
」
に
よ
り
近
い
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 
 

 
 

第
三
目 

「
永
享
十
年
本
」
の
博
士
の
骨
格 
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書
誌
情
報
だ
け
で
は
所
属
が
不
明
な
「
永
享
十
年
本
」
の
全
て
の
博
士
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
対
照
さ

せ
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨
格
を
持
つ
以
下
の
十
一
の
博
士
を
確
認
し
た
。
た
だ
し
、
「
永
享
十

年
本
」
は
〈
九
條
錫
杖
〉
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅
供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
・
仁
王
経
）

に
博
士
が
付
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
変
動
域
に
あ
る
四
十
一
箇
所
の
う
ち
六
箇
所
の
博
士
の
骨
格
が
不
明

で
あ
り
、
比
較
対
照
が
可
能
な
も
の
は
三
十
五
で
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｄ
―
３ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。 

「
永
享
十
年
本
」
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
五
下
） 

 
 

 
 

 
 

 

博
士
の
骨
格
を
比
較
す
る
と
、
「
永
享
十
年
本
」
は
「
羽
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

は
「
羽
」
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
永
享
十
年
本
」
に
は
、
博
士
の
左
側
に
『
魚
山
蠆
芥

集
』
の
「
羽
」
「
徴
」
の
博
士
が
異
説
と
し
て
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
前
述
の
「
永
享
六
年
本
」
と
同
一
で
あ
り
、
ま
た
「
称
名
寺
本
ａ
」
と

「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
と
も
同
一
で
あ
る
。 

 

№
２
〈
梵
音
〉
「
其
」
ｆ
―
３７ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
梵
音
〉
の
「
其
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。 

「
永
享
十
年
本
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
八
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

両
者
の
博
士
の
骨
格
を
比
較
す
る
と
、
「
永
享
十
年
本
」
の
博
士
に
は
末
に
「
徴
」
が
記
譜
さ
れ
て
い

な
い
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
に
は
末
に
「
徴
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
永
享
六
年
本
」
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
３
〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
「
四
」
ｊ
―
３８２ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
勧
請
」
の
「
四
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
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次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
永
享
十
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

「
永
享
十
年
本
」
は
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。 

 

な
お
、
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
永
享
六
年
本
」
と
同
一
で
あ
り
、
ま
た
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
と

も
同
一
で
あ
る
。 

 

№
４
〈
金
剛
界
〉
「
三
力
」
「
如
」
ｊ
―

５３４

「
来
」
ｊ
―

５３５ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
三
力
」
の
「
如
来
」
の
博
士
を
対
照
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
永
享
十
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
永
享
十
年
本
」
は
「
如
」
を
「
宮
」
「
角
」
で
記
譜
し
、
「
後
供
用
之
」
と
し
て
後
供
養
に
お
い
て

も
同
じ
博
士
を
用
い
る
と
す
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
後
供
養
」
で
は
「
永
享
十
年
本
」
と
同

じ
「
宮
」
「
角
」
の
博
士
を
記
す
が
、
本
説
の
博
士
は
「
如
」
を
「
角
」
で
記
譜
し
て
い
る
。 

 

な
お
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
、
後
供
養
は
「
永
享
十
年
本
」
及
び
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
で
あ
る
が
、

本
説
で
「
如
」
と
「
来
」
を
と
も
に
「
商
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
本
説
の
「
如
」
を
「
宮
」
「
角
」
と
す

る
博
士
は
、
「
永
享
十
年
本
」
特
有
の
も
の
で
あ
る
。 

 

№
５
〈
金
剛
界
〉
「
礼
仏
」
「
量
」
ｊ
―
６２８ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
量
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
永
享
十
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
永
享
十
年
本
」
は
「
羽
」
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
「
商
」
で

記
譜
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
「
永
享
十
年
本
」
の
博
士
は
前
述
し
た
「
称
名
寺
本
ａ
」
及
び
「
文
保

二
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 
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№
６
〈
金
剛
界
〉
「
礼
仏
」
「
供
養
」
ｊ
―
６５６

ｊ
―
６５７ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
「
礼
仏
」
の
「
供
養
」
の
博
士
を
対
照
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。 

「
永
享
十
年
本
」 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
永
享
十
年
本
」
は
「
供
」
「
養
」
二
文
字
に
対
し
「
宮
」
「
商
」
の
博
士
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
。

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
宮
」
「
宮
」
で
記
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、

「
永
享
六
年
本
」
は
前
の
№
５
と
同
様
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
博
士
を
用
い
て
い
る
。 

 

№
７
〈
胎
蔵
界
〉
「
親
」
ｋ
―
１７３ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
親
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
永
享
十
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
注
記
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
永
享
十
年
本
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
永
享
十
年
本
」
の
「
徴
」
の
博
士
を
異
説
と
し
て
掲
載
し
て

い
る
。 

 

な
お
、
「
永
享
十
年
本
」
の
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
永
享
六
年
本
」
と
同
一
で
あ
る
。
他
の
三
資
料

は
す
べ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
博
士
を
用
い
て
い
る
。 

 

№
８
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２４４ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
及
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
永
享
十
年
本
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 
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「
永
享
十
年
本
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
永
享
十
年
本
」
の
「
徴
」
の
博
士
を
異
説
と
し
て
掲
載
し
、

『
声
明
集
私
案
記
』
も
こ
の
博
士
を
用
い
る
と
し
て
い
る
。 

 

な
お
、
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
永
享
六
年
本
」
と
「
文
保
二
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
９
〈
理
趣
経
〉
「
真
」
ｌ
―
１２ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
真
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

「
永
享
十
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
四
中
） 

 
 

 
 

 

「
永
享
十
年
本
」
は
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。 

 

な
お
、
「
永
享
十
年
本
」
の
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
永
享
六
年
本
」
及
び
「
応
永
三
年
本
」
と
同
一

で
あ
る
。
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
情
報
が
な
い
。 

 

№
１０

〈
理
趣
経
〉
「
法
」
ｌ
―
３４ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
法
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。 

 
 

 

「
永
享
十
年
本
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
四
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
永
享
十
年
本
」
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
角
」
「
商
」
で
記

譜
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
「
永
享
十
年
本
」
の
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
永
享
六
年
本
」
及
び
「
文
保
二
年
本
」
と
同
一
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で
あ
る
。
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
情
報
が
な
い
。 

 

№
１１

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」
ｗ
―
４０ 

「
永
享
十
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
阿
弥
陀
讃
〉
の
「
底
」
の
博
士
を
対
照
す
る
と
次
の
よ
う

に
な
る
。 

 

「
永
享
十
年
本
」 

 
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 

 
 

「
永
享
十
年
本
」
の
博
士
に
は
末
に
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
説
は
、

末
に
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
お
ら
ず
「
徴
」
で
終
音
す
る
。
た
だ
し
異
説
と
し
て
の
末
に
「
羽
」
が
記
譜

さ
れ
て
い
る
「
永
享
十
年
本
」
と
同
じ
骨
格
の
博
士
を
載
せ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
十
年
本
」
の
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
永
享
六
年
本
」
及
び
「
応
永
三
年
本
」
と
同
一

で
あ
る
。
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
情
報
が
な
い
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
所
属
す
る
系
統
が
不
明
な
「
永
享
十
年
本
」
の
す
べ
て
の
博
士
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
対
照
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
変
動
域
に
あ
る
四
十
一
箇
所
の
博
士
の
う
ち
情
報
入
手
可
能
な
三
十
五
の

博
士
な
か
で
、
十
一
の
博
士
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨
格
を
持
つ
博
士
を
確
認
し
た
。
ま

た
、
こ
の
十
一
の
博
士
の
う
ち
№
４
と
№
６
を
除
く
九
箇
ま
で
が
覚
証
院
方
の
「
永
享
六
年
本
」
の
博
士

の
骨
格
と
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
変
動
域
全
体
を
見
て
も
、
資
料
編
③
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照

表
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
比
較
対
照
可
能
な
三
十
一
箇
所
の
う
ち
実
に
№
４
・
№
６
と
〈
吉
慶
漢
語
〉

「
成
」
ｕ
―
６８

の
三
箇
所
を
除
く
二
十
八
箇
所
１
４

に
お
い
て
、
「
永
享
十
年
本
」
は
「
永
享
六
年
本
」

と
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
永
享
十
年
本
」
と
「
永
享
六
年
本
」
の
近
似
性
は
極
め
て
高
く
、
明
ら
か

に
同
一
の
系
統
に
属
す
る
。 

ま
た
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
永
享
六
年
本
」
は
、
も
し
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
別
れ
て
い
れ
ば
明
ら

か
に
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
り
、
「
永
享
十
年
本
」
も
同
様
に
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
い

え
る
。  

第
四
目 

「
康
正
二
年
本
」
の
博
士
の
骨
格 

 

最
後
に
、
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
で
あ
り
隆
法
系
に
属
す
る
可
能
性
が
あ
る
「
康
正
二
年
本
」
の
博

士
を
す
べ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
対
照
し
た
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
骨
格
を
持
つ
博
士
は
以

下
の
三
箇
所
の
み
で
あ
っ
た
。 
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№
１
〈
胎
蔵
界
〉
の
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２４４ 

左
は
、
「
康
正
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
及
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で

あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
本
説
と
と
も
に
、
異
本
と
『
声
明
集
私
案
記
』
の
博
士
が
付
記
さ
れ
て
い

る
。 

「
康
正
二
年
本
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 

「
康
正
二
年
本
」
は
「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
で
記
譜
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
異
本
と
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
と
し
て
「
康
正
二
年
本
」
と
同
じ
「
徴
」
の
博
士
が

付
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
「
康
正
二
年
本
」
の
こ
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
永
享
六
年
本
」
・
「
永
享
十
年
本
」
及
び
「
文

保
二
年
本
」
と
同
一
で
あ
る
。 

 

№
２
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
五
誓
願
」
の
「
得
」

ｋ

―

６６２ 

左
は
、
「
康
正
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
五
誓
願
」
の
「
得
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で

あ
る
。
「
康
正
二
年
本
」
に
は
欄
外
に
異
説
の
博
士
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
康
正
二
年
本
」 

「
康
正
二
年
本
」
異
説 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
三
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

「
康
正
二
年
本
」
は
末
に
「
商
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
な
い
博
士
を
本
説
と
し
、
「
商
」
が
記
譜
さ
れ
て

い
る
博
士
を
異
説
と
し
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
康
正
二
年
本
」
の
異
説
の
博
士
で
記
譜

さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
前
述
の
諸
資
料
は
全
て
異
説
の
博
士
の
み
を
掲
載
し
て
お
り
、
「
康
正
二
年
本
」
の
こ
の
本
説

の
博
士
は
「
康
正
二
年
本
」
特
有
の
も
の
で
あ
る
。 

 

№
３
〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３０２

、
３１７ 

左
は
、
「
康
正
二
年
本
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
盧
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で

あ
る
。
両
書
と
も
本
説
の
他
に
異
説
を
付
記
し
て
い
る
。 
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「
康
正
二
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
） 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説 

（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

「
康
正
二
年
本
」
は
末
に
三
重
の
「
宮
」
と
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
博
士
を
本
説
と
し
、
そ
れ
を

欠
く
博
士
を
異
説
と
し
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
末
の
三
重
の
「
宮
」
と
「
羽
」
を
欠
く
博

士
を
本
説
と
し
、
三
重
の
「
宮
」
と
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
博
士
を
異
説
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
前
述
の
諸
資
料
の
う
ち
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
情
報
を
欠
く
が
、
そ
の
他
の
「
文
保
二
年

本
」
・
「
永
享
六
年
本
」
・
「
永
享
十
年
本
」
は
全
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
説
の
博
士
の
み
を
掲
載
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
康
正
二
年
本
」
の
こ
の
本
説
の
博
士
は
「
康
正
二
年
本
」
特
有
の
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
覚
証
院
方
の
隆
法
系
に
属
す
る
可
能
性
の
高
い
「
康
正
二
年
本
」
の
博
士
を
す
べ
て

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
対
照
し
た
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
は
三
箇
所
の
み
で
あ
っ
た
。
博
士

の
骨
格
を
見
る
限
り
、
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
初
期
と
中
期
の
六
本
の
『
声
明
集
』
の
中
で
、
こ
の

「
康
正
二
年
本
」
が
最
も
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
近
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
異
な
る
三
箇
の
博
士
の
う
ち
の
二
つ
は
「
康
正
二
年
本
」
特
有
の
骨
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

こ
と
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
論
じ
た
い
。 

ま
た
「
応
永
三
年
本
」
と
比
べ
る
と
、
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
、

変
動
域
の
四
十
一
箇
所
の
う
ち
十
二
の
博
士
の
骨
格
で
相
違
が
み
ら
れ
、
当
本
と
「
康
正
二
年
本
」
と

「
応
永
三
年
本
」
は
明
ら
か
に
別
系
統
の
資
料
と
い
え
る
。
覚
証
院
方
の
「
永
享
六
年
本
」
・
「
永
享
十

年
本
」
と
も
各
々
十
三
箇
所
に
お
い
て
違
い
が
み
ら
れ
、
や
は
り
別
系
統
の
資
料
と
い
え
る
。 

 

第
四
項 

中
期
の
『
声
明
集
』
の
系
譜 

 

第
一
目 

中
期
の
『
声
明
集
』
の
分
類 

 

前
項
で
は
、
中
期
の
「
応
永
三
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
の
四
本

の
『
声
明
集
』
の
博
士
の
骨
格
を
、
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
文
保
二
年
本
」
と
参
照
し
つ
つ
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
基
準
に
比
較
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
を
、
初
期
の
『
声
明
集
』
と
『
声
明
集
私
案
記
』

及
び
二
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
情
報
と
共
に
、
資
料
編
③
に
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
と
し

て
掲
載
し
た
。
そ
れ
ら
を
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
る
と
、
書
誌
情
報
か
ら
は
系
統
が
不
明
で
あ
っ
た
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「
応
永
三
年
本
」
は
、
他
の
三
資
料
と
は
異
な
る
も
の
で
、
覚
意
系
の
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
特
徴

的
な
博
士
を
相
当
程
度
受
け
継
ぎ
、
覚
意
系
を
継
承
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。 

や
は
り
系
統
が
不
明
で
あ
っ
た
「
永
享
十
年
本
」
は
、
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
別
れ
て
い
れ
ば
明
ら
か

に
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
「
永
享
六
年
本
」
と
極
め
て
よ
く
近
似
し
、
両
者
は
同
一
の
系
統
に
属

す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。 

最
後
に
、
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
で
あ
り
隆
法
系
に
属
す
る
可
能
性
が
高
い
「
康
正
二
年
本
」
は
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
最
も
よ
く
一
致
し
た
。
さ
ら
に
「
応
永
三
年
本
」
及
び
覚
証
院
方
の
「
永
享
六
年

本
」
・
「
永
享
十
年
本
」
と
は
別
系
統
の
資
料
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。 

さ
ら
に
覚
証
院
方
が
慈
鏡
系
と
隆
法
系
の
二
系
統
に
分
か
れ
、
「
永
享
六
年
本
」
・
「
永
享
年
本
」
は

慈
鏡
系
の
資
料
で
あ
り
、
「
康
正
二
年
本
」
が
隆
法
系
に
属
す
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。 

し
た
が
っ
て
、
中
期
の
『
声
明
集
』
は
、
①
覚
意
系
を
継
承
し
た
可
能
性
の
高
い
「
応
永
三
年
本

」
、

②
覚
証
院
方
で
あ
り
、
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
別
れ
て
い
れ
ば
慈
鏡
系
で
あ
る
「
永
享
六
年
本
」
・
「
永

享
十
年
本

」
、

③
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
可
能
性
が
あ
る
「
康
正
二
年
本
」
の
、
三
つ
に
分
類
で
き
る
。 

 

第
二
目
「
康
正
二
年
本
」
の
系
譜
の
確
定 

 
 

 
 

 

 

本
目
で
は
、
「
康
正
二
年
本
」
の
変
動
域
に
あ
る
博
士
の
骨
格
を
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
り
、
「
康
正
二
年
本
」
が
確
か
に
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、

あ
わ
せ
て
覚
証
院
方
が
慈
鏡
系
と
隆
法
系
の
二
系
統
に
別
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
た
い
。 

 

一 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
の
骨
格 

 

当
本
は
口
伝
集
と
い
う
性
格
上
、
『
声
明
集
』
の
一
部
の
限
ら
れ
た
詞
章
、
博
士
の
骨
格
、
注
記
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
変
動
域
に
あ
る
四
十
一
箇
所
の
博
士
の
う
ち
情
報
を
採
取
で
き
る
博
士

は
十
八
で
あ
る
。
そ
の
十
八
の
博
士
の
中
で
十
六
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
一
致
し
、
次
の
二
箇
所
の
博
士

の
骨
格
が
相
違
す
る
。 

 

№
１
〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３０２

、
３１７ 

左
は
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
盧
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も

の
で
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
本
説
の
他
に
異
説
を
載
せ
て
い
る
。 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
） 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説 

（
同
頁
） 
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『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
末
に
三
重
の
「
宮
」
と
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
末
に
三
重
の
「
宮
」
と
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
な
い
博
士
を
本
説
と

し
、
三
重
の
「
宮
」
と
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
を
異
説
と
し
て
い
る
。 

先
述
し
た
よ
う
に
、
「
康
正
二
年
本
」
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
を
本
説
と
し
、
そ
れ
を
欠
く

博
士
を
異
説
と
し
て
い
る
。
な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
情
報
が
無
い
が
、
そ
の
他
の
『
声
明
集
』
は
い

ず
れ
も
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
説
の
み
を
載
せ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
と
「
康
正

二
年
本
」
の
み
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨
格
を
持
つ
博
士
を
本
説
と
し
て
い
る
。 

 

№
２
〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」
ｗ
―
４０ 

左
は
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も

の
で
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
本
説
の
他
に
異
説
を
載
せ
て
い
る
。 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 

 
 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
に
は
末
に
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
説

は
、
末
に
「
羽
」
が
記
譜
さ
れ
て
お
ら
ず
「
徴
」
で
終
音
す
る
博
士
で
あ
り
、
末
に
「
羽
」
を
持
つ
『
声

明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
は
異
説
と
し
て
付
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
は
、
「
応
永
三
年
本
」
と
慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十

年
本
」
と
同
じ
で
あ
る
が
、
「
康
正
二
年
本
」
及
び
「
文
保
二
年
本
」
は
何
故
か
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博

士
を
載
せ
て
い
る
。
な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
情
報
が
無
い
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
で
は
、
変
動
域
に
あ
り
比
較
可
能
な
十
八
箇
所
の
博
士
の
う

ち
、
十
六
の
博
士
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
り
、
異
な
る
も
の
は
〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３０２

、

３１７

と
〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」
ｗ
―
４０

の
二
つ
だ
け
で
あ
る
。 

 

二 

「
康
正
二
年
本
」
と
の
比
較
検
討 

 

右
の
結
果
を
、
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
可
能
性
が
あ
る
「
康
正
二
年
本
」
と
比
較
す
る
と
、
資
料
編
③

の
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
比
較
可
能
な
十
八

箇
所
の
博
士
の
う
ち
、
実
に
十
七
の
博
士
１
５

の
骨
格
が
「
康
正
二
年
本
」
と
一
致
し
て
い
る
。
な
お
、

「
康
正
二
年
本
」
と
相
違
す
る
唯
一
の
博
士
が
、
右
の
№
２
〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」
ｗ
―
４０

で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
博
士
の
骨
格
の
情
報
は
限
ら
れ
て
は
い
る

が
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
と
「
康
正
二
年
本
」
と
の
間
で
、
骨
格
が
相
違
す
る
博
士
は
僅
か
一
箇
の
み
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で
あ
り
、
両
書
は
明
ら
か
に
同
一
の
系
統
に
属
す
る
。 

 

前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
覚
証
院
方
の
資
料
で
あ
り
、
も
し
覚
証
院
方
が
慈
鏡

系
と
隆
法
系
に
別
れ
て
い
れ
ば
隆
法
系
に
属
す
る
。
よ
っ
て
「
康
正
二
年
本
」
も
覚
証
院
方
の
資
料
で
あ

り
、
二
系
統
に
別
れ
て
い
れ
ば
隆
法
系
に
属
す
る
『
声
明
集
』
で
あ
る
。
ま
た
「
永
享
六
年
本
」
・
「
永

享
十
年
本
」
も
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
が
、
二
系
統
に
別
れ
て
い
れ
ば
慈
鏡
系
で
あ
っ
た
。 

 
 

「
康
正
二
年
本
」
が
「
永
享
六
年
本
」
・
「
永
享
十
年
本
」
と
別
系
統
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
こ
と
は

既
に
示
し
た
。
よ
っ
て
同
じ
覚
証
院
方
の
中
に
、
二
系
統
の
『
声
明
集
』
が
存
在
し
、
も
し
二
系
統
に
別

れ
て
い
れ
ば
慈
鏡
系
に
属
す
る
『
声
明
集
』
と
隆
法
系
に
属
す
る
『
声
明
集
』
が
確
か
に
存
在
す
る
こ
と

が
確
か
め
ら
れ
た
。 

 

隆
法
系
と
慈
鏡
系
の
両
者
の
『
声
明
集
』
の
存
在
の
確
認
は
、
覚
証
院
方
が
慈
鏡
系
と
隆
法
系
の
二
系

統
に
別
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
覚
証
院
方
が
慈
鏡

系
と
隆
法
系
に
分
か
れ
た
と
い
う
『
声
決
書
』
や
『
密
宗
声
明
系
譜
』
の
記
述
の
信
憑
性
が
高
ま
っ
た
と

も
い
え
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「
康
正
二
年
本
」
は
、
東
南
院
方
で
は
な
く
、
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
『
声
明
集
』

で
あ
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
中
期
の
『
声
明
集
』
は
、
①
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
「
康

正
二
年
本

」
、

②
同
じ
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本
」
・
「
永
享
十
年
本

」
、

③
非
覚
証
院
方

で
覚
意
系
を
継
承
し
た
可
能
性
の
高
い
「
応
永
三
年
本

」
、

以
上
の
三
種
に
分
類
で
き
る
。 

 

第
五
目 

隆
然
系
の
継
承 

  

こ
こ
で
は
、
初
期
の
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本
」
と
、
隆
然
系
を
継
承
し
た
中
期
の
覚
証
院
方
の
隆
法

系
と
慈
鏡
系
の
両
系
統
の
『
声
明
集
』
の
博
士
を
比
較
対
照
し
、
両
者
と
隆
然
系
の
関
係
性
を
明
ら
か
に

し
た
い
。
な
お
、
隆
法
系
は
「
康
正
二
年
本
」
を
用
い
る
が
、
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
は
「
永
享
十
年
本
」

よ
り
も
情
報
が
揃
っ
て
い
る
「
永
享
六
年
本
」
を
使
用
す
る
。 

  

「
文
保
二
年
本
」
に
は
七
箇
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨
格
を
持
つ
博
士
が
あ
っ
た
。
左
記
が
第

二
章
で
抽
出
さ
れ
た
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨
格
を
持
つ
博
士
で
あ
る
。 

 

〈
九
條
錫
杖
〉 

 
 

〈
対
揚
〉 

 
 

〈
対
揚
〉 

 
 

 
 

〈
対
揚
〉 

「
切
」
ｈ
―
２３２

 
 

「
護
」
ｉ
―
２８１

「
集
」
ｉ
―
４０５

 
 

「
諸
」
ｉ
―
４０７ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
金
剛
界
〉 

 

〈
胎
蔵
界
〉 

 

〈
理
趣
経
〉 

「
量
」
ｊ
―
６２８

「
及
」
ｋ
―
２４４

 

「
法
」
ｌ
―
３４ 
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ま
た
、
慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本
」
に
は
十
三
箇
の
、
隆
法
系
の
「
康
正
二
年
本
」
に
は
三
箇
の
『
魚

山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
骨
格
を
持
つ
博
士
が
あ
っ
た
。 

ま
ず
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
文
保
二
年
本
」
の
七
箇
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
の
う
ち
、

（
一
）
〈
九
條
錫
杖
〉
「
切
」
ｈ
―
２３２

 
（
二
）
〈
対
揚
〉
「
集
」
ｉ
―
４１３

（
三
）
〈
対
揚
〉
「
諸
」

ｉ
―
４１５

（
四
）
〈
金
剛
界
〉
「
量
」
ｊ
―
６２８

（
五
）
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２４４

（
六
）
〈
理
趣

経
〉
「
法
」
ｌ
―
３４

の
六
箇
を
継
承
し
て
い
る
が
、
〈
対
揚
〉
「
護
」
ｉ
―
２８９

の
み
継
承
し
て
い
な

い
。 「

永
享
六
年
本
」
は
、
「
文
保
二
年
本
」
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異

な
る
博
士
が
七
箇
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
（
一
）
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｃ
―
３
（
二
）
〈
梵
音
〉
「
其
」

ｆ
―
３７

（
三
）
〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
「
四
」
ｊ
―
３８２

（
四
）
〈
胎
蔵
界
〉
「
親
」
ｋ
―
１７３

（
五
）

〈
理
趣
経
〉
「
真
」
ｌ
―
１２

（
六
）
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
成
」
ｕ
―
６８

（
七
）
〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」

ｗ
―
４０

で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
全
体
に
お
い
て
「
文
保
二
年
本
」
と
「
永
享
六
年
本
」
と
で
は
博
士
の
骨
格
は
八
箇
相

違
す
る
。 

「
永
享
六
年
本
」
は
、
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
の
ほ
と
ん
ど
を
継
承
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
新
た
に
七
箇
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
、
「
康
正
二
年
本
」
は
「
文
保
二
年
本
」
の
七
箇
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
の
う
ち
、

〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２４４

の
一
箇
の
み
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
康
正
二
年
本
」
は
、
「
文

保
二
年
本
」
に
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
新
た
な
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
が
二
箇
み
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
五
誓
願
」
の
「
得
」

ｋ

―

６６２

と
〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
底
」
ｗ
―
４０

で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
全
体
に
お
い
て
「
文
保
二
年
本
」
と
「
永
享
六
年
本
」
と
で
は
博
士
の
骨
格
は
八

箇
相
違
す
る
。 

「
永
享
六
年
本
」
は
、
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
の
ほ
と
ん
ど
を
継
承
し

て
い
る
と
み
な
せ
る
。
た
だ
し
、
新
た
に
七
箇
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
「
康
正
二
年
本
」
は
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
の
ほ
と
ん
ど
を
継
承

し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
新
た
に
追
加
さ
れ
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
は
二
箇
の
み
で
あ
る
。 

 

「
永
享
六
年
本
」
と
「
康
正
二
年
本
」
は
両
者
と
も
に
「
文
保
二
年
本
」
と
八
箇
の
博
士
の
骨
格
が
相

違
す
る
。
「
永
享
六
年
本
」
は
、
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
を
継
承
し
て
い

る
と
と
も
に
、
「
文
保
二
年
本
」
に
は
な
い
骨
格
を
持
つ
博
士
が
存
在
す
る
。
一
方
、
「
康
正
二
年
本
」

は
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
を
継
承
し
な
か
っ
た
と
と
も
に
、
「
文
保
二
年

本
」
に
は
な
い
新
た
な
博
士
の
骨
格
も
あ
ま
り
採
用
し
な
か
っ
た
と
い
え
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
を
ほ
と

ん
ど
保
持
し
て
お
り
、
反
対
に
、
「
康
正
二
年
本
」
は
、
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
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る
博
士
の
ほ
と
ん
ど
の
博
士
を
採
用
し
て
い
な
い
。
「
文
保
二
年
本
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博

士
を
多
く
継
承
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
基
準
に
す
る
と
「
永
享
六
年
本
」
の
方
が
、
「
康
正
二
年
本
」

よ
り
も
「
文
保
二
年
本
」
を
継
承
す
る
『
声
明
集
』
と
い
え
る
。 

以
上
本
節
で
は
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

中
期
の
『
声
明
集
』
は
大
き
く
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
は
、
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
の

「
永
享
六
年
本
」
と
「
永
享
十
年
本

」
、

第
二
は
、
同
じ
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
「
康
正
二
年
本

」
、

第

三
は
、
非
覚
証
院
方
で
覚
意
の
系
統
を
継
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
「
応
永
三
年
本
」
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
同
じ
覚
証
院
方
で
も
、
慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本
」
の
方
が
隆
法
系
の
「
康
正
二
年
本
」
よ

り
も
隆
然
の
系
統
に
よ
り
近
い
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
隆
法
系
と
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
の
存
在
を
確
定
出
来
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
期
か
ら
中
期
に

か
け
て
覚
証
院
方
の
二
系
統
が
慈
鏡
系
と
隆
法
系
に
分
か
れ
た
と
い
う
『
声
決
書
』
や
『
密
宗
声
明
系
譜
』

の
記
述
の
信
憑
性
が
高
ま
っ
た
。 

 

第
二
節 

『
声
明
集
私
案
記
』 

 

十
四
世
紀
の
末
に
な
る
と
声
明
の
歴
史
、
音
律
、
唱
法
等
に
関
す
る
種
々
の
口
伝
書
が
登
場
し
始
め
る
。

そ
れ
ら
は
、
第
一
章
で
み
た
『
声
実
抄
』
『
声
決
書

』
、

ま
た
、
前
節
で
も
扱
っ
た
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』

さ
ら
に
は
本
節
で
扱
う
『
声
明
集
私
案
記
』
で
あ
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
注
記
の
基
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
１
６

。
ま
た
、

隆
然
の
著
作
と
も
い
わ
れ
て
い
る
１
７

。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
次
章

に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
『
声
明
集
私
案
記
』
を
い
か
に
受
用
し
た
か
に
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
ま

ず
本
節
に
お
い
て
そ
の
基
本
的
性
格
を
示
し
、
次
節
に
お
い
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
ど
の
系
譜
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
一
項 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
概
要 

 

そ
れ
で
は
、
ま
ず
第
一
項
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
概
要
と
諸
本
に
つ
い
て
概
観
す
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
注
記
の
多
く
は
『
声
明
集
私
案
記
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
長
恵
自
身
も
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
奥
書
で
「
大
都
ハ

案
記
ヲ

爲
本
１
８

」
と
公
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
先
行
研
究
で
も
、

「
長
恵
師
が
室
町
時
代
の
中
頃
に
、
こ
の
本
に
依
っ
て
注
を
加
え
て
魚
山
集
を
作
っ
て
い
る
１
９

」
と
さ

れ
て
い
る
。 

中
川
氏
は
、
こ
の
長
恵
の
記
述
、
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
の
注
釈
書
的
性
格
、
「
文
保
二
年
本
」
に
こ

の
本
か
ら
の
引
用
が
な
い
こ
と
、
そ
の
「
文
体

」
、

以
上
の
四
点
を
総
合
し
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は

室
町
時
代
に
入
っ
て
か
ら
明
応
五
年
（
一
四
九
六
）
ま
で
の
間
に
記
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る
２
０

。
ま

た
大
山
氏
は
、
伝
え
で
は
隆
然
が
記
し
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
２
１

。
こ
れ
に
対
し
て

中
川
氏
は
著
者
に
関
し
て
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
撰
者
、
正
確
な

撰
述
年
代
に
つ
い
て
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
、
先
述
し
た
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
霊
瑞
の

書
写
し
た
『
聲
明
集
私
案
記
』
の
奥
書
に
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
、 

右
上
下
二
巻
南
山
覚
證
院
隆
然
闍
梨
之
口
傳
也
當
山
進
流
ノ

声
明
ハ

本
以
此
記
写
本
者
也 
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寶
暦
十
辰
年
八
月
廿
八
日
書
写
了 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
剛
峯
寺
沙
門
霊
瑞
南

龍

房 

 
 

 

右
朱
書
等
ハ

私
ニ

霊
―
附
レ

之
後
哲
可
有
校
合
矣 

・
応
永
二
十
例
秀
八
月
三
日
於
宇
長
尾
邑
田
般
若
坊
客
殿
書
写
之
畢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宥
恭
房
三

七

二

才 
 

・
于
時
永
文

字

欠

ル

三
年
五
月
三
日
南
条
山
十
樂
寺
御
本
之
借
出
如
此
写
了 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

筆
者
栄
舜
（
花
押
） 

 
 

 

□
此
二
本
以
之
霊
瑞
文
字
等
校
合
了 

と
あ
る
。
霊
瑞
が
宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）
に
書
写
し
た
『
声
明
集
私
案
記
』
は
応
永
二
十
年
（
一
四
一

三
）
と
「
永
」
が
頭
に
付
く
年
号
の
時
代
の
も
の
を
校
合
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
永
」
が
頭
に
付

く
年
号
は
、
「
応
永
」
よ
り
後
だ
と
、
「
永
享
」
か
「
永
正
」
か
「
永
禄
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
後
者

は
、
こ
の
三
つ
の
年
号
の
時
代
の
う
ち
の
ど
れ
か
だ
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
奥
書
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
応
永
二
十
年
よ
り
前
に
書
か
れ
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
霊
瑞
の
時
代
に
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
、
隆
然
の
口
伝
を
筆
写
し
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
た
こ
と
も
こ
の
奥
書
か
ら
推
定
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
成
立
の
下
限

を
応
永
二
十
年
に
設
定
す
る
。 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
成
立
の
上
限
は
、
『
声
実
抄
』
の
成
立
以
後
、
つ
ま
り
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）

以
後
に
設
定
し
た
い
。
『
声
実
抄
』
に
は
『
声
明
集
私
案
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
覚
証
院
方
と
東

南
院
方
を
対
比
さ
せ
る
記
述
が
な
い
。
『
声
実
抄
』
で
は
、
高
野
山
の
中
の
指
南
に
つ
い
て
は
、
主
に
浄

月
房
聖
海
、
般
若
房
定
意
、
宝
蓮
房
祐
真
、
細
谷
恵
海
、
覚
意
な
ど
声
明
家
個
人
の
も
の
し
か
記
述
さ
れ

て
い
な
い
。
高
野
山
の
中
の
流
派
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
出
す
の
は
、
『
声
実
抄
』
成
立
の
下
限
の
応
永
二

年
（
一
三
九
五
）
の
翌
年
の
応
永
三
年
（
一
三
九
六
年
）
に
撰
述
さ
れ
た
『
声
決
書
』
か
ら
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
南
山
進
流
の
流
派
に
つ
い
て
の
記
述
が
存
在
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
は
応
永
二
年
（
一
三

九
五
）
以
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
す
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
特
徴
は
、
『
声
明
集
』
所
載
の
各
曲
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
唱
譜
上
の
注
意
を

詳
細
に
記
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
い
わ
ば
、
『
声
明
集
』
の
注
釈
書
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
『
声
明
集
私
案
記
』
は
博
士
を
掲
載
し
て
い
な
い
と
い
う
特
色
も
あ
る
。 

長
恵
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
編
纂
の
際
に
当
書
の
記
述
の
多
く
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
引
用
し
て
い
る
。

長
恵
が
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
多
く
依
用
し
た
の
は
、
長
恵
自
身
が
、
当
書
は
覚
證
院
方
の
隆
然
に

よ
っ
て
記
さ
れ
た
と
も
の
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が

覚
証
院
方
の
正
統
な
教
則
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
隆
然
の
権
威
に
よ
っ
て
示
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
各
曲
の
曲
調
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
隆

然
が
作
成
し
た
と
さ
れ
て
い
る
「
聲
明
畧
頌
」
に
基
づ
い
て
い
る
。 

次
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
『
声
明
集
』
に
ど
の
程
度
解
説
を
加
え
て
い
る
か
を
み
る
た
め
に
、

『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
箇
所
を
、
『
声
明
集
』
所
収
の
曲
ご
と
に
、
詞
章

単
位
で
抽
出
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
声
明
集
私
案
記
』
が
実
際
の
唱
法
に
つ
い
て
ど
の
程
度
詳
細
に
言

及
し
て
い
る
か
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
第
四
章
に
お
い
て
、
こ
の
『
声
明
集
私
案
記
』
か
ら
抽
出
し
た

旋
律
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
と
比
較
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
『
声
明
集
私
案
記
』
の
関
係
に
つ
い

て
考
察
し
た
い
。 
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ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
に
は
九
十
二
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
、
そ
の

う
ち
の
十
四
箇
に
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し

て
い
る
の
は
左
の
四
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
衆
」
ａ
―
１
「
僧
」
ａ
―
４０

「
如
」
ａ
―
５３

「
與
」
ａ
―
６１ 

 

ｂ
〈
如
来
唄
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
如
来
唄
〉
に
は
七
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
、
そ
の
う
ち
の
六
箇

に
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左

の
三
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
妙
」
ｂ
―
４
「
色
」
ｂ
―
５
「
身
」
ｂ
―
６ 

 

ｃ
〈
云
何
唄
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
云
何
唄
〉
に
は
二
十
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
そ
の
う
ち
の
十
四

箇
に
言
及
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
四

箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
壊
」
ｃ
―
９
「
復
」
ｃ
―
１１

「
以
」
ｃ
―
１２

「
力
」
ｃ
―
２０ 

 

ｄ
〈
出
家
唄
〉 

 

〈
出
家
唄
〉
に
は
二
十
箇
の
詞
章
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
〈
出
家
唄
〉
に
つ
い
て

は
何
の
指
南
も
し
て
い
な
い
。 

 

ｅ
〈
散
華
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
散
華
〉
に
は
百
五
十
四
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
五
十
四
箇
に
言
及

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
三
十
一
箇
所
で

あ
っ
た
。 

 
 

「
願
」
ｅ
―
２
「
我
」
ｅ
―
３
「
道
」
ｅ
―
５
「
場
」
「
花
」
ｅ
―
８
「
供
」
ｅ
―
９
「
養
」
ｅ
―

１０

「
佛
」
ｅ
―
１１

「
歸
」
ｅ
―
１２

「
命
」
ｅ
―
１３

「
毗
」
ｅ
―
１４

「
盧
」
ｅ
―
１５

「
身
」

ｅ
―
１９

「
業
」
ｅ
―
２２

「
遍
」
ｅ
―
２３

「
甚
」
ｅ
―
３７

「
深
」
ｅ
―
３８

「
遍
」
ｅ
―
７０

「
無
」
ｅ
―
７１

「
瑠
」
ｅ
―
９８

「
璃
」
ｅ
―
９９

「
衆
」
ｅ
―
１２６

「
以
」
ｅ
―
１３１

「
此
」
ｅ
―

１３２

「
普
」
ｅ
―
１３５

「
我
」
ｅ
―
１４０

「
等
」
ｅ
―
１４１

「
與
」
ｅ
―
１４２

「
生
ｅ
―
１４４

「
共
」
ｅ

―
１４６

「
佛
」
ｅ
―
１４８ 

 

ｆ
〈
梵
音
〉 
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『
声
明
集
』
の
〈
梵
音
〉
に
は
五
十
六
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
二
十
四
箇
に
言
及
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
十
五
箇
所
で
あ
っ

た
。 

 

「
十
」
ｆ
―
１
「
方
」
ｆ
―
２
「
所
」
ｆ
―
３
「
有
」
ｆ
―
４
「
勝
」
ｆ
―
５
「
妙
」
ｆ
―
６
「
散
」

ｆ
―
９
「
十
」
ｆ
―
１０

「
方
」
ｆ
―
１１

「
諸
」
ｆ
―
１２

「
養
」
ｆ
―
１８

「
釋
」
ｆ
―
１９

「
迦
」

ｆ
―
２０

「
是
」
ｆ
―
２２

「
諸
」
ｆ
―
２６ 

 

ｇ
〈
三
条
錫
杖
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
三
条
錫
杖
〉
に
は
百
十
三
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
五
十
箇
に
言
及

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
二
十
九
箇
所
で

あ
っ
た
。 

「
手
」
ｇ
―
１
「
當
」
ｇ
―
５
「
願
」
ｇ
―
６
「
衆
」
ｇ
―
７
「
生
」
ｇ
―
８
「
施
」
ｇ
―
１１

「
會
」

ｇ
―
１２

「
實
」
ｇ
―
１５

「
養
」
ｇ
―
１８

「
三
」
ｇ
―
１９

「
以
」
ｇ
―
３３

「
清
」
ｇ
―
３４

「
浄
」
ｇ
―
３５

「
心
」
ｇ
―
３６

「
清
」
ｇ
―
４２

「
浄
」
ｇ
―
４３

「
三
」
ｇ
―
４７

「
錫
」
ｇ
―

６３

「
杖
」
ｇ
―
６４

「
皆
」
ｇ
―
６５

「
成
」
ｇ
―
６６

「
ン
」
ｇ
―
９２

「
南
」
ｇ
―
９３

「
無
」

ｇ
―
９４

「
恭
」
ｇ
―
９５

「
敬
」
ｇ
―
９６

「
供
」
ｇ
―
９７

「
養
」
ｇ
―
９８

「
持
」
ｇ
―
１０８ 

 

ｈ
〈
九
条
錫
杖
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
九
條
錫
杖
〉
に
は
四
百
六
十
五
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
五
十
箇
に

言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
三
十
八
箇

所
で
あ
っ
た
。 

「
當
」
ｈ
―
５７

「
願
」
ｈ
―
５８

「
生
」
ｈ
―
６０

「
天
」
ｈ
―
６２

「
人
」
ｈ
―
６３

「
師
」
ｈ

―
６４

「
願
」
ｈ
―
６８

「
衆
」
ｈ
―
７１

「
法
」
ｈ
―
７３

「
圍
」
ｈ
―
７５

「
遶
」
ｈ
―
７６

「
値
」

ｈ
―
８１

「
佛
」
ｈ
―
８４

「
菩
」
ｈ
―
８７

「
修
」
ｈ
―
９５

「
大
」
ｈ
―
９７

「
切
」
ｈ
―
１０２

「
一
」
ｈ
―
１１７

「
乗
」
ｈ
―
１１８

「
恭
」
ｈ
―
１２９

「
供
」
ｈ
―
１３１

「
佛
」
ｈ
―
１３３

「
躰
」
ｈ
―

１４０

「
羅
」
ｈ
―
１４９

「
切
」
ｈ
―
２３２

「
無
」
ｈ
―
２３３

「
速
」
ｈ
―
２８５

「
心
」
ｈ
―
３２３

「
之
」

ｈ
―
３４９

「
速
」
ｈ
―
３５９

「
百
」
ｈ
―
３６７

「
煩
」
ｈ
―
３６９

「
過
」
ｈ
―
３８３

「
錫
」
ｈ
―
３８９

「
杖
」
ｈ
―
３９０

「
已
」
ｈ
―
３９１

「
成
」
ｈ
―
３９２

「
養
」
ｈ
―
４２５ 

 

ｉ
〈
対
揚
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
対
揚
〉
に
は
四
百
二
十
三
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
五
十
箇
に
言
及

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
十
七
箇
所
で
あ

っ
た
。 

「
場
」
ｉ
―
６
「
三
」
ｉ
―
７
「
舎
」
ｉ
―
１１

「
那
」
ｉ
―
１２

「
四
」
ｉ
―
１４

「
方
」
ｉ
―

１５

「
四
」
ｉ
―
１６

「
誠
」
ｉ
―
１９

「
増
」
ｉ
―
２７

「
安
」
ｉ
―
５６

「
伽
」
ｉ
―
７０

「
興
」

ｉ
―
７４

「
所
」
ｉ
―
８６

「
金
」
ｉ
―
９０

「
剛
」
ｉ
―
９１

「
手
」
ｉ
―
９２

「
薩
」
ｉ
―
９４ 
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ｊ
〈
金
剛
界
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
金
剛
界
〉
に
は
七
百
三
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
百
四
十
六
箇
に
お

い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
八
十

五
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
一
」
ｊ
―
１
「
切
」
ｊ
―
２
「
敬
」
ｊ
―
４
「
敬
」
ｊ
―
５
「
礼
」
ｊ
―
６
「
常
」
ｊ
―
７
「
住
」

ｊ
―
８
「
縛
」
ｊ
―
１３

「
婆
」
ｊ
―
１４

「
幡
」
ｊ
―
３６

「
滿
」
ｊ
―
３８

「
曩
」
ｊ
―
４０

「
迦
」

ｊ
―
４１

「
命
」
ｊ
―
４５

「
切
」
ｊ
―
４８

「
命
」
ｊ
―
７３

「
諸
」
ｊ
―
８７

「
今
」
ｊ
―
１０５

「
亦
」
ｊ
―
１０８

「
喜
」
ｊ
―
１３０

「
盡
」
ｊ
―
１６１

「
世
」
ｊ
―
１７７

「
燈
」
ｊ
―
１７８

「
覚
」
ｊ
―

１８２

「
眼
」
ｊ
―
１８３

「
三
」
ｊ
―
１８７

「
於
」
ｊ
―
１９７

「
我
」
ｊ
―
２１７

「
不
」
ｊ
―
２２４

「
為
」

ｊ
―
２６４

「
羅
」
ｊ
―
２９６

「
富
」
ｊ
―
２９８

「
普
」
ｊ
―
３３１

「
悲
」
ｊ
―
３４５

「
佛
」
ｊ
―
３５０

「
冒
」
ｊ
―
３５２

「
多
」
ｊ
―
３５５

「
昧
」
ｊ
―
３６４

「
薩
」
ｊ
―
３６６

「
歸
」
ｊ
―
３６９

「
命
」
ｊ
―

３７０

「
訶
」
ｊ
―
３７２

「
毗
」
ｊ
―
３７３

「
遮
」
ｊ
―
３７５

「
那
」
ｊ
―
３７６

「
四
」
ｊ
―
３７８

「
智
」

ｊ
―
３８１

「
四
」
ｊ
―
３９０

「
教
」
ｊ
―
３９３

「
部
」
ｊ
―
４０１

「
金
」
ｊ
―
４０８

「
不
」
ｊ
―
４１４

「
國
」
ｊ
―
４３６

「
傳
」
ｊ
―
４３７

「
持
」
ｊ
―
４４４

「
下
」
ｊ
―
４５８

「
法
」
ｊ
―
４５９

「
界
」
ｊ
―

４６０

「
同
」
ｊ
―
４６１

「
衆
」
ｊ
―
４６４

「
邊
」
ｊ
―
４７４

「
福
」
ｊ
―
４７１

「
門
」
ｊ
―
４７９

「
邊
」

ｊ
―
４８１

「
如
」
ｊ
―
４８５

「
提
」
ｊ
―
４９３

「
無
」
ｊ
―
４９４

「
隙
」
ｊ
―
５１２

「
蘗
」
ｊ
―
５１５

「
以
」
ｊ
―
５２９

「
我
」
ｊ
―
５３０

「
及
」
ｊ
―
５３９

「
以
」
ｊ
―
５４０

「
養
」
ｊ
―
５４６

「
訶
」
ｊ
―

５５３

「
養
」
ｊ
―
５６１

「
部
」
ｊ
―
５６３

「
設
」
ｊ
―
５７５

「
愍
」
ｊ
―
５７９

「
持
」
ｊ
―
５８３

「
毗
」

ｊ
―
６１０

「
無
」
ｊ
―
６７９

「
廻
」
ｊ
―
６９１

「
菩
」
ｊ
―
６９４

「
提
」
ｊ
―
６９５ 

 

ｋ
〈
胎
蔵
界
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
に
は
九
百
五
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
百
五
十
四
箇
に
言

及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
百
六
箇
所
で

あ
っ
た
。 

「
南
」
ｋ
―
１８

「
達
」
ｋ
―
４０

「
駄
」
ｋ
―
４２

「
婆
」
ｋ
―
４６

「
命
」
ｋ
―
５１

「
等
」
ｋ

―
５５

「
世
」
ｋ
―
５８

「
一
」
ｋ
―
５９

「
切
」
ｋ
―
６０

「
具
」
ｋ
―
６１

「
三
」
ｋ
―
６２

「
命
」

ｋ
―
６５

「
不
」
ｋ
―
７３

「
命
」
ｋ
―
７９

「
真
」
ｋ
―
８２

「
命
」
ｋ
―
８６

「
一
」
ｋ
―
８７

「
口
」
ｋ
―
９４

「
歸
」
ｋ
―
１０６

「
頂
」
ｋ
―
１０８

「
由
」
ｋ
―
１１８

「
所
」
ｋ
―
１２１

「
積
」
ｋ
―

１２２

「
口
」
ｋ
―
１２５

「
衆
」
ｋ
―
１２９

「
慾
」
ｋ
―
１３２

「
癡
」
ｋ
―
１３４

「
母
」
ｋ
―
１４６

「
二
」

ｋ
―
１４７

「
以
」
ｋ
―
１５３

「
衆
」
ｋ
―
１５６

「
親
」
ｋ
―
１７３

「
在
」
ｋ
―
１７８

「
悔
」
ｋ
―
１８３

「
不
」
ｋ
―
１８４

「
無
」
ｋ
―
１９９

「
世
」
ｋ
―
２０３

「
法
」
ｋ
―
２１０

「
大
」
ｋ
―
２１６

「
正
」
ｋ
―

２２３

「
浄
」
ｋ
―
２３８

「
身
」
ｋ
―
２４０

「
離
」
ｋ
―
２４１

「
及
」
ｋ
―
２４４

「
口
」
ｋ
―
２４９

「
過
」

ｋ
―
２５１

「
獻
」
ｋ
―
２５９

「
一
」
ｋ
―
２６０

「
菩
」
ｋ
―
２７７

「
願
」
ｋ
―
２８１

「
起
」
ｋ
―
２８５

「
苦
」
ｋ
―
２９０

「
集
」
ｋ
―
２９３

「
及
」
ｋ
―
２９７

「
無
」
ｋ
―
２９９

「
摂
」
ｋ
―
３０５

「
解
」
ｋ
―

３０９

「
含
」
ｋ
―
３１６

「
無
」
ｋ
―
３３１

「
佛
」
ｋ
―
３５２

「
諸
」
ｋ
―
３５７

「
有
」
ｋ
―
３５８

「
修
」

ｋ
―
３６０

「
一
」
ｋ
―
３６６

「
今
」
ｋ
―
３６５

「
諸
」
ｋ
―
３８６

「
提
」
ｋ
―
３９０

「
心
」
ｋ
―
３９２

「
於
」
ｋ
―
３９９

「
界
」
ｋ
―
４０２

「
以
」
ｋ
―
４０４

「
雲
」
ｋ
―
４０６

「
法
」
ｋ
―
４０７

「
令
」
ｋ
―

４２２

「
捨
」
ｋ
―
４２９

「
苦
」
ｋ
―
４３１

「
集
」
ｋ
―
４３３

「
得
」
ｋ
―
４３６

「
於
」
ｋ
―
４３８

「
垢
」
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ｋ
―
４４０

「
修
」
ｋ
―
４６１

「
一
」
ｋ
―
４６２

「
衆
」
ｋ
―
４６４

「
益
」
ｋ
―
４６８

「
一
」
ｋ
―
４６９

「
縛
」
ｋ
―
５０４

「
赦
」
ｋ
―
５０７

「
唵
」
ｋ
―
５２４

「
阿
」
ｋ
―
５２５

「
八
」
ｋ
―
５４６

「
三
」
ｋ
―

５５４

「
誓
」
ｋ
―
６３１

「
断
」
ｋ
―
６３３

「
除
」
ｋ
―
６３４

「
願
」
ｋ
―
６３９

「
誓
」
ｋ
―
６４５

「
習
」

ｋ
―
６４８

「
一
」
ｋ
―
６４９

「
誓
」
ｋ
―
６５９

「
願
」
ｋ
―
６６０

「
得
」
ｋ
―
６６２

「
曩
」
ｋ
―
６６６

「
莫
」
ｋ
―
６６７

「
薩
」
ｋ
―
６６８

「
嚩
」
ｋ
―
６６９ 

 

ｌ
〈
理
趣
経
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
に
は
四
百
三
十
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
百
二
箇
に
言
及

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
七
十
七
箇
所
で

あ
っ
た
。 

「
歸
」
ｌ
―
１
「
毗
」
ｌ
―
３
「
盧
」
ｌ
―
４
「
遮
」
ｌ
―
５
「
佛
」
ｌ
―
７
「
無
」
ｌ
―
８
「
染
」

ｌ
―
９
「
無
」
ｌ
―
１０

「
著
」
ｌ
―
１１

「
真
」
ｌ
―
１２

「
生
」
ｌ
―
１５

「
生
」
ｌ
―
１６

「
値
」

ｌ
―
１７

「
遇
」
ｌ
―
１８

「
世
」
ｌ
―
２２

「
世
」
ｌ
―
２３

「
法
」
ｌ
―
３０

「
増
」
ｌ
―
３３

「
法
」
ｌ
―
３４

「
剛
」
ｌ
―
３９

「
剛
」
ｌ
―
１８５

「
手
」
ｌ
―
１８６

「
言
」
ｌ
―
１８７

「
哉
」
ｌ
―

１８９

「
善
」
ｌ
―
１９０

「
哉
」
ｌ
―
１９１

「
大
」
ｌ
―
１９２

「
埵
」
ｌ
―
１９４

「
善
」
ｌ
―
１９５

「
哉
」

ｌ
―
１９６

「
善
」
ｌ
―
１９７

「
大
」
ｌ
―
１９９

「
安
」
ｌ
―
２００

「
樂
」
ｌ
―
２０１

「
摩
」
ｌ
―
２０６

「
訶
」
ｌ
―
２０７

「
能
」
ｌ
―
２１７

「
演
」
ｌ
―
２１８

「
説
」
ｌ
―
２１９

「
法
」
ｌ
―
２２１

「
金
」
ｌ
―

２２３

「
羅
」
ｌ
―
２２７

「
王
」
ｌ
―
２３５

「
勝
」
ｌ
―
２４９

「
毗
」
ｌ
―
２９３

「
盧
」
ｌ
―
２９９

「
遮
」

ｌ
―
２９５

「
那
」
ｌ
―
２９６

「
佛
」
ｌ
―
２９７

「
毗
」
ｌ
―
２９８

「
盧
」
ｌ
―
２９４

「
遮
」
ｌ
―
３００

「
那
」
ｌ
―
３０１

「
佛
」
ｌ
―
３０２

「
毗
」
ｌ
―
３０３

「
盧
」
ｌ
―
３０４

「
遮
」
ｌ
―
３０５

「
那
」
ｌ
―

３０６

「
佛
」
ｌ
―
３０７

「
毗
」
ｌ
―
３０８

「
遮
」
ｌ
―
３１０

「
那
」
ｌ
―
３１１

「
佛
」
ｌ
―
３１２

「
毗
」

ｌ
―
３１３

「
盧
」
ｌ
―
３１４

「
遮
」
ｌ
―
３１５

「
那
」
ｌ
―
３１６

「
佛
」
ｌ
―
３１７

「
毗
」
ｌ
―
３１８

「
盧
」
ｌ
―
３１９

「
遮
」
ｌ
―
３２０

「
那
」
ｌ
―
３２１

「
佛
」
ｌ
―
３２２

「
那
」
ｌ
―
３２６

「
毗
」
ｌ
―

３２８

「
遮
」
ｌ
―
３３０

「
那
」
ｌ
―
３３１

「
佛
」
ｌ
―
３３２ 

 

ｍ
〈
礼
讃
文
〉 

 

〈
礼
懺
文
〉
に
は
六
十
六
箇
の
詞
章
が
あ
る
。
し
か
し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
〈
礼
懺
文
〉
に
つ
い

て
は
何
の
指
南
も
し
て
い
な
い
。 

 

ｎ
〈
四
智
梵
語
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
四
智
梵
語
〉
に
は
三
十
八
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
十
八
箇
に
言
及

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
十
三
箇
所
で
あ

っ
た
。 

「
嚩
」
ｎ
―
２
「
羅
」
ｎ
―
４
「
薩
」
ｎ
―
５
「
嚩
」
ｎ
―
７
「
蘇
」
ｎ
―
８
「
嚩
」
ｎ
―
１２

「
怛
」

ｎ
―
１６

「
覩
」
ｎ
―
１９

「
羅
」
ｎ
―
２４

「
達
」
ｎ
―
２５

「
誐
」
ｎ
―
２７

「
羅
」
ｎ
―
３２

「
羯
」
ｎ
―
３３ 
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ｏ
〈
大
日
讃
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
大
日
讃
〉
に
は
三
十
八
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
十
三
箇
に
言
及
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
七
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
薩
」
ｏ
―
１
「
也
」
ｏ
―
４
「
訖
」
ｏ
―
１０

「
帝
」
ｏ
―
１８

「
都
」
ｏ
―
２４

「
訶
」
ｏ
―

２７

「
謨
」
ｏ
―
３５ 

 

ｐ
〈
不
動
讃
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
不
動
讃
〉
に
は
三
十
四
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
十
三
箇
に
言
及
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
七
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
莫
」
ｐ
―
２
「
没
」
ｐ
―
５
「
地
」
ｐ
―
８
「
弥
」
ｐ
―
２０

「
鼻
」
ｐ
―
２２

「
吠
」
ｐ
―
２６

「
謨
」
ｐ
― 

 

ｑ
〈
四
智
漢
語
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
四
智
漢
語
〉
に
は
二
十
八
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
十
九
箇
に
言
及

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
十
三
箇
所
で
あ

っ
た
。 

「
薩
」
ｑ
―
３
「
埵
」
ｑ
―
４
「
摂
」
ｑ
―
５
「
受
」
ｑ
―
６
「
故
」
ｑ
―
７
「
為
」
ｑ
―
９
「
剛
」

ｑ
―
１３

「
寶
」
ｑ
―
１４

「
金
」
ｑ
―
１５

「
剛
」
ｑ
―
１６

「
言
」
ｑ
―
１７

「
金
」
ｑ
―
２４

「
承
」
ｑ
―
２６ 

 

ｒ
〈
心
略
漢
語
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
心
略
漢
語
〉
に
は
二
十
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
十
二
箇
に
言
及
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
三
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
一
」
ｒ
―
１
「
切
」
ｒ
―
２
「
善
」
ｒ
―
３ 

 

ｓ
〈
佛
讃
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
佛
讃
〉
に
は
三
十
三
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
二
十
箇
に
言
及
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
十
七
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
摩
」
ｓ
―
１
「
訶
」
ｓ
―
２
「
迦
」
ｓ
―
「
嚕
」
ｓ
―
４
「
抳
」
ｓ
―
５
「
曩
」
ｓ
―
７
「
捨
」
ｓ

―
９
「
藍
」
ｓ
―
１２

「
吠
」
ｓ
―
１５

「
本
」
ｓ
―
１７

「
女
」
ｓ
―
１８

「
那
」
ｓ
―
１９

「
駄
」

ｓ
―
２３

「
摩
」
ｓ
―
２８

「
弭
」
ｓ
―
２９

「
他
」
ｓ
―
３１

「
蘖
」
ｓ
―
３２ 

 

ｔ
〈
文
殊
讃
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
文
殊
讃
〉
に
は
七
十
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
四
十
四
箇
に
言
及
し
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て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
二
十
八
箇
所
で
あ

っ
た
。 

「
文
」
ｔ
―
１
「
殊
」
ｔ
―
２
「
菩
」
ｔ
―
３
「
薩
」
ｔ
―
４
「
化
」
ｔ
―
６
「
清
」
ｔ
―
７
「
真
」

ｔ
―
１６

「
座
」
ｔ
―
１７

「
毛
」
ｔ
―
１９

「
子
」
ｔ
―
２１

「
微
」
ｔ
―
２２

「
生
」
ｔ
―
２７

「
蓋
」
ｔ
―
３１

「
絶
」
ｔ
―
３２

「
名
」
ｔ
―
３３

「
今
」
ｔ
―
３６

「
發
」
ｔ
―
３７

「
虔
」
ｔ
―

３９

「
誠
」
ｔ
―
４０

「
求
」
ｔ
―
４４

「
来
」
ｔ
―
５３

「
世
」
ｔ
―
５４

「
王
」
ｔ
―
５９

「
當
」

ｔ
―
６２

「
土
」
ｔ
―
６７

「
法
」
ｔ
―
６８

「
王
」
ｔ
―
６９

「
家
」
ｔ
―
７０ 

  
 
  
  
  
 

ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
吉
慶
漢
語
〉
に
は
百
四
十
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
八
十
七
箇
に
言

及
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
四
十
二
箇

所
で
あ
っ
た
。 

「
諸
」
ｕ
―
１
「
佛
」
ｕ
―
２
「
覩
」
ｕ
―
３
「
史
」
ｕ
―
４
「
時
」
ｕ
―
７
「
梵
」
ｕ
―
９
「
龍
」

ｕ
―
１０

「
神
」
ｕ
―
１１

「
隨
」
ｕ
―
１２

「
勝
」
ｕ
―
１７

「
吉
」
ｕ
―
１９

「
祥
」
ｕ
―
２０

「
今
」
ｕ
―
２４

「
時
」
ｕ
―
２５

「
盡
」
ｕ
―
２６

「
迦
」
ｕ
―
２９

「
毗
」
ｕ
―
３０

「
羅
」
ｕ
―

３１

「
宮
」
ｕ
―
３５

「
龍
」
ｕ
―
３６

「
露
」
ｕ
―
４１

「
水
」
ｕ
―
４２

「
諸
」
ｕ
―
４３

「
供
」

ｕ
―
４５

「
吉
」
ｕ
―
４７

「
祥
」
ｕ
―
４８

「
亦
」
ｕ
―
５４

「
金
」
ｕ
―
５７

「
剛
」
ｕ
―
５８

「
座
」
ｕ
―
５９

「
降
」
ｕ
―
６６

「
成
」
ｕ
―
６８

「
正
」
ｕ
―
６９

「
覺
」
ｕ
―
７０

「
現
」
ｕ
―

７１

「
諸
」
ｕ
―
７２

「
悉
」
ｕ
―
８２

「
荘
」
ｕ
―
９０

「
仙
」
ｕ
―
９４

「
佛
」
ｕ
―
１１４

「
便
」

ｕ
―
１１８

「
界
」
ｕ
―
１２３ 

 

ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
吉
慶
梵
語
〉
に
は
百
九
十
一
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
五
十
五
箇
に

言
及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
二
十
一
箇

所
で
あ
っ
た
。 

「
拽
」
ｖ
―
１
「
怛
」
ｖ
―
２
「
瞢
」
ｖ
―
３
「
都
」
ｖ
―
１５

「
那
」
ｖ
―
１６

「
羅
」
ｖ
―
２２

「
賽
」
ｖ
―
３０

「
隷
」
ｖ
―
３２

「
他
」
ｖ
―
４２

「
他
」
ｖ
―
４７

「
瞢
」
ｖ
―
４８

「
扇
」
ｖ
―

５４

「
底
」
ｖ
―
５５

「
曩
」
ｖ
―
８９

「
扇
」
ｖ
―
１２０

「
羅
」
ｖ
―
１３５

「
寧
」
ｖ
―
１４７

「
縛
」

ｖ
―
１５５

「
縛
」
ｖ
―
１５７

「
底
」
ｖ
―
１６５

「
寧
」
ｖ
―
１７１ 

 

ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
阿
弥
陀
讃
〉
に
は
百
九
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
八
十
五
箇
に
言
及

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
五
十
八
箇
所
で

あ
っ
た
。 

「
那
」
ｗ
―
１
「
慕
」
ｗ
―
２
「
弥
」
ｗ
―
３
「
陀
」
ｗ
―
４
「
婆
」
ｗ
―
５
「
也
」
ｗ
―
６
「
陀
」

ｗ
―
９
「
灑
」
ｗ
―
１２

「
慕
」
ｗ
―
１４

「
振
」
ｗ
―
１５

「
底
」
ｗ
―
１６

「
也
」
ｗ
―
１７

「
拏
」

ｗ
―
１９

「
迦
」
ｗ
―
２０

「
羅
」
ｗ
―
２１

「
怛
」
ｗ
―
２２

「
麽
」
ｗ
―
２３

「
那
」
ｗ
―
２５



181 
 

「
慕
」
ｗ
―
２６

「
弥
」
ｗ
―
２７

「
陀
」
ｗ
―
２８

「
婆
」
ｗ
―
２９

「
那
」
ｗ
―
３２

「
謨
」
ｗ
―

３５

「
佉
」
ｗ
―
３８

「
縛
」
ｗ
―
３９

「
底
」
ｗ
―
４０

「
縄
」
ｗ
―
４１

「
也
」
ｗ
―
４２

「
彌
」

ｗ
―
４３

「
縛
」
ｗ
―
４
５
「
婆
」
ｗ
―
４８

「
佉
」
ｗ
―
５１

「
迦
」
ｗ
―
５５

「
那
」
ｗ
―
５６

「
迦
」
ｗ
―
５７

「
尾
」
ｗ
―
５８

「
質
」
ｗ
―
５９

「
怛
」
ｗ
―
６０

「
羅
」
ｗ
―
６１

「
摩
」
ｗ
―

６５

「
蘖
」
ｗ
―
７３

「
羅
」
ｗ
―
７４

「
稜
」
ｗ
―
７５

「
哩
」
ｗ
―
７７

「
躭
」
ｗ
―
７８

「
怛
」

ｗ
―
７９

「
縛
」
ｗ
―
８０

「
室
」
ｗ
―
８１

「
答
」
ｗ
―
８４

「
躰
」
ｗ
―
８７

「
多
」
ｗ
―
８８

「
愚
」
ｗ
―
８９

「
拏
」
ｗ
―
９０

「
寫
」
ｗ
―
９１

「
珊
」
ｗ
―
１０７

「
鹽
」
ｗ
―
１０９ 

 

ｘ
〈
四
波
羅
蜜
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
四
波
羅
蜜
〉
に
は
八
十
二
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
三
十
四
箇
に
言

及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
二
十
箇
所
で

あ
っ
た
。 

「
薩
」
ｘ
―
１
「
縛
」
ｘ
―
３
「
縛
」
ｘ
―
４
「
囉
」
ｘ
―
６
「
曩
」
ｘ
―
７
「
謨
」
ｘ
―
８
「
都
」

ｘ
―
１０

「
帝
」
ｘ
―
１１

「
薩
」
ｘ
―
１２

「
怛
」
ｘ
―
１３

「
縛
」
ｘ
―
１５

「
曰
」
ｘ
―
１６

「
哩
」
ｘ
―
１７

「
曩
」
ｘ
―
１８

「
謨
」
ｘ
―
１９

「
都
」
ｘ
―
２１

「
帝
」
ｘ
―
２２

「
曩
」
ｘ
―

２５

「
怛
」
ｘ
―
３５

「
麽
」
ｘ
―
４６ 

 

ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
金
剛
薩
埵
〉
に
は
四
十
一
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
三
十
二
箇
に
言

及
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
三
十
箇
所
で

あ
っ
た
。 

「
縛
」
ｙ
―
１
「
曰
」
ｙ
―
２
「
羅
」
ｙ
―
３
「
薩
」
ｙ
―
４
ｙ
―
８
「
訶
」
「
薩
」
ｙ
―
９
「
怛
」

ｙ
―
１０

「
縛
」
ｙ
―
１

「
薩
」
ｙ
―
１５

「
縛
」
ｙ
―
１６

「
怛
」
ｙ
―
１７

「
他
」
ｙ
―
１８

「
蘖
」
ｙ
―
１９

「
多
」
ｙ
―
２０

「
三
」
ｙ
―
２１

「
曼
」
ｙ
―
２２

「
跛
」
ｙ
―
２４

「
怛
」
ｙ
―

２５

「
羅
」
ｙ
―
２６

「
縛
」
ｙ
―
２７

「
曰
」
ｙ
―
２８

「
羅
」
ｙ
―
２９

「
伱
」
ｙ
―
３０

「
耶
」

ｙ
―
３１

「
波
」
ｙ
―
３５

「
曩
」
ｙ
―
３７

「
謨
」
ｙ
―
３８

「
都
」
ｙ
―
４０

「
帝
」
ｙ
―
４１ 

 

ｚ
〈
金
剛
寶
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
金
剛
寶
〉
に
は
四
十
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
十
二
箇
に
言
及
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
八
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
羅
」
ｚ
―
３
「
羅
」
ｚ
―
４
「
怛
」
ｚ
―
５
「
曩
」
ｚ
―
６
「
縛
」
ｚ
―
８
「
羅
」
ｚ
―
１０

「
訶
」

ｚ
―
１９

「
摩
」
ｚ
―
２０ 

 

α

〈
金
剛
法
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
金
剛
法
〉
に
は
四
十
三
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
そ
の
う
ち
の
五

箇
所
に
言
及
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
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五
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
縛
」
α

―
１
「
羅
」
α

―
３
「
路
」
α

―
２２

「
羅
」
α

―
２９

「
乞
」
α

―
３１ 

 
β

〈
金
剛
業
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
金
剛
業
〉
に
は
四
十
一
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
七
箇
に
言
及
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
五
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
羯
」
β

―
４
「
磨
」
β

―
５
「
訖
」
β

―
１０

「
縛
」
β

―
１９

「
哩
」
―
２９ 

 

γ

〈
佛
名
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
佛
名
〉
に
は
十
九
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
四
箇
に
言
及
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
三
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
無
」
γ

―
３
「
歸
」
γ

―
４
「
命
」
γ

―
５ 

 

δ

〈
教
化
〉 

 

『
声
明
集
』
の
〈
教
化
〉
に
六
十
五
箇
の
詞
章
が
あ
り
、
当
書
は
そ
の
う
ち
の
十
五
箇
に
言
及
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て
指
南
し
て
い
る
の
は
左
の
十
箇
所
で
あ
っ
た
。 

「
龍
」
δ

―
１
「
ケ
」
δ

―
６
「
リ
」
δ

―
１２

「
ワ
」
δ

―
１６

「
ナ
」
δ

―
２０

「
ラ
」
δ

―
２３

「
ム
」
δ

―
２４

「
ノ
」
δ

―
２６

「
コ
」
δ

―
２９

「
リ
」
δ

―
５１ 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
『
声
明
集
』
の
詞
章
全
三
千
八
百
三
十
六
箇
の
う
ち
千
百
三

十
九
箇
に
つ
い
て
言
及
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
『
声
明
集
』
の
詞
章
の
三
割
程

に
何
ら
か
の
言
及
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
中
で
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
に
つ
い
て

指
南
し
て
い
る
章
句
は
六
百
八
十
八
箇
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
の
六
割
強
が

博
士
の
実
際
の
唱
法
に
つ
い
て
割
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
そ
れ
以
外
の
記
述
は
、
音
価
・
カ

ナ
・
拍
子
・
出
典
・
所
作
等
に
つ
い
て
で
あ
る
。 

 

第
二
項 

諸
本 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
現
在
確
認
で
き
る
六
本
を
以
下
に
挙
げ
る
。 

 （
№
１
）
「
元
文
五
年
本
」 

高
野
山
普
門
院
蔵
。
『
聲
明
本
展
観
目
録
』
（
一
二
八
頁
）
に
奥
書
掲
載
。
上
下
二
冊
。 

 

元
文
五
（
一
七
四
○
）
年
、
廉
峯
（
一
七
一
八
～
一
七
七
二
）
写
。 

 

〔
奥
書
〕 

 
 

寫
本
云
主
空
□
（
花
押
） 

 
 

享
保
十
二
年
十
一
月
上
旬
蒙
中
院
々
主
寛
傳
阿
闍
梨
之
命
以
他
本
比
校
之
補
脱
削
繁
功 

訖 

沙
門
眞
源 
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同
十
五
年
十
月
十
一
日
以
眞
源
闍
梨
據
他
本
所
校
訂
之
本
寫
畢 

 
 

時
元
文
五
庚
申
五
月
十
九
日
以
眞
源
闍
梨
直
筆
本
書
寫
畢 

沙
門
廉
峯 

 

（
№
２
）
「
宝
暦
十
年
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
大
山
１８６８

―
１

）
。

（
大
山
１８６８

―
２
）
複
写
資
料
で
確
認
。 

宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
年
、
霊
瑞
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

二
冊
。 

（
上
巻
） 

表
紙
共
三
四
丁
。
竪
二
三
・
三
㎝
。
横
一
六
・
七
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
二
〇
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
天
」 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
上
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕
無
し
。 

 

（
下
巻
） 

表
紙
共
四
八
丁
。
竪
二
三
・
三
㎝
。
横
一
六
・
七
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
二
〇
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
地
」 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
下
」 

〔
尾
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
下
」 

〔
奥
書
〕 

寫
本
云
主
空
□
（
花
押
） 

右
上
下
二
巻
南
山
覚
證
院
隆
然
闍
梨
之
口
傳
也
當
山
進
流
ノ

声
明
ハ

本
以
此
記
写
本
者
也 

寶
暦
十
辰
年
八
月
廿
八
日
書
写
了 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

金
剛
峯
寺
沙
門
霊
瑞
南

龍

房 

 
 

 

右
朱
書
等
ハ

私
ニ

霊
―
附
レ

之
後
哲
可
有
校
合
矣 

・
応
永
二
十
例
秀
八
月
三
日
於
宇
長
尾
邑
田
般
若
坊
客
殿
書
写
之
畢 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

宥
恭
房
三

七

二

才 
 

・
于
時
永
文

字

欠

ル

三
年
五
月
三
日
南
条
山
十
樂
寺
御
本
之
借
出
如
此
写
了 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

筆
者
栄
舜
（
花
押
） 

 

（
№
３
）
寛
政
七
年
本
（
一
七
九
五
） 

高
野
山
真
別
処
所
蔵
（
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
寄
託
）
（
１
―
４９

シ
真
５５

）
。

複
写
資

料
で
確
認
。
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
〇
所
収
テ
ク
ス
ト
の
底
本
。 

寛
政
七
（
一
七
六
〇
）
年
、
憲
令
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

一
冊
。
表
紙
共
四

五
丁
。
竪
二
三
・
八
㎝
。
横
一
七
・
〇
㎝
。
半
丁
一
二
行
。
一
行
三
二
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
」 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
全
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

享
保
十
二
十
一
月
上
旬
蒙
中
院
々
主
寛
傳
阿
遮
梨
之
命
以
他
本
此
校
之
補
脱
刪
繁
功
訖 

 

沙
門
眞
源 
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同
十
五
年
十
月
十
一
日
以
眞
源
阿
遮
梨
據
也
本
所
訂
之
本
書
寫
終
時
元
文
五
庚

申

五
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
岳
密
念
沙
門
憲
令 

于
時
寛
政
七
乙

卯

正
月
十
一
日
書
寫
焉
畢 

 

（
№
４
）
嘉
永
元
年
本
（
一
八
四
八
）
複
写
資
料
に
て
確
認
。 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
０３３

―
００９

―
０１

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

嘉
永
元
年
（
一
七
四
八
）
年
、
高
厳
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

一
冊
。
表
紙
共

七
五
丁
。
竪
二
三
・
三
㎝
。
横
一
四
・
五
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
二
四
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
上
下
」 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
上
」
「
聲
明
集
私
案
記
下
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

享
保
十
二
年
十
一
月
上
旬
蒙
中
院
々
主
寛
傳
阿
闍
梨
之
命
以
他
本 

比
校
之
補
脱
削
繁
功
訖 

同
十
五
年
十
月
十
一
日
以
眞
源
闍
梨
拠
他
本
所
校
訂
之
本
書 

寫
終
時
元
文
五
庚
申
五
月
十
九
日
以
眞
源
闍
梨
直
筆
本
書
写 

了 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

沙
門
廉
峯 

維
延
享
四
丁
卯
之
歳
九
月
上
旬
普
門
院
廉
峯
師
以
御
本
写
得 

之
畢
同
月
中
旬
校
合
了
沙
門
快
存 

 

于
時
延
享
五
戌
辰
年
六
月
中
旬
快
存
師
之
御
本
申
請
七
月
中
旬
書
写
之
了 

 

宝
暦
四
甲

戌

年
雇
筆
法
弟
正
福
寺
尭
雄
書
写
功
記
豫
府
鴨 

部
郷
摩
尼
山
光
林
寺 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

沙
門
義
雄 

 

于
時
宝
暦
七
丁

丑

年
於
北
室
院
義
雄
師
以
御
本
孟
秋
上
旬
書
写
之
了 

 

沙
門
智
雄 

 

右
朱
書
朱
引
等
ハ

寿
門
快
雄
師
ノ

遺
弟
興
雄
法
師
以
本
記
之 

了
同
七
月
廿
六
日
校
了 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

智
雄 

 

于
時
宝
暦
七
丁

丑

天
九
月
十
七
日
書
写
校
合
了 

 

于
時
文
政
九
巳
戌
歳
十
二
月
二
廿
八
日
如
意
輪
寺
前
官
弘
栄
師
御
本
寫
之 

 

沙
門
深
照 

 

于
時
嘉
永
元
年
歳
次
戌
申
冬
十
有
二
月
二
十
又
三
日 

於
吉
備
月
郡
木
々
里
浄
見
精
舎
写
之
□ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

□
士
高
厳 

（
№
５
）
「
嘉
永
六
年
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
蔵
（
４５４

シ
特
４
）
。
複
写
資
料
で
確
認
。 

嘉
永
六
（
一
八
五
三
）
年
、
澄
空
（
生
没
年
不
詳
）
写
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

上
中
下
三
冊
。 

（
上
巻
） 

表
紙
共
二
五
丁
。
竪
二
三
・
〇
㎝
。
横
一
五
・
八
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
二
二
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
上
」 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
上
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 



185 
 

〔
奥
書
〕 

 

（
中
巻
） 

表
紙
共
二
三
丁
。
竪
二
三
・
〇
㎝
。
横
一
五
・
八
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
二
三
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
中
」 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
下
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕
無
し
。 

 

（
下
巻
） 

表
紙
共
二
二
丁
。
竪
二
三
・
〇
㎝
。
横
一
五
・
八
㎝
。
半
丁
八
行
。
一
行
二
〇
字
。 

〔
貼
外
題
〕
「
声
明
集
私
案
記
下
」 

〔
内
題
〕
「
声
明
集
私
案
記
下
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 

享
保
十
二
年
十
一
月
上
旬
蒙
中
院
々
主
寛
傳
阿
闍
梨
之
命
以
他
本
比
校
之
補
脱
削
繁
功
訖 

 

沙
門
眞
源 

 
 

同
十
五
年
十
月
十
一
日
以
眞
源
闍
梨
ノ

據
他
本
所
校
訂
之
本
写 

 
 

終
時
元
文
五
庚
申
五
月
十
九
日
以
眞
源
闍
梨
直
筆
本
書
写
了 

 

沙
門
廉
峯 

 

維
延
享
四
丁
卯
之
歳
九
月
上
旬
普
門
院
廉
峯
師
以
御
本
写
得
之
畢
同
月
中
旬
校
合
了 

沙
門
快
存 

 

于
時
延
享
五
戌
辰
年
六
月
中
旬
快
存
師
之
御
本
申
請
七
月
中
旬
書
写
之
了 

 

宝
暦
四
甲
戌
年
雇
筆
法
弟
正
福
寺
尭
雄
書
写
功
記
豫
府
鴨
部
郷
摩
尼
山
光
林
寺 

沙
門
義
雄 

 

于
時
宝
暦
七
丁
丑
年
於
北
室
院
義
雄
師
以
御
本
孟
秋
上
旬
書
写
之
了 

沙
門
智
雄 

 

右
朱
書
朱
引
等
ハ

寿
門
快
雄
師
ノ

遺
弟
興
雄
法
師
以
本
記
之
了
同
七
月
廿
六
日
校
了 

智
雄 

 

于
時
寛
政
六
甲
寅
年
六
月
中
旬
写
得
之
了 

沙
門
宥
意 

 

右
依
御
本
所
写
之
以
本
写
得
了
于
時
嘉
永
六
壬
牛
年
十
月 

進
流
末
学
沙
門
陀
澄
空 

 

（
№
６
）
「
書
写
年
次
不
明
本
」 

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
所
蔵
（
０２４

―
００７

―
０２

）
。

複
写
資
料
で
確
認
。 

書
写
年
代
不
詳
（
江
戸
期

）
。

書
写
者
不
詳
。
袋
綴
装
（
四
つ
目
綴

）
。

二
冊
。 

（
上
巻
） 

表
紙
共
四
〇
丁
。
竪
二
八
・
一
㎝
。
横
一
七
・
〇
㎝
。
半
丁
十
行
。
一
行
一
六
字
。 

〔
外
題
〕
不
詳
。 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
上
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕 

 
 

宝
暦
十
庚
辰
年
四
月
二
十
八
日 

金
剛
峯
寺
音
曲
沙
門
霊
瑞
南

龍

房 

（
下
巻
） 

表
紙
共
四
二
丁
。
竪
二
八
・
一
㎝
。
横
一
七
・
〇
㎝
。
半
丁
一
〇
行
。
一
行
一
六
字
。 
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〔
外
題
〕
不
詳
。 

〔
内
題
〕
「
聲
明
集
私
案
記
下
」 

〔
尾
題
〕
無
し
。 

〔
奥
書
〕
無
し
。 

 
 

 「
宝
暦
十
年
本
」
と
「
書
写
年
次
不
明
本
」
以
外
は
、 

享
保
十
二
十
一
月
上
旬
蒙
中
院
々
主
寛
傳
阿
者
梨
之
命
以
他
本
此
校
此
補
脱
剛
繁
功
説 

沙
門
真
源 

と
い
う
奥
書
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
真
源
の
書
写
本
系
統
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
が
『
声
明
集
私
案
記
』
の
概
要
と
諸
本
に
つ
い
て
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
『
続
真
言
宗
全
書
』

所
収
の
「
二
巻
本
」
の
「
寛
政
七
年
本
」
を
用
い
る
。 

 
 

 第
三
節 

『
声
明
集
私
案
記
』
が
依
拠
す
る
『
声
明
集
』 

 

本
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
曲
目
・
曲
と
変
動
域
に
あ
る
博
士
の
骨
格
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
依
拠
す
る
『
声
明
集
』
の
特
定
を
目
指
す
。 

 

第
一
項 

曲
目
・
曲
順 

 
 

ま
ず
、
曲
目
・
曲
順
に
お
い
て
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
様
の
『
声
明
集
』
が
存
在
す
る
か
否
か
に
つ

い
て
み
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
藥
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｍ
〈
四
智

梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略
漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊

讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
ｘ
〈
四
波
羅
蜜
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
γ

〈
佛
名
〉
δ

〈
教
化
〉
ｌ
〈
理
趣
経
〉 

『
声
明
集
私
案
記
』
は
『
声
明
集
』
所
収
曲
目
に
つ
い
て
の
指
南
書
で
あ
る
の
で
、
［
法
用
］
［
供
養

法
］
［
讃
］
の
構
成
で
あ
る
。
［
法
用
］
［
供
養
法
］
は
他
の
『
声
明
集
』
と
同
様
で
あ
る
が
、
［
讃
］

の
曲
順
の
み
異
な
る
。
当
書
で
は
、
〈
四
波
羅
蜜
〉
と
〈
阿
弥
陀
讃
〉
が
「
四
方
讃
］
と
「
佛
名
」
の
間

に
き
て
い
る
。
ま
た
、
〈
理
趣
経
〉
が
最
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
初
期
、
中
期
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な

曲
順
の
『
声
明
集
』
は
な
い
の
で
、
曲
目
・
曲
順
か
ら
『
声
明
集
私
案
記
』
の
依
拠
す
る
『
声
明
集
』
を

推
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
先
述
し
た
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
『
声
実
抄
』
も
『
声
明
集
私
案

記
』
と
同
様
に
［
讃
］
の
曲
順
の
み
が
異
な
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
口
伝
書
は
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て

［
讃
］
の
曲
順
を
変
え
て
記
述
し
て
い
る
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。 

 

第
二
項 

博
士
の
骨
格 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
お
い
て
、
変
動
域
に
あ
り
、
指
南
の
記
述
か
ら
骨
格
を
推
定
し
う
る
博
士
は
次

の
十
で
あ
る
。
各
々
に
お
い
て
、
前
の
『
声
明
集
』
六
本
と
口
伝
書
二
本
の
博
士
と
対
照
し
て
、
『
声
明

集
私
案
記
』
の
博
士
の
骨
格
を
再
構
成
し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
依
拠
す
る
『
声
明
集
』
を
探
る
。 
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№
１
〈
云
何
唄
〉
「
因
」
ｃ
―
１４

 
 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
因
ノ

博
士
ノ

角
ノ

末
ヲ

ツ
ヨ
ク
押
テ

次
ノ

博
士
ヲ

喉
ヨ

リ

出
ス

此
ノ

博

士
ニ

異
説
可
レ

有
レ

之
カ
ナ
ハ
末
ノ

角
ノ

中
ニ

ア
リ

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
一
下
）
と
「
角
」
を
強
く
押

し
て
次
の
博
士
を
喉
か
ら
出
す
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博

士
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
る
。 

初
期
の
「
文
保
二
年
本
」
と
中
期
の
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
の
『
声
明

集
』
及
び
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
は
、
左
記
の
よ
う
に
「
角
」
か
ら
初
重
の
「
羽
」
に
戻
し
「
角
」

を
出
す
も
の
で
あ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
と
同
一
の
骨
格
を
も
つ
。
右
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の

指
南
は
、
こ
の
博
士
の
骨
格
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
『
魚
山

蠆
芥
集
』
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
の
注
記
で
は
、
「
角
末
ツ
ヨ
ク
押
」
「
喉
ヨ
リ
出
ス
」
と
し
、
「
永
享
六
年

年
本
」
で
は
「
ノ
ト
コ
へ
ニ
タ
ス
」
と
し
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
、
「
喉
へ
ヒ
キ
イ
ル
ル
ヤ
ウ
ニ
テ

ツ
キ
出
ス
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
は
こ
れ
ら
の
注
記
と
も
類
似
し
て
い

る
。 

「
文
保
二
年
本
」 

 
 

「
永
享
六
年
本
」 

 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

 
 

 
 

 

ま
た
、
『
声
明
集
私
案
記
』
か
ら
で
は
、
異
説
の
博
士
の
骨
格
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
「
称
名
寺

本
ａ
」
「
応
永
三
年
本
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
異
な
る
博
士
を
掲
載
し
て
い
る
。
左
に

「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
の
骨
格
を
示
し
た
。
「
応
永
三
年
本
」
「
称
名
寺
本
ａ
」

は
、
「
角
」
を
一
度
切
っ
て
再
度
素
直
に
「
角
」
を
出
す
も
の
で
あ
る
。
「
応
永
三
年
本
」
は
「
角
」
か

ら
「
商
」
に
移
り
「
角
」
に
戻
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
か
、
或
い
は
両
者
が
、
『
声
明
集
私

案
記
』
の
想
定
す
る
異
説
の
博
士
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 

「
応
永
三
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
『
声
明

集
隆
法
口
伝
』
と
同
様
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
博
士
を
『
声
明
集
私
案
記
』
は
本
説
と
し
て
い
る
。 

 

№
２
〈
梵
音
〉
「
其
」
ｆ
―
３６
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『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
其
ノ

博
士
モ

普
散
ノ

普
ニ

同
シ

。
或
云
。
其
ノ

四
ツ
［
番
］
メ
ノ
徴
又

加
又
是
異
説
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
五
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
、
末
に
「
徴
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
な
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

末
に
「
徴
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
な
い
博
士
の
骨
格
は
中
期
の
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
に
み

ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
の
博
士
と

同
一
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集

』
、

初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期
の
「
応
永
三
年
本
」

「
康
正
二
年
本
」
及
び
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
は
末
に
「
徴
」
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
で
『
声

明
集
私
案
記
』
の
異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 
 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

 
 

 
 

 

 

№
３
〈
九
條
錫
杖
〉
「
切
」
ｇ
―
２３２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
十
方
一
切

［
（

無
量
等
）
○イ
］
一
切
ノ

切
本
ノ

羽
ソ
ル
也
。
徴
ヘ

下
テ

徴
ノ

中
ヨ
リ
カ
ナ
ヲ
成
シ

テ

角
ヘ

下
テ

少
シ

短
ク

商
ヘ

下
テ

未
ヲ

ソ
ラ
ズ
。
或
ハ

角
ニ

テ

ス
ル
也
。
是
レ

異
説
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
八
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
、
「
商
」
ま
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
商
」
ま
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
博
士
の
骨
格
は
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期
の

「
永
享
六
年
本
」
に
み
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六

年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集

』
、

中
期
の
「
応
永
三
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
の
博
士
は
末
に
「
商
」
が
記

譜
さ
れ
て
お
ら
ず
「
角
」
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 
 

「
康
正
二
年
本
」 
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№
４
〈
対
揚
〉
「
甚
」
ｉ
―
８２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
甚
深
ノ

甚
ハ

宮
計
也
。
或
ハ

宮
ヨ

リ

内
ノ

羽
ヘ

折
ル

是
レ

異
説
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
九
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
、
「
宮
」
で
記
譜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

初
期
の
「
文
保
二
年
本
」
と
中
期
の
「
永
享
六
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
の
『
声
明
集
』
の
博
士
は
、

「
宮
」
で
あ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
の
博
士
の
骨
格
で
あ
る
。
右
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南

は
、
こ
の
博
士
の
骨
格
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
『
魚
山
蠆
芥

集
』
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

ま
た
、
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ

」
、

中
期
の
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
の
骨
格
は
「
宮
」
「
羽
」
な
の

で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

№
５
〈
金
剛
界
〉
「
如
来
」
ｊ
―
５３４

～
５３５

「
及
」
ｊ
―
５３９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
異
説
ニ
如
來
ヲ
皆
ナ

商
ニ
ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
五
上
）
と
記

述
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
、
「
如
」
「
来
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
商
」
で
記
譜
し
な
い
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
な
い
博
士
の
骨
格
は
『
魚
山
蠆
芥
集

』
、

初
期
の
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期

の
「
永
享
六
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六

年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

ま
た
、
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
は
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の

異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 
 

「
永
享
十
年
本
」 

 
 

 
 

 

 №
６
〈
金
剛
界
〉
「
量
」
ｊ
―
６２７ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
南
無
無
量
ノ

無
ヲ
ハ
ユ
リ
ユ
リ
ト
羽
へ
下
ル
。
量
ノ

カ
ナ
ハ
折
目
ニ

成

ス
。
量
ノ

字
異
説
ニ
ハ
宮
商
ト
ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
五
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
「
宮
」
「
商
」
で
記
譜
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。 
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博
士
の
骨
格
が
「
宮
」
「
商
」
で
な
い
の
は
、
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期
の

「
応
永
三
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
羽
」

「
宮
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本
」
「
応
永

三
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
の
本
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
「
康
正
二
年
本
」
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
宮
」
「
商
」
な
の
で
、
『
声
明
集

私
案
記
』
の
異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 

「
康
正
二
年
本
」 

 

 
 

 
 

 
 

 

 

№
７
〈
胎
蔵
界
〉
「
親
」
ｋ
―
１７３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
親
ハ
餘
ヨ
リ
短
シ

テ

對
ニ
移
ル

。
或
ハ

親
ハ

徴
角
ト

ノ

短
ク

シ

テ

對
ニ

移
ル

ト

モ

○
［
云
○イ
］
是
異
説
也
。
何
モ

親
ハ

餘
ヨ
リ
短
シ
。
多
分
徴
ノ

末
ニ

星
ヲ

ツ
ク
也

。
」

（
続
真

三
〇
・
一
〇
七
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
、
「
親
」
を
「
徴
」
「
角
」
と
せ
ず
に
「
徴
」
を
突
い
て
終
わ

る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
「
徴
」
の
博
士
で
あ
る
。 

「
徴
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
博
士
は
、
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
に
み
ら
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
の
博
士
と

同
一
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集

』
、

初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期
の
「
応
永
三
年
本
」

「
康
正
二
年
本
」
及
び
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士
の
骨
格
は
「
徴
」
「
角
」
な
の
で
『
声
明
集
私

案
記
』
の
異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

 

「
康
正
二
年
本
」 

 

 
 

 
 

 
 

 

№
８
〈
胎
蔵
界
〉
「
願
」
ｋ
―
２８１ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
願
ハ
徴
ヨ
リ
羽
ヘ

折
上
ル
。
カ
ナ
ハ
折
目
二
成
ス
。
或
ハ
願
ノ
博
士
ノ

徴
ヲ
由
テ
一
ツ
由
リ
下
ヲ
自
下
ニ
シ
テ
羽
ヘ

上
ル
。
但
シ
末
ヲ
ツ
ク
○[

是]

異
説
也

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
〇
七
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
の
骨
格
は
「
徴
」
「
羽
」
で
あ
る
。 

「
徴
」
「
羽
」
の
博
士
の
骨
格
を
持
つ
の
は
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
中
期
の
「
応
永
三
年
本
」
で

あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士
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と
同
一
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集

』
、

「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」

の
博
士
の
骨
格
は
、
「
徴
」
「
角
」
「
羽
」
で
、
「
徴
」
か
ら
自
下
し
て
「
羽
」
に
上
が
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
の
博
士
が
『
声
明
集
私
案
記
』
と
一
致
し
な
い
の
は
、
当
所
だ
け
で
あ
り
、

「
永
享
十
年
本
」
も
当
所
と
№
５
の
二
箇
所
の
み
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
永
享
六
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

№
９
〈
理
趣
経
〉
「
法
」
ｌ
―
３４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
法
ハ

本
ニ

音
枕
ア
リ
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
六
下
）
と
記
述
さ
れ
て

い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
本
に
「
音
枕
」
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。 

「
永
享
六
年
本
」
に
は
左
記
の
よ
う
に
本
に
「
コ
ワ
マ
ク
ラ
ア
リ
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
「
声
枕
」
で
あ

る
の
で
、
「
音
枕
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
『
声
明
集
私
案
記
』

の
本
説
の
博
士
の
骨
格
は
「
商
」
の
本
に
打
ち
掛
け
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
「
永
享
六
年
本
」
と
同
じ
博

士
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
の
骨
格
は
「
商
」
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。 

「
商
」
の
博
士
の
骨
格
を
持
つ
の
は
、
初
期
の
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期
の
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享

十
年
本
」
で
あ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十

年
本
」
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
「
応
永
三
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
及
び
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
博
士

の
骨
格
は
「
角
」
「
商
」
な
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
永
享
六
年
本
」 

「
永
享
十
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

№
１０

〈
大
日
讃
〉
の
「
帝
」
ｏ
―
１８ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
帝
ニ

異
説
ア
リ
。
宮
ヨ
リ
下
ノ

羽
ヘ

下
テ

又
中
ノ
角
へ
上
テ
末
ヲ

ツ
ク
。

カ
ナ
ハ
角
ヘ

上
ル
折
目
ニ
成
ス
。
是
一
説
也
。
又
商
ヲ
ユ
リ
テ
宮
ヘ
一
ツ
下
テ
角
へ
折
上
テ
末
ヲ
突
。
カ

ナ
ハ
角
へ
上
ル
折
目
ニ

成
ス
。
是
一
説
也
。
何
レ
モ
不
レ

苦
。
爾
［
然
○イ
］
レ
ト
モ
多
分
本
ノ
宮
ヲ
用

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
二
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 
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『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
の
骨
格
は
「
宮
」
「
羽
」
「
角
」
で
あ
る
。 

初
期
の
「
文
保
二
年
本
」
と
中
期
の
「
応
永
三
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
「
康
正
二

年
本
」
及
び
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
『
声
明
集
』
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
宮
」
「
羽
」
「
角
」
で
あ
り
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
と
同
一
の
骨
格
を
も
つ
。
右
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
は
、
こ
の
博
士
の

骨
格
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
の
博
士
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
と
同

一
で
あ
る
。 

ま
た
、
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
は
「
商
」
「
宮
」
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
で
『
声
明

集
私
案
記
』
の
異
説
の
博
士
と
同
一
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 

「
永
享
六
年
本
」 

 

 
 
 

 
  

 

 

以
上
に
お
い
て
、
変
動
域
に
あ
り
、
指
南
の
記
述
か
ら
骨
格
を
推
定
し
う
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
博

士
を
選
び
、
そ
の
博
士
の
骨
格
を
再
構
成
し
、
『
声
明
集
』
六
本
と
口
伝
書
二
本
の
博
士
と
対
照
し
た
。

そ
の
結
果
、
変
動
域
に
あ
り
博
士
の
骨
格
が
分
か
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
博
士
十
箇
の
う
ち
、
№
２
・

№
３
・
№
６･

№
７
・
№
８
・
№
９
の
六
箇
の
博
士
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士
の
骨
格
を
持

っ
て
い
た
。
な
お
、
前
述
の
資
料
編
③
の
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
に
は
、
こ
の
対
照
情
報
も

反
映
さ
れ
て
い
る
。 

［
表
３
］
に
も
明
確
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
の
『
声
明

集
』
に
最
も
近
い
。
十
箇
所
の
博
士
全
て
を
比
較
で
き
る
「
永
享
六
年
本
」
は
、
実
に
№
８
の
一
箇
所
を

除
く
九
箇
所
の
博
士
の
骨
格
が
『
声
明
集
私
案
記
』
の
本
説
と
一
致
す
る
。
八
箇
所
し
か
比
較
で
き
な
い

「
永
享
十
年
本
」
も
№
４
と
№
８
を
除
い
た
六
箇
所
の
博
士
の
骨
格
が
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
「
康
正
二
年
本
」
は
、
十
箇
所
の
う
ち
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
一
致
す
る
の
は
、

№
１
・
№
４
・
№
５
・
№
１０

の
わ
ず
か
四
箇
所
で
あ
る
。
非
覚
証
院
方
の
「
応
永
三
年
本
」
も
、
№

５
・
№
６
・
№
８
・
№
１０

の
四
箇
所
の
博
士
し
か
一
致
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
『
声
明
集
私
案
記
』
は

中
期
の
『
声
明
集
』
の
な
か
で
は
、
明
ら
か
に
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
を
想
定
し
て
著
さ
れ

て
お
り
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
慈
鏡
系
の
口
伝
書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
「
永
享
六
年
本
」

で
も
一
箇
所
だ
け
で
は
あ
る
が
『
声
明
集
私
案
記
』
の
異
説
の
博
士
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
の
で
、
「
永
享

六
年
本
」
を
『
声
明
集
私
案
記
』
の
依
拠
し
て
い
る
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
完
全
に
同
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。 

な
お
、
初
期
の
『
声
明
集
』
と
比
較
す
る
と
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
、
情
報
の
な
い
№
１０

を
除
く
九

箇
所
中
、
№
３
・
№
５
・
№
６
の
僅
か
三
箇
所
の
博
士
が
一
致
す
る
だ
け
で
あ
る
。
一
方
、
隆
然
系
の

「
文
保
二
年
本
」
は
十
箇
所
中
、
№
１
・
№
３
・
№
４
・
№
５
・
№
６
・
№
９
・
№
１０

の
七
箇
所
の
博

士
が
『
声
明
集
私
案
記
』
と
一
致
し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
初
期
の
隆
然
系
を
強
く
受
け
継
い
で
い
る

こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 
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第
四
節 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
み
ら
れ
る
流
派
観 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
相
応
院
流
と
進
流
の
他
に
、
覚
証
院
方
と
東
南
院
方
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧

院
方
と
を
対
比
さ
せ
る
記
述
が
幾
つ
か
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
南
山
進
流
の
覚
証
院
方
に
立
つ
『
声
明
集
私

案
記
』
が
持
っ
て
い
た
、
東
南
院
方
と
金
剛
三
昧
院
方
に
対
す
る
価
値
観
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。 

な
お
、
相
応
院
流
と
進
流
の
対
比
的
な
記
述
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
二
十
三
箇
存
在
し
、
他
の
対

比
例
よ
り
圧
倒
に
多
い
。
こ
れ
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
時
代
に
は
、
高
野
山
上
で
実
質
的
に
独
立
し

た
流
派
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
は
南
山
進
流
と
相
応
院
流
で
あ
り
、
覚
証
院
方
・
東
南
院
方
・
金
剛
三

昧
院
方
等
は
あ
く
ま
で
進
流
の
な
か
の
支
流
派
に
過
ぎ
な
い
と
の
認
識
の
現
れ
だ
と
思
わ
れ
る
。
換
言
す

れ
ば
、
高
野
山
上
で
相
応
院
流
が
進
流
に
対
抗
す
る
他
流
派
と
し
て
如
何
に
大
き
く
意
識
さ
れ
る
存
在
で

あ
っ
た
か
を
反
映
し
た
数
量
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
相
応
院
流
と
進
流
を
対
比
さ
せ
る
記

述
が
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
つ
い
て
第
四
章
で
検
討
し
、

十
五
世
紀
初
頭
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
高
野
山
に
お
け
る
相
応
院
流
の
影
響
力
の
推
移
を
推
定

し
た
い
。 

 

第
一
項 

覚
証
院
方
と
東
南
院
方 

 
 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
お
い
て
、
覚
証
院
方
と
東
南
院
方
を
対
比
さ
せ
る
事
例
が
左
記
の
よ
う
に
三
つ

あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
梵
音
〉
「
勝
」
ｆ
―
５
「
寶
」
ｆ
―
３３

（
続
真
三
〇
・
九
四
下
） 

覺
證
院
ニ

ハ

切
モ

ス

東
南
院
ニ

ハ

子
チ
［
ハ
子
○イ
］
テ
モ
ス
。 

 

№
２
〈
梵
音
〉
「
方
」
ｆ
―
１１

「
供
」
ｆ
―
１７

「
供
」
ｆ
―
２４

「
相
」
ｆ
―
３９ 

「
供
」
ｆ
―
４５

（
続
真
三
〇
・
九
五
上
） 

東
南
院
ニ

ハ

上
ノ

十
方
ノ

方
供
養
ノ

供
色
相
ノ

相
此
レ

等
ノ

本
ノ

二
ノ

徴
ヲ

ハ

先
ノ

徴
ヲ

ハ

不
レ

由

前
ノ

方
等
ノ

末
ナ

ル

商
ヲ

モ

ソ
ラ
サ
ザ
ル
也
。
是
レ

東
南
院
様
也 

 

№
３
〈
四
智
梵
語
〉
「
嚩
」
ｎ
―
７
（
続
真
三
〇
・
一
一
一
上
） 

サ
ト
縛
ノ
縛
ニ
異
説
ア
リ
。
東
南
院
ニ
ハ
。
末
ヲ
細
ニ
由
リ
ソ
ラ
シ
テ
ト
ド
ム
ル
。
覺
證
院
ニ
ハ
。

ソ
ラ
サ
ズ
シ
テ
由
リ
ト
ド
ム
。
多
分
覺
證
院
ノ

○
［
樣
○イ
］
ヲ
用
也
。 

 

こ
れ
ら
の
、
記
述
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
の
記
述
は
、
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
で
は
な

く
、
旋
律
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
覚
証
院
方
と
東
南
院
方
と
の

大
き
な
相
違
は
、
同
じ
博
士
に
対
す
る
唱
法
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
か
ら
は
、
両
者
の
旋
律
に
つ
い
て
の
記
述
は
あ
っ
た
が
、

博
士
の
骨
格
の
相
違
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
東
南
院
方
の
『
声
明
集
』
の
博
士
の
骨

格
を
明
か
す
情
報
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

ま
た
、
『
声
明
集
私
案
記
』
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
東
南
院
方
の
旋
律
が
、
『
声
決
書
』
で
述
べ
ら
れ
て

い
た
、
隆
然
か
ら
学
ん
だ
音
曲
を
了
栄
房
剱
忠
が
誤
っ
て
相
伝
し
て
し
ま
っ
た
「
了
栄
房
ノ

非
節
」
で
あ
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る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
「
了
栄
房
ノ

非
節
」
が
『
声
明
集
私
案
記
』
の
時
代
に
ま
で
伝
承
さ
れ
東
南
院

方
の
旋
律
と
見
な
さ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
成
立
し
た
当
時
に

は
、
進
流
内
の
覚
証
院
方
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い
唱
法
を
も
つ
声
明
の
一
派
と
し
て
東
南
院
方
が
認
識

さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
東
南
院
方
の
声
明
と
そ
の
当
時
の
寺
院
勢
力
と
し
て
の
東
南

院
と
の
関
係
は
明
確
で
は
な
い
。 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
よ
れ
ば
、
覚
証
院
方
と
同
じ
博
士
を
使
用
す
る
近
い
関
係
に

あ
り
、
覚
証
院
方
が
「
了
栄
房
ノ

非
節
」
と
呼
ん
で
い
た
唱
法
を
持
つ
東
南
院
方
の
声
明
が
存
在
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
二
項 

衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
方 

  

『
声
明
集
私
案
記
』
に
お
い
て
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
方
を
対
比
さ
せ
る
事
例
が
左
記
の
よ
う
に
三

つ
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
金
剛
界
〉
「
訶
」
ｊ
―
３７２

（
続
真
三
〇
・
一
〇
二
上
） 

此
博
士
ニ
ハ
異
説
ア
リ
。
昔
シ

五
音
博
士
ノ
圖
ヲ

作
ル
勝
蓮
坊
ハ
訶
ノ

未
ノ
徴
ヲ
角
ヨ
リ
突
上
ル
也
。

高
野
衆
徒
方
ニ
ハ
折
リ

上
ク
。
金
剛
三
昧
院
ニ
ハ
ツ
キ
上
ク
。
何
モ
不
レ

苦
。
然
レ

ト

モ

田
舍
ニ
ハ

多
分
折
リ

上
テ
ス
ル
也
。 

 

№
２
〈
胎
蔵
界
〉
の
拍
子
に
つ
い
て
（
続
真
三
〇
・
一
〇
六
上
） 

上
四
字
只
拍
子
下
ノ

三
字
樂
拍
子
是
ヲ
ハ
高
野
ノ

衆
徒
方
ス
ル
也
。
一
向
樂
拍
子
ヲ

ハ

樹
下
ノ
座
様

ト

テ

衆
徒
方
ニ
ハ
被
レ

嫌
也
。
○
［
又
○イ
］
唯
只
拍
子
ニ
モ
ス
ル
也
。
此
ノ

三
ノ

様
モ
何
モ
句
ノ
末

ノ
一
字
ハ
少
シ
長
シ
。
高
野
ノ
別
所
田
舎
ニ
ハ
一
向
樂
拍
子
ヲ
用
テ
ス
ル
也
。 

 

№
３
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
座
」
ｕ
―
５
９
（
続
真
三
〇
・
一
一
八
上
） 

座
ノ

博
士
ニ

異
説
ア
リ
。
高
野
衆
徒
方
ニ
ハ
。
ニ
ツ
［
番
○イ
］
メ
ノ
徴
ヲ

長
シ
テ
密
カ

ニ

切
テ
。
末

ノ

徴
ヲ
本
ヨ
リ
ハ
短
シ
テ
羽
ヘ

突
上
テ
ユ
ラ
ス
ソ
ラ
ス
也
。
此
羽
ヨ
リ
律
也
。
本
ノ

羽
ヲ
如
ニ

二

金

○
［
字
ノ

一

○イ
］
ス
ル
也
。
證
蓮
房
ノ
樣
ニ
ハ
。
座
ノ
本
ヲ
ユ
リ
テ
徴
へ
下
テ
短
シ
テ
ツ
ヨ
ク
切
テ

。

末
ノ
徴
ヲ
長
シ
テ
羽
ヲ
突
上
テ
不
レ

由
。
末
ヲ
ソ
ラ
ス
也
。 

 

こ
れ
ら
は
、
覚
証
院
方
を
指
す
と
思
わ
れ
る
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
方
と
を
対
比
し
た
記
述
で
あ
る

２
２

。 

こ
れ
ら
で
は
、
旋
律
（
№
１

）
、

拍
子
（
№
２

）
、

音
価
（
№
３
）
に
つ
い
て
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧

院
方
が
対
比
的
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
方
の
相
違
と
し
て
、
前
項
と

同
様
に
、
同
じ
博
士
に
対
す
る
唱
法
の
違
い
を
あ
げ
て
い
る
。 

№
１
で
は
、
末
の
「
角
」
か
ら
「
徴
」
へ
折
り
上
げ
る
の
が
衆
徒
方
で
、
突
き
上
げ
る
の
が
金
剛
三
昧

院
方
で
あ
る
。
№
２
で
は
、
「
樹
下
ノ
座
様
」
が
衆
徒
方
に
対
比
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
覚
意
に
伝
え

ら
れ
金
剛
三
昧
院
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
、
第
二
章
で
述
べ
た
「
樹
下
上
人
宗
源
の
様
」
で
あ
る
と
お
も
わ

れ
る
。
「
樹
下
ノ
座
様
」
は
、
明
ら
か
に
衆
徒
方
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
№
３
で
は

「
證
連
房
」
つ
ま
り
覚
意
の
様
と
衆
徒
方
が
対
比
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
證
連
房
」
は
金
剛
三
昧
院
方
を
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指
す
と
思
わ
れ
る
。 

こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
前
項
と
同
様
に
、
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
実
際
の
唱
法
に

つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
方
と
の
大
き
な
相

違
は
同
じ
博
士
に
対
す
る
唱
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
一
例
だ
け
で
は
あ
る
が
、
衆
徒
方
が
金
剛
三
昧
院
方
の
唱
法
を
「
樹
下
ノ
座
様
」
と
呼
び
嫌
っ
て

い
た
事
例
が
確
認
で
き
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
よ
れ
ば
、
高
野
の
衆
徒
方
す
な
わ
ち
覚
証
院
方
と
同
じ
博
士

を
使
用
す
る
近
い
関
係
に
は
あ
る
が
、
覚
証
院
方
が
「
樹
下
ノ
座
様
」
と
呼
び
嫌
っ
て
い
た
声
明
を
伝
承

し
て
い
た
、
金
剛
三
昧
院
方
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
覚
証
院
方
に
つ
い
て
は
情
報
が

比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る
が
、
声
明
の
金
剛
三
昧
院
方
の
情
報
は
乏
し
い
。
金
剛
三
昧
院
方
が
鎌
倉
と

関
係
の
深
か
っ
た
覚
意
の
系
統
を
引
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
、
寺
院
勢
力
と
し
て
の
金
剛
三
昧
院

方
と
の
関
連
性
の
強
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
資
料
が
い
ま
の
と
こ
ろ
見
つ
け
ら
れ

な
い
。
ま
た
、
当
時
の
高
野
山
は
、
金
剛
峯
寺
方
と
大
伝
法
院
方
と
金
剛
三
昧
院
方
の
三
勢
力
に
別
れ
て

い
た
が
、
こ
の
寺
院
勢
力
と
し
て
の
三
流
と
、
声
明
の
覚
証
院
方
・
金
剛
三
昧
院
方･

東
南
院
方
と
の
関

係
は
明
確
で
は
な
く
、
特
に
大
伝
法
院
方
の
声
明
に
つ
い
て
は
、
南
山
進
流
の
諸
資
料
に
お
い
て
情
報
が

無
く
２
３

、
現
在
の
と
こ
ろ
全
く
不
明
で
あ
る
。
今
後
、
南
山
進
流
以
外
の
資
料
も
探
り
、
歴
史
的
な
背

景
を
考
慮
し
て
、
南
山
進
流
の
流
派
の
実
態
を
追
求
し
て
行
き
た
い
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
中
期
と
し
て
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造
が
確
定
し
て
以
後

か
ら
『
声
明
集
』
刊
行
以
前
ま
で
を
み
て
き
た
。 

第
一
節
で
は
、
中
期
の
『
声
明
集
』
諸
本
が
属
す
る
系
統
の
特
定
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
『
声
決
書
』

で
は
、
初
期
の
末
に
隆
然
系
が
二
つ
の
系
統
に
分
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
影
響
が
中

期
の
『
声
明
集
』
に
あ
る
の
か
否
か
の
確
認
も
試
み
た
。 

そ
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
康
正
二
年
本
」
を
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
『
声
明
集
』
に
位
置

付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
と
「
永
享
十
年
本
」
を
同
じ
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
の

『
声
明
集
』
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
応
永
三
年
本
」
を
覚
意
系
の
可
能
性
の
あ
る
非

覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
隆
法
系
の
『
声
明
集
』
よ
り
も
慈
鏡
系

の
『
声
明
集
』
の
方
が
二
系
統
に
分
か
れ
る
前
の
隆
然
系
の
覚
証
院
方
の
伝
承
を
よ
り
強
く
継
承
し
て
い

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ま
た
、
本
節
に
お
い
て
、
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
と
隆
然
系
『
声
明
集
』
の
存
在

を
確
認
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
分
か
れ
た
と
い
う
『
声
決
書
』
の
記
述
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
『
声
決
書
』
の
信
憑
性
が
高
ま
っ

た
。 第

二
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
概
要
と
諸
本
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
今
ま
で
明
ら
か

に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
成
立
年
代
を
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
か
ら
応
永
二
十
年

（
一
四
一
三
）
ま
で
に
設
定
し
た
。
ま
た
、
『
声
明
集
』
所
収
各
曲
に
お
い
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が

何
等
か
の
事
柄
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
割
合
が
、
『
声
明
集
』
の
詞
章
の
総
数
の
う
ち
の
お
よ
そ
三
割

四
分
程
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
旋
律
、
つ
ま
り
博
士
の
実
際
の
唱
法
に
つ
い
て
の
記
述
の

割
合
が
六
割
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 
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第
三
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
編
纂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
声
明
集
私
案
記
』
が
ど

の
系
統
の
『
声
明
集
』
に
依
拠
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
『
声
明
集
私
案
記
』

は
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。 

第
四
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
覚
証
院
と
東
南
院
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
と
を
対
比
し
た
記

述
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
流
派
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

そ
の
結
果
、
高
野
山
上
に
お
い
て
、
覚
証
院
方
と
同
じ
進
流
で
は
あ
る
が
、
好
ま
し
く
な
い
独
自
の
唱

法
を
持
つ
、
東
南
院
方
と
金
剛
三
昧
院
方
の
二
系
統
の
声
明
の
支
流
派
が
存
在
し
て
い
た
と
、
『
声
明
集

私
案
記
』
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、
高
野
山
上
で
独
立
し
た
流
派
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
た
の
は
、
進
流
と
相
応
院
流
で
あ
り
、
進
流
に
対
抗
す
る
他
流
派
と
し
て
相
応
院
流
が
強
く

意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

以
上
の
こ
と
を
総
括
す
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程

中
期
に
は
、
大
き
く
分
け
て
覚
証
院
方
と
金
剛
三
昧
院
方
に
近
い
と
思
わ
れ
る
非
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』

が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
に
は
、
慈
鏡
系
と
、
隆
法
系
の
二
系
統
が
存
在
し

て
い
た
。
ま
た
、
隆
法
系
よ
り
も
慈
鏡
系
の
方
が
、
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
分
か
れ
る
以
前
の
古
い
伝
承

を
よ
り
多
く
継
承
し
て
い
た
。
さ
ら
に
『
声
明
集
私
案
記
』
は
こ
の
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
に
属
す
る
口
伝

書
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
以
上
の
こ
と
は
、
中
期
に
は
未
だ
規
範
的
な
『
声
明
集
』
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

１

『
声
明
集
』
醍
醐
寺
蔵
一
九
六
函
一
六
号
。 

２

福
島
和
夫
校
訂
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
「
古
版
声
明
譜
」
東
京
書
籍 

一
九
九
五
年 

九
五

頁
。 

３

高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
図
書
館
蔵
。 

４

福
島
和
夫
編 

上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
第
七
回
特
別
展
観
『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』

一
九
八
二
年 

一
三
頁
。 

５

大
山
公
淳
『
仏
教
音
楽
と
声
明
』
大
山
教
授
法
印
昇
進
記
念
出
版
会 

一
九
五
九
年 

二
二
七
頁
。 

６

『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
八
』
続
真
言
宗
全
書
三
五 

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 

一
九
七
八
年 

四

七
四
頁
。 

７

『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
三
』
続
真
言
宗
全
書
三
四 

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 

一
九
八
六
年 

一

八
二
頁
。 

８

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
七
九
頁
。 

９

大
山
〔
一
九
五
九
〕
二
八
九
頁
。 

１
０

「
高
野
山
之
部
學
侶
」
『
紀
伊
續
風
土
記
』
続
真
言
宗
全
書
三
八 

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 

一
九

八
一
年 

二
九
三
頁
。 

１
１

№
１
・
№
３
・
№
６
・
№
８
・
№
９
・
№
１１

・
№
１2

及
び
〈
云
何
唄
〉
「
因
」
ｃ
―
１４

・

〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｄ
―
３
・
〈
対
揚
〉
「
甚
」
ｉ
―
８２

・
〈
金
剛
界
〉
「
礼
仏
」
「
供
養
」
ｊ
―

６５６

ｊ
―
６５７

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
第
五
発
菩
提
真
方
便
」
「
願
」
ｋ
―
２８１

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
第
八
奉
請

法
身
方
便
」
「
無
」
ｋ
―
４３９

。 

１
２

№
２
・
№
６
・
№
８
・
№
８
・
№
９
・
№
１０

・
№
１2

・
№
１３

及
び
〈
対
揚
〉
「
護
」
ｉ
―

２８９

。 

１
３

№
３
・
№
４
・
№
５
・
№
７
・
№
９
・
№
１1

。 

１
４

〈
云
何
唄
〉
「
因
」
ｃ
―
１４

・
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｄ
―
３
・
〈
出
家
唄
〉
「
願
」
ｄ
―
１６

・
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〈
梵
音
〉
「
其
」
ｆ
―
３７

・
〈
錫
杖
〉
「
敬
」
ｇ
―
９６

・
〈
金
剛
界
〉
「
他
」
ｊ
―
３３

・
〈
金
剛

界
〉
「
地
」
ｊ
‐
３６３

・
〈
金
剛
界
〉
「
四
」
ｊ
―
３８２

・
〈
金
剛
界
〉
「
智
」
ｊ
―
３９２

・
〈
金
剛

界
〉
「
消
」
「
除
」
ｊ
―
５８６

５８７

・
金
剛
界
〉
「
南
」
ｊ
―
６０６

・
〈
金
剛
界
〉
「
量
」
ｊ
―
６２８

・
金

剛
界
〉
「
南
」
～
「
界
」
ｊ
‐
６６７

～
６７１

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
親
」
ｋ
‐
１７３

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ

―
２４４

・
胎
蔵
界
〉
「
願
」
ｋ
―
２８１

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２９７

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
無
」
ｋ
―

４３９

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
者
」
ｋ
―
５２７

・
胎
蔵
界
〉
「
得
」
ｋ
―
６６２

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
無
」
「
胎
」
ｋ

―
８７８

８８１

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
一
」
「
切
」
ｋ
―
８９３

８９４

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
切
」
ｋ
―
９０５

・
〈
理
趣
経
〉

「
真
」
ｌ
―
１２

・
〈
理
趣
経
〉
「
法
」
ｌ
―
３４

・
〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３０９

・
〈
大
日
讃
〉

「
帝
」
ｏ
―
１８

・
〈
文
殊
讃
〉
「
清
」
ｔ
―
７
・
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
座
」
ｕ
―
５９

・
〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
底
」
ｗ
―
４０

・
東
方
讃
〉
「
嚩
」
～
「
嚩
」
ｙ
―
１
～
６
。 

１
５

〈
云
何
唄
〉
「
因
」
ｃ
―
１４

・
〈
梵
音
〉
「
其
」
ｆ
―
３７

・
〈
錫
杖
〉
「
敬
」
ｇ
―
９６

・

〈
九
條
錫
杖
〉
「
願
」
ｈ
‐
５８

・
〈
金
剛
界
〉
「
他
」
ｊ
―
３３

・
〈
金
剛
界
〉
「
四
」
ｊ
‐

３８２

・
〈
金
剛
界
〉
「
南
」
～
「
界
」
ｊ
―
６６７

～
６７１

・
〈
胎
蔵
界
〉
「
親
」
ｋ
―
１７３

・
〈
胎
蔵

界
〉
「
一
」
「
切
」
ｋ
―
８９３

８９４

・
〈
理
趣
経
〉
「
真
」
ｌ
―
１２

・
〈
理
趣
経
〉
「
法
」
ｌ
―

３４

・
〈
大
日
讃
〉
「
帝
」
ｏ
―
１８

・
〈
文
殊
讃
〉
「
清
」
ｔ
―
７
・
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
座
」
ｕ
―

５９

・
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
成
」
ｕ
―
６８

・
〈
東
方
讃
〉
「
嚩
」
～
「
嚩
」
ｙ
‐
１
～
６
。 

１
６

中
川
善
教
「
魚
山
蠆
芥
集
成
立
攷
」
『
佛
教
學
論
集
』 

山
喜
房
書
林 

一
九
七
六
年 

四
四
六
頁
。 

１
７

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
七
四
頁
。 

１
８

『
魚
山
私
鈔
』
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
八
四
巻 

大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会 

一
九
三
一
年 

八
四
一
頁
上
。 

１
９

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
四
六
頁
。 

２
０

中
川
〔
一
九
七
六
ａ
〕
四
四
六
頁
。 

２
１

大
山
〔
一
九
五
九
〕
一
七
四
頁
。 

２
２

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
覚
証
院
方
と
金
剛
三
昧
院
方
を
対
比
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
用
例
が
も

う
一
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
釋
」
ｕ
―
８ 

に
は  

釋
梵
ノ
釋
ニ
異
説
ア
リ
。
高
野
ノ
院
中
ニ

ハ

皆
セ
イ
ハ
ン
ト

ス
ル
也
。
取
分
テ

金
剛
三
昧
院
ニ
ハ
セ

ツ
［
ン
］ 

○イ
ト
ス
ル
也
。
大
原
ニ

ハ

キ
ヲ
半
音
ニ

シ

テ

セ
キ
ハ
ン
ト
ス
ル
也
。
田
舎
ハ

［
（

多
分
）

○イ
］
セ
イ
ハ
ン
ト
ス
ル
也
。
（
続
真
三
〇
・
一
一
六
下
～
一
一
七
上
） 

と
す
る
。
ま
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
同
所
に
つ
い
て 

釋
ニ

ハ

セ
ツ
セ
キ
セ
イ
ノ

三
音
異
説
ア
リ
今
ハ
セ
イ
ヲ
用
也
此
院
内
ノ

様
ト
テ
用
也
金
剛
三
昧
院
ニ

ハ

セ
ン
ト
ス
云

云

大
原
ニ

ハ

セ
キ
ト
ス
ル
ト
云

云

田
舎
多
分
セ
イ
ハ
ム
ト
ス
ル
衆
徒
方
ハ

院
内
ノ

様

ト
一
同
也
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
） 

と
し
て
お
り
、
「
高
野
ノ
院
中
」
お
よ
び
「
院
内
ノ

様
」
の
覚
証
院
方
に
対
し
、
金
剛
三
昧
院
は
異
な
る

送
り
仮
名
を
使
っ
て
い
る
と
す
る
。 

２
３

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
金
剛
三
昧
院
」
は
あ
る
が
「
大
伝
法
院
」
の
名
は
出
て
こ
な
い
。
当
時

の
状
況
を
考
え
る
と
不
自
然
で
あ
り
、
恐
ら
く
金
剛
峯
寺
方
の
声
明
で
あ
っ
た
覚
証
院
方
の
資
料
が
、
故

意
に
大
伝
法
院
を
無
視
し
た
か
隠
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
後
さ
ら
に
南
山
進
流
の
資
料
の
中
に
残
さ

れ
た
大
伝
法
院
の
痕
跡
も
探
し
だ
し
、
高
野
山
に
お
け
る
声
明
の
流
派
観
に
つ
い
て
追
求
し
て
行
き
た
い
。 
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第
四
章 

後
期 

―
『
声
明
集
』
の
刊
行
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立 

 

は
じ
め
に 

 

本
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
後
期
と
し
て
、
版
本
『
声
明
集
』
の
登
場
か
ら
『
魚
山
蠆

芥
集
』
の
成
立
ま
で
に
つ
い
て
論
じ
る
。
具
体
的
な
年
代
は
『
声
明
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
文
明
四
年
（
一

四
七
二
）
か
ら
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
ま
で
に
設
定
す

る
。 第

一
節
で
は
、
最
初
の
版
本
で
あ
る
「
文
明
四
年
版
」
が
依
拠
し
た
中
期
の
『
声
明
集
』
の
系
統
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
の
後
、
「
文
明
四
年
版
」
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
構
造
の
確
定
へ
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
考
察
す
る 

第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
教
則
本
と
し
て
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た

い
。
す
な
わ
ち
、
『
声
明
集
』
の
骨
組
み
に
長
恵
が
ど
の
よ
う
な
要
素
を
付
加
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と

い
う
南
山
進
流
の
規
範
的
教
則
本
を
作
り
上
げ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

さ
ら
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
受
用
に
つ
い
て
、
次
に
『
声
明
集
私
案
記
』
以

外
の
受
用
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
考
察
を
行
う 

 

第
一
節 

版
本
『
声
明
集
』
の
成
立 

 

第
一
項
「
文
明
四
年
版
」 

 

第
三
章
で
は
、
中
期
に
慈
鏡
系
の
『
声
明
集

』
、

隆
法
系
の
『
声
明
集

』
、

覚
意
の
系
統
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
『
声
明
集
』
の
存
在
を
確
認
し
、
十
五
世
紀
の
後
半
の
文
明
四
年
（
一
四
七
二
年
）
に
『
声
明

集
』
が
初
め
て
刊
行
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
の
刊
本
が
現
在
、
「
文
明
四
年
版
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
「
文
明
四
年
版
」
の
開
版
を
端
緒
に
し
て
室
町
期
に
は
種
々
の
『
声
明
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
１

。

な
お
、
「
文
明
四
年
版
」
と
そ
れ
以
降
の
種
々
の
『
声
明
集
』
の
博
士
の
骨
格
を
含
む
基
本
構
造
は
同
じ

で
あ
る
。 

当
本
は
、
上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
が
編
纂
し
た
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
２

』
１
に
影
印
本
が
収

載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「
文
明
四
年
版
」
の
書
誌
、
さ
ら
に
は
『
声
明
集
』
に
つ
い
て
の
詳
細
な

解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
説
に
よ
る
と
現
在
、
「
文
明
四
年
版
」
は
上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究

所
所
蔵
の
一
本
と
城
崎
温
泉
寺
所
蔵
の
二
本
の
計
三
本
の
伝
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
、
書

誌
に
つ
い
て
は
序
論
に
お
い
て
、
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
を
参
考
に
し
て
示
し
た
。 

こ
の
、
「
文
明
四
年
版
」
の
発
見
以
前
に
最
古
の
版
本
の
『
声
明
集
』
と
み
な
さ
れ
て
い
た
「
文
明
十

年
版
」
の
『
声
明
集
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
文
明
四
年
版
」
と
ほ
ぼ
同
じ
博
士
の
骨
格
を
持
ち
「
文
明

四
年
版
」
の
再
刻
３

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
本
は
同
じ
系
統
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
文
明
十
年
版
」
は
長
恵
の
付
法
の
師
で
あ
る
忠
義
に
よ
っ
て
開
版
さ
れ
て
い
る
。
「
文
明

十
年
版
」
を
開
版
し
た
の
が
、
覚
証
院
方
の
正
嫡
の
長
恵
の
師
で
あ
る
と
す
る
と
、
「
文
明
十
年
版
」
と

同
系
統
の
「
文
明
四
年
版
」
も
当
然
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

多
様
な
系
譜
の
『
声
明
集
』
が
存
在
し
て
い
た
十
五
世
紀
前
半
か
ら
半
世
紀
が
過
ぎ
た
十
五
世
紀
後
半

に
な
っ
て
初
め
て
『
声
明
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
十
五
世
紀
の
後
半
に
な
り
、
覚
証
院
方
の
中
で
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も
主
流
派
が
確
定
し
勢
力
が
強
ま
り
、
そ
の
系
統
の
『
声
明
集
』
が
高
野
山
に
お
い
て
規
範
的
な
地
位
を

獲
得
し
、
『
声
明
集
』
開
版
へ
の
道
が
開
け
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
本
項
で
は
、
「
文
明
四
年
版
」
に
最
も
影
響
を
与
え
た
中
期
の
『
声
明
集
』
を
推
定
し
、

当
本
が
中
期
の
ど
の
系
統
に
連
な
る
資
料
で
あ
る
か
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
一
目 

曲
順
・
曲
目 

 
 

こ
こ
で
は
、
「
文
明
四
年
版
」
の
曲
目
構
成
、
曲
順
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
当
本
が
中
期
の
ど
の
『
声

明
集
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
す
る
。
「
文
明
四
年
版
」
の
曲
目
構
成
、
曲
順
・
曲
目
は

次
の
通
り
で
あ
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
藥
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
礼
讃
文
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｘ
〈
四

波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
γ

〈
佛
名
〉

δ

〈
教
化
〉 

こ
の
曲
目
構
成

（
［

法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
）
、
曲
目
・
曲
順
は
、
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
の
「
永
享

六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
お
よ
び
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
「
康
正
二
年
本
」
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

非
覚
証
院
方
の
覚
意
系
に
近
い
「
応
永
三
年
本
」
と
は
若
干
曲
順
・
曲
目
が
相
違
す
る
。
つ
ま
り
、
「
文

明
四
年
版
」
は
慈
鏡
系
、
隆
法
系
と
い
っ
た
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
構
成
、
曲
順
に
准
じ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
明
四
年
版
」
は
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

第
二
目 

博
士
の
骨
格 

 
 

続
い
て
、
「
文
明
四
年
版
」
の
博
士
の
骨
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

「
文
明
四
年
版
」
の
す
べ
て
の
博
士
の
骨
格
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
対
照
し
た
結
果
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
相
違
す
る
骨
格
を
持
つ
博
士
は
三
箇
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
箇
の
博
士
は
、
「
康
正
二
年
本
」
の
博
士
の

骨
格
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
っ
た
。
こ
の
三
箇
の
博
士
の
骨
格
を
次
に
示
す
。 

な
お
、
論
文
末
の
資
料
編
③
の
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
中
に
、
変
動
域
に
あ
る
「
文
明
四

年
版
」
の
全
て
の
博
士
の
異
同
を
掲
載
し
た
。 

 

№
１
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２４４ 

左
は
、
「
康
正
二
年
本
」
と
「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
及
」
の
博
士

を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
康
正
二
年
本
」 

「
文
明
四
年
版
」 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
） 
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№
２
〈
胎
蔵
界
〉
「
五
誓
願
」
「
得
」

ｋ

―

６６２ 

左
は
、
「
康
正
二
年
本
」 

と
「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
五
誓
願
」

の
「
得
」
の
博
士
を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
康
正
二
年
本
」 

「
文
明
四
年
版
」 

 
 

 
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
三
中
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

№
３
〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３０２

、
３１７ 

左
は
、
「
康
正
二
年
本
」
と
「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
「
盧
」
の
博
士

を
対
照
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
康
正
二
年
本
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
文
明
四
年
版
」 

 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
） 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 

 

以
上
の
三
箇
所
に
お
い
て
「
康
正
二
年
本
」
と
「
文
明
四
年
版
」
の
博
士
は
共
通
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
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と
相
違
す
る
骨
格
を
持
っ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
三
箇
所
以
外
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
康
正
二
年
本
」
と

「
文
明
四
年
版
」
は
す
べ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
文
明
四
年
版
」
の
博

士
は
す
べ
て
「
康
正
二
年
本
」
と
同
じ
骨
格
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
博
士
の
骨
格
の
検
討
か
ら
、
第
一
に
「
康
正
二
年
本
」
を
祖
本
と
し
て
「
文
明
四
年
版
」
が
開

版
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
「
康
正
二
年
本
」
は
覚
証
院
方
の
中
で
も
隆
法
系
の
『
声
明
集
』
な
の
で
、

「
文
明
四
年
版
」
も
隆
法
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。 

 

第
二
項 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
構
造
確
定
へ
の
影
響 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、
『
声
明
集
』
が
刊
行
さ
れ
て
半
世
紀
後
の
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
）
に
三
巻
本

の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
。
こ
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
に
「
文
明
四
年
版
」
の
刊
行
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

先
述
し
た
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
『
声
明
集
』
が
普
及
し
、
「
教
則
本
」
の
必
要
性
が
生
じ
た
め

に
、
長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
先
行
研
究
で
は
、
こ
の
『
声
明

集
』
が
特
に
版
本
の
『
声
明
集
』
と
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
が
、
『
声
明
集
』
の
普
及
と
は
、
『
声
明
集
』

の
刊
行
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

刊
行
に
よ
っ
て
『
声
明
集
』
が
多
く
の
人
に
行
き
渡
っ
た
と
は
い
え
、
「
文
明
四
年
版
」
は
詞
章
と
博

士
の
み
が
記
さ
れ
て
お
り
、
初
心
者
に
は
難
解
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
初
心
者
の

指
南
の
た
め
に
、
多
く
の
口
伝
が
掲
載
さ
れ
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

本
項
で
は
、
「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
曲
目
・
曲
順
及
び
博
士
の
骨
格
を
対
照
し
、

「
文
明
四
年
版
」
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
構
造
の
確
定
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。 

 

第
一
目 

曲
目
・
曲
順 

 

ま
ず
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
曲
目
・
曲
順
を
挙
げ
る
と
次
の
様
に
な
る
。 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
ｂ
〈
如
来
唄
〉
ｃ
〈
云
何
唄
〉
ｄ
〈
出
家
唄
〉
ｅ
〈
散
華
〉
（
大
日
・
釋

迦
・
藥
師
・
阿
弥
陀
）
ｆ
〈
梵
音
〉
ｇ
〈
三
條
錫
杖
〉
ｈ
〈
九
條
錫
杖
〉
ｉ
〈
対
揚
〉
（
曼
荼
羅

供
・
最
勝
講
・
大
般
若
・
法
花
経
・
盂
蘭
盆
経
仁
王
経
）
ｊ
〈
金
剛
界
〉
ｋ
〈
胎
蔵
界
〉
ｌ
〈
理
趣

経
〉
ｍ
〈
礼
讃
文
〉
ｎ
〈
四
智
梵
語
〉
ｏ
〈
大
日
讃
〉
ｐ
〈
不
動
讃
〉
ｑ
〈
四
智
漢
語
〉
ｒ
〈
心
略

漢
語
〉
ｓ
〈
佛
讃
〉
ｔ
〈
文
殊
讃
〉
ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉
ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉
ｘ
〈
四

波
羅
蜜
〉
ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉
ｚ
〈
金
剛
寶
〉
α

〈
金
剛
法
〉
β

〈
金
剛
業
〉
γ

〈
佛
名
〉

δ

〈
教
化
〉 

こ
の
曲
目
構
成

（
［

法
用
］
［
供
養
法
］
［
讃
］
）
、
曲
目
・
曲
順
は
、
「
文
明
四
年
版
」
と
完
全
に
同

じ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
の
曲
目
構
成
、
曲
順
に
従
っ
て

い
る
。 

 

第
二
目 

博
士
の
骨
格 

 

前
項
の
第
二
目
の
№
１
か
ら
№
３
に
示
し
た
よ
う
に
、
「
文
明
四
年
版
」
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違

す
る
博
士
は
、
「
康
正
二
年
本
」
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
三
箇
の
博
士
と
完
全
に
一
致
す
る
。
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そ
の
三
箇
所
に
お
い
て
長
恵
が
「
文
明
四
年
版
」
の
博
士
の
骨
格
を
採
用
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
考

察
を
加
え
る
。 

 

№
１
〈
胎
蔵
界
〉
「
及
」
ｋ
―
２４４ 

「
文
明
四
年
版
」
は
「
徴
」
で
末
に
星
を
突
く
博
士
、
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
「
角
」
の

博
士
で
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
「
イ
本
声
明
集
ニ
ハ
用
之
」
と
し
て
「
文
明
四
年
版
」
の
「
徴
」

の
博
士
を
異
説
の
博
士
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。 

な
お
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
説
の
博
士
の
骨
格
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
応
永
三
年
本
」
と
同
じ
で

あ
る
。
長
恵
は
何
ら
か
の
理
由
で
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
及
び
覚
意
系
の
可
能
性
が
あ
る
「
応
永

三
年
本
」
の
博
士
を
本
説
と
し
て
採
用
し
た
と
い
え
る
。 

 

№
２
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
五
誓
願
」
の
「
得
」

ｋ

―

６６２ 

「
文
明
四
年
版
」
は
「
角
」
で
終
わ
る
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
角
」

か
ら
「
商
」
に
下
が
っ
て
終
わ
る
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
「
文
明
四
年
版
」
以
前
の
す
べ
て
の
『
声

明
集
』
で
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
長
恵
が
「
文
明
四
年
版
」
以

外
の
『
声
明
集
』
を
み
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
、
長
恵
は
「
文
明
四
年
版
」
と
初
期
、
中
期

の
『
声
明
集
』
諸
本
を
対
校
さ
せ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
を
確
定
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

№
３
〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３０２

、
３１７ 

「
文
明
四
年
版
」
に
は
本
説
と
異
説
の
二
種
類
の
博
士
が
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
詞
章
の
左
上
か
ら
出
て

い
る
本
説
の
博
士
は
、
「
宮
」
「
宮
」
「
羽
」
「
羽
」
「
宮
」
「
羽
」
の
博
士
、
詞
章
の
右
上
か
ら
出
て

い
る
異
説
の
博
士
は
、
「
宮
」
「
宮
」
「
羽
」
「
羽
」
で
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
も
本
説
と
異

説
の
二
種
類
の
博
士
が
記
譜
さ
れ
て
い
て
、
本
説
の
博
士
は
「
文
明
四
年
版
」
の
異
説
、
異
説
の
博
士
は

「
文
明
四
年
版
」
「
康
正
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
本
説
の
博
士
、
つ
ま
り
隆
法
系
の
博
士
で

あ
る
。
「
康
正
二
年
本
」
「
文
明
四
年
版
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
以
外
の
初
期
、
中
期
の
『
声
明
集
』

は
総
じ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
長
恵
が
隆
法
系
以
外
の
『
声
明

集
』
を
み
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
、
長
恵
は
隆
法
系
の
『
声
明
集
』
と
初
期
、
中
期
の
そ
の

他
の
系
統
の
『
声
明
集
』
諸
本
を
対
校
さ
せ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
を
確
定
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
博
士
の
骨
格
の
相
違
は
三
箇
所
の
み
で

あ
る
。
な
お
、
資
料
編
③
［
表
３
］
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
三
箇
所
す
べ

て
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
博
士
の
骨
格
を
有
し
て
い
た
『
声
明
集
』
は
「
称
名
寺
本
ａ
」

「
応
永
三
年
本
」
の
み
で
あ
っ
た
。 

「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
少
し
く
相
違
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
長
恵
は
「
文
明
四
年

版
」
の
博
士
の
骨
格
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
訳
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
長
恵
は
、
「
康
正
二
年
本
」

「
文
明
四
年
版
」
以
外
に
、
中
期
の
『
声
明
集
』
や
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
応
永
三
年
本
」
の
博
士

の
骨
格
も
採
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

し
た
が
っ
て
、
長
恵
は
、
普
及
し
て
い
た
版
本
の
「
文
明
四
年
版
」
を
底
本
と
し
つ
つ
も
、
他
の
『
声

明
集
』
を
対
校
本
と
し
て
利
用
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
の
骨
格
を
決
定
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 
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た
だ
し
、
初
期
、
中
期
の
他
の
全
て
を
見
渡
し
て
も
「
文
明
四
年
版
」
及
び
「
康
正
二
年
本
」
以
上
に

博
士
の
骨
格
が
一
致
す
る
『
声
明
集
』
は
な
く
、
基
本
構
造
も
す
べ
て
「
文
明
四
年
版
」
と
同
一
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
長
恵
が
当
時
普
及
し
て
い
た
版
本
の
「
文
明
四
年
版
」
を
底
本
と
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違

い
が
な
く
、
他
の
『
声
明
集
』
を
対
校
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
の
骨
格
を
決
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

次
節
以
降
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
確
定
し
た
『
声
明
集
』
の
骨
組
み
に
、
長
恵
が
注
記
等
の
情
報
を

付
け
加
え
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
作
り
上
げ
た
過
程
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 

第
二
節 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立 

 

本
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
編
纂
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
声
明
集
私
案
記
』

を
中
心
に
、
『
声
明
集
』
の
骨
組
み
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
付
加
さ
れ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
成
立
し
た

か
を
解
明
し
た
い
。 

す
な
わ
ち
、
第
一
項
で
旋
律
に
焦
点
を
絞
っ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
『
声
明
集
私
案
記
』
を
ど
の
程
度

受
用
し
て
い
た
か
を
確
認
し
た
う
え
で
、
第
二
項
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
受
用
、
第
二
項
で
『
声
明
集

私
案
記
』
以
外
の
受
用
に
考
察
す
る
。 

な
お
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
の
骨
格
は
基
本
的
に
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の

『
声
明
集
』
に
依
っ
て
い
る
が
、
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
博
士
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
と

比
較
可
能
な
十
箇
所
中
六
箇
所
で
骨
格
が
相
違
し
て
お
り
、
博
士
の
骨
格
に
関
す
る
か
ぎ
り
『
声
明
集
私

案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
離
れ
て
い
る
。 

 

第
一
項 

『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相
違 

 

本
項
で
は
、
次
項
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
受
用
に
つ
い
て
考
察
す
る
前

段
階
と
し
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
の
受
用
の
程
度
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す

る
。 具

体
的
に
は
、
前
章
で
確
認
し
た
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
―
つ
ま
り
博
士
の
実
際
の
唱
法
―
に
つ

い
て
言
及
し
て
い
る
計
六
百
八
十
八
箇
所
と
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
を
比
較
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
の
相
違
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

な
お
、
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本

」
、

慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本

」
、

隆
法
系
の
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』

の
そ
れ
ぞ
れ
の
旋
律
も
抽
出
し
、
そ
れ
ら
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
ど
ち
ら
を
採

用
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
確
認
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山

蠆
芥
集
』
の
属
す
る
系
統
の
確
認
も
行
い
た
い
。 

論
文
末
の
資
料
編
④
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
相
違
す
る
旋
律
計
八
十
六
箇
の

位
置
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
・
「
文
保
二
年
本

」
、

中
期
の
四
本
の
『
声
明
集
』

と
『
声
明
集
隆
法
口
伝

』
、

後
期
の
「
文
明
四
年
版
」
の
旋
律
の
異
同
を
示
し
た
対
照
表
を
作
成
し
て

［
表
４
］
「
旋
律
対
照
表
」
と
し
て
掲
載
し
た
。 

 

ａ
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉 
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『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は

四
箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
二
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
１
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
「
衆
」
ａ
―
１１ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
衆
生
ノ

衆
ノ

羽
ヲ

折
テ

徴
ヲ

一
ッ

由
テ

生
ヘ

移
ル

也

。
」

（
続
真
三
〇
・

九
一
上
）
と
「
徴
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
徴
」
に
は
「
ス
」

（
大
正
八
四
・
八
二
五
中
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
２
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
「
如
」
ａ
―
５３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
は
「
如
来
ノ

如
ハ

短
シ

一
ト

由
リ

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
一
上
）
と
「
徴
」
を

由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
の
「
如
」
の

「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
五
中
）
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
由
ら
な
い
指
南
が
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
文
保
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
由
ら
な
い
指
南
を
注
記
し
て
い
る
の
で

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｂ
〈
如
来
唄
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
如
来
唄
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
三
箇
所

で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
指
南
は
な
か
っ
た
。 

 

ｃ
〈
云
何
唄
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
云
何
唄
〉
の
詞
章
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
指
南
さ
れ
て
い
る
の
は
四
箇
所
で

あ
っ
た
。
そ
の
中
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
指
南
は
な
か
っ
た
。 

 

ｄ
〈
出
家
唄
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
出
家
唄
〉
の
記
述
の
中
に
は
唱
法
に
つ
い
て
の
指
南
は
な
か
っ
た
。 

 

ｅ
〈
散
華
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
散
華
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
三
十
二
箇

所
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
三
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 №
３
〈
散
華
〉
「
願
」
ｅ
―
２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
は
「
願
ノ

徴
ヲ

ハ

ツ
ヨ
ク
ハ
ユ
ル
カ
ズ
。
少
シ

ユ
ル
ガ
ス
樣
ニ

ス
ル
［
○イ
欠
］

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
二
上
）
と
「
徴
」
を
由
る
指
南
を
し
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
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〈
散
華
〉
の
「
願
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て

い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
由
ら
な
い
指
南
を
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と

同
じ
で
あ
る
。 

 

№
４
〈
散
華
〉
「
歸
」
ｅ
―
１２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
は
「
歸
命
ノ

二
字
ノ

徵
ハ

ア
ラ
ク
ユ
ラ
ズ
シ
テ
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
由
ル

也

。
」

（
続
真

三
〇
・
九
二
下
）
と
「
徴
」
を
由
る
指
南
を
し
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
〈
散
華
〉
の

「
歸
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
５
〈
散
華
〉
「
遍
」
ｅ
―
２３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
は
「
遍
ノ

博
士
ハ

角
ヲ

ス
グ
ニ
持
テ
徴
ヘ

ツ
キ
上
テ

由
カ
ナ
ヲ
成
ス

。
」

（
続
真

三
〇
・
九
三
上
）
と
「
徴
」
を
由
る
指
南
を
し
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
〈
散
華
〉
の

「
遍
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
不
由
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｆ
〈
梵
音
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
梵
音
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
二
十
九
箇

で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
三
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の

旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
６
〈
梵
音
〉
「
有
」
ｆ
―
４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
又
商
ヘ

ツ
キ
上
テ

ユ
ラ
ズ
ソ
ラ
シ
テ

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
四
上
）
と
三

つ
目
の
「
商
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
三
つ
目
の
「
商
」

に
は
「
ユ
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
）
と
由
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
７
〈
梵
音
〉
「
方
」
ｆ
―
１１ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
方
ノ

本
ノ

徴
ハ

二
ツ

ハ

半
由
リ

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
四
下
）
と
由
る
指

南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
梵
音
〉
の
「
方
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正

八
四
・
八
二
六
下
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
ク
ム
」
と
由
ら
な
い
指
南
を
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
８
〈
梵
音
〉
「
諸
」
ｆ
―
１２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
但
シ

四
ツ
［
番
○イ
］
メ
ノ

角
ヲ

ソ
ラ
シ
テ
徴
ヘ

折
リ

上
ル

也

。
」

（
続
真
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三
〇
・
九
四
下
）
と
四
つ
目
の
「
角
」
を
反
ら
す
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
四
つ
目
の
「
角
」
に
は
「
ソ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
角
」
の
末
に
「
ス
ク
ニ
ヤ
ル
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
同
じ
で
あ
る
。
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ

る
。 

 

ｇ
〈
三
条
錫
杖
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
三
条
錫
杖
〉
の
詞
章
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
指
南
さ
れ
て
い
る
の
は
十
六
箇

で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
三
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の

旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
９
〈
三
條
錫
杖
〉
「
實
」
ｇ
―
１５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
（
続
真
三
〇
・
九
五
下
）
に
は
「
實
ハ

本
ノ

商
ヲ

ソ
ラ
シ
テ
宮
へ

下
ス

。
」

と

「
商
」
を
反
ら
す
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
商
」
に
は
「
ソ
ル
ヘ
カ
ラ

ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
）
と
反
ら
さ
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
ソ
ル
色
ア
リ

」
、

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ソ
ツ
テ
ヲ
シ
下
ス

」
、

「
永
享
六
年
本
」
は
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
は
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
１０

〈
三
条
錫
杖
〉
「
三
」
ｇ
―
１９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
三
ハ

本
ノ

宮
ヲ

ユ
ル
ガ
サ
ス

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
五
下
）
と
「
宮
」

を
由
ら
な
い
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
三
条
錫
杖
〉
の
「
三
」
の
「
宮
」

に
は
「
ユ
」
と
由
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で

そ
れ
ぞ
れ
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
１１

〈
三
条
錫
杖
〉
「
清
」
ｇ
―
３４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
清
ノ

［
（

博
士
）
○イ
］
本
ノ

羽
ヲ

ソ
ラ
シ
テ
」
（
続
真
三
〇
・
九
六
上
）

と
本
の
「
羽
」
を
反
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
三
条
錫
杖
〉
の
「
清
」

の
本
の
「
羽
」
に
は
「
ソ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
七
上
）
と
反
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て

い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
ソ
ラ
サ
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｈ
〈
九
条
錫
杖
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
九
条
錫
杖
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
三
十

八
箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
一
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 
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№
１２

〈
九
條
錫
杖
〉
「
已
」
ｈ
―
３９１ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
已
ハ

ソ
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
八
下
）
と
反
る
指
南
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
）
の
初
重
の
「
羽
」
に
は
「
直
」
と
反
ら

な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｉ
〈
対
揚
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
対
揚
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
十
七
箇
で

あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
五
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋

律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
１３

〈
対
揚
〉
「
場
」
ｉ
―
６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
ツ
ヨ
ク
ソ
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
九
上
）
と
「
商
」
を
反
る
指
南
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
場
ノ

商
ユ
リ
ソ
ル
人
モ
ア
リ
今
ハ

不
尓
」
（
大

正
八
四
・
八
二
八
上
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
少
ソ
ル
」
「
永
享
六
年
本
」
に
は
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声

明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
１４

〈
対
揚
〉
「
三
」
ｉ
―
７ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
徴
ヲ

ユ
ル
」
（
続
真
三
〇
・
九
九
上
）
と
「
徴
」
を
由
る
指
南
が
記
述

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
八
上
）
の
「
徴
」
に
は
「
ス
」
と
注
記
さ

れ
て
い
る
。 

な
お
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ

る
。 

 

№
１５

〈
対
揚
〉
「
四
」
ｉ
―
１４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
四
ノ

羽
モ

ソ
ル
也
。
」
（
続
真
三
〇
・
九
九
上
）
と
「
羽
」
を
反
る
指

南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
八
上
）
の
初
重
の
「
羽
」
に
は

「
直
」
と
い
う
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
ソ
ラ
サ
ス
」
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ソ
ラ
サ
ス
也
」
と
注
記
し

し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い

る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
１６

〈
対
揚
〉
「
所
」
ｉ
―
８６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
は
「
所
ノ

羽
ヲ

少
シ

ソ
ラ
ス
。
」
（
続
真
三
〇
・
九
九
下
）
と
「
羽
」
を
反
ら
す

指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
八
中
）
の
初
重
の
「
羽
」
に

は
「
直
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
と
「
永
享
六
年
本
」
は
両
者
と
も
に
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
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集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
１７

〈
対
揚
〉
「
金
」
ｉ
―
９０ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
金
末
ノ

徴
ハ

少
シ

ユ
リ
テ
」
（
続
真
三
〇
・
九
九
下
）
と
い
う
指
南
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
二
八
中
）
の
末
の
「
徴
」
に
は
「
ス
」

と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｊ
〈
金
剛
界
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
金
剛
界
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
八
十
五

箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
四
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
１８

〈
金
剛
界
〉
「
教
」
ｊ
―
３９３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
教
ハ

末
ニ
星
ヲ
ツ
ク
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
三
上
）
と
「
徴
」
の
末

を
突
く
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
下
）
は
末
の
「
徴
」

を
突
い
て
い
な
い
。
な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で

あ
る
。
ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
な
い
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
１９

〈
金
剛
界
〉
「
國
」
ｊ
―
４３６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
末
ノ

星
ヲ

ツ
ク
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
四
上
）
と
「
徴
」
の
末
を
突
く

指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
下
）
は
末
の
「
徴
」
を
突

い
て
い
な
い
。 

 

№
２０

〈
金
剛
界
〉
「
福
」
ｊ
―
４７１ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
後
ニ

星
ヲ
ツ
ク
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
四
下
）
と
「
徴
」
の
末
を
突

く
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
）
は
末
の
「
徴
」
を

突
い
て
い
な
い
。 

な
お
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ

る
。 

 

№
２１

〈
金
剛
界
〉
「
設
」
ｊ
―
５７５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
所
設
ノ

設
ハ
一
ト

由
リ
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
五
上
）
と
「
宮
」
を
由

る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
宮
」
に
は
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
一

上
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
両
者
と
も
『
声
明
集
私

案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｋ
〈
胎
蔵
界
〉 
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『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
百
六
箇

で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
九
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の

旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
２２

〈
胎
蔵
界
〉
「
世
」
ｋ
―
５８ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
世
ノ

末
ノ
羽
ヲ

ツ
ク
也
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
六
下
）
と
い
う
指
南

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
下
）
は
末
の
「
羽
」
を
突
い
て

い
な
い
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

「
永
享
六
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
な
い
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
２３

〈
胎
蔵
界
〉
「
切
」
ｋ
―
６０ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
切
ハ

本
ノ

徴
ヲ

二
タ

ユ
リ
計
リ

由
テ
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
六
下
）
と

本
の
「
徴
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
の
「
徴
」
に
は
「
ス
」

（
大
正
八
四
・
八
三
一
下
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
由
っ

て
い
な
い
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
は
由
っ
て
い
る
の
で
『
声

明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
２４

〈
胎
蔵
界
〉
「
大
」
ｋ
―
２１６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
大
モ

羽
ノ
末
ヲ

ツ
ク
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
七
上
～
下
）
と
い
う
指

南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
二
上
）
は
末
の
「
羽
」
を
突
い

て
い
な
い
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
な
い
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、

「
永
享
六
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
２５

〈
胎
蔵
界
〉
「
解
」
ｋ
―
３０９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
解
ハ
末
ノ
羽
ヲ

ツ
ク
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
七
下
～
一
〇
八
上
）
と

末
を
突
く
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
二
中
）
は
末
の

「
羽
」
を
突
い
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で

あ
る
。 

 

№
２６

〈
胎
蔵
界
〉
「
含
」
ｋ
―
３１６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
含
ノ
羽
ヲ
突
云

云

」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
上
）
と
末
を
突
く
指
南
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
二
中
）
は
末
の
「
羽
」
を
突
い
て
い

な
い
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
な
い
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で

あ
る
。 
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№
２７

〈
胎
蔵
界
〉
「
佛
」
ｋ
―
３５２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
佛
ハ
角
ヨ
リ
徴
ヘ

折
リ

上
ル

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
上
）
と
「
角
」

か
ら
「
徴
」
へ
折
り
上
が
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三

二
中
）
の
「
佛
」
で
は
「
角
」
か
ら
「
徴
」
へ
突
き
上
が
っ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
突
き
上
が
っ
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で

あ
る
。 

 

№
２８

〈
胎
蔵
界
〉
「
諸
」
ｋ
―
３８６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
請
（
諸
）
ノ

徴
ヲ
由
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
上
）
と
記
述
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
下
）
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
諸
」
の
「
徴
」

に
は
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
由
っ
て
い
な
い
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
は
由
っ
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
２９

〈
胎
蔵
界
〉
「
衆
」
ｋ
―
４６４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
衆
ノ

末
ノ
徴
ハ
由
ル

也
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
下
）
と
「
徴
」
を

由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
三
上
）
の
「
衆
」
の

「
徴
」
に
は
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
「
文
保
二
年
本
」
は
「
ス

」
、

「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
ラ

ス
」
と
注
記
し
て
い
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
３０

〈
胎
蔵
界
〉
「
得
」
ｋ
―
６６２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
得
ノ
カ
ナ
ハ
本
ノ

徴
ノ
中
ニ
成
ル
。
徴
ヲ
ハ
二
ツ
ナ
ガ
ラ
ユ
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
九
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
得
ノ

二
ナ

カ
ラ
ユ
ル
ト
云

云

但
今
ハ

如
レ

注
一

」
（
大
正
八
四
・
八
三
三
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
と
も
に
本
の
「
徴
」
を
由
っ
て
い
な
い
の
で
『
魚
山
蠆

芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｌ
〈
理
趣
経
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
理
趣
経
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
七
十
七

箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
十
一
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
３１

〈
理
趣
経
〉
「
剛
」
ｌ
―
１８５

 

№
３２

〈
理
趣
経
〉
「
手
」
ｌ
―
１８６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
剛
手
言
ノ
角
ノ

博
士
皆
由
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
七
上
）
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
記
云
剛
手
ノ

角
モ
ユ
ル
ト
云

云

今
ハ
不
由
」
（
大
正
八

四
・
八
三
五
上
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
剛
」
「
手
」
「
言
」
の
「
角
」
に
「
ユ
ル
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で

『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
一
の
指
南
で
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
剛
」
「
手
」
に
「
ス
」

と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 
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№
３３

〈
理
趣
経
〉
「
能
」
ｌ
―
２１７ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
能
ノ
本
ノ
羽
ヲ
ソ
ラ
シ
テ
徴
ヘ

折
下
シ

テ

由
ル
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二

七
下
）
と
二
つ
目
の
「
徴
」
を
由
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
〈
理

趣
経
〉
の
「
能
」
の
二
番
目
の
「
徴
」
「
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
上
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注

記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
一
の
指
南
で
あ

る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
の
指
南

で
あ
る
。 

 

№
３４

〈
理
趣
経
〉
「
王
」
ｌ
―
２３５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
末
ノ
角
ニ

星
ヲ
突
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
八
上
）
と
末
を
突
く
指
南
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
五
上
）
は
末
の
「
角
」
を
突
い
て
い

な
い
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
「
文
明
四
年
版
」
は
末
を
突
い
て
い
る

の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
３５

〈
理
趣
経
〉
「
勝
」
ｌ
―
２４９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
末
ノ
角
ニ

星
ヲ
突
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
八
上
）
と
末
を
突
く
指
南
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
）
は
末
の
「
角
」
を
突
い
て
い

な
い
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
康
正
二
年
本
」
「
文
明
四
年
版
」
は
末
を
突
い
て
い
る

の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
３６

〈
理
趣
経
〉
「
毗
」
ｌ
―
２９３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
毘
ノ
商
ヲ
由
ル
カ
ス
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
八
上
）
と
「
商
」
を
由
る

指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
下
）

と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
３７

〈
理
趣
経
〉
「
毗
」
ｌ
―
２９８ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
毘
ノ
徴
ヲ
由
ル
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
八
下
）
と
「
徴
」
を
由
る
指

南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
下
）
と

由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同

じ
で
あ
る
。 

 

№
３８

〈
理
趣
経
〉
「
毗
」
ｌ
―
３１３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
毘
ハ
徴
ヲ
由
ル
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
九
上
）
と
い
う
指
南
が
記
述

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
下
）
と
由
ら
な
い
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指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま

た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
３９

〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３１４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
ル
ノ

本
ノ
徴
ヲ

モ

ユ
ル
。
角
ヘ

折
下
テ

重
テ

ソ
ラ
シ
テ
商
ヘ

下
テ

商
ノ

末
ヲ
ソ
ラ
ズ
。
角
ヘ

折
上
テ
角
ノ

末
ヲ

［
本
○イ
］
持
上
ル
様
ニ

徴
ヘ
折
上
テ
由
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一

二
九
上
）
と
「
角
」
か
ら
「
徴
」
に
お
い
て
持
ち
上
げ
る
よ
う
に
折
り
上
げ
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
持
上
様
ト
云

云

声
エ
ハ
キ
ツ
カ
ト
ハ
不
持
上
也
」
（
大
正
八

四
・
八
三
五
中
）
と
「
角
」
か
ら
「
徴
」
に
お
い
て
持
ち
上
げ
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
永
享
六
年
本
」
は
「
モ
チ
ア
ク
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
４０

〈
理
趣
経
〉
「
毗
」
ｌ
―
３１８ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
毘
ハ
商
ヲ

由
ル
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
九
上
）
と
い
う
指
南
が
記
述
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
商
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
）
と
由
ら
な
い
指

南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
４１

〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３１９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
ル
ノ

本
ノ
商
マ
テ
由
ル
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
九
上
）
と
「
商
」
を

由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
五
下
）
で
は
「
盧
」
の

本
の
「
商
」
を
由
っ
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
「
文
保
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で

『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｍ
〈
礼
讃
文
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
礼
讃
文
〉
の
記
述
の
中
に
は
唱
法
に
つ
い
て
の
指
南
は
な
か
っ
た
。 

 

ｎ
〈
四
智
梵
語
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
四
智
梵
語
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
十
二

箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
二
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
４２

〈
四
智
梵
語
〉
「
覩
」
ｎ
―
１９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
摩
娜
［
覩
○イ
］
娜
［
覩
○イ
］
ノ
本
ノ
商
［
高
○イ
］
ヲ
前
［
先
○イ
］
ノ
様

ニ
由
リ
ソ
ラ
シ
テ
末
モ
如
ク
ニ
二

以
前
一

ス
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
一
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ユ
リ
ソ
ル
ト
云

云

今
ハ
不
然
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。 
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な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ

る
。 

 

№
４３

〈
四
智
梵
語
〉
「
羅
」
ｎ
―
２４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
［
羅
○イ
］
ユ
リ
ソ
ラ
ス
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
一
一
下
）
と
「
商
」
を

由
り
反
ら
す
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
商
」
に
は
「
ス
」
（
大
正
八

四
・
八
三
六
中
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
「
文
保
二
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同

じ
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

ｏ
〈
大
日
讃
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
大
日
讃
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
七
箇
で

あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
一
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋

律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
４４

〈
大
日
讃
〉
「
薩
」
ｏ
―
１ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
此
讚
ノ
商
ノ
博
士
何
レ
ト
モ
少
シ
ヅ
ツ
ユ
ル
カ
ス
ヘ
シ
。
（
中
略
）
蘖

（
マ
ゝ
）
ハ
商
宮
ヲ
回
シ
テ
又
商
ヘ
突
上
テ
ソ
ラ
ズ
シ
テ
ユ
リ

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
一
下
）
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
薩
ノ

本
ユ
ル
ト
云

云

當
世
尓
ラ
ス
」
（
大
正
八

四
・
八
三
六
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
蘖
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は

「
薩
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ｐ
〈
不
動
讃
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
不
動
讃
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
七
箇
で

あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
二
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
の

指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
４５

〈
不
動
讃
〉
「
弥
」
ｐ
―
２０ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
角
ヘ

折
上
テ
末
ヲ

突
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
一
二
下
）
と
「
角
」
の
末
を

突
く
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
六
下
）
は
末
の
「
角
」

を
突
い
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
「
文
保
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
「
康
正
二
年
本
」
「
文
明
四
年
版
」

は
末
を
突
い
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
４６

〈
不
動
讃
〉
「
吠
」
ｐ
―
２６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
犬
ハ
宮
ヨ
リ
商
ヘ

突
上
ル

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
二
下
）
と
「
宮
」

か
ら
「
商
」
へ
突
き
上
げ
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
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六
下
）
で
は
「
宮
」
か
ら
「
商
」
へ
折
り
上
が
っ
て
い
る
。
諸
資
料
に
お
い
て
突
き
上
が
っ
て
い
る
博
士

は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
。 

  
 

 
 

 

ｑ
〈
四
智
漢
語
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
四
智
漢
語
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
十
三

箇
所
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
一
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
４７

〈
四
智
漢
語
〉
「
受
」
ｑ
―
６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
受
ノ

本
ニ

折
［
打
○イ
］
カ
ケ
ア
リ
。
三
ツ[

番
○イ]

メ
ノ
徴
ノ

中
ニ

カ

ナ
ヲ
成
ス
。
次
ニ

角
ヲ
ニ
ツ
重
テ
星
ヲ
ツ
ク
。
或
ハ
本
ノ
打
カ
ケ
ヲ

セ
ズ
シ
テ
ス
ク
ニ
羽
ヲ

出
ス
是
異
説

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
三
上
）
と
打
ち
懸
け
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

に
は
、
「
受
ノ

本
ニ

打
懸
ア
リ
此
ノ

様
當
世
不
レ

用
一

記
説
也
記
ニ
ハ
打
カ
ケ
ナ
キ
ヲ
異
説
ト
云

云

」

（
大
正
八
四
・
八
三
六
下
）
と
本
を
打
ち
懸
け
な
い
指
南
を
注
記
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
打
ち
懸
け
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

ｒ
〈
心
略
漢
語
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
心
略
漢
語
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
三
箇

で
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
指
南
は
な
か
っ
た
。 

  
 

 
 

 

ｓ
〈
佛
讃
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
佛
讃
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
十
七
で
あ

っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
一
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律

の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
４８

〈
佛
讃
〉
「
藍
」
ｓ
―
１２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
末
ノ

角
ニ

星
ヲ

突
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
一
四
上
）
と
「
角
」
の
末
を

突
く
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
は
末
の
「
角
」

を
突
い
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
「
康
正
二
年
本
」

「
文
明
四
年
版
」
は
末
を
突
い
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

ｔ
〈
文
殊
讃
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
文
殊
讃
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
十
六
箇

で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
一
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の

旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 
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№
４９

〈
文
殊
讃
〉
「
真
」
ｔ
―
１６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
眞
座
ノ

二
字
ハ
少
シ
ユ
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
四
下
）
と
「
真
」

を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
真
」
の
「
商
」
に
は
「
記
云
ユ
ル
カ

ス
ト
云

云

今
ハ
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
中
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』

と
同
じ
で
あ
る
。 

  
 
  
  
  

 

ｕ
〈
吉
慶
漢
語
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
吉
慶
漢
語
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
四
十

二
箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
七
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
５０

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
諸
」
ｕ
―
１ 

 

№
５１

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
佛
」
ｕ
―
２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
諸
ノ
末
ノ
商
ト
佛
ノ
商
ト
少
ユ
ル
カ
ス
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
六
下
）

と
「
商
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
の

「
諸
」
と
「
佛
」
の
「
商
」
は
ど
ち
ら
も
由
っ
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
諸
」
を
「
ユ

」
、

「
佛
」
を
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
。
「
永
享
六
年

本
」
は
両
方
と
も
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明

集
隆
法
口
伝
』
は
両
方
と
も
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
５２

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
隨
」
ｕ
―
１２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
末
ノ
二
ツ
［
番
目
］
メ
ノ
角
ノ
末
ニ
星
ヲ
ツ
ク
。
」
（
続
真
三
〇
・
一

一
七
上
）
の
「
角
」
の
末
を
突
く
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・

八
三
七
下
）
は
末
の
「
角
」
を
突
い
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本
」
「
応
永
三
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
「
康
正
二
年
本
」
「
文
明
四
年
版
」
は
突
い
て
い
る
の
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』

と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
５３

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
迦
」
ｕ
―
２９

 

№
５４

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
毘
」
ｕ
―
３０ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
迦
毘
羅
ノ

三
字
ハ
呂
也
。
何
モ
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
由
ル
ヘ
シ

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
一
七
下
）
と
「
迦
」
「
毗
」
の
両
方
の
「
商
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
「
迦
」
「
毘
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
商
」
に
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る

の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
商
」
に
「
ユ
」
と

注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
５５

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
祥
」
ｕ
―
４８ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
祥
本
ノ
羽
ノ
始
［
初
○イ
］
ヲ
打
カ
ケ
テ
。
末
ヲ

ソ
ラ
シ
テ
徴
ヘ

下
テ
徴
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ノ

中
ニ

カ
ナ
ヲ
成
ス
。
角
ヘ

下
ル
角
ノ

終
リ
ニ
星
ヲ
突

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
八
上
）
と
本
を
打
ち
懸

け
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
祥
ノ

根
ニ

打
懸
ア
リ
ト
云

云

當
世

不
尓
一

又
末
ノ

角
ニ

星
ア
リ
ト
云

云

是
又
無
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
と
本
を
打
ち
懸
け
な
い
指

南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
本
を
打
ち
懸
け
て
い
な
い
の
で

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
５６

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
界
」
ｕ
―
１２３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
界
ハ
末
ニ
星
ヲ
突
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
一
九
上
）
と
末
の
「
角
」
の

末
を
突
く
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
八
上
）
は
末
の

「
角
」
を
突
い
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
「
文
保
二
年
本
」
「
応
永
三
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
「
永
享
十
年
本
」

「
康
正
二
年
本
」
「
文
明
四
年
版
」
は
末
を
突
い
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
同
一
で
あ

る
と
い
え
る
。 

  
 

 
 

 

ｖ
〈
吉
慶
梵
語
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
吉
慶
梵
語
〉
の
詞
章
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章

は
二
十
一
箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
三
箇
所
で
『
声
明
集

私
案
記
』
の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
５７

〈
吉
慶
梵
語
〉
「
瞢
」
ｖ
―
３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
瞢
ハ
商
ノ
中
程
ニ
カ
ナ
ヲ
成
ス
。
商
ノ
末
ヨ
リ
角
徴
卜
回
ス
ニ
。
徴
ニ

成
ル
ト
思
フ
所
ヨ
リ
ユ
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
九
下
）
と
「
徴
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ユ
ル
ト
云

云

當
世
不
尓
此
讃
ハ
常
ヨ
リ
羽
深
ソ
ル
ト
云

云

」

（
大
正
八
四
・
八
三
八
中
）
と
「
徴
」
を
由
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
５８

〈
吉
慶
梵
語
〉
「
他
」
ｖ
―
４７ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
怛
多
ノ

二
字
ハ

呂
也
。
多
ヲ

ユ
リ
テ
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
〇
上
）
と

「
多
」

（
「

他

」
）

の
「
宮
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、

「
記
云
怛
他
二
字
呂
ト
云

云

依
之
一

宮
ヲ

ユ
ル
ト
云

云

當
世
不
尓
梵
平
唯
律
頌
ニ

違
也
」
（
大
正
八
四
・

八
三
八
中
）
と
「
宮
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
指
南
と
同
一
で

あ
る
。 

 

№
５９

〈
吉
慶
梵
語
〉
「
扇
」
ｖ
―
５４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
扇
モ
宮
ヲ
少
ユ
リ
テ
下
ノ

羽
へ

下
ル
。
自
レ

是
以
前
ニ

ア
ル
モ
以
後
ニ

ア
ル
モ
。
宮
ヨ
リ
羽
へ
下
ル
［

下
羽

博
士

○イ
］
宮
ハ
呂
ニ

シ

テ

少
ユ
ル
カ
ス
［

由歟

○イ

］
。

〔
委
ク
ハ
〕
○イ
可
レ

尋

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
〇
上
）
と
「
宮
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
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集
』
の
「
宮
」
に
は
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
中
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
ｗ
〈
阿
弥
陀
讃
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
阿
弥
陀
讃
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
五
十

八
箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
十
七
箇
所
で
『
声
明
集
私
案

記
』
の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
６０

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
弥
」
ｗ
―
３ 

 

№
６１

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
陀
」
ｗ
―
４ 

 

№
６２

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
婆
」
ｗ
―
５ 

 

№
６３

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
也
」
ｗ
―
６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
彌
ハ
末
ノ
羽
ヲ

由
ル

。
多
ハ

ニ
ゴ
ル
也
。
多
婆
也
ノ

三
字
ハ

皆
由
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
下
）
と
「
弥
」
「
陀
」
「
婆
」
「
也
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
意
弥
ノ

羽
ヨ
リ
也
ノ

羽
マ

テ

各
ユ
ル
ト
云

云

當
世
ハ

不
尓
也
」
（
大
正
八

四
・
八
ル
也
。
多
婆
也
ノ

三
字
ハ

皆
由
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
上
）
と
「
弥
」
か
ら
「
也
」
の

「
羽
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
弥
」
「
陀
」
「
婆
」
「
也
」
を
「
ス
」
と
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は

「
弥
」
「
婆
」
「
也
」
を
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
そ
れ
ぞ
れ
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
６４

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
陀
」
ｗ
―
１０ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
陀
ハ

末
ヲ

ユ
リ
ソ
ラ
シ
テ
庾
ヘ

移
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
下
）
と

「
羽
」
を
反
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
記
云
ユ
リ
ソ
ル
ト
云

云

當

世
ハ

ソ
ラ
サ
ル
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
下
）
と
「
羽
」
を
反
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ソ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と

同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同

じ
で
あ
る
。 

 

№
６５

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
也
」
ｗ
―
１７ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
底
也
モ

少
ユ
ル
也
。
ユ
リ
テ
末
ヲ

ソ
ラ
ス

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三

下
）
と
「
羽
」
を
由
り
反
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ユ
リ

ソ
ル
ト
云

云

今
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
下
）
と
「
羽
」
を
由
り
反
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い

る
。 な

お
、
「
永
享
六
年
本
」
「
文
保
二
年
本
」
は
「
ソ
」
と
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
少
ソ
」
と
注

記
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
６６

〈
阿
弥
陀
讃
〉
那
」
ｗ
―
２５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
商
ヲ

由
ル

。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
四
上
）
と
い
う
指
南
が
記
述
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
商
」
に
は
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
と
由
ら
な
い
指

南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 
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№
６７

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
那
」
ｗ
―
３２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
邇
那
ノ

那
ハ
カ
ナ
ヲ
中
ヨ
リ
末
レ

少
［

少末

○イ

］
成
ス
。
角
へ

下
ル
末
ノ

角
ノ

終
ニ

星
ヲ

突
。
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
四
上
）
と
末
の
「
角
」
を
突
く
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
は
末
の
「
角
」
を
突
い
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
「
文
保
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
末
を
突
い
て
い
な
い
の
で
『
魚

山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
６８

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
佉
」
ｗ
―
３８

 

№
６９

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
縛
」
ｗ
―
３９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
佉
縛
ノ
二
字
ヲ

由
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
四
上
）
と
「
佉
」
「
縛
」

の
「
羽
」
を
由
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
佉
縛
二
字
共
ニ

ユ
ル
ト
云

云

今
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
と
「
佉
」
「
縛
」
の
「
羽
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
注

記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
佉
」
に
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ

る
。 

 

№
７０

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
迦
」
ｗ
―
５７

 

№
７１

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
尾
」
ｗ
―
５８

 
 

№
７２

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
質
」
ｗ
―
５９

 

№
７３

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
怛
」
ｗ
―
６０

 
 

№
７４

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
羅
」
ｗ
―
６１ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
迦
ノ
徴
モ

不
レ

由
。
徴
ヨ
リ
羽
ヘ

折
上
テ

二
タ

ユ
リ
計
リ
ス
［

シ
テ

ユ
ル

○イ

］
。

尾
質
怛
［
但
○イ
］
ノ
三
字
モ

タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
。
二
タ
〇
［
由
リ

○イ
］
計
リ
ヅ
ゝ
ユ
リ
テ
拾
フ

也
。
羅
ハ
長
シ
。

本
ヲ
ユ
リ
テ
末
ソ
ラ
ス
也
［
○イ
欠

］
。

如
二

上
［
先
○イ
］
注
一

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
四
下
）
と
「
伽
」

「
尾
」
「
質
」
「
怛
」
「
羅
」
そ
れ
ぞ
れ
の
「
羽
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山

蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
迦
ノ

羽
ヨ
リ
羅
マ
テ
羽
ヲ

各
ユ
ル
ト
云

云

今
不
尓
ラ

」
（
大
正
八
四
・
八
三
九

上
）
と
「
迦
」
か
ら
「
羅
」
ま
で
の
「
羽
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
、
「
尾
」
「
質
」
「
怛
」
の
「
羽
」
を
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で

『
声
明
集
私
案
記
』
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
７５

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
答
」
ｗ
―
８４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
答
ハ

本
ノ
宮
ヲ
ユ
ル
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
五
上
）
と
「
宮
」
を
由
る

指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
本
ノ

宮
ヲ
ユ
ル
ト
云

云

今
ハ
ユ
ラ

サ
ル
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
と
「
宮
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
ル
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
７６

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
拏
」
ｗ
―
９０ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
拏
ハ
本
ヲ

少
シ
ユ
ル
カ
シ
テ
末
ヲ

ソ
ラ
ス

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
五
上
）

と
「
羽
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
ニ
ハ
ユ
ル
カ
ス
云

云

今
ハ

不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と
「
羽
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

 
 

 

ｘ
〈
四
波
羅
蜜
〉 
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『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
四
波
羅
蜜
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
二
十

箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
四
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
７７

〈
四
波
羅
蜜
〉
「
羅
」
ｘ
―
６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
日
ラ
ノ

ラ
モ
本
ヲ
少
ユ
ル
カ
シ
テ
末
ヲ
ソ
ラ
ス
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一

二
三
上
）
と
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
は

「
羽
」
を
由
っ
て
い
な
い
。 

 

№
７８

〈
四
波
羅
蜜
〉
「
薩
」
ｘ
―
１２

№
７９

〈
四
波
羅
蜜
〉
「
怛
」
ｘ
―
１３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
薩
怛
ノ
二
字
モ
由
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
上
）
と
「
薩
」
と
「
怛
」

の
「
商
」
を
由
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
サ
ト
ノ

二
字
ユ

ル
ト
云

云

今
ハ
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
と
「
薩
」
と
「
怛
」
の
「
商
」
を
由
ら
な
い
指
南
が

注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
は
「
怛
」
に
「
小
ユ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
永
享
六
年
本
」
は

両
方
と
も
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 №
８０

〈
四
波
羅
蜜
〉
「
曰
」
ｘ
―
１６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
曰
ノ

商
ヲ
由
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
上
）
と
「
商
」
を
由
る
指

南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
商
ヲ
モ
ユ
ル
ト
云

云

今
不
尓
」
（
大

正
八
四
・
八
三
九
上
）
と
「
商
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
ラ
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

ｙ
〈
金
剛
薩
埵
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
金
剛
薩
埵
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
三
十

箇
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
二
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』

の
旋
律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 №
８１

〈
金
剛
薩
埵
〉
「
慢
」
ｙ
―
２２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
曼
モ

宮
ヨ
リ
商
へ
折
上
テ
商
ノ

本
ヲ

二
由
計
シ
テ
本
ヲ

［
末
○イ
］
不
レ

由
。

少
ソ
ラ
シ
テ
多
ヘ

移
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
一
下
）
と
「
商
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
中
）
は
「
商
」
を
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

 

№
８２

〈
金
剛
薩
埵
〉
「
怛
」
ｙ
―
２５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
捺
ノ
末
ノ

商
モ
由
テ
長
ク
ハ
セ
ズ
シ
テ

［
（

羅
ニ

移
ル

也

。
）

○イ
］
。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
一
下
）
と
「
商
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

（
大
正
八
四
・
八
三
九
下
）
は
「
商
」
を
由
っ
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
で
あ
る
。 
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ｚ
〈
金
剛
寶
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
金
剛
寶
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
八
箇
で

あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
三
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋

律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
８３

〈
金
剛
寶
〉
「
怛
」
ｚ
―
５ 

№
８４

〈
金
剛
寶
〉
「
曩
」
ｚ
―
６ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
怛
曩
ノ

二
字
少
ユ
ル
カ
ス
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
二
上
）
と
「
怛
」

「
曩
」
の
「
商
」
を
そ
れ
ぞ
れ
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記

ニ
ハ
怛
曩
二
字
少
ユ
ル
カ
ス
ト
云

云

今
不
レ

然
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
下
）
と
「
怛
」
「
曩
」
の

「
商
」
を
そ
れ
ぞ
れ
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
怛
」
に
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ

る
。 

 

№
８５

〈
金
剛
寶
〉
「
訶
」
ｚ
―
１９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
摩
訶
ノ
訶
ニ
ハ
異
説
有
。
商
ヲ

宮
へ

回
シ
テ
又
商
ヘ

突
上
テ
本
ヲ
少
シ

由

ル
。
末
ヲ

ソ
ラ
シ
テ
角
ヘ

突
上
。
是
ハ
根
本
博
士
也
。
今
ハ
本
ヲ
回
シ
テ
商
ヘ

突
上
テ
。
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
由

テ
又
角
ヘ

折
上
也
。
是
祕
讚
ニ

有
ル
博
士
ノ

近
来
シ
ツ
ツ
ケ
タ
ル
也
。
以
下
此
博
士
皆
同
レ

之

。
」

（
続

真
三
〇
・
一
二
二
上
）
と
「
商
」
を
「
角
」
へ
折
り
上
げ
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山

蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
下
）
は
「
商
」
か
ら
「
角
」
へ
突
き
上
が
っ
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
「
商
」
か
ら
「
角
」
へ
突
き
上
げ
て
い
る
の
で
『
魚
山

蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

α

〈
金
剛
法
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
金
剛
法
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
十
箇
で

あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
指
南
は
、
そ
の
う
ち
の
左
の
一
箇
所
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋

律
の
指
南
と
相
違
す
る
。 

 

№
８６

〈
金
剛
法
〉
「
羅
」
α

―
３０ 

『
声
明
集
私
案
記
』
は
「
羅
ハ
如
レ

有
レ

上
。
但
是
ハ
末
ヲ
不
レ

突

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
二
下
）

と
末
を
突
か
な
い
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
四
〇
上
）
の

「
羅
」
の
「
角
」
は
末
を
突
い
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
「
永
享
六
年
本
」
は
末
を
突
い
て
い
な
い
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ

で
あ
る
。 

  
 

 
 

 

β

〈
金
剛
業
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
金
剛
業
〉
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
五
箇
で
あ
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っ
た
。
そ
の
中
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
指
南
は
な
か
っ
た
。 

 

γ

〈
佛
名
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
佛
名
〉
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
が
含
ま
れ
て
い
る
詞
章
は
三
箇
で
あ

っ
た
。
そ
の
中
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
指
南
は
な
か
っ
た
。 

  
 

 
 

 

δ

〈
教
化
〉 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
の
〈
教
化
〉
の
詞
章
の
中
で
旋
律
に
つ
い
て
指
南
さ
れ
て
い
る
の
は
十
箇
で
あ
っ

た
。
そ
の
中
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
指
南
は
な
か
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
に
関
す
る
指
南
が
六
百
八
十
八
箇
の
う
ち
『
魚
山
蠆
芥

集
』
と
異
な
っ
て
い
た
の
は
八
十
六
箇
で
あ
っ
た
。 

す
な
わ
ち
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
に
つ
い
て
の
記
述
の
う
ち
の
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
が
『
魚
山

蠆
芥
集
』
と
相
違
し
て
い
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
旋
律
に
関
す
る
隆
法
系
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
相
違

は
、
客
観
的
に
見
て
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
旋
律
に
限
ら
ず
、
隆
法
系
と
慈
鏡

系
の
指
南
の
相
違
は
、
覚
証
院
方
の
内
部
に
お
け
る
僅
か
な
相
違
に
留
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

た
だ
し
、
僅
か
と
は
い
え
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
『
声
明
集
私
案
記
』
と
の
間
に
は
、
唱
法
や
指
南
に

お
い
て
多
少
の
差
異
が
あ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上
で
無
視
で
き
な
い
と
思
わ
れ

る
。 ま

た
、
以
上
の
相
違
箇
所
に
お
け
る
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本

」
、

慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本

」
、

隆

法
系
の
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
旋
律
も
抽
出
し
、
そ
れ
ら
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
及
び

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
ど
ち
ら
を
採
用
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
確
認
を
行
っ
て
き
た
。
以
下

に
そ
の
結
果
を
示
し
た
い
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相
違
す
る
八
十
六
箇
所
の
う
ち
、
四
十
箇
所
に
お

い
て
「
文
保
二
年
本
」
の
旋
律
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
の
旋
律
の
う
ち
、
十
九
箇
は
『
声

明
集
私
案
記
』
と
、
二
十
一
箇
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
保
二
年
本
」

が
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
ど
ち
ら
に
よ
り
近
い
と
も
い
え
な
い
。 

ま
た
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
で
相
違
す
る
八
十
六
箇
所
の
う
ち
、
六
十
九
箇
所

に
お
い
て
慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本
」
の
旋
律
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
永
享
六
年
本
」
の
そ
れ

ら
の
旋
律
の
う
ち
、
四
十
七
箇
が
『
声
明
集
私
案
記
』
と
一
致
し
、
こ
れ
に
対
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と

同
じ
旋
律
は
二
十
一
箇
の
み
で
あ
っ
た
。 

同
様
に
八
十
六
箇
所
の
う
ち
、
三
十
一
箇
所
に
お
い
て
隆
法
系
の
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
旋
律
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
ら
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
旋
律
の
う
ち
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ

旋
律
は
五
箇
の
み
で
あ
り
、
二
十
六
箇
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
で
あ
っ
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
一
の
旋
律
を
有
す
る
割
合
が
高
い
の
が
慈
鏡
系
の
「
永

享
六
年
本
」
で
あ
り
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
旋
律
を
有
す
る
割
合
が
高
い
の
が
隆
法
系
の
『
声
明
集

隆
法
口
伝
』
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。 
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ま
た
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
慈
鏡
系
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
隆
法
系
に
属
す
る

こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。 

 

第
二
項 
『
声
明
集
私
案
記
』
の
受
用 

 

本
項
で
は
、
長
恵
が
『
声
明
集
私
案
記
』
を
ど
の
よ
う
な
態
度
で
受
用
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察

を
行
う
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
、
長
恵
自
身
が
そ
の
奥
書
で
「
大
都
ハ

案
記
ヲ

爲
本
４

」
と
公
言
し
て

い
る
。
先
行
研
究
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
注
記
が
『
声
明
集
私
案
記
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
指

摘
し
て
い
る
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
ど
の
よ
う
な
態
度
で
受
用
し
て
い
る
の
か

に
つ
い
て
の
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

今
回
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
指
南
の
な
か
で
、
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
す
べ
て
の
箇
所
を

精
査
し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
特
定
し
た
と
こ
ろ
、
五
十
四
例
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ

れ
ら
を
、
受
用
の
仕
方
を
基
準
に
、
三
つ
に
分
類
し
た
。
第
一
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
指
南
を

挙
げ
る
場
合
、
第
二
は
、
現
行
の
唱
法
と
相
異
す
る
指
南
で
、
そ
の
当
時
既
に
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

か
或
い
は
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
採
用
し
な
い
指
南
を
提
示
す
る
場
合
、
第
三
は
、
現
行
と
相
異

す
る
指
南
で
は
あ
る
が
、
採
用
す
る
べ
き
で
な
い
こ
と
を
明
確
に
表
明
せ
ず
、
現
行
の
唱
法
と
と
も
に
用

い
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
一
説
と
し
て
挙
げ
た
と
思
わ
れ
る
場
合
で
あ
る
。 

な
お
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
示
す
際
に
、
「
記
云
」
「
案
記
云
」
等
と
し
て
出
典
が
『
声
明

集
私
案
記
』
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
場
合
と
、
「
古
云
」
「
或
云
」
等
と
し
て
出
典
が
明
示
さ
れ
な
い

場
合
の
、
二
つ
の
形
式
が
あ
る
。
右
の
三
分
類
ご
と
に
こ
の
二
形
式
の
項
目
を
立
て
て
情
報
を
提
示
す
る
。 

 
 

第
一
目 

現
行
の
唱
法
と
一
致
す
る
指
南
の
提
示 

 

ま
ず
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
、
現
行
の
唱
法
と
一
致
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
提
示
す
る
事
例

が
、
次
の
よ
う
に
、
出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式
が
七
例
、
明
示
さ
れ
な
い
形
式
が
四
例
、
合
計
十
一
例
確

認
で
き
た
。 

 

一 

出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式 

 
 

次
の
よ
う
に
、
出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式
で
、
現
行
の
唱
法
と
一
致
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南

を
提
示
す
る
事
例
が
七
例
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
「
僧
」
ａ
―
４０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
僧
ノ

反
宮
ノ

末
ソ
ル
也
色
ア
リ
ト
云
事
私
案
記
ニ

見
タ
リ
」
（
大
正
八
四
・

八
二
五
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
僧
ノ

字
徴
ヲ

由
リ

乍
羽
ヘ

上

ヘ
シ
。
上
ハ

反
宮
也
。
少
シ

ユ
ル
カ
ス
色
ア

リ

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
一
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
三
重
の
「
宮
」
に
は
実
際
に
「
色
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
根
拠
に
し
て
い
る
。 
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№
２
〈
金
剛
界
〉
「
廻
」
ｊ
―
６９１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
ユ
ル
人
ア
リ
案
記
ニ
背
ケ
リ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
）
と
注
記
さ
れ

て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
廻
向
ノ
廻
ハ
由
ラ
ズ

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
五
下
）

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
徴
」
の
博
士
に
「
ス
」
と
あ
る
。
長
恵
は
『
声
明

集
私
案
記
』
を
根
拠
に
由
る
指
南
を
批
判
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
に
も
「
ス
」
の
注
記
が
あ
る
。 

 

№
３
〈
胎
蔵
界
〉
「
諸
」
ｋ
―
３５７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
「
諸
」
の
「
徴
」
に
は
「
記
云
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
一
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
諸
」
の
「
徴
」
に
つ
い
て
「
請
（
諸
）
ハ

由
ラ
ズ
。
短
シ

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
徴
」
に
「
ユ
」
の
注
記
は

な
い
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
を
根
拠
に
指
南
し
て
い
る
。 

 

№
４
〈
胎
蔵
界
〉
「
願
」
ｋ
―
６６０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ツ
ク
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
三
上
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
願
ハ
末
ニ
星
ヲ
突

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
九
下
）
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
実
際
の
博
士
は
左
記
の
よ
う
に
末
を
突
い
て
い
る
の
で
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
を
根
拠
に
指
南
し
て
い
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
三
中
） 

 
 

 
 

 

№
５
〈
四
智
梵
語
〉
「
蘇
」
ｎ
―
８ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
蘇
」
の
「
商
」
に
は
、
「
案
記
云
上
ノ

羅
ノ

商
ノ

如
ク

ス
ヘ
シ
ト
云

云

細
ク

ナ

ル
ト
モ
博
士
ハ
ツ
ヨ
ク
ス
ヘ
シ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集

私
案
記
』
に
は
、
「
ソ
ハ
高
［
商
○イ
］
ク
宮
ノ
○
一
［
回
○イ
］
博
士
ノ
次
ナ
ル
商
ヲ
。
先
ノ
羅
ノ
博
士
ノ

如
ク
ユ
リ
ソ
ラ
シ
テ
蘗
ニ
移
ル

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
一
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥

集
』
は
実
際
に
「
商
」
に
「
ユ
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
根
拠
と
し
て
、

「
商
」
を
「
ユ
リ
ソ
ラ
ス
」
よ
う
に
指
南
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

№
６
〈
文
殊
讃
〉
「
殊
」
ｔ
―
２ 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
徴
」
の
博
士
に
「
ユ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
中
）
と
注
記
さ
れ
、
さ
ら

に
、
そ
れ
は
「
記
意
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
中
）
で
あ
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私

案
記
』
に
は
「
殊
ヲ

ハ

少
少
ユ
リ
羽
ヘ

下
ル
。
羽
長
ク
ハ
セ
ズ

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
四
下
）
と
記
述

さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
実
際
に
「
ユ
」
の
注
記
が
あ
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を

根
拠
と
し
て
い
る
。 
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№
７
〈
四
波
羅
蜜
〉
「
怛
」
ｘ
―
３５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
本
ヲ

ユ
リ
末
ハ

ユ
ラ
ス
シ

テ

寧
ヘ
ウ
ツ
ル
ト
云

云

此
モ

本
ハ

呂
末
ハ

律
ノ

故
也
一
ツ

博
士
ニ

呂
律
ア

リ

能
々
可
分
別
事
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
羅
怛
ノ

怛
ハ
如
レ

先
。
中
ヨ
リ
本
ヲ

由
ル
。
末
ヲ

少
ユ
ラ
デ
ソ
ラ
ス

樣
ニ

シ

テ

寧
ヘ

ウ
ツ
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
下
）
と
「
商
」
の
本
を
由
り
、
末
を
由
ら
な
い
指
南

が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
当
曲
は
反
音
曲
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
『
声
明
集
私

案
記
』
の
指
南
で
唱
え
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二 

出
典
が
明
示
さ
れ
な
い
形
式 

 

次
の
よ
う
に
、
出
典
が
明
示
さ
れ
な
い
形
式
で
、
現
行
の
唱
法
と
同
じ
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を

示
す
事
例
が
四
例
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
金
剛
界
〉
「
誓
」
ｊ
―
４１７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
ハ

折
目
ニ

成
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
下
）
と
い
う
「
徴
」
と
「
角
」

の
折
目
に
「
イ
」
の
仮
名
を
付
す
「
古
」
の
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
『
声
明
集
私
案
記
』
で
は
、

「
カ
ナ
ヲ
折
目
ニ

成
ス

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
三
下
）
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
様
に
記
述
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
実
際
の
博
士
に
は
、
「
徴
」
と
「
角
」
の
折
り
目
に
仮
名
が
付
さ
れ

て
い
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
古
」
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
と
一
致
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
実
際
の
博
士
に
は
「
徴
」
「
角
」
の
折
目
に
仮
名

が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
徴
」
と
「
角
」
の
折
り
目
に

仮
名
を
付
す
説
の
典
拠
は
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
に
も
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
こ
の
説
の
引
用
元
と
し
て

『
声
明
集
私
案
記
』
を
特
記
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

№
２
〈
金
剛
界
〉
「
菩
」
ｊ
―
６９４ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
一
ユ
リ
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
）
と
「
菩
」
の
「
徴
」

を
一
つ
由
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
も
「
菩
ハ

一
ト

由
リ
テ
提
ヘ

移
テ

菩
ヨ
リ
長
ク
シ
テ
由
リ

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
五
下
）
と
同
一
の
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
に
は
「
賓
由
」
と
あ
る
の
で
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説

と
一
致
し
て
い
る
。 

 

№
３
〈
理
趣
経
〉
「
大
」
ｌ
―
３６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
本
ノ
角
ヨ
リ
ハ
矢
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
四
中
）
と
い
う
よ
う
に
、

「
大
」
の
末
の
「
徴
」
を
本
の
「
角
」
よ
り
短
く
す
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私

案
記
』
に
も
、
「
大
樂

［
（

金
剛
）
○イ
］
ノ
大
ノ

［
（

博
士
）
○イ
］
ハ
本
ノ

角
ヨ
リ
末
ノ

徴
ハ

短

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
六
下
）
と
い
う
よ
う
に
同
一
の
内
容
の
記
述
が
あ
る
。
そ
し
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
博
士
に
は
「
矢
」
と
あ
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

№
４
〈
心
略
漢
語
〉
「
礼
」
ｒ
―
２０ 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
一
説
云
終
ノ

句
ノ

末
ノ

商
必
ス

呂
ニ

ス
ヘ
シ
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八

三
七
上
）
と
い
う
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
呂
ニ
モ
律
ニ
モ
終
ノ
句
ノ

末
ナ
ル

［
（

博
士
ノ

）
］

商
ヲ

ハ

定
テ

呂
ニ

ス
ベ
シ
ト
云

云

」
（
続
真
三
〇
・
一
一
四
上
）
と
い
う
『
魚

山
蠆
芥
集
』
と
同
一
の
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
に
は
「
呂
」
と

あ
る
の
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
と
一
致
し
て
い
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
、
現
行
の
唱
法
と
同
じ
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
提
示
す

る
事
例
が
十
一
例
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
他
説
を
非
難
す
る
根
拠
と
し
て
『
声
明
集
私
案
記
』
を

挙
げ
る
明
確
な
事
例
も
み
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
現
行
の
唱
法
の
正
当
性
を
示
す
根
拠
と
し
て
提
示

さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
、
長
恵
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
を
隆
然
に
よ
っ
て
著
さ

れ
た
覚
証
院
方
の
正
統
な
口
伝
書
と
し
て
位
置
付
け
て
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
そ

の
大
半
を
出
典
を
明
示
し
て
掲
載
し
た
こ
と
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
対
し
て
慎
重
に
敬
意
を
表
明
し
、

合
わ
せ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

な
お
、
「
古
」
の
説
と
同
じ
内
容
の
指
南
が
「
文
保
二
年
本
」
（
二
―
№
１
）
と
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』

（
二
―
№
１
）
に
も
み
ら
れ
た
。
長
恵
が
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
「
古
」
と
し
た
の
は
、
同
じ
説
が

『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
に
も
あ
り
、
共
有
さ
れ
て
い
た
情
報
な
の
で
、
典
拠
と
し
て
『
声
明
集
私
案
記
』

を
明
記
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。 

 

第
二
目 

現
行
の
唱
法
と
一
致
せ
ず
採
用
し
な
か
っ
た
指
南
の
提
示 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
、
現
行
の
唱
法
と
相
違
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
提
示
す
る
が
、
そ
の

当
時
既
に
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
、
或
い
は
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
て
採
用
し
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
事
例
が
、
次
の
よ
う
に
、
合
計
三
十
三
例
確
認
で
き
た
。
そ
の
う
ち
出
典
が
明
示
さ
れ
る
形

式
が
二
十
八
例
、
明
示
さ
れ
な
い
形
式
が
五
例
で
あ
っ
た
。 

 

一 

出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式 

 

次
の
よ
う
に
、
出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式
で
、
現
行
の
唱
法
と
相
違
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南

が
提
示
さ
れ
る
事
例
が
二
十
八
例
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
胎
蔵
界
〉
「
諸
」
ｋ
―
３８６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
諸
」
に
は
、
「
記
云
此
山
ユ
ル
ト
云

云

今
不
由
」
（
大
正
八

四
・
八
三
一
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
請
（
諸
）
ノ

徴
ヲ
由
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を

提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
実
際
の
博
士
に
も
「
ス
」
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２
〈
胎
蔵
界
〉
「
唯
」
ｋ
―
３９６ 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
隆
然
ノ

記
云
ユ
イ
ト
付
ラ
レ
タ
リ
唯
但
案
記
ノ

口
説
古
今
相
違
多
端
也
當

世
ハ
井
也
快
助
学
頭
既
ニ

重
仙
法
印
ノ

附
法
ト
シ
テ
井
ト
ス
ヘ
シ
ト
云

云

當
流
之
声
明
師
豈
違
旨
ニ

一

也
」

（
大
正
八
四
・
八
三
一
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
［
（
唯
願
）
○イ
］

唯
ハ
漢
音
ナ
レ
ト
モ
ユ
イ
ト
ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆

芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
で
は
、
「
唯
」
を
「
ユ
イ
」
と
読
ん
で
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
実

際
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
唯
」
の
詞
章
に
は
「
井
」
と
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
長
恵
は
、
「
當
流
之

声
明
師
」
は
こ
と
に
よ
る
と
『
声
明
集
私
案
記
』
の
趣
旨
に
違
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
の
詞
章
に
は
「
ユ
イ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指

南
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

№
３
〈
胎
蔵
界
〉
「
得
」
ｋ
―
６６２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
得
ノ

二
ナ
カ
ラ
ユ
ル
ト
云

云

但
今
ハ

如
レ

注
一

」
（
大
正
八
四
・
八

三
三
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
得
ノ
カ
ナ
ハ
本
ノ

徴
ノ
中
ニ
成

ル
。
徴
ヲ
ハ
二
ツ
ナ
ガ
ラ
ユ
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
九
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
博
士
は
左
記
の
よ
う
に
、
一
番
目
の
「
徴
」
を
由
ら
ず
、
二
番
目
の
「
徴
」
を
由
っ
て
い

る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
「
徴
」
を
二
箇
所
と
も
由
る
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、

現
在
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
旋
律
の

相
違
の
一
つ
で
あ
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
三
中
） 

 

 

№
４
〈
理
趣
経
〉
「
剛
」
ｌ
―
１８５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
剛
手
ノ

角
モ
ユ
ル
ト
云

云

今
ハ
不
由
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
上
）

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
剛
手
言
ノ
角
ノ

博
士
皆
由
ル
也

。
」

（
続

真
三
〇
・
一
二
七
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示

し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
の
「
剛
」
「
手
」
「
言
」
の
「
角
」
に
「
ユ
ル
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
「
永
享
六
年
本
」
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
一
の
指
南
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
５
〈
四
智
梵
語
〉
「
覩
」
―
１９ 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ユ
リ
ソ
ル
ト
云

云

今
ハ
不
然
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と
注
記

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
摩
娜
［
覩
○イ
］
娜
［
覩
○イ
］
ノ
本
ノ
商
［
高
○イ
］

ヲ
前
［
先
○イ
］
ノ
様
ニ
由
リ
ソ
ラ
シ
テ
末
モ
如
ク

ニ

二

以
前
一

ス
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
一
上
）
と

記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ

の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
６
〈
大
日
讃
〉
「
薩
」
０
―
１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
薩
ノ

本
ユ
ル
ト
云

云

當
世
尓
ラ
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
此
讚
ノ
商
ノ
博
士
何
レ
ト
モ
少
シ
ヅ
ツ
ユ
ル

カ
ス
ヘ
シ
。
（
中
略
）
蘖
（
マ
ゝ
）
ハ
商
宮
ヲ
回
シ
テ
又
商
ヘ
突
上
テ
ソ
ラ
ズ
シ
テ
ユ
リ

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
一
一
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
蘖
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
薩
」

の
間
違
い
で
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ

の
説
を
用
い
て
い
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
７
〈
四
智
漢
語
〉
「
受
」
ｑ
―
６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
受
ノ

本
ニ

打
懸
ア
リ
此
ノ

様
當
世
不
レ

用
一

記
説
也
記
ニ
ハ
打
カ
ケ
ナ
キ

ヲ
異
説
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、

「
受
ノ

本
ニ

折
［
打
○イ
］
カ
ケ
ア
リ
。
三
ツ[

番
○イ]

メ
ノ
徴
ノ

中
ニ

カ
ナ
ヲ
成
ス
。
次
ニ

角
ヲ
ニ
ツ
重

テ
星
ヲ
ツ
ク
。
或
ハ
本
ノ
打
カ
ケ
ヲ

セ
ズ
シ
テ
ス
ク
ニ
羽
ヲ

出
ス
是
異
説
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
三

上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現

在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
一
九
上
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
六
下
） 

 

な
お
、
右
記
の
よ
う
に
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
は
折
懸
け
の
あ
る
博
士
、
ま
た
『
声
実
抄
』
に
は
本
説

と
し
て
折
懸
け
の
あ
る
博
士
、
異
説
と
し
て
折
懸
け
の
な
い
博
士
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
称
名
寺
本
ａ
」
と
『
声
実
抄
』
の
本
説
は
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
一
の
指
南
で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 
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№
８
〈
佛
讃
〉
「
藍
」
ｓ
―
１２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
ニ
ハ
末
ニ
星
ア
リ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
多
藍
ノ
カ
ナ
ハ
徴
ノ
中
ヨ
リ
末
二
成
ス
。
末
ノ

角
ニ

星
ヲ

突

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
四
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
説
の
博
士
は
、
左
記
の
よ
う

に
突
い
て
い
な
い
の
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
採
用
し
て
い
な
い
。 

 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
七
上
） 

 

 

№
９
〈
文
殊
讃
〉
「
真
」
ｔ
―
１６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ユ
ル
カ
ス
ト
云

云

今
ハ
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
中
）
と
い
う

注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
眞
座
ノ

二
字
ハ
少
シ
ユ
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一

一
四
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、

現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

の
指
南
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１０

〈
吉
慶
梵
語
〉
「
瞢
」
ｖ
―
３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ユ
ル
ト
云

云

當
世
不
尓
此
讃
ハ
常
ヨ
リ
羽
深
ソ
ル
ト
云

云

」
（
大
正

八
四
・
八
三
八
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
瞢
ハ
商
ノ
中
程
ニ
カ

ナ
ヲ
成
ス
。
商
ノ
末
ヨ
リ
角
徴
卜
回
ス
ニ
。
徴
ニ
成
ル
ト
思
フ
所
ヨ
リ
ユ
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一

九
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、

現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
に
は
「
ユ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
同
じ

で
あ
る
と
い
え
る
。 

 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１１

〈
吉
慶
梵
語
〉
「
他
」
ｖ
―
４７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
怛
他
二
字
呂
ト
云

云

依
之
一

宮
ヲ

ユ
ル
ト
云

云

當
世
不
尓
梵
平
唯
律
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頌
ニ

違
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
怛

多
ノ

二
字
ハ

呂
也
。
多
ヲ

ユ
リ
テ
」
（
続
真
三
〇
・
一
二
〇
上
）
と
「
多
」

（
「

他

」
）

の
「
宮
」
を
由

る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、

現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
際
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
他
」
の

「
宮
」
に
は
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

な
お
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
指
南
と

同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１２

〈
吉
慶
梵
語
〉
「
扇
」
ｖ
―
１２０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ユ
ル
ク
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
中
）
と
い
う
「
宮
」
を
由

る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
宮
」
の
博
士
に
は
「
ス
」
と
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
由
っ
て

い
な
い
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
扇
モ
宮
ヲ
少
ユ
リ
テ
下
ノ

羽
へ

下
ル
。
自
レ

是
以
前
ニ

ア
ル
モ
以
後
ニ
ア
ル
モ
。
宮
ヨ
リ
羽
へ
下
ル

［
下
羽

博
士

○イ

］
宮
ハ
呂
ニ

シ

テ

少
ユ
ル
カ
ス
［

由歟

○イ

］
。

〔
委
ク

ハ
〕
○イ
可
レ

尋

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
〇
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明

集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１３

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
弥
」
～
「
也
」
ｗ
―
３
～
６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
意
弥
ノ

羽
ヨ
リ
也
ノ

羽
マ

テ

各
ユ
ル
ト
云

云

當
世
ハ

不
尓
也
」
（
大
正

八
四
・
八
三
八
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
彌
ハ
末
ノ
羽
ヲ

由
ル

。

多
ハ

ニ
ゴ
ル
也
。
多
婆
也
ノ

三
字
ハ

皆
由
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
下
）
と
「
弥
」
「
陀
」
「
婆
」

「
也
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し

て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
、
「
弥
」
「
婆
」
「
也
」
を
「
ス
」
と
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
弥
」

「
陀
」
「
也
」
を
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
指
南
と
同
じ
で
あ
る

と
い
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１４

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
也
」
ｗ
―
６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
此
羽
記
意
ユ
リ
テ
モ
不
吉
」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
下
）
と
注
記
さ
れ
て

い
る
。
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
也
ハ
末
ヲ
ユ
リ
ソ
ラ
ス
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
下
）
と
記

述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
由
る
指
南
を
不
吉
で
あ
る
と
み
な
し
て
い

る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
実
際
の
博
士
に
も
由
の
旋
律
名
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
に
は
「
ソ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
同

一
で
あ
る
と
い
え
る
。
一
方
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
、
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
『
魚
山

蠆
芥
集
』
の
指
南
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。 
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ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１５

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
也
」
ｗ
―
１７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
ユ
リ
ソ
ル
ト
云

云

今
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
下
）
と
注
記
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
底
也
モ

少
ユ
ル
也
。
ユ
リ
テ
末
ヲ

ソ
ラ
ス

。
」

（
続

真
三
〇
・
一
二
三
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示

し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
「
文
保
二
年
本
」
は
「
ソ
」
と
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
少
ソ
」
と
注

記
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
同
一
で
あ
る
と
い
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１６

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
那
」
ｗ
―
３２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
ニ

ハ

星
ア
リ
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
と
い
う
注
記
が
あ

る
。
し
か
し
、
左
記
の
よ
う
に
実
際
に
は
末
に
星
を
突
い
て
い
な
い
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、

「
邇
那
ノ

那
ハ
カ
ナ
ヲ
中
ヨ
リ
末
レ

少
［

少末

○イ

］
成
ス
。
角
へ

下
ル
末
ノ

角
ノ

終
ニ

星
ヲ

突

。
」

（
続
真

三
〇
・
一
二
四
上
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
採
用
し
て

い
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
） 

 

 

№
１７

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
佉
」
「
縛
」
ｗ
―
３８

、
３９ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
佉
縛
二
字
共
ニ
ユ
ル
ト
云

云

今
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
佉
縛
ノ
二
字
ヲ

由
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・

一
二
四
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る

が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１８

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
迦
」
ｗ
―
５７

～
「
羅
」
～
６１ 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
迦
ノ

羽
ヨ
リ
羅
マ
テ
羽
ヲ

各
ユ
ル
ト
云

云

今
不
尓
ラ

」
（
大
正
八

四
・
八
三
九
上
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
迦
ノ
徴
モ

不
レ

由
。
徴

ヨ
リ
羽
ヘ

折
上
テ

二
タ

ユ
リ
計
リ
ス
［

シ
テ

ユ
ル

○イ

］
。

尾
質
怛
［
但
○イ
］
ノ
三
字
モ

タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
。
二
タ
〇

［
由
リ

○イ
］
計
リ
ヅ
ゝ
ユ
リ
テ
拾
フ

也
。
羅
ハ
長
シ
。
本
ヲ
ユ
リ
テ
末
ソ
ラ
ス
也
［
○イ
欠

］
。

如
二

上

［
先
○イ
］
注
一

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
四
下
）
と
「
伽
」
「
尾
」
「
質
」
「
怛
」
「
羅
」
そ
れ
ぞ
れ
の

「
羽
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し

て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
、
「
尾
」
「
質
」
「
怛
」
の
「
羽
」
を
「
ス
」
と
注
記
し
て
い
る
の
で

『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
同
一
で
あ
る
と
い
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１９

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
答
」
ｗ
―
８４ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
本
ノ

宮
ヲ
ユ
ル
ト
云

云

今
ハ
ユ
ラ
サ
ル
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九

上
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
答
ハ

本
ノ
宮
ヲ
ユ
ル
」
（
続
真
三

〇
・
一
二
五
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て

い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

な
お
、
「
永
享
六
年
本
」
は
「
ユ
ル
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
同

一
で
あ
る
と
い
え
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２０

〈
阿
弥
陀
讃
〉
「
拏
」
ｗ
―
９０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
ニ
ハ
ユ
ル
カ
ス
云

云

今
ハ

不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と
注
記

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
拏
ハ
本
ヲ

少
シ
ユ
ル
カ
シ
テ
末
ヲ

ソ
ラ
ス

。
」

（
続

真
三
〇
・
一
二
五
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示

し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２１

〈
四
波
羅
蜜
〉
「
羅
」
ｘ
―
６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
本
ヲ
ユ
ル
カ
ス
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
と
注
記
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
「
宮
」
の
博
士
に
は
旋
律
名
が
な
い
の
で
、
実
際
に
は
由
っ
て
い
な
い
。
一
方
、

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
日
ラ
ノ

ラ
モ
本
ヲ
少
ユ
ル
カ
シ
テ
末
ヲ
ソ
ラ
ス
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二

三
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、

そ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２２

〈
四
波
羅
蜜
〉
「
曰
」
ｘ
―
１６ 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
商
ヲ
モ
ユ
ル
ト
云

云

今
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）
と
注
記

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
曰
ノ

商
ヲ
由
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
上
）

と
「
商
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示

し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２３

〈
四
波
羅
蜜
〉
「
薩
」
ｘ
―
１２

「
怛
」
ｘ
―
１３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
サ
ト
ノ

二
字
ユ
ル
ト
云

云

今
ハ
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
商
」
の
博
士
に
は
旋
律
名
が
な
い
の
で
、
実
際
に
は
由

っ
て
い
な
い
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
薩
怛
ノ
二
字
モ
由
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
三
上
）

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
は

そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２４

〈
金
剛
薩
埵
〉
「
慢
」
ｙ
―
２２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
ニ
ハ
商
ノ

本
ヲ

ユ
ル
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
中
）
と
注
記
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
宮
」
の
博
士
に
は
旋
律
名
が
な
い
の
で
、
実
際
に
は
由
っ
て
い
な
い
。
一
方
、

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
曼
モ

宮
ヨ
リ
商
へ
折
上
テ
商
ノ

本
ヲ

二
由
計
シ
テ
本
ヲ

［
末
○イ
］
不
レ

由
。

少
ソ
ラ
シ
テ
多
ヘ

移
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
一
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、

『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
を
採
用
し
て
い
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２５

〈
金
剛
薩
埵
〉
「
怛
」
ｙ
―
２５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
ニ
ハ
ユ
ル
ト
云

云

今
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
下
）
と
注
記
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
し
、
「
商
」
の
博
士
に
は
旋
律
名
が
な
い
の
で
、
実
際
に
は
由
っ
て
い
な
い
。
一
方
、

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
捺
ノ
末
ノ

商
モ
由
テ
長
ク
ハ
セ
ズ
シ
テ

［
（

羅
ニ

移
ル

也

。
）

○イ
］
。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
一
下
）
と
「
商
」
を
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声

明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２６

〈
金
剛
寶
〉
「
怛
」
ｚ
―
５
「
曩
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
ニ
ハ
怛
曩
二
字
少
ユ
ル
カ
ス
ト
云

云

今
不
レ

然
也
」
（
大
正
八
四
・
八

三
九
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
怛
曩
ノ

二
字
少
ユ
ル
カ
ス
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
二
上
）
と
「
怛
」
「
曩
」
の
「
商
」
を
そ
れ
ぞ
れ
由
る
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て

い
な
い
と
し
て
い
る
。 
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ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２７

〈
金
剛
寶
〉
「
羅
」
ｚ
―
１１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
折
捨
ル
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
縛
日
羅
ノ

羅
ハ
商
ヨ

リ

宮
ヘ

下
テ

長
ク
ハ
セ
ス
。
折
捨
ノ

如
ニ
シ

テ
次
ノ
羅
ニ
移
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
二
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
「
羅
」

と
、
次
の
「
角
」
で
記
譜
さ
れ
て
い
る
「
他
」
（
ｚ
―
１２

）
の
間
に
「
二
字
ノ

自
下
也
」
と
注
記
が
あ

る
の
で
、
「
羅
」
「
他
」
は
切
っ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の

「
羅
」
と
「
他
」
の
間
で
、
い
っ
た
ん
「
折
捨
」
を
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
で
『
魚
山
蠆
芥
集
』

は
唱
え
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

№
２８

〈
金
剛
法
〉
「
輸
」
α

―
１９ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
輸
」
α

―
１９

の
欄
外
に
は
左
記
の
下
方
の
博
士
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
傍
ら
に
は
「
輸
記
ニ

ハ

如
此
今
ハ

不
尓
近
来
ノ

博
士
今
ハ

還
古
ニ

一

ス
ル
也
南
方
ノ

訶
又
同
云

云

」

（
大
正
八
四
・
八
四
〇
上
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
〈
金
剛
法
〉
に

で
は
な
く
て
〈
金
剛
寶
〉

（
〈

南
方
讃

〉
）

の
「
訶
」
の
箇
所
に
「
摩
訶
ノ
訶
ニ
ハ
異
説
有
。
商
ヲ

宮
へ

回
シ
テ
又
商
ヘ

突
上
テ
本
ヲ
少
シ

由
ル
。
末
ヲ

ソ
ラ
シ
テ
角
ヘ

突
上
。
是
ハ
根
本
博
士
也
。
今
ハ
本
ヲ
回

シ
テ
商
ヘ

突
上
テ
。
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
由
テ
又
角
ヘ

折
上
也
。
是
祕
讚
ニ

有
ル
博
士
ノ

近
来
シ
ツ
ツ
ケ
タ
ル
也
。

以
下
此
博
士
皆
同
レ

之

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
二
上
）
と
「
商
」
を
「
角
」
へ
折
り
上
げ
る
指
南
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の

説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
四
〇
上
） 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
異
説
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二 

出
典
が
明
示
さ
れ
な
い
形
式 

 

次
の
よ
う
に
、
現
行
の
唱
法
と
相
違
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
が
、
出
典
が
明
示
さ
れ
な
い
形

式
で
提
示
さ
れ
る
事
例
が
五
例
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
三
条
錫
杖
〉
「
實
」
ｇ
―
１５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
實
ノ

商
古
ハ

ソ
ト
云
當
時
不
尓
也
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
）
と
「
實
」

の
「
商
」
を
「
反
」
る
「
古
」
の
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
「
實
ハ

本

ノ

商
ヲ

ソ
ラ
シ
テ
宮
ヘ

下
ス

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
五
下
）
と
い
う
よ
う
に
「
古
」
の
指
南
と
同
一
の
記

述
が
あ
る
。 

な
お
、
『
声
実
抄
５

』
「
文
保
二
年
本
６

」
「
永
享
六
年
本
」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
７

』
は
「
古
」
の
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説
と
同
様
に
反
る
指
南
を
し
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
み
反
ら
な
い
指
南
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
「
古
」
の
説
と
相
違
し
て
い
る
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２
〈
金
剛
界
〉
「
不
」
ｊ
―
２５１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
古
云
四
位
同
長
云

云

雖
然
第
三
ノ

山
少
豆
」
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
上
）
と

い
う
よ
う
に
、
「
不
」
の
「
宮
」
「
羽
」
「
徴
」
「
羽
」
の
音
価
を
等
し
く
す
る
「
古
」
の
指
南
が
注
記

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
不
ハ

宮
羽
徴
羽
ノ

四
同
シ
長
サ
ニ
ス
ベ
シ

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
一
下
）
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
古
」
と
同
一
の
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
三
番
目
の
「
徴
」
を
短
く
す
る
指
南
が
加
筆
さ
れ
「
古
」
や
『
声
明
集
私
案
記
』

の
指
南
と
相
違
し
て
い
る
。 

 

№
３
〈
理
趣
経
〉
「
盧
」
ｌ
―
３１４ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
持
上
様
ト
云

云

声
エ
ハ
キ
ツ
カ
ト
ハ
不
持
上
也
」
（
大
正
八
四
・
八

三
五
中
）
と
い
う
「
角
」
か
ら
「
徴
」
へ
持
ち
上
げ
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私

案
記
』
に
は
、
「
ル
ノ

本
ノ
徴
ヲ

モ

ユ
ル
。
角
ヘ

折
下
テ

重
テ

ソ
ラ
シ
テ
商
ヘ

下
テ

商
ノ

末
ヲ
ソ
ラ
ズ
。

角
ヘ

折
上
テ
角
ノ

末
ヲ

［
本
○イ
］
持
上
ル
様
ニ

徴
ヘ
折
上
テ
由
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
九
上
）
と

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
の
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
不
持
上
也
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
の
で
実
際
に
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
採
用
し
て
い
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
４
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
諸
」
ｕ
―
１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
ユ
ル
カ
ス
一
説
ア
リ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
と
「
商
」
を
由
る
説

も
あ
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
『
声
明
集
私
案
記
』
も
「
諸
ノ
末
ノ
商
ト
佛
ノ
商
ト
少
ユ
ル
カ
ス
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
六
下
）
と
「
商
」
を
由
る
「
一
説
」
と
同
一
の
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

「
文
保
二
年
本
」
の
「
商
」
に
も
「
ユ
」
の
注
記
が
あ
る
。
そ
し
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
商
」
に
は

実
際
に
は
由
る
旋
律
名
は
な
い
の
で
「
一
説
」
を
採
用
し
て
い
な
い
。 

ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
５
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
祥
」
ｕ
―
４８ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
祥
ノ

根
ニ

打
懸
ア
リ
ト
云

云

當
世
不
尓
一

又
末
ノ

角
ニ

星
ア
リ
ト
云

云

是

又
無
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
祥

本
ノ
羽
ノ
始
［
初
○イ
］
ヲ
打
カ
ケ
テ
。
末
ヲ

ソ
ラ
シ
テ
徴
ヘ

下
テ
徴
ノ

中
ニ

カ
ナ
ヲ
成
ス
。
角
ヘ

下
ル
角

ノ

終
リ
ニ
星
ヲ
突

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
八
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
『
声

明
集
私
案
記
』
の
説
を
提
示
し
て
い
る
が
、
現
在
は
そ
の
説
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。
実
際

の
博
士
で
も
左
記
の
よ
う
に
、
打
ち
懸
け
て
い
な
い
。
な
お
、
左
記
の
よ
う
に
「
称
名
寺
本
ａ
」
は
本
を

打
掛
け
て
い
る
の
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
。 
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ま
た
、
こ
の
相
違
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
の
相

違
の
一
つ
で
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
） 

 
 

 
 

 
 

 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
現
行
の
唱
法
と
一
致
せ
ず
、
採
用
も
し
な
か
っ
た
『
声
明
集
私

案
記
』
の
指
南
を
挙
げ
て
い
る
三
十
三
の
事
例
を
み
て
き
た
。
な
お
、
こ
れ
ら
三
十
三
例
の
う
ち
の
二
十

八
例
で
、
「
今
ハ
不
由
」
「
今
ハ
不
尓
」
「
當
世
不
レ

用
」
「
當
時
不
尓
」
等
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
指
南

は
そ
の
当
時
既
に
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。 

な
お
、
こ
こ
で
み
た
三
十
三
事
例
の
う
ち
の
二
十
九
例
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』

と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
間
で
違
い
が
み
ら
れ
た
旋
律
に
つ
い
て
の
指
南
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
長
恵
は
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
八
十
六
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
の
う
ち
の
二
十
九
を
、
つ
ま
り
約

三
分
の
一
以
上
を
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
注
記
し
た
こ
と
に
な
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
長
恵
の
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
或
い
は
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
た
『
声

明
集
私
案
記
』
の
指
南
で
あ
っ
て
も
、
長
恵
は
そ
れ
を
無
視
せ
ず
に
、
そ
の
多
く
を
出
典
を
明
示
し
て
提

示
し
た
。
こ
れ
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
隆
然
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
覚
証
院
方
の
正
統
な
口
伝
書
と
し
て

『
声
明
集
私
案
記
』
を
位
置
付
け
、
『
声
明
集
私
案
記
』
へ
の
敬
意
を
表
明
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
自

か
ら
編
集
し
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
長
恵
は
、
一
―
№
２
の
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
唯
」
ｋ
―
３９６

で
は
、
現
行
の
唱
法
が
『
声
明
集
私

案
記
』
の
指
南
と
大
分
相
違
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
「
声
明
師
」
が
『
声

明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
違
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
も
し
か
す
る
と
、
長
恵
は
、
「
声
明

師
」
に
よ
っ
て
違
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
判
断
し
た
指
南
を
主
に
選
ん
で
掲
載
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
も

考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
「
古
」
の
説
と
同
じ
内
容
の
指
南
が
「
文
保
二
年
本
」
（
二
―
№
１
、
№
４
）
・
「
永
享
六
年

本
」
（
二
―
№
１
）
・
『
声
実
抄
』
（
二
―
№
１
）
・
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
（
二
―
№
１
）
に
も
み
ら

れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
長
恵
が
『
声
明
集
私
案
記
』
の
説
を
「
古
」
と
し
て
提

示
し
た
の
は
、
同
じ
説
が
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
に
も
あ
り
、
共
有
さ
れ
て
い
た
情
報
な
の
で
、
典
拠

と
し
て
『
声
明
集
私
案
記
』
を
明
記
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

 

第
三
目 

現
行
の
唱
法
と
一
致
し
な
い
が
許
容
さ
れ
る
一
説
と
し
て
提
示
さ
れ
た
指
南 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
、
現
行
の
唱
法
と
相
違
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
、
現
行
の
唱
法
と
共
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存
で
き
る
許
容
範
囲
内
の
一
説
と
し
て
提
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
事
例
が
、
次
の
よ
う
に
、
合
計
十
例

確
認
で
き
た
。
そ
の
う
ち
出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式
が
七
例
、
明
示
さ
れ
な
い
形
式
が
三
例
で
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
一 
出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式 

 

次
の
よ
う
に
、
出
典
が
明
示
さ
れ
る
形
式
で
、
現
行
の
唱
法
と
相
違
す
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南

が
、
許
容
範
囲
内
の
一
例
と
し
て
提
示
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
が
七
例
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
云
何
唄
〉
「
得
」
「
長
」
「
壽
」
ｃ
―
３
～
５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
案
記
云
得
長
壽
ノ

三
字
一
息
也
ム

云

雖
然
息
短
ハ

長
ニ

テ

可
レ

切
一

」
（
大

正
八
四
・
八
二
五
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
息
ヲ

續
ス
マ
シ
テ

得
長
壽
ノ

三
字
ヲ

一
ト

イ
キ
二
ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
一
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆

芥
集
』
で
は
息
が
短
け
れ
ば
「
長
」
で
息
継
ぎ
を
し
て
も
い
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
『
声
明
集
私
案

記
』
の
指
南
を
許
容
さ
れ
る
範
囲
の
一
説
と
し
て
掲
載
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

№
２
〈
金
剛
界
〉
「
帰
」
ｊ
―
３６９ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
案
記
云
五
悔
若
高
ク
ハ
鑁
ノ

商
ニ

皈
ヲ

出
ス
ヘ
シ
ト
云

云

」
（
大
正
八

四
・
八
三
〇
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
若
シ

五
悔
高
ク
ハ
勧
請

ハ
尚
高
キ
間
シ
ニ
ク
シ
。
此
ノ

時
ハ
先
ノ
鑁
ノ
末
ナ
ル
商
ノ
聲
ヲ
以
テ

歸
命
ノ
宮
ヲ

出
ス
ヘ
シ
。
是
ハ

五

悔
ノ
高
キ
時
ノ
事
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
二
上
）
と
「
五
悔
」
が
高
い
時
に
限
り
、
「
鑁
」
の
「
商
」

の
音
で
「
歸
命
」
を
出
す
指
南
が
さ
れ
て
い
る
。
長
恵
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
一
説
と
し
て
掲

載
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

№
３
〈
金
剛
界
〉
「
誓
」
ｊ
―
４１７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
誓
ノ

博
士
カ
ル
〱
ト
律
ノ

声
ニ

ス
ヘ
シ
云

云

三
ノ

由
ノ

ユ
リ
ヲ
リ
ニ

不
可
混
一

故
ニ

律
ノ

声
ニ

ス
ト
云
也
折
目
ニ

カ
ナ
ヲ
付
ス

ト
云
モ
律
ノ

声
ニ

キ
コ
ヘ
シ
メ
テ
三
ノ

博
士
不

可
混
ス

一

故
実
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に

は
、
「
本
誓
ノ

誓
ハ

餘
ヨ
リ
カ
ル
カ
ル
ト

律
聲
ニ

ユ
リ
テ
角
ヘ

下
テ
カ
ナ
ヲ
折
目
ニ

成
ス
。
此
字
ヲ

律
聲

ニ

ス
ル
事
ハ
次
ノ

字
ノ

ユ
リ
下
ナ

ル

カ

故
也
。
ユ
リ
下
ニ

マ
カ
ウ
間
餘
ヨ
リ
カ
ル
カ
ル
ト
ス
［
ユ
○イ
］
ル

也
。
折
目
ニ

カ
ナ
ヲ
ハ
密
カ

ニ

成
ス

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
三
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆

芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
「
誓
」
を
「
律
声
」
に
す
る
指
南
を
一
説
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。 

 

№
４
〈
胎
蔵
界
〉
「
帰
命
頂
礼
大
」
ｋ
―
１０６

～
１１０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
案
記
云
皈
命
頂
礼
ハ

只
拍
子
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
一
下
）
と
注

記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
歸
命
頂
禮
ハ

只
拍
子
也
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇

六
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
一
説
と
し
て
掲
載
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

№
５
〈
胎
蔵
界
〉
「
衆
」
ｋ
―
４７１ 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
豆
也
ト
云

云

古
ハ

引
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
三
上
）
と
注
記
さ

れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』

「
〔

衆
生
ノ

衆
ハ

末
ノ

徴
ヲ

ユ
ラ
ズ
。
短
シ
テ
末
へ
移
ル

也

。
〕

○イ
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』

の
説
と
「
古
」
の
説
を
そ
れ
ぞ
れ
一
説
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。 

 

№
６
〈
胎
蔵
界
〉
「
者
」
ｋ
―
５２７

「
羅
」
ｋ
―
５２８ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
羅
同
長
也
但
羅
ヲ
ユ
レ
ハ
ラ
ハ
者
ヨ
リ
ハ
長
也
」
（
大
正
八
四
・
八

三
三
上
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
者
羅
ノ

二
字
ハ
同
シ
長
サ
ニ
ス

ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
八
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
私
案
記
』

の
指
南
を
一
説
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
実
際
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
羅
」
の
「
徴
」
に
は

「
ユ
」
の
注
記
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
由
っ
て
い
る
の
で
、
「
羅
」
を
「
者
」
よ

り
も
長
く
唱
え
て
い
る
。 

 

№
７
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
諸
」
ｕ
―
１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
記
云
晴
時
商
ヨ
リ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
諸
ヲ
ハ
商
ヨ
リ
モ
出
ス
。
又
角
ヨ
リ
モ
出
ス
。
何
レ
モ
不
レ

苦
。
睛

ノ
座
敷
ナ
ド
ニ
ハ
商
ヨ
リ
出
ス

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
六
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』

は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
一
説
と
し
て
掲
載
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

二 

出
典
が
明
示
さ
れ
な
い
形
式 

 

次
の
よ
う
に
、
出
典
が
明
示
さ
れ
な
い
形
式
で
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
が
、
許
容
範
囲
内
の
一

例
と
し
て
提
示
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
事
例
が
三
例
あ
っ
た
。 

 

№
１
〈
対
揚
〉
「
伽
」
ｉ
―
７０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
此
博
士
カ
ト
モ
ナ
ク
マ
ワ
シ
テ
不
折
云

云

ソ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
大
正

八
四
・
八
二
八
上
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
伽
」
の
初
重
の
「
羽
」
か
ら
「
宮
」
へ
回
す
「
古
」
の
指
南
が

注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
伽
藍
ノ

伽
ノ

字
ハ

羽
宮
ヲ
ハ
不
レ

折
也
。
カ

ド
モ
ナ
ク
廻
ス

〇
［
也
。
○イ

］
」

（
続
真
三
〇
・
九
九
下
）
と
い
う
よ
う
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
「
古
」

と
同
一
の
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
実
際
の
唱
法
は
不
明
で
あ
る
。 

な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
に
も
「
折
目
モ

無
ク

マ
ワ
ス
説
モ

ア
リ
」
と
い
う
同
一
の
内
容
の
記
述
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
古
云
」
の
「
羽
」
か
ら
「
宮
」
へ
回
す
説
の

典
拠
は
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
に
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
こ
の
説
の
典
拠
と
し
て
『
声
明
集
私
案
記
』
を

明
記
し
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

№
２
〈
胎
蔵
界
〉
「
誓
」
ｋ
―
６４５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
ハ
火
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
三
中
）
と
い
う
「
古
」
の
「
羽
」

を
短
く
す
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
も
「
三
ツ
［
番
○イ
］
メ
ノ
誓
ハ

羽
ヲ

少
シ

ソ
ラ
シ
テ
短
ク

シ
テ
上
ノ
宮
へ
折
上
テ
末
ヲ
本
ヨ
リ
長
シ
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
九
下
）
と
い

う
「
羽
」
を
短
く
す
る
同
一
の
記
述
が
あ
る
。
た
だ
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
実
際
の
唱
法
は
不
明
で
あ
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る
。 

 

№
３
〈
心
略
漢
語
〉
「
碍
」
ｒ
―
１０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
或
説
云
此
商
ヨ

リ

呂
ト

云

云

或
尚
律
ト

云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
上
）

と
い
う
「
碍
」
の
「
商
」
か
ら
「
呂
」
に
反
音
に
す
る
、
も
し
く
は
「
律
」
に
留
ま
る
「
或
説
」
の
指
南

を
注
記
し
て
い
る
。
一
方
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
無
碍
ノ

下
ヨ
リ
呂
也
。
或
ハ
律

。
」

（
続
真

三
〇
・
一
一
四
上
）
と
同
一
の
記
述
が
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
指
南
は
「
或
」
の
説
と
同
一
で
あ
る

と
い
え
る
。
た
だ
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
実
際
の
唱
法
は
不
明
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
、
一
説
と
し
て
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
挙
げ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
箇
所
は
十
箇
所
み
ら
れ
る
。 

た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
の
中
に
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
実
際
の
唱
法
が
不
明
の
も
の
が
多
く
、
こ

れ
ら
の
指
南
が
一
例
と
し
て
併
存
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か
、
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
の
判
断
も
決
し

て
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
第
三
の
分
類
の
分
析
と
考
察
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

な
お
、
こ
こ
で
も
「
古
」
の
説
と
同
じ
内
容
の
指
南
が
「
文
保
二
年
本
」
（
二
―
№
１
）
に
も
み
ら
れ

る
場
合
も
あ
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
五
十
四
箇
所
に
お
い
て
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
提
示
し

て
い
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
自
己
の
正
統
性
を
示
す
た
め
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
現
行
の
唱
法
と
一
致

す
る
指
南
を
提
示
す
る
事
例
が
十
一
例
あ
っ
た
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
一
致
し
な
い
指
南
を
提
示
す
る
事
例
は
四
十
三
例
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
明
ら

か
に
実
唱
に
採
用
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
提
示
し
た
事
例
が
三
十
三
例
あ
っ
た
。 

ま
た
、
四
十
三
例
中
二
十
九
例
は
旋
律
に
関
す
る
指
南
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る

『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
は
八
十
六
で
あ
っ
た
の
で
、
長
恵
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
八
十
六

の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
う
ち
の
二
十
九
を
、
つ
ま
り
約
三
分
の
一
以
上
を
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に

掲
載
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
同
じ
覚
証
院
方
に
属
し
基
本
的
に
同
一
の
声
明
を
伝
え
な
が
ら
も
、
よ
り
革
新
的

な
傾
向
を
も
っ
た
隆
法
系
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
唱
法
と
保
守
的
な
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指

南
に
は
、
あ
る
程
度
の
相
違
が
生
じ
て
い
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
長
恵
は
、
隆
法
系

の
唱
法
に
よ
っ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
ん
だ
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
を
隆
然
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
覚

証
院
方
の
正
統
な
口
伝
書
と
し
て
受
け
入
れ
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
多
数
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に

掲
載
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
正
統
性
を
主
張
し
た
と
思
わ
れ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
こ
の
よ
う
な
方

向
性
を
持
っ
て
『
声
明
集
私
案
記
』
を
受
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
考
え
る
と
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
成
立
当
時
に
『
声
明
集
私
案
記
』
つ
ま
り

慈
鏡
系
の
声
明
の
伝
承
が
衰
退
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。 

 

第
四
目 

流
派
の
情
報 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
諸
系
譜
の
指
南
を
対
比
し
た
記
述
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
記
述
の
『
魚

山
蠆
芥
集
』
へ
の
引
用
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
恵
の
時
代
の
相
応
院
流
、
東
南
院
方
、
金
剛
三
昧
院
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方
の
高
野
山
に
お
け
る
影
響
力
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

 
一 

相
応
院
流
と
進
流 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
進
流
と
相
応
院
流
と
の
指
南
を
対
比
し
た
記
述
が
二
十
三
箇
存
在
す
る
。

そ
れ
を
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
に
分
類
し
、
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
時
代
の
相
応
院
流
の
影
響
力
に
つ
い
て
推
定
し
た
い
。 

 

（
一
） 

掲
載 

 

長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
相
応
院
流
と
進
流
を
対
比
す
る
情
報
は

次
の
十
例
で
あ
る
。 

 

№
１
〈
三
条
錫
杖
〉
「
世
」
ｇ
―
５８ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
三
世
ノ

置
聲
ハ

相
應
院
ナ

リ

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
六
上
～
下
）
と
い

う
相
応
院
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
相
応
院
ニ

ハ

イ
ノ

カ
ナ
ア
リ
進

ニ

ハ

イ
ノ

カ
ナ
無
シ
」
（
大
正
八
四
・
八
二
七
上
）
い
う
相
応
流
と
進
流
の
仮
名
の
位
置
を
対
比
し
た
注

記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
、
相
応
院
流
の
情
報
に
加
え
て
、
進
流
の
情
報
が
付
加
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
、
「
イ
ノ

カ
ナ
無
シ
」
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山

蠆
芥
集
』
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
を
見
て
新
た
な
情
報
を
加
え
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
２
〈
対
揚
〉
句
数
に
つ
い
て 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
對
揚
ニ
異
説
ア

リ

進
ノ

様
ニ

ハ

半
句
結
也
。
灌
頂
ニ

ハ

九
句
結
フ

也
。

常
ニ

ハ

十
一
句
。
多
ク

ハ

十
三
句
是
不
レ

可
レ

過
也
。
少
キ

ハ

七
句
也
。
七
句
十
三
句
ハ

希
有
ノ

［
○イ
欠
］

事
也
。
進
ノ

樣
ニ

モ

七
句
ヲ

用
ル

コ

ト

在
レ

之
。
七
句
計
ナ
リ
ト
モ
不
レ

苦
也
。
句
ノ

數
ハ

初
ノ

南
無
ヨ

リ
終
リ
ノ
所
願
成
辨
マ
テ
也
。
相
應
院
ニ

ハ

重
半
不
レ

定
也
。
灌
頂
ニ

ハ

八
句
ニ

結
也
。
餘
ハ

不
レ

定

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
九
下
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
一
句
数
事
十
三
句
十
一
句
七
句
也
相
応
院
流
ニ

ハ

重
半
不
定
也
」
（
大
正
八

四
・
八
二
八
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』

に
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
３
〈
金
剛
界
〉
「
礼
佛
」
の
「
南
」
ｊ
―
６０６

の
読
み
方
に
つ
い
て 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
進
樣
ニ
ハ
阿
閦
ヨ
リ
以
下
ノ
三
十
六
尊
ヲ
ナ
モ
ト
シ
テ
最
初
ヲ
ハ
ナ
ウ

ボ
ト
ス
ル
也
。
相
應
院
ニ
ハ
總
シ
テ
三
十
七
尊
ヲ
ナ
ウ
ボ
ト
ス
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
五
上
）
と
い

う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
相
応
院
ニ

ハ

三
十
七
尊
ヲ

皆
ナ
ウ
ボ
―
ト
ス
ル
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
）
と
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
進
流

の
情
報
は
な
い
が
、
相
応
院
流
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る
。 

 

№
４
〈
胎
蔵
界
〉
「
三
」
ｋ
―
５５４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
十
三
大
會
ノ○

［
三
ノ

○イ
］
字
ニ
異
説
多
也
。
相
応
院
ニ
ハ
直
ニ

三
卜
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ハ
セ
ズ
。
ソ
ン
ト
シ
テ
博
士
ヲ

ハ

ソ
ラ
シ
テ
上
ノ

宮
ヘ

折
上
ル

也
。
進
ノ

樣
ニ

ハ

此
博
士
ヲ

異
説
ニ
ス
ル

也
。
但
シ

［
（

進
ノ

樣
ニ

ハ

）
○イ
］
乙
ソ
ン
ト
ハ
不
レ

言
直
ニ
三
卜
云
也
。
相
応
院
ニ
限
テ

ソ
ン
ト
ス
ル

也
。
進
ノ

樣
ニ
ハ
此
ノ

博
士
ノ
一
説
ニ

又
徴
ヲ

ユ
リ
テ
上
ノ

宮
へ
折
上
ル
也
。
是
レ

一
説
○
［
也
。
○イ
］

又
上
ノ

宮
計

［
（

ユ
ル
）
○イ
］
是
一
説
也
。
営
世
ハ
多
分
徴
計
シ
テ
末
ヲ
突
テ
大
へ
移
ル

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
〇
九
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
三
古
云
進
流
異
説
相
応
院

ニ

ハ

三
ソ
ン
ト
ス
ル
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
三
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声

明
集
私
案
記
』
の
記
述
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
５
〈
四
智
梵
語
〉
「
達
摩
誐
夜
那
」
ｎ
―
２５

～
２９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ
ハ
羅
ニ
テ
切
テ
逹
摩
誐
也
那
ノ
五
宇
ヲ
云
イ
ツ
ヅ
ク
ル
也
。

進
樣
ニ
ハ
逹
ア
テ
切
テ
摩
誐
也
那
［
奈
○イ

］
マ
テ
ス
ル
也
。
但
シ
誐
也
ノ
徴
ハ
［
誐
徴

ナ
レ

ト
モ

○イ
］
ユ
ラ
ズ
。

餘
ハ
ユ
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
一
下
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。

一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
相
応
院
ニ

ハ

羅
ニ

テ

切
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と
注
記
さ
れ

て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
、
進
流
の
切
る
箇
所
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

№
６
〈
大
日
讃
〉
「
迦
」
ｏ
―
２７ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
次
ニ
下
ノ

迦
ヲ
相
應
院
ニ
ハ
清
テ

ス
ル
。
進
樣
ニ
ハ
濁
ル
也

。
」

（
続

真
三
〇
・
一
一
二
上
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆

芥
集
』
に
は
、
「
相
応
院
ニ

ハ

清
進
ニ

ハ

濁
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
７
〈
不
動
讃
〉
「
僧
」
ｐ
―
５５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
僧
ノ
字
ヲ
ハ
進
樣
ニ
ハ
ソ
ト
ス
ル
也
。
相
臆
院
ニ
ハ
ソ
ウ
ト

ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
二
下
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚

山
蠆
芥
集
』
に
は
「
進
流
ニ
ハ
ソ
ト
ス
ル
也
相
応
ニ
ハ
ソ
ウ
ト
ス
ル
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
下
）
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
継
承
さ
れ
て
い

る
。 

 

№
８
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
沐
」
ｕ
―
２９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ
ハ
沐
ヲ
濁
ス
也
。
進
樣
ニ
ハ
ス
ム
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一

一
七
下
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、

「
濁
ハ

相
応
院
清
ハ

進
流
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
明

集
私
案
記
』
の
記
述
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

№
９
〈
吉
慶
梵
語
〉
「
蘗
」
「
婆
」
ｖ
１４

～
１５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
此
讚
進
相
ノ

清
濁
ア
リ
。
蘗
○

○

婆
○

ハ

相

［
（

應
院
）
○イ
］
○

蘗
○

○

婆
ハ

進
○
［
樣
○イ
］
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
九
上
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
婆
」
に
「
今
ハ

相
流
ニ

同
シ

テ

清
也
」
（
大
正
八

四
・
八
三
八
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』

に
継
承
さ
れ
て
い
る
。 
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№
１０

〈
金
剛
寶
〉
「
羅
」
ｚ
―
４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相

［
（

應
院
ニ

ハ

）
○イ
］
ア
ラ
ト

云
也
。
進
○
［
樣
ニ

ハ

○イ
］
ラ
ト

云

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
二
二
上
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
此
賛
ノ

頭
ノ

句
ノ

羅
ラ
相
応
院
流
ニ
ハ
ア
ラ
ト
ス
ル
也
當
流
ノ

意
ハ

上
ノ

羅
ニ

ア
ノ
響
ア
ル
處
ニ

別
シ

テ

ア
ト
ス
ル
ニ
不
レ

及
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
二
）
不
掲
載 

 

長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
な
か
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
相
応
院
流
と
進
流
を
対
比
す
る

情
報
は
次
の
十
三
例
で
あ
る
。 

 

№
１
〈
云
何
唄
〉
「
云
」
「
何
」
ｃ
―
１
～
２ 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
「
相
應
院
ニ

ハ

ウ
ム
カ
ノ

三
字
ヲ

同
長
サ
ニ
ス
ル
也
。
進
ノ

様
ニ

ハ

不
レ

爾

ラ

［
然
○イ
］
云
何
ノ

二
字
同
長
サ
ニ
ス
ル
也
何
ノ

字
ニ

テ
切
」
（
続
真
三
〇
・
九
一
下
）
と
い
う
相
応
院

流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
注

記
は
な
い
。 

 

№
２
〈
云
何
唄
〉
「
壽
」
ｃ
―
５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
壽
ノ

博
士
ノ

末
ハ

大
略
如
來
唄
ニ

同
シ

相
應
院
ニ

ハ

末
ノ

宮
ヲ

二
ツ

ノ

コ
シ
テ
聲
ヲ

切
ル
。
進
ノ
様
ニ

ハ

一
ツ

ノ
コ
シ
テ
声
ヲ

切
ル

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
一
上
）
と
い
う
相
応

院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
の

注
記
は
な
い
。 

 

№
３
〈
三
條
錫
杖
〉
「
護
持
弟
子
」
１０７

～
１１０ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ

ハ

弟
子
マ
テ
ス
ル
也
。
進
樣
ニ

ハ

不
レ

然
護
持
計
リ

ス
ル

也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
六
下
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
注
記
は
な
い
。 

 

№
４
〈
金
剛
界
〉
「
常
」
ｊ
―
７ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
常
ノ

字
ノ

商
モ

ユ
ラ
サ
ル
也
相
応
院
ニ

ハ

ツ
ヨ
ク
ユ
ル
也

。
」

（
続
真

三
〇
・
一
〇
〇
上
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥

集
』
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
注
記
は
な
い
。 

 

№
〈
５
金
剛
界
〉
「
發
」
ｊ
―
１２４ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ

ハ

此
ノ

發
ノ

字
ヲ

濁
シ

テ

ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇

一
上
）
と
い
う
相
応
院
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
こ
れ
と

同
じ
内
容
の
注
記
は
な
い
。 
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№
６
〈
金
剛
界
〉
「
般
」
ｊ
―
２１１ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
臨
般
ノ

般
ノ

羽
中
ヨ
リ
少
シ
末
ニ

テ

［
（

ツ
ノ
）
○イ
］
カ
ナ
ヲ
成
ス

。

後
ノ

徴
ヘ

下
ル

相
應
院
ニ

此
ノ

般
ノ

字
ニ

少
シ
末
ニ
ム
ノ
カ
ナ
ノ
ヲ
成
ス

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
一
上
）

と
い
う
相
応
院
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
内

容
の
注
記
は
な
い
。 

 

№
７
〈
金
剛
界
〉
「
勧
請
」
の
入
句
に
つ
い
て 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
勸
請
ノ

入
句
ノ

事
仁
海
作
法
集
ニ

ハ

佛
菩
薩
明
王
天
等
共
ニ

教
令
輪
ノ

下
ニ
可
レ

入
ル

。
小
野
ノ

勧
請
集
ニ

ハ

佛
菩
薩
ハ
十
六
八
供
ノ
下
ニ
入
ト
。
明
王
天
等
ヲ
ハ
○
［
共
ニ

○イ
］

教
令
輪
ノ

下
ニ
入
。
佛
菩
薩
ハ
正
法
輪
ナ
ル
間
教
令
輪
ノ

［
イ
欠
］
上
ニ
入
ル

レ

之
ヲ

。
進
ノ

様
ニ
ハ
佛

菩
薩
ヲ
十
六
八
供
ノ

次
ニ

入
レ

。
明
王
天
等
ヲ
ハ
教
令
輪
ノ
次
ニ
入
也
。
相
應
院
ニ
ハ
定
テ

明
王
天
等
ヲ

教
令
輪
ノ
次
ニ
入
ル
也
［
○ロ
欠

］
。

今
進
ノ

様
ニ
モ
多
分
佛
菩
薩
明
王
天
等
ヲ

○
［
共
ニ

○イ
］
教
令
輪
ノ

次
ニ
入
ル
也
。
進
ノ

様
ニ
ハ
何
レ
ニ
モ
不
レ

苦
。
當
世
ハ
何
ヲ
モ
教
両
輪
ノ
次
ニ

入
ル
也

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
〇
三
上
）
と
い
う
相
応
院
流
と
進
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

に
は
、
「
入
句
ヲ

ハ

教
令
輪
ノ

可
入
也
小
野
ノ

勧
請
集
ニ

ハ

佛
菩
薩
ヲ
ハ
十
六
供
ノ

次
ニ

入
レ

明
王
天
等

ヲ

ハ

教
令
輪
ノ

次
ニ

入
ル

ト

云

云

進
ノ

様
モ

本
ハ

如
レ

此
ス
ル
也
然
ル
ヲ
近
代
ハ

佛
菩
薩
ヲ
モ
教
令
輪
ノ

次
ニ

入
也
此
ハ
仁
海
ノ

作
法
集
ノ

意
也
當
時
用
之
ヲ

一

但
依
意
業
ニ

一

新
古
用
否
可
有
也
」
（
大
正
八

四
・
八
三
〇
下
）
と
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
、
相
応
院
の
情
報
が
無
く
な
っ
て
い
る
。 

 

№
８
〈
金
剛
界
〉
ｊ
―
４７１

「
愊
」
の
読
み
方
に
つ
い
て 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ
ハ
福
ト

ハ

セ
ズ
フ
ト
ス
ル
也
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
四
下
）

と
い
う
相
応
院
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
内

容
の
注
記
は
な
い
。 

 

№
９
〈
金
剛
界
〉
「
普
供
養
」
「
阿
」
ｊ
―
５００

よ
り
読
み
始
め
る
指
南 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
応
院
ニ
ハ
阿
ヨ
リ
ス
ル
也
」
（
続
真
三
〇
・
一
〇
四
下
）
と
い
う
相

応
院
流
に
つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
注
記
は
な
い
。 

 

№
１０

〈
金
剛
界
〉
「
大
」
ｊ
―
６８０

の
読
み
方
に
つ
い
て 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ
ハ
大
悲
胎
［
大
○イ
］
藏
ノ

大
ヲ

ハ

濁
ス
也

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
〇
五
上
）
と
い
う
相
応
院
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、

こ
れ
と
同
じ
内
容
の
注
記
は
な
い
。 

 

№
１１

〈
金
剛
界
〉
「
所
修
功
徳
」
の
旋
律 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
應
院
ニ
ハ
所
修
功
徳
ヨ
リ
徴
ノ

音
ニ

博
士
ヲ

ス
ル
也

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
〇
五
下
）
と
い
う
相
応
院
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、

「
所
修
功
徳
」
の
詞
章
及
び
博
士
は
な
い
た
め
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
注
記
は
な
い
。 

 

№
１２

〈
金
剛
界
〉
「
喜
」
ｊ
―
７０３

の
旋
律 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
喜
ハ
徴
也
。
相
應
院
ニ
ハ
博
士
ヲ
羽
徴
ト

ス
ル
也
云

云

」
（
続
真
三
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〇
・
一
〇
五
下
）
と
い
う
相
応
院
流
の
指
南
に
つ
い
て
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、

こ
れ
と
同
じ
内
容
の
注
記
は
な
い
。 

 

№
１３

〈
吉
慶
梵
語
〉
「
瞢
」
ｖ
―
３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相

［
（

應
院
ニ

ハ

）
○イ
］
瞢
ノ

博
士
ヲ
三
段
ナ
ガ
ラ
。
末
ノ
徴
ヲ

回
シ

テ

上
ル
所
ヲ
押
ヘ

テ

喉
ヨ
リ
出
ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
九
下
）
と
い
う
相
応
院
流
の
指
南
に
つ

い
て
の
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
こ
れ
と
同
じ
内
容
の
注
記
は
な
い
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
相
応
院
」
と
「
進
流
」
の
指
南
を
対
比
し
た
記
述
が

二
十
三
箇
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
の
十
箇
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
十
三
箇
は
、

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
長
恵
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
「
相
応
院
」
と
「
進
流
」
の
指
南
を
対

比
す
る
記
述
の
半
分
以
上
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
載
せ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
長
恵
の
掲
載
と
非
掲
載
の

基
準
は
分
か
ら
な
い
が
、
長
恵
は
あ
ま
り
相
応
院
流
を
意
識
し
て
い
な
い
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ

は
、
長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
初
期
に
は
、
高
野
山
に
お
け
る
相

応
院
流
の
影
響
力
が
弱
ま
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

二 

覚
証
院
方
と
東
南
院
方 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
覚
証
院
」
と
「
東
南
院
」
の
指
南
を
対
比
し
た
記
述
が
三
箇
存
在
す
る
。

そ
れ
を
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
に
分
類
し
、
『
魚

山
蠆
芥
集
』
の
時
代
の
東
南
院
方
の
影
響
力
に
つ
い
て
推
定
し
た
い
。 

 

（
一
）
掲
載 

 

長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
覚
証
院
方
と
東
南
院
方
の
情
報
の
記
述

は
次
の
二
例
で
あ
る
。 

 

№
１
〈
梵
音
〉
「
勝
」
ｆ
―
５
「
寶
」
ｆ
―
３３ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
覺
證
院
ニ

ハ

切
モ

ス

東
南
院
ニ

ハ

子
チ
［
ハ
子
○イ
］
テ
モ
ス

。
」

（
続

真
三
〇
・
九
四
下
）
と
い
う
よ
う
な
覚
証
院
と
東
南
院
方
の
記
譜
を
対
比
し
た
記
述
が
あ
る
。
一
方
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
も
、
左
記
の
博
士
の
左
側
に
「
勝
寶
ノ

末
ノ

羽
ノ

重
覚
証
院
ニ

ハ

忘
突
東
南
院
ニ

ハ

子
チ
重
ト

云

當
時
不
用
之
ヲ

一

」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
）
と
い
う
よ
う
に
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記

述
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
〈
梵
音
〉
「
勝
」
ｆ
―
５
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
） 

 

 

№
２
〈
四
智
梵
語
〉
「
嚩
」
ｎ
―
７ 
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『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
サ
ト
縛
ノ
縛
ニ
異
説
ア
リ
。
東
南
院
ニ
ハ
。
末
ヲ
細
ニ
由
リ
ソ
ラ
シ
テ

ト
ド
ム
ル
。
覺
證
院
ニ
ハ
。
ソ
ラ
サ
ズ
シ
テ
由
リ
ト
ド
ム
。
多
分
覺
證
院
ノ

○
［
樣
○イ
］
ヲ
用
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
一
一
上
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
も
、
「
東
南
院
ニ
ハ
末

ヲ
細
ニ

ユ
リ
ソ
リ
留
也
覚
證
院
ニ

ハ

ソ
ラ
テ
ユ
リ
留
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と
同
一
の
注
記
が

あ
る
。 

な
お
、
左
記
の
博
士
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
実
際
の
博
士
に
は
「
ソ
」
と
い
う
注
記
は
な
い

の
で
、
覚
証
院
方
の
指
南
に
准
じ
て
い
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
「
嚩
」
ｎ
―
７
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）  

 

（
二
）
不
掲
載 

 

長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
な
か
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
覚
証
院
方
と
東
南
院
方
の
情
報

の
記
述
は
次
の
一
例
で
あ
る
。 

 

〈
梵
音
〉
「
方
」
ｆ
―
１１

「
供
」
ｆ
―
１７

「
供
」
ｆ
―
２４

「
相
」
ｆ
―
３９

「
供
」
ｆ
―
４５ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
東
南
院
ニ

ハ

上
ノ

十
方
ノ

方
供
養
ノ

供
色
相
ノ

相
此
レ

等
ノ

本
ノ

二
ノ

徴
ヲ

ハ

先
ノ

徴
ヲ

ハ

不
レ

由
前
ノ

方
等
ノ

末
ナ

ル

商
ヲ

モ

ソ
ラ
サ
ザ
ル
也
。
是
レ

東
南
院
様
也
」
（
続
真

三
〇
・
九
五
上
）
と
い
う
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
こ
れ
は
注
記
さ
れ

て
い
な
い
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
覚
証
院
」
と
「
東
南
院
」
の
指
南
を
対
比
し
た
記
述

が
三
箇
存
在
し
た
。
そ
の
う
ち
の
二
箇
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
お
い
て
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
箇
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
十
六
世
紀
初
期
に

も
覚
証
院
方
の
唱
法
と
は
異
な
る
東
南
院
方
独
自
の
声
明
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

三 

衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
方 

 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
衆
徒
方
」
と
「
金
剛
三
昧
院
」
「
証
蓮
房
」
「
樹
下
様
」
の
指
南
を
対

比
し
た
記
述
が
四
箇
存
在
す
る
。
そ
れ
を
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
も
の
と
に
分
類
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
時
代
の
金
剛
三
昧
院
方
の
影
響
力
に
つ
い
て
推
定
し
た

い
。 

 

（
一
）
掲
載 

 

長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
方
の
情
報
の
記

述
は
次
の
二
例
で
あ
る
。 
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№
１
〈
胎
蔵
界
〉
の
拍
子
に
つ
い
て 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
上
四
字
只
拍
子
下
ノ

三
字
樂
拍
子
是
ヲ
ハ
高
野
ノ

衆
徒
方
ス
ル
也
。
一

向
樂
拍
子
ヲ

ハ

樹
下
ノ
座
様
ト

テ

衆
徒
方
ニ
ハ
被
レ

嫌
也
。
○
［
又
○イ
］
唯
只
拍
子
ニ
モ
ス
ル
也
。
此
ノ

三
ノ

様
モ
何
モ
句
ノ
末
ノ
一
字
ハ
少
シ
長
シ
。
高
野
ノ
別
所
田
舎
ニ
ハ
一
向
樂
拍
子
ヲ
用
テ
ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
六
上
）
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
一
就
拍
子
一

一

云
上
ノ

四
字
ハ

只
拍
子
下
ノ

三
字
ハ

楽
拍
子
ト
云

云

二
云
七
字
共
一
向
楽
拍
子
ト
云

云

三
云
只
拍
子
ハ

依

レ

字
随
博
士
ニ

一

可
交
参
ス

一

ト
云

云

此
義
宜
也
付
之
一
向
ニ

楽
拍
子
ヲ

ハ

樹
下
ノ

聲
様
ト
テ
嫌
レ

之
也
」

（
大
正
八
四
・
八
三
一
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
衆
徒
方
と
、
樹
下
様
と
、
も
う
一
つ
の
立
場
の
計
三
つ
の
拍
子
の
指
南
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
衆
徒
方
は
上
の
四
字
を
只
拍
子
、
下
の
三
字
を
楽
拍
子
、
樹
下
様
は
、
七
字
す
べ
て

を
楽
拍
子
、
も
う
一
つ
の
立
場
は
七
字
す
べ
て
を
只
拍
子
と
そ
れ
ぞ
れ
立
場
の
指
南
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

樹
下
様
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
樹
下
上
人
宗
源
の
様
で
、
高
野
山
に
お
い
て
覚
意
に
相
伝
さ
れ
金
剛
三

昧
院
で
伝
承
さ
れ
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
も
『
声
明
集
私
案
記
』
の
記
述
を
引
用

し
て
い
る
。
特
に
、
「
樹
下
様
」
が
嫌
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。 

 

№
２
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
座
」
ｕ
―
５９ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
座
ノ

博
士
ニ

異
説
ア
リ
。
高
野
衆
徒
方
ニ
ハ
。
ニ
ツ
［
番
○イ
］
メ
ノ
徴

ヲ

長
シ
テ
密
カ

ニ

切
テ
。
末
ノ

徴
ヲ
木
ヨ
リ
ハ
短
シ
テ
羽
ヘ

突
上
テ
ュ
ラ
ス
ソ
ラ
ス
也
。
此
羽
ヨ
リ
律
也
。

本
ノ

羽
ヲ
ニ

二

如
一
金
○
［
一
字
ノ

一

○イ
］
・
旦
ス
ル
也
。
證
蓮
房
ノ
樣
ニ
ハ
。
座
ノ
本
ヲ
ユ
リ
テ
徴
へ

下
テ
短
シ
テ
ツ
ヨ
ク
切
テ

。
末
ノ
徴
ヲ
長
シ
テ
羽
ヲ
突
上
テ
不
レ

由
。
末
ヲ
ソ
ラ
ス
也

。
」

（
続
真
三

〇
・
一
一
八
上
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
金
剛
三
昧
證
蓮
房
様
ハ

初
ノ

徴
ヲ

豆
ク

後
ノ

山
ヲ

長
ス
ル
也
今
衆

徒
方
ノ

相
伝
ハ

初
ノ

山
ハ

長
後
ノ

山
ハ

豆
ユ
ル
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
声
明
集
私
案
記
』
で
は
、
〈
吉
慶
漢
語
〉
「
座
」
に
つ
い
て
の
衆
徒
方
と
証
蓮
房
覚
意
の
指
南
が
対

比
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
指
南
の
相
違
は
二
番
目
の
「
徴
」
と
三
番
目
の
「
徴
」
の
音
価
の
相
違
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
衆
徒
方
は
、
初
め
が
長
く
、
後
が
短
い
指
南
、
証
蓮
房
は
初
め
が
短
く
、
後
が
長
い
指

南
で
あ
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
こ
の
記
述
を
引
用
し
て
い
る
。
左
記
の
実
際
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博

士
を
み
て
み
る
と
、
衆
徒
方
の
指
南
に
准
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
「
座
」
ｕ
―
５
９
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
） 

 

 

（
二
）
不
掲
載 

 

長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
な
か
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
方
の
情
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報
の
記
述
は
次
の
一
例
で
あ
る
。 

 

〈
金
剛
界
〉
「
訶
」
ｊ
―
３７２ 

『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
此
博
士
ニ
ハ
異
説
ア
リ
。
昔
シ

五
音
博
士
ノ
圖
ヲ

作
ル
勝
蓮
坊
ハ
訶
ノ

未
ノ
徴
ヲ
角
ヨ
リ
突
上
ル
也
。
高
野
衆
徒
方
ニ
ハ
折
リ

上
ク
。
金
剛
三
昧
院
ニ
ハ
ツ
キ
上
ク
。
何
モ
不
レ

苦
。
然
レ

ト

モ

田
舍
ニ
ハ
多
分
折
リ

上
テ
ス
ル
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
二
上
～
下
）
と
い
う
注
記
が

あ
る
。
一
方
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
こ
の
注
記
は
な
い
。 

両
者
の
指
南
の
相
違
は
「
角
」
か
ら
末
の
「
徴
」
へ
移
行
す
る
際
の
旋
律
の
相
違
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

衆
徒
方
は
、
「
角
」
か
ら
「
徴
」
へ
「
折
上
」
げ
て
移
行
す
る
。
一
方
、
証
蓮
房
覚
意
は
、
同
箇
所
を

「
突
上
」
げ
て
移
行
す
る
。
そ
し
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
こ
の
記
述
を
引
用
し
て
い
な
い
。 

な
お
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
左
記
の
博
士
の
よ
う
に
「
折
上
」
げ
て
移
行
し
て
い
る
の
で
、
衆
徒
方
の

指
南
に
准
じ
て
い
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
〈
金
剛
界
〉
「
訶
」
ｊ
―
３７２

（
大
正
八
四
・
八
三
〇
中
） 

 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
は
、
「
衆
徒
方
」
と
「
金
剛
三
昧
院
」
の
指
南
を
対
比
し
た

記
述
が
三
箇
存
在
す
る
。
そ
の
う
ち
の
二
箇
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
お
い
て
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

一
箇
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
長
恵
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
十
六
世
紀
初
期
に

は
、
当
時
覚
証
院
方
の
唱
法
と
異
な
る
金
剛
三
昧
院
方
独
自
の
声
明
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
長
恵
の
時
代
の
高
野
山
で
は
、
未
だ
に
覚
証
院
方
の
唱
法
と
は
異
な
る
東
南
院

方
・
金
剛
三
昧
院
方
独
自
の
声
明
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。 

 

最
後
に
、
本
項
に
お
い
て
考
察
し
た
こ
と
を
以
下
に
ま
と
め
る
。 

ま
ず
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
か
ら
の
引
用
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
引
用
し
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
の
六
割
が
現
行
の
唱
法
と
相
違
す
る
も
の

で
あ
っ
た
の
で
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
成
立
当
時
『
声
明
集
私
案
記
』
つ
ま
り
慈
鏡
系
の
伝
承
は
衰
退
し
て

い
た
可
能
性
が
あ
る
と
み
な
し
た
。 

た
だ
し
、
現
行
の
唱
法
と
同
一
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
、
一
説
と
し
て
長
恵
が
引
用
し
た

『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
合
わ
せ
る
と
『
声
明
集
私
案
記
』
か
ら
の
引
用
の
う
ち
の
四
割
に
も
及
ぶ
。

こ
れ
は
、
長
恵
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
尊
重
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
た
。 

そ
し
て
、
長
恵
の
時
代
の
高
野
山
で
は
、
相
応
院
流
の
影
響
力
は
『
声
明
集
私
案
記
』
が
撰
述
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
の
頃
に
比
べ
て
大
分
弱
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
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か
し
、
長
恵
の
時
代
の
高
野
山
に
は
、
覚
証
院
方
の
唱
法
と
は
異
な
る
東
南
院
方
・
金
剛
三
昧
院
方
独
自

の
声
明
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
長
恵
は
「
大
都
ハ

案
記
ヲ

爲
本
」
と
公
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
声
明
集

私
案
記
』
の
多
く
の
指
南
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
、
覚
証
院
方
の
派
祖
で
あ
る
隆
然
の
著
作
と
当

時
み
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。 

 

第
三
項 

『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
の
受
用 

 

本
項
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
の
受
用
に
つ
い
て
み
る
。
先
行
研
究

で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
の
受
用
の
指
摘
は
、
第
一
章
で
紹
介
し
た

『
東
寺
声
明
決
疑
抄
』
に
つ
い
て
の
み
で
あ
る
。
第
一
目
で
は
、
典
拠
の
特
定
可
能
な
指
南
に
よ
っ
て

『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
受
用
し
た
も
の
を
探
る
。
第
二
目
で
は
、
典
拠
不
明
の
「
古
」
の
説
を
挙
げ
る
。 

  

第
一
目 

典
拠
が
特
定
可
能
な
指
南 

 
 

ま
ず
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
「
金
沢
本
ａ
」
・
「
文
保
二
年
本
」
・
『
声
実
抄
』
・
『
声
明
集
隆
法

口
伝
』
・
快
助
の
指
南
・
「
師
」
の
指
南
の
六
種
の
典
拠
を
特
定
で
き
る
指
南
を
掲
載
し
て
い
る
。
以
下

順
に
検
討
す
る
。 

 

一 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
初
期
の
『
声
明
集
』
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
指
南
が
次

の
よ
う
に
六
例
あ
る
。 

 

№
１
〈
散
華
〉
「
演
」
ｅ
―
２６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
本
説
の
博
士
の
他
に
、
左
記
の
よ
う
に
古
説
の
博
士
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
一
番
下
の
博
士
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
本
説
の
博
士
で
あ
る
。
ま
た
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
も

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
古
説
と
類
似
し
た
博
士
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
称

名
寺
本
ａ
」
の
「
演
」
の
博
士
が
古
説
の
博
士
と
し
て
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
古
説
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）
『
魚
山
蠆
芥
集
』
本
説
（
同
頁
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

№
２
〈
金
剛
界
〉
「
両
」
ｊ
―
４００

「
部
」
ｊ
―
４０１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
」
と
し
て
、
「
両
」
の
異
説
の
博
士
を
注
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
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「
称
名
寺
本
ａ
」
も
「
古
様
」
と
し
て
「
両
」
の
異
説
の
博
士
を
注
記
し
て
い
る
。
両
者
の
注
記
の
位
置
、

内
容
の
類
似
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
博
士
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
下
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

№
３
〈
金
剛
界
〉
「
不
」
ｊ
―
４１４

～
「
耶
」
ｊ
―
４２０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
此
行
ヲ

ハ

一
気
ニ

ス
ヘ
シ
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
下
）
と

い
う
よ
う
に
「
不
越
本
誓
三
昧
耶
」
の
一
行
を
一
気
に
唱
え
る
「
古
」
の
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
も
、
「
此
行
ハ
一
気
ニ
ス
ヘ
シ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明

集
私
案
記
』
に
も
「
此
ノ
句
ヲ
ハ
一
息
ニ
ス
ル
是
習
也

。
」

と
類
似
し
た
注
記
が
あ
る
。
「
称
名
寺
本
ａ
」

と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
の
類
似
性
か
ら
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
の

指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
４
〈
金
剛
界
〉
「
如
」
ｊ
―
５３４

「
来
」
ｊ
―
５３５ 

「
称
名
寺
本
ａ
」 

 
 

 
 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一
上
） 

 
 

 
 

 
 

 

 

№
５
〈
金
剛
界
〉
「
懺
悔
随
喜
」
ｊ
―
７００

～
７０３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
極
テ
ヲ
モ
ラ
カ
ニ
出
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
）
と
い
う
よ
う
に
、

重
々
し
く
「
懺
悔
随
喜
」
を
唱
え
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
も
、
「
重

ラ
カ
ニ
出
ス
ヘ
シ
」
と
ほ
ぼ
同
じ
記
述
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
称
名
寺
本
ａ
」

の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 №
６
〈
胎
蔵
界
〉
「
歸
」
ｋ
―
６４

「
命
」
ｋ
―
６５ 

「
称
名
寺
本
ａ
」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
（
大
正
八
四
・
八
三
一

下
） 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
此
二
字
拍
子
任
閑
ニ
ス
ヘ
シ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
一
下
）
と
注
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
に
も
「
此
二
字
シ
ツ
カ
ニ
ス
後
之
准
之
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
指
南
が
六
箇
確

認
で
き
る
。 

 

二 

「
文
保
二
年
本
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
初
期
の
『
声
明
集
』
の
「
文
保
二
年
本
」
の
指
南
が
次

の
よ
う
に
三
例
あ
る
。 

 

№
１
〈
散
華
〉
「
遍
」
ｅ
―
２３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
〈
散
華
〉
の
「
遍
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）
と
由
ら
な

い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
文
保
二
年
本
」
に
も
「
不
ユ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
文
保
二
年
本
」
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２
〈
三
条
錫
杖
〉
「
清
」
ｇ
―
３４ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
〈
三
条
錫
杖
〉
の
「
清
」
の
本
の
「
羽
」
に
「
ソ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
大
正
八
四
・

八
二
七
上
）
と
反
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
文
保
二
年
本
」
に
は
「
ソ
ラ
サ
ス
」
と

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
の
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
文
保

二
年
本
」
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
３
〈
胎
蔵
界
〉
「
衆
」
ｋ
―
４６４ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
〈
胎
蔵
界
〉
の
「
衆
」
の
末
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
三
上
）
と

由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
文
保
二
年
本
」
に
も
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
文
保
二
年
本
」
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
「
文
保
二
年
本
」
の
指
南
が
六
箇
確

認
で
き
る
。 

 

三 

『
声
実
抄
』 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
『
声
実
抄
』
の
指
南
が
次
の
よ
う
に
五
例
あ
る
。 
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№
１
〈
出
家
唄
〉
「
守
」
ｄ
―
３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
羽
斗
付
タ
ル
ハ
宝
蓮
房
ノ

様
守
此
ハ
般
若
房
ノ

様
當
流
ノ

正
嫡
尤
可
本
説

也
」
（
大
正
八
四
・
八
二
五
下
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
実
抄
』
に
は
、
「
細
谷
云
。
薬
師

院
ノ

持
本
ニ

守
羽
斗
。
或
一
本
ハ

守
羽
徴
也
云

云

」
（
続
真
三
〇
・
四
下
）
と
あ
る
。
ま
た
、
同
本
に
は

左
記
の
博
士
を
挙
げ
「
是
ハ

般
若
房
ノ

自
筆
ノ

本
ノ

様
也
」
と
あ
る
。
『
声
実
抄
』
の
二
箇
所
の
記
述
を

総
合
す
る
と
、
「
羽
」
は
宝
蓮
房
、
「
羽
」
「
徴
」
は
般
若
房
の
博
士
で
あ
る
と
い
え
る
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
実
抄
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

『
声
実
抄
』
（
続
真
三
〇
・
四
下
） 

 

 

№
２
〈
散
華
〉
「
歸
」
ｅ
―
１２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
で
は
〈
散
華
〉
の
「
歸
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）
と
由
ら

な
い
直
ぐ
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
実
抄
』
は
「
ス
ク
ニ
」
（
続
真
三
〇
・
六
上
）
と
直

ぐ
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
実
抄
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
３
〈
理
趣
経
〉
の
「
毗
」
ｌ
―
２９３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
〈
理
趣
経
〉
の
「
毗
」
の
「
商
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
）
と

由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
声
実
抄
』
に
は
、
「
ユ
ラ
ス
」
（
続
真
三
〇
・
一
四

下
）
と
由
ら
な
い
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
実
抄
』
の
指
南
が
伝

わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
４
〈
文
殊
讃
〉 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
此
讃
ヲ

ハ

清
諒
讃
ト

モ

云
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
中
）
と
い
う

注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
実
抄
』
に
も
、
「
文
殊
讃
ヲ

ハ

名
清
諒
讃
ト

モ

一

也
」
（
続
真
三
〇
・
二
二

下
）
と
近
似
し
た
記
述
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
実
抄
』
の
指
南
が
伝
わ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。 

 №
５
〈
阿
弥
陀
讃
〉 
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
此
ア
ミ
タ
ノ
賛
博
士
ハ

相
応
院
ノ

博
士
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
上
）

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
実
抄
』
に
も
「
進
ノ

様
ニ

付
タ
ル
ハ
相
応
院
ノ

様
也
云

云

今
ノ

進
ノ

様
ノ

聲
明
集
ニ

付
タ
ル
ハ
相
応
院
ノ

様
也
」
（
続
真
三
〇
・
二
一
下
）
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
実
抄
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
『
声
実
抄
』
の
指
南
が
五
箇
確
認
で

き
る
。 

 

四 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
次
の
よ
う
に
二
十
一

例
あ
る
。 

 

№
１
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
「
如
」
ａ
―
５３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
〈
三
礼
・
如
来
唄
〉
の
「
如
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
五

中
）
と
注
記
さ
れ
て
お
り
、
由
ら
な
い
指
南
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
「
ス
」

と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』

の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
２
〈
散
華
〉
「
ン
」
ｅ
―
１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
舌
ノ
先
ヲ
上
ノ
歯
根
ノ
ホ
ト
リ
ニ
付
テ
可
出
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）

と
い
う
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
「
舌
ヲ
歯
ノ
根
ニ
付
ク
ヘ
シ
」
と
類
似
し
た

注
記
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。 

 №
３
〈
散
華
〉
「
願
」
ｅ
―
２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
〈
散
華
〉
の
「
願
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）
と
由

ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
「
ス
」
と
由
ら
な
い
指
南
が
注

記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
４
〈
梵
音
〉
「
方
」
ｆ
―
１１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
梵
音
〉
の
「
方
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
下
）
と
由
ら
な

い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
「
ス
ク
ム
」
と
由
ら
な
い
指
南
が
注

記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。 
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な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
５
〈
三
条
錫
杖
〉
「
三
」
ｇ
―
１９ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
〈
三
条
錫
杖
〉
の
「
三
」
の
「
宮
」
に
は
「
ユ
」
（
大
正
八
四
・
八
二
七
上
）
と

由
る
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
「
ユ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
６
〈
対
揚
〉
「
場
」
ｉ
―
６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
打
カ
ケ
ア
リ
」
（
大
正
八
四
・
八
二
八
上
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
、
「
ウ
チ
カ
ク
ル
ヤ
ウ
ナ
リ
」
と
類
似
し
た
注
記
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 №
７
〈
対
揚
〉
「
伽
」
ｉ
―
７０ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
ソ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
二
八
上
）
と
「
宮
」
を
反
ら
な
い
注

記
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
、
「
ソ
ラ
サ
ル
也
」
と
類
似
し
た
注
記
が
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
８
〈
金
剛
界
〉
「
所
作
に
つ
い
て
の
指
南
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
五
悔
ハ

老
僧
ノ

所
作
ヲ

為
本
ト

仍
雖
若
輩
也
ト

モ

老
僧
ノ

声
ノ

如
ニ

ス
ヘ

シ
」
（
大
正
八
四
・
八
二
九
上
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
、
「
唱
礼

ハ

殊
更
以
テ

宿
老
ノ

役
也
イ
カ
ニ
モ
ヲ
モ
ヲ
モ
ト
声
ヲ

ツ
ヨ
ク
シ
テ
延
ス

短
カ

カ
ラ
ス
相
計
テ

ス
ヘ
キ
也
」

と
類
似
し
た
注
記
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝

わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 №
９
〈
金
剛
界
〉
「
遮
」
ｊ
―
３７５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
遮
」
の
博
士
に
「
ユ
リ
ヲ
リ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
中
）
「
徴
角
ノ

間

ニ

反
徴
ア
リ
」
（
同
上
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
、
「
ユ
リ
ヲ
リ
」

「
山
角
ノ

ア
イ
反
徵
ナ
リ
」
と
注
記
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口

伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
１０

〈
金
剛
界
〉
「
弘
」
ｊ
―
４２８

～
「
梨
」
ｊ
―
４４２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
一
説
云
追
善
ニ

ハ

已
下
二
句
ヲ

略
シ
テ
㚑
ノ

句
ヲ

入
云

云

今
ハ
必
此

句
ヲ
シ
テ
其
次
ニ

㚑
ノ

句
ヲ

入
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
下
）
と
い
う
よ
う
に
、
追
善
の
と
き
は
、

「
弘
法
大
師
増
法
楽
」
と
「
三
國
傳
燈
諸
阿
闍
梨
」
の
二
句
を
略
し
て
霊
の
句
を
唱
え
る
指
南
を
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
長
恵
の
時
代
は
、
こ
れ
ら
二
句
を
唱
え
て
霊
の
句
に
入
る
と
指
南
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
で
も
、
「
過
去
ノ

句
甲
乙
ニ

入
弘
法
大
師
三
國
ヲ

除
テ

入
ル
ゝ
ト
云
唯
タ

三
國
ノ
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次
ニ

入
ル
ゝ
ヲ
用
也

。
」

と
い
う
よ
う
に
、
先
の
二
句
を
除
い
て
過
去
の
句
（
霊
の
句
）
を
唱
え
る
説
を

ま
ず
紹
介
し
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
「
三
國
傳
燈
諸
阿
闍
梨
」
の
句
の
次
に
過
去
の
句
を
唱
え

る
と
し
て
い
る
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
ど
ち
ら
も
、
二
句
を
省
略
す
る
一
説
を
ま
ず

紹
介
し
、
そ
の
次
に
二
句
を
唱
え
て
か
ら
霊
の
句
（
過
去
の
句
）
を
唱
え
る
指
南
が
実
際
に
は
用
い
ら
れ

て
い
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。 

 №
１１

〈
金
剛
界
〉
「
摂
」
ｊ
―
６６３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
四
摂
之
次
本
尊
ノ

句
ヲ

入
ル
三
反
」
（
大
正
八
四
・
八
三
一
中
）
と
あ
る
。

ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
「
摂
」
の
下
に
「
本
尊
ノ

句
入
ル
ル
ヘ
シ
三
反
」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
１２

〈
理
趣
経
〉
「
調
声
師
の
指
南
」 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
理
趣
経
ノ

調
声
浅
臈
ノ

役
ニ

相
定
ル

条
縦
老
僧
ス
ル
事
ア
リ
ト
モ
声

ヲ
ワ
カ
ク
カ
ロ
ク
仕
ヘ
シ
又
両
界
ノ

勧
請
ヨ
リ
少
軽
シ
ト
ユ
リ
モ
コ
マ
ヤ
カ
ニ
ユ
ル
ト
云

云

是
ハ
先
徳
ノ

様
也
敢
テ

不
可
為
違
越
一

也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
四
上
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆

法
口
伝
』
に
は
、
「
若
輩
ノ

所
作
ナ
ル
故
ニ

呂
ナ
リ
ト
イ
へ
ト
モ
唱
礼
ノ

勧
請
ヨ

リ

カ
ル
ク
由
ヲ

モ

少
シ

コ
マ
カ
ニ
ユ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
由
を
細
や
か
に
す
る
よ
う
に
指

南
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可

能
性
が
あ
る
。 

 №
１３

〈
理
趣
経
〉
「
能
」
ｌ
―
２１７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
〈
理
趣
経
〉
の
「
能
」
の
二
番
目
の
「
徴
」
「
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八

三
五
上
）
と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
『
魚
山

蠆
芥
集
』
と
同
一
の
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法

口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１４

〈
理
趣
経
〉
「
毗
」
ｌ
―
２９８ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
〈
理
趣
経
〉
の
「
毗
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
）
と

由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１５

〈
理
趣
経
〉
「
毗
」
ｌ
―
３１３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
〈
理
趣
経
〉
の
「
毗
」
の
「
徴
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
）
と
由

ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
は
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 
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な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１６

〈
四
智
梵
語
〉
「
唵
」
ｎ
―
１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
商
」
か
ら
「
角
」
へ
移
行
す
る
箇
所
に
「
カ
ト
モ
ナ
ク
廻
也
」
（
大
正
八

四
・
八
三
六
中
）
と
い
う
注
記
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
「
カ
ト
ナ
ク
ア
ク
ヘ

シ
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝

わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 №
１７

〈
四
智
梵
語
〉
「
嚩
」
ｎ
―
３８ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
嚩
ユ
ラ
ウ
ヘ
キ
也
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と
い
う
「
嚩
」

を
由
る
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
「
ユ
ラ
ウ
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
１８

〈
大
日
讃
〉
「
薩
」
ｏ
―
１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
〈
大
日
讃
〉
の
「
薩
」
の
末
の
「
商
」
に
「
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）

と
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
「
ス
」
と
注
記
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

な
お
、
こ
の
箇
所
は
、
本
節
の
第
一
項
で
み
た
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
が
相

違
す
る
箇
所
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

№
１９

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
亦
」
ｕ
―
５４ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
キ
ノ
後
不
久
」
（
大
正
八
四
・
八
三
七
下
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
「
仮
名
ヲ

付
テ

久
ク

モ
タ
ス
」
と
類
似
し
た
注
記
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
２０

〈
四
波
羅
蜜
〉
「
薩
」
ｘ
―
１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
羽
山
羽
三
博
士
也
角
ヘ
マ
ワ
ス
ヘ
カ
ラ
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
九
中
）

と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
、
「
ツ
ヨ
ク
マ
ワ
セ
ハ
山
ノ

末
へ

角
ヘ

サ
カ

ル
也
羽
ヲ

チ
ト
長
ク

シ
テ
山
ニ

声
ヲ

オ
シ
ミ
羽
ヘ

早
ク

ツ
キ
上
ク

ヘ
シ
」
と
類
似
し
た
内
容
が
注
記
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。 

 

№
２１

〈
東
方
讃
〉
「
摩
」
ｙ
―
７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
若
頭
人
縛
ノ

商
へ
声
ヲ
チ
ス
ハ
摩
ヲ

商
ニ

テ

付
ヘ
シ
」
（
大
正
八
四
・
八

三
九
中
）
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
も
、
「
讃
ノ

頭
若
シ

音
ト
ト
カ
ス
ハ

縛
商
ノ

位
ヲ

摩
字
ニ

付
テ

総
地
ヲ

ス
ヘ
シ
」
と
同
じ
内
容
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山

蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
二
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十
一
箇
確
認
で
き
る
。 

 
五 

快
助
の
指
南 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
長
恵
の
師
匠
の
快
助
の
指
南
が
次
の
よ
う
に
二
例
あ
る
。 

な
お
、
快
助
は
、
朝
意
の
血
脈
及
び
『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
お
い
て
隆
法
、
重
仙
、
快
助
と
続
く
隆
法

系
の
覚
証
院
方
の
正
嫡
で
、
長
恵
の
師
で
あ
る
。 

 

№
１
〈
散
華
〉
「
遍
」
ｊ
―
６９１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
快
云
直
ニ

自
下
ト

云

云

或
又
似
自
下
一

云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
中
）

と
い
う
注
記
が
欄
外
に
あ
る
。
な
お
、
快
助
の
師
の
重
仙
が
撰
述
し
た
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
は
、

「
自
下
」
と
博
士
に
注
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
声
明
集
私
案
記
』
で
は
、
「
遍
無
ノ

二
［
○イ
欠
］
字

ノ

［
（

博
士
）
○イ
］
徴
ヲ

由
テ

中
ヨ

リ

少
シ

末
マ

テ

カ
ナ
ヲ
成
シ

テ

如
ク

二

自
下
一

ノ

折
捨
テ

ゝ

無
へ

移

ル

。
徴
ヲ

由
ス

シ
テ
羽
ヘ

折
上
ル

末
ヲ

ハ

ツ
ク
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
九
三
下
）
と
い
う
よ
う
に
、
「
自

下
」
の
如
く
す
る
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。 

快
助
の
時
代
に
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
自
下
の
如
く
と
い
う
指
南
と
、
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の

「
自
下
」
の
指
南
の
二
つ
の
説
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

№
２
〈
理
趣
経
〉
「
作
」
ｌ
―
２７３ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
快
助
ノ

云
如
ヘ

シ
ツ
ツ
ク
ル
ヲ
不
然
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
五
中
）

と
い
う
快
助
の
説
を
伝
え
る
注
記
が
あ
る
。
こ
の
注
記
の
内
容
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
二
箇
確
認
で
き
る
。 

 

六 

「
師
」
の
指
南 

 
 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
「
師
」
の
指
南
が
次
の
よ
う
に
六
例
あ
る
。
長
恵
の
師
は
快
助
な
の
で
、

こ
の
「
師
」
も
快
助
の
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
１
〈
金
剛
界
〉
「
誓
」
ｎ
―
４１７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
師
云
由
合
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
〇
下
）
と
い
う
注
記
が
あ
る
。

こ
れ
が
長
恵
の
実
唱
と
一
致
し
て
い
る
か
否
か
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
博
士
に
旋
律
名
が
付
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
分
か
ら
な
か
っ
た
。 

 

№
２
〈
胎
蔵
界
〉
「
處
」
ｋ
―
４２７ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
處
ソ
ト
モ
云

云

師
云
シ
ヨ
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
中
）
と
い
う

「
古
」
の
「
處
」
を
「
ソ
」
と
読
む
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
本
に
こ
れ
と
同
じ
の
も
の
は
見
つ
か

ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
詞
章
の
右
側
に
は
「
シ
ヨ
」
と
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山

蠆
芥
集
』
は
「
師
」
の
指
南
を
採
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 



256 
 

№
３
〈
胎
蔵
界
〉
「
三
」
ｋ
―
５０１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
三
サ
ン
古
ハ

ハ
子
タ
リ
今
ハ
師
傳
ヲ
注
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
三
上
）

と
「
三
」
を
「
サ
ン
」
と
跳
ね
て
読
む
と
注
記
し
て
い
る
。
他
本
に
こ
れ
と
同
じ
の
も
の
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
な
お
、
詞
章
の
右
側
に
は
「
サ
」
と
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』

は
「
師
」
の
指
南
を
採
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 

№
４
〈
胎
蔵
界
〉
「
賀
」
ｋ
―
５２５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
一
説
云
賀
ヲ
畧
シ
テ
不
誦
但
不
師
説
」
（
大
正
八
四
・
八
三
三
上
）
と
一

説
で
は
、
「
賀
」
を
省
略
し
て
唱
え
な
い
が
、
こ
れ
は
師
の
説
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い

る
。
実
際
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
「
賀
」
に
は
博
士
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
唱
え
る

指
南
を
採
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
師
説
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
る
。 

 

№
５
〈
佛
讃
〉
「
南
」
ｙ
―
２５ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
師
云
古
ハ
南
ノ

本
ニ

打
付
ア
リ
今
ハ
不
尓
ラ

」
と
い
う
「
南
」
の
本
を
打

ち
付
け
る
「
師
」
の
説
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
に
こ
の
指
南
と
同
一
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
６
〈
吉
慶
梵
語
〉
「
怛
」
ｖ
―
２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
但
師
説
ハ
ユ
ラ
ス
」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
中
）
と
い
う
「
怛
」
の
「
宮
」

を
由
ら
な
い
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
及
び
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
由
っ
て
い
て
、
他
に
こ
の

指
南
と
同
一
の
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
「
師
」
の
指
南
が
六
箇
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
師

即
ち
快
助
の
指
南
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

以
上
本
目
に
お
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
指
南
の
中

で
も
典
拠
が
特
定
可
能
な
も
の
を
み
て
き
た
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
資
料
や
師
の
快
助
の
多
く
の
指
南
が
伝
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
の
資
料
は
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
『
声
実
抄

』
、

隆
法
系

の
『
声
明
集
隆
法
口
伝

』
、

隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本
」
で
あ
る
。
特
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声

明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
多
く
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
師
の
快
助
の
指
南
も
多
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
長
恵
が
『
梵
讃
許
可
幷

血

脈

』
、

『
密
宗
声
明
系
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
隆
法
―
―
重
仙
―

―
快
助
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
恵
は
、
隆
法
系
の

覚
証
院
方
の
範
疇
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

第
二
目 

典
拠
不
明
の
「
古
」 

 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
出
典
を
明
示
し
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
、
『
声
明
集
私
案
記
』
及
び
そ
の
他
の
資

料
に
も
み
ら
れ
な
い
「
古
」
の
説
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
出
典
不
明
の
「
古
」
の
説
は
次
の
よ
う
に
全
部

で
十
四
箇
存
在
す
る
。 
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№
１
〈
散
華
〉
「
佛
」
ｅ
―
４４ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
突
ト
云

云

當
時
ハ

不
レ

尓
押
上
也
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
上
）
と

い
う
本
の
「
徴
」
か
ら
「
羽
」
へ
突
く
「
古
云
」
の
指
南
を
注
記
し
て
い
る
。
な
お
、
『
声
明
集
私
案
記
』

も
「
佛
ハ[

（
博
士
）
ノ

○イ
］
徴
ヨ

リ

羽
ヘ

上
ル

所
ヲ

ハ

ツ
ヨ
ク
〔

キ
ツ

ク

○イ
〕
折
リ

上
ヶ

聲
ヲ

ナ
ゲ
上
ル

如

ク

ス
ル
也
云

云

」
（
続
真
三
〇
・
九
二
上
）
と
い
う
よ
う
に
折
り
上
げ
の
指
南
な
の
で
突
い
て
い
な
い
。

ま
た
、
「
文
保
二
年
本
８

」
『
声
明
集
隆
法
口
伝
９

』
も
突
い
て
い
な
い
。 

 

№
２
〈
散
華
〉
「
瑠
」
ｅ
―
９８ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
ハ
ユ
ル
ト
云

云

今
ハ
不
尓
」
（
大
正
八
四
・
八
二
六
中
）
と
「
瑠
」
の

本
の
「
徴
」
を
由
る
「
古
」
の
様
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
諸
本
に
お
い
て
、
こ
の
注
記
と
同
じ
の
も
の
は

な
か
っ
た
。
な
お
、
「
文
保
二
年
本
」
の
注
記
１
０

で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
様
に
由
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
『
声
明
集
私
案
記
』
は
、
「
〇
［
終
ノ

○イ
］
瑠
璃
ノ

二
字
ハ

瑠
ノ

徴
ヲ

不
レ

由
ソ
ラ
シ
テ
羽
ヘ

折

上
テ

長
ク

不
シ

テ

レ

持
璃
ヘ

移
テ

末
ヲ

ツ
ク
〇
［
コ
ト
○イ
］
。
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
古
」
と
は
異
な
り
由

ら
な
い
指
南
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
諸
本
は
反
る
指
南
の
た
め
、
「
古
」
が
何
れ
の
も
の
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。 

 

№
３
〈
金
剛
界
〉
「
有
」
ｊ
―
２０４ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
宮
ヲ
チ
ト
ソ
ラ
ス
様
ニ
ス
ヘ
シ
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
二
九
下
）

と
い
う
よ
う
に
本
の
「
宮
」
を
反
ら
す
「
古
」
の
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指

南
を
伝
え
る
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
４
〈
金
剛
界
〉
「
那
」
ｊ
―
３４９ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
那
博
士
カ
ロ
ク
ヤ
サ
シ
ク
ウ
チ
マ
ワ
シ
〱
ス
ヘ
シ
ト
云

云

」
（
大
正

八
四
・
八
三
〇
中
）
と
い
う
よ
う
に
「
那
」
に
つ
い
て
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南

を
伝
え
る
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
５
〈
胎
蔵
界
〉
「
蔵
」
ｋ
―
２１１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
ハ

蔵
ノ

山
ヲ

ユ
ル
ト
見
タ
リ
當
世
ハ

不
尓
也
」
（
大
正
八
四
・
八
三
二

上
）
と
い
う
「
古
」
の
「
蔵
」
の
「
徴
」
を
由
る
注
記
が
あ
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る

も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
６
〈
理
趣
経
〉
「
時
」
ｌ
―
６２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
二
段
目
ヨ

リ

段
々
次
第
ニ

短
ク

ス
ヘ
シ
」
（
大
正
八
四
・
八
三
四
下
）

と
い
う
「
古
」
の
注
記
が
あ
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
７
〈
理
趣
経
〉
「
得
」
ｌ
―
１０１

の
段 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
此
段
少
猶
ヨ
セ
テ
ス
ヘ
シ
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
四
下
）
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 
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№
８
〈
理
趣
経
〉
「
如
」
ｌ
―
１７４

の
段 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
此
段
殊
ニ
早
ク
ヨ
セ
テ
読
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
四
下
）
と

注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
９
〈
理
趣
経
〉
「
毗
」
ｌ
―
３０８ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
古
云
総
シ

テ

合
殺
ノ
ソ
リ
少
ソ
ル
ヘ
シ
ソ
リ
過
レ
ハ
別
博
士
ア
ル
也
」
（
大

正
八
四
・
八
三
五
中
）
と
い
う
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る
も
の

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
１０

〈
四
智
梵
語
〉
「
唵
」
ｎ
―
１ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
本
ノ

商
ヲ
ソ
ラ
シ
テ
角
ヘ

ウ
ツ
ル
ト
同
時
ニ

カ
ナ
ヲ
成
ト

云

云

」

（
大
正
八
四
・
八
三
六
中
）
と
い
う
指
南
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る

も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
１１

〈
四
智
漢
語
〉
「
金
」
ｑ
―
１
「
剛
」
ｑ
―
２ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
キ
ト
カ
ト

豆
ム
ト

ウ
ト

長
ト

云
ハ
弥
勒
院
ノ

説
也
ト
云

云

」
（
大
正

八
四
・
八
三
六
下
）
と
い
う
「
弥
勒
院
」
の
説
を
注
記
し
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え

る
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
１２

〈
心
略
漢
語
〉
「
遍
」
ｒ
―
１６ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
賓
由
ト
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
六
上
）
と
い
う
「
古
」
の
指
南

が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
１３

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
為
」
～
「
法
」
ｕ
―
９２

～
９８ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
「
古
云
以
下
四
字
一
息
云

云

」
（
大
正
八
四
・
八
三
八
上
）
と
い
う
「
以
下

四
字
」
を
一
息
と
い
う
「
古
」
の
説
が
注
記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る
も
の

は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

№
１４

〈
吉
慶
漢
語
〉
「
疲
」
ｕ
―
１３２

「
當
」
ｕ
―
１３９ 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
「
古
云
疲
ト

當
ト

末
ノ

商
ヲ

切
テ

吹
ト

云

云

如
レ

疲
ス
ル
也
但
當
時
ハ
不
用
也
」

（
大
正
八
四
・
八
三
八
上
）
と
い
う
「
疲
」
「
當
」
の
末
の
「
商
」
を
切
り
、
吹
く
「
古
」
の
指
南
が
注

記
さ
れ
て
い
る
。
他
の
資
料
の
中
に
こ
の
指
南
を
伝
え
る
も
の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。 

 

以
上
の
よ
う
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
出
典
を
明
示
し
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
、
他
の
資
料
に
よ
っ
て
も

出
典
が
不
明
な
「
古
」
で
始
ま
る
指
南
が
十
四
箇
あ
る
。
先
に
は
、
「
古
」
等
の
指
南
は
十
一
箇
所
に
お

い
て
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
挙
げ
た
十
四
箇
と
同
一
の
指
南
は
『
声

明
集
私
案
記
』
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。 

す
な
わ
ち
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
出
典
の
出
処
が
不
明
確
な
「
古
」
等
の
指
南
全
二
十
五
箇
の
う
ち
の

半
分
強
は
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
の
受
用
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。 

 

な
お
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
『
声
実
抄
』
に
み
ら
れ
た
進
流
の
〈
阿
弥
陀
讃
〉
は
相
応
院
流
の
様
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で
あ
る
と
い
う
記
述
の
他
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
引
用
し
た
進
流
と
相
応
院
流
、
覚
証
院
方

と
東
南
方
、
衆
徒
方
を
対
比
す
る
指
南
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、
長
恵
の
時
代
に
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外

に
こ
れ
ら
の
流
派
の
指
南
を
伝
え
る
資
料
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。 

 
 

次
に
、
本
項
に
つ
い
て
以
下
に
ま
と
め
る
。 

本
項
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
資
料
や
人
物
の
指
南
を
抽
出

し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』

に
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
資
料
や
師
の
快
助
の
多
く
の
指
南
が
み
ら
れ
た
。
特
に
、
『
魚
山
蠆

芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
や
師
の
快
助
の
指
南
が
多
く
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
長
恵
が
、
隆

法
―
―
重
仙
―
―
快
助
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
長
恵

は
、
隆
法
系
の
覚
証
院
方
の
範
疇
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
の
で
あ
っ
た
。 

ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
指
南
も
み
ら
れ

た
。
こ
れ
は
長
恵
が
覚
意
を
尊
重
し
て
い
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
る
。
長
恵
は
『
声
明
集
私
案
記
』
に
記

述
さ
れ
て
い
る
金
剛
三
昧
院
方
や
東
南
院
方
の
範
疇
と
は
別
の
視
点
で
覚
意
を
み
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
私
案
記
』
や
他
の
資
料
に
も
み
ら
れ
な
い
出
典
の
不
明
な

「
古
云
」
の
指
南
が
多
く
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
多
く
の
「
古
」
の
説
を

受
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

最
後
に
、
本
節
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
実
際
に
採
用
さ
れ
て
い
た
旋
律
を
含
む
指
南
の
多
く
は
隆
法
系
の
も
の
だ
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
長
恵
は
、
隆
法
系
の
唱
法
と
は
異
な
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を

無
視
せ
ず
に
、
そ
の
多
く
を
「
記
云
」
と
し
て
付
記
し
た
。
こ
れ
は
、
長
恵
が
隆
然
撰
述
と
み
な
さ
れ
て

い
た
『
声
明
集
私
案
記
』
へ
敬
意
を
表
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
後
期
と
し
て
、
版
本
『
声
明
集
』
の
登
場
か
ら
『
魚
山
蠆

芥
集
』
の
成
立
ま
で
に
つ
い
て
み
て
き
た
。 

第
一
節
で
は
、
「
文
明
四
年
版
」
の
依
拠
し
た
中
期
の
『
声
明
集
』
の
系
統
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に

「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 

「
文
明
四
年
版
」
の
底
本
と
す
る
中
期
の
『
声
明
集
』
は
隆
法
系
の
「
康
正
二
年
本
」
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
そ
れ
は
、
「
康
正
二
年
本
」
と
「
文
明
四
年
版
」
と
に
お
い
て
、
曲
目
・
曲
順
及
び
博
士
の

骨
格
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
文
明
四
年
版
」
の
刊
行
ま
で

に
慈
鏡
系
の
覚
証
院
方
は
衰
退
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
後
、
「
文
明
四
年
版
」
が
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
構
造
の
確
定
へ
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
考
察

を
行
っ
た
。
両
者
の
基
本
構
造
（
曲
目
・
曲
順
と
博
士
の
骨
格
）
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
恵

は
「
文
明
四
年
版
」
を
底
本
、
ま
た
、
そ
の
他
の
『
声
明
集
』
を
対
校
本
と
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
骨

格
を
決
定
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
博
士
の
骨
格
に
関
し
て

は
『
声
明
集
私
案
記
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 
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第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
教
則
本
と
し
て
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
南
山
進
流
の
規
範
的
教
則
本
を
纏
め
上
げ
る
た
め
に
長
恵
が
『
声
明
集
』
に
付
加
し
た
要
素

を
明
ら
か
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。 

な
お
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
旋
律
つ
ま
り
、
博
士
の
実
際
に
唱
法
の
『
声
明
集
私
案
記
』

と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
相
違
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
両
者
の
旋
律
の
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
に
つ
い
て
の
記
述
の
う
ち
の
約
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
が
『
魚
山
蠆
芥

集
』
と
相
違
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

 
 

 
 

 

し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
唱
法
は
ほ
と
ん
ど
共
通
し
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
し
、
両
者
は
、
唱
法
や
指
南
に
お
い
て
多
少
の
差
異
が
あ
る
と
も
い
え
た
。 

ま
た
、
そ
の
相
違
箇
所
に
お
け
る
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本

」
、

慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本

」
、

隆
法

系
の
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
旋
律
も
抽
出
し
、
そ
れ
ら
が
、
『
声
明
集
私
案
記
』
及
び

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
ど
ち
ら
を
採
用
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
確
認
を
行
っ
た
。 

そ
の
結
果
、
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
じ
旋
律
を
有
す
る
割
合
が
高
い
の
が
「
永
享
六
年
本
」
で
あ
り
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
じ
旋
律
を
有
す
る
割
合
が
高
い
の
が
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
し
た
が
っ
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
慈
鏡
系
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
隆
法
系
に
属
す
る
可
能
性

が
高
ま
っ
た
と
い
え
る
。 

こ
の
作
業
の
後
に
、
ま
ず
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
受
用
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ

た
、 そ

の
た
め
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
指
南
の
な
か
で
、
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
す
べ
て
の

箇
所
を
精
査
し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
特
定
し
た
と
こ
ろ
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
五
十
四
箇
所
に

お
い
て
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
提
示
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
自
己
の
正
統
性
を
示
す
た
め

に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
現
行
の
唱
法
と
一
致
す
る
指
南
を
提
示
す
る
事
例
が
十
一
例
あ
っ
た
。 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
一
致
し
な
い
指
南
を
提
示
す
る
事
例
は
四
十
三
例
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
実
唱

に
採
用
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
提
示
し
た
事
例
が
三
十
三
例
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
長
恵
の
時
代
に
用
い
ら
れ
て
い
な
い
或
い
は
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
た
『
声

明
集
私
案
記
』
の
指
南
で
あ
っ
て
も
、
長
恵
は
そ
れ
を
無
視
せ
ず
に
、
そ
の
多
く
を
出
典
を
明
示
し
て
提

示
し
た
。
こ
れ
は
、
隆
然
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
覚
証
院
方
の
正
統
な
口
伝
書
と
し
て
『
声
明
集
私
案
記
』

を
位
置
付
け
、
『
声
明
集
私
案
記
』
へ
の
敬
意
を
表
明
し
、
自
か
ら
編
集
し
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
正
統

性
を
主
張
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
四
十
三
例
中
二
十
九
例
は
旋
律
に
関
す
る
指
南
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る

『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
は
八
十
六
で
あ
っ
た
の
で
、
長
恵
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
八
十
六

の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
旋
律
う
ち
の
二
十
九
を
、
つ
ま
り
約
三
分
の
一
以
上
を
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に

掲
載
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
唱
法
と
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
に
は
、
あ

る
程
度
の
相
違
が
生
じ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
恵
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
を
隆

然
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
覚
証
院
方
の
正
統
な
口
伝
書
と
し
て
位
置
付
け
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
正
統
性
を

主
張
す
る
た
め
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
多
数
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
た
。
『
魚
山
蠆
芥

集
』
は
こ
の
よ
う
な
仕
方
で
『
声
明
集
私
案
記
』
を
受
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
受
用
の
仕
方
か
ら
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
成
立
当
時
に
『
声
明
集
私
案
記
』
つ
ま
り

慈
鏡
系
の
伝
承
が
衰
退
し
て
い
た
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。 
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そ
し
て
、
長
恵
の
時
代
の
高
野
山
で
は
、
相
応
院
流
の
影
響
力
は
『
声
明
集
私
案
記
』
が
撰
述
さ
れ
た

で
あ
ろ
う
十
四
世
紀
末
か
ら
十
五
世
紀
初
頭
の
頃
に
比
べ
て
大
分
弱
ま
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
長
恵
の
時
代
の
高
野
山
に
は
、
覚
証
院
方
の
唱
法
と
は
異
な
る
東
南
院
方
・
金
剛
三
昧
院
方
独
自

の
声
明
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
資
料
や
人
物
の
指
南
を
抽
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

結
果
的
に
、
長
恵
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
す
る
際
、
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
資
料
や
隆
法
系

の
覚
証
院
方
の
正
嫡
で
あ
る
師
の
快
助
か
ら
多
く
の
指
南
を
得
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
『
魚

山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
て
い
た
指
南
の
典
拠
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
『
声
実
抄
』
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』

「
文
保
二
年
本
」
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
特
に
数
多
く
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
師
の
快
助
の
指
南
も
多
く
み
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
長
恵
が
隆
法
―
重

仙
―
快
助
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
の
確
証
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
長
恵
は
、
隆
法
系
の

覚
証
院
方
の
範
疇
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
指
南
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
長
恵
が
覚
意
の
指
南

も
尊
重
し
て
い
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
る
。
長
恵
は
『
声
明
集
私
案
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
金
剛
三
昧

院
方
や
東
南
院
方
の
範
疇
と
は
別
の
視
点
で
覚
意
を
み
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
私
案
記
』
や
他
の
資
料
に
も
み
ら
れ
な
い
出
典
の
不
明
な

「
古
云
」
の
指
南
が
多
く
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
以
外
か
ら
多
く
の
「
古
」
の
説
を
受

用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

                                        

         

 

１

「
文
明
四
年
版
」
を
開
版
し
た
の
は
正
智
院
の
院
主
の
快
禅
で
あ
る
。
快
禅
に
つ
い
て
は
『
金
剛
峯
寺

諸
院
家
析
負
輯
一
』

（
『

続
真
言
宗
全
書
』
三
四 

続
真
言
宗
全
書
刊
行
会 

一
九
八
六
年
二
八
頁

。
）

に
記
載
が
あ
る
。 

２

福
島
和
夫
校
訂
『
日
本
音
楽
史
料
集
成
』
１
「
古
版
声
明
譜
」
東
京
書
籍 

一
九
九
五
年
。 

３

福
島
和
夫
編
纂
『
声
明
資
料
展
声
明
集
特
集
出
陳
目
録
』
上
野
学
園
日
本
音
楽
資
料
室
発
行 
一
九
八

二
年 

一
三
頁
。 

４

「
魚
山
私
鈔
」
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
第
八
四
巻 

大
正
新
修
大
蔵
経
刊
行
会 

一
九
三
一
年 

八
四

一
頁
上
。 

５

「
ソ
ル
」
「
私
。
手
モ

實
モ

同
シ

商
ナ

レ

ト

モ

手
ニ

ソ
ラ
ス
取
。
謂
ク

般
若
房
ノ

笛
ノ

圖
二

手
ニ

ハ

ニ

ハ
ヲ

付
實
ニ

ハ

下
ヲ

付
ク

。
是
一
律
ノ

不
同
也

。
」

（
続
真
三
〇
・
一
〇
七
下

）
。 

６

「
ソ
ル
色
ア
リ

」
。 

７

「
ソ
ツ
テ
ヲ
シ
下
ス

」
。 

８

「
文
保
二
年
本
」
「
角
モ
ナ
ク
折
上

」
。 

９

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
「
カ
ト
ア
リ
テ
ア
ク
ヘ
シ
イ
カ
ニ
モ
ツ
ヨ
ク
」
「
佛
ハ[

（
博
士
）
ノ

○イ
］
徴

ヨ

リ

羽
ヘ

上
ル

所
ヲ

ハ

ツ
ヨ
ク
〔

キ
ツ

ク

○イ
〕
折
リ

上
ヶ

聲
ヲ

ナ
ゲ
上
ル

如
ク

ス
ル
也
云

云

」
。 

１
０

「
呂
ノ

山
律
ノ

羽
ニ

ア
タ
ル
故
ニ

ユ
ラ
ス
」
・
『
声
明
集
私
案
記
』
（
続
真
三
〇
・
六
下
）
「
〇

［
終
ノ

○イ
」
瑠
璃
ノ

二
字
ハ

瑠
ノ

徴
ヲ

不
レ

由
ソ
ラ
シ
テ
羽
ヘ

折
上
テ

長
ク

不
シ

テ

レ

持
璃
ヘ

移
テ

末
ヲ

ツ
ク
〇
［
コ
ト
○イ

］
。 
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結
論 

 

本
稿
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
最
後
に
、
高
野
山
に
大
進
上
人

流
が
流
入
し
た
時
期
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
成
立
す
る
ま
で
の
経
緯
つ
い
て
振
り
返
り
結
論
と
し
た
い
。 

第
一
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
的
情
報
と
当
本
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
概
観
し
た
。 

第
一
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
資
料
及
び
智
生
房
長
恵
（
一
四
五
六
～
一
五
二
四
）
の
『
魚
山
蠆

芥
集
』
の
撰
述
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
刊
行
ま
で
の
経
緯
を
ま
と
め
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
最
初
、

甲
乙
二
巻
本
と
し
て
明
応
五
年
（
一
五
九
六
）
に
長
恵
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
原
本
は
存
在
せ
ず
に
、
書
写
年
代
を
別
に
す
る
甲
巻
と
乙
巻
の
二
本
の
写
本
が
存
在
す
る
。

最
初
に
著
さ
れ
た
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
、
長
恵
が
自
ら
こ
れ
ら
を
合
本
し
た
も
の
で
あ
る
と
、
先
行
研
究

で
も
み
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
長
恵
は
、
永
正
十
四
年
（
一
五
一
七
年
）
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
三

巻
本
に
再
治
し
た
。
十
六
世
紀
の
後
半
に
な
る
と
、
順
良
房
朝
意
（
一
五
一
八
～
一
五
九
九
）
が
こ
の
三

巻
本
の
再
治
本
を
幾
度
も
書
写
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
朝
意
の
書
写
し
た
三
巻
本
の
再
治
本
を
底
本
と
し
て

江
戸
期
の
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
刊
行
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
で
は

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
を
、
長
恵
が
三
巻
本
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
終
え
た
時
点
と
し
た
。
ま

た
、
長
恵
の
自
筆
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
現
存
し
な
い
の
で
、
朝
意
の
書
写
本
の
中
で
も
最
古
の
「
永
禄

七
年
本
」
を
本
稿
で
は
用
い
た
。 

第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
た
長
恵
と
当
書
の
普
及
の
礎
を
築
い
た
朝
意
に
つ
い
て
論

じ
た
。
長
恵
は
法
儀
に
お
け
る
有
識
者
・
権
威
者
で
あ
っ
た
と
推
定
し
た
。
一
方
、
朝
意
は
、
高
野
山
に

お
け
る
三
傑
と
称
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
み
な
ら
ず
「
秘
讃
」
「
乞
戒

声
明
」
「
大
阿
闍
梨
声
明
」
か
ら
な
る
「
三
重
の
許
可
」
と
称
さ
れ
る
声
明
の
最
極
の
伝
授
も
行
っ
て
い

た
重
要
人
物
で
あ
る
こ
と
を
突
き
と
め
た
。 

第
三
節
か
ら
第
七
節
に
お
い
て
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
内
容
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
三

節
で
は
、
曲
目
・
曲
順
、
第
四
節
で
は
、
曲
調
、
第
五
節
で
は
博
士
・
旋
律
・
仮
名
、
第
六
節
で
は
注
記
、

第
七
節
で
は
、
「
音
律
開
合
名
目
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
概
要
を
確
認
し
た
。 

以
上
の
よ
う
な
準
備
を
し
た
後
に
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
に
お
い
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程

を
初
期
・
中
期
・
後
期
に
分
け
て
考
察
し
た
。 

第
二
章
で
は
初
期
、
す
な
わ
ち
、
大
進
上
人
流
が
高
野
山
に
伝
来
し
て
か
ら
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造

が
確
定
す
る
ま
で
の
間
に
つ
い
て
論
じ
た
。
具
体
的
な
年
代
は
、
正
等
房
勝
心
（
～
一
一
一
八
～
一
二
三

七
～
）
が
大
進
上
人
流
の
本
拠
地
の
移
転
の
要
請
の
手
紙
を
中
川
慈
業
（
～
一
二
四
三
以
降
）
に
送
っ
た

と
さ
れ
る
嘉
禎
元
年
（
一
二
三
五
）
か
ら
、
重
弘
（
～
一
三
五
九
）
が
示
寂
し
た
正
平
十
四
年
（
一
三
五

九
）
ま
で
に
設
定
し
た
。 

第
一
節
で
は
、
十
五
世
紀
末
に
撰
述
さ
れ
た
『
声
決
書
』
と
『
声
実
抄
』
に
よ
っ
て
、
初
期
の
南
山
進

流
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
ま
た
、
初
期
に
お
け
る
『
声
明
集
』
の
存
在
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
っ

た
。
『
声
決
書
』
に
よ
れ
ば
、
南
山
進
流
は
最
初
期
の
観
験
（
～
一
一
八
二
～
一
二
一
八
～
）
の
頃
に
一

流
と
し
て
興
っ
た
。
そ
の
後
、
南
山
進
流
は
次
第
に
独
立
し
、
覚
証
院
方
、
金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院
方

の
三
流
に
分
か
れ
た
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
の
覚
証
院
方
は
、
重
弘
以
後
に
お
い
て
二
系
統
に
分

か
れ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
二
系
統
を
便
宜
的
に
慈
鏡
系
と
隆
法
系
と
そ
れ
ぞ
れ
名
付
け
た
。
一
方
、

『
声
実
抄
』
に
は
、
観
験
が
勝
心
に
大
進
上
人
流
を
附
属
し
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
た
が
、
覚
証
院
院
方
、

金
剛
三
昧
院
方
、
東
南
院
方
の
三
流
に
つ
い
て
直
接
的
な
言
及
は
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
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『
声
決
書
』
の
覚
証
院
方
が
重
弘
か
ら
二
系
統
に
分
か
れ
た
と
す
る
事
項
に
も
触
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

『
声
実
抄
』
に
は
、
覚
意
（
一
二
三
七
～
一
二
九
三
～
）
の
師
で
も
あ
る
般
若
房
定
意
（
十
二
世
紀
末
～

十
三
世
紀
前
半
頃
）
と
宝
蓮
房
祐
真
（
十
三
世
紀
前
半
頃
）
に
関
す
る
記
述
が
多
く
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に

『
声
実
抄
』
か
ら
、
十
四
世
紀
の
後
半
に
は
、
般
若
房
定
意
及
び
宝
蓮
房
祐
真
の
自
筆
の
『
声
明
集
』
が

そ
れ
ぞ
れ
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
た
。
ま
た
、
初
期
の
南
山
進
流
は
、
相
応
院
流
に
対
し
て
は

強
い
対
抗
意
識
を
有
し
て
い
た
が
、
声
明
家
個
々
の
差
異
が
強
く
、
一
流
派
と
し
て
の
統
一
性
が
低
か
っ

た
こ
と
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
『
声
決
書
』
が
主
張
す
る
よ
う
な
独
立
性
の
強
い
覚

証
院
方
・
金
剛
三
昧
院
方
・
東
南
院
方
の
三
流
が
十
三
世
紀
の
後
半
に
分
立
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、

こ
の
三
流
は
、
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
徐
々
に
独
自
の
声
明
を
伝
え
る
流
派
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ

た
と
推
定
し
た
。 

第
二
項
で
は
、
覚
意
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
の
考
案
者
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
声
明
に
関
わ
る
様
々

な
事
柄
に
精
通
し
た
達
匠
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。 

第
三
項
で
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
以
前
、
高
野
山
で
、
大
進
上
人
宗
観
（
～
一
一
一
五
～
）
の
記
譜

法
を
伝
え
る
慈
業
系
大
進
上
人
流
の
記
譜
法
や
醍
醐
流
の
任
賢
（
～
一
一
八
七
～
一
二
一
八
）
以
降
に
発

展
し
た
記
譜
法
が
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
、
ま
た
は
、
そ
れ
ら
に
類
似
し
た
別
の
記
譜
法
が
存
在
し
た

可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
た
。
そ
の
結
果
、
当
時
の
高
野
山
に
は
独
自
な
記
譜
法
が
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ま

た
「
五
音
」
が
使
わ
れ
る
以
前
に
は
笛
の
音
孔
名
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

第
四
項
で
は
、
高
野
山
特
有
の
記
譜
法
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
状
況
下
に
お
け
る
、
覚
意
に
よ
る
新

た
な
記
譜
法
の
考
案
に
つ
い
て
論
じ
た
。 

第
三
節
で
は
、
覚
意
が
五
音
を
付
す
以
前
の
「
秘
讃
」
の
声
明
譜
を
特
定
し
、
そ
の
声
明
譜
と
覚
意
の

五
音
博
士
が
付
さ
れ
た
声
明
譜
が
一
致
を
す
る
こ
と
を
示
し
、
覚
意
が
五
音
博
士
を
考
案
し
た
こ
と
を
確

認
し
た
。 

第
四
節
で
は
、
ま
ず
、
称
名
寺
所
蔵
の
二
本
の
『
声
明
集
』
の
う
ち
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
を
初
期
の
覚

意
系
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
と
断
定
し
た
。
も
う
一
本
の
「
称
名
寺
本
ｂ
」
は
相
応
院
流
の
『
法
則
集
』

を
覚
意
の
五
音
博
士
に
翻
譜
し
た
も
の
で
あ
る
と
推
定
し
た
。
さ
ら
に
、
「
文
保
二
年
本
」
は
隆
然
の
系

統
の
『
声
明
集
』
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
文
保
二
年
本
」
そ
れ
ぞ

れ
の
博
士
の
骨
格
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
対
照
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
的
構
造
が
文
保
二
年
の
時

点
で
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
を
解
明
し
た
。 

次
に
『
声
実
抄
』
に
み
ら
れ
る
般
若
房
・
宝
蓮
房
の
博
士
の
骨
格
と
「
称
名
寺
本
ａ
」
・
「
文
保
二
年

本
」
の
博
士
の
骨
格
と
の
比
較
対
照
を
行
い
、
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
と
「
文
保
二
年
本
」
は
宝
蓮

房
祐
真
よ
り
も
般
若
房
定
意
の
記
譜
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
初
期
に
覚
意
が
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
考
案
し
て
以
後
、
「
覚
意
の
五
音
博
士
」

は
急
速
に
広
ま
り
、
十
四
世
紀
の
初
頭
に
は
「
覚
意
の
五
音
博
士
」
を
使
っ
た
『
声
明
集
』
が
成
立
し
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
的
構
造
が
確
定
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
覚
意
の
功
績
に
よ
る
も
の
と
評
価

し
た
。 

第
三
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
中
期
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。 

な
お
、
『
声
明
集
』
の
基
本
構
造
が
確
定
し
、
重
弘
が
示
寂
し
た
正
平
十
四
年
（
一
三
五
九
）
か
ら
、

文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
の
『
声
明
集
』
刊
行
以
前
ま
で
を
、
中
期
に
設
定
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
覚

証
院
方
が
二
系
統
に
分
か
れ
多
様
な
『
声
明
集
』
や
口
伝
書
が
登
場
し
、
「
文
明
四
年
版
」
刊
行
の
道
筋

が
作
ら
れ
た
。 
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第
一
節
で
は
、
中
期
の
『
声
明
集
』
諸
本
を
、
曲
目
・
曲
順
と
博
士
の
骨
格
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に

よ
り
、
三
系
統
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
系
譜
の
特
定
を
目
指
し
た
。
そ
の
結
果
、
「
康
正
二
年
本
」
と

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
を
覚
証
院
方
の
隆
法
系
の
『
声
明
集
』
に
、
「
永
享
六
年
本
」
と
「
永
享
十
年
本
」

を
同
じ
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
応
永
三
年
本
」

を
覚
証
院
方
に
属
さ
ず
覚
意
系
を
伝
承
し
た
可
能
性
が
あ
る
『
声
明
集
』
と
み
な
し
た
。
さ
ら
に
、
隆
法

系
よ
り
も
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
が
、
二
系
統
に
分
か
れ
る
以
前
の
覚
証
院
方
の
声
明
を
よ
り
多
く
継
承

し
て
い
る
こ
と
を
突
き
と
め
た
。
ま
た
、
こ
の
慈
鏡
系
と
隆
然
系
『
声
明
集
』
の
存
在
を
確
認
で
き
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
疑
問
視
さ
れ
て
き
た
、
覚
証
院
方
が
二
系
統
に
分
か
れ
た
こ
と
を
伝
え
る
『
声
決

書
』
の
信
憑
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

第
二
節
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
編
纂
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
概

要
と
資
料
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
今
ま
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
の
成
立
年

代
を
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
か
ら
応
永
二
十
年
（
一
四
一
三
）
に
設
定
し
た
。
ま
た
、
『
声
明
集
』
所

収
の
曲
の
全
て
の
詞
章
に
つ
い
て
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
何
等
か
の
言
及
し
て
い
る
箇
所
を
す
べ
て
精

査
し
、
『
声
明
集
』
の
詞
章
の
総
数
の
う
ち
の
お
よ
そ
三
割
四
分
に
『
声
明
集
』
が
指
南
を
付
し
て
い
た

こ
と
、
さ
ら
に
、
そ
の
中
で
旋
律
、
つ
ま
り
博
士
の
実
際
の
唱
法
に
つ
い
て
の
指
南
が
六
割
程
度
を
し
め

て
い
た
こ
と
を
突
き
と
め
た
。 

第
三
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
覚
証
院
方
の
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
』
に
依
拠
し
て
成
立
し
た
こ

と
を
突
き
と
め
た
。
ま
た
、
隆
然
系
の
「
文
保
二
年
本
」
と
慈
鏡
系
の
「
永
享
十
年
本
」
も
『
声
明
集
私

案
記
』
の
本
説
の
博
士
を
多
く
採
用
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。 

第
四
節
で
は
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
覚
証
院
と
東
南
院
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
と
を
対
比
し
た
記

述
か
ら
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
流
派
観
に
つ
い
て
考
察
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
覚
証
院
方
と
同
じ
進
流
で
は
あ
る
が
、
東
南
院
方
と
金
剛
三
昧
院
方
と
い
う
「
了
栄
房
ノ

非
節
」
や
「
樹
下
ノ
座
様
」
と
呼
ば
れ
る
好
ま
し
く
な
い
独
自
の
唱
法
を
も
つ
二
系
統
の
声
明
の
支
流
派

が
存
在
し
て
い
た
と
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
高

野
山
上
で
実
質
的
に
独
立
し
た
流
派
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
は
南
山
進
流
と
相
応
院
流
で
あ
り
、
覚
証

院
方
・
東
南
院
方
・
金
剛
三
昧
院
方
等
は
あ
く
ま
で
進
流
の
な
か
の
支
流
派
に
過
ぎ
な
い
と
認
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
進
流
に
対
抗
す
る
他
流
派
と
し
て
相
応
院
流
が
強
く
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。 

以
上
の
よ
う
に
、
中
期
に
は
、
同
じ
基
本
的
構
造
を
持
つ
、
覚
証
院
方
の
『
声
明
集
』
と
、
非
覚
証
院

方
で
覚
意
系
の
可
能
性
の
あ
る
『
声
明
集
』
が
成
立
し
、
同
じ
覚
証
院
方
で
も
、
隆
然
の
伝
承
を
保
持
し

続
け
た
保
守
的
な
慈
鏡
系
と
、
隆
然
の
伝
承
か
ら
距
離
を
置
き
出
し
た
革
新
的
な
隆
法
系
の
覚
証
院
方
が

併
存
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
、
状
況
に
お
い
て
慈
鏡
系
の
覚
証
院
方
に
お
い
て
『
声
明
集
私
案
記
』
が

作
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
四
章
で
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
過
程
後
期
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
『
声
明

集
』
の
刊
行
か
ら
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
ま
で
に
つ
い
て
論
じ
た
。 

第
一
節
で
は
、
ま
ず
版
本
の
「
文
明
四
年
版
」
の
『
声
明
集
』
が
、
中
期
の
隆
法
系
の
「
康
正
二
年
本
」

を
祖
本
と
し
て
い
る
こ
と
を
確
定
し
、
「
文
明
四
年
版
」
の
刊
行
ま
で
に
慈
鏡
系
の
覚
証
院
方
は
衰
退
し

た
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
。
次
に
「
文
明
四
年
版
」
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
構
造
（
曲
目
・
曲
順
と

博
士
の
骨
格
）
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
恵
は
「
文
明
四
年
版
」
を
底
本
と
し
、
そ
の
他
の
『
声
明

集
』
を
対
校
し
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
骨
格
を
決
定
し
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
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『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
博
士
の
骨
格
に
関
し
て
は
『
声
明
集
私
案
記
』
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
も

確
認
し
た
。 

次
に
、
第
二
節
で
は
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
成
立
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。
ま
ず
、

『
声
明
集
私
案
記
』
に
基
づ
い
て
編
纂
し
た
と
自
ら
謳
う
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
の
受

用
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
が
旋
律
（
博
士
の
実
際
の
唱
法
）
に

つ
い
て
言
及
し
て
い
る
計
六
百
八
十
八
箇
所
の
指
南
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
旋
律
を
比
較
し
、
さ
ら
に
隆

然
系
の
「
文
保
二
年
本

」
、

慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本

」
、

隆
法
系
の
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
そ
れ
ぞ

れ
の
旋
律
と
も
対
照
し
た
。
そ
の
結
果
、
慈
鏡
系
の
「
永
享
六
年
本
」
が
『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
一
の

旋
律
を
有
す
る
割
合
が
高
く
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
隆
法
系
の
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
に
近
い
こ
と
が
判

明
し
た
。 

 

次
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
指
南
の
な
か
で
、
何
ら
か
の
典
拠
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
す
べ
て
の
箇
所
を

精
査
し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
五
十
四
例
抽
出
し
た
。
そ
れ
ら
を
、
受
用
の
仕
方
を
基
準
に
、

三
つ
に
分
類
し
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
唱
法
と
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
私
案
記
』

の
指
南
に
は
、
あ
る
程
度
の
相
違
が
生
じ
て
い
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
長
恵
は
、
『
声
明
集
私
案

記
』
を
隆
然
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
覚
証
院
方
の
正
統
な
口
伝
書
と
し
て
位
置
付
け
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の

正
統
性
を
主
張
す
る
た
め
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
多
数
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
掲
載
し
た
。

『
魚
山
蠆
芥
集
』
が
『
声
明
集
私
案
記
』
を
こ
の
よ
う
な
態
度
を
も
っ
て
受
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。 

な
お
、
こ
の
よ
う
な
受
用
の
態
度
か
ら
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
成
立
当
時
に
『
声
明
集
私
案
記
』
つ
ま
り

慈
鏡
系
の
伝
承
が
衰
退
し
て
い
た
こ
と
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。 

次
に
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
か
ら
、
進
流
と
相
応
院
流
と
を
対
比
し
た
二
十
三
の
指
南
と
、
覚

証
院
と
東
南
院
を
対
比
し
た
三
箇
の
指
南
、
衆
徒
方
と
金
剛
三
昧
院
と
を
対
比
し
た
四
箇
の
指
南
、
計
三

十
の
指
南
を
抽
出
し
た
。
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
長
恵
の
時
代
の
高
野
山
で
は
、
相
応
院
流
の
影
響
力
が

『
声
明
集
私
案
記
』
が
成
立
し
た
頃
に
比
べ
て
大
分
弱
ま
っ
て
い
た
こ
と
。
し
か
し
、
長
恵
の
時
代
の
高

野
山
に
は
、
覚
証
院
方
の
唱
法
と
は
区
別
さ
れ
る
東
南
院
方
と
金
剛
三
昧
院
方
の
独
自
の
声
明
が
存
在
し

て
い
た
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
長
恵
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の
多
く
の
指
南
を
『
魚
山
蠆
芥

集
』
に
掲
載
し
、
覚
証
院
方
の
派
祖
で
あ
る
隆
然
が
著
し
た
と
さ
れ
る
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
伝

え
よ
う
と
し
た
こ
と
を
論
じ
た
。 

ま
た
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
資
料
や
人
物
の
指
南
を
抽
出
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

結
果
的
に
、
長
恵
は
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
す
る
際
、
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
資
料
や
隆
法
系

の
覚
証
院
方
の
正
嫡
で
あ
る
師
の
快
助
か
ら
多
く
の
指
南
を
得
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
『
魚

山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
て
い
た
指
南
の
典
拠
は
、
「
称
名
寺
本
ａ
」
『
声
実
抄
』
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』

「
文
保
二
年
本
」
で
あ
っ
た
。
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
の
指
南
が
特
に
数
多
く
伝

え
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
師
の
快
助
の
指
南
も
多
く
み
ら
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
長
恵
が
隆
法
―
重

仙
―
快
助
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
こ
と
の
確
証
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
長
恵
は
、
隆
法
系
の

覚
証
院
方
の
範
疇
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
編
纂
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
は
覚
意
系
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
の
指
南
も
み
ら
れ
た
。
こ
れ
は
長
恵
が
覚
意
の
指
南

も
尊
重
し
て
い
た
か
ら
だ
と
推
測
で
き
る
。
長
恵
は
『
声
明
集
私
案
記
』
に
記
述
さ
れ
て
い
る
金
剛
三
昧

院
方
や
東
南
院
方
の
範
疇
と
は
別
の
視
点
で
覚
意
を
み
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 
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最
後
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
伝
わ
っ
た
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
資
料
や
人
物
の
指
南
を
五
十
七

抽
出
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
も
探
っ
た
。
そ
の
結
果
、

長
恵
は
『
声
明
集
私
案
記
』
以
外
の
『
声
明
集
』
や
口
伝
書
、
な
か
で
も
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
及
び
覚

証
院
方
の
正
嫡
で
あ
る
師
の
快
助
か
ら
多
く
の
指
南
を
得
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
撰
述
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
長
恵
は
、
隆
法
―
重
仙
―
快
助
の
系
譜
に
連
な
る
人
物
で
あ
る
こ

と
の
確
証
が
得
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
長
恵
が
隆
法
系
の
覚
証
院
方
の
範
疇
に
お
い
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』

を
撰
述
し
た
の
で
あ
る
。 

最
後
に
長
恵
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
編
纂
過
程
を
ま
と
め
る
。 

ま
ず
、
長
恵
は
、
隆
法
系
の
「
文
明
四
年
版
」
を
底
本
と
し
、
他
の
『
声
明
集
』
諸
本
を
対
校
し
、

『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
基
本
構
造
つ
ま
り
曲
目
・
曲
順
及
び
博
士
の
骨
格
を
確
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

次
に
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
覚
証
院
方
の
規
範
的
教
則
本
と
す
る
た
め
に
、
自
分
が
唱
え
て
い
た
隆
法

系
の
実
唱
と
指
南
に
基
づ
い
て
注
記
を
付
し
、
そ
の
上
に
種
々
の
口
伝
書
、
『
声
明
集
』
諸
本
の
注
記
、

師
の
快
助
の
指
南
等
を
付
記
し
、
『
魚
山
蠆
芥
集
』
を
作
り
上
げ
た
と
い
え
る
。 

種
々
の
口
伝
書
の
中
で
も
と
り
わ
け
長
恵
が
引
用
し
た
の
が
『
声
明
集
私
案
記
』
で
あ
る
。
長
恵
が

『
声
明
集
私
案
記
』
を
慈
鏡
系
の
資
料
と
し
て
認
識
し
て
い
た
か
否
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
『
声
明
集
私

案
記
』
に
全
面
的
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
謳
い
、
長
恵
は
『
声
明
集
私
案
記
』
の

指
南
を
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
多
数
注
記
し
た
。 

し
か
し
、
当
時
の
隆
法
系
の
実
唱
や
指
南
は
慈
鏡
系
の
『
声
明
集
私
案
記
』
と
多
少
相
違
し
て
い
た
。

た
だ
し
、
長
恵
は
隆
法
系
の
指
南
や
現
行
の
唱
法
と
相
違
す
る
場
合
で
も
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南

を
無
視
せ
ず
、
「
記
云
」
と
し
な
が
ら
引
用
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
長
恵
が
『
声
明
集
私
案
記
』
を
尊
重

し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
に
対
し
て
慎
重
に
敬
意
を
表
明
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
に
『
声
明
集
私
案
記
』
に
基
づ
く
こ
と
を
標
榜
し
、
『
声
明
集
私
案
記
』
の
指
南
を
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
『
魚
山
蠆
芥
集
』
は
覚
証
院
方
の
正
統
性
を
獲
得
し
、
南
山
進
流
の
規
範
的
教
則
本
と

認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
だ
け
、
室
町
期
後
半
か
ら
江
戸
期
に
か
け
隆
然
及
び
『
声

明
集
私
案
記
』
の
影
響
力
は
南
山
進
流
に
お
い
て
大
き
か
っ
た
と
い
え
る
。 

最
後
に
、
資
料
の
閲
覧
な
ら
び
に
撮
影
の
上
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
西
國
寺
麻
生
章
雄
住
職
、

徳
島
文
理
大
学
加
藤
優
先
生
、
濱
田
宣
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。 

ま
た
、
資
料
の
複
写
の
上
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
高
野
山
大
学
附
属
高
野
山
大
学
図
書
館
の
御

当
局
各
位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
資
料
の
閲
覧
の
上
で
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
上
野
学
園
日
本
音
楽
史
研
究
所
の
御
当
局
各

位
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
本
論
文
執
筆
に
あ
た
り
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
、
大
正
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
木
村
秀
明
教

授
、
大
正
大
学
仏
教
学
部
仏
教
学
科
苫
米
地
誠
一
教
授
、
法
政
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
ス
テ
ィ
―
ヴ

ン
・
Ｇ
・
ネ
ル
ソ
ン
教
授
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 
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記念出版 1983 年。 
・高野山大学選書刊行会編『高野山大学選書第』一巻「高野山

と密教文化」小学館スクウェア 2006 年 
・高野山大学選書刊行会編『高野山大学選書第四巻』高野山の

伝統と未来」小学館スクウェア 2006 年。 
・小島美子監修『日本の伝統音楽講座』淡交社 2008 年 
・小山靖憲『中世寺社と荘園制』塙書房 1998 年。 
・五来重編『高野山と真言密教の研究』名著出版 1976 年。 
・澤田篤子「真言声明の口伝書について（第一報）――博士指

口伝事――」『大阪教育大学紀要』第 34 1965 年。 
・澤田篤子「真言声明の口伝書について（第二報）――声実抄

――『大阪教育大学紀要』第 35 巻 1986 年。 
・田辺尚雄「現代の声明研究について』『東洋音楽研究第』12・ 

13 合併号「佛教音楽の研究」第一書房 1954 年。 
・中世寺院史研究会編『中世寺院史の研究』上法蔵館 1988 年。 

・中世寺院史研究会編『中世寺院史の研究』下法蔵館 1988 年。 
・東洋音楽学会編『仏教音楽』音楽之友社 1972 年。 
・中川善教「南山進流概説」『佛教學論集』山喜房仏書林 1976

年。 
・中川善教「魚山蠆芥集成立攷」『佛教學論集』山喜房書林 1976

年。 
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・花野憲道「声明資料とその一研究」『国語学論集』汲古書院 

1995 年。 
・花野憲道「広島大学文学部蔵『声明集』解説並びに影印」『鎌

倉時代語研究』第 22 輯武蔵野書院 1999 年。 
・山陰加春夫『中世高野山史の研究』清文堂 2011 年。 
・吉田寛如『南山進流詳解魚山蠆芥集』「解説篇」四大徳報恩出

版会 出版年不詳。 
・和田秀乘 高木訷元編『日本仏教宗史論集第』第四巻「弘法

大師と真言宗」吉川弘文館 1984 年。 
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資料編①：[表１]覚意相伝資料一覧 

 

(№) 書名 所蔵及典拠 覚意書写年月日 覚意翻譜年月日 相伝者 相伝場所 備考 

(№1) 金剛薩埵漢語讃（二捌尊唐讃） 『秘讃類聚集』(金沢文庫) 文永7年(1270)2月28日 ――――――――――――― ――――― ―――――  

(№2） 緊那羅天讃一傳也 『秘讃類聚集』 文永7年2月28日 ――――――――――――― ――――― ―――――  

(№3) 反音（吉慶梵語讃三段秘曲） 『秘讃集』(金沢文庫) 文永7年3月1日 文永7年（1270）3月8日 祐真 薬師院  

(№4) 一傳讃（妙音天讃） 『秘讃類聚集』 文永7年3月5日 文永7年3月8日 祐真 薬師院  

(№5)  (天龍八部讃)第二重諸天漢語讃 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 薬師院  

(№6) 孔雀経讃進 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 薬師院 進流 

(№7) 利菩薩○語漢円禪房流 『秘讃類聚集』 文永7年3月10日 文永七年3月19日 祐真 薬師院 円禪房流 

(№8) 如意輪讃進 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 金剛三昧院 進流 

(№9) 供養讃並異説 釈迦文院・金沢文庫 

高野山大学 

文永７年3月25日 文永7年3月26日 伊賀阿闍梨 ――――― 大山公淳『仏教音楽と声

明』150頁 

(№10) 釈迦讃 釈迦文院・高野山大学 文永７年3月26日 文永７年3月27日 ――――― ――――― 大山、前掲書150頁 

(№11) 十六大菩薩梵語讃 『十六大菩薩梵語讃』（金沢文庫） 文永7年6月1日 弘安6年 (1283)6月6日 祐真 薬師院  

(№12) 文殊梵語進 『秘讃集』 文永7年6月13日 ――――――――――――― 祐真 薬師院 進流 

(№13) 同梵語秘曲第三重 『秘讃集』 文永7年6月13日 ――――――――――――― 祐真 薬師院 円禪房流 

(№14) 宝賛（宝珠讃） 『秘讃類聚集』 文永7年6月15日 ――――――――――――― 伊賀阿闍梨 ―――――  

(№15) 多聞吉祥 『秘讃類聚集』 文永7年7月1日 ――――――――――――― ――――― ―――――  

(№16) 阿弥陀讃進 『秘讃集』 文永8年(1271)2月18日 ――――――――――――― ――――― 金剛三昧院 進流 

(№.17) 結縁灌頂声明 正智院 文永8年2月27日 文永9年(1272)4月2日 ――――― ――――― 大山、前掲書151頁 

(№18) 天龍八部第三重深秘 『秘讃類聚集』 文永9年(1272)5月19日 文永9年(1272)6月1日 ――――― 金剛三昧院 乗願房本 

(№19) 緊那羅天讃 『秘讃類聚集』 文永9年7月6日 ――――――――――――― ――――― ――――― 乗願房本 

(№20) 声明博士口伝事 西南院 文永11年（1274）1月6日 ――――――――――――― ――――― ――――― 大山、前掲書153頁 

(№21) 曼荼羅供堂上作法 金沢文庫 文永11年3月17日 ――――――――――――― ――――― ――――― 大山、前掲書155頁 

(№22) 貮捌尊唐音讃 『貮捌尊唐音讃』（金沢文庫） 弘安2年(1279)6月12日 弘安7 年(1284)年1月14日 玄慶 ―――――  

(№23) 妙音天 『秘讃類聚集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ―――――  

(№.24) （金剛因菩薩梵語讃） 『秘讃集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ―――――  

(№25) 「漢語」（金剛因菩薩漢語讃） 『秘讃集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ―――――  
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資料編②：[表２]称名寺所蔵覚意相伝「秘讃」一覧 

 

(№) 秘讃名 所収文献名 覚意書写年月日 覚意翻譜年月日 相伝者 相伝場所 分類 備考 

(№1) 金剛薩埵漢語讃（二捌尊唐讃） 『秘讃類聚集』 文永7年(1270)2月28日 ――――――――――――― ――――― ――――――― 観験  

(№2） 緊那羅天讃一傳也 『秘讃類聚集』 文永7年2月28日 ――――――――――――― ――――― ――――――― 観験  

(№3) 反音（吉慶梵語讃三段秘曲） 『秘讃集』 文永7年3月1日 文永7年（1270）3月8日 祐真 高野山薬師院 慈業(堅覚)  

(№4) 一傳讃（妙音天讃） 『秘讃類聚集』 文永7年3月5日 文永7年3月8日 祐真 高野山薬師院 観験  

(№5)  (天龍八部讃)第二重諸天漢語讃） 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 高野山薬師院 観験  

(№6) 孔雀経讃進 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 高野山薬師院 観験  

(№7) 利菩薩○語漢円禪房流 『秘讃類聚集』 文永7年3月10日 文永七年3月19日 祐真 高野山薬師院 慈業(堅覚) 円禪房流 

(№8) 如意輪讃進 『秘讃集』 文永7年3月10日 ――――――――――――― 祐真 金剛三昧院 観験  

(№9) 十六大菩薩梵語讃 『十六大菩薩梵語讃』 文永7年6月1日 弘安6年 (1283)6月6日 祐真 高野山薬師院 観験  

(№10) 文殊梵語進同梵語秘曲第三重 『秘讃集』 文永7年6月13日 ――――――――――――― 祐真 高野山薬師院 慈業(堅覚) 円禪房流 

(№11) 宝賛（宝珠讃） 『秘讃類聚集』 文永7年6月15日 ――――――――――――― 伊賀阿闍梨 ――――――― ――――――  

(№12) 多聞吉祥 『秘讃類聚集』 文永7年7月1日 ――――――――――――― ――――― ――――――― ――――――  

(№13) 阿弥陀讃進 『秘讃集』 文永8年(1271)2月18日 ――――――――――――― ――――― 金剛三昧院 ――――――  

(№14) 天龍八部第三重深秘 『秘讃類聚集』 文永9年(1272)5月19日 文永9年(1272)6月1日 ￣￣￣￣  ̄ 金剛三昧院 慈業(宗源) 乗願房本 

(№15) 緊那羅天讃 『秘讃類聚集』 文永9年7月6日 ――――――――――――― ――――― ――――――― 慈業(宗源) 乗願房本 

(№16) 貮捌尊唐音讃 『貮捌尊唐音讃』 弘安2年(1279)6月12日 弘安7 年(1284)年1月14日 玄慶 ￣￣￣￣￣￣  ̄ 慈業(宗源)  

(№17) 妙音天 『秘讃類聚集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ――――――― ――――――  

(№.18) （金剛因菩薩梵語讃） 『秘讃集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ――――――― ――――――  

(№19) 漢語（金剛因菩薩漢語讃） 『秘讃集』 ―――――――――――― ――――――――――――― ――――― ――――――― ――――――  
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〈
金
剛
界
〉 

「
四
」
ｊ
‐
３８２ 

〈
金
剛
界
〉 

「
地
」
ｊ
‐
３６３ 

〈
金
剛
界
〉 

「
他
」
ｊ
‐
３３ 

〈
対
揚
〉 

「
諸
」
ｉ
‐
４１５ 

〈
対
揚
〉 

「
集
」
ｉ
‐
４１３ 

〈
対
揚
〉 

「
護
」
ｉ
‐
２８９ 

〈
対
揚
〉 

「
甚
」
ⅰ
‐
８２ 

〈
九
條
錫
杖
〉 

「
切
」
ｈ
‐
２３２ 

〈
九
條
錫
杖
〉 

「
願
」
ｈ
‐
５８ 

〈
錫
杖
〉 

「
敬
」
ｇ
‐
９６ 

〈
梵
音
〉 

「
其
」
ｆ
‐
３７ 

〈
出
家
唄
〉 

「
願
」
ｄ
‐
１６ 

〈
出
家
唄
〉 

「
守
」
ｄ
‐
３ 

〈
云
何
唄
〉 

「
因
」
ｃ
‐
１４ 

 

× × × － － － × × × × ○ × × × 称
名 

○ ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 文
二 

○○○－－○×○○○○○×△応
三

×○○××○○×○○×○×○永
六

×○○－－－－－－○×○×○永
十

－－－－－－○×－－×－－○私
案

○○○○○○○○○○○○○○康
二

○ － ○ － － － － － ○ ○ ○ － － ○ 

隆
法 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○○魚
山
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〈
胎
蔵
界
〉 

「
者
」
ｋ
‐
５２７ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
無
」
ｋ
‐
４３９ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
及
」
ｋ
‐
２９７ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
願
」
ｋ
‐
２８１ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
及
」
ｋ
‐
２４４ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
親
」
ｋ
‐
１７３ 

〈
金
剛
界
〉「
南
」
～

「
界
」
ｊ
‐
６６７
～
６７１ 

〈
金
剛
界
〉
「
供
」

「
養
」
ｊ
‐
６５６

６５７ 

〈
金
剛
界
〉 

「
四
」
ｊ
‐
６４０ 

〈
金
剛
界
〉 

「
量
」
ｊ
‐
６２８ 

〈
金
剛
界
〉 

「
南
」
ｊ
‐
６０６ 

〈
金
剛
界
〉
「
消
」

「
除
」
ｊ
‐
５８６

５８７ 

〈
金
剛
界
〉
「
如
」

「
来
」
ｊ
‐
５３４

５３５ 

〈
金
剛
界
〉 

「
智
」
ｊ
‐
３９２ 

 

× × × × ○ ○ × × × × ×× × × 称
名 

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 

文
二 

○×○×○○○×○×○○○○応
三

○○○○××○○○×○○○○永
六

○○○○××○×○×○○△○永
十

－－－×－×－－－×－－○－私
案

○○○○×○○○○○○○○○康
正

－ － － － － ○ ○ － － － － － － － 

隆
法 

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○○魚
山
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〈
東
方
讃
〉「
嚩
」
～

「
嚩
」
ｙ
‐
１
～
６ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
底
」
ｗ
‐
４０ 

〈
吉
慶
漢
語
〉 

「
成
」
ｕ
‐
６８ 

〈
吉
慶
漢
語
〉 

「
座
」
ｕ
‐
５９ 

〈
文
殊
讃
〉 

「
清
」
ｔ
‐
７ 

〈
大
日
讃
〉 

「
帝
」
ｏ
‐
１８ 

〈
理
趣
経
〉 

「
廬
」
ｌ
‐
３０２

３１７ 

〈
理
趣
経
〉 

「
法
」
ｌ
‐
３４ 

〈
理
趣
経
〉 

「
真
」
ｌ
‐
１２ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
切
」
ｋ
‐
９０５ 

〈
胎
蔵
界
〉
「
一
」

「
切
」
ｋ
‐
８９３

８９４ 

〈
胎
蔵
界
〉
「
無
」

「
胎
」
ｋ
‐
８７８

８８１ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
得
」
ｋ
‐
６６２ 

 

× － ○ × × × － － － × × × ○ 

称
名 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 
文
二 

○×○○○○○○×○○○○応
三

○××○○○○××○○○○永
六

○×○○○○○××○○○○永
十

－－－－－○－×－－－－－私
案

○○○○○○×○○○○○×康
二

○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ － － 隆
法 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○魚
山
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凡 
例 

一
、
本
「
変
動
域
博
士
対
照
表
」
は
、『
声
明
集
』
の
初
期
の
写
本
二
本
・
中
期
の
写
本
四
本
・
最
古
の
版

本
一
本
、
お
よ
び
『
声
明
集
隆
法
口
伝
』
と
『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
に
お
け
る
、
変
動

域
に
あ
る
四
十
一
箇
所
の
博
士
の
異
同
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
、
表
中
の
略
号
・
記
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
称
名
」 
： 
「
称
名
寺
本
ａ
」
、 

『
声
明
集
』
初
期
の
写
本 

 

「
文
二
」 

： 
「
文
保
二
年
本
」
、
『
声
明
集
』
初
期
の
写
本 

 

「
応
三
」 

： 

「
応
永
三
年
本
」
、
『
声
明
集
』
中
期
の
写
本 

 

「
永
六
」 

： 

「
永
享
六
年
本
」
、
『
声
明
集
』
中
期
の
写
本 

 

「
永
十
」 

： 

「
永
享
十
年
本
」
、
『
声
明
集
』
中
期
の
写
本 

 

「
私
案
」 

： 

『
声
明
集
私
案
記
』 

 

「
康
二
」 

： 

「
康
正
二
年
本
」
、
『
声
明
集
』
中
期
の
写
本 

 

「
隆
法
」 

： 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

 

「
文
四
」 

： 

「
文
明
四
年
版
」
、
『
声
明
集
』
最
古
の
版
本 

 

「
魚
山
」 

： 

『
魚
山
蠆
芥
集
』 

 
   

○    

： 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
の
博
士 

 
   

×    

： 

右
の
『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
相
違
す
る
博
士 

 
   

△    

： 

○
と
×
と
も
相
違
す
る
博
士 

 
   

－    

： 

博
士
の
情
報
が
な
い
も
の 
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〈
対
揚
〉 

「
三
」
ｉ
―
７ 

〈
対
揚
〉 

「
場
」
ｉ
―
６ 

〈
九
条
錫
杖
〉

「
已
」
ｈ
―
３９１ 

〈
三
條
錫
杖
〉 

「
清
」
ｇ
―
３４ 

〈
三
条
錫
杖
〉 

「
三
」
ｇ
―
１９ 

〈
三
條
錫
杖
〉 

「
實
」
ｇ
―
１５ 

〈
梵
音
〉 

「
諸
」
ｆ
―
１２ 

〈
梵
音
〉 

「
方
」
ｆ
―
１１ 

〈
梵
音
〉 

「
有
」
ｆ
―
４ 

〈
散
華
〉 

「
遍
」
ｅ
―
２３ 

〈
散
華
〉 

「
歸
」
ｅ
―
１２ 

〈
散
華
〉 

「
願
」
ｅ
―
２ 

〈
三
礼
・
如
来
唄
〉 

「
如
」
ａ
―
５３ 

〈
三
礼
・
如
来
唄
〉 

「
衆
」
ａ
―
１１ 

 

－ － － － － － － － － － － － － － 

称
名 

－ ● － ○ ○ ● ○ － － － － ○ ○ － 

文
二 

－－－－－－－－－－－－－－応
三

●●●－○●●●－－●●●－永
六

－－－－－－－－－－－－－－永
十

●●●●●●●●●●●●●●私
案

－－－－－－－－－－－－－－康
二

○ ○ － － － ● － ○ － － － ○ ○ － 

隆
法 

－ － － － － － － － － － － － － － 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○○魚
山
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〈
胎
蔵
界
〉 

「
諸
」
ｋ
―
３８６ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
佛
」
ｋ
―
３５２ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
含
」
ｋ
―
３１６ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
解
」
ｋ
―
３０９ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
大
」
ｋ
―
２１６ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
切
」
ｋ
―
６０ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
世
」
ｋ
―
５８ 

〈
金
剛
界
〉 

「
設
」
ｊ
―
５７５ 

〈
金
剛
界
〉 

「
福
」
ｊ
―
４７１ 

〈
金
剛
界
〉 

「
國
」
ｊ
―
４３６ 

〈
金
剛
界
〉 

「
教
」
ｊ
―
３９３ 

〈
対
揚
〉 

「
金
」
ｉ
―
９０ 

〈
対
揚
〉 

「
所
」
ｉ
―
８６ 

〈
対
揚
〉 

「
四
」
ｉ
―
１４ 

 

－ ○ ○ － ○ － ○ － ○ ○ － － － － 

称
名 

○ ○ ○ ● ○ － ● ● ● － ● － ● ○ 

文
二 

－○●－●－○－●○－－－－応
三

●○○●●－○●●－○●●●永
六

－○●－●－○－●●－－－－永
十

●●●●●●●●●●●●●●私
案

－○○－○－○－○○－－－－康
正

－ ○ － － － － ○ － － － ○ － － ○ 

隆
法 

－ ○ ○ － ● － ○ － ○ ○ － － － － 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○○魚
山
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〈
四
智
梵
語
〉

「
覩
」
ｎ
―
１９ 

〈
理
趣
経
〉 

「
盧
」
ｌ
―
３１９ 

〈
理
趣
経
〉 

「
毗
」
ｌ
―
３１８ 

〈
理
趣
経
〉

「
盧
」
ｌ
―
３１４ 

〈
理
趣
経
〉 

「
毗
」
ｌ
―
３１３ 

〈
理
趣
経
〉

「
毗
」
ｌ
―
２９８ 

〈
理
趣
経
〉 

「
毗
」
ｌ
―
２９３ 

〈
理
趣
経
〉 

「
勝
」
ｌ
―
２４９ 

〈
理
趣
経
〉

「
王
」
ｌ
―
２３５ 

〈
理
趣
経
〉

「
能
」
ｌ
―
２１７ 

〈
理
趣
経
〉 

「
手
」
ｌ
―
１８６ 

〈
理
趣
経
〉 

「
剛
」
ｌ
―
１８５ 

〈
胎
蔵
界
〉

「
得
」
ｋ
―
６６２ 

〈
胎
蔵
界
〉 

「
衆
」
ｋ
―
４６４ 

 

－ － － － － － － － － － － － － － 

称
名 

－ ● － － － ○ － ● ● － － － ○ ○ 

文
二 

－－－－－－－●●－－－－－応
三

●●●●●●●●●●●●○○永
六

－－－－－－－●○－－－－－永
十

●●●●●●●●●●●●●●私
案

－－－－－－－●○－－－－－康
二

－ ● － － ○ ○ － － － ○ ○ ○ － － 

隆
法 

－ － － － － － － ● ○ － － － － － 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○○魚
山
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〈
吉
慶
漢
語
〉

「
界
」
ｕ
―
１２３ 

〈
吉
慶
漢
語
〉

「
祥
」
ｕ
―
４８ 

〈
吉
慶
漢
語
〉

「
毘
」
ｕ
―
３０ 

〈
吉
慶
漢
語
〉

「
迦
」
ｕ
―
２９ 

〈
吉
慶
漢
語
〉

「
隨
」
ｕ
―
１２ 

〈
吉
慶
漢
語
〉

「
佛
」
ｕ
―
２ 

〈
吉
慶
漢
語
〉

「
諸
」
ｕ
―
１ 

〈
文
殊
讃
〉

「
真
」
ｔ
―
１６ 

〈
佛
讃
〉 

「
藍
」
ｓ
―
１２ 

〈
四
智
漢
語
〉

「
受
」
ｑ
―
６ 

〈
不
動
讃
〉

「
吠
」
ｐ
―
２６ 

〈
不
動
讃
〉

「
弥
」
ｐ
―
２０ 

〈
大
日
讃
〉

「
薩
」
ｏ
―
１ 

〈
四
智
梵
語
〉

「
羅
」
ｎ
―
２４ 

 

● ● － － ● － － － ○ ● ○ ○ － － 

称
名 

● ○ ○ ○ ● ○ ● － ● ○ ○ ● － ● 

文
二 

●○－－－－－－●●○○－－応
三

●○●●●●－○●●○●－●永
六

●○－－－－－－●●○○－－永
十

●●●●●●●●●●●●●●私
案

●○－－●－－－●○○●－－康
二

－ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ － ● － ○ 

隆
法 

● ○ － － ● － － － ● ○ ○ ● － － 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○○魚
山
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〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
迦
」
ｗ
―
５７ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
縛
」
ｗ
―
３９ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
佉
」
ｗ
―
３８ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
那
」
ｗ
―
３２ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
那
」
ｗ
―
２５ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
也
」
ｗ
―
１７ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
陀
」
ｗ
―
１０ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
也
」
ｗ
―
６ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
婆
」
ｗ
―
５ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
陀
」
ｗ
―
４ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
弥
」
ｗ
―
３ 

〈
吉
慶
梵
語
〉

「
扇
」
ｖ
―
５４ 

〈
吉
慶
梵
語
〉

「
他
」
ｖ
―
４７ 

〈

吉

慶

梵

語

〉

「
瞢
」
ｖ
―
３ 

 

－ － － － － － － － － － － － － － 

称
名 

－ － － ○ － － － － － － － － － － 

文
二 

－－－－－－－－－－－－－－応
三

○－○○●－－○○○○－－●永
六

－－－－－－－－－－－－－－永
十

●●●●●●●●●●●●●●私
案

－－－○－－－－－－－－－－康
正

－ － － － － － － ○ ○ － ○ － － － 

隆
法 

－ － － ○ － － － － － － － － － － 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○○魚
山
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〈
金
剛
寶
〉 

「
曩
」
ｚ
―
６ 

〈
金
剛
寶
〉 

「
怛
」
ｚ
―
５ 

〈
金
剛
薩
埵
〉

「
怛
」
ｙ
―
２５ 

〈
金
剛
薩
埵
〉

「
慢
」
ｙ
―
２２ 

〈
四
波
羅
蜜
〉

「
曰
」
ｘ
―
１６ 

〈
四
波
羅
蜜
〉

「
怛
」
ｘ
―
１３ 

〈
四
波
羅
蜜
〉

「
薩
」
ｘ
―
１２ 

〈
四
波
羅
蜜
〉

「
羅
」
ｘ
―
６ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
拏
」
ｗ
―
９０ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
答
」
ｗ
―
８４ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
羅
」
ｗ
―
６１ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
怛
」
ｗ
―
６０ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉

「
質
」
ｗ
―
５９ 

〈
阿
弥
陀
讃
〉 

「
尾
」
ｗ
―
５８ 

 

－ － － － － － － － － － － － － － 

称
名 

－ － － － － ● － － － － － － － － 

文
二 

－－－－－－－－－－－－－－応
三

－○●●●●●－－●－○○○永
六

－－－－－－－－－－－－－－永
十

●●●●●●●●●●●●●●私
案

－－－－－－－－－－－－－－康
二

－ － － － － － － － － － － － － － 

隆
法 

－ － － － － － － － － － － － － － 

文
四 

○○○○○○○○○○○○○○魚
山
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凡 

例 

一
、
本
「
旋
律
対
照
表
」
は
、『
声
明
集
私
案
記
』
と
『
魚
山
蠆
芥
集
』
の
間
で
相
違
す
る
旋
律
計
八
十
六

箇
所
に
つ
い
て
、
初
期
の
写
本
二
本
・
中
期
の
写
本
四
本
・
最
古
の
版
本
一
本
の
『
声
明
集
』
、
お
よ
び
『
声

明
集
隆
法
口
伝
』
の
旋
律
異
同
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

一
、
表
中
の
略
号
・
記
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

 

「
称
名
」 

： 

「
称
名
寺
本
ａ
」
、 

『
声
明
集
』
初
期
の
写
本 

 

「
文
二
」 

： 

「
文
保
二
年
本
」
、
『
声
明
集
』
初
期
の
写
本 

 

「
応
三
」 

： 

「
応
永
三
年
本
」
、
『
声
明
集
』
中
期
の
写
本 

 

「
永
六
」 

： 

「
永
享
六
年
本
」
、
『
声
明
集
』
中
期
の
写
本 

 

「
永
十
」 

： 

「
永
享
十
年
本
」
、
『
声
明
集
』
中
期
の
写
本 

 

「
私
案
」 

： 

『
声
明
集
私
案
記
』 

 

「
康
二
」 

： 

「
康
正
二
年
本
」
、
『
声
明
集
』
中
期
の
写
本 

 

「
隆
法
」 

： 

『
声
明
集
隆
法
口
伝
』 

 

「
文
四
」 

： 

「
文
明
四
年
版
」
、
『
声
明
集
』
最
古
の
版
本 

 

「
魚
山
」 

： 

『
魚
山
蠆
芥
集
』 

 
   

●    

： 

『
声
明
集
私
案
記
』
と
同
一
の
旋
律 

 
 
 

○    

： 

『
魚
山
蠆
芥
集
』
と
同
一
の
旋
律   

 
   

－    

：  

旋
律
の
情
報
が
な
い
も
の 

一
、
初
期
の
「
称
名
寺
本
ａ
」
、
中
期
の
「
応
永
三
年
本
」「
永
享
六
年
本
」「
康
正
二
年
本
」
、
後
期
の
「
文

明
四
年
版
」
に
は
「
ユ
」
（
＝
「
由
」
）
「
ス
」
（
＝
「
直
」
）
「
ソ
」
（
＝
「
反
」
）
等
の
旋
律
名
は
注
記
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
『
声
明
集
』
に
お
い
て
は
、
博
士
の
本
に
付
記
さ
れ
て
い
る
「
折
懸
」
、
末
に
付
記

さ
れ
て
い
る
「
突
」
等
に
よ
っ
て
旋
律
情
報
を
読
み
取
っ
た
。 

  

〈
金
剛
法
〉 

「
羅
」
α
―
３０ 

〈
金
剛
寶
〉 

「
訶
」
ｚ
―
１９ 

 

● － 
称
名 

● ○ 

文
二 

●○応
三

●○永
六

●○永
十

●●私
案

●○康
二

－ ○ 

隆
法 

● ○ 

文
四 

○○魚
山
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ａ
三
礼
・
如
来
唄 

１

２

３

４  

５

６

７

８  

一
切
恭
敬 
自
歸
依
佛 

９

１０

１１

１２  
 

當
願
衆
生 
躰
解
大
道 

 
 

 
 

 

２１

２２

２３

２４  

發
無
上
意 

自
歸
依
法 

２５

２６

２７

２８  

當
願
衆
生 

深
入
経
蔵 

３７

３８

３９

４０ 

智
恵
如
海 

自
歸
依
僧 

４１

４２

４３ 

４４ 

當
願
衆
生 

統
理
大
衆 

 

一
切
無
碍 

５３

５４

５５

５６

５７  

５８

５９

６０

６１

６２ 

如
来
妙
色
身 

世
間
無
與
等 

 
 

無
比
不
思
議 

是
故
今
敬
礼 

７３

７４

７５

７６

７７  
 

 
 

 
 

 

如
来
色
無
盡 

知
恵
亦
復
然 

８３

８４

８５

８６

８７ 

一
切
法
常
住 

是
故
我
歸
依 

 

ｂ
如
来
唄 

１

２

３ 

ン
如
礼 

４ 

５ 

妙
色 

６

７ 

身
世 

 

ｃ
云
何
唄 

１

２

３

４ 

５ 

云
何
得
長
壽 

６

７

８

９

１０ 

金
剛
不
壊
身 

 

１１

１２ 

１３

１４

１５ 

復
以
何
因
縁 

 

１６

１７

１８

１９

２０ 

得
大
堅
固
力 

 

ｄ
出
家
唄 

１

２

３

４ 

５ 

毀
形
守
志
節 

６

７

８ 

９

１０ 

割
愛
無
所
親 

 

１１

１２ 

１３

１４

１５ 

棄
家
求
聖
道 

１６

１７

１８

１９

２０ 

願
度
一
切
人 

 

ｅ
散
華 

１

２

３

４ 

５

６ 
ン
願
我
在
道
場 

７

８ 

９

１０

１１ 

香
花
供
養
佛 

 

大
日 

１２ 

１３

１４

１５

１６

１７

１８ 

歸
命
毗
盧
遮
那
佛 

１９

２０ 

２１

２２

２３

２４

２５ 

身
口
意
業
遍
虚
空 

２６

２７

２８ 

２９

３０

３１

３２ 

演
説
如
来
三
密
門 

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９ 

金
剛
一
乗
甚
深
教 

４０

４１

４２

４３

４４ 

香
花
供
養
佛 

 

釋
迦 

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１ 

天
地
此
界
多
聞
室 

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８ 

逝
宮
天
處
十
方
無 

６０

５９

６１

６２

６３

６４

６５ 

丈
夫
牛
王
大
沙
門 

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２ 

尋
地
山
林
遍
無
等 
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藥
師 

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９ 

藥
師
瑠
璃
光
如
来 

８０

８１

８２

８３

８４

８５

８６ 

大
慈
大
悲
照
光
明 

８７

８８

８９

９０

９１

９２

９３ 

良
與
法
藥
救
衆
生 

９４

９５

９６

９７

９８

９９

１００ 

故
我
稽
首
瑠
璃
光 

 

阿
弥
陀 

１０１

１０２

１０３

１０４

１０５

１０６

１０７ 

稽
首
天
人
所
恭
敬 

１０８

１０９

１１０

１１１

１１２

１１３

１１４ 

阿
弥
陀
仙
兩
足
尊 

１１５

１１６

１１７

１１８

１１９

１２０

１２１ 

在
彼
微
妙
安
楽
國 

１２２

１２３

１２４

１２５

１２６

１２７

１２８ 

無
量
佛
子
衆
圍
繞 

１２９

１３０

１３１

１３２

１３３

１３４ 

ン
願
以
此
功
徳 

１３５

１３６

１３７

１３８

１３９ 

普
及
於
一
切 

１４０

１４１

１４２

１４３

１４４ 

我
等
與
衆
生 

１４５

１４６

１４７

１４８

１４９ 

皆
共
成
佛
道 

１５０

１５１

１５２

１５３

１５４ 

香
花
供
養
佛 

 

ｆ
梵
音 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

十
方
所
有
勝
妙
花 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

普
散
十
方
諸
國
土 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

是
以
供
養
釋
迦
尊 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

是
以
供
養
諸
如
来 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 

出
生
無
量
寶
蓮
花 

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２ 

其
花
色
相
皆
殊
妙 

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９ 

是
以
供
養
大
乗
経 

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６ 

是
以
供
養
諸
菩
薩 

 

ｇ
三
條
錫
杖 

１

２

３

４  

５

６

７

８  

手
執
錫
杖 

當
願
衆
生 

９

１０

１１

１２  

１３

１４

１５

１６ 

設
大
施
會 

示
如
實
道 

１７

１８

１９

２０  

２１

２２

２３

２４ 
供
養
三
寶 

設
大
施
會 

２５

２６

２７

２８  
２９

３０

３１

３２ 

示
如
實
道 
供
養
三
寶 

３３

３４

３５

３６  

３７

３８

３９

４０ 

以
清
浄
心 

供
養
三
寶 

４１

４２

４３

４４  

４５

４６

４７

４８ 

發
浄
浄
心 

供
養
三
寶 

４９

５０

５１

５２  

５３

５４

５５

５６ 

願
清
浄
心 

供
養
三
寶 

５７

５８

５９

６０  

６１

６２

６３

６４ 

三
世
諸
佛 

執
持
錫
杖 

 

６５

６６

６７  
 

６８

６９

７０

７１ 

皆
成
佛 

 

故
我
稽
首 

 

７２

７３

７４

７５  

７６

７７

７８

７９ 

執
持
錫
杖 

供
養
三
寶 

８０

８１

８２

８３  

８４

８５

８６

８７ 

故
我
稽
首 

執
持
錫
杖 

 

８８

８９

９０

９１ 

供
養
三
寶 

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８

９９

１００

１０１

１０２ 

ン
南
無
恭
敬
供
養
三
尊
界
會 

１０３

１０４

１０５

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

１１１

１１２

１１３ 

哀
愍
摂
受
護
持
弟
子
成
大
願 

 

ｈ
九
條
錫
杖 
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手
執
錫
杖 

當
願
衆
生 

 

設
大
施
會 
示
如
實
道 

 

供
養
三
寶 

設
大
施
會 

 

示
如
實
道 

供
養
三
寶 

 

以
清
浄
心 

供
養
三
寶 

 

發
清
浄
心 

供
養
三
寶 

 

願
清
浄
心 

供
養
三
寶 

５７

５８

５９

６０  

６１

６２

６３

６４  

當
願
衆
生 

作
天
人
師 

 

６５

６６

６７

６８  

６９

７０

７１

７２ 

虚
空
満
願 

度
苦
衆
生 

 

７３

７４

７５

７６  

７７

７８

７９

８０ 

法
界
圍
繞 

供
養
三
寶 

８１

８２

８３

８４  

８５

８６

８７

８８ 

値
遇
諸
佛 

速
證
菩
提 

９３

９４

９５

９６  

當
願
衆
生 

真
諦
修
習 

９７

９８

９９

１００  

１０１

１０２

１０３

１０４ 

大
慈
大
悲 

一
切
衆
生 

１０５

１０６

１０７

１０８  
 

俗
諦
修
習 

大
慈
大
悲 

１１７

１１８

１１９

１２０ 

一
切
衆
生 

一
乗
修
習 

 

大
慈
大
悲 

一
切
衆
生 

１２９

１３０

１３１

１３２  

１３３

１３４

１３５

１３６ 

恭
敬
供
養 

佛
寶
法
寶 

 

１３７

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２ 

僧
寶
一
躰
三
寶 １４７

１４８

１４９

１５０ 

當
願
衆
生 

壇
波
羅
蜜 

 

大
悲
大
悲 

一
切
衆
生 

１５９

１６０ 

尸
羅
波
羅
蜜 

大
慈
大
悲 

 
 

 
 

 
 

１７２

１７３ 

一
切
衆
生 

  

羼
提
波
羅
蜜 

 

大
慈
大
悲 

一
切
衆
生 

１８５

１８６

１８７ 

毗
梨
耶
波
羅
蜜 

大
慈
大
悲 

 
 

 
 

 

１９９

２００ 

一
切
衆
生 

禅
那
波
羅
蜜 

 
 

大
慈
大
悲 

一
切
衆
生 

２１２

２１３

２１４

２１５

２１６  

２１７

２１８

２１９

２２０ 

般
若
波
羅
蜜 

大
慈
大
悲 

２２１

２２２

２２３

２２４ 
一
切
衆
生 

２２９

２３０

２３１

２３２ 

當
願
衆
生 
十
方
一
切 

２３３

２３４

２３５

２３６  

２３７

２３８

２３９

２４０ 

無
量
衆
生 

聞
錫
杖
聲 

２４１

２４２

２４３

２４４

２４５  

２４６

２４７

２４８

２４９

２５０ 

懈
怠
者
精
進 

破
戒
者
持
戒 

２５１

２５２

２５３

２５４

２５５  

２５６

２５７

２５８

２５９

２６０ 

不
信
者
令
信 

慳
貪
者
布
施 

２６１

２６２

２６３

２６４

２６５  

２６６

２６７

２６８

２６９

２７０ 

瞋
恚
者
慈
悲 

愚
痴
者
智
恵 

２７１

２７２

２７３

２７４

２７５  

２７６

２７７

２７８

２７９

２８０ 

驕
慢
者
恭
敬 

放
逸
者
摂
心 

２８１

２８２

２８３

２８４  
 

２８５

２８６

２８７

２８８ 

具
修
万
行 

 

速
證
菩
提 

 
 

 
 

 

２９３

２９４

２９５

２９６ 

當
願
衆
生 

十
方
一
切 

２９７

２９８

２９９

３００  

３０１

３０２

３０３

３０４ 

邪
魔
外
道 

魍
魎
鬼
神 

３０５

３０６

３０７

３０８  

３０９

３１０

３１１

３１２ 

毒
獣
毒
龍 

毒
蟲
之
類 

３１３

３１４

３１５

３１６  

３１７

３１８

３１９

３２０ 

聞
錫
杖
聲 

摧
伏
毒
害 

３２１

３２２

３２３

３２４  

３２５

３２６

３２７

３２８ 

發
菩
提
心 

具
修
万
行 
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３２９

３３０

３３１

３３２ 
速
證
菩
提 

 
 

 
 

 

３３７

３３８

３３９

３４０ 

當
願
衆
生 
十
方
一
切 

３４１

３４２

３４３

３４４

３４５

３４６  
３４７

３４８

３４９

３５０ 

地
獄
餓
鬼
畜
生 
八
難
之
處 

 

３５１

３５２

３５３

３５４  

３５５

３５６

３５７

３５８ 

受
苦
衆
生 

聞
錫
杖
聲 

３５９

３６０

３６１

３６２  

３６３

３６４

３６５

３６６ 

速
得
解
脱 

惑
癡
二
障 

 

３６７

３６８

３６９

３７０  

３７１

３７２

３７３

３７４ 

百
八
煩
悩 

發
菩
提
心 

３７５

３７６

３７７

３７８  

３７９

３８０

３８１

３８２ 

具
修
万
行 

速
證
菩
提 

３８３

３８４

３８５

３８６  

３８７

３８８

３８９

３９０ 

過
去
諸
佛 

執
持
錫
杖 

３９１

３９２

３９３  
 

３９４

３９５

３９６

３９７ 

已
成
佛 

 

現
在
諸
佛 

３９８

３９９

４００ 

４０１  

４０２

４０３

４０４ 

執
持
錫
杖 

現
成
佛 

４０５

４０６

４０７

４０８  

４０９

４１０

４１１

４１２ 

未
来
諸
佛 

執
持
錫
杖 

４１３

４１４

４１５  
 

４１６

４１７

４１８

４１９ 

當
成
佛 

 

故
我
稽
首 

４２０

４２１

４２２

４２３  

４２４

４２５

４２６

４２７ 

執
持
錫
杖 

供
養
三
寶 

４２８

４２９

４３０

４３１  

４３２

４３３

４３４

４３５ 

故
我
稽
首 

執
持
錫
杖 

４３６

４３７

４３８

４３９ 

供
養
三
寶 

４４０

４４１

４４２

４４３

４４４

４４５ 

南
無
恭
敬
供
養 ４４６

４４７

４４８

４４９ 

霊
山
界
會 

４５０

４５１

４５２

４５３  

４５４

４５５

４５６

４５７ 

恭
敬
供
養 

八
萬
聖
教 

 
 

４５８

４５９

４６０

４６１  

４６２

４６３

４６４

４６５ 

哀
愍
摂
受 

護
持
弟
子 

 

ｉ
対
揚 

１

２

３

４ 

５

６

７

８  

南
無
法
界
道
場
三
密 

９

１０

１１

１２ 

１３ 

教
主
舎
那
尊 

１４

１５

１６

１７  

１８

１９

２０ 

２１ 

四
方
四
佛 

證
誠
密
教 

２２

２３

２４

２５  

２６

２７

２８ 

２９ 

天
衆
地
類 

倍
増
法
樂 

３０

３１

３２

３３  

３４

３５

３６

３７ 

當
所
権
現 

倍
増
法
樂 

３８

３９

４０

４１  

４２

４３

４４

４５ 

弘
法
大
師 

倍
増
法
樂 

４６

４７

４８

４９  

５０

５１

５２

５３ 
貴
賎
霊
等 

皆
成
佛
道 

５４

５５

５６

５７  

５８

５９

６０

６１ 

聖
朝
安
穏 
國
家
豊
楽 

７０

７１

７２

７３  
７４

７５

７６

７７ 

伽
藍
安
穏 

興
隆
佛
法 

７８

７９

８０

８１  

８２

８３

８４

８５ 

法
性
無
漏 

甚
深
妙
典 

８６

８７

８８

８９  

９０

９１

９２

９３

９４ 

所
願
成
辨 

金
剛
手
菩
薩 

 

曼
荼
羅
供 

９５

９６

９７

９８

９９

１００

１０１

１０２ 

南
無
法
界
道
場
三
密 

１０３

１０４

１０５

１０６

１０７ 

教
主
遮
那
尊 

１０８

１０９

１１０

１１１  

１１２

１１３

１１４

１１５ 

四
方
四
佛 

證
誠
密
教 

１１６

１１７

１１８

１１９  

１２０

１２１

１２２

１２３ 

天
衆
地
類 

倍
増
威
光 

１２４

１２５

１２６

１２７  

１２８

１２９

１３０

１３１ 

聖
朝
安
穏 

國
家
豊
楽 

１３２

１３３

１３４

１３５  

１３６

１３７

１３８

１３９ 

禅
定
法
皇 

増
長
寶
壽 

１４０

１４１

１４２

１４３  

１４４

１４５

１４６ 

護
持
太
王 

成
御
願 
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１４７

１４８

１４９

１５０    

１５１

１５２

１５３

１５４ 
伽
藍
安
穏 

興
隆
佛
法 

１５５

１５６

１５７

１５８  

１５９ 

１６０ 

１６１

１６２ 

法
性
無
漏 
甚
深
妙
典 

１６３

１６４

１６５

１６６  

１６７

１６８ 
１６９

１７０

１７１ 

御
願
成
弁 

金
剛
手
菩
薩 

 

最
勝
講 

１７２

１７３

１７４ 

１７５ 

１７６

１７７

１７８

１７９ 

南
無
鷲
峯
山
中
最
勝 

１８０

１８１

１８２

１８３

１８４ 

教
主
釋
迦
尊 

１８５

１８６

１８７

１８８    

１８９

１９０ 

１９１ 

１９２ 

四
方
四
佛 

證
誠
講
演 

１９３

１９４

１９５

１９６  

１９７

１９８ 

１９９ 

２００ 

天
衆
地
類 

倍
増
法
樂 

２０１

２０２

２０３

２０４  

２０５

２０６ 

２０７ 

２０８ 

當
所
権
現 

威
光
自
在 

２０９

２１０

２１１

２１２  

２１３

２１４ 

２１５ 

２１６ 

弘
法
大
師 

倍
増
法
樂 

２１７

２１８

２１９

２２０  

２２１

２２２ 

２２３

２２４ 

聖
朝
安
穏 

國
家
豊
楽 

２２５

２２６

２２７

２２８  

２２９

２３０ 

２３１

２３２ 

禅
定
太
皇 

増
長
寶
壽 

２３３

２３４

２３５

２３６  

２３７

２３８ 

２３９

２４０ 

護
持
大
衆 

各
成
善
願 

２４１

２４２

２４３

２４４  

２４５

２４６ 

２４７

２４８ 

社
頭
安
穏 

諸
人
快
樂 

２４９

２５０

２５１

２５２  

２５３

２５４ 

２５５

２５６ 

法
性
誓
底 

甚
深
妙
典 

２５７

２５８

２５９

２６０  

２６１

２６２

２６３

２６４ 

御
願
成
弁 

妙
憧
菩
薩 

 

大
般
若 

２６５

２６６

２６７

２６８ 

２６９

２７０

２７１

２７２ 

南
無
十
六
會
中
般
若 

２７３

２７４

２７５ 

２７６

２７７ 

教
主
釋
迦
尊 

２７８

２７９

２８０

２８１   

２８２

２８３ 

２８４

２８５ 

十
方
擁
護 

諸
大
神
王 

２８６

２８７

２８８

２８９  

２９０

２９１ 

２９２

２９３ 

演
説
甚
深 

無
相
了
義 

２９４

２９５

２９６

２９７  

２９８

２９９

３００

３０１ 

證
知
證
誠 

法
涌
菩
薩 

 

法
花
経 

３０２

３０３

３０４ 

３０５ 

３０６

３０７

３０８

３０９ 

南
無
鷲
峯
山
中
一
乗 

３１０

３１１

３１２ 

３１３

３１４ 

教
主
釋
迦
尊 

３１５

３１６

３１７

３１８   

３１９

３２０ 

３２１

３２２ 

多
寶
分
身 

證
誠
講
演 

３２３

３２４

３２５

３２６  

３２７

３２８ 

３２９

３３０ 

妙
法
蓮
花 

教
菩
薩
法 

３３１

３３２

３３３

３３４  

３３５

３３６ 

３３７

３３８ 
乗
自
寫
王 

現
来
守
護 

３３９

３４０

３４１

３４２  
３４３

３４４

３４５

３４６

３４７ 

所
願
成
辨 
観
自
在
菩
薩 

 

盂
蘭
盆
経 

３４８

３４９

３５０ 

３５１

３５２

３５３

３５４

３５５

３５６ 

南
無
給
狐
獨
園
盂
蘭
盆 

３５７

３５８

３５９ 

３６０

３６１ 

教
主
釋
迦
尊 

３６２

３６３

３６４

３６５   

３６６

３６７ 

３６８

３６９ 

十
方
諸
佛 

證
誠
講
演 

３７０

３７１

３７２

３７３  

３７４

３７５ 

３７６

３７７ 

救
倒
懸
苦 

甚
深
妙
典 

３７８

３７９

３８０

３８１  

３８２

３８３

３８４

３８５ 

所
願
成
辨 

目
連
大
士 

 

仁
王
経 

３８６

３８７

３８８

３８９ 

３９０

３９１

３９２

３９３ 

南
無
鷲
峯
山
中
般
若 

３９４

３９５

３９６ 

３９７

３９８ 

教
主
釋
迦
尊 

３９９

４００

４０１

４０２   

４０３

４０４ 

４０５

４０６ 

十
六
四
所 

現
来
集
會 

４０７

４０８

４０９

４１０  

４１１

４１２ 

４１３

４１４ 

諸
天
護
法 

諸
仁
王
者 
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４１５

４１６

４１７

４１８  

４１９

４２０

４２１

４２２

４２３ 
證
知
誠
證 

五
大
力
菩
薩 

 

ｊ
金
剛
界 

１

２

３

４ 

５

６

７

８ 

９

１０ 

一
切
恭
敬
敬
礼
常
住
三
寶 

１１

１２ 

１３

１４

１５

１６

１７ 

唵
娑
縛
婆
縛
秫
駄 

１８

１９

２０ 

２１ 

薩
縛
達
麽 

２２

２３

２４

２５

２６

２７ 

娑
縛
婆
縛
秫
度
憾 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 

唵
薩
縛
怛
他
蘖
多 

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３ 

幡
那
滿
那
曩
迦
嚕
弭 

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０ 

歸
命
十
方
一
切
佛 

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７ 

最
勝
妙
法
菩
提
衆 

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４ 

以
身
口
意
清
浄
業 

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１ 

慇
懃
合
掌
恭
敬
礼 

７２

７３

７４

７５

７６ 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９ 

無
始
輪
廻
諸
有
中 

９０

９１

９２

９３

９４

９５

９６ 

身
口
意
業
所
生
罪 

９７

９８

９９

１００

１０１

１０２

１０３ 

如
佛
菩
薩
所
懺
悔 

１０４

１０５

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０ 

我
今
陳
懺
亦
如
是 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

１２２

１２３

１２４

１２５

１２６

１２７

１２８ 

我
今
深
發
歓
喜
心 

１２９

１３０

１３１

１３２

１３３

１３４

１３５ 

随
喜
一
切
福
智
聚 

１３６

１３７

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２ 

諸
佛
菩
薩
行
願
中 

１４３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８

１４９ 

金
剛
三
業
所
生
福 

１５０

１５１

１５２

１５３

１５４

１５５

１５６ 

縁
覺
聲
聞
及
有
情 

１５７

１５８

１５９

１６０

１６１

１６２

１６３ 

所
集
善
根
盡
隨
喜 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

１７５

１７６

１７７

１７８

１７９

１８０

１８１ 

一
切
世
燈
坐
道
場 

１８２

１８３

１８４

１８５

１８６

１８７

１８８ 

覺
眼
開
敷
照
三
有 

１８９

１９０

１９１

１９２

１９３

１９４

１９５ 
我
今
胡
跪
先
勧
請 

１９６

１９７

１９８

１９９

２００

２０１

２０２ 

轉
於
無
上
妙
法
輪 

２０３

２０４

２０５

２０６

２０７

２０８

２０９ 

所
有
如
来
三
界
主 

２１０

２１１

２１２

２１３

２１４

２１５

２１６ 

臨
般
無
餘
涅
槃
者 

２１７

２１８

２１９

２２０

２２１

２２２

２２３ 

我
皆
勧
請
令
久
住 

２２４

２２５

２２６

２２７

２２８

２２９

２３０ 

不
捨
悲
願
救
世
間 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

２４２

２４３

２４４

２４５

２４６

２４７

２４８ 

懺
悔
隨
喜
勧
請
福 

２４９

２５０

２５１

２５２

２５３

２５４

２５５ 

願
我
不
失
菩
提
心 

２５６

２５７

２５８

２５９

２６０

２６１

２６２ 

諸
佛
菩
薩
妙
衆
中 

２６３

２６４

２６５

２６６

２６７

２６８

２６９ 

常
為
善
友
不
厭
捨 

２７０

２７１

２７２

２７３

２７４

２７５

２７６ 

離
於
八
難
生
無
難 

２７７

２７８

２７９

２８０

２８１

２８２

２８３ 

宿
命
住
智
荘
厳
身 
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２８４

２８５

２８６

２８７

２８８

２８９

２９０ 
遠
離
愚
迷
具
悲
智 

２９１

２９２

２９３

２９４

２９５

２９６

２９７ 

悉
能
滿
足
波
羅
蜜 

２９８

２９９

３００

３０１

３０２

３０３

３０４ 

富
樂
豊
饒
生
勝
族 

３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

３１０

３１１ 

眷
属
廣
多
恒
熾
盛 

３１２

３１３

３１４

３１５

３１６

３１７

３１８ 

四
無
礙
辧
十
自
在 

３１９

３２０

３２１

３２２

３２３

３２４

３２５ 

六
通
諸
禅
悉
圓
満 

３２６

３２７

３２８

３２９

３３０

３３１

３３２ 

如
金
剛
憧
及
普
賢 

３３３

３３４

３３５

３３６

３３７

３３８

３３９ 

願
讃
廻
向
亦
如
是 

３４０

３４１

３４２

３４３

３４４

３４５

３４６

３４７

３４８

３４９

３５０ 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

３５１

３５２

３５３

３５４

３５５ 

唵
冒
地
質
多
母
怛 

 

波
娜
野
弭 

３６２

３６３

３６４

３６５

３６６

３６７

３６８ 

唵
三
昧
耶
薩
怛
鎫 

３６９

３７０

３７１

３７２

３７３

３７４

３７５

３７６

３７７ 

歸
命
摩
訶
毗
盧
遮
那
佛 

３７８

３７９

３８０

３８１

３８２

３８３

３８４

３８５ 

四
方
四
智
四
波
羅
蜜 

３８６

３８７

３８８

３８９

３９０

３９１

３９２ 

十
六
八
供
四
摂
智 

３９３

３９４

３９５

３９６

３９７

３９８

３９９ 

教
令
輪
者
降
三
世 

４００

４０１

４０２

４０３

４０４

４０５

４０６ 

両
部
界
會
諸
如
来 

４０７

４０８

４０９

４１０

４１１

４１２

４１３ 

外
金
剛
部
威
徳
天 

４１４

４１５

４１６

４１７

４１８

４１９

４２０ 

不
越
本
誓
三
昧
耶 

４２１

４２２

４２３

４２４

４２５

４２６

４２７ 

降
臨
壇
場
受
妙
供 

４２８

４２９

４３０

４３１

４３２

４３３

４３４ 

弘
法
大
師
増
法
樂 

４３５

４３６

４３７

４３８

４３９

４４０

４４１

４４２ 

三
國
傳
燈
諸
阿
闍
梨 

４４３

４４４

４４５

４４６

４４７

４４８

４４９ 

護
持
大
衆
除
不
祥 

４５０

４５１

４５２

４５３

４５４

４５５

４５６ 

滅
罪
生
善
成
大
願 

４５７

４５８

４５９

４６０

４６１

４６２

４６３ 

天
下
法
界
同
利
益 

４６４

４６５

４６６

４６７

４６８

４６９

４７０ 

衆
生
無
邊
誓
願
度 

４７１

４７２

４７３

４７４

４７５

４７６

４７７ 

福
智
無
邊
誓
願
集 

４７８

４７９

４８０

４８１

４８２

４８３

４８４ 
法
門
無
邊
誓
願
覺 

４８５

４８６

４８７

４８８

４８９

４９０

４９１ 

如
来
無
邊
誓
願
事 

４９２

４９３

４９４

４９５

４９６

４９７

４９８ 

菩
提
無
上
誓
願
證 

４９９

５００

５０１

５０２

５０３

５０４

５０５

５０６ 

唵
阿
謨
伽
布
惹
麽
抳 

５０７

５０８

５０９

５１０

５１１

５１２

５１３

５１４ 

跛
納
麽
縛
曰
隷
怛
他 

５１５

５１６ 

蘗
多
尾
路
姚
帝
三
滿 

 

多
鉢
羅
薩
羅
吽 

５２９

５３０  
 

 
 

５３４

５３５ 

以
我
功
徳
力 

如
来
加
持
力 

５３９

５４０  
 

 
 

５４４

５４５

５４６ 

及
以
法
界
力 

普
供
養
而
住 

５５２

５５３ 

普
供
養
摩
訶
毗
盧
遮
那
佛 

５５９

５６０

５６１  
 

５６２

５６３ 

普
供
養 

 

両
部
界
會 

５６６

５６７  
 

 

５７０

５７１ 

諸
尊
聖
衆 

護
法
天
等 

５７４

５７５  
 

 

５７８

５７９ 

所
設
妙
供 

哀
愍
摂
受 
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５８２

５８３  
 

 

５８６

５８７ 
護
持
大
衆 

消
除
業
障 

５９０

５９１  
 

 

５９４

５９５ 

増
長
福
壽 
恒
受
快
樂 

５９８

５９９  
 

 

６０２

６０３ 

無
邊
善
願 

決
定
圓
満 

６０６

６０７

６０８

６０９ 

南
無
摩
訶
毗
盧
遮
那
佛 

６１５

６１６

６１７

６１８  
 

６２０

６２１

６２２

６２３ 

南
無
阿
閦
佛 

南
無
寶
生
佛 

６２５

６２６

６２７

６２８  
 

 

６３１

６３２

６３３

６３４ 

南
無
无
量
壽
佛 

南
無
不
空
成
就
佛 

６３８

６３９

６４０

６４１

６４２  
 

 
 

６４６

６４７

６４８

６４９ 

南
無
四
波
羅
蜜
菩
薩 

南
無
十
六
大
菩
薩 

６５３

６５４

６５５

６５６

６５７  
 

 

６６０

６６１

６６２

６６３ 

南
無
八
供
養
菩
薩 

南
無
四
摂
智
菩
薩 

６６７

６６８

６６９

６７０

６７１ 

南
無
金
剛
界
一
切
諸
佛
菩
薩 

６７８

６７９

６８０

６８１

６８２

６８３

６８４ 

南
無
大
悲
胎
蔵
界
一
切
諸
佛
菩
薩 

６９１

６９２

６９３ 

６９４

６９５  

６９６

６９７

６９８

６９９ 

廻
向
大
菩
提 

至
心
廻
向 

７００

７０１

７０２

７０３ 

懺
悔
隨
喜 

 

ｋ
胎
蔵
界 

１

２

３

４ 

５

６

７

８ 

９

１０ 

一
切
恭
敬
敬
礼
常
住
三
寶 

１１

１２ 

１３

１４

１５

１６

１７

１８ 

曩
莫
三
曼
多
没
駄
南 

１９

２０ 

２１

２２

２３

２４

２５ 

阿
三
迷
怛
哩
三
迷 

２６

２７

２８  

三
摩
曵
娑
縛
賀 

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９ 

曩
莫
三
滿
多
没
駄
南 

４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９ 

達
磨
駄
覩
薩
縛
婆
縛
句
含 

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６ 

歸
命
十
方
正
等
覺 

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３ 

三
世
一
切
具
三
身 

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０ 

歸
命
一
切
大
乗
法 

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７ 

歸
命
不
退
菩
提
衆 

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４ 

歸
命
諸
明
真
實
言 

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１ 

歸
命
一
切
諸
密
印 

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８ 

以
身
口
意
清
浄
業 

９９

１００

１０１

１０２

１０３

１０４

１０５ 

慇
懃
無
量
恭
敬
礼 

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０ 
歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

１１７

１１８

１１９

１２０

１２１

１２２

１２３ 

我
由
无
明
所
積
集 

１２４

１２５

１２６

１２７

１２８

１２９

１３０ 

身
口
意
業
造
衆
罪 

１３１

１３２

１３３

１３４

１３５

１３６

１３７ 

貪
慾
恚
癡
覆
心
故 

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２

１４３

１４４ 

於
佛
正
法
賢
聖
僧 

１４５

１４６

１４７

１４８

１４９

１５０

１５１ 

父
母
二
師
善
知
識 

１５２

１５３

１５４

１５５

１５６

１５７

１５８ 

及
以
无
量
衆
生
所 

１５９

１６０

１６１

１６２

１６３

１６４

１６５ 

無
始
生
死
流
轉
中 

１６６

１６７

１６８

１６９

１７０

１７１

１７２ 

具
造
極
重
無
盡
罪 

１７３

１７４

１７５

１７６

１７７

１７８

１７９ 

親
對
十
方
現
在
佛 

１８０

１８１

１８２

１８３

１８４

１８５

１８６ 

悉
皆
懺
悔
不
復
作 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

１９８

１９９

２００

２０１

２０２

２０３

２０４ 

南
無
十
方
三
世
佛 
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２０５

２０６

２０７

２０８

２０９

２１０

２１１ 
三
種
常
身
正
法
蔵 

２１２

２１３

２１４

２１５

２１６

２１７

２１８ 

勝
願
菩
提
大
心
衆 

２１９

２２０

２２１

２２２

２２３

２２４

２２５ 

我
今
皆
悉
正
歸
依 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

２３７

２３８

２３９

２４０

２４１

２４２

２４３ 

我
浄
此
身
離
諸
垢 

２４４

２４５

２４６

２４７

２４８

２４９

２５０ 

及
與
三
世
身
口
意 

２５１

２５２

２５３

２５４

２５５

２５６

２５７ 

過
於
大
海
刹
塵
數 

２５８

２５９

２６０

２６１

２６２

２６３

２６４ 

奉
獻
一
切
諸
如
来 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

２７６

２７７

２７８

２７９

２８０

２８１

２８２ 

浄
菩
提
心
勝
願
寶 

２８３

２８４

２８５

２８６

２８７

２８８

２８９ 

我
今
起
發
濟
群
生 

２９０

２９１

２９２

２９３

２９４

２９５

２９６ 

生
苦
等
集
所
纏
身 

２９７

２９８

２９９

３００

３０１

３０２

３０３ 

及
與
無
知
所
害
身 

３０４

３０５

３０６

３０７

３０８

３０９

３１０ 

救
摂
歸
依
令
解
脱 

３１１

３１２

３１３

３１４

３１５

３１６

３１７ 

常
當
利
益
諸
含
識 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

３２９

３３０

３３１

３３２

３３３

３３４

３３５ 

十
方
無
量
世
界
中 

３３６

３３７

３３８

３３９

３４０

３４１

３４２ 

諸
正
遍
知
大
海
衆 

３４３

３４４

３４５

３４６

３４７

３４８

３４９ 

種
種
善
巧
方
便
力 

３５０

３５１

３５２

３５３

３５４

３５５

３５６ 

及
諸
佛
子
為
群
生 

３５７

３５８

３５９

３６０

３６１

３６２

３６３ 

諸
有
所
修
福
業
等 

３６４

３６５

３６６

３６７

３６８

３６９

３７０ 

我
今
一
切
盡
随
喜 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

３８２

３８３

３８４

３８５

３８６

３８７

３８８ 

我
今
勧
請
諸
如
来 

３８９

３９０

３９１

３９２

３９３

３９４

３９５ 

菩
提
大
心
救
世
者 

３９６

３９７

３９８

３９９

４００

４０１

４０２ 

唯
願
普
於
十
方
界 

４０３

４０４

４０５

４０６

４０７

４０８

４０９ 

恒
以
大
雲
降
法
雨 

 
歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

４２１

４２２

４２３

４２４

４２５

４２６

４２７ 

願
令
凡
夫
所
住
處 

４２８

４２９

４３０

４３１

４３２

４３３

４３４ 

速
捨
衆
苦
所
集
身 

４３５

４３６

４３７

４３８

４３９

４４０

４４１ 

富
得
至
於
無
垢
處 

４４２

４４３

４４４

４４５

４４６

４４７

４４８ 

安
住
清
浄
法
界
身 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

４６０

４６１

４６２

４６３

４６４

４６５

４６６ 

所
修
一
切
衆
善
業 

４６７

４６８

４６９

４７０

４７１

４７２

４７３ 

利
益
一
切
衆
生
故 

４７４

４７５

４７６

４７７

４７８

４７９

４８０ 

我
今
盡
皆
正
廻
向 

４８１

４８２

４８３

４８４

４８５

４８６

４８７ 

除
生
死
苦
至
菩
提 

 

歸
命
頂
礼
大
悲
毗
盧
遮
那
佛 

４９９

５００

５０１

５０２

５０３

５０４

５０５

５０６

５０７ 

曩
莫
三
曼
多
縛
曰
羅
赦 

５０８

５０９

５１０

５１１

５１２

５１３

５１４ 

縛
曰
羅
怛
摩
句
含 
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５１５

５１６

５１７

５１８

５１９

５２０

５２１

５２２

５２３ 
曩
莫
三
曼
多
縛
曰
羅
赦 

５２４

５２５

５２６

５２７

５２８

５２９

５３０

５３１ 

唵
賀
阿
者
羅
迦
拏
者 

５３２

５３３

５３４

５３５

５３６

５３７

５３８ 

嚕
娑
駄
耶
吽
發
吒 

５３９

５４０

５４１

５４２

５４３

５４４

５４５ 

仰
願
胎
蔵
大
日
尊 

５４６

５４７

５４８

５４９

５５０

５５１

５５２ 

八
葉
蓮
䑓
諸
如
来 

５５３

５５４

５５５

５５６

５５７

５５８

５５９ 

十
三
大
會
塵
刹
衆 

５６０

５６１

５６２

５６３

５６４

５６５

５６６ 

教
令
輪
者
不
動
尊 

５６７

５６８

５６９

５７０

５７１

５７２

５７３ 

両
部
界
會
諸
如
来 

５７４

５７５

５７６

５７７

５７８

５７９

５８０ 

外
金
剛
部
威
徳
天 

５８１

５８２

５８３

５８４

５８５

５８６

５８７ 

不
越
本
誓
三
昧
耶 

５８８

５８９

５９０

５９１

５９２

５９３

５９４ 

降
臨
檀
場
受
妙
供 

５９５

５９６

５９７

５９８

５９９

６００

６０１ 

弘
法
大
師
増
法
樂 

６０２

６０３

６０４

６０５

６０６

６０７

６０８

６０９ 

三
國
傳
燈
諸
阿
闍
梨 

６１０

６１１

６１２

６１３

６１４

６１５

６１６ 

護
持
大
衆
除
不
祥 

６１７

６１８

６１９

６２０

６２１

６２２

６２３ 

滅
罪
生
善
成
大
願 

６２４

６２５

６２６

６２７

６２８

６２９

６３０ 

天
下
法
界
同
利
益 

６３１

６３２

６３３

６３４

６３５

６３６

６３７ 

誓
願
断
除
一
切
悪 

６３８

６３９

６４０

６４１

６４２

６４３

６４４ 

誓
願
度
脱
一
切
生 

６４５

６４６

６４７

６４８

６４９

６５０

６５１ 

誓
願
修
習
一
切
法 

６５２

６５３

６５４

６５５

６５６

６５７

６５８ 

誓
願
奉
仕
一
切
佛 

６５９

６６０

６６１

６６２

６６３

６６４

６６５ 

誓
願
證
得
大
菩
提 

６６６

６６７

６６８

６６９

６７０

６７１

６７２

６７３ 

曩
莫
薩
嚩
怛
他
蘗
帝 

６７４

６７５

６７６

６７７

６７８

６７９ 

瓢
尾
濕
縛
目
契
毗
薬 

６８６

６８７

６８８

６８９ 

薩
縛
他
欠
烏
娜
蘖
帝 

 

薩
婆
羅
係
𤚥
誐
誐
曩 

 

釼
娑
縛
賀 

７０２

７０３  
 

 
 

７０７

７０８ 

以
我
功
徳
力 

如
来
加
持
力 

７１２

７１３  
 

 
 

７１７

７１８

７１９ 
及
以
法
界
力 

普
供
養
而
住 

７２５

７２６ 

普
供
養
摩
訶
毗
盧
遮
那
佛 

７３２

７３３

７３４  
 

７３５

７３６ 

普
供
養 

 

両
部
界
會 

７３９

７４０  
 

 

７４３

７４４ 

諸
尊
聖
衆 

護
法
天
等 

７４７

７４８  
 

 

７５１

７５２ 

所
設
妙
供 

哀
愍
摂
受 

７５５

７５６  
 

 

７５９

７６０ 

護
持
大
衆 

消
除
業
障 

７６３

７６４  
 

 

７６７

７６８ 

増
長
福
壽 

恒
受
快
樂 

７７１

７７２  
 

 

７７５

７７６ 

無
邊
善
願 

決
定
圓
満 

７７９

７８０

７８１

７８２ 

南
無
摩
訶
毗
盧
遮
那
佛 

７８８

７８９

７９０

７９１  
 

７９３

７９４

７９５

７９６ 

南
無
寶
憧
佛 

南
無
開
敷
花
王
佛 

８００

８０１

８０２

８０３ 

８０４  
 

８０６

８０７

８０８

８０９ 

南
無
无
量
壽
佛 

南
無
天
鼓
雷
音
佛 

８１３

８１４

８１５ 

８１６  
 

 

８１９

８２０

８２１

８２２

８２３

８２４ 

南
無
普
賢
菩
薩 

南
無
文
殊
師
利
菩
薩 

８２７

８２８

８２９

８３０ 

８３１  
 

 

８３４

８３５

８３６

８３７ 

南
無
観
世
音
菩
薩 

南
無
弥
勒
菩
薩 
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８４０

８４１

８４２

８４３

８４４ 
南
無
阿
里
也
阿
遮
羅
尾
地
也
羅
惹 

８５３

８５４

８５５

８５６

８５７ 

８５８  

８５９

８６０

８６１

８６２

８６３

８６４ 

嚩
曰
羅
蘇
婆
尼 

嚩
曰
羅
軍
荼
利 

８６５

８６６

８６７

８６８ 

８６９  
 

 

８７２

８７３

８７４

８７５

８７６ 

嚩
曰
羅
焔
曼
徳
迦 
嚩
曰
羅
薬
叉 

８７７

８７８

８７９

８８０

８８１

８８２ 

南
無
大
悲
胎
蔵
界
一
切
諸
佛 

８８８

８８９

８９０

８９１

８９２

８９３

８９４ 

南
無
金
剛
界
一
切
諸
佛 

８９７

８９８

８９９

９００ 

９０１  

９０２

９０３

９０４

９０５ 

廻
向
大
菩
提 

所
修
一
切 

 

ｌ
理
趣
経 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

歸
命
毗
盧
遮
那
佛 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

無
染
無
着
真
理
趣 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

生
生
値
遇
無
相
教 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

世
世
持
誦
不
妄
念 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 

弘
法
大
師
増
法
樂 

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３ 

大
樂
金
剛
不
空
真
實 

４４

４５ 

４６

４７  

４８

４９ 

５０

５１ 

三
摩
耶
経 

如
是
我
聞 

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１ 

時
薄
伽
梵
毗
盧
遮
那
如
来 

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２ 

時
調
伏
難
調
釋
迦
牟
尼
如
来 

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４

８５ 

時
薄
迦
梵
得
自
性
清
浄
法
性
如
来 

８６

８７

８８

８９

９０

９１

９２

９３

９４

９５

９６ 

時
薄
迦
梵
一
切
三
界
主
如
来 

９７

９８

９９

１００

１０１

１０２

１０３

１０４

１０５

１０６

１０７

１０８

１０９ 

時
薄
迦
梵
得
一
切
如
来
智
印
如
来 

１１０

１１１

１１２

１１３

１１４

１１５

１１６

１１７

１１８

１１９

１２０ 

時
薄
迦
梵
一
切
無
戯
論
如
来 

１２１

１２２

１２３

１２４

１２５

１２６ 

１２７

１２８

１２９

１３０

１３１

１３２

１３３ 

時
薄
迦
梵
一
切
如
来
入
大
輪
如
来 

１３４

１３５

１３６

１３７

１３８

１３９

１４０

１４１

１４２

１４３

１４４

１４５

１４６ 

時
薄
迦
梵
一
切
如
来
種
種
供
養
蔵 

１４７

１４８

１４９

１５０

１５１

１５２

１５３

１５４

１５５

１５６

１５７ 

時
薄
迦
梵
能
調
持
智
拳
如
来 

１５８

１５９

１６０

１６１

１６２

１６３

１６４

１６５

１６６

１６７

１６８

１６９ 

時
薄
迦
梵
一
切
平
等
建
立
如
来 

１７０

１７１

１７２

１７３

１７４

１７５

１７６

１７７

１７８

１７９

１８０

１８１

１８２

１８３ 

時
薄
迦
梵
如
来
復
説
一
切
有
情
加
持 

１８４

１８５

１８６

１８７ 

金
剛
手
言 

１８８

１８９

１９０

１９１

１９２

１９３

１９４ 

善
哉
善
哉
大
薩
埵 

１９５

１９６

１９７

１９８

１９９

２００

２０１ 
善
哉
善
哉
大
安
樂 

２０２

２０３

２０４

２０５

２０６

２０７

２０８ 

善
哉
善
哉
摩
訶
衍 

２０９

２１０

２１１

２１２

２１３

２１４

２１５ 

善
哉
善
哉
大
智
恵 

２１６

２１７

２１８

２１９

２２０

２２１

２２２ 

善
能
演
説
此
法
教 

２２３

２２４

２２５

２２６

２２７

２２８

２２９ 

金
剛
修
多
羅
加
持 

２３０

２３１

２３２

２３３

２３４

２３５

２３６ 

持
此
最
勝
教
王
者 

２３７

２３８

２３９

２４０

２４１

２４２

２４３ 

一
切
諸
魔
不
能
壊 

２４４

２４５

２４６

２４７

２４８

２４９

２５０ 

得
佛
菩
薩
冣
勝
位 

２５１

２５２

２５３

２５４

２５５

２５６

２５７ 

於
諸
悉
地
當
不
久 

２５８

２５９

２６０

２６１

２６２

２６３

２６４ 

一
切
如
来
及
菩
薩 

２６５

２６６

２６７

２６８

２６９

２７０

２７１ 

共
作
如
是
勝
説
已 

２７２

２７３

２７４

２７５

２７６

２７７

２７８ 

為
令
持
者
悉
成
就 

２７９

２８０

２８１

２８２

２８３

２８４

２８５ 

皆
大
歓
喜
信
受
行 
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２８６

２８７

２８８

２８９

２９０ 
毗
盧
遮
那
佛 

２９１

２９２

２９３

２９４

２９５ 

毗
盧
遮
那
佛 

２９６

２９７

２９８

２９９

３００ 

毗
盧
遮
那
佛 

３０１

３０２

３０３

３０４

３０５ 

毗
盧
遮
那
佛 

３０６

３０７

３０８

３１０

３０９ 

毗
盧
遮
那
佛 

３１１

３１２

３１３

３１４

３１５ 

毗
盧
遮
那
佛 

３１６

３１７

３１８

３１９

３２０ 

毗
盧
遮
那
佛 

３２１

３２２

３２３

３２４

３２５ 

毗
盧
遮
那
佛 

３２６

３２７

３２８

３２９

３３０

３３１

３３２ 

我
等
所
修
三
昧
善 

３３３

３３４

３３５

３３６

３３７

３３８

３３９ 

廻
向
最
上
大
悉
地 

３４０

３４１

３４２

３４３

３４４

３４５

３４６ 

哀
愍
摂
受
願
海
中 

３４７

３４８

３４９

３５０

３５１

３５２

３５３ 

消
除
業
障
證
三
昧 

３５４

３５５

３５６

３５７

３５８

３５９

３６０ 

天
衆
神
祇
増
威
光 

３６１

３６２

３６３

３６４

３６５

３６６

３６７ 

當
所
権
現
増
法
樂 

３６８

３６９

３７０

３７１

３７２

３７３

３７４ 

弘
法
大
師
増
法
樂 

３７５

３７６

３７７

３７８

３７９

３８０

３８１ 

貴
賎
霊
等
成
佛
道 

３８２

３８３

３８４

３８５

３８６

３８７

３８８ 

聖
朝
安
穏
増
寶
壽 

３８９

３９０

３９１

３９２

３９３

３９４

３９５ 

天
下
安
樂
興
正
法 

３９６

３９７

３９８

３９９

４００

４０１

４０２ 

護
持
大
衆
除
不
祥 

４０３

４０４

４０５

４０６

４０７

４０８

４０９ 

滅
罪
生
善
令
満
足 

４１０

４１１

４１２

４１３

４１４

４１５

４１６ 

菩
提
行
願
不
退
轉 

４１７

４１８

４１９

４２０

４２１

４２２

４２３ 

引
導
三
有
及
法
界 

４２４

４２５

４２６

４２７

４２８

４２９

４３０ 

同
一
性
故
入
阿
字 

４３１

４３２

４３３

４３４

４３５

４３６

４３７ 
 

ｍ
礼
懺
文 

１

２

３

４ 

５

６

７

８ 

９

１０ 

一
切
恭
敬
敬
礼
常
住
三
寶 

１１

１２ 

１３

１４  

１５

１６

１７

１８ 

歸
命
十
方 

無
始
輪
廻 

１９

２０ 

２１

２２  

２３

２４

２５

２６ 
我
今
深
發 

一
切
世
燈 

２７

２８ 
２９

３０ 

懺
悔
随
喜 

３１

３２

３３

３４

３５

３６  

３７

３８ 

南
無
常
住
三
世 
南
無 

３９

４０

４１

４２

４３

４４ 

南
無
一
切
如
来 

４５

４６

４７

４８

４９  

５０

５１

５２ 

如
上
金
剛
界 

南
無
盡 

５３

５４

５５

５６  

５７

５８

５９ 

普
為
五
類 

白
衆
等 

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６ 

佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼 

 

ｎ
四
智
梵
語 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

唵
嚩
曰
羅
薩
怛
嚩 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

蘇
蘖
羅
賀
嚩
曰
羅 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

囉
怛
曩
摩
覩
怛
覧 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

縛
曰
羅
達
摩
誐
夜 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 

那
縛
曰
羅
羯
磨
迦 
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３６

３７

３８ 
嚕
婆
嚩 

 

ｏ
大
日
讃 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

薩
嚩
尾
也
比
婆
縛 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

訖
羅
訖
哩
也
素
蘖 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

多
地
鉢
帝
尓
曩
怛 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

頼
駄
都
迦
摩
訶
攞 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 

佐
尾
嚕
左
曩
曩
謨 

３６

３７

３８ 

率
覩
帝 

 

ｐ
不
動
讃 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

曩
莫
薩
縛
没
駄
母 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

地
薩
怛
縛
南
薩
縛 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

怛
羅
僧
虞
素
弥
怛 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

鼻
惹
羅
始
吠
南
謨 

２９

３０

３１

３２

３３

３４ 

素
都
帝
娑
婆
訶 

 

ｑ
四
智
漢
語 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

金
剛
薩
埵
摂
受
故 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

得
為
無
上
金
剛
寶 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

金
剛
言
詞
歌
詠
故 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

願
成
金
剛
承
仕
業 

 

ｒ
心
略
漢
語 

１

２

３

４ 

５ 

一
切
善
生
主 

６

７

８ 

９

１０ 

妙
用
躰
無
碍 

１１

１２ 

１３

１４

１５ 

三
界
如
大
王 

１６

１７

１８

１９

２０  

遍
照
我
頂
礼 

 

ｓ
佛
讃 

１

２

３

４ 

５

６

７

８  

摩
訶
迦
嚕
抳
建
曩
貪 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４

１５ 

捨
娑
多
藍
薩
縛
吠 

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１

２２ 
南
本
女
那
地
窶
那 

２３

２４

２５

２６

２７

２８ 

２９ 

駄
藍
鉢
羅
拏
摩
弭 

３０

３１

３２

３３ 

怛
他
蘖
擔 

 

ｔ
文
殊
讃 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

文
殊
菩
薩
出
化
清 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

涼
神
通
力
以
現
他 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

方
真
座
金
毛
師
子 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

微
放
殊
光
衆
生
仰 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 

持
寶
蓋
絶
名
香
我 

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２ 

今
發
願
虔
誠
歸
命 

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９ 

不
求
富
貴
不
戀
榮 

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６ 

花
願
當
来
世
生
浄 

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３ 

土
法
王
家
願
當
来 
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６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０ 
世
生
浄
土
法
王
家 

 

ｕ
吉
慶
漢
語 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

諸
佛
覩
史
下
生
時 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

釋
梵
龍
神
隨
待
衛 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

種
種
勝
妙
吉
祥
事 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

願
如
令
時
盡
能
得 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 

迦
毗
羅
衛
誕
釋
宮 

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２ 

龍
王
注
沐
甘
露
水 

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９ 

諸
天
供
養
吉
祥
事 

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６ 

願
汝
灌
頂
亦
如
是 

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３ 

金
剛
座
上
為
群
生 

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０ 

後
夜
降
魔
成
正
覺 

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７ 

現
諸
希
有
吉
祥
事 

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４ 

願
汝
此
座
悉
能
成 

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１ 

波
羅
㮈
園
河
荘
厳 

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８ 

為
五
仙
人
開
妙
法 

９９

１００

１０１

１０２

１０３

１０４

１０５ 

成
就
無
量
吉
祥
事 

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

１１１

１１２ 

願
汝
今
時
盡
獲
得 

１１３

１１４

１１５

１１６

１１７

１１８

１１９ 

諸
佛
大
悲
方
便
力 

１２０

１２１

１２２

１２３

１２４

１２５

１２６ 

普
利
法
界
衆
生
界 

１２７

１２８

１２９

１３０

１３１

１３２

１３３ 

盡
未
来
際
無
疲
倦 

１３４

１３５

１３６

１３７

１３８

１３９

１４０ 

四
無
碍
智
汝
當
得 

 

ｖ
吉
慶
梵
語 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

拽
怛
瞢
誐
覧
都
史 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

怛
袮
縛
尾
麽
曩
蘖 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

婆
那
枲
伱
賀
婆
多 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

羅
妬
惹
誐
姤
呬
跢 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 
耶
賽
捺
隷
素
隷
羅 

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２ 

拏
蘖
怛
寫
耶
怛
他 

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９ 

蘖
怛
寫
怛
他
瞢
誐 

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６ 

覧
婆
縛
都
扇
底
迦 

５７

５８

５９

６０

６１ 

蘭
怛
縛
伱
也 

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８ 

拽
怛
瞢
誐
覧
迦
比 

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５ 

攞
婆
娑
都
隷
羅
惹 

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２ 

駄
婢
蘖
婆
伱
尾
隷 

８３

８４

８５

８６

８７

８８

８９ 

此
哩
怛
縛
跢
娑
曩 

９０

９１

９２

９３

９４

９５

９６ 

比
怛
寫
及
吠
少
道 

９７

９８

９９

１００

１０１

１０２

１０３ 

娜
儜
羅
密
哩
多
縛 

１０４

１０５

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０ 

哩
鼻
羅
戍
物
哩
地 

１１１

１１２

１１３

１１４

１１５

１１６

１１７ 

曳
怛
他
瞢
誐
覧
婆 
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１１８

１１９

１２０

１２１

１２２

１２３

１２４ 
縛
都
扇
底
迦
覧
怛 

１２５

１２６

１２７ 

縛
伱
也 

１２８

１２９

１３０

１３１

１３２

１３３

１３４ 

拽
怛
瞢
誐
覧
娑
迦 

１３５

１３６

１３７

１３８

１３９

１４０

１４１ 

羅
奴
灑
尾
曩
捨
係 

１４２

１４３

１４４

１４５

１４６

１４７

１４８ 

奴
縛
曰
羅
娑
寧
娑 

１４９

１５０

１５１

１５２

１５３

１５４

１５５ 

躰
怛
縛
多
鉢
羅
縛 

１５６

１５７

１５８

１５９

１６０

１６１

１６２ 

蘭
縛
部
縛
麽
蘭
尾 

１６３

１６４

１６５

１６６

１６７

１６８

１６９ 

伱
哩
底
野
拶
都
盧 

１７０

１７１

１７２

１７３

１７４

１７５

１７６ 

毗
寧
舎
縛
舎
寧
怛 

１７７

１７８

１７９

１８０

１８１

１８２

１８３ 

多
瞢
誐
覧
婆
縛
都 

１８４

１８５

１８６

１８７

１８８

１８９

１９０

１９１ 

扇
底
迦
蘭
答
縛
伱
也 

 

ｗ
阿
弥
陀
讃 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

那
慕
弥
陀
婆
也
那 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

慕
弥
陀
庾
灑
那
慕 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１ 

振
底
也
愚
拏
迦
羅 

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８  

怛
麽
寧
那
慕
弥
陀 

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５ 

婆
也
邇
那
也
低
謨 

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２ 

尼
蘇
佉
縛
底
縄
也 

４３

４４

４５

４６

４７

４８

４９ 

弥
陀
縛
奴
檢
婆
也 

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６ 

蘇
佉
縛
底
縄
迦
那 

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３ 

迦
尾
質
怛
羅
迦
那 

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０ 

南
摩
奴
羅
𤚥
蘇
誐 

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７ 

他
蘇
蘖
羅
稜
訖
哩 

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４ 

躭
縛
室
羅
耶
答 

８５

８６

８７

８８

８９

９０

９１ 

鉢
羅
躰
多
愚
拏
寫 

９２

９３

９４

９５

９６

９７

９８ 

地
摩
多
鉢
羅
耶
弥 

９９

１００

１０１

１０２

１０３

１０４

１０５ 

躭
莫
護
愚
拏
羅
怛 

１０６

１０７

１０８

１０９ 
曩
珊
者
鹽 

 

ｘ
四
波
羅
蜜 

１

２

３

４ 

５

６

７ 

薩
怛
縛
縛
曰
囉
曩 

８ 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４ 

謨
率
都
帝
薩
怛
吠 

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１

２２ 

縛
曰
哩
曩
謨
率
都
帝 

２３

２４

２５

２６

２７

２８ 

２９ 

囉
怛
曩
縛
曰
羅
曩 

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６ 

謨
率
都
帝
囉
跢
寧 

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

４４ 

縛
曰
哩
曩
莫
率
都
帝 

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４ 

達
麽
縛
曰
羅
曩
謨
率
都
帝 

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４ 

達
吠
縛
曰
哩
曩
謨
率
都
帝 

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４ 

羯
麽
縛
曰
羅
曩
謨
率
都
帝 

７５

７６

７７

７８

７９

８０

８１

８２

８３

８４ 

羯
吠
縛
曰
哩
曩
謨
率
都
帝 

 

ｙ
金
剛
薩
埵 
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１

２

３

４ 

５

６

７

８  
縛
曰
羅
薩
怛
縛
摩
訶 

９

１０

１１

１２ 
１３

１４

１５

１６ 

薩
怛
縛
縛
曰
羅
薩
縛 

１７

１８

１９

２０ 

２１

２２

２３

２４ 

怛
他
蘖
多
三
曼
多
跛 

２５

２６

２７

２８ 

２９

３０

３１

３２ 

怛
羅
縛
曰
羅
伱
耶
縛 

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１ 

曰
羅
波
儜
曩
謨
娑
都
帝 

 

ｚ
金
剛
寶 

１

２

３

４ 

５

６

７

８  

縛
曰
羅
羅
怛
曩
蘇
縛 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４

１５

１６ 

曰
羅
羅
他
縛
曰
羅
迦 

１７

１８

１９

２０ 

２１

２２

２３

２４ 

賖
摩
訶
摩
抳
阿
迦
賖 

２５

２６

２７

２８ 

２９

３０

３１

３２ 

蘖
婆
縛
曰
羅
荼
縛
曰 

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０ 

羅
蘖
婆
曩
謨
娑
都
帝 

 

α
金
剛
法 

１

２

３

４ 

５

６

７

８  

縛
曰
羅
達
麽
蘓
薩
怛 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４

１５

１６ 

縛
羅
他
縛
曰
羅
鉢
娜 

１７

１８

１９

２０ 

２１

２２

２３

２４ 

麽
蘓
輸
駄
迦
路
計
濕 

２５

２６

２７

２８ 

２９

３０

３１

３２ 

縛
羅
蘓
縛
曰
羅
乞
刄 

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０ 

縛
曰
羅
寧
怛
羅
曩
謨 

４１

４２

４３ 

率
都
帝 

 

β
金
剛
業 

１

２

３

４ 

５

６

７

８  

縛
曰
羅
羯
磨
蘓
縛
曰 

９

１０

１１

１２ 

１３

１４

１５

１６ 

囉
訖
讓
羯
磨
縛
曰
羅 

１７

１８

１９

２０ 

２１

２２

２３

２４ 

蘓
薩
縛
誐
縛
曰
羅
謨 

２５

２６

２７

２８ 

２９

３０

３１

３２ 

伽
摩
呼
娜
哩
耶
縛
曰 

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１ 

羅
尾
濕
縛
曩
謨
娑
都
帝 

 

γ
佛
名 

１

２

３ 

ン
南
無 

４ 

５

６

７  

８ 

９

１０

１１ 

歸
命
頂
礼 

大
日
如
来 

１２ 
１３

１４

１５  

１６

１７

１８

１９ 
恭
敬
供
養 

弘
法
大
師 

 

δ
教
化 

１

２

３

４ 

５

６

７

８ 
９

１０

１１

１２  

龍
女
ハ
ホ
ト
ケ
ニ
ナ
リ
ニ
ケ
リ 

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０ 

２１

２２

２３

２４ 

ナ
ト
カ
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